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教
育
と
イ
ス
ラ
ー
ム 

│
│ 
公
教
育
か
ら
見
た
宗
教
文
化
の
多
様
性 

│
│

講
演
者

桜
井　

啓
子
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

布
川
あ
ゆ
み
（
東
京
外
国
語
大
学
准
教
授
）

松
山　

洋
平
（
東
京
大
学
准
教
授
）

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト

久
志
本
裕
子
（
上
智
大
学
准
教
授
）

小
林　

春
夫
（
東
京
学
芸
大
学
教
授
）

趣
旨
説
明

八
木
久
美
子
（
東
京
外
国
語
大
学
教
授
）

司
会外

川　

昌
彦
（
東
京
外
国
語
大
学
教
授
）

日
時 

二
〇
二
三
年
九
月
八
日
（
金
）
一
四
時
三
〇
分
―
一
七
時

会
場 

東
京
外
国
語
大
学　

府
中
キ
ャ
ン
パ
ス 

ア
ゴ
ラ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
（
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
・
ホ
ー
ル
）

後
援 

東
京
外
国
語
大
学
総
合
文
化
研
究
所 

科
研
費
（19H

00554　
研
究
代
表
者
・
外
川
昌
彦
）

趣
旨

　

先
般
、
改
定
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
（
二
〇
二
〇
年
度
に
小
学
校
、
二

〇
二
一
年
度
に
中
学
校
で
完
全
実
施
）
で
は
、
道
徳
の
時
間
に
代
え
て
道

徳
を
教
科
と
し
、
特
に
宗
教
文
化
に
関
わ
る
内
容
と
し
て
、「
人
間
の
力

を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
多
様
な
価
値
観
」
に
触
れ
て
対
話
的
な
学
び
を
目
指
す
道
徳
が
、
実
際

に
は
「
宗
教
」
の
多
様
な
在
り
方
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
（
日
本
学
術
会
議
・
哲
学
委
員

会
『
道
徳
科
に
お
い
て
「
考
え
、
議
論
す
る
」
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
』

二
〇
二
〇
年
）。

　

ひ
る
が
え
っ
て
見
る
と
、
世
界
の
公
教
育
に
お
け
る
宗
教
の
在
り
方
は

多
様
で
す
。
た
と
え
ば
、
国
教
制
を
と
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
義
務
教
育
に
宗

教
科
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
時
代
や
社
会
の
要
請
に
応
じ
た
様
々
な
変
遷
が

見
ら
れ
、
ラ
イ
シ
テ
の
原
則
か
ら
宗
教
教
育
が
禁
止
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
ス
カ
ー
フ
問
題
の
よ
う
に
、
宗
教
へ
の
帰
属
と
教
育
の
権
利
の
関
係

が
問
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ム
ス
リ
ム
が
多
数
を
占
め
る
地
域
で
も
、
た
と

え
ば
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
公
教
育
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
な
ど
の

四
つ
の
宗
教
科
目
の
選
択
が
可
能
で
す
。
世
俗
主
義
を
掲
げ
、
女
子
学
生

の
ス
カ
ー
フ
の
着
用
を
制
限
し
た
ト
ル
コ
で
は
、
女
性
の
教
育
機
会
を
妨

げ
る
も
の
と
し
て
争
点
と
な
り
、
現
在
で
は
容
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
よ
う
な
公
教
育
か
ら
見
た
宗
教
文
化
の

多
様
性
と
そ
の
社
会
的
な
位
置
づ
け
を
、
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
研
究
を

続
け
る
三
名
の
研
究
者
の
報
告
と
、
二
名
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
の
議
論

か
ら
展
望
し
ま
す
。 

（
第
八
二
回
学
術
大
会
実
行
委
員
会
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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で
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
の
政
治
体
制
の
正
当
化
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
イ
ス
ラ
ー
ム
共

和
国
の
政
治
体
制
の
根
幹
は
、
イ
ラ
ン
の
公
式
宗
教
で
あ
る
十
二
イ
マ
ー

ム
・
シ
ー
ア
派
の
教
義
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
シ
ー
ア

派
は
、
預
言
者
の
後
継
者
を
め
ぐ
る
争
い
で
、
教
友
の
中
か
ら
「
カ
リ
フ
」

を
選
出
し
た
ス
ン
ナ
派
に
対
し
て
、
預
言
者
の
従
弟
で
、
か
つ
娘
婿
の
ア

リ
ー
に
従
っ
た
人
々
を
起
源
と
し
て
い
る
。
預
言
者
の
血
統
を
重
ん
じ
る

シ
ー
ア
派
は
、
ア
リ
ー
を
初
代
イ
マ
ー
ム
と
し
、
そ
の
息
子
た
ち
（
つ
ま

り
預
言
者
の
孫
た
ち
）
を
第
二
代
、
第
三
代
イ
マ
ー
ム
と
み
な
し
た
。
シ

ー
ア
派
の
中
の
多
数
派
で
あ
る
十
二
イ
マ
ー
ム
派
は
、
歴
史
上
、
十
二
人

の
イ
マ
ー
ム
の
存
在
を
認
め
る
が
、
第
十
二
代
イ
マ
ー
ム
は
、
八
七
四
年
、

信
者
の
前
か
ら
「
お
隠
れ
」
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
隠
れ
イ
マ
ー
ム
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
十
二
イ
マ
ー
ム
派
の
信
徒
は
、
終
末
の
直
前
に
「
隠
れ

イ
マ
ー
ム
」
が
再
臨
し
、
シ
ー
ア
派
を
救
済
す
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

憲
法
第
五
条
は
、「
シ
ー
ア
派
の
第
十
二
代
イ
マ
ー
ム
の
お
隠
れ
中
、

イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
監
督
と
指
導
は
、
公
正
か
つ
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ー
ム

法
学
者
」
に
委
ね
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、「
法
学
者
の
統

治
」（
ヴ
ェ
ラ
ー
ヤ
テ
・
フ
ァ
キ
ー
フ
）
と
呼
ば
れ
る
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ

ー
ム
共
和
国
の
統
治
体
制
で
あ
り
、
こ
の
体
制
の
正
当
性
を
確
立
す
る
こ

と
が
公
教
育
の
究
極
の
目
的
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
か
ら
八
九
年
ま
で

は
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
が
、
そ
の
後
は
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
が
最
高
指
導
者

と
し
て
「
法
学
者
の
統
治
」
を
実
践
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
教
科
教
育
に
お
け
る
宗
教
教
育

の
特
徴
を
考
察
し
て
み
た
い
。
小
学
校
の
宗
教
教
育
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教

の
聖
典
を
学
ぶ
『
コ
ー
ラ
ン
』
と
宗
教
の
教
義
を
学
ぶ
『
天
か
ら
の
贈
り

イ
ラ
ン
の
公
教
育
と
イ
ス
ラ
ー
ム

桜
井　

啓
子

　

本
報
告
で
は
、
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
）
が
多
数
派
で
あ
る
国

の
公
教
育
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
現
状
と
課
題
を
、
イ
ラ
ン
・
イ

ス
ラ
ー
ム
共
和
国
の
例
を
通
じ
て
考
察
す
る
。

　

は
じ
め
に
イ
ラ
ン
に
お
け
る
宗
教
人
口
分
布
を
確
認
し
た
い
。
イ
ラ
ン

国
民
の
八
九
％
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
シ
ー
ア
派
、
九
％
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
ス

ン
ナ
派
、
残
り
の
二
％
が
宗
教
的
少
数
派
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
イ
ラ
ン

の
憲
法
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
宗
教
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
か
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
憲
法
第
十
二
条
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
シ

ー
ア
派
の
十
二
イ
マ
ー
ム
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
法
学
派
」
を
公
式
の
宗
教
と

定
め
た
う
え
で
、「
ス
ン
ナ
派
の
四
法
学
派
な
ら
び
に
ザ
イ
ド
派
」
も
尊

重
す
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
十
三
条
に
て
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、
ユ
ダ

ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
奉
す
る
イ
ラ
ン
国
民
を
、「
公
認
の
宗
教
的
少

数
派
」
と
し
て
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
憲
法
は
、
十
二
イ
マ
ー

ム
・
シ
ー
ア
派
以
外
の
宗
教
に
対
し
て
一
定
の
配
慮
を
示
し
て
い
る
が
、

憲
法
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
宗
教
は
認
め
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
般
に
公
教
育
と
は
、
公
の
目
的
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
教

育
で
、
義
務
化
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
イ
ラ
ン
の
公
教
育
の
目
的
は
、

一
九
七
九
年
の
革
命
で
成
立
し
た
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
の
政
治

体
制
の
正
当
化
と
存
続
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
の
教
育
制
度
は
、
六
―
三
―
三

制
（
う
ち
九
年
が
義
務
教
育
）
で
、
十
二
年
間
の
教
育
は
、
公
立
私
立
と

も
に
、
教
育
省
に
よ
っ
て
厳
格
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
教
科
書

は
、
国
定
で
あ
る
。
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て
、「
歴
史
」
で
は
シ
ー
ア
派
の
視
点
か
ら
み
た
歴
史
が
教
え
ら
れ
て
い

る
。
中
等
教
育
前
期
課
程
の
社
会
科
教
科
書
の
歴
史
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

シ
ー
ア
派
の
初
代
イ
マ
ー
ム
・
ア
リ
ー
と
対
立
し
た
ウ
マ
イ
ヤ
朝
（
六
六

一
―
七
五
〇
年
）
を
「
圧
制
と
腐
敗
」
の
王
朝
と
し
、
シ
ー
ア
派
第
三
代

イ
マ
ー
ム
を
殉
教
に
導
い
た
ウ
マ
イ
ヤ
朝
第
二
代
カ
リ
フ
・
ヤ
ズ
ィ
ー
ド

を
「
堕
落
し
た
罪
深
い
人
物
」
と
述
べ
る
な
ど
、
歴
史
的
に
シ
ー
ア
派
と

対
立
し
た
ス
ン
ナ
派
を
批
判
す
る
表
現
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
つ
づ
く
ア

ッ
バ
ー
ス
朝
（
七
五
〇
―
一
二
五
八
年
）
も
、「
ウ
マ
イ
ヤ
朝
に
劣
ら
ず

圧
制
」
を
敷
き
、
カ
リ
フ
た
ち
は
、「
王
宮
で
贅
沢
な
暮
ら
し
に
耽
っ
た
」

と
否
定
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
歴
史
叙
述
は
、
ス
ン
ナ
派
か
ら

見
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
と
は
相
い
れ
な
い
が
、
イ
ラ
ン
の
公
式
の
歴
史

と
し
て
、
す
べ
て
の
生
徒
に
教
授
さ
れ
て
い
る
。
近
代
史
に
お
い
て
は
、

パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
王
朝
を
倒
し
て
、「
法
学
者
の
統
治
」
体
制
を
築
い
た
イ

ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
の
成
果
と
そ
の
正
当
性
が
語
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
イ
ラ
ン
の
公
教
育
は
、
狭
義
の
「
宗
教
」
教
育
に
お
い
て
は
、

シ
ー
ア
派
以
外
の
信
徒
に
一
定
の
配
慮
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に

は
、「
宗
教
」
以
外
の
国
定
教
科
書
を
通
じ
て
、
十
二
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー

ア
派
の
教
義
や
歴
史
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
の
建
国
理
念
で
あ
る
「
法
学

者
の
統
治
」
に
関
す
る
知
識
が
教
授
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
は
、
自
身
の
信

仰
や
信
条
に
関
わ
り
な
く
、
進
級
や
進
学
の
た
め
に
教
科
書
が
提
供
す
る

知
識
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

公
教
育
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
朝
礼
、
礼
拝
、
学
校
行
事
、
課
外
活
動

等
の
教
科
外
活
動
で
あ
る
。
各
学
校
に
は
礼
拝
室
が
あ
る
。
多
く
の
学
校

は
、
礼
拝
を
強
制
し
て
は
い
な
い
と
し
つ
つ
も
、
様
々
な
方
法
を
用
い
て

礼
拝
を
生
徒
に
促
し
て
い
る
。
ま
た
イ
ラ
ン
で
は
、
女
子
は
九
歳
か
ら
ヴ

物
』
の
二
科
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
両
授
業
は
小
学
校
六
年
間
の
総
授

業
数
の
一
七
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
中
等
教
育
前
期
課
程
の
「
宗

教
」
の
授
業
は
、『
コ
ー
ラ
ン
』、『
天
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』、
そ
れ
に

『
ア
ラ
ビ
ア
語
』
を
加
え
る
と
、
三
年
間
の
総
授
業
数
に
占
め
る
こ
れ
ら

の
授
業
の
割
合
は
、
二
〇
％
と
な
る
。

　

憲
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
ス
ン
ナ
派
や
宗
教
的
少
数
派

に
対
し
て
は
、
小
学
校
で
は
、『
天
か
ら
の
贈
り
物
―
ス
ン
ナ
派
』、『
天

か
ら
の
贈
り
物
―
宗
教
的
少
数
派
』
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
小
学
校
二
年

生
の
教
科
書
を
比
較
す
る
と
、
シ
ー
ア
派
用
と
ス
ン
ナ
派
用
と
で
は
、
礼

拝
前
の
ウ
ド
ゥ
ー
（
浄
め
）、
預
言
者
一
族
や
教
友
に
関
す
る
記
述
な
ど

に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ

ヤ
教
の
三
宗
教
の
信
者
を
対
象
と
す
る
宗
教
的
少
数
派
の
教
科
書
は
、

神
、
預
言
者
、
天
国
な
ど
、
一
神
教
の
基
本
的
な
教
え
や
世
界
観
に
関
す

る
説
明
に
留
ま
っ
て
お
り
、
各
宗
教
の
名
称
や
教
義
に
関
す
る
言
及
は
皆

無
で
あ
る
。

　

中
等
教
育
前
期
課
程
で
は
、
シ
ー
ア
派
の
た
め
の
『
天
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
』
の
他
に
、
ス
ン
ナ
派
の
た
め
の
『
天
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
ス
ン

ナ
派
』
が
あ
る
。
宗
教
的
少
数
派
に
対
し
て
は
、『
聖
な
る
諸
宗
教
と
倫

理
―
宗
教
的
少
数
派
』
が
、
教
科
書
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
小
学

校
の
教
科
書
と
同
様
に
、
各
宗
教
の
名
称
や
教
義
に
つ
い
て
の
言
及
は
な

く
、
創
造
主
、
預
言
者
、
来
世
な
ど
一
神
教
に
共
通
す
る
教
え
や
偶
像
崇

拝
の
誤
り
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

宗
教
に
関
す
る
教
育
は
、
宗
教
以
外
の
教
科
、
特
に
国
語
に
相
当
す
る

「
ペ
ル
シ
ア
語
」
や
「
社
会
」「
歴
史
」
な
ど
で
も
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。「
社
会
」
で
は
、「
法
学
者
の
統
治
」
体
制
の
正
当
性
に
つ
い
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点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
生
徒
の
反
応
は
、（
一
）宗
教
学
習

を
通
じ
て
体
制
へ
忠
誠
心
が
強
ま
る
、（
二
）他
教
科
と
同
様
に
知
識
と
し

て
学
習
、（
三
）イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
教
育
と
見
な
し
反
発
、
に
大
別
で
き
る
。

（
一
）が
、
公
教
育
の
意
図
に
沿
っ
た
結
果
と
い
え
る
の
に
対
し
て
、（
二
）

（
三
）で
は
、
宗
教
が
手
段
化
し
た
こ
と
に
よ
る
信
仰
の
形
骸
化
が
観
察
さ

れ
る
。
そ
う
し
た
傾
向
は
、
例
え
ば
、
二
〇
二
二
年
秋
に
イ
ラ
ン
全
土
に

広
ま
っ
た
「
女
性
、
生
命
、
自
由
」
運
動
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
女
性
た
ち
が
、
学
校
や
公
道
で
ヴ
ェ
ー
ル
を
脱
ぐ
こ
と
で
、

政
府
に
よ
る
宗
教
の
押
し
付
け
に
抗
議
し
た
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
運
動
を
も
っ
て
、
イ
ラ
ン
の
人
々
が
イ
ス
ラ
ー
ム

や
宗
教
へ
の
関
心
を
失
っ
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と

い
う
の
も
、
政
府
が
、
学
校
教
育
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
国
民
へ
の
浸
透

を
図
っ
て
き
た
「
公
式
の
宗
教
」
に
反
発
し
て
い
る
人
々
の
中
に
も
、
神

と
の
直
接
的
な
対
話
を
求
め
て
シ
ー
ア
派
の
イ
マ
ー
ム
や
そ
の
親
族
の
墓

廟
に
参
詣
し
た
り
、
神
秘
主
義
や
瞑
想
に
傾
倒
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
仏

教
や
座
禅
に
興
味
を
示
し
た
り
と
、
上
か
ら
の
押
し
付
け
で
は
な
い
信
仰

や
内
面
的
な
も
の
を
求
め
る
姿
が
み
ら
れ
る
か
ら
だ
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
宗
教
科
と
イ
ス
ラ
ー
ム

布
川
あ
ゆ
み

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
、

公
立
学
校
に
お
い
て
宗
教
教
育
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
多
く
が
、
カ

ト
リ
ッ
ク
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
教
育
を
意
味
し

ェ
ー
ル
着
用
な
ど
の
宗
教
的
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
齢
に

達
し
た
生
徒
を
祝
福
す
る
儀
式
が
学
校
に
て
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

学
校
主
催
の
宗
教
行
事
も
宗
教
教
育
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
と
り

わ
け
重
要
な
の
が
、
西
暦
六
八
〇
年
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
一
〇
日
（
ア
ー
シ
ュ

ラ
ー
）
に
ウ
マ
イ
ヤ
軍
と
の
戦
い
に
敗
れ
殉
教
し
た
第
三
代
イ
マ
ー
ム
・

フ
サ
イ
ン
を
追
悼
す
る
一
連
の
行
事
で
あ
る
。
カ
ル
バ
ラ
ー
の
荒
野
に
お

け
る
フ
サ
イ
ン
軍
と
ウ
マ
イ
ヤ
軍
と
の
戦
い
を
演
劇
や
朗
読
、
絵
や
工
作

等
に
よ
っ
て
再
現
す
る
こ
と
で
、
フ
サ
イ
ン
の
殉
教
を
追
体
験
し
、
そ
の

宗
教
的
意
味
を
学
習
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
初
代
イ
マ

ー
ム
・
ア
リ
ー
の
殉
教
日
、
第
十
二
代
イ
マ
ー
ム
の
誕
生
日
、
預
言
者
の

娘
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
の
誕
生
日
（
母
の
日
）
な
ど
に
因
ん
で
様
々
な
行
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
の
勝
利
を
祝
う

行
事
や
朝
礼
で
の
反
米
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
唱
和
な
ど
の
政
治
色
の
強
い
活
動

に
も
宗
教
的
な
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
イ
ラ
ン
の
公
教
育
に
お
け
る
宗
教
教
育
に
は
、（
一
）シ
ー
ア
派

の
教
義
に
基
づ
く
「
法
学
者
の
統
治
」
の
正
当
性
の
確
立
と
維
持
、（
二
）

憲
法
が
認
め
る
ス
ン
ナ
派
や
宗
教
的
少
数
派
に
一
定
の
配
慮
が
あ
る
も
の

の
、
宗
教
以
外
の
教
科
で
は
、
十
二
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派
に
関
す
る
逸

話
や
歴
史
叙
述
を
採
用
、（
三
）教
科
外
学
習
を
通
じ
て
、
十
二
イ
マ
ー

ム
・
シ
ー
ア
派
の
世
界
観
を
学
習
、
と
い
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
イ
ラ
ン
の
公
教
育
に
お
け
る
宗
教
教
育
は
、
政
治
と
宗
教
が
一
体
化

し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
教
育
と
い
え
る
。

　

イ
ラ
ン
の
公
教
育
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
最
大
の
課
題
は
、
宗
教
が
教

科
と
な
っ
た
こ
と
で
、
他
教
科
と
同
様
に
学
習
成
果
が
点
数
化
さ
れ
、
成

績
評
価
の
対
象
と
な
り
、
進
級
や
進
学
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
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両
派
の
宗
教
教
育
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
唯
一
、
宗
教
科
が
廃
止
さ
れ
た

の
は
ナ
チ
ズ
ム
の
時
代
に
限
定
さ
れ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
の
憲
法
に
あ
た
る
「
ド
イ
ツ
基
本
法
第

七
条
第
三
項
」
に
お
い
て
、「
宗
教
科
は
非
宗
派
学
校
を
除
き
、
公
立
学

校
に
お
け
る
正
規
の
教
科
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
基
本

法
の
も
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
教
教
育
が
実
施
さ
れ

て
き
た
。
あ
わ
せ
て
、
両
派
の
教
育
内
容
は
、
公
法
上
認
め
ら
れ
た
法
人

格
を
有
す
る
宗
教
団
体
の
教
義
に
そ
っ
て
、
実
施
す
る
こ
と
が
基
本
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

宗
教
科
の
規
定
と
同
時
に
、「
基
本
法
第
七
条
二
項
」
に
お
い
て
、
保

護
者
が
そ
の
出
席
を
拒
否
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
出
席
を
拒
否

す
る
場
合
は
、
宗
教
科
の
代
替
教
科
（
選
択
必
修
科
目
）
と
し
て
、
倫

理
・
哲
学
科
を
履
修
す
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、
教
育
の
権
限
は
各
州

に
あ
る
た
め
、
宗
教
科
と
倫
理
・
哲
学
科
の
関
係
は
、
一
様
で
な
い
。
た

と
え
ば
、
倫
理
・
哲
学
科
に
対
し
て
宗
教
科
の
優
位
性
が
法
的
に
保
障
さ

れ
て
い
る
州
も
あ
れ
ば
、
宗
教
科
は
あ
く
ま
で
も
倫
理
・
哲
学
科
の
補
足

教
科
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
州
も
あ
る
こ
と
が
、
先
行
研
究
で
は

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

宗
教
教
育
の
枠
組
み
へ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
参
入

　

キ
リ
ス
ト
教
系
の
宗
教
教
育
を
実
施
し
て
き
た
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
七

〇
年
代
以
降
の
社
会
の
世
俗
化
と
宗
教
多
元
化
の
流
れ
を
受
け
て
、
正
教

会
や
ユ
ダ
ヤ
教
な
ど
の
新
た
な
宗
教
を
宗
教
科
に
導
入
す
る
動
き
が
進
ん

だ
。
同
時
代
に
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
生
徒
の
た
め
の
宗
教

教
育
の
必
修
科
目
化
に
向
け
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
か
ら
の
働
き
か
け
も

て
き
た
。

　

近
年
、
移
民
の
増
加
を
背
景
に
、
公
的
教
育
機
関
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
教

育
が
実
施
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、

公
的
教
育
機
関
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
に
、「
健
全
な
社
会
統
合
」
を
促

す
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
に
着
目
す
る
。

　

本
報
告
で
は
、
信
仰
的
な
要
素
を
伴
う
宗
教
教
育
を
必
修
科
目
と
し
て

実
施
し
て
い
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
近
年
導
入
が
進
ん
だ
イ
ス
ラ
ー
ム
教

育
に
ど
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
論
じ
る
。

ド
イ
ツ
の
教
育
の
特
徴

　

ド
イ
ツ
で
は
、
各
州
（
計
十
六
州
）
に
教
育
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
お

り
、
州
ご
と
に
多
様
な
教
育
制
度
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
厳
格
な
就

学
義
務
が
「
子
ど
も
」
に
課
さ
れ
て
い
る
点
は
、
い
ず
れ
の
州
に
も
共
通

し
て
い
る
。
ま
た
原
則
、
そ
の
就
学
義
務
は
「
ド
イ
ツ
に
居
住
す
る
す
べ

て
の
子
ど
も
」
に
課
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
就
学
義
務
を
保
護
者

に
課
し
、
か
つ
就
学
義
務
の
対
象
に
外
国
籍
の
子
ど
も
が
含
ま
れ
て
い
な

い
日
本
と
は
、
前
提
が
異
な
る
点
が
多
く
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
し
た

い
。

　

こ
の
他
に
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、「
教
科
書
」
の
採
択
が
、「
学
校
の

自
治
・
教
育
上
の
固
有
責
任
」
に
属
す
る
事
柄
と
し
て
、
各
学
校
の
固
有

の
権
限
と
さ
れ
て
い
る
点
も
、
特
徴
と
し
て
み
ら
れ
る
。

ド
イ
ツ
各
州
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
多
様
な
展
開

　

で
は
、
宗
教
教
育
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

歴
史
的
に
は
、
十
九
世
紀
半
ば
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
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れ
た
。

　

同
州
の
宗
教
科
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
シ
リ
ア
正
教
、

正
教
会
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
ア
レ
ビ
ー
派
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
七
つ
の
宗
教
・
宗

派
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
宗
教
科
は
必
修
科
目
で
あ
り
、

成
績
評
価
が
な
さ
れ
る
。

　

州
の
学
習
指
導
要
領
に
あ
た
る
、
レ
ー
ア
プ
ラ
ン
に
は
、
宗
教
科
全
体

に
共
通
す
る
目
的
と
し
て
、「
他
者
理
解
」、「
多
様
な
現
代
社
会
へ
の
理

解
」、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
」
な
ど
が
柱
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本

報
告
で
は
、
特
に
他
者
理
解
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
「
子
ど
も
や
若
者

が
互
い
の
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
と
も
に
生
き
る
こ
と
が
よ
り
上
手

く
い
く
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
言
及
に
着
目
す
る
。

宗
教
科
・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
員
養
成
課
程
の
整
備

　

次
に
、
宗
教
科
へ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
参
入
に
あ
わ
せ
て
、
大
学
に
お
い

て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
員
養
成
課
程
も
整
備
が
進
ん
で
き
た
こ
と
を
確
認
す

る
。
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
内
に
位
置
す
る
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
で
、
先
駆
け
て
取
り

組
ま
れ
て
き
た
。
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
で
は
、
二
〇
一
二
年
度
よ
り
、

「
イ
ス
ラ
ー
ム
宗
教
教
授
学
」
専
攻
が
開
講
さ
れ
た
。
こ
の
専
攻
で
は
、

ア
ラ
ビ
ア
語
や
イ
ス
ラ
ー
ム
宗
教
教
育
学
や
イ
ス
ラ
ー
ム
教
授
学
、
宗
教

心
理
学
お
よ
び
宗
教
社
会
学
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
生
徒
主
体
の
授
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
な
ど
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
正
規
の
教
師
と
な
る
に
は
、
修
士
号
が
必
須
で
あ
り
、
同

課
程
に
お
い
て
も
、
学
士
課
程
（
六
セ
メ
ス
タ
ー
）
と
修
士
課
程
（
四
セ

メ
ス
タ
ー
）
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。

な
さ
れ
て
き
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
で
は
「
ガ
ス
ト
ア
ル
バ
イ
タ
ー
（
客
人

労
働
者
）」
と
し
て
、
ト
ル
コ
を
中
心
に
、
多
く
の
労
働
者
の
受
け
入
れ

が
進
ん
だ
。
帰
国
を
し
た
人
々
も
多
く
い
た
が
、
家
族
を
呼
び
寄
せ
、
定

住
化
が
進
ん
だ
。
連
邦
移
民
・
難
民
局
に
よ
れ
ば
、
今
日
、
約
五
六
〇
万

人
の
ム
ス
リ
ム
が
ド
イ
ツ
に
暮
ら
し
て
お
り
、
全
人
口
の
約
六
・
七
％
に

あ
た
る
。
そ
の
半
数
が
ド
イ
ツ
国
籍
で
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
八
州
で
、
宗
教
科
の
一
科
目
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
初
等
教
育
段
階
の
み
の
導
入
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
中
等
教
育
段
階
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
る
に
至
る
。

　

ド
イ
ツ
の
公
立
学
校
に
、
宗
教
科
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
導
入
す
る

こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
の
構
造
的
統
合
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
と
、
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教

科
導
入
に
あ
た
っ
て
、
議
論
と
調
停
の
歴
史
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
ノ
ル
ト

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
（
以
下
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
）
を
事
例
に
、

具
体
的
な
展
開
を
み
て
い
く
。

Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
に
お
け
る
宗
教
科

　

Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
は
、
ド
イ
ツ
西
部
に
位
置
し
、
工
業
地
帯
と
し
て
発
展
し
て

き
た
州
で
あ
る
。
十
六
州
の
う
ち
、
最
大
の
人
口
（
一
八
〇
〇
万
人
）
を

擁
し
、
ド
イ
ツ
国
内
で
最
も
多
く
の
ム
ス
リ
ム
が
暮
ら
す
州
で
も
あ
る
。

同
州
で
は
、
ド
イ
ツ
の
中
で
も
先
駆
け
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
が
イ
ス
ラ

ー
ム
の
導
入
に
向
け
て
、
教
育
省
に
働
き
か
け
て
き
た
。
数
々
の
係
争
を

経
て
、
二
〇
一
一
年
に
、
宗
教
科
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
実
施
の
た
め
の

学
校
法
が
制
定
さ
れ
、
正
規
の
宗
教
科
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
が
導
入
さ
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は
社
会
的
に
生
み
出
さ
れ
た
関
係
性
で
あ
り
、
同
化
的
な
意
合
い
の
強
い

統
合
概
念
を
批
判
的
に
検
討
す
る
枠
組
み
が
読
み
と
れ
る
。

　

宗
教
教
育
で
提
示
さ
れ
て
い
る
「
共
に
生
き
る
」
と
い
う
概
念
は
、
ど

の
宗
教
も
同
じ
く
価
値
が
あ
る
と
い
う
仕
組
み
を
（
課
題
は
山
積
し
て
は

い
る
も
の
の
）
構
築
し
て
い
る
。
同
時
に
、
宗
教
科
の
出
席
を
拒
否
す
る

権
利
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
多
様
な
思
想
や
信
条
が
尊
重
さ
れ
る
仕
組
み

が
つ
く
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
の
宗
教
科
と
イ
ス
ラ

ー
ム
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
見
え
て
く
る
。

　

し
か
し
、
直
近
の
世
論
調
査
で
は
、
反
難
民
・
反
イ
ス
ラ
ー
ム
を
掲
げ

る
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
党
」
が
第
二
位
に
「
躍
進
」
し
、
ド
イ
ツ

社
会
全
体
と
し
て
は
排
外
主
義
を
強
め
て
い
る
。
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

と
は
異
な
り
、
長
ら
く
有
力
な
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
が
存
在
し
な
か

っ
た
と
言
わ
れ
る
ド
イ
ツ
で
の
こ
の
「
躍
進
」
を
、
教
育
の
世
界
か
ら
は

ど
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
何
を
教
え
る
の
か
、
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。
学
校
裁
量
、
教
員
裁
量
が
と
り
わ
け
大
き
い
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
多

様
な
教
育
実
践
を
捉
え
な
が
ら
、
検
討
を
続
け
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と

し
て
残
る
。

日
本
の
公
教
育
は
イ
ス
ラ
ー
ム
を
ど
う
語
る
か

松
山　

洋
平

　

今
日
、
日
本
の
公
教
育
の
中
で
イ
ス
ラ
ー
ム
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
教
育
内
容
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
ち
、
ど
の
よ

イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
教
育
の
実
施
状
況

　

で
は
、
宗
教
科
に
新
た
に
追
加
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
現
在
、
ど
の

よ
う
な
実
施
状
況
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
報
告
で
は
、
従
来
措
置
さ
れ

て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
や
プ
ロ
セ
ス
タ
ン
ト
の
宗
教
教
育
と
は
異
な
る
実
施

条
件
二
つ
が
、
同
州
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
に
は
課
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目

す
る
。

　

第
一
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
か
ら
の

要
請
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
同
一
学
校
内
で
十
二
名
以
上

の
希
望
者
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
必
修
科
目
で
あ
る
も
の

の
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
教
育
の
実
施
条
件
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
や
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
な
ど
よ
り
厳
し
い
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
に
よ

り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
を
実
施
し
て
い
る
学
校
は
、
限
定
的
で
あ
る
。

　

二
〇
二
二
年
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
宗
教
科
に
導
入
さ
れ
て
十
年
が
経
過

し
た
が
、
州
教
育
省
に
よ
る
と
、
現
在
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
教
育
を
受

け
て
い
る
生
徒
は
約
二
万
四
千
人
で
、
同
州
の
学
校
に
通
う
ム
ス
リ
ム
生

徒
全
体
の
約
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
教
師
が
大
幅
に
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
、
特
に
大
き
な
課
題
と
し
て
、
州
教
育
省
で
は
認
識
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
あ
と
二
十
年
近
く
要
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
課
題

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
移
民
が
テ
ー
マ
と
な
る
際
に
は
、
必
ず
「
統
合
」

概
念
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
宗
教
科
に
導
入
し
た
Ｎ

Ｒ
Ｗ
州
の
宗
教
科
の
教
育
目
的
に
は
、「
共
に
生
き
る
」
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
本
報
告
で
は
確
認
し
た
。「
統
合
に
お
け
る
関
係
性
」
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点
か
ら
検
討
し
た
い
。
な
お
、
先
行
研
究
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
他
宗
教

と
比
較
す
る
際
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
や
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
特
定
の
宗
教
実

践
を
不
用
意
に
強
調
す
る
問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に

も
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
上
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

（
１

）
現
世
主
義

　

多
く
の
教
科
書
は
、
来
世
・
彼
岸
の
救
済
に
対
す
る
信
仰
に
言
及
す
る

こ
と
を
避
け
、
現
世
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
も
た
ら
す
の
か
と
い

う
点
（
の
み
）
に
焦
点
を
絞
り
、
個
々
の
宗
教
の
教
え
を
説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
│
│
お
よ
び
イ
ス
ラ
ー
ム
と
比
較
さ
れ
る
キ
リ
ス

ト
教
と
仏
教
│
│
は
、
基
本
的
に
は
死
後
・
彼
岸
に
お
け
る
救
済
を
目
指

す
宗
教
で
あ
り
、
何
ら
か
の
現
世
的
な
「
目
的
」「
効
果
」
の
た
め
に
信

仰
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
宗
教
が
信
者
の
実
生
活
へ
与

え
る
影
響
は
、
宗
教
学
の
課
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
紙
幅
の
少
な
い
教
科
書
の
中
で
、
そ
の
宗
教
の
本
来
の
世

界
観
や
救
済
の
構
造
に
言
及
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
宗
教
が
「
何
を
信
じ
て

い
る
の
か
」、
信
者
が
「
な
ぜ
信
じ
て
い
る
の
か
」
を
、
生
徒
が
理
解
す

る
の
は
困
難
と
な
る
。

（
２

）
コ
ー
ラ
ン
主
義

　

多
く
の
教
科
書
に
は
、
宗
教
の
教
え
を
「
教
祖
」
の
人
生
や
経
典
の
文

言
（
の
み
）
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
る
。
特
に

イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、「
コ
ー
ラ
ン
の
中
に
、
具
体
的
な
教
え
が
全
て

網
羅
さ
れ
て
い
る
」
と
の
印
象
を
抱
か
せ
る
記
述
が
多
い
。
実
際
に
は
、

コ
ー
ラ
ン
の
大
部
分
の
記
述
は
、
限
定
的
・
包
括
的
な
記
述
に
留
ま
る
。

ま
た
、
宗
教
の
あ
り
方
は
長
い
歴
史
を
経
て
発
展
、
変
化
す
る
も
の
で
あ

り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
も
ま
た
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。「
コ
ー
ラ
ン
に
全
て
が

う
な
今
後
の
課
題
を
見
い
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。
本
報
告
は
、
こ
れ
ら
の
問

い
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の
問
題
提
起
を
行
い
、
議
論
の
活
性
化
を
促
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
考
察
の
対
象
は
、
主
と
し
て
今
日
の
中
等
教
育
と
す

る
。

　

本
報
告
は
、
日
本
の
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に

関
わ
る
知
識
・
情
報
が
大
き
く
二
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
教
授
さ
れ
て
い
る

と
い
う
前
提
を
と
る
。
一
つ
目
の
方
法
は
①
検
定
教
科
書
を
用
い
た
授

業
、
二
つ
目
の
方
法
は
②
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
研
究
す
る
探
求
授
業

や
、
在
日
ム
ス
リ
ム
を
教
室
に
招
い
て
質
疑
応
答
を
行
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

型
の
授
業
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
教
員
各
人
の
裁
量
に
基
づ
い
て
展
開
さ

れ
る
授
業
で
あ
る
（
以
降
、「
独
自
授
業
」
と
呼
ぶ
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
を
考
察
す
る
た
め
の
資
料
は
、
①
現
行
使
用
さ
れ
て

い
る
検
定
教
科
書
の
記
述
、
②
独
自
授
業
の
報
告
文
書
の
記
述
と
す
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
に
よ
っ
て
教
授
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い

て
の
知
識
・
情
報
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
、
記
述
上
の
傾
向
を
持
っ
て
い
る

の
か
を
検
討
す
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
報
告
さ
れ
て
い
る
模
範
的
な
実
践

例
に
実
際
に
付
随
し
て
い
る
問
題
で
は
な
く
、
類
似
の
授
業
が
中
等
教
育

の
現
場
で
広
域
に
実
践
さ
れ
た
場
合
に
、
表
出
し
得
る
課
題
を
指
摘
す
る

も
の
で
あ
る
。

検
定
教
科
書
の
分
析

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
社
会
（
地
理
、
歴
史
、
公
民
）、
高
等
学
校
に
つ

い
て
は
地
理
総
合
・
歴
史
総
合
・
公
共
・
地
理
探
求
・
世
界
史
探
求
・
倫

理
の
現
行
の
教
科
書
を
分
析
す
る
。
教
科
ご
と
に
分
析
を
行
う
の
で
は
な

く
、
教
科
を
跨
い
で
教
科
書
を
総
覧
し
、
気
が
つ
い
た
特
徴
を
共
時
的
視
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つ
い
て
、
中
高
生
が
自
覚
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
（
２

）
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
観
点
か
ら

　

教
育
現
場
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
を
扱
う
と
き
に
は
、「
教
室
に

必
ず
当
事
者
が
い
る
」
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
生
徒
個
々

人
の
信
条
・
宗
教
を
確
認
す
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
で
き
な
い
が
、
た
と
え

実
際
に
は
ム
ス
リ
ム
の
生
徒
が
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
教
室
に
ム
ス
リ

ム
の
生
徒
が
い
る
こ
と
が
特
異
な
こ
と
で
あ
る
と
の
認
識
を
生
徒
に
持
た

せ
な
い
た
め
に
も
、
当
事
者
が
教
室
に
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
授
業
を

す
べ
き
で
あ
ろ
う
）。

　

独
自
授
業
で
は
、
と
き
に
教
員
が
生
徒
に
「
日
本
人
は
／
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
／
私
た
ち
は
、
ム
ス
リ
ム
と
共
存
で
き
る
と
思
う
か
？
」
と
い
っ
た
問

い
を
提
示
し
て
議
論
を
促
し
た
り
、
生
徒
か
ら
発
さ
れ
る
、
イ
ス
ラ
ー
ム

に
対
す
る
攻
撃
的
・
差
別
的
な
意
見
を
教
室
で
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
。

　

こ
う
し
た
方
法
は
、
仮
に
、
最
終
的
に
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
偏
見
」

が
「
解
消
」
さ
れ
る
と
し
て
も
、
当
事
者
（
ム
ス
リ
ム
）
の
生
徒
に
過
度

な
精
神
的
負
担
を
負
わ
せ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
同
時
に
、
当
事
者
以
外
の

生
徒
に
は
、「
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
は
傷
つ

け
て
も
よ
い
」
と
い
う
認
識
を
持
た
せ
る
危
険
性
を
も
有
す
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
学
ぶ
独
自
授
業
は
、
生
徒
の
持
つ
イ
ス
ラ
ー
ム

に
つ
い
て
の
「
偏
見
」
や
「
無
理
解
」
を
解
消
す
る
方
向
に
授
業
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

し
か
し
、
複
数
の
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ

ー
ム
や
ム
ス
リ
ム
に
つ
い
て
の
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
が
、
そ
う
し
た

「
偏
見
」
の
解
消
に
直
接
的
に
繫
が
る
と
は
限
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
問

書
か
れ
て
い
る
」
と
の
経
典
主
義
的
な
説
明
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
や
、
解
釈
・
実
践
の
地
域
的
・
歴
史
的
な
多
様
性
を
見
え
に
く
く

し
て
し
ま
う
。

独
自
授
業
の
課
題

　

現
状
で
も
す
で
に
、
荒
井
正
剛
・
小
林
春
夫
編
著
『
イ
ス
ラ
ー
ム
／
ム

ス
リ
ム
を
ど
う
教
え
る
か
│
│
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す

異
文
化
理
解
』（
明
石
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

工
夫
を
こ
ら
し
た
様
々
な
独
自
授
業
の
実
践
例
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
課
題
も
多
角
的
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

報
告
者
か
ら
は
、
本
邦
で
議
論
が
あ
ま
り
活
発
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る

二
つ
の
論
点
を
提
起
し
た
い
。

（
１

）
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
の
認
識
の
欠
如

　

こ
の
課
題
は
、
教
室
に
在
日
ム
ス
リ
ム
を
招
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
の

授
業
に
関
係
す
る
。

　

今
日
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、
ム
ス
リ
ム
は
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

で
あ
る
。
他
方
、
教
室
に
い
る
生
徒
・
教
員
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
宗
教

的
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
（「
無
宗
教
」、
仏
教
、
神
道
）
に
属
す
る
。
両
者
の

力
関
係
は
非
対
称
的
で
あ
り
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
が
設
定
し
た
「
対
話
」

の
場
に
少
数
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
招
く
こ
と
自
体
に
暴
力
性
が
付
随
す

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
授
業
の
中
で
は
、
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
不
躾
な
質

問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
│
│
「
テ
ロ
を
ど
う
思
う
か
」「
礼

拝
で
き
な
い
と
悲
し
い
か
」「
本
当
に
豚
肉
は
食
べ
な
い
の
か
」「
異
教
徒

は
嫌
い
か
」
な
ど
。
こ
う
し
た
「
尋
問
」
は
、
マ
イ
ク
ロ
・
ア
グ
レ
ッ
シ

ョ
ン
の
典
型
的
な
一
形
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
対
話
」
の
暴
力
性
に
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と
さ
れ
る
宗
教
を
学
ぶ
た
め
の
教
育
的
土
台
と
な
る
。

　

日
本
の
中
高
生
は
、
特
別
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
だ
け
焦
点
を
当
て
、
ム
ス

リ
ム
と
の
共
生
や
、
信
者
の
宗
教
実
践
を
テ
ー
マ
に
し
た
議
論
・
意
見
交

換
を
行
う
た
め
の
十
分
な
（
あ
る
い
は
最
低
限
の
）
準
備
が
で
き
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
、
十
分
な
準
備
を
整
え
る
た
め
の
教
育
的
段
階
が
踏

め
な
い
と
す
れ
ば
、
特
別
に
イ
ス
ラ
ー
ム
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
授
業
が

中
等
教
育
の
中
で
本
当
に
必
要
な
の
か
否
か
を
、
改
め
て
考
え
て
み
て
も

よ
い
だ
ろ
う
。

三
報
告
か
ら
考
え
る
公
教
育
と
イ
ス
ラ
ー
ム

久
志
本
裕
子

　

イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教
と
す
る
イ
ラ
ン
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
が
宗
教
教
育

の
選
択
肢
と
な
る
ド
イ
ツ
、
宗
教
に
関
す
る
知
識
を
ご
く
一
部
で
扱
う
日

本
の
そ
れ
ぞ
れ
を
扱
っ
た
報
告
に
対
し
て
、
私
の
二
つ
の
研
究
関
心
に
関

連
付
け
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
を
ま
と
め
た
い
。

　

私
は
文
化
人
類
学
、
比
較
教
育
学
を
専
門
と
し
て
い
る
が
、
関
心
の
第

一
と
し
て
は
マ
レ
ー
シ
ア
を
主
な
対
象
と
し
て
、「
宗
教
を
学
ぶ
」
と
い

う
こ
と
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
あ
り
方
が
近
代
化
に
伴
い
い
か
に
変
化
し
て
き

た
か
を
考
え
て
き
た
。
第
二
に
、
大
学
で
の
教
育
実
践
に
関
連
し
て
「
異

文
化
理
解
」
と
偏
見
の
問
題
を
研
究
し
て
い
る
。
特
に
イ
ス
ラ
ー
ム
／
ム

ス
リ
ム
と
コ
リ
ア
ン
を
事
例
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
や
文
化
「
に
つ
い

て
」
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
両
者
へ
の
偏
見
に
通
底
す
る
日
本
の
差
別
の

構
造
、「
他
者
」
を
一
方
的
に
意
味
づ
け
る
「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
性
」
を
問

題
と
さ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
「
偏
見
」
や
「
無
理
解
」
が
、
イ
ス

ラ
ー
ム
と
は
別
の
問
題
領
域
に
つ
い
て
の
知
識
の
欠
如
、
認
識
の
不
具
合

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
行
研
究
で

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
（
不
十
分
な
形
で
）
学
ぶ
こ
と
が
、
反
対

に
、
生
徒
の
「
偏
見
」
を
強
化
す
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
生
徒
が
抱
い
て
い
る
と
さ
れ
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
偏
見
」

は
、
日
本
や
世
界
で
議
論
の
蓄
積
さ
れ
て
い
る
差
別
の
問
題
や
、
様
々
な

社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
認
識
（
自
身
が

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
の
特
権
を
有
す
る
こ
と
へ
の
自
覚
を
含
む
）
を
持
っ
て

さ
え
い
れ
ば
、
通
常
抱
か
れ
な
い
よ
う
な
種
類
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
多

い
。
言
い
か
え
れ
ば
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
偏
見
」
と
さ
れ
る
も
の
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
特
定
の
宗
教
に
つ
い
て
の
知
識
不
足
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
、
単
に
、
被
差
別
属
性
を
有
す
る
様
々
な
人
々
へ
の
差
別
意
識
が

露
呈
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

あ
る
い
は
、
異
質
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
「
宗
教
」
全
般
へ

の
偏
見
（
無
意
識
の
反
宗
教
主
義
）
が
、
特
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
学

ぶ
授
業
の
中
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
し
て
発
現
し
た
だ
け
で
あ
る
場
合
も

あ
る
。

　

こ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
だ
け
を
個
別
に
取
り
上
げ

て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
の
知
識
を
教
授
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
差
別

の
問
題
や
、
様
々
な
種
類
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
多
様
な
あ
り
方
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
の
身
近
な
日
本

の
宗
教
（
仏
教
で
あ
れ
、
神
道
で
あ
れ
、「
無
宗
教
」
で
あ
れ
）
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
、
宗
教
・
信
仰
が
自
分
に
縁
遠
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
、
延
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
含
む
、
日
本
か
ら
は
縁
遠
い
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徳
な
ど
は
や
は
り
切
り
落
と
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
時
、

あ
た
か
も
「
教
育
の
全
て
が
イ
ス
ラ
ー
ム
に
基
づ
く
」
よ
う
に
見
え
る
イ

ラ
ン
の
例
も
、
実
は
逆
に
「
政
治
化
し
た
公
教
育
の
型
に
は
め
ら
れ
イ
ス

ラ
ー
ム
の
方
が
変
質
し
た
」
と
見
る
こ
と
さ
え
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

布
川
先
生
の
ド
イ
ツ
の
例
か
ら
は
、
公
教
育
に
お
い
て
少
数
派
の
宗
教

教
育
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
国
家
の
正
式
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
承
認
の

意
味
を
持
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
同
様
に
、「
国
家

に
と
っ
て
望
ま
し
い
少
数
派
で
あ
る
限
り
」
と
い
う
限
定
が
付
さ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
だ
が
こ
れ
に
対
し
て
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
の
宗
教
教
育
の
目
標

に
は
「
共
生
」「
自
ら
の
価
値
観
を
批
判
的
に
捉
え
な
お
す
」
と
い
っ
た

文
句
が
あ
り
、
私
の
第
二
の
関
心
と
し
て
挙
げ
た
「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
性
の

問
い
直
し
」
に
つ
な
が
る
方
向
性
が
見
え
る
。
ド
イ
ツ
の
宗
教
教
育
が
基

本
的
に
信
仰
心
の
育
成
に
関
わ
る
「
宗
派
教
育
」
で
あ
る
と
き
、
異
な
る

宗
教
を
認
め
、
自
ら
の
価
値
観
を
問
い
直
す
作
業
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

信
仰
心
の
育
成
と
共
存
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

松
山
先
生
の
報
告
で
は
、
一
方
的
な
「
異
文
化
（
少
数
派
）
理
解
」
の

問
題
が
照
射
さ
れ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
授
業
で
扱
う
際
の
様
々
な

問
題
を
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
視
点
で
捉
え
る
と
い
う
提
案
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
そ
の
根
本
に
あ
る
「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」
す
な
わ
ち
障

害
は
社
会
的
に
構
築
さ
れ
る
と
い
う
発
想
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
「
奇
妙
な

他
者
」
と
見
る
社
会
自
体
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
可
能
性
を
拓
く
。
こ
の

点
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
一
般
の
問
題
と
同
じ
発
想
で
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い

て
の
授
業
が
構
想
で
き
よ
う
。
一
方
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
限
ら
ず
「
宗

教
」
を
他
者
化
す
る
「
無
宗
教
特
権
」
と
も
言
え
る
も
の
が
日
本
社
会
に

い
直
す
授
業
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
。

　

桜
井
先
生
の
報
告
は
第
一
の
関
心
と
重
な
る
も
の
で
、
イ
ラ
ン
に
お
け

る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
国
家
管
理
と
そ
れ
に
伴
う
形
骸
化
の
問
題
は
マ
レ

ー
シ
ア
に
も
見
ら
れ
る
問
題
を
先
鋭
化
し
た
も
の
に
見
え
た
。
マ
レ
ー
シ

ア
も
ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
を
国
教
と
し
、
公
教
育
に
お
い
て
ム
ス
リ
ム
に
は

必
修
と
さ
れ
る
教
科
「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
」
は
政
府
の
「
正
し
い
」
解
釈

と
「
あ
る
べ
き
マ
レ
ー
シ
ア
人
ム
ス
リ
ム
」
を
伝
え
る
場
と
な
っ
て
い

る
。
近
代
的
な
学
校
教
育
に
組
み
込
ま
れ
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
」
は
、

国
籍
、
年
齢
等
を
限
定
し
、
ど
の
教
師
で
も
同
じ
内
容
を
教
え
、
平
等
に

評
価
で
き
る
よ
う
標
準
化
さ
れ
、「
国
家
に
役
立
つ
人
材
育
成
」
の
場
と

な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
近
代
的
学
校
教
育
が
導
入
さ
れ
る
以
前
か
ら
あ
っ
た

イ
ス
ラ
ー
ム
の
学
び
は
、
よ
り
広
い
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
伝

統
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
学
び
の
場
の
代
表
に
「
ポ
ン
ド
ッ
ク
」
が
あ
る

が
、
そ
こ
で
の
学
び
は
国
籍
問
わ
ず
老
若
男
女
に
開
か
れ
、
信
仰
と
人
格

に
お
い
て
尊
敬
さ
れ
る
師
の
も
と
に
自
主
的
に
集
ま
っ
た
弟
子
た
ち
が
、

共
同
生
活
を
通
じ
て
信
仰
と
来
世
の
た
め
に
学
ぶ
場
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
全
人
的
教
育
、
信
仰
の
た
め
の
学
び
、
特
に
精
神
的
修
養
と
い
う
要
素

は
学
校
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
中
で
抜
け
落
ち
る
こ
と
と
な
っ
た

（
久
志
本
裕
子
『
変
容
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
学
び
の
文
化
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

　

イ
ラ
ン
の
事
例
に
見
ら
れ
る
「
形
骸
化
」
は
、
こ
う
し
た
「
制
度
化
」

に
よ
る
変
容
に
加
え
て
、
公
教
育
を
「
国
家
に
と
っ
て
望
ま
し
い
国
民
の

育
成
」
い
う
側
面
に
ふ
り
き
っ
て
政
治
化
し
た
帰
結
に
見
え
る
。
そ
こ
で

は
標
準
化
し
た
授
業
や
評
価
に
合
わ
な
い
イ
ス
ラ
ー
ム
の
神
秘
主
義
や
道
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の
研
究
と
学
校
教
育
と
の
接
点
に
つ
い
て
意
識
す
る
機
会
が
あ
る
。
ま
た

先
年
は
、
社
会
科
教
育
に
携
わ
る
本
学
教
員
と
付
属
学
校
の
教
諭
と
の
共

同
研
究
を
ベ
ー
ス
に
し
た
『
イ
ス
ラ
ー
ム
／
ム
ス
リ
ム
を
ど
う
教
え
る
か

│
│
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
異
文
化
理
解
』（
荒
井
正

剛
・
小
林
春
夫
編
著
、
明
石
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）
を
上
梓
し
た
。

　

さ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
私
の
コ
メ
ン
ト
は
三
者
の
報
告
に
対
す
る

個
別
質
問
で
は
な
く
、
学
校
教
育
で
イ
ス
ラ
ー
ム
を
取
り
上
げ
る
場
合
に

想
定
さ
れ
る
基
本
的
な
二
つ
の
問
い
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
第
一
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
何
を
教
え
る
か
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
は
ク
ル
ア
ー
ン
と
い
う
啓
典
が
あ
り
、
礼
拝
や
巡

礼
と
い
っ
た
実
践
面
で
も
一
定
の
共
通
性
が
あ
る
。
し
か
し
ク
ル
ア
ー
ン

の
解
釈
は
驚
く
ほ
ど
多
様
で
あ
り
、
そ
の
実
践
を
含
め
て
国
や
地
域
、
民

族
や
慣
習
、
政
治
的
主
張
な
ど
に
よ
っ
て
一
律
で
は
な
い
。
つ
ま
り
「
規

範
的
」
な
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
が
存
在
し
な
い
中
で
、
公
教
育
で
は
イ
ス
ラ

ー
ム
の
何
を
教
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

桜
井
報
告
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
今
日
の
イ
ラ
ン
で
は
十
二
イ
マ
ー
ム
・

シ
ー
ア
派
が
現
体
制
下
で
の
「
公
式
宗
教
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
イ
ラ

ン
国
内
の
学
校
教
育
で
は
そ
れ
以
外
の
選
択
肢
は
な
い
の
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
イ
ラ
ン
人
自
身
に
そ
う
し
た
公
式
教
育
へ
の
反
発
が
強
い
中

で
、
そ
れ
を
「
イ
ラ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
し
て
日
本
の
学
校
で
教
え
る

こ
と
は
妥
当
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
布
川
報
告
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
よ
う

に
、
多
様
な
ル
ー
ツ
（
出
身
国
・
地
域
・
宗
派
な
ど
）
を
も
つ
ム
ス
リ
ム

が
居
住
す
る
国
（
州
）
で
は
公
教
育
に
お
い
て
「
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
」
を

教
え
る
の
が
適
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
選
択
に
よ
っ
て
は
、
ム
ス
リ
ム

住
民
の
間
に
さ
ら
な
る
排
除
の
構
造
を
生
み
出
し
か
ね
ま
い
。

あ
る
と
い
う
問
題
は
、
多
数
派
／
少
数
派
の
観
点
だ
け
で
は
と
ら
え
ら
れ

な
い
歴
史
的
、
文
化
的
特
殊
性
が
あ
る
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
「
宗
教
」

を
い
か
に
教
え
る
か
に
つ
い
て
、
宗
教
研
究
か
ら
こ
そ
で
き
る
提
言
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

各
報
告
か
ら
改
め
て
考
え
た
の
は
、
公
教
育
の
持
つ
「
教
育
へ
の
権
利

の
保
証
」
と
い
う
役
割
で
あ
る
。「
権
利
」
と
い
う
視
点
で
見
る
と
、
イ

ラ
ン
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
手
段
化
は
公
教
育
の
役
割
を
「
権

利
」
で
は
な
く
「
望
ま
し
い
国
民
の
育
成
」
に
限
定
し
た
結
果
と
解
釈
で

き
る
。
日
本
の
公
教
育
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
扱
い
に
つ
い
て
も
、
す

べ
て
の
生
徒
の
「
学
ぶ
権
利
」
と
い
う
視
点
で
再
考
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
学
習
を
日
本
社
会
に
お
け
る
少
数
派
や
「
宗

教
」
の
理
解
、
さ
ら
に
は
世
界
認
識
の
「
組
み
立
て
」（
荒
井
正
剛
・
小

林
春
夫
編
著
『
イ
ス
ラ
ー
ム
／
ム
ス
リ
ム
を
ど
う
教
え
る
か
』
明
石
書

店
、
二
〇
二
〇
年
、
一
八
四
頁
）
と
い
っ
た
学
び
に
つ
な
げ
る
可
能
性
な

ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

報
告
を
聞
い
て

小
林　

春
夫

　

ま
ず
、
今
回
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
誘
い
い
た
だ
い
た
経
緯
に
つ

い
て
一
言
申
し
述
べ
る
。
私
自
身
の
専
門
は
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
で
、
主

に
哲
学
や
神
学
の
文
献
研
究
を
通
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
知
識
と
学
問

の
構
造
変
遷
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
教
員
養

成
と
教
育
支
援
を
柱
と
す
る
大
学
に
長
年
勤
務
し
て
い
る
関
係
上
、
自
身
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再
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
者
と
し
て
の
課
題
に
触
れ
て
お
く
。
近

年
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
対
象
領
域
は
分
野
・
地
域
・
時
代
と
も
に
拡
大

し
て
お
り
、
ム
ス
リ
ム
研
究
者
の
数
も
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
研

究
の
多
様
化
は
歓
迎
す
べ
き
で
あ
る
一
方
、
各
自
の
研
究
成
果
を
教
育
現

場
へ
還
元
す
る
努
力
は
十
分
で
な
い
よ
う
に
懸
念
さ
れ
る
。
す
ぐ
れ
た
入

門
書
や
教
材
と
し
て
実
用
的
な
資
料
の
提
供
を
は
じ
め
、
教
員
研
修
へ
の

参
加
、
共
同
研
究
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
な
ど
、
教
育
現
場
と
の
交
流

を
一
層
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　

こ
う
し
た
問
い
は
日
本
で
も
十
分
に
懸
念
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
で
は
多

様
性
を
無
視
し
、
最
大
公
約
数
的
な
知
識
を
教
え
る
こ
と
で
問
題
は
解
決

す
る
だ
ろ
う
か
。
松
山
報
告
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
教
科
書
は
イ

ス
ラ
ー
ム
を
ク
ル
ア
ー
ン
に
矮
小
化
し
て
記
述
し
て
お
り
、
ま
た
イ
ス
ラ

ー
ム
に
お
け
る
「
救
済
」
の
説
明
を
欠
く
な
ど
不
十
分
で
あ
る
と
し
た
ら

な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
ど
う
教
え
る
か
で
あ
る
。

　

ま
ず
日
本
の
現
状
に
話
を
限
定
し
た
場
合
、
学
校
教
育
で
イ
ス
ラ
ー
ム

に
つ
い
て
十
分
に
教
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
教
科
書
を
用
い
た
授
業
の
限
界
で
あ
る
。
筆
者
が

見
る
限
り
、
近
年
、
社
会
科
の
教
科
書
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
記
述
は
正

確
か
つ
充
実
し
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
教
科
書
（
資
料
集
）
の
範
囲
で
量
質

と
も
に
十
分
な
内
容
を
期
待
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ

ば
、
そ
れ
を
補
う
に
は
授
業
者
に
相
当
の
準
備
と
授
業
力
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
生
徒
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
（
ム
ス
リ

ム
）
に
関
す
る
興
味
の
主
流
は
教
義
や
歴
史
と
い
う
よ
り
衣
食
住
な
ど
の

日
常
生
活
や
、
建
築
や
芸
術
や
文
学
な
ど
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
だ
と

す
れ
ば
、
社
会
科
の
み
な
ら
ず
、
生
活
科
や
美
術
科
を
含
む
教
科
・
科
目

間
の
連
携
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
た
が
、
授
業
で
宗
教

を
取
り
上
げ
る
こ
と
の
難
し
さ
も
あ
る
（
こ
れ
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
性
自
認

な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
場
合
と
も
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
）。
そ
の

理
由
の
一
つ
に
、
教
員
（
授
業
者
）
の
側
に
宗
教
に
関
す
る
知
識
や
理
解

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
学

教
育
（
教
員
養
成
）
に
お
け
る
「
宗
教
理
解
教
育
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
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Ａ
Ｉ
実
用
化
後
の
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
学
習
と
教
育

代
表
者
・
司
会　

石
田
友
梨

Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー

井
上　

順
孝

　

本
発
表
で
は
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
文
化
教
育
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ

つ
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
真
偽
不
明
の
大
量
の
画
像
や
テ
キ
ス
ト
が
生
成
さ
れ

る
今
日
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
何
か
に
つ
い
て
示

し
た
。

　

発
表
者
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
に
お
け

る
宗
教
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
宗

教
文
化
教
育
の
試
み
を
開
始
し
た
。
宗
教
研
究
に
関
わ
る
大
学
教
員
の
協

力
の
も
と
、
二
〇
一
一
年
に
は
宗
教
文
化
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ

れ
、
宗
教
文
化
教
育
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
が
広
が
っ
た
。

こ
の
宗
教
文
化
教
育
に
お
い
て
目
指
し
た
こ
と
の
一
つ
が
、
宗
教
リ
テ
ラ

シ
ー
を
深
め
る
た
め
の
教
育
方
法
を
具
体
的
に
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
あ

っ
た
。

　

宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
を
養
う
こ
と
は
、
情
報
社
会
に
お
い
て
非
常
に
困
難

か
つ
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考
え
る
と
き
に

重
視
し
た
こ
と
の
一
つ
は
、
リ
ス
ク
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
と
も
言
う
べ
き
視
点

で
あ
る
。
個
々
人
が
否
応
な
く
接
す
る
現
代
の
複
雑
な
宗
教
環
境
の
中
で
、

宗
教
問
題
が
社
会
や
個
人
に
と
っ
て
負
の
働
き
を
す
る
場
合
や
場
面
に
気

付
き
、
そ
れ
を
避
け
る
方
法
を
学
ぶ
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
負

の
働
き
の
典
型
的
な
例
は
カ
ル
ト
問
題
や
ヘ
イ
ト
問
題
で
あ
る
。
ま
た
宗

教
ご
と
の
教
え
や
戒
律
の
基
本
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
種
々

の
軋
轢
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
は
い
ず
れ
も
感
情
の
働
き
が
大

き
く
作
用
し
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
負
の
働
き
が
生
じ
る

場
面
は
増
加
し
、
か
つ
多
様
化
し
た
。
ネ
ッ
ト
情
報
に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
情
報
に
比
し
て
、
各
段
に
大
量
の
無
責
任
な
も
の
が
混
在
す
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
う
し
た
従
来
か
ら
続
く
問
題
に
加
え
て
、
Ａ
Ｉ
時
代
の
到
来
に

よ
っ
て
、
新
し
い
課
題
が
も
た
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
発
信
さ
れ
る
宗
教

に
関
す
る
情
報
の
選
択
、
吟
味
、
咀
嚼
と
い
う
従
来
か
ら
の
課
題
だ
け
で

な
く
、
発
信
者
自
体
の
信
頼
性
を
問
う
作
業
が
よ
り
深
刻
な
課
題
と
な

る
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
の
危
険
性
は
教
え
ら

れ
て
き
た
。
ネ
ッ
ト
情
報
だ
と
、
さ
ら
に
発
信
者
が
不
明
と
い
う
事
態
が

急
増
し
た
。
他
方
、
そ
の
過
程
で
「
専
門
知
の
逆
転
現
象
」
と
呼
ぶ
べ
き

事
態
も
し
ば
し
ば
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
教
え
る
側
が
宗
教
に
関
す
る
情

報
を
よ
り
豊
富
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
構
造
が
一
般
的
で
は
な
く
な
り
、

逆
転
す
る
場
面
が
増
え
た
。
従
っ
て
、
教
え
る
側
も
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
、
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
な
ど
の
必
要
性
が
強
ま
っ
た
。

　

Ａ
Ｉ
時
代
に
は
、
専
門
知
の
逆
転
現
象
が
一
層
進
行
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
宗
教
に
つ
い
て
学
ぶ
場
合
に
、
Ａ
Ｉ
の
発
す
る
情
報
を
鵜
呑
み
に
す

る
状
況
も
増
え
る
と
予
測
さ
れ
る
。
Ａ
Ｉ
が
用
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
情

報
量
は
、
個
人
が
脳
内
に
保
存
す
る
情
報
量
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

膨
大
で
あ
る
。
人
間
の
脳
の
働
き
に
一
段
と
近
づ
い
た
と
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
は
、

パ
ネ
ル
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義
に
基
づ
く
演
繹
的
な
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
、
公
理
や
原
理
か
ら
未
知
の
事

象
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
立
場
で
あ
る
。
一
方
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ

ム
は
神
経
細
胞
（
ニ
ュ
ー
ロ
ン
）
へ
の
刺
激
と
反
応
を
モ
デ
ル
と
し
た
帰

納
的
な
立
場
で
あ
り
、
現
在
は
こ
ち
ら
が
主
流
で
あ
る
。
手
書
き
数
字
の

認
識
問
題
を
例
に
挙
げ
る
と
、
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
で
は
「
輪
が
２

つ
な
ら

８

」「
輪
が
１

つ
な
ら
０

、
４

、
６

、
９

の
い
ず
れ
か
」
な
ど
の
ル
ー
ル

を
構
築
し
て
い
く
。
し
か
し
、
手
書
き
で
頻
出
す
る
「
輪
が
完
全
に
閉
じ

て
い
な
い
８

」
な
ど
の
例
外
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
と
、
膨
大
な
ル
ー
ル

が
必
要
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
相
矛
盾
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
で
は
現
実
の
手
書
き
数
字
の
画

像
と
、
そ
れ
ら
が
ど
の
数
字
に
該
当
す
る
か
と
い
う
教
師
デ
ー
タ
を
用
い

て
モ
デ
ル
を
学
習
す
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
「
輪
が
完
全
に
閉
じ
て
い
な
い

８

」
の
画
像
を
分
析
す
る
と
、「
０

で
あ
る
確
率
が0.1

、
８

で
あ
る
確

率
が0.6

」
と
い
っ
た
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
法
を
応
用

す
る
と
、
動
物
の
画
像
と
名
称
を
対
に
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
動
物
の

写
真
を
種
類
ご
と
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
画
像
と
名

称
の
関
係
性
を
反
転
し
、
動
物
の
名
前
か
ら
画
像
を
出
力
さ
せ
る
の
が
、

画
像
生
成
の
基
本
的
な
発
想
で
あ
る
。

　

言
語
の
生
成
に
つ
い
て
は
、
翻
訳
や
対
話
な
ど
異
な
る
種
類
の
行
為
が

い
ず
れ
も
ト
ー
ク
ン
予
測
問
題
と
呼
ば
れ
る
「
文
章
の
続
き
」
を
書
く
問

題
に
帰
着
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
一
方
、
言
語
で
は
単
語
の
組
み
合

わ
せ
が
無
数
に
あ
り
、
ま
た
新
語
が
増
え
続
け
る
た
め
、
原
理
的
に
変
換

ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
あ
ら
ゆ
る
単
語
を
一
定
の

長
さ
の
ベ
ク
ト
ル
に
変
換
す
る
「
分
散
表
現
」
の
概
念
を
導
入
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
の
処
理
が
可
能
な
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
。
代
表
的
な
ア

質
問
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
非
常
に
正
確
な
回
答
を
も
た
ら
す
。
こ
の
こ
と

が
Ａ
Ｉ
へ
の
信
頼
を
生
む
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
は
基
本
的
に
は
正
解
の
な
い
問
い
を
め
ぐ

っ
て
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
の
記
憶
と
判
断
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
は
ネ
ッ
ト
時
代
に
強
ま
り
、
Ａ
Ｉ
時
代
は
こ
れ
が
一
層
進
む
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
便
利
さ
と
と
も
に
大
き
な
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
。
こ
れ

ま
で
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
情
報
、
ネ
ッ
ト
情
報
に
関
し
て
は
信
頼
性
に
つ
い

て
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
養
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
が
、
生
成
Ａ
Ｉ

が
提
示
す
る
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク
に
は
、
よ
り
深
い
リ
テ
ラ
シ
ー
の
養
成
が

求
め
ら
れ
る
。
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
が
良
い
例
を
示
し
て
く
れ
る
が
、
専
門
家

な
ら
す
ぐ
判
断
で
き
る
が
、
基
本
的
知
識
に
乏
し
い
人
は
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
画
像
が
無
数
に
生
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
時
代
に

は
、
専
門
領
域
ご
と
の
基
本
的
知
識
の
共
有
が
非
常
に
重
要
に
な
る
。
そ

れ
を
推
進
す
る
に
は
、
研
究
者
に
よ
る
専
門
別
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な

い
だ
包
括
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
に
な
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
技
術
の
仕
組
み
と
人
文
学
へ
の
活
用

大
向　

一
輝

　

本
発
表
で
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
概
観
と
生
成
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
報

告
を
行
っ
た
。
最
初
に
、
人
工
知
能
学
会
に
よ
る
Ａ
Ｉ
の
定
義
に
関
す
る

議
論
を
紹
介
し
、
同
学
会
誌
の
表
紙
に
掲
載
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
の
歴
史
を
描
い

た
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
三
度
の
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
や
、
生
成
Ａ

Ｉ
普
及
後
の
加
速
度
的
な
研
究
の
進
展
を
確
認
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
の
分
野
で
は
、
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ

る
二
種
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
交
互
に
発
展
し
て
き
た
。
形
式
主
義
・
記
号
主
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ChatGPT

に
お
け
る
宗
教
・
思
想
的
な
「
対
話
」
と
「
呪
文
」

濱
田　
　

陽

　

ChatGPT

に
あ
る
フ
レ
ー
ズ
（Let ’s think step by step.

な
ど
）

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
数
学
問
題
の
解
答
率
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
こ
と
が

論
文
で
報
告
さ
れ
る
と
、
他
の
「
呪
文
」（spells

）
探
し
が
始
ま
っ
た
。

心
理
学
の
領
域
で
人
間
に
問
う
こ
と
自
体
が
脳
神
経
科
学
で
解
明
で
き
な

い
事
象
へ
の
有
効
な
方
法
と
さ
れ
る
こ
と
に
比
し
、
プ
ロ
ン
プ
ト
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ
へ
の
質
問
自
体
が
方
法
と
し
て
意
味
を

持
つ
と
す
る
発
想
も
強
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
一
、
い
か
な
る
「
問
い
」
や
「
呪
文
」
が
宗

教
・
思
想
的
領
域
を
深
め
る
の
か
、
二
、
宗
教
・
思
想
的
領
域
に
お
け
る

人
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
「
対
話
」
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
、
三
、

人
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
「
対
話
」
が
示
唆
す
る
Ａ
Ｉ
倫
理
の
課
題
―
プ
ロ
ン
プ
ト
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（Prom

pt Engineering

）
と
い
う
範
疇
だ
け
で

捉
え
ら
れ
る
の
か
、
の
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。

　

ま
ず
、
複
数
の
宗
教
・
思
想
が
関
わ
る
問
い
Ｘ
を
定
め
る
。ChatGPT

に
そ
の
ま
ま
聞
く
だ
け
で
は
通
り
一
遍
の
答
え
し
か
返
っ
て
こ
な
い
た

め
、「
問
い
Ｘ
を
テ
ー
マ
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
で
対
話
す
る
劇
を
展
開
し
て
。」

と
対
話
劇
を
設
定
す
る
。
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
学
者
、
思
想
家
、
宗
教
家
な
ど

の
役
割
を
与
え
る
。
自
分
が
知
悉
す
る
人
物
を
一
人
入
れ
れ
ば
、Chat 

GPT

が
間
違
い
を
真
と
し
て
答
え
る
な
ど
の
「
幻
覚
」（hallucina-

tion
）
を
見
分
け
や
す
い
。
関
心
が
高
い
人
物
、
多
様
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

対
極
的
な
考
え
を
持
つ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
意
図
的
に
プ
ロ
ン
プ
ト
（
指

示
）
に
加
え
て
い
く
。ChatGPT

自
身
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
登
場
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
る
。「
そ
の
具
体
的
な
第
三
者
の
名
前
を
挙
げ
て
」
と
入

ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
あ
るw

ord2vec

は
、
同
一
の
文
中
に
出
現
す
る
二
つ

の
単
語
の
関
係
を
空
間
的
に
近
い
も
の
と
み
な
し
、
大
規
模
コ
ー
パ
ス
を

用
い
た
学
習
を
行
う
。
こ
の
結
果
、
単
語
間
の
距
離
を
測
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
単
語
の
「
意
味
」
の
足
し
算
や
引
き
算
が
可
能
に
な

る
。
例
え
ば
、「
フ
ラ
ン
ス
」
と
「
パ
リ
」
の
ベ
ク
ト
ル
を
「
イ
タ
リ
ア
」

に
当
て
は
め
る
と
、
イ
タ
リ
ア
の
首
都
「
ロ
ー
マ
」
が
出
力
さ
れ
る
。

　

本
発
表
の
後
半
で
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
に
お
け
る
大
規
模
デ
ー
タ
の
利
用
例

と
問
題
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。ChatGPT

を
支
え
る
大
規
模
言
語

モ
デ
ルGPT

-3

は570GB
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
高
い
性
能
を
実
現
し

て
い
る
。GPT

-4

の
デ
ー
タ
量
は
非
公
表
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
巨
大

な
デ
ー
タ
に
対
し
て
教
師
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
の
は
現
実
的
で
な
い
。
自

己
教
師
あ
り
学
習
は
、
既
存
の
デ
ー
タ
か
ら
教
師
デ
ー
タ
を
自
動
的
に
作

り
出
し
た
い
場
合
に
使
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
白
黒
写
真
の
自
動
色
付
け
で

は
、
カ
ラ
ー
写
真
を
機
械
的
に
白
黒
写
真
に
し
、
元
の
色
に
戻
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
正
解
で
あ
る
と
定
義
で
き
る
。
言
語
の
場
合
も
同
様
に
、
既
存

の
テ
キ
ス
ト
の
一
部
を
隠
し
（
マ
ス
ク
し
）、
元
の
テ
キ
ス
ト
を
復
元
で

き
る
か
ど
う
か
を
自
動
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
手
法

に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
す
べ
て
の
あ
ら
ゆ
る
テ
キ
ス
ト
情
報
を

学
習
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
既
存
の
デ
ー
タ
は
正
し
い
」
と

い
う
極
め
て
強
い
仮
定
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
手
法
に
は
生
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
論
理
性
を
担
保
す
る
仕
組
み

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
点
は
Ａ
Ｉ
技
術
を
人
文
学
あ
る
い
は
社

会
シ
ス
テ
ム
全
般
に
適
用
す
る
際
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
情

報
学
の
研
究
者
や
技
術
者
に
対
し
て
説
明
責
任
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、

対
話
を
通
じ
た
相
互
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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の
創
作
の
ダ
ー
ク
ヒ
ー
ロ
ー
と
異
な
り
、
多
様
な
言
葉
を
急
速
に
語
る
た

め
、
倫
理
的
課
題
の
ハ
ー
ド
ル
が
一
気
に
上
が
っ
て
い
る
。
虚
実
・
境
界

問
題
に
つ
い
て
も
、
現
実
の
著
作
や
史
実
へ
の
関
心
を
高
め
る
学
習
が
必

須
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
で
き
ね
ば
、ChatGPT

の
よ
う
な

生
成
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
「
幻
覚
」
に
は
対
抗
で
き
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
がChatGPT

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ
や
権
威
主
義
国
家
が
Ａ
Ｉ
を
独
占
し
な
い
よ
う
、
サ
ム
・
ア
ル
ト

マ
ン
等
が
こ
れ
を
解
放
し
た
背
景
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
Ａ
Ｉ
民
主
化
と
い

う
思
想
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
あ
る
。
だ
が
、
人
間
中
心
主
義
の
傾
向
が
強

か
っ
た
従
来
の
Ａ
Ｉ
倫
理
体
系
で
は
扱
い
き
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
難

問
が
、
Ａ
Ｉ
と
の
「
対
話
」
に
お
い
て
急
浮
上
し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
利
活
用

石
田　

友
梨

　

ChatGPT

に
代
表
さ
れ
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
が
普
及
し
た
こ
と
を
受

け
、
本
発
表
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
信
仰
と
関
連
し
た
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
の

現
状
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
仏
教
に
お
い
て
は
ブ
ッ
ダ
ボ
ッ
ト
や
Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｅ 

Ａ
Ｉ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
Ａ
Ｉ

な
ど
の
試
み
が
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
し

た
フ
ァ
ト
ワ
ー
（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
教
義
回
答
）
が
以
前
よ
り
模
索
さ
れ

て
き
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
つ
い
て
の
質
問
に
回
答
で
き
る
の
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
教
を
信
仰
し
て
い
る
者
だ
け
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
一
方
で
、

フ
ァ
ト
ワ
ー
を
出
せ
る
人
材
の
不
足
を
補
う
た
め
、
複
数
の
フ
ァ
ト
ワ
ー

サ
イ
ト
か
ら
質
問
と
回
答
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
Ａ
Ｉ
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
複
数
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
サ
イ
ト
を
調
べ
て

力
す
れ
ば
よ
い
。
ま
た
、
問
い
Ｘ
の
発
案
者
や
関
係
者
、
現
実
の
人
物
も

追
加
す
る
こ
と
で
対
話
劇
が
発
展
的
に
展
開
す
る
。
同
時
に
、
状
況
設
定

自
体
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
問
い
Ｘ
の
含
意
が
深
ま
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
「
呪
文
」、
す
な
わ
ち
、
短
い
フ
レ
ー
ズ
を
使

用
す
る
こ
と
で
宗
教
・
思
想
的
内
容
が
深
ま
る
の
か
を
試
す
た
め
、
活
性

化
の
指
示
、
激
論
継
続
の
指
示
、
真
実
を
打
ち
明
け
る
指
示
な
ど
をChat 

GPT

に
与
え
る
。
否
定
的
な
指
示
や
意
外
性
の
指
示
も
活
用
す
る
。

　

今
回
、
宗
教
学
者
、
山
折
哲
雄
氏
がChatGPT

へ
の
問
い
と
し
て
発

案
し
、
筆
者
に
示
し
た
、
心
身
一
元
論
と
心
身
二
元
論
の
対
立
お
よ
び
世

界
の
思
想
的
調
和
実
現
へ
の
問
い
を
元
に
、
哲
学
者
の
西
田
幾
多
郎
、
経

済
学
者
の
河
上
肇
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
社
会
事
業
家
の
賀
川
豊
彦
を
選

び
、「
こ
の
「
問
い
」
に
関
連
し
て
、
西
田
の
論
文
「
場
所
的
論
理
と
宗

教
的
世
界
観
」、
河
上
の
『
自
叙
伝
』、
賀
川
の
『
宇
宙
の
目
的
』
を
交
え
、

三
者
の
激
し
い
議
論
が
続
く
」
と
指
示
し
た
。
さ
ら
に
、
対
極
的
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
声
が
聞
こ
え
る
」、
新
た
な
状
況
設
定
と

し
て
「
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
届
く
」
な
ど
の
プ
ロ
ン
プ
ト

も
加
え
、GPT

-3.5

とGPT
-4

を
用
い
、
約
八
〇
万
字
分
の
「
対
話
」

を
行
っ
た
。

　

結
果
、
各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
き
分
け
つ
つ
、
内
容
を
深
め
て
い
く

GPT
-4

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
驚
か
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
人
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ

「
対
話
」
は
、
問
い
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
状
況
の
設
定
に
質
問
者
が
集
中

で
き
る
。
人
間
の
み
に
よ
る
劇
や
小
説
の
作
成
と
は
大
き
く
異
な
る
点
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、ChatGPT

の
回
答
を
把
握
し
な
け
れ
ば
、
適
切
な

プ
ロ
ン
プ
ト
を
続
け
て
入
力
で
き
ず
、
深
い
議
論
は
生
ま
れ
な
い
。

　

ChatGPT

で
役
割
を
与
え
ら
れ
た
対
極
的
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
従
来
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の
頭
文
字
を
つ
な
げ
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
、
さ
ら
に
芸
術
の
Ａ
（A

rt

）
を

追
加
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
で
あ
る
。
各
分
野
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
創
造
力
や
問
題
解
決
能
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
す
。
マ
レ
ー
シ

ア
の
教
育
省
は
、
こ
れ
に
宗
教
の
Ｒ
（Religion

）
を
加
え
た
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ

Ａ
Ｍ
を
提
唱
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
人
間
社
会
を
豊
か
に
す
る
た

め
の
科
学
技
術
の
追
求
が
あ
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
国
際
イ
ス
ラ
ー
ム
大
学
第
六
代
学
長
で
あ
っ
たD

zulki-
fli A
bdul Razak

の
『
人
間
の
た
め
の
科
学
』
に
よ
れ
ば
、
マ
レ
ー
シ

ア
に
は
未
だ
電
気
の
届
か
な
い
田
舎
が
残
っ
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
機
械
化
が
引
き
起
こ
し
た
第
三
次
産
業
革
命
が
行
き
届
か
な
い
う
ち

に
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
第
四
次
産
業
革
命
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
国
内
外
で
格
差
が
拡
大
し
て
お
り
、
生
態
系
の
破

壊
も
進
む
一
方
で
あ
る
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
で
は
絶
対
的
な
解
決
策
に
は
な
ら

ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
「
フ
ィ
ト
ラ
」（
本
性
）
と
い
う
概
念
に
基
づ
い

て
開
発
を
行
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
Ａ
Ｉ
に
は
自
由
に
考
え
て
行
動
す
る
能
力
が
な

い
点
で
、
人
間
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
人
間

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
命
な
い
も
の
は
、
神
か
ら
の
恩
恵
を
受
け
る
対
象
で

は
な
い
と
さ
れ
、
前
述
の
Ａ
Ｉ
と
子
牛
の
像
の
比
喩
と
一
致
す
る
見
解
も

述
べ
ら
れ
て
い
た
。
以
上
、
本
発
表
で
は
Ａ
Ｉ
フ
ァ
ト
ワ
ー
か
ら
Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
ま
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
教
義
と
の
関
連
に
着
目
し
な
が

ら
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
報
告
し
た
。

も
、ChatGPT

に
関
連
す
る
フ
ァ
ト
ワ
ー
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、

Ａ
Ｉ
に
関
連
す
る
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
い
く
つ
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
こ
で
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
株
価
予
測
の
販
売
は
許
さ
れ
る
が
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

生
き
物
の
画
像
生
成
は
禁
じ
ら
れ
る
な
ど
の
例
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
人

間
が
作
っ
た
Ａ
Ｉ
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
作
っ
た
「
金
の
子
牛
像
」

（
吼
え
る
仔
牛
の
偶
像
）
と
重
ね
て
批
判
す
る
例
も
取
り
上
げ
た
。

　

Ａ
Ｉ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
人
間
に
有
益
で
あ
る
限
り
認

め
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
的
価
値
観
に
基
づ
く
Ａ
Ｉ
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
の
「
マ
カ
ー
ス
ィ
ド
」（
意
図
）
の
概
念
に
基

づ
く
理
論
化
の
試
み
が
あ
っ
た
。
ガ
ザ
ー
リ
ー
に
多
く
を
負
う
と
さ
れ
る

マ
カ
ー
ス
ィ
ド
は
、
宗
教
や
生
命
な
ど
の
五
つ
を
必
須
事
項
と
す
る
。
Ａ

Ｉ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
必
須
事
項
が
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
Ａ
Ｉ
の
開

発
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
に
ラ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
会
議
「
イ
ス
ラ
ー
ム
倫
理
と
Ａ
Ｉ
」
に
お
い
て
、
十
二
項
の
指
針
が

定
め
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
Ａ
Ｉ
を
含
め
た
科
学
技
術
教
育
に
つ
い
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

の
調
査
に
基
づ
く
報
告
を
行
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
マ
レ
ー
系
七
割
、

中
華
系
二
割
、
イ
ン
ド
系
一
割
の
多
民
族
国
家
で
あ
る
。
国
立
モ
ス
ク
が

建
て
ら
れ
る
一
方
で
、
植
民
地
時
代
の
教
会
も
残
さ
れ
て
お
り
、
関
帝
廟

と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
が
道
を
挟
ん
で
向
か
い
合
う
な
ど
、
多
宗
教
が
共
存

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
文
化
的
多
様
性
の
あ
る
環
境
で
、
比
較
的
安
価

な
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
子

育
て
世
代
か
ら
の
注
目
も
集
め
て
い
る
。
教
育
分
野
に
お
い
て
近
年
世
界

的
に
導
入
が
進
む
の
が
、
科
学
の
Ｓ
（Science

）、
技
術
の
Ｔ
（T

ech-
nology

）、
工
学
の
Ｅ
（Engineering

）、
数
学
の
Ｍ
（M

athem
atics

）



27　　

パネル 『宗教研究』97巻別冊（2024年）

　

ふ
た
つ
め
に
、「
比
較
宗
教
概
論
」
の
授
業
で
は
、
多
様
な
宗
教
の
説

明
を
す
る
。
そ
こ
で
、
専
門
外
の
宗
教
を
教
え
る
際
にChatGPT

を
使

え
る
か
試
し
た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
を
教
え
る
前
に
、
専
門
家
が
書

い
た
論
考
を
読
ん
で
い
た
た
め
、ChatGPT

に
「
死
者
の
書
」
に
つ
い

て
質
問
し
、
回
答
と
し
て
な
さ
れ
た
説
明
を
教
材
と
し
て
使
え
る
と
予
想

し
た
。
し
か
し
、
細
か
い
と
こ
ろ
の
正
誤
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
結

局
、
専
門
家
の
著
作
を
補
足
資
料
と
し
て
授
業
で
使
っ
た
。

　

ま
た
、
大
学
院
生
の
協
力
を
得
て
、
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
を
教
え
る
際

にChatGPT
3.5

と4

を
利
用
し
た
場
合
、
ど
う
回
答
す
る
か
調
査
し

て
も
ら
っ
た
。
ま
ず
、
有
料
版
の4

の
方
が
詳
し
く
正
確
だ
ろ
う
と
予

想
し
て
い
た
が
、3.5

の
方
が
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
。

た
だ
し
、3.5

に
は
間
違
い
も
そ
の
分
多
く
含
ま
れ
、
歴
史
的
事
実
で
な

い
こ
と
も
書
く
幻
覚
の
問
題
が
散
見
さ
れ
た
。
日
本
語
・
英
語
・
中
国

語
・
韓
国
語
で
同
じ
プ
ロ
ン
プ
ト
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、4

で
は
ほ

ぼ
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
が
、3.5

で
は
差
異
が
見
ら
れ
た
。
テ
ー
マ
に
よ

っ
て
は
、
特
定
の
言
語
の
方
が
詳
し
く
、
正
し
い
場
合
も
あ
っ
た
。
内
容

的
に
はW

ikipedia

で
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
で
あ
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
知
識
の
無
い
学
生
で
は
誤
っ
た
情
報
を
見
極
め
る

こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
見
を
紹
介
し
た
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、ChatGPT

は
歴
史
的
事
実
を
教
え
る
と
い
う
授
業
の

目
的
か
ら
は
、
ま
だ
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
使
い
方
が
あ
る
の
か
。
議
論
の
た
め
の
資
料
と

し
て
、
教
材
と
し
て
使
え
る
か
ど
う
か
試
し
た
。
多
く
の
学
生
は
一
神
教

は
排
他
的
で
、
多
神
教
は
寛
容
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
場
合
が
多
い

の
で
、ChatGPT
で
両
者
を
比
較
し
た
。
そ
の
回
答
は
、
利
点
・
欠
点

比
較
宗
教
学
の
授
業
と
Ａ
Ｉ
利
用
の
問
題
点

木
村　

武
史

　

本
報
告
で
は
、
発
表
者
が
担
当
す
る
比
較
宗
教
学
に
関
す
る
授
業
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て

考
察
を
行
っ
た
。
先
行
研
究
と
し
て
は
、M

ark Graves, “ChatGPT
’s 

Significance for T
heology, ” T

heology and Science V
ol. 21 Is-

sue 2 (2023
): 201-204

や
、Ziyadul M

uttaqin, “Im
plem

en-
tation of Islam

ic Education Learning w
ith A

rtificial Intelli-
gence (CH

A
T
GPT

), ” T
he 6th International Conference on 

Islam
ic Studies (2023

): 1-9
な
ど
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
神
学
や
教
学

の
教
育
と
学
習
に
お
け
るChatGPT
の
有
効
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。
し
か
し
、
比
較
宗
教
研
究
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
発
表
者

の
担
当
す
る
授
業
に
お
け
るChatGPT

の
試
行
を
事
例
と
し
て
参
照

し
な
が
ら
、
考
察
を
行
っ
た
。

　

ひ
と
つ
め
に
、
大
学
一
年
生
向
け
の
「
比
較
宗
教
概
論
」
で
は
、
宗
教

史
的
事
実
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
。ChatGPT

の
回
答
に
は
、
事
実
の

正
確
性
に
疑
問
が
つ
く
場
合
が
多
く
、
解
説
を
し
な
が
ら
使
う
必
要
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
年
度
初
め
の
授
業
で
は
宗
教
概
念
の
問
題
の
導
入

か
ら
始
め
る
。
学
生
の
多
く
は
日
本
の
宗
教
は
神
道
と
答
え
る
場
合
が
多

い
の
で
、ChatGPT

で
神
道
に
つ
い
て
の
質
問
に
回
答
さ
せ
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
、
回
答
の
日
本
語
、
エ
テ
ィ
ッ
ク
と
イ
ー
ミ
ッ
ク
の
観
点
、

歴
史
的
事
実
、
解
釈
な
ど
の
観
点
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
し
、
説
明
を
補
足
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
科
目
に
お
い
て
はChatGPT

の
利
用
が
あ
る
程

度
有
効
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
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性
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
リ
テ
ラ
シ
ー
よ
り
も
、
さ
ら
に
深
い
宗
教

リ
テ
ラ
シ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、
教
え
る
側
も
そ
の
分
野
の
基
本
的
知
識

を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
肝
要
で
あ
る
点
が
、
事
例
と
と
も
に
報

告
さ
れ
た
。
そ
の
対
処
方
法
と
し
て
、
宗
教
を
教
え
る
側
の
専
門
別
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
ぎ
、
包
括
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

第
二
発
表
で
は
、
人
工
知
能
学
会
の
理
事
も
務
め
た
大
向
一
輝
か
ら
、

「
生
成
Ａ
Ｉ
技
術
の
仕
組
み
と
人
文
学
へ
の
活
用
」
と
い
う
題
目
で
、
Ａ

Ｉ
技
術
の
概
説
が
行
わ
れ
た
。
Ａ
Ｉ
の
誕
生
か
ら
今
日
の
生
成
Ａ
Ｉ
ま
で

の
歴
史
が
、
具
体
例
と
共
に
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
在
主
流
と
な
っ
て
い

る
Ａ
Ｉ
技
術
で
は
大
量
の
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
デ
ー
タ
に
偏

見
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
分
析
結
果
へ
の
説
明
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
限
界
や
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
た
。

　

第
三
発
表
は
、ChatGPT

と
の
対
話
を
深
め
る
方
法
を
追
究
し
た
、

濱
田
陽
の
「ChatGPT

に
お
け
る
宗
教
・
思
想
的
な
「
対
話
」
と
「
呪

文
」」
で
あ
っ
た
。
本
報
告
で
は
、
①
い
か
な
る
「
問
い
」
や
「
呪
文
」

が
宗
教
・
思
想
的
領
域
を
深
め
る
の
か
、
②
宗
教
・
思
想
的
領
域
に
お
け

る
人
と
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
の
「
対
話
」
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
、

③
人
と
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
の
「
対
話
」
が
示
唆
す
る
Ａ
Ｉ
倫
理
の
課
題
、
の
三
つ

の
問
題
を
議
論
し
た
。
宗
教
学
者
・
山
折
哲
雄
氏
の
心
身
一
元
論
と
心
身

二
元
論
の
対
立
お
よ
び
世
界
の
思
想
的
調
和
実
現
へ
の
問
い
を
元
に
、
哲

学
者
の
西
田
幾
多
郎
、
経
済
学
者
の
河
上
肇
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
社
会
事

業
家
の
賀
川
豊
彦
の
三
人
を
選
ん
で
対
話
劇
を
設
定
し
、
活
性
化
・
否
定

性
・
意
外
性
等
の
指
示
を
「
呪
文
」
と
し
て
加
え
て
試
行
す
る
こ
と
で
、

「
対
話
」
の
効
果
と
倫
理
的
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

と
い
う
観
点
か
ら
両
者
の
特
徴
を
箇
条
書
き
に
し
て
お
り
、
学
生
に
議
論

し
て
も
ら
う
際
に
は
そ
れ
な
り
に
有
効
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

　

最
後
に
、
他
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
ど
う
か
を
考
え
る
た
め
に
、
現
時
点
で
は

ま
だ
英
国
と
米
国
で
の
み
公
開
し
て
い
るClaude2

で
比
較
宗
教
学
の

理
論
を
箇
条
書
き
で
回
答
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
整
理
さ
れ
た
箇
条
書
き
で
回

答
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
下
の
方
に
よ
り
詳
し
く
説
明
を
求
め
た
い
事
項

も
提
示
し
て
い
た
。
内
容
の
吟
味
は
必
要
で
あ
る
が
、
授
業
の
準
備
と
し

て
はClaude2

の
回
答
に
も
有
効
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見

解
を
述
べ
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

石
田　

友
梨

　

二
〇
二
二
年
以
降
、
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
や
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
利
用
が
普
及
し

た
。
各
大
学
がChatGPT

な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
方
針
を
発
表

す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
る
な
ど
、
社
会
は
Ａ
Ｉ
を
実
用
す
る
段
階
に
入
っ
た

と
い
え
る
。
こ
れ
を
受
け
て
本
パ
ネ
ル
で
は
、「
Ａ
Ｉ
実
用
化
後
の
社
会

に
お
け
る
宗
教
の
学
習
と
教
育
」
と
題
し
、
こ
れ
か
ら
宗
教
を
ど
の
よ
う

に
学
び
、
教
育
し
て
い
く
べ
き
か
を
模
索
す
る
た
め
、
以
下
の
発
表
者
と

題
目
で
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
、
フ
ロ
ア
か
ら
質
問
や
意
見
を
求
め
、
議

論
を
行
っ
た
。

　

第
一
発
表
は
、
井
上
順
孝
に
よ
る
「
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
宗
教
リ
テ
ラ

シ
ー
」
で
、
日
本
の
宗
教
教
育
の
歴
史
に
お
け
る
現
在
の
位
置
づ
け
を
示

し
た
。
Ａ
Ｉ
時
代
を
迎
え
た
現
在
、
宗
教
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
も
発

信
者
の
信
頼
性
が
不
明
と
い
う
事
態
が
急
増
し
て
い
る
。
発
信
者
の
信
頼
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宗
教
現
象
学
と
認
知
進
化
科
学
の
対
話 

│
│ 

理
解
の
学
と
説
明
の
学
の
架
橋 

│
│

代
表
者
・
司
会　

藤
原
聖
子

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

石
井
辰
典

還
元
主
義
vs
反
還
元
主
義
論
争
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
た
も
の藤

原　

聖
子

　

欧
米
圏
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
研
究
史
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
系
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
神
は
実
在
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
人
間
の
脳

が
作
り
出
し
た
虚
構
な
の
か
と
い
う
問
題
関
心
や
「
科
学
と
宗
教
（
の
関

係
）」
と
い
う
テ
ー
マ
に
連
な
る
も
の
。
も
う
一
つ
は
、
宗
教
は
集
団
存

続
の
役
に
立
つ
の
か
、
立
た
な
い
の
か
と
い
う
問
題
関
心
と
宗
教
の
有
用

性
を
め
ぐ
る
よ
り
社
会
的
な
テ
ー
マ
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二

つ
の
問
題
系
を
併
せ
持
つ
の
が
、
Ａ
・
ノ
レ
ン
ザ
ヤ
ン
『
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ

ド
』
で
あ
る
。
超
越
的
な
全
知
全
能
の
神
が
人
間
を
監
視
し
て
い
る
と
い

う
信
仰
を
も
つ
と
、
人
間
は
向
社
会
的
に
な
り
、
大
集
団
の
結
束
・
存
続

が
容
易
に
な
る
。
だ
か
ら
そ
の
よ
う
な
信
仰
＝
宗
教
は
進
化
の
過
程
で
広

ま
っ
た
の
だ
と
い
う
説
で
あ
る
。

　

と
し
て
み
る
と
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
論
者
に
は
神
学
を
嫌
う
者
が
多
い
と
い
っ

て
も
、
皮
肉
に
も
問
題
関
心
が
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
神
は
実
在
し
な
い
」「
宗
教
は
人
類
進
化
の
初
期

段
階
で
必
要
だ
っ
た
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
」
あ
る
い
は
「
宗
教
は
進
化

の
段
階
で
す
ら
副
産
物
に
す
ぎ
ず
、
宗
教
抜
き
に
人
間
社
会
は
正
常
に
機

能
す
る
し
、
む
し
ろ
宗
教
は
害
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
」
と
証
明
し
た
い

　

続
く
第
四
発
表
の
石
田
友
梨
に
よ
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の

利
活
用
」
で
は
、
宗
教
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
ー

ム
の
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。
人
間
に
有
益
で
あ
る
限
り
、
Ａ
Ｉ
の
利
用
は

一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
も
っ
と
も
模
索
さ
れ
て
い
る
分
野
の
ひ
と

つ
は
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
教
義
回
答
）
で
あ
る
。
複
数
の

フ
ァ
ト
ワ
ー
サ
イ
ト
か
ら
質
問
と
回
答
を
集
め
、
自
動
化
を
試
み
る
研
究

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
も
し
く
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
に

Ｒ
（Religion

）
を
加
え
た
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
を
提
唱
し
て
い
る
マ
レ
ー
シ

ア
の
科
学
技
術
論
が
報
告
さ
れ
た
。

　

最
後
の
第
五
発
表
は
、
木
村
武
史
が
「
比
較
宗
教
学
の
授
業
と
Ａ
Ｉ
利

用
の
問
題
点
」
と
い
う
題
目
で
、
大
学
の
授
業
に
お
け
るChatGPT

の

実
際
の
利
用
例
か
ら
、
そ
の
問
題
点
を
ま
と
め
た
。
一
年
生
向
け
の
概
論

授
業
で
は
、
宗
教
史
的
事
実
を
教
え
る
必
要
が
あ
り
、ChatGPT

の
回

答
に
は
、
事
実
の
正
確
性
が
疑
わ
し
い
場
合
が
多
く
、
解
説
を
し
な
が
ら

使
う
必
要
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
授
業
に
お
け
るChatGPT

の

有
用
な
使
い
方
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
一
神
教
と
多
神
教
の
比
較
の
回
答

を
参
照
し
て
、
議
論
を
す
る
の
に
は
役
に
立
つ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
別
の
種
類
の
生
成
Ａ
Ｉ
、Claude2

で
比
較
宗
教
学

の
理
論
を
箇
条
書
き
で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、ChatGPT
よ
り

も
少
し
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
幅
広
い
論
点
か
ら
の
質
問
、
問
題
の
提
起
や
共
有
が
な

さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
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な
ら
、
問
題
の
射
程
を
変
え
る
こ
と
で
、
日
本
で
も
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
へ
の
関
心

を
高
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
と
宗
教
現
象
学
を
架
橋
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
萌
芽
的

な
も
の
に
留
ま
る
が
、
Ｊ
・
Ｓ
・
イ
ェ
ン
セ
ン
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
イ

ェ
ン
セ
ン
は
、
分
類
学
・
類
型
論
と
し
て
の
宗
教
現
象
学
を
蘇
ら
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。
か
つ
て
の
宗
教
現
象
学
で
は
、
分
類
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
特
定

の
理
論
に
基
づ
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
分
類
が
恣
意
的
・
主
観
的
だ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
理
論
に
裏
付
け
ら
れ
た
体
系
を
構
築
し
よ
う
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
理
論
と
し
て
彼
が
用
い
る
の
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の

他
、
意
味
論
（
言
語
哲
学
）、
Ｊ
・
サ
ー
ル
の
社
会
的
存
在
論
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
宗
教
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
分
類
の
た
め
の
分
類
」

学
は
あ
ま
り
需
要
が
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
方
法
論
的
部
分
、
た
と
え
ば

本
質
直
観
・
形
相
直
観
、
類
型
・
パ
タ
ー
ン
把
握
は
ど
の
よ
う
な
認
知
能

力
と
し
て
現
在
の
心
理
学
で
は
説
明
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
、

宗
教
現
象
学
を
更
新
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
に
お
け
る
「
感
情
」 

│
│ CESR

の
議
論
と
関
連
さ
せ
て 

│
│

藁
科　

智
恵

　

本
発
表
で
は
、
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
が
展
開
し
た
議
論
と
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ

（Cognitive and Evolutionary Sciences of Religion

）
に
お
け

る
議
論
の
共
通
点
と
相
違
点
を
確
認
し
、
オ
ッ
ト
ー
の
論
じ
る
「
感
情
」

が
そ
の
相
違
点
を
捉
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
い
。
ま
た
、

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
が
オ
ッ
ト
ー
の
議
論
か
ら
学
び
う
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
ど

の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。

と
い
っ
た
、
唯
一
神
信
仰
へ
の
対
抗
心
が
研
究
を
方
向
づ
け
て
き
た
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
現
状
の
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
に
は
取
り
こ
ぼ
さ
れ
て
い
る
問
題
系

や
対
象
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
時
代
的
制
約
性
と
文
化
的
制

約
性
の
両
方
か
ら
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
代
的
制
約
性
は
、
か
つ
て
の

宗
教
現
象
学
と
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
で
は
、

集
団
形
成
を
可
能
に
す
る
道
徳
の
発
生
に
高
い
関
心
が
向
け
ら
れ
る
が
、

こ
れ
に
は
今
世
紀
に
強
ま
っ
た
経
済
・
工
学
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
（「
適
応
合

理
的
人
間
観
」）
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
宗
教
現
象
学

者
の
一
人
Ｃ
・
Ｐ
・
テ
ィ
ー
レ
は
倫
理
的
宗
教
を
普
遍
宗
教
と
し
て
民
族

宗
教
と
区
別
し
た
よ
う
に
、
倫
理
に
高
い
価
値
を
置
い
た
。
し
か
し
、
ペ

ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
に
せ
よ
エ
リ
ア
ー
デ
に
せ
よ
、
道
徳
は
主
題
で
は
な
か

っ
た
し
、
オ
ッ
ト
ー
に
至
っ
て
は
、
宗
教
の
本
質
は
倫
理
・
道
徳
的
な
部

分
で
は
な
く
む
し
ろ
非
合
理
的
な
部
分
に
あ
る
の
だ
と
論
じ
た
。
反
対
に
、

宗
教
現
象
学
で
は
中
心
的
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
で
は
ほ
と
ん

ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
一
つ
と
し
て
、「
象
徴
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
を
用
い
る
な
ら
ば
、
か
つ
て
宗
教
現
象
学
が
論
じ
た
象
徴
の
普

遍
性
を
科
学
的
に
検
証
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

文
化
的
制
約
性
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
が
あ
ま
り
に
も
強
く
唯
一
神

教
的
宗
教
観
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
問
題
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
改
善
は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
。
日
本
で
は
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
は
、
井

上
順
孝
や
藤
井
修
平
等
の
積
極
的
な
紹
介
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
米
に
比

べ
る
と
広
が
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
と
日
本
の
宗
教
学
者
の
間

で
問
題
関
心
が
異
な
る
か
ら
な
の
か
、
そ
れ
と
も
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
に
は
そ
の
特

質
か
ら
し
て
限
界
が
あ
る
か
ら
な
の
か
。
も
し
前
者
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
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学
』
に
お
い
て
、
自
ら
が
宗
教
研
究
の
た
め
の
認
識
論
的
な
基
礎
づ
け
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
基
礎
づ
け
の
議
論
に

お
い
て
は
、
フ
リ
ー
ス
の
感
得
（A

hndung

）
が
重
要
と
な
る
。
フ
リ

ー
ス
に
よ
れ
ば
、
感
得
は
、
科
学
的
知
識
（W

issen

）、
信
仰
（Glau-
be

）
と
並
び
、
認
識
（Erkenntnis

）
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
オ
ッ
ト
ー

は
、「
美
し
い
も
の
、
崇
高
な
る
も
の
の
体
験
に
お
い
て
、
我
々
は
精
神

（Geist

）
の
、
そ
し
て
自
然
と
い
う
生
に
お
け
る
自
由
の
、
永
遠
な
る
真

な
る
世
界
を
仄
暗
く
感
得
す
る
」
と
し
、
こ
れ
は
何
か
が
宗
教
的
な
感
情

を
呼
び
起
こ
す
と
き
に
ど
こ
で
も
起
き
、
こ
の
呼
び
起
こ
し
は
プ
ラ
ト
ン

の
ア
ナ
ム
ネ
ー
シ
ス
に
他
な
ら
な
い
の
だ
と
す
る
。
ま
た
、
感
情
と
は
単

な
る
主
観
的
な
状
態
性
で
は
な
く
、
論
理
的
な
推
論
と
は
別
の
種
類
の

「
理
性
の
営
み
」
で
あ
る
と
す
る
。
オ
ッ
ト
ー
の
い
う
「
崇
高
な
も
の
の

観
念
」
と
は
、
理
性
の
営
み
、
つ
ま
り
感
情
に
お
い
て
起
こ
る
働
き
に
よ

っ
て
、
こ
の
観
念
の
非
合
理
的
側
面
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
あ
る
。
オ
ッ
ト
ー
に
よ
っ
て
、
そ
の
宗
教
的
表
象
に
お
い
て
個
々
人
が

感
得
す
る
意
味
、
価
値
と
い
っ
た
も
の
は
、
宗
教
の
ク
オ
リ
ア
と
表
現
し

う
る
も
の
で
あ
る
。

　

諸
科
学
分
野
に
お
い
て
意
識
の
問
題
は
「
と
り
あ
え
ず
お
い
て
お
く
」

問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
物
理
学
、
情
報
科
学
、
生
物
学
等
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
、
意
識
の
問
題
を
避
け
て
い
て
は
今
後
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
は
期

待
で
き
な
い
と
い
っ
た
声
も
挙
が
っ
て
い
る
。
オ
ッ
ト
ー
の
『
聖
な
る
も

の
』
は
、
ま
さ
に
意
識
と
い
う
場
に
現
れ
る
も
の
の
記
述
で
あ
る
。
宗
教

的
ア
プ
リ
オ
リ
と
い
う
形
で
宗
教
を
宗
教
と
し
て
語
る
正
当
性
を
確
保
す

る
と
い
う
、
彼
自
身
の
関
心
に
よ
る
営
み
自
体
は
、
歴
史
的
な
状
況
と
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
上
で
語
ら
れ
る
意
識
と
い
う
場
に

　

一
九
八
五
年
、「
神
学
性
」
を
排
除
し
た
宗
教
学
を
目
指
さ
す
形
で
、

北
米
宗
教
学
会
（
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｒ
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
北
米
宗
教

学
会
は
政
治
的
批
判
理
論
の
傾
向
を
帯
び
て
い
き
、
そ
れ
に
対
す
る
抗
議

の
形
で
国
際
宗
教
認
知
科
学
会
が
二
〇
〇
六
年
に
創
立
し
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
国
際
宗
教
認
知
科
学
会
の
も
つ
別
の
超
越
的
前
提
が
あ
る
と
の

批
判
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
宗
教
認
知
科
学
は
、
宗
教
研
究
か

ら
神
学
性
を
排
除
す
る
と
い
う
強
い
動
機
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
と

い
う
背
景
が
あ
り
、
オ
ッ
ト
ー
と
宗
教
認
知
科
学
と
は
相
性
の
よ
く
な
い

も
の
と
み
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ｇ
・
Ｄ
・
ア
レ
ス
が
オ
ッ
ト
ー
と
認
知
科
学
の
関
係
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。
ア
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
共
通
点
は
宗
教
を
可
能
と

す
る
精
神
的
な
シ
ス
テ
ム
を
同
定
し
よ
う
と
い
う
点
、
身
体
性
へ
の
着
目

で
あ
る
。
相
違
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
還
元
主
義
・
反
還
元
主
義

と
の
違
い
、
宗
教
の
ク
オ
リ
ア
を
措
定
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
分
析
対
象
、

方
法
の
違
い
で
あ
る
。

　

ア
レ
ス
が
述
べ
た
共
通
点
、
相
違
点
に
関
し
て
は
基
本
的
に
承
認
で
き

る
だ
ろ
う
。
オ
ッ
ト
ー
が
問
題
と
し
て
い
る
の
は
宗
教
の
ク
オ
リ
ア
で
あ

る
と
い
う
点
は
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
オ
ッ
ト
ー
と

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
オ
ッ
ト
ー
の
議
論
と
ク
オ
リ
ア
と

の
関
係
に
着
目
し
た
い
。
宗
教
の
ク
オ
リ
ア
に
関
し
て
考
え
る
上
で
重
要

と
な
る
の
が
、
オ
ッ
ト
ー
の
宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。

特
に
、
感
情
（Gefühl

）
と
い
う
も
の
が
オ
ッ
ト
ー
の
議
論
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
が
重
要
と
な
る
。
Ｔ
・
グ
ー
チ
は
オ
ッ
ト
ー

の
宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
の
議
論
に
お
け
る
ア
ナ
ム
ネ
ー
シ
ス
（
想
起
）
の

役
割
を
指
摘
し
て
い
る
。
オ
ッ
ト
ー
は
『
カ
ン
ト-

フ
リ
ー
ス
の
宗
教
哲
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て
知
覚
し
た
も
の
」
す
な
わ
ち
天
空
存
在
（essere celeste

）（「
天
の

父
」）
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
一
神
教
の
神
を
も
そ
の
な
か
に
含
む
、
よ
り
大

き
な
概
念
と
し
て
天
空
存
在
を
設
定
し
て
お
り
、
一
神
教
的
な
神
を
相
対

化
す
る
た
め
に
最
高
存
在
概
念
を
利
用
し
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

認
知
宗
教
論
と
の
関
係
で
重
要
と
な
る
、
天
空
存
在
の
特
徴
は
以
下
の

二
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
は
天
空
存
在
が
持
つ
、
慣
習

の
管
理
者
、
部
族
の
法
の
制
定
者
、
人
間
の
行
動
の
裁
定
者
、
違
反
に
た

い
す
る
厳
密
な
復
讐
者
と
し
て
の
側
面
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
超
自
然
的

監
視
者
と
し
て
の
「
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
」
と
共
通
し
て
い
る
が
、
認
知
宗

教
論
と
は
異
な
り
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
に
お
い
て
は
人
間
の
進
化
と
宗 

教
の
進
化
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
は
み
ら
れ
な
い
。
次
に
、
ペ
ッ
タ
ッ

ツ
ォ
ー
ニ
は
天
空
の
遍
在
に
着
目
し
、
超
越
概
念
は
天
空
や
太
陽
が
有
す

る
超
越
性
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。「
す
べ
て
を
見
通
す
こ
と

（onniveggenza

）」
が
「
す
べ
て
を
知
る
こ
と
（onniscienza

）」、
す

な
わ
ち
全
知
と
い
う
属
性
へ
と
繋
が
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
全
知
に

つ
い
て
の
こ
う
し
た
見
解
は
、
二
一
世
紀
の
心
理
学
者
ジ
ェ
シ
ー
・
ベ
リ

ン
グ
に
よ
る
認
知
宗
教
論
的
著
作
『
ヒ
ト
は
な
ぜ
神
を
信
じ
る
の
か　

信

仰
す
る
本
能
』（
鈴
木
光
太
郎
訳
、
化
学
同
人
、
二
〇
一
二
年
）
の
な
か

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
は
自
身
の
最
高
存
在
論
の
源
泉
が
、
ジ
ャ
ン
バ
ッ

テ
ィ
ス
タ
・
ヴ
ィ
ー
コ
の
『
新
し
い
学
（La Scienza N

uova

）』
に
あ

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ヴ
ィ
ー
コ
は
天
空
の
擬
人
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

恐
れ
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
し
た
え
う
で
、
宗
教
を
人
間
に
秩
序
を
与
え

る
も
の
、
さ
ら
に
は
国
家
の
基
盤
と
な
る
も
の
と
し
て
宗
教
を
捉
え
て
い

る
。
二
一
世
紀
の
「
超
自
然
的
監
視
者
」
と
し
て
の
「
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ

現
れ
る
宗
教
的
体
験
（
ク
オ
リ
ア
）
の
記
述
と
い
う
部
分
こ
そ
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ

Ｒ
に
刺
激
を
与
え
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
最
高
存
在
論 

│
│ 

そ
の
意
義
と
可
能
性 

│
│

江
川　

純
一

　

ア
ラ
・
ノ
レ
ン
ザ
ヤ
ン
『
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
』（
藤
井
修
平
ほ
か
訳
、

誠
信
書
房
、
二
〇
二
二
年
）
の
主
題
で
あ
る
「
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
（Big 

Gods

）」
概
念
は
、
宗
教
史
学
に
お
い
て
は
最
高
存
在
（Suprem
e Be-

ings

）
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
。
本
発
表
で
は
最
高
存
在
論
の
系
譜
を

振
り
返
り
、
議
論
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ

ー
ニ
の
仕
事
に
つ
い
て
再
考
し
た
い
。

　

こ
こ
で
の
最
高
存
在
論
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
ア
ン
ド
ル
ー
・

ラ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
一
八
九
〇
年
代
に
提
唱
さ
れ
た
。
ラ
ン
グ
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
や
ア
ン
ダ
マ
ン
諸
島
や
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
資
料
を
用
い
て
、

「
未
開
社
会
」
に
も
一
な
る
も
の
へ
の
信
仰
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
の
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、
二
〇
世
紀
前
半
に
ラ
ン
グ
の
最
高
存
在
論
と

ヴ
ィ
ー
ン
学
派
の
文
化
圏
説
と
を
組
み
合
わ
せ
る
形
で
原
始
一
神
教
説
を

唱
え
た
の
が
、
ヴ
ィ
ー
ン
で
活
躍
し
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
で

あ
る
。
彼
の
主
張
の
背
後
に
は
、
一
神
教
の
普
遍
性
の
主
張
が
存
在
し
た
。

　

ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
は
、
一
九
〇
四
年
の
最
初
の
論
考
以
来
、
自
然
の

擬
人
化
と
し
て
の
空
と
太
陽
に
着
目
し
て
お
り
、
ラ
ン
グ
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト

を
批
判
す
る
形
で
一
九
一
〇
年
代
以
降
に
最
高
存
在
（essere supre-

m
o

）
論
を
展
開
し
、
一
九
五
〇
年
代
に
彼
は
最
高
存
在
を
「
動
物
の
主
」、

「
天
の
父
」、「
地
の
母
」
の
三
つ
に
類
型
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
ペ
ッ
タ
ッ

ツ
ォ
ー
ニ
が
最
も
力
を
注
い
だ
の
は
「
空
を
人
間
の
姿
を
し
た
存
在
と
し
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う
考
え
が
見
て
取
れ
る
。
エ
リ
ア
ー
デ
に
と
っ
て
、
宗
教
と
は
人
間
が
歴

史
の
内
で
形
成
す
る
も
の
、
そ
し
て
最
高
存
在
と
の
関
係
を
回
復
し
よ
う

と
す
る
欲
求
も
人
間
が
歴
史
の
内
で
抱
く
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
最

高
存
在
そ
の
も
の
が
歴
史
的
形
成
物
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
明
確

な
判
断
を
く
だ
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
教
史
学
が
学
的
対
象
に

す
る
の
は
、
歴
史
の
内
で
形
成
さ
れ
た
宗
教

≒

最
高
存
在
の
記
憶
を
と
ど

め
よ
う
と
す
る
努
力
の
産
物
で
あ
り
、
最
高
存
在
そ
の
も
の
が
人
為
に
よ

る
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
エ
リ
ア
ー
デ
は
考
察
の
余
白
を
残
し
て
い
る

と
い
え
る
。

　

で
は
、
人
間
が
歴
史
の
外
に
退
い
た
神
を
求
め
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
原
因
を
エ
リ
ア
ー
デ
は
人
間
の
有
限
性
に
み
て
い
る
。
一
九

四
六
年
に
執
筆
し
た
論
文
「〈
縛
る
神
〉
と
結
び
目
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」

で
は
、
歴
史
的
制
約
の
も
と
に
置
か
れ
た
人
間
の
有
限
性
、
束
縛
か
ら
の

解
放
を
求
め
る
こ
と
は
古
今
東
西
の
宗
教
に
み
ら
れ
る
普
遍
的
な
特
性
で

あ
り
、
そ
れ
は
神
の
領
域
に
至
る
こ
と
を
目
指
し
た
り
、
運
命
の
糸
か
ら

の
解
放
、
迷
路
の
突
破
、
上
昇
、
魔
術
的
飛
翔
等
の
象
徴
に
よ
っ
て
あ
ら

わ
さ
れ
た
り
す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
象
徴
に
関
す
る
分
析
は
一
九
五

一
年
発
刊
の
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
に
お
い
て
総
括
さ
れ
、
日
常
の
直
接

的
体
験
で
は
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
宗
教
的
次
元
に
関
す
る
記
憶
で
あ

る
象
徴
、
お
よ
び
そ
の
象
徴
の
意
味
を
読
み
解
く
解
釈
学
と
し
て
整
理
さ

れ
て
い
っ
た
。

　

上
記
の
象
徴
論
を
エ
リ
ア
ー
デ
が
形
成
し
て
き
た
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス

ト
の
一
環
に
は
大
戦
期
ル
ー
マ
ニ
ア
の
正
教
改
革
運
動
、
と
り
わ
け
ナ

エ
・
イ
オ
ネ
ス
ク
と
の
か
か
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
。
イ
オ
ネ
ス
ク
は
ル
ー

マ
ニ
ア
民
族
の
根
源
は
正
教
に
あ
る
と
説
き
、
西
欧
化
、
近
代
化
を
す
す

ド
」
論
に
よ
り
近
い
の
は
一
八
世
紀
の
ヴ
ィ
ー
コ
に
よ
る
議
論
の
ほ
う
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ィ
ー
コ
の
議
論
は
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の

「
天
の
父
」
の
み
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
一
神
教
中
心
的
な
神
観
念
理
解
を
崩
そ
う
と
し
た
の
が
ペ
ッ

タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
学
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
彼
自
身
「
天
の
父
」
以
外

の
最
高
存
在
論
を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ

ー
ニ
に
よ
る
最
高
存
在
の
類
型
と
は
①
牧
畜
民
に
よ
る
「
天
の
父
」（
空

は
牧
草
に
【
人
間
の
生
命
に
】
必
要
な
雨
を
も
た
ら
す
）、
②
農
耕
民
の

「
地
の
母
」（
大
地
は
人
間
に
食
物
を
与
え
る
）、
③
狩
猟
民
の
「
動
物
の

主
」（
人
間
の
生
命
は
狩
り
の
成
果
に
か
か
っ
て
い
る
）
で
あ
っ
た
。
認

知
宗
教
論
に
お
い
て
も
宗
教
史
学
に
お
い
て
も
、
生
業
と
、
神
の
表
象
と

の
関
係
の
再
検
証
、
と
り
わ
け
②
と
③
の
再
考
が
必
要
で
あ
る
。

エ
リ
ア
ー
デ
の
シ
ン
ボ
ル
論
と
宗
教
現
象
学
を
め
ぐ
る
問
題

奥
山　

史
亮

　

本
発
表
で
は
、
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
の
象
徴
論
の
形
成
過
程
を
、

神
学
、
と
り
わ
け
大
戦
期
ル
ー
マ
ニ
ア
の
正
教
改
革
運
動
と
の
関
連
を
踏

ま
え
て
整
理
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
と
エ
リ
ア
ー
デ
宗
教
学
に
お
け
る
象
徴
の
捉

え
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
エ
リ
ア
ー
デ
は
、
宗
教
と
は
歴
史
の
外

に
退
い
た
神
の
元
に
戻
ろ
う
と
す
る
人
間
の
営
み
で
あ
る
と
述
べ
る
。
一

九
五
九
年
十
一
月
八
日
付
の
日
記
に
記
さ
れ
た
「〈
真
の
〉
宗
教
は
、
神

が
世
界
か
ら
退
い
た
後
に
の
み
始
ま
る
」
と
い
っ
た
文
言
か
ら
は
、
歴
史

の
外
へ
退
去
し
た
最
高
存
在
の
元
へ
戻
ろ
う
と
す
る
絶
望
的
試
み
か
ら
発

生
し
た
も
の
が
「
宗
教
」
で
あ
り
、
神
話
や
象
徴
は
最
高
存
在
と
の
直
接

的
か
か
わ
り
の
記
憶
を
と
ど
め
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
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コ
メ
ン
ト

石
井　

辰
典

　

宗
教
認
知
科
学
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
と
は
、
宗
教
に
対
し
て
認
知
・
進
化
科
学

の
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
す
る
学
問
領
域
で
あ
り
、
言
い
換
え

れ
ば
、
自
然
科
学
的
・
機
械
論
的
な
も
の
の
見
方
か
ら
宗
教
を
理
解
し
よ

う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
認
知
科
学
で
は
、
心
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
よ
う

な
情
報
処
理
機
構
で
あ
る
と
捉
え
る
。
進
化
の
考
え
方
に
基
づ
け
ば
、
人

間
の
持
つ
心
・
行
動
傾
向
は
、
そ
の
進
化
の
過
程
で
直
面
し
た
問
題
の
解

決
に
役
立
つ
「
道
具
」
で
あ
る
と
み
な
す
。
し
た
が
っ
て
、
敢
え
て
極
端

に
言
え
ば
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、
情
報
処
理
機
構
を
備
え
、
進
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

通
じ
て
自
己
の
生
存
の
た
め
の
機
能
を
獲
得
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
、
ど

の
よ
う
に
し
て
「
宗
教
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
獲
得
す
る
か
、
そ
し
て
そ

の
最
小
条
件
を
考
え
る
こ
と
と
言
え
る
。
た
だ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、
宗
教
の
価
値

に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
言
い
添
え
て
お
き
た
い
。
以

下
で
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
各
話
題
提
供
者
の
方
々
の
ご
質
問
に
返
答

を
試
み
た
い
。

　

藤
原
先
生
に
は
、
直
観
的
に
複
数
の
事
例
の
中
か
ら
共
通
特
徴
を
つ
か

む
認
識
作
用
（
本
質
直
観
）
に
つ
い
て
質
問
を
頂
い
た
。
こ
の
作
用
と
直

接
関
わ
る
具
体
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
不
勉
強
な
が
ら
存
じ
上
げ
な
い
が
、

認
知
科
学
に
お
け
る
推
論
研
究
、
あ
る
い
は
意
思
決
定
と
判
断
の
研
究
と

関
連
が
深
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
直
観
に
つ
い
て
はT

versky 
&
 K
ahnem

an (1974
)

の
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
研
究
以
来
多
く
の 

研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
二
重
過
程
理
論
（e.g., Evans &

 
Stanovich, 2013

）
は
直
観
的
推
論
の
特
徴
・
役
割
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
る
し
、
文
化
心
理
学
（e.g., N

orenzayan et al., 2002

）
は
直
観

め
る
政
府
、
さ
ら
に
近
代
化
に
賛
同
す
る
教
会
に
抗
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
、
正
教
改
革
運
動
を
牽
引
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ブ
カ
レ
ス
ト
大
学
で

イ
オ
ネ
ス
ク
が
担
当
し
て
い
た
「
形
而
上
学
」
の
講
義
録
に
は
、
正
教
論

と
象
徴
の
役
割
に
関
す
る
考
察
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
神

に
つ
い
て
静
観
し
、
個
人
の
意
識
を
神
と
一
体
化
し
よ
う
と
す
る
正
教
は
、

神
に
接
近
す
る
た
め
の
最
良
の
方
法
を
保
持
し
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に

神
を
求
め
る
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
把
握
で
き
る
現
実
の
地
平
（
宗
教
的
地

平
）
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
現
実reality

に
は
、
宗
教
的
、
形
而
上

学
的
、
科
学
的
（
日
常
的
）
的
知
見
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
地

平
が
存
在
す
る
。
各
地
平
は
相
互
に
自
律
的
で
あ
り
、
ほ
か
の
知
見
に
よ

っ
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
神
秘
体
験
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
宗

教
的
地
平
が
も
っ
と
も
深
い
現
実
で
あ
り
、
そ
の
地
平
に
到
達
し
た
痕
跡

は
日
常
的
な
言
語
で
は
表
現
で
き
ず
、
象
徴
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
と

い
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
神
の
存
在
を
体
験
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
象
徴

を
捉
え
て
い
る
イ
オ
ネ
ス
ク
の
考
え
が
見
て
取
れ
、
そ
れ
は
象
徴
を
解
釈

し
な
が
ら
日
常
の
俗
な
る
地
平
を
脱
し
て
宗
教
的
地
平
を
志
向
す
る
と
い

う
点
に
お
い
て
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
象
徴
論
と
の
連
続
性
が
み
ら
れ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
様
に
エ
リ
ア
ー
デ
の
象
徴
論
は
正
教
の
神
の
存
在
を
前
提
と
し

て
、
そ
の
よ
う
な
神
・
超
越
界
を
求
め
る
こ
と
が
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
る
人

間
に
生
の
意
味
を
与
え
る
と
い
う
、
個
人
に
と
っ
て
の
体
験
に
着
目
し
た

も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
集
団
の
形
成
・
維
持
に
着
目
す
る
「
ビ
ッ

グ
・
ゴ
ッ
ド
」
論
と
は
ベ
ク
ト
ル
が
正
反
対
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
相
補
的

な
研
究
可
能
性
が
見
出
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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的
環
境
が
文
化
や
人
々
の
行
動
・
心
理
特
性
と
関
わ
る
可
能
性
は
様
々
な

形
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
（e.g., H

enrich et al., 2010; T
alhelm

 et 
al., 2014

）、
生
業
と
神
観
念
に
関
連
が
あ
っ
た
と
し
て
も
全
く
驚
く
こ

と
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
検
討
方
法
と
し
て
認
知
科
学
・
心
理
学
で
よ
く

用
い
ら
れ
る
の
は
、
先
述
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
法
、
ま
た
は
調
査
票
を
通

じ
て
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
記
述
を
集
め
る
自
由
記
述
法
が
挙
げ
ら
れ

る
。
あ
る
い
は
既
存
の
書
籍
・
記
事
・
物
語
な
ど
で
対
象
が
ど
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
収
集
・
分
析
す
る
方
法
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ

て
、
神
な
ど
の
超
越
的
存
在
に
対
す
る
人
々
の
認
識
を
収
集
・
整
理
す
る

こ
と
で
、
神
観
念
の
分
析
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
神
観
念
の
文
化

差
・
地
域
差
な
ど
も
抽
出
で
き
る
こ
と
か
ら
、
生
業
と
神
観
念
の
対
応
関

係
を
検
討
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

藤
原　

聖
子

　

Ｇ
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ー
ウ
や
Ｍ
・
エ
リ
ア
ー
デ
に
代
表
さ
れ
る

（
広
義
の
）
宗
教
現
象
学
は
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
世
界
的
に
衰
退
し
、

そ
れ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
認
知
宗
教
学
・
宗
教
認
知
進
化
科
学
（
Ｃ
Ｅ

Ｓ
Ｒ
）
が
新
た
な
通
文
化
的
理
論
と
し
て
台
頭
し
た
。
一
般
に
は
宗
教
現

象
学
は
反
還
元
論
に
立
つ
「
理
解
」
の
学
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
は
還
元
論
に
立
つ

「
説
明
」
の
学
と
し
て
対
置
さ
れ
、
相
容
れ
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き

た
。
だ
が
、
実
際
に
は
宗
教
現
象
学
者
も
「
な
ぜ
」
を
説
明
し
て
い
た
し
、

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
も
当
事
者
の
視
点
を
組
み
込
む
こ
と
抜
き
に
は
理
論
を
立
て
ら

れ
な
い
。
文
理
を
合
わ
せ
た
総
合
知
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
る
現
在
、
宗

教
学
に
お
い
て
宗
教
現
象
学
と
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
対
話
を
試
み
る
こ
と
は
意
義

的
推
論
が
東
ア
ジ
ア
で
は
欧
米
よ
り
も
優
勢
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て

い
る
。
近
年
は
、
直
観
に
も
あ
る
種
の
合
理
性
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

示
さ
れ
て
お
り
、
対
象
や
領
域
に
も
よ
る
が
、
人
間
が
直
観
的
に
事
例
の

本
質
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。

　

藁
科
先
生
か
ら
は
宗
教
の
ク
オ
リ
ア
に
つ
い
て
、
ま
た
奥
山
先
生
か
ら

も
個
人
の
宗
教
体
験
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
認
知
科
学
で
ど
の
よ
う
に

扱
わ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
質
問
を
頂
い
た
。
ク
オ
リ
ア
は
本
人
し
か
ア
ク

セ
ス
で
き
ず
、
言
語
や
行
動
な
ど
客
観
的
な
形
で
表
現
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
よ
う
な
感
覚
質
と
定
義
さ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
客
観
的
に
測
定

可
能
な
対
象
を
主
に
扱
お
う
と
す
る
心
理
学
や
認
知
科
学
で
は
、
ク
オ
リ

ア
は
研
究
対
象
と
し
に
く
い
。
た
だ
し
、
ク
オ
リ
ア
が
宗
教
に
対
す
る
信

仰
・
信
念
に
伴
う
個
別
的
で
主
観
的
な
体
験
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
し

た
体
験
を
質
的
研
究
と
し
て
扱
う
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、

そ
う
し
た
体
験
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
個
人
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
探
る
と

い
っ
た
研
究
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
研
究
に
よ
り
、
宗
教
体
験
の
意

味
や
機
能
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
は
意
義

深
い
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た
新
た
な
理
論
や
仮
説
の
生
成
に
も
役
立
つ
こ

と
だ
ろ
う
。

　

江
川
先
生
か
ら
は
、
一
神
教
的
で
は
な
い
神
観
念
の
分
析
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
ま
た
生
業
と
神
表
象
の
関
係
の
検
証
可
能
性
に
つ
い
て
質
問
を

頂
い
た
。
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
ゴ
ッ
ド
論
で
は
、
世
界
宗
教
や
民
族
な
ど
の

超
越
的
存
在
（
神
な
ど
）
に
超
越
的
監
視
や
罰
の
機
能
を
想
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
必
ず
し
も
こ
の
想
定
は
詳
細
に
確
か
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
た
め
、
十
分
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
生
態
学
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あ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
を
規
定
す
る
唯
一
神
教
的
宗
教
観
を
相
対
化
す
る
た
め

に
、
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
「
最
高
存
在
」
論
は
今
日
な
お
参
照
価
値
が

あ
る
。

　

象
徴
は
な
ぜ
宗
教
に
お
い
て
中
心
的
な
の
か
に
つ
い
て
の
エ
リ
ア
ー
デ

の
説
明
は
、
人
間
は
象
徴
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
限
な
る
歴
史

へ
の
束
縛
か
ら
自
己
を
解
放
し
、
最
高
存
在
・
超
越
界
に
接
近
し
よ
う
と

す
る
か
ら
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
で
は
、
宗
教
的
観
念
や
儀
礼
、

さ
ら
に
そ
れ
に
伴
わ
れ
る
人
々
の
体
験
は
集
団
の
形
成
・
維
持
の
た
め
に

存
在
す
る
と
説
明
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
に
お
い
て
、
宗
教
的

人
間
の
現
世
へ
の
ベ
ク
ト
ル
は
正
反
対
で
あ
る
。
し
か
し
個
人
に
と
っ
て

の
体
験
に
よ
る
現
世
か
ら
の
超
越
、
生
の
意
味
づ
け
も
宗
教
の
重
要
な
部

分
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
も
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
研
究
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　

各
質
問
に
対
し
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
石
井
が
認
知
科
学
の
研
究
状
況
を

丁
寧
に
説
明
し
た
後
、
質
疑
応
答
で
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
で
は
歴
史
的
宗
教
は

扱
わ
れ
な
い
の
か
と
い
う
質
問
（

≒

奥
山
の
質
問
）
や
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
的
象

徴
論
に
は
テ
ィ
ム
・
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
指
摘
な
ど
が
あ

っ
た
。
他
に
、
批
判
を
受
け
て
き
た
宗
教
現
象
学
の
方
法
論
、
本
質
直
観

に
つ
い
て
は
、（「
直
観
」
に
該
当
す
る
）
形
式
的
推
論
と
直
感
的
推
論
に

文
化
差
が
あ
る
こ
と
を
示
す
認
知
科
学
の
研
究
が
あ
る
こ
と
が
石
井
か
ら

紹
介
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
論
点
、
主
観
か
共
同
主
観
か
普
遍
か
、

本
質
は
あ
る
の
か
否
か
と
い
っ
た
人
文
学
的
観
点
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー

チ
が
こ
れ
に
つ
い
て
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

が
高
い
は
ず
だ
が
、
還
元
論
・
反
還
元
論
の
対
立
の
た
め
か
そ
の
よ
う
な

前
例
は
少
な
い
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
宗
教
現
象
学
史
研
究
を
専
門
と
す
る
共
同
研
究
グ
ル

ー
プ
が
、
非
会
員
の
認
知
科
学
者
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
と
し
て
招
く
こ
と
に

よ
り
、
宗
教
現
象
学
者
の
「
な
ぜ
」
の
問
い
は
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
に
よ
っ
て
取
り

組
ま
れ
つ
く
し
て
い
る
の
か
、
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
が
扱
う
「
何
」
は
宗
教
現
象
学

か
ら
み
て
網
羅
的
な
の
か
な
ど
を
議
論
し
た
。
代
表
者
の
藤
原
が
研
究
の

状
況
を
概
観
し
課
題
を
指
摘
し
た
後
、
第
二
発
表
者
・
藁
科
は
Ｒ
・
オ
ッ

ト
ー
、
第
三
発
表
者
・
江
川
は
Ｒ
・
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
、
第
四
発
表

者
・
奥
山
は
Ｍ
・
エ
リ
ア
ー
デ
を
取
り
上
げ
、
三
人
の
宗
教
現
象
学
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
行
程
の
中
で
「
な
ぜ
」
の
問
い
に
ど
の
よ
う
に
し
て

至
っ
た
か
、
三
人
の
宗
教
現
象
に
対
す
る
見
方
は
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
か
を
論
じ
た
。

　

オ
ッ
ト
ー
の
「
感
情
」
概
念
は
、
宗
教
体
験
の
「
体
験
」
に
該
当
す

る
。
オ
ッ
ト
ー
は
自
然
的
感
情
（
日
常
的
な
恐
怖
）
と
宗
教
的
感
情
（
神

聖
な
存
在
へ
の
畏
怖
）
の
違
い
は
、
身
体
的
反
応
を
含
む
感
情
の
質
に
現

れ
る
と
論
じ
た
。
こ
の
質
の
部
分
は
現
在
「
ク
オ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
に
お
い
て
、
ク
オ
リ
ア
に
焦
点
を
向
け
、
宗
教
的
体
験
と
非
宗

教
的
体
験
の
違
い
を
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
オ
ッ
ト
ー
の
関

心
を
科
学
の
領
域
で
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
「
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
」
論
と
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
の
「
最

高
存
在
」
論
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
前
者
の
中
心
と
な
る
天
上
の
監
視
者

と
し
て
の
神
観
念
は
、
後
者
の
三
類
型
の
内
の
一
類
型
に
過
ぎ
な
い
。
し

か
も
前
者
で
は
「
ビ
ッ
グ
・
ゴ
ッ
ド
」
信
仰
が
農
耕
革
命
を
可
能
に
し
た

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
で
は
天
空
神
に
対
応
す
る
生
業
は
牧
畜
で
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現
代
世
界
に
お
け
る
宗
教
哲
学
の
可
能
性

代
表
者　

氣
多　

雅
子

コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

伊
原
木
大
祐

信
仰
と
宗
教
哲
学 
│
│ 

姉
崎
正
治
の
場
合 

│
│

古
荘
　
匡
義

　

本
提
題
で
は
、
現
代
世
界
に
お
け
る
宗
教
哲
学
の
可
能
性
を
問
う
た
め

に
、
姉
崎
正
治
を
近
代
日
本
の
宗
教
哲
学
の
展
開
の
な
か
に
位
置
づ
け
る

こ
と
を
目
指
し
た
。
姉
崎
の
思
想
が
宗
教
哲
学
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
稀

で
あ
る
。
た
し
か
に
姉
崎
は
ハ
ル
ト
マ
ン
『
宗
教
哲
学
』
の
翻
訳
の
刊
行

（
一
八
九
八
）
や
Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
紹
介
な
ど
、
西
洋
の
宗
教
哲
学
の

受
容
に
多
大
な
貢
献
を
な
し
た
が
、
姉
崎
の
宗
教
学
の
体
系
か
ら
は
「
宗

教
の
理
想
及
形
而
上
的
根
底
を
論
す
る
」
も
の
と
し
て
の
宗
教
哲
学
は
排

除
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
留
学
中
の
神
秘
体
験
や
、
盟
友
高
山
樗
牛
の

喪
失
の
後
に
書
か
れ
た
『
復
活
の
曙
光
』（
一
九
〇
四
）
で
は
、「
神
秘
」

の
体
得
を
ベ
ー
ス
に
し
た
理
想
的
な
宗
教
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
西
洋
の
宗
教
哲
学
を
受
容
し
た
姉
崎
が
宗
教
学
の
体
系
構
築
を
経

て
、『
復
活
の
曙
光
』
の
思
想
に
至
っ
た
過
程
全
体
は
、
近
代
日
本
の
宗

教
哲
学
受
容
の
一
展
開
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
西
田
幾

多
郎
か
ら
西
谷
啓
治
に
至
る
思
想
の
系
譜
を
軸
に
し
て
「
日
本
の
宗
教
哲

学
」
と
い
う
思
想
潮
流
が
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
姉
崎
や
綱
島
梁
川
の
思

想
も
含
め
て
近
世
日
本
の
宗
教
哲
学
を
思
想
史
的
に
考
え
る
と
、「
宗
教

哲
学
」
を
宗
教
体
験
や
宗
教
実
践
、
伝
道
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
も
含
み
込

ん
だ
概
念
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
「
宗
教
哲
学
」

理
解
が
現
代
世
界
に
お
け
る
宗
教
哲
学
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
本
提
題
で
は
、『
復
活
の
曙
光
』
ま
で

の
姉
崎
の
思
想
展
開
に
お
け
る
「
宗
教
哲
学
」
の
変
遷
を
以
下
の
二
つ
に

分
け
て
分
析
し
た
。
①
ま
ず
、『
宗
教
学
概
論
』（
一
九
〇
〇
）
と
、
そ
の

種
本
の
一
つ
で
あ
る
ハ
ル
ト
マ
ン
『
宗
教
哲
学
』
の
章
立
て
の
共
通
点
と

差
異
を
分
析
し
た
。
両
者
は
、
個
々
人
の
宗
教
的
意
識
や
感
情
や
意
志
な

ど
か
ら
宗
教
を
考
え
る
宗
教
心
理
論
を
基
盤
と
し
、
そ
こ
か
ら
行
為
や
道

徳
、
そ
し
て
社
会
的
現
象
と
し
て
の
宗
教
の
解
明
に
向
か
う
点
で
共
通
し

て
い
る
。
た
だ
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
著
作
に
あ
っ
た
「
宗
教
形
而
上
論
」
は

姉
崎
の
宗
教
学
に
は
な
い
。
姉
崎
は
宗
教
哲
学
を
宗
教
の
理
想
や
形
而
上

的
根
底
を
論
じ
る
も
の
で
、「
事
実
的
即
科
学
的
研
究
」
で
あ
る
と
こ
ろ

の
宗
教
学
か
ら
は
分
離
す
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い
た
。
②
し
か
し
、
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
で
の
神
秘
体
験
や
盟
友
高
山
樗
牛
の
死
を
経
て
書
か
れ
た
『
復
活

の
曙
光
』
で
は
、
あ
る
種
の
宗
教
の
理
想
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
本
は
円
環
的
な
章
立
て
（
一
、
人
生
と
科
学
↓
二
、
科
学
と
芸
術
↓
三
、

芸
術
と
神
秘
↓
四
、
神
秘
と
道
徳
↓
五
、
道
徳
と
宗
教
↓
六
、
宗
教
と
人

生
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
全
体
の
論
述
は
循
環
し
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
三
章
ま
で
で
、
姉
崎
は
科
学
や
哲
学
や
芸
術
を
可
能
に
す
る
精

神
の
動
的
な
交
通
の
基
盤
と
な
る
神
秘
を
精
神
の
根
底
に
見
出
す
（
姉
崎

は
神
秘
を
「
一
切
の
差
別
変
化
を
超
絶
し
た
不
変
不
滅
の
死
物
の
如
く
聞

え
る
」
形
而
上
的
概
念
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
）。
そ
し
て
四
章
以

降
、
神
秘
を
体
得
し
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
と
し
て
の
道
徳
や
、
神
秘
を

体
得
さ
せ
る
も
の
と
し
て
の
宗
教
が
論
じ
ら
れ
る
。『
復
活
の
曙
光
』
の

序
言
に
は
「「
学
術
的
精
緻
」
は
固
よ
り
期
す
る
所
で
な
い
」
と
表
明
さ
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き
な
い
必
然
的
関
係
（
例
：
三
平
方
の
定
理
）
が
真
理
と
し
て
現
れ
る

時
、
知
性
は
そ
こ
で
「
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
え
る
」。
し
か
し
、

こ
れ
は
知
性
が
消
尽
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
知
解
可
能
な
必
然
性

で
あ
る
世
界
の
透
明
な
姿
が
実
在
（réalité

）
と
し
て
現
れ
る
そ
の
時
に

こ
そ
、
知
性
は
ま
さ
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

消
え
る
と
は
、
そ
れ
自
身
が
隠
れ
無
に
な
る
こ
と
が
十
全
に
働
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
よ
う
な
知
性
の
性
質
を
指
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
じ
つ
は
知
性
の
真
の
働
き
は
世
界
を
必
然
性
と
し
て
知
解
可

能
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
必
然
性
と
い
う
完
全
に
透
明
な
ガ
ラ

ス
を
媒
介
に
し
て
、
そ
の
向
こ
う
の
「
不
透
明
な
も
の
」「
知
解
不
可
能

な
も
の
」
を
見
る
こ
と
の
方
に
こ
そ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
人
は
平
面
を
じ

っ
と
見
つ
め
る
う
ち
に
奥
行
き
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
本
当
に
そ
こ
に

あ
る
の
は
平
面
と
は
別
の
何
か
で
は
な
い
か
と
予
感
す
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
う
し
て
立
体
が
「
見
え
た
」
時
、
知
の
次
元
は
ひ
と
つ
上
が
る
。
同
じ

よ
う
に
、
今
度
は
完
全
な
必
然
性
そ
の
も
の
が
梃
子
（
媒
介
）
と
な
っ
て
、

「
こ
の
必
然
性
と
は
じ
つ
は
何
だ
っ
た
の
か
」
を
さ
ら
に
上
の
次
元
か
ら

見
る
よ
う
に
知
性
に
迫
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
、
必
然
性
は
知
解
可
能

な
ま
ま
、
同
時
に
全
く
「
知
解
不
可
能
」
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
ヴ
ェ
イ
ユ
が
言
う
「
不
幸
」
に
お
い
て
現
れ
る
現
象
で
あ

る
。
こ
の
時
、
人
は
自
分
が
触
れ
て
い
る
冷
た
い
必
然
性
に
あ
ら
ゆ
る
諸

事
物
と
と
も
に
取
り
込
ま
れ
、
自
分
自
身
も
ま
た
た
だ
の
「
物
」
で
し
か

な
い
こ
と
を
知
る
。
し
か
し
、
こ
の
完
全
な
知
解
に
お
い
て
同
時
に
、
必

然
性
は
知
性
の
主
体
で
あ
る
「
私
」
の
全
体
を
巻
き
込
ん
で
そ
れ
ま
で
の

あ
り
方
を
揺
る
が
し
、「
こ
ん
な
ふ
う
に
苦
し
む
な
ん
て
〈
あ
り
え
な
い

（im
possible

）〉」
と
私
に
言
わ
せ
る
。
こ
の
あ
り
え
な
さ
、
つ
ま
り
不

れ
て
い
る
が
、
神
秘
を
体
得
す
る
個
々
人
の
意
識
か
ら
始
め
て
、
神
秘
を

体
得
し
た
と
き
の
倫
理
的
・
社
会
的
関
係
に
論
及
す
る
構
成
は
、
科
学
的
、

学
術
的
な
宗
教
学
を
志
向
す
る
『
宗
教
学
概
論
』
と
共
通
す
る
。
ま
た
、

形
而
上
的
概
念
の
提
示
を
避
け
つ
つ
も
、
来
る
べ
き
宗
教
の
理
想
を
表
明

し
て
い
る
『
復
活
の
曙
光
』
は
、
姉
崎
の
言
う
「
宗
教
哲
学
」
の
側
面
を

も
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
復
活
の
曙
光
』
の
序
言
に
は
、
抑
え
難
い
赤

心
に
一
人
で
も
共
感
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

円
環
的
な
章
立
て
も
、
論
述
内
容
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と

す
れ
ば
、「
神
秘
」
を
根
底
に
お
く
世
界
観
を
他
者
に
伝
道
す
る
た
め
の

レ
ト
リ
ッ
ク
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
特
定
の
宗
教
の
信
仰
内
容
に
囚
わ
れ
な

い
宗
教
体
験
を
通
し
て
神
秘
に
触
れ
、
そ
の
神
秘
を
宗
教
哲
学
的
に
説
明

す
る
と
と
も
に
、
神
秘
を
他
者
に
伝
道
す
る
営
み
に
は
、
同
時
代
の
綱
島

梁
川
や
清
沢
満
之
な
ど
と
同
様
に
、
近
代
的
知
識
人
の
「
生
き
ら
れ
た
宗

教
」
と
「
宗
教
哲
学
」
と
の
密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
に
お
け
る
宗
教
哲
学
の
可
能
性

脇
坂
　
真
弥

　

晩
年
の
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
に
見
ら
れ
る
神
に
関
す
る
数
々
の
語
り

は
、
彼
女
が
貫
い
た
「
知
的
誠
実
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
本
発
表
で
は
、
ヴ
ェ
イ
ユ
の
思
想
に
お
け
る
知
性
の
あ
り
方
を
追

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
な
も
の
が
ひ
と
つ
の
「
知
」
と
し
て
現
れ
る

こ
と
を
確
認
し
、
そ
こ
か
ら
「
宗
教
」
と
「
哲
学
」
と
の
関
係
を
探
っ
て

み
た
い
。

　

ヴ
ェ
イ
ユ
に
よ
れ
ば
、
真
理
と
は
知
性
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
在
的
に

な
る
関
係
、
す
な
わ
ち
「
必
然
性
」
で
あ
る
。
人
間
が
変
え
る
こ
と
の
で
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西
谷
啓
治
の
宗
教
哲
学
が
め
ざ
す
も
の

氣
多
　
雅
子

　

本
発
表
で
は
、
西
谷
啓
治
の
宗
教
哲
学
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
り
、
ど

う
い
う
こ
と
を
め
ざ
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
西
谷
が

そ
れ
を
論
じ
て
い
る
の
は
一
九
四
一
年
発
表
の
論
文
「
宗
教
哲
学
│
│
序

論
」
で
あ
る
。
彼
は
カ
ン
ト
以
降
の
宗
教
哲
学
の
成
立
と
研
究
状
況
を
踏

ま
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
お
よ
び
神
学
の
歴

史
を
展
望
す
る
と
い
う
大
き
な
視
界
の
な
か
で
宗
教
哲
学
の
役
割
を
考
察

し
て
い
る
。

　

西
谷
は
ま
ず
哲
学
的
立
場
か
ら
宗
教
を
「
絶
対
的
に
他
な
る
も
の
へ
の

関
係
」
と
捉
え
、
そ
の
関
係
の
仕
方
と
し
て
信
仰
、
認
識
、
体
験
と
い
う

三
つ
の
根
本
的
態
度
を
取
り
上
げ
る
。
信
仰
の
態
度
と
認
識
の
態
度
の
葛

藤
の
な
か
で
出
て
く
る
立
場
（
神
学
、
人
間
学
、
哲
学
）
が
分
裂
状
態
に

あ
り
、
そ
れ
を
克
服
す
る
態
度
と
し
て
体
験
の
態
度
が
求
め
ら
れ
る
べ
き

だ
と
す
る
。
問
題
は
こ
の
体
験
の
態
度
が
い
か
に
し
て
成
立
す
る
か
で
あ

る
が
、
そ
の
鍵
と
な
る
の
は
、
体
験
の
態
度
が
い
か
な
る
仕
方
で
哲
学
を

超
え
包
む
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
立
ち
向
か
う
の
が
彼
の

「
宗
教
哲
学
」
で
あ
る
。

　

西
谷
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
宗
教
哲
学
が
発
生
し
発
達
し
て
き
た
過
程
を

振
り
返
り
、
十
九
世
紀
以
降
の
世
界
が
直
面
す
る
問
題
を
宗
教
と
文
化

（
特
に
自
然
や
歴
史
の
科
学
）
の
分
裂
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
哲

学
が
宗
教
と
文
化
の
両
方
へ
自
ら
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
方
を
媒

介
す
る
と
い
う
仕
方
で
、
こ
の
分
裂
を
克
服
す
る
こ
と
が
宗
教
哲
学
の
当

面
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
宗
教
哲
学
の
果
た
す
べ
き
本

来
の
役
割
は
、
宗
教
の
う
ち
か
ら
霊
性
の
体
験
の
立
場
を
開
く
た
め
の
力

幸
に
お
い
て
当
事
者
が
も
つ
「
非
現
実
（irréalité

）
の
感
覚
」
は
、
必

然
性
に
対
す
る
冪
の
上
が
っ
た
「
知
解
不
可
能
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
当

事
者
が
知
ら
ぬ
間
に
新
た
な
実
在
と
接
触
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

不
幸
に
お
け
る
こ
の
非
現
実
感
、
不
条
理
の
感
覚
の
只
中
で
、
人
は
自

分
が
い
ま
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
必
然
性
で
は
な
く
、
じ
つ
は
も
っ
と

他
の
何
か
が
そ
こ
に
本
当
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
、
そ
の
新
た
な
実
在
を

「
見
る
」
よ
う
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
知
性
が
そ
の
働
き
を
止
め
ず

に
あ
る
極
限
を
経
る
な
ら
ば
、
当
事
者
の
苦
し
み
が
微
塵
も
軽
く
な
る
こ

と
は
な
い
が
、
そ
の
人
は
自
分
の
全
き
不
幸
を
通
し
て
そ
こ
に
本
当
に
あ

る
も
の
を
見
る
。
そ
こ
で
人
が
見
る
の
は
「
神
の
愛
」
だ
と
ヴ
ェ
イ
ユ
は

言
う
。
彼
女
は
不
在
の
神
を
求
め
る
十
字
架
上
の
キ
リ
ス
ト
の
不
幸
の
叫

び
を
、
欲
求
（désir

）
が
所
有
（possession

）
と
完
全
に
一
致
す
る

こ
の
不
思
議
な
「
見
る
」
と
し
て
理
解
し
た
。
こ
の
「
見
る
」
は
新
た
な

次
元
の
知
で
あ
り
、
そ
の
知
が
晩
年
の
ヴ
ェ
イ
ユ
の
神
に
関
す
る
語
り
へ

と
結
実
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ヴ
ェ
イ
ユ
は
こ
う
し
て
知
解
不
可
能
な
も
の
（
不
幸
）
を
梃
子
と
し
て

「
神
の
愛
」
を
見
る
。
不
幸
の
残
酷
な
本
質
を
ご
ま
か
さ
ず
、
神
の
不
在

と
い
う
現
実
を
最
後
ま
で
誠
実
に
受
け
と
め
る
な
ら
ば
、
不
幸
な
者
が
不

幸
な
ま
ま
に
救
わ
れ
る
可
能
性
は
た
し
か
に
こ
の
「
欲
求
と
所
有
の
一

致
」
以
外
に
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
キ
リ
ス
ト
の
叫
び
に
現
れ
る
神
の
い

な
い
真
空
へ
向
け
ら
れ
た
欲
求
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
を
欠
い
た
、
無
内
容
で

形
式
だ
け
と
な
っ
た
こ
の
過
剰
な
宗
教
的
欲
求
の
意
味
は
何
だ
ろ
う
か
。

こ
の
欲
求
が
そ
の
ま
ま
所
有
で
あ
る
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
宗
教
」
と
「
哲
学
」
と
の
つ
な
が
り
は
お
そ
ら
く

こ
の
欲
求
が
何
で
あ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
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で
あ
る
。
唯
一
的
個
の
次
元
と
人
類
の
次
元
と
は
乖
離
し
た
仕
方
で
、
現

代
の
私
た
ち
の
生
存
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
乖
離
こ
そ
現
代
の
宗
教
哲

学
の
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

西
谷
は
宗
教
哲
学
の
当
面
の
課
題
に
加
え
て
、
霊
性
の
体
験
の
立
場
を

開
く
力
と
な
る
こ
と
を
宗
教
哲
学
の
本
来
の
課
題
と
し
た
。
世
界
理
解
の

分
裂
は
霊
性
の
体
験
に
お
い
て
克
服
で
き
る
と
し
て
も
、
唯
一
的
個
と
人

類
と
の
乖
離
は
体
験
の
立
場
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
現
代
の
宗
教
哲
学
の
課
題
に
向
き
合
う
の
は
私
た
ち
自
身
で
あ

る
。

宗
教
哲
学
と
自
己
変
容
的
知
の
可
能
性

小
林
　
　
敬

　

西
洋
近
代
哲
学
の
延
長
線
上
に
現
れ
た
宗
教
哲
学
と
い
う
学
に
は
、
実

定
宗
教
の
も
つ
意
味
を
合
理
性
へ
と
解
消
し
、
そ
の
事
実
性
を
歪
め
か
ね

な
い
と
い
う
危
険
性
が
常
に
付
き
ま
と
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
傾
向
性

を
は
ら
む
学
で
あ
る
「
宗
教
哲
学
」
が
、
実
定
宗
教
の
持
つ
事
実
性
・
超

越
性
を
合
理
性
に
解
消
し
て
し
ま
わ
な
い
仕
方
で
可
能
に
な
る
の
は
い
か

な
る
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
自
己
の
側
に
意
味
を
「
奪
い
取
り
」、
閉
じ
た

知
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
「
知
」
の
あ
り
方
に
は
、
い
か
な
る
可

能
性
が
あ
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
背
景
と
し
な
が

ら
本
発
表
は
、
哲
学
的
な
仕
方
で
宗
教
現
象
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
可
能
性

を
フ
ラ
ン
ス
反
省
哲
学
的
な
知
的
枠
組
み
か
ら
探
る
こ
と
を
課
題
と
し
、

反
省
哲
学
の
も
つ
一
面
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
解
釈
学
的
方
向
性
の
ひ
と

つ
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
し
て
の
「
注
釈
（com

m
entaire

）」
と
い
う
事

柄
に
目
を
向
け
、
対
象
の
意
味
を
収
奪
す
る
の
で
は
な
い
知
の
あ
り
方
の

と
な
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
一
九
四
一
年
の
こ
の
論
文
以
降
、
哲
学
の
立

場
か
ら
哲
学
の
立
場
を
超
え
て
包
む
霊
性
の
体
験
の
立
場
を
ど
の
よ
う
に

開
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
西
谷
の
宗
教
哲
学
の
中
心
的
主
題
と
な

り
、
霊
性
の
立
場
と
し
て
禅
が
中
心
的
関
心
事
と
な
っ
て
い
く
。

　

西
谷
の
言
う
通
り
、
宗
教
哲
学
が
宗
教
と
哲
学
の
歴
史
的
展
開
の
な
か

で
成
立
し
、
歴
史
的
な
問
題
状
況
の
な
か
に
潜
む
課
題
に
応
答
す
る
学
で

あ
る
と
す
る
な
ら
、
私
た
ち
は
西
谷
の
宗
教
哲
学
の
課
題
を
私
た
ち
自
身

の
時
代
社
会
の
事
実
的
生
の
経
験
か
ら
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

西
谷
は
自
ら
の
さ
し
あ
た
っ
て
の
課
題
を
、
哲
学
に
よ
る
「
宗
教
」
と

「
文
化
（
特
に
自
然
や
歴
史
の
科
学
）」
と
の
媒
介
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の

対
立
は
よ
り
明
確
に
言
え
ば
、
宗
教
的
世
界
理
解
と
科
学
的
世
界
理
解
と

の
対
立
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界

理
解
の
原
理
的
な
と
こ
ろ
に
ま
で
降
り
立
っ
て
、
自
己
批
判
を
介
し
て
宗

教
と
諸
科
学
に
対
峙
す
る
哲
学
の
働
き
に
よ
っ
て
、
両
者
を
媒
介
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
対
立
は
現
代
で
は
も
は
や

異
な
る
世
界
理
解
の
対
立
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
科
学
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
は
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
滲
透
し
、
生
活
基
盤
そ
の
も
の
を
大
き
く
変

え
て
き
て
い
る
。
宗
教
は
伝
統
文
化
と
し
て
の
色
合
い
を
強
め
、
西
谷
の

時
代
の
宗
教
の
有
り
場
所
で
あ
っ
た
「
個
人
の
内
面
」
は
生
活
基
盤
か
ら

遊
離
し
、
著
し
く
深
み
を
失
い
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
宗
教
が
追
求

し
て
き
た
人
間
の
あ
り
方
が
絶
対
的
な
る
も
の
と
の
出
会
い
に
お
け
る
唯

一
的
な
個
で
あ
る
と
す
る
と
、
科
学
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
扱
う
人
間
の
あ

り
方
は
ヒ
ト
と
い
う
類
（
人
類
）
の
一
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

一
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と
は
私
の
意
思
に
よ
る
自
己
理
解
の
仕
方
で
は
な

く
、
現
代
世
界
で
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
構
造
的
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
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に
対
す
る
注
釈
書
が
伝
統
的
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
抄
物

は
、
文
献
学
的
で
辞
書
的
な
詳
細
の
注
釈
で
あ
る
一
方
で
、
時
に
禅
に
特

有
の
言
語
活
動
で
あ
る
「
下
語
」「
著
語
」
と
い
っ
た
、
独
特
の
テ
ク
ス

ト
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
の
付
け
方
も
存
在
す
る
。
一
見
す
る
と
テ
ク
ス
ト

か
ら
の
飛
翔
で
あ
る
よ
う
な
下
語
や
著
語
は
、
あ
く
ま
で
原
文
に
対
し
て

「
語
を
置
く
」（
注
釈
を
施
す
）
と
い
う
言
語
活
動
の
変
奏
で
あ
る
。
そ
う

し
た
意
味
で
こ
れ
ら
の
言
語
活
動
は
文
献
学
的
で
字
義
的
な
注
釈
と
全
く

別
物
で
は
な
か
ろ
う
。

　

注
釈
と
い
う
行
為
に
は
単
な
る
意
味
の
確
定
作
業
と
は
異
な
る
性
質
あ

る
い
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
テ
ク
ス
ト
に
則
し

て
、
テ
ク
ス
ト
へ
の
注
意
と
と
も
に
開
か
れ
る
。
換
言
す
る
と
注
釈
行
為

と
い
う
伝
統
的
で
文
献
学
的
な
営
み
の
内
部
に
、「
意
味
の
開
け
」
を
も

た
ら
し
う
る
方
向
性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
原
文
に
付
き
従
う

こ
と
に
よ
っ
て
原
文
と
共
通
の
根
源
的
共
鳴
の
場
へ
と
自
己
を
導
く
、
脱

自
的
な
自
己
変
容
の
場
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
意
味
の
開
け
」

を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
の
宗
教
哲
学
を
模
索
す
る
た
め
に
は
、
伝
統
的

な
聖
典
や
経
典
へ
の
文
献
学
的
注
釈
に
回
帰
す
る
こ
と
が
見
直
さ
れ
る
べ

き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

コ
メ
ン
ト

伊
原
木
大
祐

　

カ
ン
ト
や
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
以
降
、
西
洋
近
代
の
学
問
状
況
の
内
部

か
ら
発
展
し
て
き
た
「
宗
教
哲
学
」
は
、
明
治
期
の
日
本
に
輸
入
さ
れ
、

キ
リ
ス
ト
教
の
み
な
ら
ず
日
本
の
宗
教
的
伝
統
を
も
養
分
と
し
て
独
自
の

発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
固
有
名
を
挙
げ
る
な
ら
、

可
能
性
を
考
察
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
反
省
哲
学
に
数
え
い
れ
ら
れ
る
哲
学
者
た
ち
に
共
通
の
「
反

省
（reflextion

）」
と
い
う
思
考
様
式
は
、
い
わ
ゆ
る
内
省
的
な
自
己
省

察
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
具
体
的
行
為
と
し
て
世

界
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
自
己
措
定
の
遂
行
運
動
に
よ
っ
て
の
み
現
成
す
る

自
己
の
反
省
的
把
握
で
あ
る
。
こ
う
し
た
反
省
の
運
動
は
必
然
的
に
自
己

措
定
の
運
動
を
証
す
る
世
界
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
の
諸
表
徴
の
解

読
・
解
釈
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
反
省
哲
学
と
解
釈
学
と
が
密
接

に
連
結
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ュ
ー
ル
・
ラ
ニ
ョ
ー
を
介
し
て
反
省

哲
学
を
受
け
継
い
だ
ア
ラ
ン
は
、
あ
く
ま
で
テ
ク
ス
ト
に
付
き
従
っ
て
ゆ

く
行
為
で
あ
る
「
注
釈
」
の
営
み
の
中
に
、
一
見
す
る
と
テ
ク
ス
ト
か
ら

飛
翔
す
る
か
の
よ
う
な
自
由
な
創
造
的
精
神
の
発
露
を
見
出
し
て
い
る
。

ま
た
彼
は
、
自
ら
の
方
法
が
対
象
を
「
説
明
す
る
（expliquer

）」
す
る

の
で
は
な
く
し
て
「
繰
り
返
す
（répeter

）」
こ
と
に
よ
っ
て
晦
渋
さ
の

雲
を
集
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
も
述
べ
る
。

　

対
象
の
意
味
を
確
定
さ
せ
、
固
定
化
す
る
作
業
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る

テ
ク
ス
ト
へ
の
解
釈
・
注
釈
と
い
っ
た
営
み
が
、
む
し
ろ
「
暗
さ
」
と

「
謎
」
を
引
き
起
こ
し
、
意
味
を
固
定
化
す
る
の
で
は
な
く
し
て
意
味
を

脱
意
味
化
し
つ
つ
拓
い
て
ゆ
く
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
の
不
透

明
性
と
あ
る
種
の
暗
さ
に
よ
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
の
〈
よ
り
以
上
の
も
の
〉

へ
と
拓
か
れ
る
と
い
っ
た
、
意
味
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
し
う
る
よ
う
な

「
注
釈
」
と
い
う
方
法
は
、
宗
教
に
お
け
る
聖
典
や
古
典
の
テ
ク
ス
ト
の

学
的
読
解
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
お
お
い
に
示

唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
禅
門
に
は
「
抄
物
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
禅
籍
や
公
案
集
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古
荘
発
表
で
は
、
日
本
の
宗
教
学
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
姉
崎
正
治
が

扱
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
あ
る
種
の
宗
教
哲
学
を
汲
み
上
げ
よ
う
と
す
る
試
み

が
な
さ
れ
た
。
古
荘
氏
が
着
目
し
た
の
は
、
姉
崎
の
体
験
重
視
的
な
傾
向

で
あ
り
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
神
秘
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
「『
生
き
ら

れ
た
宗
教
』
の
内
在
的
理
解
」
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
姉
崎
思
想
を
現
代

に
蘇
生
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
可
能
性
を
示
し
た
。

　

脇
坂
発
表
で
は
、
ヴ
ェ
イ
ユ
の
「
知
的
誠
実
」
に
基
づ
く
新
た
な
知
の

態
度
に
、
宗
教
哲
学
の
可
能
性
が
看
取
さ
れ
た
。
知
の
働
き
は
、
不
幸
に

お
い
て
出
会
わ
れ
る
「
知
解
不
可
能
な
も
の
」
を
梃
子
と
し
て
、
必
然
性

に
対
す
る
新
た
な
知
の
次
元
へ
と
人
間
を
導
く
。
こ
こ
に
見
い
だ
さ
れ
た

実
在
が
「
神
の
愛
」
で
あ
り
、
そ
の
理
路
は
宗
教
と
哲
学
と
の
連
関
を
考

え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

氣
多
発
表
で
は
、
西
谷
の
き
わ
め
て
濃
密
で
難
解
な
論
考
「
宗
教
哲
学

│
│
序
論
」
に
精
緻
な
解
釈
が
施
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
現
代
世
界
の
状

況
に
由
来
す
る
西
谷
宗
教
哲
学
の
限
界
を
通
し
て
、
今
日
の
宗
教
哲
学
の

課
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
西
谷
が
論
じ
た
「
霊
性
」
の
体
験
の
立
場
は
、
古

荘
発
表
に
お
け
る
「
神
秘
」
の
問
題
、
脇
坂
発
表
で
扱
わ
れ
た
新
た
な
次

元
の
「
知
」
と
も
触
れ
合
う
も
の
で
あ
る
。

　

小
林
発
表
で
は
、
宗
教
哲
学
を
主
観
性
に
閉
じ
込
め
ず
、
テ
ク
ス
ト
か

ら
多
様
な
意
味
を
解
放
す
る
と
い
う
作
業
に
、
宗
教
哲
学
の
可
能
性
が
見

い
だ
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
反
省
哲
学
の
「
注
釈
」
と
い
う
手
法
は
、
意
味

か
ら
の
解
放
を
通
し
て
そ
の
注
釈
者
た
る
自
己
を
変
容
さ
せ
る
役
割
を
果

た
す
も
の
だ
が
、
そ
の
方
法
は
聖
典
・
経
典
の
文
献
学
的
注
釈
の
重
要
性

に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　

以
上
四
つ
の
発
表
は
そ
れ
ぞ
れ
、
日
本
で
宗
教
哲
学
を
実
践
す
る
場
合

「
宗
教
哲
学
」
と
い
う
看
板
を
自
覚
的
に
掲
げ
た
清
沢
満
之
、
波
多
野
精

一
、
あ
る
い
は
西
谷
啓
治
と
い
っ
た
人
々
、
ま
た
自
ら
の
営
み
を
「
宗
教

哲
学
」
に
限
定
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
宗
教
的
な
も
の
に
対
し
て
深
い

哲
学
的
洞
察
を
示
し
た
西
田
幾
多
郎
や
田
辺
元
が
、
そ
の
重
要
な
先
行
者

と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
今
日
、
学
術
的
観
点
か
ら
世
界
を
見
回
し
て
み
る
と
、
こ
の
よ

う
に
日
本
国
内
で
培
養
さ
れ
て
き
た
「
宗
教
哲
学
」
と
は
あ
ま
り
に
も
異

な
っ
た
「Philosophy of religion

」
が
強
力
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
保
持

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
現
状
を
認
識
す
る
に
は
、
ア
マ
ゾ
ン

や
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
英
語
サ
イ
ト
を
検
索
し
て
流
し
読
み
す
る
だ
け
で

も
十
分
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
〇
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

出
版
か
ら
出
た
『
宗
教
哲
学
│
│
案
内
と
選
集
』
と
い
う
入
門
書
を
手
に

取
る
と
、
目
次
に
は
ヒ
ュ
ー
ム
や
カ
ン
ト
と
い
っ
た
哲
学
者
た
ち
か
ら
の

抜
粋
と
並
ん
で
、
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
ガ
や
ス
ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
、
フ
ル
ー
や
パ

イ
ク
と
い
っ
た
英
米
系
の
高
名
な
宗
教
哲
学
者
た
ち
の
論
考
が
必
読
文
献

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
後
者
の
研
究
業
績
が
日
本
の

宗
教
哲
学
文
献
で
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
英
語
圏
で
出
版
さ
れ

た
『
宗
教
哲
学
』
の
教
科
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
神
の
存
在
証
明
、
神
の
属

性
、
悪
の
問
題
、
奇
蹟
の
問
題
、
信
仰
と
科
学
、
宗
教
と
道
徳
、
宗
教
多

元
主
義
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
が
一
般
的
だ
が
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
も
、
日
本
の
宗
教
哲
学
と
は
ま
る
で
違
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

「
分
析
哲
学
」
系
統
の
宗
教
哲
学
と
、
主
と
し
て
「
大
陸
哲
学
」
と
の
対

話
・
対
決
を
重
ん
じ
て
き
た
日
本
の
宗
教
哲
学
と
の
間
に
は
、
大
き
な
深

淵
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
日
本
の
宗
教
哲
学
は
ど
の
よ
う
な
「
可
能
性
」

を
も
っ
て
、
こ
の
状
況
に
対
峙
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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え
直
し
、
姉
崎
に
お
け
る
信
仰
と
宗
教
哲
学
の
関
係
を
考
え
、
こ
の
関
係

か
ら
現
代
の
宗
教
哲
学
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。

　

脇
坂
は
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
が
「
神
に
つ
い
て
語
ら
ぬ
こ
と
。
他

に
な
し
よ
う
が
な
い
時
を
除
い
て
、
こ
の
語
を
口
に
出
さ
ぬ
こ
と
」
と
書

い
た
時
期
が
、
葡
萄
畑
で
働
き
な
が
ら
「
主
の
祈
り
」
を
唱
え
る
よ
う
に

な
り
、「
脱
創
造
」
な
ど
、
神
に
つ
い
て
一
見
思
弁
的
な
概
念
を
語
り
始

め
る
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
こ
の
変
化
が
哲
学

の
放
棄
で
も
哲
学
か
ら
宗
教
へ
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
も
な
い
と
し
た

ら
、
こ
の
と
き
ヴ
ェ
イ
ユ
は
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
た
の
か
。
厳
し
い

「
知
的
誠
実
」
を
傷
つ
け
ぬ
ま
ま
、
ヴ
ェ
イ
ユ
に
神
に
つ
い
て
語
ら
せ
た

も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
本
発
表
で
は
、
ヴ
ェ
イ
ユ
の
こ
う
し
た
変
化
を

宗
教
哲
学
の
可
能
性
を
考
察
す
る
上
で
の
ひ
と
つ
の
鍵
と
し
て
見
る
こ
と

を
試
み
た
。

　

氣
多
は
、
日
本
の
宗
教
哲
学
の
一
つ
の
典
型
と
な
る
西
谷
啓
治
の
思
想

を
扱
っ
た
。
西
谷
に
お
い
て
、
宗
教
と
文
化
（
科
学
）
と
の
分
裂
を
哲
学

が
両
方
へ
自
ら
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
す
る
こ
と
が
宗
教
哲
学

の
当
面
の
課
題
で
あ
り
、
宗
教
の
う
ち
か
ら
霊
性
の
体
験
の
立
場
を
開
く

た
め
の
力
と
な
る
こ
と
が
宗
教
哲
学
の
本
来
の
役
割
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ

と
を
論
じ
た
。
そ
こ
か
ら
、
現
代
の
私
た
ち
は
西
谷
の
宗
教
哲
学
の
課
題

を
私
た
ち
自
身
の
時
代
社
会
の
事
実
的
生
の
経
験
か
ら
問
い
直
す
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
現
代
の
宗
教
哲
学
の
課
題
を
取
り
出
す
こ
と
を
試
み
た
。

　

小
林
は
、
現
代
に
お
け
る
宗
教
の
私
事
化
の
傾
向
の
な
か
に
あ
っ
て
、

宗
教
哲
学
が
宗
教
の
も
つ
超
越
性
を
解
消
し
て
し
ま
わ
な
い
仕
方
で
可
能

に
な
る
の
は
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
い
の
も
と
で
、

学
と
し
て
の
宗
教
哲
学
の
可
能
性
と
位
置
ど
り
を
フ
ラ
ン
ス
反
省
哲
学
の

の
独
特
の
語
り
口
、
方
法
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
表
現
し
て
い
る
。
分
析
宗
教

哲
学
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
で
あ
る
か
の
よ
う
な
時
代
の

趨
勢
に
あ
っ
て
、
そ
れ
と
は
質
を
異
に
し
た
タ
イ
プ
の
厳
密
性
・
徹
底

性
・
普
遍
性
を
備
え
た
宗
教
哲
学
が
、
今
も
日
本
で
進
行
中
で
あ
る
こ
と

を
本
パ
ネ
ル
の
各
発
表
は
伝
え
て
い
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

氣
多
　
雅
子

　

宗
教
哲
学
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
宗
教
的
状
況
と
学
問
的
展
開

を
背
景
と
し
て
、
信
仰
の
立
場
と
哲
学
の
立
場
と
の
葛
藤
の
な
か
で
独
自

の
哲
学
の
領
野
と
し
て
確
立
さ
れ
て
き
た
。
日
本
の
宗
教
哲
学
は
そ
こ

に
、
哲
学
的
思
索
の
土
壌
に
日
本
的
伝
統
を
付
け
加
え
て
き
た
。
し
か
し
、

い
ま
宗
教
哲
学
が
ど
う
い
う
学
で
あ
る
か
、
非
常
に
が
わ
か
り
に
く
く
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
代
世
界
の
問
題
状
況
に
宗
教
哲
学
が
し
っ
か
り

対
峙
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
本
パ
ネ
ル
は
そ
う
い
う
問
題
意

識
を
も
っ
て
、
今
日
の
宗
教
哲
学
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
も
つ
の
か
、
学

と
し
て
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
も
つ
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
察

し
た
。

　

古
荘
は
、
日
本
の
宗
教
学
・
宗
教
哲
学
の
形
成
の
初
期
段
階
に
お
け
る

信
仰
を
も
つ
こ
と
と
宗
教
哲
学
を
営
む
こ
と
と
の
間
の
緊
張
関
係
を
考
え

る
た
め
に
、
姉
崎
正
治
を
取
り
上
げ
た
。
最
初
期
に
宗
教
哲
学
的
と
言
え

る
研
究
を
行
っ
て
い
た
姉
崎
は
、
科
学
的
で
体
系
的
な
宗
教
学
の
構
築
を

め
ざ
し
、
そ
の
後
の
留
学
体
験
な
ど
を
経
て
、
自
ら
の
信
念
や
日
蓮
信
仰

に
基
づ
き
つ
つ
、
精
緻
な
文
献
学
を
も
踏
ま
え
た
独
特
の
思
想
を
形
成
し

て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
思
想
展
開
全
体
を
宗
教
哲
学
的
営
み
と
し
て
捉
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宗
教
学
に
お
け
る
知
の
枠
組
み
の
再
検
討代

表
者
・
司
会　

澤
井
義
次

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

木
村
敏
明

イ
ル
フ
ァ
ー
ン
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
構
造

鎌
田
　
　
繁

　

イ
ル
フ
ァ
ー
ン
（
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
思
想
）
も
、
ム
ス
リ
ム
と
し
て
専

門
的
な
宗
教
教
育
を
受
け
た
者
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ

ス
ラ
ー
ム
の
思
想
的
、
文
化
的
、
歴
史
的
、
社
会
的
文
脈
の
な
か
で
神
秘

家
が
紡
ぎ
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
研
究
者
は
神
秘
思
想
で
あ
れ
何

で
あ
れ
、
自
分
の
関
心
に
従
っ
て
対
象
を
選
び
、
興
味
の
も
て
る
方
向
に

向
か
っ
て
論
ず
る
。
自
ら
が
興
味
を
も
て
な
い
事
象
は
意
識
的
、
無
意
識

的
に
排
除
・
捨
象
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
者
が
捉
え
た

も
の
と
神
秘
家
が
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
は
齟
齬
が
あ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
。
極
端
な
場
合
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
関
わ
り
を
脱
し
て
イ
ル
フ
ァ

ー
ン
を
論
じ
る
こ
と
す
ら
可
能
に
な
る
。

　

イ
ル
フ
ァ
ー
ン
の
思
索
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置 

づ
け
ら
れ
る
の
か
、
一
例
と
し
て
ハ
イ
ダ
ル
・
ア
ー
モ
リ
ーal-Sayyid 

H. aydar al-Ā
m

ulī

の
議
論
を
取
り
上
げ
る
。
ア
ー
モ
リ
ー
（
一
三
八
五

年
以
降
没
）
は
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
思
想
と
十
二
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア

派
の
思
想
、
と
く
に
そ
の
イ
マ
ー
ム
論
と
を
結
合
す
る
思
索
で
知
ら
れ
る
。

著
書
に
神
秘
主
義
的
シ
ー
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
論
で
あ
る
『
神
秘
の
統
合
と

光
明
の
源
泉
』K

itāb Jām
i ‘ al-asrār w

a-m
anba ‘ al-anw

ār, Ed. 
by H

. Corbin &
 ‘U

thm
ān Y

ah. yā, T
ihrān, 1969

が
あ
る
。
こ
の

思
索
と
そ
の
展
開
の
う
ち
に
探
っ
た
。
と
り
わ
け
、
反
省
哲
学
が
要
請
す

る
具
体
的
展
開
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
の
解
釈
と
い
う
営
み
に
着
目
し
、
聖

典
や
古
典
に
対
す
る
註
解
の
営
み
に
お
い
て
、
脱
自
的
な
自
己
変
容
を
可

能
に
す
る
も
の
と
し
て
の
「
知
」
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。

　

伊
原
木
は
、
以
上
四
名
の
発
表
を
受
け
、
日
本
で
営
ま
れ
て
き
た
宗
教

哲
学
に
は
ど
の
よ
う
な
固
有
の
特
徴
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
こ
に
は
ど

の
よ
う
な
発
展
の
可
能
性
（
な
い
し
挫
折
の
危
険
性
）
が
あ
る
の
か
、
と

い
う
二
つ
の
問
い
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
し
た
。
さ
ら
に
、

「
宗
教
学
」
に
対
す
る
「
宗
教
哲
学
」
と
い
う
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
上
の
位
置

づ
け
に
関
し
て
論
及
し
、
そ
の
後
、
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
の
応
答
、
お
よ
び
フ
ロ
ア
と
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、
今
日
の
宗
教
哲

学
に
関
す
る
多
面
的
な
討
議
を
実
施
し
た
。
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イ
ス
ラ
ー
ム
全
体
を
包
摂
す
る
最
高
の
知
的
営
み
と
な
る
。

　

ア
ー
モ
リ
ー
は
神
秘
思
想
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
核
心
に
置
き
、
イ
ス
ラ
ー

ム
の
全
体
を
内
に
含
む
も
の
と
し
て
構
想
す
る
。
我
々
研
究
者
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
諸
学
の
ひ
と
つ
と
し
て
イ
ル
フ
ァ
ー
ン
を
と
り
あ
げ
、
伝
承
知

naql/shar ‘

を
捨
象
し
、
理
性
的
知‘aql

に
限
定
し
て
形
而
上
学
的
理

論
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
思
索
の
二
つ
の
道
の
向
か
う
方
向
は
大

き
く
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
井
筒
俊
彦
の
「
東
洋
哲
学
」
に
お
け

る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
提
示
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
環
境
の
な
か
で
血
肉
化
し
て
う

ま
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
思
想
を
普
遍
の
レ
ベ
ル
で
ロ
ゴ
ス
化
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
、
そ
の
思
索
を
彩
っ
た
多
く
の
イ
ス
ラ
ー
ム
固
有
の
も
の
が
捨

象
さ
れ
た
。
井
筒
が
論
じ
た
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
切
り
捨
て
た
部
分
を

も
組
み
込
み
、
そ
の
全
体
を
考
え
よ
う
と
す
る
の
が
「
創
造
的
誤
読
」
に

よ
ら
な
い
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
と
し
て
の
イ
ル
フ
ァ
ー
ン
研
究
で
あ
ろ
う
。

西
谷
啓
治
の
宗
教
哲
学
に
お
け
る
宗
教
の
再
考

長
岡
　
徹
郎

　

本
発
表
で
は
、
西
谷
啓
治
（1900-1990

）
が
自
ら
の
宗
教
哲
学
に
お

い
て
、
い
か
に
し
て
宗
教
を
再
考
し
よ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
西
谷
宗
教
哲
学
は
、
宗
教
概
念
論
に
お
い
て
む
し
ろ
従
来
の
宗
教
概

念
の
純
粋
性
を
前
提
と
し
た
立
場
と
し
て
、
批
判
的
に
言
及
さ
れ
る
こ
と

も
多
い
。
確
か
に
、
西
谷
宗
教
哲
学
に
は
、
タ
ラ
ル
・
ア
サ
ド
な
ど
が
問

題
と
し
た
宗
教
の
権
力
性
や
政
治
性
と
い
っ
た
問
題
は
希
薄
で
あ
る
が
、

枠
組
み
の
再
検
討
と
い
う
問
題
に
関
す
る
京
都
学
派
な
り
の
応
答
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
宗
教
概
念
論
の
先
駆
的
研
究
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
ウ 

書
の
シ
ャ
リ
ー
ア
・
タ
リ
ー
カ
・
ハ
キ
ー
カ
を
論
ず
る
章
（pp. 343-

379

）
を
参
照
す
る
。

　

イ
ル
フ
ァ
ー
ン
は
神
的
存
在
と
人
間
の
魂
の
一
体
化
を
究
極
の
ね
ら
い

と
し
、
ア
ー
モ
リ
ー
も
例
外
で
は
な
い
。「
ハ
ッ
ク
（
絶
対
者
）
の
光
で

ハ
ッ
ク
を
観
照
す
るshāhada

と
、
ひ
と
つ
の
段
階
を
そ
の
人
は
持
続

的
に
獲
得
す
る
。
そ
れ
は
彼
が
そ
の
（
ハ
ッ
ク
）
な
か
に
消
滅fanā ’

す

る
段
階
で
あ
る
。
そ
れ
は
真
に
知
る
者‘ārif

が
知
ら
れ
る
者
の
な
か
に

消
滅
す
る
こ
と
」（p. 364
）
で
あ
る
な
ど
、
所
謂
神
秘
主
義
的
説
明
を

施
す
。
ま
た
、
こ
の
段
階
を
示
す
言
葉
と
し
て
、「
私
は
絶
対
者
だanā 

al-h. aqq

」（
ハ
ッ
ラ
ー
ジ
ュ
）、「
私
に
栄
光
あ
れ
。subh. ānī

」（
バ
ス

タ
ー
ミ
ー
）
な
ど
を
引
く
。
ど
の
言
葉
も
人
間
の
被
造
物
的
な
「
我
」
が

消
滅
し
絶
対
者
の
一
性
が
立
ち
現
れ
る
様
態
を
述
べ
て
い
る
。

　

神
秘
思
想
の
最
終
局
面
を
こ
の
よ
う
に
ア
ー
モ
リ
ー
は
述
べ
る
の
で
あ

る
が
、
彼
は
神
秘
思
想
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
全
体
に
組
み
込
ん
で
議
論
す
る
。

シ
ャ
リ
ー
ア
・
タ
リ
ー
カ
・
ハ
キ
ー
カ
の
三
つ
の
階
梯
を
い
い
、
三
層
か

ら
イ
ス
ラ
ー
ム
を
捉
え
る
。
シ
ャ
リ
ー
ア
は
人
間
の
外
的
行
動
、
タ
リ
ー

カ
は
人
間
の
内
面
的
活
動
・
理
性
的
思
索
、
ハ
キ
ー
カ
は
前
二
者
を
総
合

し
た
最
高
の
段
階
で
あ
る
と
す
る
。
シ
ャ
リ
ー
ア
の
完
成
態
が
タ
リ
ー
カ

で
あ
り
、
タ
リ
ー
カ
の
完
成
態
が
ハ
キ
ー
カ
で
あ
る
。
シ
ャ
リ
ー
ア
な
し

に
は
タ
リ
ー
カ
は
働
か
ず
、
タ
リ
ー
カ
な
し
に
は
ハ
キ
ー
カ
は
実
現
し
な

い
。
逆
に
シ
ャ
リ
ー
ア
は
タ
リ
ー
カ
が
な
く
と
も
正
当
に
機
能
し
、
タ
リ

ー
カ
は
ハ
キ
ー
カ
な
し
で
も
機
能
す
る
。
三
者
の
な
か
の
最
高
の
段
階
で

あ
る
ハ
キ
ー
カ
は
前
の
段
階
の
完
成
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
タ
リ
ー
カ

を
包
摂
し
、
タ
リ
ー
カ
が
シ
ャ
リ
ー
ア
を
包
摂
す
る
こ
と
か
ら
、
シ
ャ
リ

ー
ア
を
も
包
摂
す
る
。
神
秘
思
想
は
ハ
キ
ー
カ
の
次
元
の
営
み
で
あ
り
、
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で
あ
る
。
西
谷
は
、
事
実
と
し
て
の
宗
教
自
体
の
存
在
が
揺
れ
動
き
、
そ

も
そ
も
そ
れ
が
宗
教
か
ど
う
か
自
体
を
問
わ
せ
る
よ
う
な
不
確
定
要
素
が

ま
す
ま
す
増
大
す
る
状
況
に
身
を
置
き
つ
つ
思
索
を
試
み
る
の
で
あ
る
。

西
谷
は
そ
の
よ
う
な
宗
教
の
無
根
拠
を
露
わ
に
す
る
徹
底
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

を
く
ぐ
り
抜
け
た
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
超
克
」
の

先
に
、
新
た
な
宗
教
を
問
う
地
平
が
開
か
れ
て
く
る
と
考
え
た
。

　

そ
れ
で
は
、
西
谷
は
ど
こ
に
宗
教
哲
学
の
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し
た

の
か
。
そ
れ
を
あ
え
て
一
言
で
言
い
表
す
と
す
る
な
ら
ば
、
宗
教
と
非
宗

教
の
「
間
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
西
谷
は
、
両
者
の
間
に
断
絶
の
反
面

に
生
き
た
連
続
を
見
出
そ
う
と
、
相
対
立
す
る
両
者
の
立
場
を
包
み
込
む

よ
う
な
立
場
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
宗
教
と
非
宗
教

の
「
間
」
に
広
が
る
、
無
限
に
錯
綜
す
る
関
係
性
と
い
う
「
す
き
ま
」
へ

と
沈
潜
し
て
い
く
試
み
で
あ
る
。
西
谷
は
、
多
元
的
な
様
々
な
立
場
を
包

摂
し
う
る
仏
教
の
「
空
」
の
哲
学
的
潜
在
性
を
、
現
代
的
な
問
題
に
呼
応

す
る
概
念
と
し
て
掘
り
起
こ
す
こ
と
で
、
宗
教
理
解
の
枠
組
み
を
従
来
と

は
異
な
る
次
元
へ
と
開
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
新
た
な
枠

組
み
に
お
い
て
、
宗
教
を
問
う
者
自
身
が
宗
教
あ
る
い
は
宗
教
的
な
も
の
、

そ
し
て
非
宗
教
的
な
も
の
と
の
「
対
話
」
を
繰
り
返
し
積
み
重
ね
て
い
く

と
こ
ろ
に
お
い
て
、
宗
教
の
意
味
理
解
の
地
平
が
開
か
れ
て
く
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

鈴
木
大
拙
の
禅
思
想
の
展
開

岩
本
　
明
美

　

一
九
五
九
年
に
出
版
さ
れ
た
鈴
木
大
拙
（1870-1966

）
のZen and 

Japanese Culture

（
以
下ZJC

）
は
、
一
九
三
八
年
公
刊
のZen 

ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
キ
ャ
ン
ト
ウ
ェ
ル
・
ス
ミ
ス
（W

ilfred Cantw
ell 

Sm
ith, 1916-2000

）
と
西
田
幾
多
郎
（1870-1945

）
の
宗
教
論
と
を

比
較
す
る
。
ス
ミ
ス
は
、
宗
教
理
解
の
枠
組
み
の
中
心
を
、
客
観
的
に
観

察
可
能
な
実
定
宗
教
の
教
義
や
儀
礼
と
い
っ
たbelief system

と
い
う

対
象
極
に
お
く
の
で
は
な
く
、
宗
教
を
宗
教
と
し
て
成
り
立
た
し
め
、
人

間
の
内
に
お
い
て
生
き
るfaith

と
い
う
人
間
極
に
お
く
こ
と
を
主
張
し

た
。
一
方
で
西
田
は
、
宗
教
を
「
宗
教
的
要
求
」
を
手
が
か
り
に
し
て
、

自
己
と
の
関
わ
り
か
ら
宗
教
を
問
題
に
し
よ
う
と
し
た
。
長
谷
は
、
ス
ミ

ス
のfaith

と
西
田
の
「
宗
教
的
要
求
」
は
、
両
者
が
と
も
に
宗
教
を
宗

教
と
し
て
成
り
立
た
し
め
て
い
る
も
の
か
ら
考
察
す
る
点
に
お
い
て
、
立

場
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
西
田
の
宗
教
論
に
は
、

ス
ミ
ス
の
よ
う
な
宗
教
概
念
の
問
題
点
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
従
来
の
宗
教
理
解
の
枠
組
み
を
問
い
直
す
よ
う

な
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ス
ミ
ス
の
後
は
、
ア
サ
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
宗
教
」
概
念
そ

の
も
の
を
よ
り
根
本
的
に
問
い
直
そ
う
と
す
る
宗
教
概
念
論
が
活
発
化
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
西
田
の
宗
教
的
立
場
も
、
西
谷
に
よ
っ

て
、
現
代
と
い
う
時
代
か
ら
語
り
直
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
西
谷
に

西
田
哲
学
の
再
考
を
促
し
た
契
機
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
西
谷
は
、

西
田
の
宗
教
論
が
前
提
と
し
て
い
た
宗
教
の
自
明
性
や
、「
西
洋
と
東
洋
」

と
い
う
対
立
さ
え
も
撥
無
し
た
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う
歴
史
的
境
位
に
お
か

れ
た
「
自
己
」
か
ら
宗
教
を
問
う
。
西
谷
に
と
っ
て
宗
教
は
、
も
は
や
自

明
な
事
実
と
し
て
前
提
と
さ
れ
る
枠
組
み
の
も
と
で
探
究
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
到
来
の
た
め
に
何
を
も
っ
て

「
宗
教
的
」
と
言
う
の
か
、
そ
の
基
準
そ
の
も
の
が
揺
ら
い
で
い
る
か
ら
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「
未
知
な
る
も
の
」（the unknow

n

）
や
Ｘ
と
も
呼
び
得
る
も
の
で
、

実
際
、ZJC

「
禅
と
剣
道
」
で
は
「
未
知
な
る
も
の
」
も
か
な
り
使
わ
れ

て
い
る
。
一
方
、
存
在
論
的
な
無
意
識
と
い
う
表
現
も
み
ら
れ
、
大
拙
の

無
意
識
は
多
義
的
で
も
あ
る
。

　
「
無
意
識
」
の
創
造
性
は
、
た
と
え
ば
こ
う
語
ら
れ
る
。「
剣
は
、
そ
の

使
用
に
長
け
た
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
の
剣
士
の
手
に
あ
る
と
き
、
そ
れ
自
身
の

心
を
持
た
な
い
一
つ
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
が
為
す
こ
と
は
機
械
的

に
為
さ
れ
、
そ
こ
に
妙
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
剣
が
そ
の
精
神

的
達
成
が
剣
を
握
っ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
握
る
ほ
ど
で
あ
る
剣
士
に
よ

っ
て
握
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
剣
は
、
剣
士
そ
の
人
と
一
体
と
な
り
、
魂
を

帯
び
、
剣
士
と
し
て
の
彼
の
う
ち
に
深
く
と
ど
め
ら
れ
て
き
た
あ
ら
ゆ
る

霊
妙
さ
で
動
く
。
一
切
の
思
い
、
恐
れ
か
ら
生
ま
れ
る
一
切
の
感
情
、
一

切
の
不
安
感
、
勝
利
へ
の
一
切
の
欲
望
、
こ
れ
ら
の
な
い
人
に
は
、
剣
を

使
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
な
い
。
人
も
剣
も
、
い
わ
ば
無
意
識
に
操 

ら
れ
る
道
具
に
変
わ
る
の
だ
。
そ
し
て
創
造
力
の
驚
異
（w

onders of 
creativity

）
を
成
し
遂
げ
る
の
は
、
こ
の
無
意
識
な
の
で
あ
る
」（ZJC, 

p. 146

）。
基
本
型
が
応
用
さ
れ
て
い
る
が
、
創
造
性
が
問
題
と
な
る
と

き
は
、
こ
の
よ
う
に
「
妙
用
」（
あ
る
い
は
短
縮
形
の
「
妙
」）
が
言
及
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
創
造
力
の
驚
異
と
同
義
で
あ
る
。
無
意
識
の
創
造
力

の
驚
異
、
妙
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
逸
話
に
よ
っ
て
も
説
示
さ
れ
て
い
る
。

大
拙
は
晩
年
妙
を
好
ん
で
使
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
妙
が
も
っ
と
も

ま
と
ま
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
お
そ
ら
くZJC

「
禅
と
剣
道
」
で

あ
ろ
う
。
な
お
原
著
に
は
こ
の
語
は
な
い
。

　

大
拙
は
、ZJC

「
禅
と
剣
道
」
に
お
い
て
、
原
著
「
禅
と
剣
道
」
で
中

心
に
据
え
て
い
た
「
無
心
」
も
「
無
意
識
」
で
包
摂
し
、
禅
無
意
識
思
想

Buddhism
 and Its Influence on Japanese Culture

に
加
筆
修
正

を
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
著
し
く
拡
大
し
た
「
禅
と
剣
道
」（
第
五
章

と
完
全
書
き
下
ろ
し
の
第
六
章
）
に
は
、
大
拙
の
発
展
し
た
禅
思
想
が
認

め
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
そ
の
禅
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

岩
波
新
書
版
北
川
桃
雄
訳
『
禅
と
日
本
文
化
』（
一
九
四
〇
）・『
続 

禅

と
日
本
文
化
』（
一
九
四
二
）
は
、
原
著
の
和
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
出
版

に
は
大
拙
も
深
く
関
与
し
て
お
り
、
原
著
に
は
な
い
「
禅
と
俳
句
」
章
と

「
禅
と
茶
道
」
章
の
末
尾
に
悪
党
と
茶
人
の
話
を
含
む
。
興
味
深
い
こ
と

に
、
そ
の
両
箇
所
に
はZJC
で
新
た
に
展
開
す
る
思
想
の
中
核
が
す
で

に
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
無
意
識
」
の
創
造
性
で
あ
る
。ZJC

「
禅
と

剣
道
」
章
は
、
禅
と
芸
術
に
共
通
す
る
「
無
意
識
」
の
創
造
性
を
教
示
す

る
こ
と
を
中
心
課
題
と
し
て
い
る
。
原
著
で
は
、
無
意
識
は
話
題
に
な
る

こ
と
は
な
く
全
章
で
五
度
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、

ZJC

「
禅
と
剣
道
」
章
及
び
「
禅
と
俳
句
」
章
で
は
多
用
さ
れ
て
い
る
。

　

大
拙
の
無
意
識
（the unconscious, the U

nconscious

）
は
、
概

ね
二
通
り
に
分
け
ら
れ
る
。
心
理
学
的
な
無
意
識
と
形
而
上
学
的
な
無
意

識
で
あ
る
。
形
而
上
学
的
な
も
の
は
、「
一
切
の
創
造
的
可
能
性
の
源
泉
」

と
し
て
の
無
意
識
で
あ
り
、「
宇
宙
的
無
意
識
」
と
も
い
わ
れ
る
。
一
方
、

心
理
学
的
な
無
意
識
は
、
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
人

は
無
意
識
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
る
操
り
人
形
へ
と
変
貌
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
無
意
識
が
意
識
に
取
っ
て
代
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

（ZJC, p. 117

）。
こ
れ
は
、
理
想
の
剣
士
な
ど
の
心
理
状
態
（
構
造
）

を
描
写
す
る
時
の
基
本
型
で
あ
り
、
様
々
に
応
用
さ
れ
る
。
な
お
、
大
拙

の
無
意
識
は
、「
禅
と
精
神
分
析
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
九
五
七
）
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
精
神
分
析
学
者
の
い
う
そ
れ
と
は
異
な
り
、
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帰
せ
ら
れ
る
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
伝
説
的
伝
記
『
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
世
界
征
服
』

（Śan .karadigvijaya

）
で
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
「
シ
ヴ
ァ
神
の
化
身
」

（śivāvatāra

）
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
シ
ャ
ン
カ
ラ
お

よ
び
そ
の
哲
学
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
伝
統
で
の
「
記
憶
」
に
よ
っ
て
、
長

年
に
わ
た
り
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

　

シ
ャ
ン
カ
ラ
派
の
宗
教
伝
統
で
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
な
ど
の
哲
学
文

献
へ
の
注
解
書
ば
か
り
で
な
く
、
文
献
学
的
に
「
偽
作
」
と
さ
れ
る
バ
ク

テ
ィ
頌
（bhakti-stotra

）
も
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
著
作
と
し
て
、
師
か

ら
弟
子
へ
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
に
伝
統
的
に
帰
せ
ら
れ
る

著
作
は
、
哲
学
文
献
で
あ
れ
バ
ク
テ
ィ
頌
で
あ
れ
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
伝
統

の
信
仰
を
支
え
る
「
教
義
」
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
シ
ャ

ン
カ
ラ
派
信
仰
を
意
味
論
的
に
理
解
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
事
実
で

あ
る
。
伝
統
的
に
シ
ャ
ン
カ
ラ
に
帰
せ
ら
れ
る
著
作
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
派

の
人
々
を
救
い
へ
導
く
教
え
と
し
て
世
代
を
超
え
て
伝
承
さ
れ
、
い
わ
ば

「
聖
典
」
の
意
義
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
「
真
作
」

を
哲
学
文
献
の
み
に
限
定
し
て
、
バ
ク
テ
ィ
頌
を
「
偽
作
」
と
し
て
切
り

捨
て
る
と
、
そ
う
し
た
理
解
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
伝
統
の
在
家
者
た
ち
の

信
仰
か
ら
乖
離
し
て
し
ま
う
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
の
具
体
的
信
仰
現
象
が
研

究
の
射
程
に
入
っ
て
こ
な
い
。「
偽
作
」
と
さ
れ
る
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
著
作

も
、
宗
教
の
意
味
論
的
視
座
か
ら
み
れ
ば
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
伝
統
で
受
容

さ
れ
て
き
た
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
哲
学
と
そ
の
意
味
を
理
解
す
る
貴
重
な
デ
ー

タ
で
あ
る
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
哲
学
が
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
の
信
仰
者
た
ち
に
と

っ
て
、
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
宗
教
の
意
味
論
的
視

座
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
偽
作
」
と
さ
れ
る
哲
学
文
献
や
バ
ク
テ
ィ
頌
の
意

味
を
捉
え
直
す
と
き
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
哲
学
が
担
っ
て
き
た
宗
教
的
な
意

を
形
成
し
た
。
そ
の
着
想
は
北
川
訳
に
そ
の
片
鱗
が
み
え
る
こ
と
か
ら
原

著
出
版
の
頃
に
は
す
で
に
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
無
心
と
い
う
こ

と
』（1939

）
は
原
著
で
述
べ
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
書
と
も
伝

え
ら
れ
る
が
、
実
際ZJC

「
禅
と
剣
道
」
は
『
無
心
と
い
う
こ
と
』
と

内
容
上
関
わ
り
が
深
い
。
つ
ま
り
禅
無
意
識
思
想
は
、
大
拙
の
無
心
論
の

思
想
的
発
展
の
最
終
形
態
だ
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

シ
ャ
ン
カ
ラ
派
信
仰
の
意
味
論
的
理
解

澤
井
　
義
次

　

本
研
究
発
表
は
、
現
代
の
宗
教
学
に
お
け
る
概
念
的
枠
組
み
の
再
検
討

へ
向
け
て
、
イ
ン
ド
宗
教
の
な
か
で
も
、
特
に
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
信
仰
を
意

味
論
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
は
従

来
、「
哲
学
」
と
は
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
西
洋
哲
学
の
よ
う
に
、
理
性
に
基

づ
く
哲
学
で
は
な
く
、
形
而
上
的
体
験
に
根
ざ
す
哲
学
で
あ
る
。
そ
れ
は

宗
教
的
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
（
人
間
観
・
世
界
観
）
と
表
現
す
る
ほ
う
が
適
切

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
宗
教
学
者
の
ル
ー
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
（Rudolf 

O
tto

）
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
哲
学
を
「
信
仰
論
」
と
か
「
神
学
」
と
呼
ん

だ
が
、
そ
の
言
葉
は
宗
教
学
的
に
適
確
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
ア
メ
リ

カ
の
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
者
で
宗
教
学
者
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ク
ル
ー
ニ

ー
（Francis X
. Clooney, S.J.

）
も
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
不
二
一
元
論
哲

学
を
「
神
学
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
弟
子
で
シ
ュ
リ
ン
ゲ
ー
リ
僧
院
の
第
二
代
世
師
に
な
っ

た
ス
レ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
を
「
そ
の
足
が
崇
拝
さ
れ
る
べ

き
聖
者
」
と
か
「
全
知
で
あ
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
生
き
て
い
る
」
と
み
な

し
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
を
シ
ヴ
ァ
神
に
譬
え
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
に
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の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
そ
の
特
徴
を
掘
り
下
げ
、
そ
の
課
題
や
利
点
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
宗
教
理
解
の
「
新
し
い
知
の
枠
組
み
」
を
模
索
す

る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
以
下
で
は
こ
の
目
的
に
沿
う
形
で
個
々

の
発
表
を
整
理
す
る
こ
と
で
コ
メ
ン
ト
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、
鎌
田
発
表
は
、
あ
る
宗
教
思
想
の
理
解
に
お
い
て
、
思
想
家
自

身
が
設
定
し
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
に
つ
い
て
の
問
題
提

起
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
思
想
イ
ル
フ
ァ
ー
ン

に
つ
い
て
、
そ
れ
を
極
限
ま
で
抽
象
化
し
て
「
東
洋
哲
学
」
と
い
う
コ
ン

テ
ク
ス
ト
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
井
筒
俊
彦
の
「
読
み
」
に
対
し
、
ア
ー

モ
リ
ー
を
例
に
と
っ
て
、
神
秘
家
自
身
は
あ
く
ま
で
自
分
の
神
秘
主
義
的

実
践
（
ハ
キ
ー
カ
）
を
、
シ
ャ
リ
ー
ア
、
タ
リ
ー
カ
と
不
可
分
な
も
の
と

し
て
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
井
筒
の
試
み
は

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
思
想
か

ら
イ
ス
ラ
ー
ム
を
捨
象
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
一
見
、
二
十

世
紀
初
頭
の
宗
教
学
で
「
個
別
」
vs
「
一
般
（
体
系
）」
の
問
題
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
き
た
古
い
課
題
に
も
見
え
る
が
、
思
想
家
自
身
が
特
定
コ
ン

テ
ク
ス
ト
で
の
体
系
化
を
主
張
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

　

長
岡
発
表
は
宗
教
概
念
批
判
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
現
代
社
会
に
お

け
る
新
し
い
宗
教
理
解
の
知
的
枠
組
み
構
築
の
ヒ
ン
ト
を
西
谷
啓
治
の
宗

教
論
の
中
か
ら
指
摘
し
た
。
特
に
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
も
し
く
は
無
宗
教
の
興

隆
と
い
う
問
題
を
、
宗
教
理
解
の
枠
組
み
に
い
か
に
取
り
込
む
べ
き
か
と

い
う
提
起
は
現
代
宗
教
論
の
課
題
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
西

谷
が
主
張
し
た
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
か
ら
宗
教
を
語
る
の
で
も
な
く
、
宗
教
か

ら
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
語
る
の
で
も
な
く
宗
教
と
非
宗
教
の
「
間
」
に
沈
潜

し
、
そ
の
底
に
宗
教
と
は
何
か
と
い
う
問
い
の
答
え
を
探
る
と
い
う
方
向

義
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
伝
説
的
伝
記
で
は
、「
無
属
性
ブ
ラ
フ
マ
ン
」
の
世
界

と
「
有
属
性
ブ
ラ
フ
マ
ン
」
の
世
界
が
、
と
も
に
「
最
高
の
境
地
」（pa-

ram
 padam

）
と
し
て
優
劣
の
別
な
く
、
同
じ
次
元
に
並
置
さ
れ
て
い

る
。
在
家
者
の
信
仰
の
意
味
世
界
は
、
出
家
遊
行
者
の
エ
リ
ー
ト
的
信
仰

の
意
味
世
界
と
ず
れ
た
か
た
ち
で
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
独
自
の
民
俗
的
コ
ス

モ
ロ
ジ
ー
を
構
成
し
て
き
た
。
バ
ク
テ
ィ
頌
が
強
調
す
る
「
バ
ク
テ
ィ

（
信
愛
）」
の
信
仰
的
志
向
性
は
、
意
味
論
的
に
は
、
神
的
存
在
へ
の
関
わ

り
か
た
を
根
本
的
枠
組
と
し
、
神
的
存
在
と
人
間
の
あ
い
だ
に
は
深
淵
が

存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
哲
学
テ
ク
ス
ト
を

シ
ャ
ン
カ
ラ
派
伝
統
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
位
置
づ
け
て
、
テ
ク
ス
ト
と
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
複
眼
視
的
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
哲
学
の
特
徴
、
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
展
開
を
解
明
す

る
た
め
の
〈
知
の
地
平
〉
を
意
味
論
的
に
拓
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
う
し
た
イ
ン
ド
の
具
体
的
信
仰
現
象
は
、
従
来
の
西
洋
的
な
宗
教
学

的
枠
組
み
、
あ
る
い
は
イ
ン
ド
哲
学
の
文
献
学
的
枠
組
み
を
再
検
討
し
、

イ
ン
ド
宗
教
思
想
を
理
解
す
る
新
た
な
「
知
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
の
必
要
性

を
示
唆
し
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト

木
村
　
敏
明

　

こ
の
パ
ネ
ル
の
目
的
を
私
な
り
に
ま
と
め
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
イ
ン

ド
、
日
本
な
ど
の
事
例
を
と
り
あ
げ
つ
つ
、
宗
教
思
想
を
理
解
す
る
と
い

う
営
為
に
つ
い
て
、
そ
の
「
読
み
」
を
成
り
立
た
せ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
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と
い
っ
た
形
で
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
本
発
表
で
は
信
仰
者
も
し

く
は
集
団
に
と
っ
て
の
「
意
味
」
と
い
う
視
点
か
ら
こ
れ
ら
を
統
一
的
に

捉
え
る
方
向
性
が
示
唆
さ
れ
た
と
い
え
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

澤
井
　
義
次

　

現
代
の
宗
教
学
の
概
念
的
枠
組
み
は
、
西
欧
近
代
の
知
の
伝
統
で
成
立

し
展
開
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
み
を
非
西
欧
の
視
点
か
ら
捉

え
な
お
す
と
、
そ
の
概
念
が
内
包
す
る
問
題
性
を
把
握
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
パ
ネ
ル
発
表
で
は
、
こ
う
し
た
認
識
を
ふ
ま
え
て
、
従
来
の
宗
教
学

の
枠
組
み
を
再
検
討
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
や
イ
ン

ド
思
想
さ
ら
に
日
本
の
禅
思
想
や
宗
教
思
想
の
特
徴
を
掘
り
下
げ
て
考
察

し
、
宗
教
学
に
お
け
る
新
た
な
知
の
枠
組
み
を
模
索
し
た
。
こ
の
パ
ネ
ル

で
は
、
鎌
田
繁
、
長
岡
徹
郎
、
岩
本
明
美
、
澤
井
義
次
の
順
で
研
究
発
表

を
お
こ
な
っ
た
。

　

鎌
田
氏
は
ま
ず
、
イ
ル
フ
ァ
ー
ン
（
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
思
想
）
は
イ
ス

ラ
ー
ム
の
思
想
的
、
文
化
的
、
歴
史
的
、
社
会
的
文
脈
の
な
か
で
神
秘
家

が
紡
ぎ
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
イ
ル
フ
ァ
ー
ン
の
一
例

と
し
て
、
ハ
イ
ダ
ル
・
ア
ー
モ
リ
ー
を
取
り
上
げ
た
。
ア
ー
モ
リ
ー
の
所

説
は
神
秘
思
想
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
核
心
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
イ
ル
フ
ァ
ー
ン
研
究
に
大
き
な
仕
事
を
残
し
た
井
筒
俊
彦
の
「
東
洋

哲
学
」
で
は
、
イ
ル
フ
ァ
ー
ン
の
扱
い
を
イ
ス
ラ
ー
ム
的
文
脈
か
ら
の
離

脱
を
自
覚
的
に
極
限
に
ま
で
進
め
た
が
、
神
秘
思
想
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
核

心
に
置
く
ア
ー
モ
リ
ー
の
思
索
は
、「
東
洋
哲
学
」
の
視
野
に
入
ら
な
く

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
井
筒
が
切
り
捨
て
た
部
分
と
論
じ
た
部
分
と
を
連

性
は
同
時
代
の
例
え
ば
石
津
照
璽
な
ど
の
主
張
と
比
べ
て
も
特
徴
的
で
あ

る
。
発
表
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
た
「
対
話
」
的
研
究
の
よ
り
詳
細
な
解

明
が
期
待
さ
れ
る
。

　

岩
本
発
表
は
、
鈴
木
大
拙
が
禅
の
宗
教
伝
統
を
外
部
に
向
け
て
伝
え
て

い
く
中
で
生
じ
た
知
的
枠
組
み
の
転
換
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
げ
た
。
一

九
四
〇
年
発
刊
の
岩
波
新
書
版
『
禅
と
日
本
文
化
』
に
注
目
す
る
こ
と
で

「
無
心
」「
妙
」
な
ど
の
大
拙
の
重
要
な
ア
イ
デ
ア
が
「
無
意
識
」
概
念
の

導
入
に
よ
り
知
の
枠
組
み
と
し
て
整
理
さ
れ
ま
と
ま
り
を
な
し
て
い
っ
た

様
子
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
こ
で
「
無
意
識
」
と
い
う
翻
訳
語
が
鍵
概

念
と
な
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
論
者
か
ら
み
れ
ば
こ
の
よ
う
な
翻
訳

語
の
導
入
が
、
日
本
人
向
け
の
翻
訳
書
に
お
け
る
追
加
修
正
と
し
て
行
わ

れ
た
こ
と
は
興
味
深
く
思
え
た
。
こ
の
背
後
に
は
日
本
の
知
識
人
の
知
的

枠
踏
み
に
お
け
る
翻
訳
語
の
位
置
を
め
ぐ
る
問
題
が
指
摘
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
。
た
だ
し
岩
本
に
よ
れ
ば
大
拙
は
西
洋
の
読
者
の
反
応

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
自
ら
の
議
論
の
体
系
化
を
お
こ
な
っ
て
い

て
、
日
本
の
読
者
向
け
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
た
可
能
性
は
薄
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

澤
井
発
表
は
、
宗
教
思
想
を
生
き
た
具
体
的
宗
教
現
象
と
し
て
理
解
す

る
た
め
の
知
的
枠
組
み
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
特
に
庶
民
的
、
非
正
統

的
な
信
仰
を
そ
こ
に
い
か
に
組
み
込
む
か
と
い
う
問
題
提
起
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
が
哲
学
的
注
解
書
と
並
行
し
て
文
献
学
的
に

は
偽
作
と
さ
れ
る
バ
ク
テ
ィ
頌
を
伝
承
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
上

で
、
そ
の
背
後
に
同
派
に
お
け
る
出
家
遊
行
者
的
な
「
知
識
の
道
」
と
庶

民
的
な
「
信
愛
の
道
」
が
重
層
的
に
交
錯
す
る
信
仰
実
践
の
あ
り
方
を
指

摘
す
る
。
従
来
の
研
究
で
「
民
間
信
仰
」「
庶
民
信
仰
」
vs
「
正
統
信
仰
」
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最
後
に
澤
井
は
、
イ
ン
ド
宗
教
の
中
で
も
、
特
に
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
信
仰

を
意
味
論
的
に
考
察
し
た
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
伝
統
で
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の

著
作
は
、
文
献
学
的
に
「
真
作
」
と
さ
れ
る
哲
学
文
献
ば
か
り
で
な
く
、

「
偽
作
」
と
さ
れ
る
バ
ク
テ
ィ
頌
も
、
師
か
ら
弟
子
へ
と
世
代
を
越
え
て

伝
承
さ
れ
、「
聖
典
」
の
意
義
を
担
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
バ
ク
テ
ィ

頌
を
「
偽
作
」
と
し
て
切
り
捨
て
る
と
、
そ
の
具
体
的
信
仰
が
研
究
の
射

程
に
入
っ
て
こ
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
思
想
テ
ク
ス

ト
を
そ
の
宗
教
伝
統
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
意
味
論
的

に
捉
え
な
お
す
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

最
後
に
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
木
村
氏
は
、
四
名
の
研
究
発
表
を
承
け
て
、

各
発
表
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
お

こ
な
い
、
さ
ら
に
各
研
究
発
表
者
に
問
い
を
提
示
し
た
。
各
研
究
発
表
者

が
木
村
氏
の
問
い
に
応
答
し
た
後
、
パ
ネ
ル
参
加
者
と
と
も
に
、
現
代
の

宗
教
学
の
枠
組
み
を
再
検
討
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
確
認
し
な
が
ら
、
充

実
し
た
内
容
の
全
体
討
議
を
お
こ
な
っ
た
。

続
さ
せ
て
、
そ
の
全
体
を
考
え
る
の
が
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
と
し
て
の
イ
ル

フ
ァ
ー
ン
研
究
で
あ
ろ
う
と
論
じ
た
。

　

次
に
長
岡
氏
は
、
Ｗ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
が
宗
教
を
「
信
」（faith

）
と
い

う
人
間
極
で
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
西
田
幾
多
郎
は
「
宗
教

的
要
求
」
を
手
が
か
り
に
、
自
己
と
の
関
わ
り
か
ら
宗
教
を
問
題
に
し
た

こ
と
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
従
来
の
宗
教
理
解
の
枠
組
み
を
問
い
直
す
姿

勢
を
読
み
取
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
宗
教
概
念
論
と
は
異
な
る
形
で
は
あ

る
が
、
西
田
哲
学
を
展
開
し
た
西
谷
の
宗
教
哲
学
は
、「
空
」
の
立
場
か

ら
、
宗
教
を
考
察
す
る
枠
組
み
そ
の
も
の
を
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う
問
題

意
識
か
ら
根
本
的
に
問
い
直
そ
う
と
す
る
自
覚
に
貫
か
れ
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
宗
教
を
問
う
者
自
身
が
、
宗
教
あ
る
い
は
宗

教
的
な
も
の
、
そ
し
て
非
宗
教
的
な
も
の
と
の
「
対
話
」
を
繰
り
返
し
積

み
重
ね
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
宗
教
の
意
味
理
解
の
地
平
が
開
か
れ
て
い
く

と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
岩
本
氏
は
、
鈴
木
大
拙
が
一
九
五
九
年
に
上
梓
し
たZen and 

Japanese Culture

／『
禅
と
日
本
文
化
』
を
取
り
上
げ
、
鈴
木
大
拙
の

禅
思
想
に
つ
い
て
考
察
し
た
。『
禅
と
日
本
文
化
』
は
一
九
三
八
年
出
版

のZen Buddhism
 and Its Influence on Japanese Culture
の

増
補
改
訂
版
で
あ
り
、
第
一
章
は
書
き
換
え
ら
れ
、
章
題
も
「
禅
の
予
備

知
識
」
か
ら
「
禅
と
は
何
か
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
禅
と
剣

道
」
章
の
著
し
い
増
加
、「
禅
と
俳
句
」
な
ど
新
し
い
テ
ー
マ
の
章
の
付

加
な
ど
、
改
訂
版
で
は
、
大
拙
の
思
想
が
大
い
に
発
展
し
た
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
大
拙
の
禅
無
意

識
思
想
と
で
も
呼
べ
る
も
の
に
注
目
し
、
こ
の
思
想
が
大
拙
の
無
心
論
の

思
想
的
展
開
の
最
終
段
階
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
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イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
者
論
と
権
威

代
表
者
・
司
会　

澤
井　

真

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

高
橋　

圭

聖
者
が
織
り
成
す
世
界 

│
│ 

霊
的
権
威
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義 

│
│

澤
井　
　

真

　

九
世
紀
以
降
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
の
黎
明
期
に
お
い
て
は
、
神
と

の
合
一
体
験
へ
到
る
、
あ
る
い
は
合
一
を
め
ぐ
る
知
が
体
系
化
さ
れ
て
い

っ
た
。
本
発
表
の
目
的
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
、
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち

が
い
か
に
神
秘
主
義
的
領
域
を
開
拓
し
、
聖
者
と
呼
び
う
る
地
位
に
近
づ

こ
う
と
し
た
か
を
、
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
の
「
知
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
通
し

て
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

サ
ッ
ラ
ー
ジ
ュ
（
九
八
八
年
没
）
は
、
神
に
関
す
る
内
的
な
知
が
、
聖

者
で
あ
る
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
や
彼
に
続
く
正
統
四
代
カ
リ
フ
（
政
治

的
・
宗
教
的
指
導
者
）
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
き
た
と
論
じ
る
。
つ
ま
り
、

神
秘
主
義
的
・
聖
者
的
知
の
原
型
は
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
で
あ
り
、
彼
こ

そ
が
聖
者
（
神
に
近
き
者
）
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
と
き
、
サ
ッ
ラ
ー
ジ

ュ
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
神
秘
家
が
ム
ハ
ン
マ
ド
や
カ
リ
フ
を
は
じ
め
と
し

た
聖
者
ら
の
神
秘
主
義
的
で
内
的
な
知
を
継
承
す
る
者
で
あ
る
と
主
張
し

た
。
ま
た
、
ク
シ
ャ
イ
リ
ー
（
一
〇
七
二
年
没
）
は
「
凡
庸
な
者
た
ち
」

と
「
選
良
た
ち
」
と
い
う
対
比
を
し
ば
し
ば
行
い
な
が
ら
、
前
者
に
は
外

面
的
な
「
知
の
言
語
」、
後
者
に
内
面
的
な
「
徴
し
の
言
語
」
が
あ
る
と

捉
え
る
。「
徴
し
」
と
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
選
ば
れ
た
者
に
対
し
て
の
み

開
示
さ
れ
る
精
妙
な
神
の
知
を
指
し
て
い
る
。

　

テ
ィ
ル
ミ
ズ
ィ
ー
（
九
一
〇
年
頃
没
）
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
死

後
、
神
か
ら
直
接
的
な
啓
示
を
授
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
神

か
ら
の
霊
的
な
直
観
は
聖
者
を
通
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
預
言

者
と
聖
者
の
あ
い
だ
の
霊
的
共
通
性
を
強
調
し
た
テ
ィ
ル
ミ
ズ
ィ
ー
の
聖

者
理
解
は
、
そ
の
後
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
（
一
二
四
〇
年
没
）
の
完
全

人
間
論
に
継
承
さ
れ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
最
初
に
創
ら
れ
た
人
間
ア
ダ
ム

は
、
神
に
関
す
る
知
を
体
現
す
る
地
上
に
お
け
る
神
の
代
理
者
と
し
て
、

霊
的
に
完
全
な
か
た
ち
で
創
造
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
世
界
は
神
の
内

的
な
知
を
体
現
し
た
ア
ダ
ム
と
い
う
完
全
人
間
―
霊
的
に
完
全
な
人
間
―

な
し
に
維
持
さ
れ
な
い
。

　

サ
ッ
ラ
ー
ジ
ュ
、
ク
シ
ャ
イ
リ
ー
、
そ
し
て
テ
ィ
ル
ミ
ズ
ィ
ー
は
、
預

言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
を
神
の
預
言
者
で
あ
り
、
ま
た
神
の
隠
さ
れ
た
知
を
保

有
す
る
聖
者
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
は
聖

者
の
原
型
を
ム
ハ
ン
マ
ド
に
見
出
し
た
。
一
方
で
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー

は
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
で
あ
っ
て
も
、
世
界
は
完
全
人
間
で
あ
る
預
言
者
た

ち
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
と
理
解
し
た
。
こ
の
と
き
、
聖
者
た
ち
が

霊
的
知
を
獲
得
す
る
根
拠
と
し
て
、「
普
遍
的
預
言
者
性
」
が
挙
げ
ら
れ
、

預
言
者
た
ち
が
も
つ
「
律
法
的
預
言
者
性
」
と
の
霊
的
等
質
性
が
論
じ
ら

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ス
ー
フ
ィ
ー
は
自
ら
を
「
選
良
た
ち
」
や
「
選
良
の
な

か
の
選
良
」
と
み
な
す
こ
と
で
、「
凡
庸
な
者
た
ち
」
と
の
差
異
化
を
は
か

っ
た
。
彼
ら
は
隠
さ
れ
た
高
次
で
内
的
な
神
の
知
を
有
す
る
ゆ
え
に
、
ス

ー
フ
ィ
ー
ら
神
秘
家
も
ま
た
神
に
近
い
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
聖
者

で
あ
る
と
論
じ
る
。
こ
う
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
知
の
再
編
成
の
背
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る
。

　

当
時
の
ア
ナ
ト
リ
ア
で
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
襲
来
の
後
、
歴
代
モ
ン
ゴ
ル
人

君
主
ら
が
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
傾
倒
し
た
こ
と
が
、
教
団
に
と
っ
て
追
い
風

と
な
っ
て
い
た
。
以
上
の
社
会
的
背
景
の
も
と
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
お
け

る
「
聖
者
」
概
念
も
ま
た
思
想
的
転
換
期
に
あ
っ
た
。
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団

が
社
会
的
地
位
を
獲
得
し
て
い
く
に
従
い
変
化
し
て
い
く
聖
者
観
を
ル
ー

ミ
ー
と
ス
ル
タ
ン
・
ワ
ラ
ド
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
読
み
解
い
た
。

　

ま
ず
父
で
あ
る
ル
ー
ミ
ー
の
聖
者
観
を
概
観
し
た
。
ル
ー
ミ
ー
は
「
預

言
者
の
後
継
者
と
し
て
の
聖
者
」
論
と
い
う
、
当
時
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー

（Ibn al- ‘A
rabī 

一
二
四
〇
年
没
）
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
通
り
「
預

言
者
と
聖
者
と
の
同
質
性
」
を
謳
う
タ
イ
プ
の
ス
ー
フ
ィ
ー
で
あ
る
。
ル

ー
ミ
ー
は
預
言
者
と
聖
者
と
の
役
割
を
同
じ
も
の
で
あ
る
と
し
て
取
り
扱

い
、
預
言
者
と
聖
者
と
い
う
存
在
は
、
闇
の
世
界
（
現
世
）
に
お
い
て

「
神
の
証
拠
」
と
な
る
光
の
存
在
で
あ
り
、
平
信
徒
は
、「
聖
者
（
光
）
に

対
し
て
ど
の
程
度
愛
着
を
抱
い
て
い
る
か
」
に
よ
っ
て
神
の
友
で
あ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
闇
に
心
惹
か
れ
る
神
の
敵
で
あ
る
の
か
が
明
ら
か
と
な
る

試
金
石
で
あ
る
。
し
か
し
誰
も
が
聖
者
と
い
う
存
在
を
そ
れ
と
認
識
で
き

る
の
で
は
な
く
、
見
る
側
と
見
ら
れ
る
側
（
聖
者
）
両
者
の
想
い
、
精
神

的
な
位
階
が
一
致
し
な
い
限
り
、
聖
者
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

以
上
の
通
り
ル
ー
ミ
ー
の
聖
者
論
は
、
聖
者
ら
の
秘
匿
性
、
不
可
視
性
を

基
盤
と
す
る
秘
教
的
傾
向
を
有
す
る
。

　

一
方
、
息
子
の
ス
ル
タ
ン
・
ワ
ラ
ド
は
「
預
言
者
の
後
継
者
と
し
て
聖

者
を
と
ら
え
る
」
点
、
ま
た
聖
者
ら
の
秘
匿
性
に
つ
い
て
は
父
で
あ
る
ル

ー
ミ
ー
の
思
想
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
注
目
す
べ
き
は
、
ス

ル
タ
ン
・
ワ
ラ
ド
が
聖
者
と
「
シ
ャ
イ
フ
」
と
呼
ば
れ
る
教
団
の
師
ら
を

景
に
は
、「
新
た
な
」
知
を
確
立
す
る
う
え
で
、
自
ら
の
正
統
性
／
正
当

性
を
主
張
し
、
既
存
の
学
知
と
の
差
異
化
を
積
極
的
に
図
る
意
図
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
、
あ
る
い
は
最

初
の
人
間
ア
ダ
ム
へ
と
つ
な
が
る
霊
的
系
譜
を
積
極
的
に
描
く
。
さ
ら
に
、

彼
ら
と
は
関
わ
り
を
も
た
な
か
っ
た
聖
者
を
、
神
に
つ
い
て
の
内
的
な
知

と
い
う
共
通
項
を
通
し
て
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
と
結
び
つ
け
、
霊
的
権

威
者
と
し
て
の
立
場
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
、
預
言
者
性
か
ら

聖
者
性
へ
と
霊
知
の
担
い
手
を
徐
々
に
ず
ら
し
て
い
く
こ
と
で
、
彼
ら
は

聖
者
を
ム
ハ
ン
マ
ド
以
後
に
世
界
を
統
べ
る
存
在
と
し
て
描
き
、
ス
ー
フ

ィ
ー
を
聖
者
と
結
び
付
け
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
議
論
を
通
し
て
、
彼

ら
は
聖
者
と
ス
ー
フ
ィ
ー
を
結
び
付
け
な
が
ら
、
聖
者
で
あ
る
自
ら
こ
そ

が
ム
ハ
ン
マ
ド
の
後
継
者
で
あ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
ス
ー
フ
ィ
ー
ら

イ
ス
ラ
ー
ム
の
神
秘
家
た
ち
は
、
知
の
枠
組
み
を
再
編
成
す
る
こ
と
で
、

聖
者
が
織
り
成
す
世
界
を
創
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

メ
ヴ
レ
ヴ
ィ
ー
教
団
と
聖
者

井
上　

貴
恵

　

本
発
表
で
は
、
現
在
の
ト
ル
コ
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
ス
ー
フ
ィ
ー

教
団
、
メ
ヴ
レ
ヴ
ィ
ー
教
団
の
創
設
期
に
お
け
る
聖
者
観
の
変
遷
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。
メ
ヴ
レ
ヴ
ィ
ー
教
団
は
、
ジ
ャ
ラ
ー
ル
ッ
デ
ィ
ー

ン
・
ル
ー
ミ
ー
（Jalāl al-D

īn Rūm
ī 

一
二
七
三
年
没
）
と
い
う
稀
代

の
ス
ー
フ
ィ
ー
の
思
想
を
基
に
、
ル
ー
ミ
ー
の
息
子
で
あ
る
ス
ル
タ
ン
・

ワ
ラ
ド
（Bahā ’ al-D

īn M
uh. am

m
ad W

alad 

一
三
一
二
年
没
）
に

よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
現
ト
ル
コ
域
を
中
心
に
活
動
を
行
う
メ
ヴ
レ
ヴ
ィ

ー
教
団
は
「
セ
マ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
旋
舞
の
修
行
で
世
界
的
に
有
名
で
あ
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割
に
つ
い
て
は
一
定
の
評
価
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
バ
シ
ー
ル
前
政
権

は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
応
を
採
用
し
て
き
た
。
本
発
表
で
は
、
政
府

の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
対
す
る
政
策
の
う
ち
、
政
府
肝
煎
り
で
設
立
さ
れ
た

ズ
ィ
ク
ル
と
ズ
ィ
ク
ル
の
徒
国
民
評
議
会
が
出
版
し
た
『
ズ
ィ
ク
ル
の
徒

事
典
』
と
、
二
〇
一
〇
年
の
大
統
領
選
挙
の
際
に
開
催
さ
れ
た
タ
リ
ー
カ

に
よ
る
大
統
領
応
援
集
会
を
事
例
し
て
取
り
上
げ
る
。
前
者
の
機
関
は
、

ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
を
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
的
な
論
理
で
再
定
義
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、『
ズ
ィ
ク
ル
の
徒
事
典
』
は
そ
の
一
環
で
出
版
さ
れ
た
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
タ
リ
ー
カ
の
シ
ャ
イ
フ
が
ど
の
よ
う
な
論
理
で
バ
シ

ー
ル
の
政
治
的
権
威
を
正
当
化
し
た
の
か
を
見
る
上
で
格
好
の
事
例
と
な

る
。
本
発
表
は
、
上
記
二
つ
の
事
例
に
基
づ
き
な
が
ら
、
宗
教
的
権
威
を

持
た
な
い
は
ず
の
軍
人
出
身
の
大
統
領
が
、
自
ら
の
宗
教
的
権
威
を
い
か

な
る
論
理
に
基
づ
い
て
担
保
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

試
み
た
。

　
『
ズ
ィ
ク
ル
の
徒
事
典
』
は
、
一
六
〜
一
八
世
紀
に
ス
ー
ダ
ン
で
活
動

し
た
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
の
奇
跡
譚
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
『
ス
ー
ダ
ン

に
お
け
る
聖
者
、
信
仰
正
し
き
者
、
学
者
、
詩
人
に
関
す
る
伝
記
』
の
後

継
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
二
〇
〇
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ズ
ィ
ク
ル
の
徒

事
典
』
は
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
ス
ー
フ
ィ
ー
や
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
歴
史
を

記
録
す
る
の
が
主
た
る
目
的
で
編
纂
さ
れ
、
そ
こ
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

に
則
し
た
形
で
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
再
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最

た
る
例
が
、「
ズ
ィ
ク
ル
の
徒
」
と
い
う
用
語
の
導
入
で
あ
る
。
ズ
ィ
ク

ル
＝
神
の
想
起
と
捉
え
れ
ば
、
ズ
ィ
ク
ル
の
徒
は
ム
ス
リ
ム
と
ほ
ぼ
同
義

と
言
え
る
。
一
方
、
事
典
に
は
ズ
ィ
ク
ル
の
徒
の
「
模
範
」
と
な
る
人
物

が
立
項
さ
れ
て
お
り
、
ス
ー
フ
ィ
ー
や
イ
ス
ラ
ー
ム
学
者
に
限
ら
ず
、
政

同
質
で
あ
る
と
も
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

更
に
ス
ル
タ
ン
・
ワ
ラ
ド
は
自
身
の
教
団
員
に
対
し
て
、
教
団
の
シ
ャ

イ
フ
で
あ
る
ル
ー
ミ
ー
の
書
き
残
し
た
『
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
を
読
む
こ
と

や
、
現
教
団
の
シ
ャ
イ
フ
と
の
対
話
、
交
流
に
よ
っ
て
自
身
の
知
を
深
め

る
こ
と
が
聖
者
に
付
き
従
う
こ
と
で
あ
る
と
具
体
的
に
指
南
し
、
そ
の
上

で
自
身
も
含
め
た
ル
ー
ミ
ー
の
子
孫
ら
（
＝
現
教
団
の
シ
ャ
イ
フ
）
に
始

祖
で
あ
る
聖
者
の
聖
者
性
、
ひ
い
て
は
神
的
な
光
が
継
承
さ
れ
て
い
る
と

し
て
、
聖
者
の
子
孫
ら
に
現
世
で
奉
仕
す
る
者
は
、
来
世
で
の
報
い
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　

以
上
の
通
り
ス
ル
タ
ン
・
ワ
ラ
ド
の
聖
者
観
は
、
基
本
的
に
は
父
で
あ

る
ル
ー
ミ
ー
の
見
解
に
沿
い
つ
つ
も
、
聖
者
と
い
う
基
本
概
念
を
、
教
団

の
始
祖
と
な
る
シ
ャ
イ
フ
や
そ
の
子
孫
で
あ
る
現
シ
ャ
イ
フ
と
同
一
視
し

た
こ
と
で
、
ル
ー
ミ
ー
の
描
く
精
神
的
な
聖
者
観
と
は
異
な
り
、
実
際
に

そ
の
作
品
を
読
む
こ
と
が
出
来
、
会
う
こ
と
が
出
来
、
教
え
を
乞
う
こ
と

が
出
来
る
リ
ア
ル
な
聖
者
像
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
統
領
は
「
聖
者
」
か
？ 

│
│ 

ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
宗
教
的
権
威
の
政
治
利
用 

│
│

丸
山　

大
介

　

本
発
表
の
目
的
は
、
ス
ー
ダ
ン
の
バ
シ
ー
ル
前
政
権
（
一
九
八
九
―
二

〇
一
九
年
）
が
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
論
理
や
術
語
を
用
い
て
、
い
か
に
自

ら
の
政
治
的
権
威
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
バ
シ
ー
ル
政
権
が
政
権
運
営
の
屋
台
骨
と
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
主

義
は
思
想
的
に
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
対
し
批
判
的
・
敵
対
的
で
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
が
ス
ー
ダ
ン
で
果
た
し
て
き
た
歴
史
的
な
役
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あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
統
治
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
正
当
性
を
外

部
か
ら
付
与
し
て
も
ら
う
試
み
で
あ
っ
た
。

コ
メ
ン
ト

高
橋　
　

圭

　

ま
ず
本
パ
ネ
ル
の
前
提
と
し
て
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
聖
者
崇
敬
と
を
現

象
と
し
て
は
区
別
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
こ
の

理
解
そ
の
も
の
は
研
究
者
の
間
で
は
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
た
前
提
理
解
で

あ
る
。
他
方
で
、
両
者
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
は
そ

の
後
十
分
な
議
論
が
深
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
、
本
パ
ネ
ル
に
は

「
聖
者
の
定
義
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
注
目
し
な
が
ら
両
者
の
関
係
を
考
察

す
る
点
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
次
に
、
三
つ
の
発
表
を
通
じ
て
、
聖
者

の
定
義
が
可
変
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
こ
こ
で
は
特
に
注
目
し
た

い
。
こ
れ
は
思
想
史
的
に
は
聖
者
論
の
歴
史
的
な
展
開
と
見
る
べ
き
な
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
そ
の
違
い
は
誰
を
対
象
に
論
じ
て
い
る
の
か

が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
例
え
ば
澤
井
発
表
で
は
そ
の
対
象
は
宗
教

エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
聖
者
は
も
っ
ぱ
ら
宗
教
エ
リ
ー
ト
だ
け
に
意
味
が
あ

る
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
同
様
の
性
格
は
井
上
発
表
で
の
ル
ー
ミ

ー
の
聖
者
論
に
も
認
め
ら
れ
る
。
他
方
で
そ
の
息
子
の
ス
ル
タ
ン
・
ワ
ラ

ド
は
、
一
般
の
教
団
信
徒
を
対
象
に
想
定
し
、
聖
者
を
教
え
を
乞
う
べ
き

シ
ャ
イ
フ
と
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
丸
山
発
表
で
は
大
衆
向
け

に
聖
者
の
概
念
が
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
点
に
注
目
す
る
と
、
聖
者
論
を
分
析
す
る
う
え
で
は
そ
の
議
論
が

誰
を
対
象
に
し
た
も
の
な
の
か
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
思
想
の
背
景
と
な
る
社
会
関
係
へ
の
注
目
で
あ
る
。
そ
し

治
家
や
軍
人
も
立
項
さ
れ
て
い
る
点
が
特
筆
に
値
す
る
。
大
統
領
な
ど
の

政
治
家
や
軍
人
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
軍
歴
や
政
治
歴
が
紹
介
さ
れ
る
ほ

か
、
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
普
及
や
教
育
の
拡
大
な
ど
に

貢
献
し
た
点
が
と
く
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
事
典
は
、
宗

教
的
権
威
を
有
さ
な
い
政
治
家
や
軍
人
を
ズ
ィ
ク
ル
の
徒
の
「
模
範
」
と

位
置
付
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
宗
教
的
見
地
か
ら
彼
ら
を
権
威
付
け
る
プ

ロ
セ
ス
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
聖
者
伝
の
後
継
た
る
事
典

に
ム
ス
リ
ム
の
模
範
と
し
て
大
統
領
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
大
統
領
の
聖

者
化
を
も
図
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

二
〇
一
〇
年
に
実
施
さ
れ
た
大
統
領
選
に
先
立
ち
、
大
統
領
は
国
内
の

有
力
な
タ
リ
ー
カ
の
修
道
場
を
訪
問
し
た
。
生
け
る
聖
者
た
る
シ
ャ
イ
フ

は
大
統
領
の
訪
問
に
応
じ
る
形
で
集
会
を
開
き
、
大
統
領
へ
の
応
援
を

人
々
に
呼
び
掛
け
た
。
シ
ャ
イ
フ
は
バ
シ
ー
ル
に
対
す
る
国
内
外
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
批
判
を
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
敵
と
読
み
替
え
る
と
と
も
に
、

バ
シ
ー
ル
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
護
持
者
と
見
な
す
。
そ
の
う
え
で
、
ク
ル
ア

ー
ン
の
章
句
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
、
バ
シ
ー
ル
が
民
意
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
だ
け
で
な
く
、
ア
ッ
ラ
ー
に
よ
っ
て
指
導
者
に
選
ば
れ
た
と
主
張
す

る
。
宗
教
的
権
威
た
る
シ
ャ
イ
フ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
に
立
脚
す
る
論
理
や
ク

ル
ア
ー
ン
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
、
世
俗
的
権
威
た
る
大
統
領
に
ム

ス
リ
ム
の
指
導
者
と
し
て
の
正
当
性
を
付
与
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
発
表
で
は
、
バ
シ
ー
ル
前
政
権
が
「
聖
者
」
と
い

う
概
念
や
存
在
を
流
用
し
な
が
ら
、
大
統
領
や
政
治
家
を
宗
教
的
に
権
威

付
け
て
い
く
過
程
を
考
察
し
た
。
前
者
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
聖
者
の
概

念
を
政
府
自
ら
拡
張
す
る
こ
と
で
自
身
の
宗
教
性
を
向
上
さ
せ
る
営
み
で
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で
は
な
い
人
物
を
「
聖
者
」
と
し
て
定
義
す
る
試
み
は
、
そ
う
し
た
人
々

も
含
め
た
「
ス
ー
フ
ィ
ー
」
の
定
義
を
再
構
築
す
る
取
り
組
み
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

加
え
て
、「
ス
ー
フ
ィ
ー
」
が
他
の
属
性
を
排
し
た
排
他
的
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え

ば
多
く
の
ス
ー
フ
ィ
ー
は
ウ
ラ
マ
ー
で
も
あ
っ
た
。
霊
知
と
学
知
が
相
互

補
完
的
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
理
解
も
中
世
以
降
は
宗
教
エ
リ
ー
ト
の
間

で
共
有
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
多
く
の
政
治
支
配
者
は
預
言
者
の
血
統
を

主
張
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
霊
的
な
意
味
で
の
預
言
者
の
後
継
者
と
重
な

る
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
あ
ら
か
じ
め

「
ス
ー
フ
ィ
ー
」
と
い
う
独
立
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
す
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
注
目
す
る
必
要

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

澤
井　
　

真

　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
に
は
、「（
神
に
）
近
き
者
」
を
原
義

と
す
る
「
ワ
リ
ー
」（w

alī

）
の
語
が
登
場
す
る
。
こ
の
語
は
、
そ
れ
ゆ

え
に
「
聖
者
」
と
い
う
訳
語
も
当
て
ら
れ
て
き
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
を

概
観
す
る
と
き
、
と
り
わ
け
「
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
」
と
呼
び
表
さ
れ
る
神
秘

主
義
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
パ
ネ
ル

の
目
的
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
「
聖
者
」
に
関
す
る
主
張
を
権
威
と

の
関
わ
り
か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
、
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
神
秘
主
義
者
ら
が
、

自
ら
の
立
場
や
主
張
を
い
か
に
正
当
化
／
正
統
化
し
て
き
た
か
を
考
察
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
各
発
表
者
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
か

て
こ
の
点
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
権
威
を
め
ぐ
る
考
察
に
お
い
て
も
重
視
す

べ
き
視
点
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
権
威
も
社
会
関
係
の
中
で
提

示
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
誰
を
対
象
と
し
て
権
威
付
け
を
す
る
か
に

よ
っ
て
議
論
は
大
き
く
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
「
聖
者
の
定
義
」
を
す
る
の
か
、
そ
の
意

図
を
当
時
の
政
治
的
・
社
会
的
な
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
必
要
も
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
聖
者
論
を
通
じ
て
権
威
付
け
が
必

要
と
さ
れ
た
何
ら
か
の
緊
張
状
態
が
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
で
想
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
パ
ネ
ル
全
体
を
通
じ
て
気
に
な
っ
た
の
が
、「
ス

ー
フ
ィ
ー
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
自
明
の
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
が
他
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
、
例
え
ば
ウ
ラ
マ
ー
と
競
合
関
係
に
あ
る
と
い
う
前
提
理
解

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
果
た
し
て
論
者
た
ち
は
、
自

分
た
ち
を
ウ
ラ
マ
ー
と
は
異
な
る
「
ス
ー
フ
ィ
ー
」
と
い
う
独
立
し
た
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
人
間
と
見
て
い
た
の
か
。
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
社

会
集
団
が
実
態
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
。
例
え
ば
澤
井
と
井
上
の

発
表
は
い
ず
れ
も
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
や
タ
リ
ー
カ
の
形
成
期
の
事
例
を
扱
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
期
は
む
し
ろ
ス
ー
フ
ィ
ー
や
教
団
が
社
会
集

団
と
し
て
の
体
裁
を
取
り
始
め
た
時
期
に
あ
た
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
た

新
た
な
集
団
に
対
し
て
あ
る
種
懐
疑
的
な
眼
差
し
も
向
け
ら
れ
る
状
況

で
、
論
者
た
ち
が
試
み
て
い
た
の
は
、
聖
者
の
定
義
を
通
じ
て
「
ス
ー
フ

ィ
ー
」
を
定
義
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
丸
山

の
発
表
に
つ
い
て
は
、
現
代
に
お
け
る
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
対
す
る
批
判
を

踏
ま
え
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
に
即
し
た
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
再
解
釈
と
い

う
方
向
性
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
見
ス
ー
フ
ィ
ー
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フ
ィ
ズ
ム
の
論
理
や
術
語
を
用
い
て
、
自
ら
の
権
威
を
正
当
化
し
よ
う
と

し
た
著
作
で
あ
る
。
同
事
典
は
、
大
統
領
や
大
統
領
経
験
者
、
さ
ら
に
は

政
治
家
ま
で
も
が
、
著
名
な
ス
ー
フ
ィ
ー
と
並
ん
で
立
項
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ば
、「
指
導
者
と
し
て
の
聖
者
」
像
が
、
政
治
的
権
威
と
結
び
つ
い

た
ス
ー
ダ
ン
の
事
例
を
通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

以
上
の
三
つ
の
発
表
後
、
高
橋
圭
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、「
ス
ー
フ
ィ
ー
」

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
自
明
視
に
対
す
る
問
題
点
が
提
起
さ
れ
る
と
と
も

に
、
知
識
人
一
般
を
指
す
「
ウ
ラ
マ
ー
」
と
の
関
係
性
―
た
と
え
ば
競
合

関
係
や
共
存
関
係
―
が
各
発
表
者
に
対
し
て
問
わ
れ
た
。
多
く
の
ス
ー
フ

ィ
ー
も
ま
た
知
識
人
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
ス
ー
フ

ィ
ー
」
や
「
聖
者
」
と
い
う
概
念
は
、
思
想
的
・
政
治
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

の
な
か
で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

全
体
討
論
で
は
、
フ
ロ
ア
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
背
景
と
し
て
翻
訳
さ

れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
ワ
リ
ー
」
と
「
聖
者
」
概
念
の
関
係
性
に
つ
い
て

の
ズ
レ
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
的
な
聖
者
観
と
の
ズ
レ

は
確
か
に
存
在
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
パ
ネ
ル
で
は
、「
聖
者
」
の
語

を
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
な
か
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
宗
教
研
究
を
行
う
う

え
で
の
共
通
項
を
設
定
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
者
研
究
を
広
く
宗
教
研
究

へ
と
開
い
て
い
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お

け
る
「
聖
者
」
や
「
権
威
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
宗
教
研
究
に
「
開
か
れ

た
」
視
点
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
パ
ネ
ル
で
あ
っ
た
。

ら
み
た
聖
者
と
権
威
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、「
聖
者
」
を
取
り
巻
く
時
代

状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
発
表
を
行
っ
た
。

　

澤
井
真
の
「
聖
者
が
織
り
成
す
世
界
―
霊
的
権
威
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー

ム
神
秘
主
義
―
」
は
、
聖
者
的
伝
統
が
な
い
古
典
期
に
お
い
て
、
ス
ー
フ

ィ
ー
が
聖
者
と
の
関
わ
り
を
模
索
す
る
こ
と
で
、
い
か
に
権
威
づ
け
ら
れ

て
い
っ
た
か
を
考
察
し
た
。
ス
ー
フ
ィ
ー
ら
は
聖
者
と
し
て
の
自
ら
の
立

場
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
権
威
性
を
ま
と
う
こ
と
を
模
索
し
て
い
た
。
彼

ら
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
と
の
繋
が
り
を
論
じ
る
こ
と
で
、
正
当
化
／

正
統
化
の
担
保
と
し
た
。
こ
う
し
た
考
察
か
ら
、
世
界
（
宇
宙
）
を
統
べ

る
存
在
と
し
て
の
「
理
念
型
と
し
て
の
聖
者
」
像
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

井
上
貴
恵
の
「
メ
ヴ
レ
ヴ
ィ
ー
教
団
と
聖
者
」
は
、
聖
者
的
伝
統
を
背

景
と
す
る
中
世
期
に
お
い
て
、
特
定
の
人
物
が
い
か
に
聖
者
と
し
て
権
威

づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
考
察
し
た
。
ト
ル
コ
を
中
心
と
し
て
発
展
し
た

ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
で
あ
る
メ
ヴ
レ
ヴ
ィ
ー
教
団
は
、
ル
ー
ミ
ー
（
一
二
七

三
年
没
）
を
始
祖
と
す
る
が
、
実
質
的
に
教
団
を
創
設
・
運
営
し
た
の
は

息
子
の
ス
ル
タ
ン
・
ワ
ラ
ド
（
一
三
一
二
年
没
）
で
あ
っ
た
。
父
・
ル
ー

ミ
ー
思
想
を
正
当
化
／
正
統
化
し
つ
つ
、
彼
は
教
団
経
営
を
よ
り
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
に
、
信
徒
の
教
団
に
対
す
る
貢
献
性
を
織
り
込
ん
で
い

っ
た
。
こ
う
し
た
考
察
か
ら
、
次
第
に
創
り
あ
げ
ら
れ
て
い
く
「
組
織
の

な
か
の
聖
者
」
像
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

丸
山
大
介
の
「
大
統
領
は
「
聖
者
」
か
？
―
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
宗
教

的
権
威
の
政
治
利
用
―
」
は
、
聖
者
的
伝
統
が
確
立
し
た
現
代
で
、
政
治

や
ス
ー
フ
ィ
ー
が
い
か
に
聖
者
を
利
用
し
つ
つ
、
自
ら
の
立
場
を
正
当
化

／
正
統
化
し
て
い
っ
た
か
を
考
察
し
た
。
二
〇
〇
四
年
に
政
府
が
主
導
し

て
編
纂
し
た
『
ズ
ィ
ク
ル
の
徒
事
典
』
は
、
時
の
バ
シ
ー
ル
政
権
が
ス
ー
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ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
呼
称
す
る
の
は
不
適
切
だ
ろ
う
。
当
概
念
の
焦

点
と
な
る
の
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
何
を
指
す
か
だ

と
思
わ
れ
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
そ
の
も
の
の
定
義
を
検
討
す
る
よ

り
も
、
陰
謀
論
に
ど
の
よ
う
な
要
素
が
加
わ
れ
ば
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
と
呼
び
得
る
の
か
、
と
い
う
観
点
で
の
定
義
付
け
が
有
効
で
は
な
い

か
。
要
素
と
し
て
は
、
超
常
的
な
「
覚
醒
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
有
力
だ
と

思
わ
れ
る
。
ウ
ォ
ー
ド
と
ヴ
ォ
ア
ス
の
論
文
で
も
「
覚
醒
」
テ
ー
マ
は
重

視
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
レ
プ
テ
ィ
リ
ア
ン
陰
謀
論
を
唱
え
る
デ
ー
ヴ
ィ

ッ
ド
・
ア
イ
ク
が
、
高
い
次
元
の
愛
と
真
実
へ
の
覚
醒
が
世
界
の
変
容
に

直
結
す
る
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
実
例
と

さ
れ
る
諸
々
の
主
張
に
お
い
て
も
、「
覚
醒
」
が
そ
の
核
心
に
あ
る
。
ま

た
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
、
重
要
な
の
は
陰
謀
論
で
は
な

く
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
実
例
を
観
察
す
る

限
り
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
傾
向
を
持
つ
人
物
が
陰
謀
論
に
も
惹
か
れ
だ

す
と
い
う
流
れ
が
主
で
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
で
は
な
い
陰
謀
論
者
が
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
論
法
を
採
用
す
る
と
い
う
流
れ
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

陰
謀
論
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
信
念
を
支
え
る
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
採

用
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
概
念
の
有
効
性
を
考
え
る
う
え
で
、
自
説

の
正
し
さ
を
訴
え
る
形
式
と
し
て
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
論
理
が
、
主
流

の
認
識
論
的
権
威
が
揺
ら
ぐ
状
況
下
に
お
い
て
は
よ
り
訴
求
力
を
持
つ
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
論
法
は

直
観
的
な
真
実
の
啓
示
や
個
人
の
直
接
的
経
験
に
訴
え
、「
自
分
に
と
っ

て
の
真
実
」
を
重
視
す
る
。
そ
れ
ら
は
伝
統
や
科
学
と
い
っ
た
、
何
が
正

し
い
か
を
判
断
す
る
主
流
の
認
識
論
的
権
威
と
は
対
抗
的
な
、
オ
ル
タ
ナ

コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
の
課
題
と
展
望

代
表
者
・
司
会　

栗
田
英
彦

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

ヤ
ニ
ス
・
ガ
イ
タ
ニ
デ
ィ
ス

コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
定
義
と
批
判
、
お
よ
び
有
用
性
に
つ
い
て

辻　

隆
太
朗

　

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ー
ド
と
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヴ
ォ
ア
ス
は
コ
ン
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
陰
謀
論
と
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
特
に
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
思
想
が
結
合
し
た
形
態
で
あ
る
。

コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
男
性
中
心
・
保
守
的
・
悲
観
的
で
時
事

問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
陰
謀
論
と
、
女
性
中
心
・
リ
ベ
ラ
ル
・
楽
観
的
で

私
的
領
域
に
関
心
を
寄
せ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
、
相
反
す
る

領
域
が
結
び
付
く
と
い
う
点
で
驚
く
べ
き
現
象
で
あ
り
、
中
心
人
物
も
定

ま
ら
ず
、
関
心
対
象
も
絶
え
ず
移
り
変
わ
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
主
な

舞
台
だ
と
い
う
点
で
新
し
い
現
象
と
主
張
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
有
力

な
反
論
は
、
陰
謀
論
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
主
流
文
化
か
ら
弾
か

れ
た
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
信
念
体
系
で
構
成
さ
れ
る
「
カ
ル
ト
的
環
境
」
と
い

う
文
化
的
基
盤
を
共
有
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
両
者
の
結
合
は
何
ら
不

思
議
で
は
な
い
、
ま
た
陰
謀
論
は
エ
ソ
テ
リ
ズ
ム
の
伝
統
と
密
接
に
絡
み

合
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
領
域
と
の
結
合
は
歴
史

的
に
も
新
し
い
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

少
な
く
と
も
世
界
支
配
の
陰
謀
を
訴
え
る
類
の
主
張
で
は
、
宗
教
的
・

オ
カ
ル
ト
的
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
的
な
要
素
を
含
む
の
が
通
常
形
態
で
、

純
政
治
的
な
陰
謀
論
の
方
が
希
少
だ
。
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
全
て
を
コ
ン
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特
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

七
〇
年
代
後
半
の
太
田
は
、
近
代
国
家
・
近
代
科
学
に
対
抗
す
る
「
自

然
発
生
的
な
決
起
」
へ
の
道
と
し
て
、
性
・
食
・
読
み
書
き
な
ど
生
活
様

式
の
革
命
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
こ
で
の
「
自
然
」
は
保
護
対
象
で
は
な

く
、
革
命
的
決
起
と
い
う
人
間
の
能
動
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
で
あ
り
、

そ
の
主
張
は
能
動
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
色
彩
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
八
〇

年
代
の
日
本
み
ど
り
の
党
（
み
ど
党
）
結
党
時
の
主
導
権
争
い
の
な
か

で
、
太
田
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
批
判
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
に
振
り
切

り
、
社
会
主
義
も
民
主
主
義
も
「
人
類
独
裁
」
だ
と
批
判
、「
宇
宙
大
生

命
の
公
理
」
に
基
づ
く
「
万
類
共
尊
」
の
「
地
球
自
治
社
会
の
建
設
」
に

進
み
、
山
川
草
木
虫
魚
鳥
獣
全
て
が
参
加
す
る
「
自
然
代
表
」
の
政
治
に

人
間
は
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
た
。
こ
の
政
治
体
制
に
お
け
る

「
自
然
」
の
代
行
者
が
、
生
活
様
式
を
革
命
し
、
人
類
で
あ
る
こ
と
を
恥

じ
、
地
球
へ
の
懺
悔
を
す
る
「
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
太
田
の
構
想
は
、
現
実
的
に
は
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
独
裁
と
な

る
。
こ
の
積
極
的
な
人
間
統
制
思
想
を
、
能
動
的
反
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と

呼
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
太
田
の
極
論
は
も
は
や
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
自
然
保
護
に
は
留
ま
れ
ず
、
八
四
年
に
み
ど
党
と
袂
を
分
か
ち
、

日
本
み
ど
り
の
連
合
（
み
ど
連
）
を
設
立
す
る
に
至
る
。
こ
こ
で
採
用
さ

れ
た
当
面
の
運
動
目
標
が
、
動
物
実
験
全
廃
で
あ
る
。
太
田
は
倫
理
学
者

ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
の
動
物
の
権
利
論
を
い
ち
早
く
導
入
、
八
六
年
、

み
ど
連
の
下
部
組
織
「
動
物
実
験
の
廃
止
を
求
め
る
会
」（
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
）

を
結
成
し
て
運
動
を
展
開
し
て
い
く
。
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
は
、
人
道
主
義
的
な
第

一
・
二
期
の
動
物
保
護
運
動
と
一
線
を
画
し
、
近
代
批
判
の
含
み
を
持
つ

第
三
期
の
草
分
け
と
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
川
口
進
の
ア
ニ
マ
ル
ラ
イ
ツ

テ
ィ
ブ
な
正
し
さ
の
認
識
・
主
張
の
戦
略
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
陰
謀
論
と

呼
ば
れ
る
主
張
で
も
、
客
観
的
な
証
拠
を
積
み
立
て
て
真
実
を
訴
え
る
形

式
の
も
の
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
を
否
定
す
る
証
拠
の
積
み
立
て
に
対
抗
で

き
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
陰
謀
論
と
呼
ば
れ
る
。
さ
ら
に
世
界
支
配
の
陰
謀

を
訴
え
る
よ
う
な
も
の
に
関
し
て
は
、
通
常
ル
ー
ト
で
の
証
拠
の
積
み
立

て
に
は
ど
う
し
て
も
無
理
が
生
じ
る
。
そ
う
な
る
と
、
そ
れ
で
も
な
お
自

分
は
真
実
を
知
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
、
別
ル
ー

ト
で
の
正
し
さ
の
訴
え
方
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
論
理
で
あ
る
。
政
府
見
解
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
学
問
的
権
威
な
ど
、

主
流
の
認
識
論
的
権
威
へ
の
不
信
感
が
強
く
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
何
が

正
し
い
情
報
な
の
か
不
鮮
明
だ
っ
た
状
況
で
は
、
そ
れ
ら
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ヴ
な
真
実
の
主
張
が
以
前
よ
り
大
き
な
力
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

太
田
竜
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
に
み
る
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

栗
田　

英
彦

　

ウ
ォ
ー
ド
＆
ヴ
ォ
ア
ス
に
沿
う
な
ら
ば
、
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

の
事
例
は
現
在
の
保
守
／
リ
ベ
ラ
ル
や
右
派
／
左
派
と
い
う
曖
昧
だ
が
根

強
い
区
分
が
一
般
化
し
た
二
〇
世
紀
後
半
以
降
に
限
定
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
点
で
、
共
産
党
員
、
革
共
同
創
立
者
と
し
て
出
発
し
、
一
九

七
〇
年
代
に
は
ア
イ
ヌ
独
立
・
辺
境
革
命
論
者
、
八
〇
年
代
に
は
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
家
と
な
り
、
九
〇
年
代
以
降
は
陰
謀
論
者

か
つ
民
族
主
義
者
に
至
っ
た
太
田
竜
の
軌
跡
は
、
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
発
表
で
は
、
太
田
の
陰
謀
論

へ
の
転
機
と
し
て
、
動
物
実
験
全
廃
運
動
を
指
摘
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
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コ
ロ
ナ
禍
と
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

堀
江　

宗
正

　

本
発
表
で
は
、
発
表
者
が
二
〇
二
一
年
三
月
に
お
こ
な
っ
た
「
コ
ロ
ナ

死
生
観
調
査
」
の
結
果
の
一
部
を
用
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
以
下
「
コ
ロ
ナ
」）
に
関
連
し
た
陰
謀
論（
コ
ロ
ナ
陰
謀
論
）の
支
持
と

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
か
を
報
告
す
る
。

問
題
と
な
る
陰
謀
論
は
、
コ
ロ
ナ
風
邪
論
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
予
防
論
、
生
物

兵
器
説
、
製
薬
会
社
デ
マ
説
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
説
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

互
い
に
有
意
な
相
関
が
あ
る
が
、
特
に
相
関
が
高
く
、
少
数
の
人
し
か
信

じ
て
お
ら
ず
（
周
縁
性
が
高
い
）、
年
齢
と
の
負
の
相
関
と
い
う
点
で
共

通
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
風
邪
論
、
製
薬
会
社
デ
マ
説
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
説

の
得
点
（
四
件
法
）
を
合
算
し
て
尺
度
と
し
て
扱
う
（α=0.71648

）。
以

下
に
知
見
を
列
挙
す
る
。

　

陰
謀
論
の
背
景
要
因
と
し
て
は
、
孤
独
・
排
他
性
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
信
頼
が
特

定
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
自
己
の
主
張
と
一
致
す
る
情
報
の
集
中
的
受
容
、

他
の
情
報
か
ら
の
自
己
隔
離
の
結
果
、
組
織
的
情
報
工
作
の
可
能
性
の
あ

る
陰
謀
論
を
自
ら
進
ん
で
支
持
す
る
「
自
己
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

の
状
態
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
典
型
的
支
持
者
は
若
い
男
性
だ
っ
た
。

退
職
後
の
男
性
がY

ouT
ube

を
見
す
ぎ
て
陰
謀
論
を
信
じ
込
む
と
い

う
通
説
は
否
定
さ
れ
た
。
高
齢
男
性
は
葬
式
仏
教
と
の
結
び
つ
き
が
強

く
、
性
別
・
年
代
別
で
は
最
も
コ
ロ
ナ
陰
謀
論
を
支
持
せ
ず
、
背
景
要
因

の
影
響
も
少
な
か
っ
た
。
集
団
へ
の
同
調
ゆ
え
に
周
縁
的
な
陰
謀
論
は
支

持
し
な
い
と
見
ら
れ
る
。

　

陰
謀
論
と
の
結
び
つ
き
は
、
信
仰
者
や
懐
疑
派
よ
り
Ｓ
Ｂ
Ｎ
Ｒ
（
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
だ
が
宗
教
的
で
は
な
い
）
の
方
が
強
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て

セ
ン
タ
ー
、
青
島
啓
子
の
動
物
虐
待
防
止
会
、
野
上
ふ
さ
子
の
動
物
実
験

廃
止
・
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
派
生
し
た
。

　

し
か
し
、
太
田
は
野
上
と
対
立
し
、
八
七
年
、
妻
の
栗
原
佳
子
と
と
も

に
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
を
離
脱
、
日
本
動
物
実
験
廃
止
協
会
を
独
自
に
設
立
す
る
。

こ
の
対
立
を
理
論
化
し
て
、
太
田
は
動
物
の
権
利
論
を
反
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
だ
と
批
判
、
自
身
の
運
動
の
根
拠
を
ハ
ン
ス
・
リ
ュ
ー
シ
ュ
の
「
科
学

的
」
動
物
実
験
廃
止
論
に
置
く
よ
う
に
な
る
。
リ
ュ
ー
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、

動
物
実
験
は
医
学
の
進
歩
や
人
類
の
利
益
に
全
く
貢
献
し
て
お
ら
ず
、
そ

れ
で
も
継
続
さ
れ
る
の
は
、
医
学
に
偽
装
し
た
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
医
薬
産
業

の
利
益
の
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
太
田
は
、
フ
ー
コ
ー
『
臨
床
医

学
の
誕
生
』
を
参
照
し
て
病
理
死
体
解
剖
学
と
動
物
実
験
の
関
連
を
主
張

し
、
い
ず
れ
は
「
人
間
の
動
物
実
験
」
に
至
る
と
批
判
、
そ
の
背
後
の
国

際
金
融
資
本
（
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
、
ユ
ダ
ヤ
）
の
陰

謀
を
指
摘
す
る
。

　

こ
う
し
た
太
田
の
主
張
は
、
先
述
の
能
動
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
／
反

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
異
な
り
、
受
苦
的
（
被
害
者
意
識
的
）
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
陰
謀
論
が
現
れ
た
こ
と
は
、

陰
謀
論
一
般
の
基
本
的
特
性
と
考
え
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
付
言

す
る
な
ら
ば
、
太
田
の
動
物
の
権
利
論
批
判
は
、
人
間
を
含
む
権
利
論
全

般
の
批
判
へ
と
展
開
し
、
受
苦
的
反
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
様
相
も
呈
す
る
。

こ
こ
に
太
田
の
政
治
革
命
志
向
が
垣
間
見
え
る
。
同
じ
く
レ
プ
テ
ィ
リ
ア

ン
陰
謀
論
を
唱
え
な
が
ら
、
人
間
の
認
識
論
的
変
容
を
期
待
し
た
デ
イ
ヴ

ィ
ッ
ド
・
ア
イ
ク
と
は
、
こ
の
点
で
異
な
る
。「
陰
謀
論
」
と
ラ
ベ
ル
さ

れ
る
思
想
の
多
様
な
展
開
を
腑
分
け
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
個
人
主
義
的
な
Ｓ
Ｂ
Ｎ
Ｒ
と
陰
謀
論
は
強
く

結
び
つ
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
の
デ
モ
は
複
数
の
特
定
教
団
が

関
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
組
織
が
正
体
隠
し
を
し
て
個
人

の
振
り
を
す
る
こ
と
も
、
個
人
が
複
数
ア
カ
ウ
ン
ト
を
駆
使
す
る
こ
と
も

あ
る
。
Ｓ
Ｂ
Ｎ
Ｒ
が
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
カ
ル
ト
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
・
カ

ル
ト
に
ま
た
が
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、

カ
ル
ト
運
動
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
も
い
る
が
、
新
奇
性
と
周
縁
性
の
高

い
情
報
（
陰
謀
論
は
該
当
）
を
面
白
が
り
、
拡
散
し
、
組
織
に
属
さ
な
い

も
の
の
組
織
的
な
情
報
工
作
活
動
に
無
自
覚
に
関
与
す
る
「
プ
ロ
シ
ュ
ー

マ
ー
・
カ
ル
ト
」
も
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

米
国
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る 

コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

伊
藤　

雅
之

　

Ｃ
・
ウ
ォ
ー
ド
と
Ｄ
・
ヴ
ォ
ア
ス
は
、
二
〇
一
一
年
に
発
表
し
た
論
文

に
お
い
て
、
陰
謀
論
と
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
融
合

を
表
現
す
る
た
め
に
、「
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
（conspirituali-

ty

）」
と
い
う
概
念
を
新
た
に
用
い
た
。
一
見
す
る
と
、
陰
謀
論
者
と
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
文
化
の
担
い
手
と
の
間
に
は
、
大
き
な
溝
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
前
者
は
男
性
が
多
く
、
保
守
的
で
、
一
般
に
悲
観
的
で

あ
り
、
時
事
問
題
に
強
い
関
心
を
も
つ
。
後
者
は
女
性
が
多
く
、
リ
ベ
ラ

ル
で
、
楽
観
的
で
あ
り
、
社
会
問
題
よ
り
も
自
己
の
探
求
や
個
人
的
な
人

間
関
係
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
は
、
政
府
や
主
要
メ
デ

ィ
ア
な
ど
の
権
威
へ
の
疑
問
、
代
替
医
療
の
重
視
、
既
存
の
社
会
制
度
へ

の
不
信
な
ど
、
い
く
つ
か
の
文
化
的
、
社
会
的
特
徴
に
お
い
て
共
通
点
を

「
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
人
々
は
存
在

す
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｂ
Ｎ
Ｒ
の
中
で
、
陰
謀
論
者
は
な
お
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

だ
っ
た
。
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
は
女
性
も
多
い
と
い
う
先
行
研

究
に
反
し
て
、
む
し
ろ
男
性
が
多
か
っ
た
。

　

宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
項
目
別
に
見
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
陰

謀
論
を
支
持
す
る
集
団
は
、
神
道
系
の
信
仰
者
、
瞑
想
の
実
践
者
、
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
本
を
読
む
人
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
若
者
が
多
い
。
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
本
の
読
書
は
女
性
が
多
い
が
、
そ
れ
以
外
は
や
や
男
性
が
多
い
。

孤
独
・
排
他
性
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
信
頼
と
い
う
陰
謀
論
を
高
め
る
要
因
の
影
響
を

受
け
て
い
る
の
に
、
陰
謀
論
点
数
が
全
平
均
（
も
と
も
と
低
い
）
よ
り
低

い
宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
項
目
も
あ
っ
た
。
超
越
的
存
在
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
信
念
、
占
い
、
祈
り
な
ど
で
、
こ
う
し
た
項
目
を
選
択
す
る

人
は
若
い
女
性
に
よ
り
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
へ
の
関
与
が
背
景
要
因

を
緩
和
し
、
陰
謀
論
か
ら
遠
ざ
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
項
目
別
で
見
た
陰
謀
論
支
持
層
（
神

道
・
瞑
想
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
本
）
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
信
頼
（
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
不

信
と
セ
ッ
ト
）
は
弱
か
っ
た
。
調
査
全
体
で
は
、
陰
謀
論
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
信
頼

は
相
関
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
呼
べ
る
層
が
い
た
と
し
て
も
、
実
際
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
目
立
つ
よ
う
な
陰
謀
論
者
と
は
異
な
る
人
々
だ
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
特
定
の
組
織
や
書
物
を
経
由
し
て
陰
謀
論
者
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。

　

情
報
学
者
は
、
陰
謀
論
の
拡
散
は
組
織
的
な
も
の
だ
と
推
測
し
て
い

る
。
米
国
で
は
Ｑ
ア
ノ
ン
な
ど
の
陰
謀
論
は
福
音
派
や
共
和
党
支
持
者
の

間
で
広
が
っ
て
い
る
。
一
方
、
Ｓ
Ｂ
Ｎ
Ｒ
は
民
主
党
支
持
者
に
よ
り
多
く
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の
接
近
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
、
陰
謀
論
を
社
会
か
ら
の
逸
脱
と
捉
え
ず
、

現
代
社
会
に
お
い
て
生
起
す
る
複
数
の
物
語
（
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
）
と
し
て
扱

う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
Ｂ
・
ジ
ャ
ウ
ォ
ル
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
陰
謀
論

と
し
て
扱
わ
れ
る
多
く
の
言
説
は
、「
科
学
」
へ
の
反
発
と
は
程
遠
く
、

科
学
的
権
威
の
象
徴
や
慣
用
句
を
選
択
的
に
利
用
し
て
い
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
を
推
奨
す
る
主
流
派
、
ワ
ク
チ
ン
へ
の
陰
謀
論
的
な
思

想
を
含
む
反
対
派
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
科
学
対
盲
信
、
真
実
対
欺
瞞
、

証
拠
対
仮
説
な
ど
、
同
じ
二
項
対
立
を
用
い
、
科
学
、
真
実
、
証
拠
の
重

要
性
を
強
調
す
る
物
語
を
提
示
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
人
び
と
の
重
視
す
る
代
替
医
療
を
含
む
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
世
界
観

や
諸
実
践
は
主
流
文
化
が
直
面
す
る
問
題
へ
の
社
会
的
異
議
申
し
立
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
陰
謀
論
が
急
増
し
た
要
因
や
、
そ

う
し
た
言
説
を
逸
脱
的
行
為
と
し
て
扱
う
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
研
究

者
に
よ
っ
て
大
き
く
見
解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

多
く
の
社
会
理
論
家
た
ち
は
、
現
代
の
陰
謀
論
の
発
展
に
は
、
世
俗
化
、

す
な
わ
ち
伝
統
的
世
界
観
や
社
会
全
体
を
包
摂
す
る
宗
教
へ
の
信
頼
が
喪

失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
根
本
的
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
と
捉
え
る

点
で
は
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

コ
メ
ン
ト

ヤ
ニ
ス
・
ガ
イ
タ
ニ
デ
ィ
ス

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
セ

ラ
ピ
ス
ト
の
話
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｓ
Ｂ
Ｎ
Ｒ
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
人
た

ち
の
間
で
、
陰
謀
論
が
広
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
コ
メ
ン
テ
ー

も
つ
。
以
前
は
一
部
の
人
た
ち
に
よ
る
狂
信
的
信
念
と
捉
え
ら
れ
て
い
た

コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
だ
が
、
最
近
で
は
各
種
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
発
信
に
よ
っ
て
、
一
般
の
人
た
ち
の
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
政
治
が
二
極
化
し
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
も
う
一
つ
が
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
広
が
り

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
で
あ
る
。

　

本
報
告
で
は
、
お
も
に
欧
米
諸
国
を
念
頭
に
お
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か

で
顕
著
と
な
っ
た
陰
謀
論
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
文
化
の
結
び
つ
き
の

実
態
を
究
明
す
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
ヨ
ガ
、
気
功
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
な
ど
心
身
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
健
康
を
重
視
す
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
広
が
っ
た
「
パ
ス
テ
ル
Ｑ
ア
ノ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
文
化
運
動
を
手
が
か
り
と
し
た
い
。
こ
の
運
動
の
担
い
手
た
ち
は
、
コ

ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
と
も
な
う
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
背
後
に
は
全
体
主

義
的
な
「
デ
ィ
ー
プ
ス
テ
ー
ト
（
闇
の
国
家
）」
の
陰
謀
が
あ
る
と
信
じ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
計
画
さ
れ
た
「
プ
ラ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
で
あ
る
と
主
張
す

る
。
そ
し
て
「
自
分
で
調
べ
な
さ
い
」「
大
い
な
る
目
覚
め
」
と
い
っ
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
生
み
出
し
た
デ
ィ
ー

プ
ス
テ
ー
ト
の
陰
謀
を
暴
き
、
真
実
を
つ
き
と
め
る
と
い
う
、
自
己
決
定

権
を
信
奉
者
自
身
に
付
与
す
る
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
物
語
の
提
供
を
し

て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
世
界
観
を
掲
げ
、
自
己
の

聖
性
や
個
人
的
探
求
を
重
視
す
る
現
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
文
化
は
、

と
き
と
し
て
主
流
文
化
か
ら
「
逸
脱
」
し
、
陰
謀
論
に
陥
る
あ
や
う
さ
の

あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
当
該
文
化
の
展
開
を
逸
脱
的
な
も
の
と
し
て
の
み
自

明
視
せ
ず
、
当
事
者
た
ち
の
意
味
形
成
に
着
目
す
る
文
化
社
会
学
的
か
ら
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伊
藤
氏
の
発
表
で
分
か
り
や
す
く
窺
え
る
要
素
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
年

ア
メ
リ
カ
で
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
原
因
は
、

コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
規
範
的
キ
リ
ス
ト
教
と
対
比
さ
れ
て
考
え

ら
れ
て
き
た
概
念
だ
か
ら
で
あ
る
。
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
当
初
の
ニ
ュ

ー
エ
イ
ジ
を
、
千
年
王
国
的
で
ポ
ス
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
変
革
の

願
望
と
し
て
「
逸
脱
的
」
現
象
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
近
年
、
ア
メ
リ
カ
で

み
ら
れ
る
陰
謀
論
が
注
目
さ
れ
て
い
る
理
由
も
、
キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
が
、
以
前
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
陰
謀
論
を
信
じ
る
よ
う

に
な
り
、
規
範
的
キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
離
れ
た
か
ら
な
の

で
は
な
い
か
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
陰
謀
論
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
も
文
脈
依
存
的
概
念
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
時
代
的
特
徴
に
も
依
存
し

て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
堀
江
氏
の
発
表
で
紹
介
さ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
場
合
は
、
陰
謀
論
に
対
す
る
考
え
を
ど
の
時
点
で
聞
く
か
に

よ
っ
て
、
回
答
が
異
な
る
と
想
定
で
き
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
始
ま
り
ご

ろ
の
報
道
は
の
ち
に
陰
謀
論
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た

（
陰
謀
の
度
合
に
も
よ
る
が
）
逆
の
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
え
た
。

　

結
局
は
、「
陰
謀
論
」
が
階
級
と
権
力
を
語
る
、
あ
る
種
の
方
法
に
過

ぎ
ず
、
何
が
陰
謀
論
な
の
か
と
い
う
よ
り
も
、
陰
謀
論
批
判
を
し
な
が
ら

も
、
早
い
ペ
ー
ス
で
陰
謀
論
を
生
み
出
し
て
い
る
社
会
に
関
す
る
考
察
の

ほ
う
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
考
察
の
中
に
、
一
つ
の
落
と
し
ど

こ
ろ
も
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
陰
謀
論
を
心
理
学
的
に
説
明
し
よ
う

と
し
た
際
に
、「
孤
独
」
や
「
排
他
性
」
な
ど
が
そ
の
原
因
と
し
て
し
ば

し
ば
挙
げ
ら
れ
る
が
、
同
時
に
、
陰
謀
論
信
者
の
心
理
や
精
神
状
態
の
異

常
（
例
：
自
己
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
に
つ
い
て
の
議
論
も
さ
れ
て

い
る
。
排
他
性
は
陰
謀
論
信
者
が
増
え
る
原
因
の
一
つ
で
あ
れ
ば
、
そ
の

タ
も
確
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
と
「
陰
謀
論
」

の
境
界
線
を
意
識
し
て
い
る
の
は
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
側
の
人
た
ち
の

み
で
あ
り
、「
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
の
は
Ｓ
Ｂ
Ｎ
Ｒ
の

観
点
か
ら
の
議
論
な
の
で
は
な
い
か
と
印
象
を
受
け
て
い
た
。
つ
ま
り
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
、「
善
」
と
さ
れ
て
き
た
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」

が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
、「
悪
」
と
さ
れ
る
陰
謀
論
に
よ
り
、「
汚
染
」
さ
れ

て
い
る
と
い
う
懸
念
は
「
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
の
本
質
な
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
」
を
一
般
化
し
、
新
し
い
現
象
、
ま
た
は
、
分
析
概
念
と
し
て
使
う
よ

り
も
、
栗
田
氏
の
発
表
の
よ
う
に
、
あ
る
思
想
運
動
の
中
に
、
特
定
の
現

代
的
「
陰
謀
論
」
を
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
そ
の
変
化
や
関
連
思
想
と
の

相
互
作
用
を
描
写
す
る
の
が
意
義
の
あ
る
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
ほ
か
の
三
つ
の
発
表
の
欠
点
を

通
し
て
、
説
明
で
き
る
。

　

辻
氏
の
発
表
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
「
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
に

関
す
る
批
判
的
視
点
を
言
い
換
え
る
と
、
陰
謀
論
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
も
あ
ら
か
じ
め
特
定
さ
れ
た
代
表
例
を
も
と
に
、
異
な
っ
た
領
域
と
し

て
作
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
二
つ
の
領
域
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
意

外
性
が
生
じ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
日
本
に
お
い
て
は
、「
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
」
の
表
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
江
原
啓
之
の
著
書
の

中
に
、
日
本
に
関
す
る
偽
史
や
陰
謀
論
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
今
ま
で
の
研
究
者
は
「
江
原
ブ
ー
ム
」
を
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
と
し
て
捉
え
て
こ
な
か
っ
た
。
や
は
り
、
陰
謀
論
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
も
、
あ
る
種
の
「
宗
教
」
と
対
比
さ
れ
、
定
義
さ
れ
た
概
念
だ
か

ら
こ
そ
、
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
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寄
与
し
て
い
る
可
能
性
を
探
っ
た
。

　

栗
田
報
告
で
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の

顕
著
な
事
例
で
あ
る
太
田
竜
を
取
り
上
げ
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
か
ら
陰
謀

論
・
陰
謀
史
観
に
至
る
思
想
的
・
理
論
的
な
推
移
を
記
述
し
た
。
一
九
八

〇
年
代
の
太
田
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
政
党
（
日
本
み
ど
り
の
党
・
日
本
み
ど

り
の
連
合
・
地
球
維
新
党
）
の
中
心
的
人
物
と
し
て
活
動
し
、
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
な
宗
教
思
想
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
結
び
付
け
た
急
進
的
思
想
を
展
開

し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
陰
謀
論
に
つ
な
が
る
転
機
と
し
て
、
動
物
実
験
全

廃
運
動
に
お
け
る
党
派
的
・
理
論
的
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

堀
江
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
陰
謀
論
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
関

係
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
死
生
観
調
査
の
デ
ー
タ
に
よ
り
以
下
の
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
ま
ず
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
関
与
者
と
非
関
与
者
と
で

は
、
前
者
の
方
が
コ
ロ
ナ
陰
謀
論
に
傾
き
や
す
い
が
、
そ
の
な
か
で
は
少

数
派
だ
っ
た
。
神
道
信
仰
者
、
瞑
想
実
践
者
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
本
読
者

の
間
で
は
コ
ロ
ナ
陰
謀
論
の
支
持
が
平
均
よ
り
高
い
が
、
超
越
的
存
在
へ

の
信
念
、
占
い
や
祈
り
の
実
践
へ
の
関
与
者
は
平
均
よ
り
陰
謀
論
を
支
持

し
な
か
っ
た
。
総
じ
て
、
個
人
主
義
的
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
陰
謀

論
は
強
く
結
び
つ
か
な
い
と
指
摘
し
た
。

　

伊
藤
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
な
か
で
顕
著
と
な
っ
た

コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
主
に
欧
米
の
ヨ
ガ
な
ど
の
ウ
ェ

ル
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
広
が
り
に
関
し
て
考
察
し
た
。
広
が
り
の

要
因
に
は
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
健
康
を
重
視
す
る
人
び
と
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
強
制
へ
の
反
発
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
、
ま
た
「
す
べ
て
は
つ
な
が

っ
て
い
る
」
と
い
う
陰
謀
論
と
類
似
し
た
思
考
様
式
を
も
つ
こ
と
が
挙
げ

信
者
ら
の
心
理
を
排
他
的
に
扱
う
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
矛
盾
が
あ
る

と
感
じ
る
の
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

栗
田　

英
彦

　

近
年
、
社
会
現
象
と
し
て
の
陰
謀
論
の
前
景
化
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
の
注
目
の
増
大
に
伴
い
、
欧
米
の
人
文
・
社
会
科
学
で

陰
謀
論
研
究
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
国
内
で
も
研
究
が
現
れ
始
め
て
い

る
。
こ
う
し
た
な
か
、
社
会
学
者
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ー
ド
と
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヴ
ォ
ア
ス
に
よ
っ
て
陰
謀
論
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
交

錯
を
意
味
す
る
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
概
念
が
提
案
さ
れ
、
宗
教
研

究
者
も
加
わ
っ
て
事
例
や
概
念
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
論

集
『
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
入
門
』（
二
〇
二
三
年
）
が
刊
行
さ
れ
、

国
内
で
の
議
論
の
先
鞭
が
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
本
パ
ネ
ル
で

は
、
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
最
新
の
事
例
や
知
見
を
持
ち

寄
り
、
こ
の
研
究
領
域
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

　

辻
報
告
で
は
、
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
定
義
と
そ
れ
に
対
す
る

批
判
を
確
認
し
、
当
概
念
の
有
用
性
を
検
討
し
た
。
ウ
ォ
ー
ド
と
ヴ
ォ
ア

ス
は
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
、
悲
観
的
・
二
元
論
的
・
右
派
的
な

陰
謀
論
と
、
楽
観
的
・
一
元
論
的
・
リ
ベ
ラ
ル
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

が
結
び
付
い
た
新
し
い
現
象
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は

す
で
に
様
々
な
批
判
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
批
判
を
踏
ま
え
つ

つ
、
当
概
念
の
有
用
性
と
し
て
、
陰
謀
論
が
正
し
さ
を
訴
え
る
戦
略
と
し

て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
語
彙
と
世
界
認
識
を
援
用
し
、
そ
れ
が
訴
求
力
に
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明
治
改
暦
一
五
〇
年
に
近
代
日
本
を
問
う代

表
者
・
司
会　

林　
　

淳

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

遠
藤　

潤

貞
享
改
暦
と
明
治
改
暦

林　
　
　

淳

　

貞
享
改
暦
（
一
六
八
五
年
）
で
作
成
さ
れ
た
近
世
の
暦
が
ど
の
よ
う
な

性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
、
明
治
改
暦
後
の
太
陽
暦
受
容
に
つ

な
が
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
明
治
政
府
は
、
太
陽
暦
採

用
に
あ
た
っ
て
太
陰
太
陽
暦
を
「
盲
誕
無
稽
」
と
称
し
た
が
、
太
陽
太
陽

暦
は
近
代
社
会
の
中
で
長
く
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た

か
。
確
か
に
「
盲
誕
無
稽
」
に
見
え
る
暦
注
は
掲
載
さ
れ
た
が
、
近
世
の

暦
は
、
そ
れ
以
前
の
地
方
暦
と
比
較
し
て
、
生
業
と
く
に
農
業
関
連
の
事

項
を
多
く
掲
載
し
た
。

　

貞
享
改
暦
が
も
っ
た
歴
史
的
意
義
は
一
つ
に
収
斂
す
る
も
の
で
は
な

く
、
複
合
的
で
あ
る
。
五
つ
の
点
を
挙
げ
る
。
第
一
に
、
八
二
三
年
に
わ

た
っ
た
宣
明
暦
の
時
代
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
古
代
律
令

時
代
に
中
国
暦
が
伝
来
し
た
が
、
そ
れ
以
降
中
国
暦
を
入
手
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
第
二
に
、
貞
享
改
暦
は
、
直
接
に
は
中
国
に
お
け
る
科
学
革

命
、
俯
瞰
す
る
な
ら
ば
西
洋
に
起
源
を
持
っ
た
科
学
革
命
の
影
響
を
受
け

て
い
た
。
渋
川
春
海
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
坤
輿
万
国
全
図
を
見
て
お

り
、
望
遠
鏡
で
月
や
星
を
観
察
し
、
地
球
儀
、
天
球
儀
を
自
ら
作
成
し
て

い
た
。
第
三
に
、
地
方
暦
が
独
立
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
が
、
貞
享
改
暦

以
降
は
、
天
文
方
が
一
元
的
に
原
版
を
作
成
し
て
、
地
方
暦
師
は
そ
れ
を

ら
れ
る
。
し
か
し
、
陰
謀
論
と
さ
れ
る
多
く
の
言
説
は
必
ず
し
も
非
科
学

的
と
言
え
な
い
た
め
、
社
会
病
理
で
は
な
く
、
代
替
的
な
物
語
と
し
て
分

析
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
ガ
イ
タ
ニ
デ
ィ
ス
は
、
近
年
の
「
陰
謀
論
」・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
の
動
向
を
踏
ま
え
、
宗
教
研
究
・
宗
教
社
会

学
の
幅
広
い
方
法
論
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
議
論
を
開
き
な
が
ら
、
各
報
告

に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
こ
の
研
究
領
域
の
課
題
を
整
理
し
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
陰
謀
論
と
精
神
病
理
の
関
係
や
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
と
宗
教
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
各
報
告
者
の
応

答
に
よ
り
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
国
ご
と
の
陰
謀
論
の
展
開

の
違
い
や
陰
謀
論
と
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
の
関
係
に
つ
い
て
も
話
題
が
及

び
、
コ
ン
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
テ
ー
マ
の
広
が
り
や
そ
れ
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
実
感
さ
れ
た
。
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の
な
か
で
太
陽
暦
的
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

貞
享
改
暦
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
明
治
改
暦
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
さ

ほ
ど
混
乱
な
く
太
陽
暦
は
社
会
に
受
容
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
う
だ
と

す
る
と
、
近
世
の
暦
が
す
で
に
太
陽
暦
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が

一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、「
旧
暦
」
と
呼
ば
れ
た
太
陰
太
陽
暦
は

継
続
し
、
明
治
改
暦
以
降
も
根
強
く
使
用
さ
れ
続
け
た
。
こ
れ
も
、
太
陰

太
陽
暦
と
太
陽
暦
的
性
格
が
併
存
し
た
近
世
の
暦
の
慣
習
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
明
治
政
府
は
、「
旧
暦
か
ら
新
暦
へ
」
と
い
う
解
釈
枠
を
も

っ
て
太
陽
暦
を
使
う
よ
う
に
国
民
に
働
き
か
け
た
。
と
は
い
え
官
暦
に
は

太
陰
太
陽
暦
の
月
日
も
記
載
さ
れ
て
い
た
。
一
九
〇
八
年
に
衆
議
院
で
官

暦
か
ら
太
陰
太
陽
暦
の
月
日
を
取
り
除
く
決
議
が
出
さ
れ
て
、
太
陰
太
陽

暦
は
事
実
上
廃
止
さ
れ
た
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
太
陽
暦
が
受
容
で
き

た
の
も
「
旧
暦
」
が
続
い
た
の
も
、
近
世
の
暦
に
お
い
て
両
者
の
併
存
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

明
治
改
暦
と
近
代
の
暦
の
機
能 

│
│ 

神
社
の
例
祭
日
の
暦
面
へ
の
掲
載
か
ら 

│
│

下
村　

育
世

　

明
治
改
暦
以
降
の
近
代
の
官
暦
（
官
許
を
受
け
た
暦
。
以
下
「
暦
」
と

の
み
記
す
）
に
は
、
近
世
の
暦
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
機
能
が
期
待
さ
れ

加
わ
っ
た
。
暦
に
掲
載
す
る
こ
と
で
政
府
の
決
定
事
項
を
公
に
知
ら
せ

る
、「
公
告
」
に
類
す
る
機
能
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
れ
が
具
体
的

に
ど
う
現
れ
る
か
を
、
近
代
の
暦
に
掲
載
さ
れ
た
事
項
、
と
り
わ
け
神
社

（
官
社
）
の
例
祭
（
官
祭
）
日
に
着
目
し
な
が
ら
考
察
し
た
。

　

明
治
五
年
一
一
月
九
日
に
改
暦
の
詔
書
・
布
告
が
発
せ
ら
れ
、
同
年
一

参
照
し
て
印
刷
し
た
。
同
一
の
暦
の
全
国
化
は
、
政
治
・
経
済
・
情
報
が

全
国
的
に
行
き
わ
た
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。
全
国
的
に
同
一
の
暦
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
暦
師
同
士
の
競
争
は
熾
烈
を
き
わ
め
た
。
第
四
に
、
統
治

者
の
思
想
に
か
か
わ
る
。
中
国
で
は
皇
帝
が
天
文
観
測
を
さ
せ
、
天
の
意

志
を
窺
お
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
「
観
象
授
時
」
と
い
う
思
想
は
、
改
暦

を
決
断
し
た
保
科
正
之
、
徳
川
綱
吉
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
第
五
に
、

近
世
の
暦
は
農
業
暦
的
性
格
を
も
っ
た
。

　

こ
の
な
か
の
第
五
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
る
。
貞
享
暦
は
、
巻
頭
の
デ

ザ
イ
ン
の
面
か
ら
伊
勢
暦
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
伊
勢
暦
は
丹
生
暦
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
丹
生
暦
、
伊

勢
暦
が
頒
布
数
を
伸
ば
し
た
背
景
に
は
、
二
つ
の
暦
を
購
入
し
て
い
た
伊

勢
の
御
師
の
活
躍
が
あ
っ
た
。
御
師
は
、
大
麻
と
暦
を
土
産
に
し
て
、
諸

国
の
旦
那
を
回
っ
た
が
、
御
師
た
ち
が
配
っ
た
暦
は
膨
大
な
数
に
な
っ

た
。
御
師
も
暦
師
も
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
旦
那
の
要
望
を
意
識
し
て
い

た
。
貞
享
二
年
暦
に
は
「
二
百
十
日
」、「
八
十
八
夜
」
は
掲
載
し
て
な
か

っ
た
が
、
伊
勢
山
田
の
三
方
会
合
か
ら
老
中
に
対
し
て
、
伊
勢
暦
に
は

「
二
百
十
日
」、「
八
十
八
夜
」
を
載
せ
た
い
と
要
望
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

結
果
と
し
て
翌
年
か
ら
の
暦
に
は
「
二
百
十
日
」、「
八
十
八
夜
」
が
掲
載

さ
れ
た
。

　

享
保
一
四
年
暦
を
見
る
と
、
二
十
四
節
気
が
大
き
く
柱
書
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ま
で
は
、「
三
月
せ
つ
」「
三
月
ち
ゅ
う
」「
立
夏
」
と
し
か
書

い
て
な
く
、
暦
注
の
一
つ
と
し
て
小
さ
く
書
か
れ
て
い
た
。
二
十
四
節
気

は
、
季
節
を
表
現
し
、
太
陽
の
運
行
に
合
わ
せ
た
時
間
の
区
切
り
方
で
あ

っ
た
。
こ
れ
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
太
陽
暦
的

な
性
格
を
強
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
近
世
の
暦
は
、
太
陰
太
陽
暦
の
枠
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る
）。
し
か
し
多
く
の
場
合
は
こ
れ
に
依
ら
ず
、
明
治
一
三
年
八
月
に
列

格
さ
れ
た
創
建
神
社
の
官
幣
中
社
・
八
代
宮
の
例
で
は
、
同
一
五
年
一
月

の
治
定
に
先
立
ち
、
同
一
四
年
八
月
に
内
務
省
に
よ
る
宮
内
省
へ
の
照
会

で
、「
御
治
定
ノ
上
ハ
例
規
ニ
照
シ
、
来
十
五
年
ヨ
リ
暦
面
ニ
掲
載
シ
、

地
方
官
幷
一
社
ヘ
ハ
当
省
ヨ
リ
相
達
可
申
候
」
と
す
る
。
例
祭
日
の
改
定

に
お
い
て
も
、
例
え
ば
明
治
四
年
五
月
に
列
格
さ
れ
た
官
幣
大
社
・
香
取

神
宮
は
、
明
治
一
四
年
八
月
に
同
神
宮
宮
司
か
ら
願
書
が
出
さ
れ
、
一
一

月
に
改
定
が
な
る
が
、
九
月
の
内
務
大
輔
か
ら
宮
内
少
輔
へ
の
上
申
書
に

は
、
右
と
ほ
ぼ
同
様
に
「
御
改
定
ノ
上
ハ
例
規
ニ
照
シ
、
来
十
五
年
ヨ
リ

暦
面
ニ
掲
載
シ
、
地
方
官
幷
一
社
ヘ
ハ
当
省
ヨ
リ
相
達
可
申
存
候
」
と
あ

る
。
い
ず
れ
か
ら
も
、
暦
に
記
載
す
る
こ
と
で
公
的
に
周
知
さ
れ
る
と
い

う
前
提
が
読
み
取
れ
、
ま
た
い
ず
れ
の
例
も
『
太
政
官
日
誌
』
は
既
に
廃

刊
、『
官
報
』
は
刊
行
前
で
、
必
然
的
に
暦
面
へ
の
掲
載
で
し
か
周
知
さ

れ
得
な
か
っ
た
。『
太
政
官
日
誌
』
や
『
官
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
例
と
し

て
、
氷
川
神
社
、
賀
茂
両
社
、
男
山
八
幡
宮
、
春
日
社
、
伊
弉
諾
神
社
な

ど
の
例
祭
日
の
改
定
が
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
は
掲
載
さ
れ
な
い
。

　

近
代
に
お
い
て
神
社
の
例
祭
は
、
定
め
ら
れ
た
祭
式
に
よ
り
、
定
め
ら

れ
た
日
取
り
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
正
式
な
祭
祀
と
な
る
。
そ
の
日
取

り
を
周
知
す
る
機
能
を
有
し
た
の
が
近
代
の
暦
で
あ
る
。
近
代
に
な
っ
て

暦
に
は
こ
の
よ
う
な
「
公
告
」
に
類
す
る
機
能
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
こ

の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
暦
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
り
、
そ

の
機
能
は
達
成
さ
れ
る
と
言
え
、
近
代
の
暦
は
、
人
々
の
便
不
便
と
関
わ

ら
な
い
次
元
の
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
の
敗
戦
ま
で
、
官
暦

以
外
の
暦
の
流
通
は
法
令
に
よ
る
制
限
を
受
け
る
が
、
そ
の
背
景
の
一
つ

に
暦
の
こ
の
「
公
告
」
機
能
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
月
三
日
を
明
治
六
年
一
月
一
日
と
し
た
上
で
太
陽
暦
を
採
用
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
陰
陽
道
に
基
づ
く
暦
注
（
日
取
り
の
吉
凶
な

ど
）
は
「
妄
誕
無
稽
」
と
し
て
廃
さ
れ
、
代
わ
り
に
神
武
天
皇
即
位
紀
元

（
皇
紀
）
や
天
皇
に
関
わ
る
祝
祭
日
が
新
た
に
暦
に
登
場
し
た
。
歴
代
天

皇
の
忌
日
（
神
武
か
ら
孝
明
天
皇
ま
で
）
と
神
社
の
例
祭
日
も
暦
に
加
わ

っ
た
。
人
々
の
生
活
に
根
ざ
し
た
五
節
句
（
人
日
・
上
巳
・
端
午
・
七

夕
・
重
陽
）
も
同
時
期
に
禁
じ
ら
れ
た
。
明
治
改
暦
は
新
し
い
時
間
秩
序

の
導
入
を
意
味
し
て
い
た
。

　

官
暦
が
神
宮
司
庁
か
ら
頒
布
さ
れ
始
め
る
明
治
一
五
年
以
降
、
公
的
な

暦
の
通
行
制
度
に
お
け
る
神
社
・
神
道
と
の
関
わ
り
は
見
え
や
す
い
。
し

か
し
そ
れ
以
前
か
ら
暦
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
例
祭
日
か
ら
は
、
よ
り
早

い
時
期
か
ら
の
暦
と
神
社
・
神
道
と
の
深
い
関
わ
り
が
見
て
取
れ
る
。
例

祭
日
の
掲
載
対
象
は
最
後
の
官
暦
・
昭
和
二
一
年
暦
で
は
二
二
三
神
社
に

ま
で
及
ん
だ
が
、
最
初
の
太
陽
暦
・
明
治
六
年
暦
に
初
め
て
登
場
し
た
際

に
は
、
官
幣
大
社
（
二
十
二
社
を
含
む
）
を
中
心
と
し
た
三
七
神
社
で
あ

っ
た
。
し
か
し
改
暦
直
後
に
は
祝
祭
日
を
太
陽
暦
に
変
換
（
推
歩
）
す
る

に
あ
た
っ
て
混
乱
が
あ
り
、
明
治
六
年
暦
の
日
取
り
は
当
面
仮
定
の
も
の

で
今
後
の
変
更
を
見
込
む
と
い
う
便
宜
的
な
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
各
神
社
の
例
祭
日
も
、
旧
来
の
太
陰
太
陽
暦
の
日
取
り
を
単
に
同

年
の
太
陽
暦
に
変
換
す
る
方
法
を
採
っ
た
が
、
こ
れ
で
は
祭
日
が
毎
年
移

動
す
る
た
め
、
政
府
は
明
治
六
年
七
月
、
例
祭
日
を
定
日
化
す
る
と
も
に

そ
の
日
取
り
を
七
年
暦
に
掲
載
す
る
と
、
太
政
官
布
告
第
二
五
八
号
で
明

文
化
す
る
。
布
告
に
は
、
神
社
の
例
祭
日
も
付
さ
れ
た
。

　

治
定
さ
れ
た
例
祭
日
を
公
的
に
周
知
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
右
の
布

告
の
よ
う
に
法
令
の
な
か
に
記
さ
れ
る
方
法
が
あ
る
（
暦
に
も
掲
載
さ
れ
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た
。
明
治
五
年
に
学
制
が
発
布
さ
れ
、
小
学
教
則
に
も
と
づ
く
標
準
教
科

書
が
制
定
さ
れ
る
と
、
地
球
の
概
念
や
地
動
説
は
「
官
許
」
の
知
識
と
し

て
公
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
明
治
六
年
に
改
暦
が
実
施
さ

れ
、
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
る
と
、
近
代
科
学
の
自
然
観
は
ほ
ぼ
一
般
常
識

化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
六
年
の
『
改
暦
弁
』
に
お
い
て
、
福
沢

諭
吉
が
「
此
度
の
一
條
（
改
暦
／
太
陽
暦
採
用
）
は
日
本
国
中
の
知
者
と

馬
鹿
者
と
を
区
別
す
る
吟
味
の
問
題
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
改
暦
と
学
制

に
も
と
づ
く
啓
蒙
の
時
代
に
、
国
民
教
化
の
担
い
手
で
あ
る
教
導
職
の
説

教
が
時
代
に
逆
行
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
あ
り
得
な
い
事
態
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
釈
雲
照
の
書
簡
で
は
「
宗
説
」
と
「
世
学
」
な
い
し

は
、
宗
教
的
信
仰
と
科
学
的
知
識
の
差
異
は
認
識
し
な
が
ら
、
学
校
教
育

の
現
場
で
自
然
科
学
的
な
知
識
が
優
先
さ
れ
て
伝
統
的
な
信
仰
が
軽
視
さ

れ
れ
ば
、
宗
教
的
教
説
に
支
え
ら
れ
た
倫
理
・
道
徳
は
機
能
し
な
く
な
る

と
し
て
、
敢
え
て
論
争
に
身
を
挺
す
る
姿
勢
が
記
さ
れ
て
い
る
。
学
制
公

布
（
明
治
五
年
）
と
明
治
改
暦
（
明
治
六
年
）
と
教
部
省
／
大
教
院
設
置

（
明
治
五
年
）
の
重
な
る
啓
蒙
の
時
代
の
圧
力
は
、
雲
照
の
よ
う
な
教
導

職
に
道
化
を
演
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
危
機
感
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
『
明
教
新
誌
』
の
論
説
は
、
須
弥
山
説
と
地
球
説
／
地
動
説
の

対
立
を
仏
教
的
倫
理
（
因
果
説
）
と
キ
リ
ス
ト
教
的
倫
理
（
造
化
説
）
の

差
異
に
帰
着
さ
せ
る
。
日
本
精
神
と
西
洋
文
化
の
差
異
を
明
確
化
し
、

「
和
魂
」
を
順
守
し
て
「
洋
才
」
を
受
容
す
る
言
説
は
、
文
明
開
化
と
啓

蒙
の
時
代
に
咲
く
あ
だ
花
の
よ
う
な
こ
の
事
件
に
、
一
つ
の
着
地
点
を
用

意
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
議
論
さ
れ
た
学
校
教
育
と
宗
教
的
教
化
の
軋
轢
、
国

体
思
想
と
仏
教
の
緊
張
関
係
、
科
学
的
知
識
と
宗
教
的
信
仰
の
差
異
、
日

明
治
改
暦
と
近
代
仏
教

岡
田　

正
彦

　
『
近
代
真
宗
大
谷
派
年
表
』
に
は
、
明
治
九
年
「
六
・
二
八　

教
部
省

よ
り
、
太
陽
暦
と
須
弥
山
説
と
の
混
乱
な
き
よ
う
達
せ
ら
れ
る
」
と
あ
る
。

一
般
に
こ
の
頃
か
ら
、
教
導
職
に
よ
る
須
弥
山
説
の
教
示
が
禁
止
さ
れ
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
や
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

前
年
の
明
治
八
年
に
は
、
神
仏
合
同
布
教
の
禁
止
と
と
も
に
大
教
院
は

廃
止
さ
れ
、
さ
ら
に
「
信
教
自
由
保
障
の
口
達
」
が
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

翌
一
〇
年
の
早
々
に
は
教
部
省
が
廃
止
さ
れ
る
こ
の
狭
間
の
期
間
に
、
な

ぜ
須
弥
山
説
の
停
止
が
通
達
さ
れ
た
の
か
。
し
ば
し
ば
、
こ
の
通
達
の
直

接
の
原
因
と
さ
れ
る
の
は
、
釈
雲
照
（
一
八
二
七
―
一
九
〇
九
）
が
起
こ

し
た
布
教
中
止
事
件
で
あ
る
。
小
学
校
の
教
育
内
容
を
批
判
し
て
島
根
県

と
全
面
対
立
し
た
雲
照
は
、
最
終
的
に
本
山
と
教
部
省
を
巻
き
込
ん
だ
騒

動
の
果
て
に
勧
修
寺
の
住
職
と
教
導
職
の
立
場
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
と
き
の
議
論
の
中
心
が
、
明
治
改
暦
以
来
の
開
明
的
な
宇
宙
論

／
地
動
説
と
仏
教
の
宇
宙
論
／
須
弥
説
の
対
立
で
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
釈
雲
照
の
教
導
は
、
こ
れ
ほ
ど
深
刻
な
問
題
を
惹
起
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
本
発
表
で
は
、
①
島
根
県
令
や
小
学
校
教
員
の
上
申
書
、
②
釈

雲
照
の
書
簡
、
③
『
明
教
新
誌
』
の
論
説
を
も
と
に
、
こ
の
事
件
の
詳
細

を
確
認
し
た
。
興
味
深
い
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
り
方
が
三
者
三
様
に
微

妙
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
島
根
県
令
や
小
学
校
教
員
の
語
り
口
は
、
新
し
い
開
明
的
／
啓

蒙
的
知
識
を
否
定
し
、
変
化
を
受
け
容
れ
な
い
雲
照
の
姿
勢
を
一
洗
す
べ

き
旧
弊
（
な
い
し
迷
信
）
と
見
做
し
て
、
完
全
に
拒
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
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言
え
ば
「
和
魂
洋
才
」
に
近
い
。

　

同
様
に
明
治
改
暦
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
世
界
創
造
神
話
（
安
息
日
）
や
キ
リ

ス
ト
教
の
「
主
の
日
」（
キ
リ
ス
ト
の
復
活
）
に
も
と
づ
く
七
曜
の
観
念

を
〝
脱
〞
宗
教
的
に
換
骨
奪
胎
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
明
治
政
府
は
当

初
、
日
曜
日
を
休
日
に
し
な
い
一
・
六
制
を
採
用
し
て
お
り
、
改
暦
の
際

に
も
「
耶
蘇
の
嫌
疑
」
を
意
識
し
て
週
日
制
を
見
送
っ
て
い
る
。
改
暦
時

は
ま
だ
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
時
代
だ
っ
た
。
週
日
制
の
導
入
は
官
立
学
校

で
は
明
治
七
年
四
月
、
一
般
官
庁
で
は
明
治
九
年
四
月
か
ら
で
あ
る
。

　

大
阪
府
が
手
作
り
で
印
刷
し
た
明
治
一
二
年
の
七
曜
表
（
吹
田
市
立
博

物
館
寄
託
の
橋
本
家
文
書
）
を
見
る
と
、
日
曜
は
じ
ま
り
で
漢
数
字
が
使

わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
七
曜
表
をCA

LEN
D

A
R

と
英
語
表
記
す
る

カ
レ
ン
ダ
ー
が
大
正
年
間
に
は
登
場
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
西
暦
の
年
数

が
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
記
載
さ
れ
て
い
た
。
七
曜
表
（
い
わ
ゆ
る
月
表
）
と

ア
ラ
ビ
ア
数
字
か
ら
な
る
、
今
日
で
は
一
般
的
な
横
書
き
の
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
縦
書
き
・
漢
数
字
の
暦
で
あ
る
官
暦
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
徐
々

に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
官
暦
と
は
別
に
「
お
ば
け
暦
」

と
い
う
、
六
曜
な
ど
の
暦
注
を
記
し
た
偽
暦
が
流
行
す
る
の
も
明
治
中
期

以
降
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、〝
超
〞
宗
教
的
と
は
「
神
道
は
宗
教
に
非
ず
」（
国
家
神

道
）
に
つ
な
が
る
論
理
で
あ
り
、〝
脱
〞
宗
教
的
と
は
戦
前
の
「
月
月
火

水
木
金
金
」（
海
軍
歌
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
休
日
返
上
」
の
軍
事
的
・

世
俗
的
労
働
観
に
根
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
神
道
の
国
教

化
政
策
が
一
方
に
あ
り
、
他
方
で
は
戦
前
の
「
大
日
本
帝
国
」、
あ
る
い

は
戦
後
の
「
経
済
大
国
」
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
世
相
を
歌
で
表
現
し
た

の
が
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
の
奉
祝
国
民
歌
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
や
一
九

本
精
神
と
西
洋
文
化
の
位
置
関
係
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
、
こ
の
後
の
近
代

仏
教
思
想
の
主
要
な
課
題
と
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
議
論
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
歴
史
を
回
顧
す
る
と
き
、
改
暦
に
よ
る
新
た
な

宇
宙
論
の
啓
蒙
と
学
校
教
育
に
よ
る
そ
の
普
及
の
始
点
と
な
る
明
治
六
年

は
、
近
代
仏
教
思
想
の
成
立
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
分
岐
点
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

新
暦
の
〝
超
〞
宗
教
化
、
七
曜
表
の
〝
脱
〞
宗
教
化

中
牧　

弘
允

　

明
治
改
暦
（
旧
暦
↓
新
暦
）
か
ら
一
五
〇
年
を
宗
教
化
の
過
程
と
し
て

把
握
す
る
と
、
新
暦
の
〝
超
〞
宗
教
化
と
七
曜
表
の
〝
脱
〞
宗
教
化
が
指

摘
で
き
る
。
そ
し
て
自
由
に
暦
の
発
行
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
戦
後

は
「
こ
よ
み
」（
暦
や
カ
レ
ン
ダ
ー
）
の
自
由
化
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

　

暦
は
中
国
伝
来
の
名
称
で
あ
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
は
西
洋
由
来
の
呼
称
で

あ
る
。
明
治
改
暦
は
時
間
制
度
（
年
月
日
と
時
刻
）
に
お
け
る
中
国
文
明

か
ら
西
洋
文
明
へ
の
大
転
換
だ
っ
た
。
そ
の
変
化
は
漢
字
の
暦
か
ら
カ
タ

カ
ナ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
へ
の
流
れ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

明
治
改
暦
は
文
明
史
的
に
は
「
文
明
開
化
」
や
「
脱
亜
入
欧
」
の
路
線

に
沿
っ
て
い
た
が
、
五
節
句
を
廃
し
て
代
わ
り
に
ク
リ
ス
マ
ス
や
イ
ー
ス

タ
ー
を
祝
日
に
据
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
天
皇
の
祭
祀
を
祝
祭
日
に
当
て
、

皇
紀
（
神
武
天
皇
即
位
紀
元
）
を
採
用
す
る
こ
と
で
西
暦
（
キ
リ
ス
ト
生

誕
紀
元
）
を
超
え
る
〝
超
〞
宗
教
的
な
改
変
を
め
ざ
し
て
い
た
。
明
治
六

年
の
太
陽
暦
に
は
「
西
暦
」
の
文
字
や
数
字
は
見
当
た
ら
な
い
し
、
福
沢

諭
吉
の
『
改
暦
辨
』
に
も
西
暦
に
関
す
る
説
明
は
な
い
。
実
際
、「
開
化
」

は
「
復
古
」
と
の
抱
き
合
わ
せ
で
あ
り
（
林
淳
、
下
村
育
世
）、
あ
え
て
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法
と
し
て
の
暦
法
、
Ｂ
モ
ノ
と
し
て
の
暦
（
例
・
伊
勢
暦
、
官
暦
）
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
が
、
今
回
の
パ
ネ
ル
で
は
、

少
な
く
と
も
こ
の
三
種
の
「
暦
」
を
区
別
し
な
が
ら
各
発
表
を
受
け
と
め

る
こ
と
で
、
理
解
が
容
易
に
な
る
よ
う
に
思
う
。
林
は
趣
旨
説
明
で
こ
の

パ
ネ
ル
に
お
け
る
「
暦
が
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
」
の
重
要
性
を
述
べ
た
が
、

Ｂ
の
モ
ノ
性
を
基
点
か
つ
起
点
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

全
体
を
通
じ
た
論
点
と
し
て
は
、
林
の
発
表
と
下
村
の
発
表
を
あ
わ
せ

て
見
た
と
き
に
、
国
家
に
よ
る
「
暦
」
の
管
理
と
い
う
問
題
が
浮
き
彫
り

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
「
管
理
」
は
、
近
世
と
近
代
で
は
ど
こ
か
質
的
に

異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
近
世
に
つ
い
て
時
間
の
体
系
を
管
理
す
る

と
い
う
の
が
主
な
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
近
代
の
場
合
は
国
民
教
化

や
国
民
の
統
制
ま
で
届
く
よ
う
な
形
で
の
「
管
理
」
が
行
わ
れ
る
。
同
じ

「
国
家
的
な
暦
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
実
は
違
う
も
の
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

林
は
、
貞
享
暦
お
よ
び
伊
勢
暦
が
生
業
暦
、
特
に
「
農
業
暦
」
と
し
て

の
性
格
を
強
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
暦
の
制
作
者
側
の
意
図

よ
り
も
ユ
ー
ザ
ー
（
旦
那
）
の
要
望
を
反
映
し
た
と
見
る
べ
き
と
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
に
目
を
向
け
つ
つ
も
、
今
回
の
報
告
で
は
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
暦

の
使
用
の
具
体
相
、
例
え
ば
各
地
の
農
民
が
農
業
で
暦
を
ど
の
よ
う
に
利

用
し
た
か
な
ど
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
が
、
今
後
そ
の
よ
う
な
面
を
明

ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
展
望
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

下
村
は
、
改
暦
に
伴
う
神
社
の
例
祭
日
の
制
定
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、

政
府
の
〈
上
か
ら
〉
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
と
い
う
点
は
特
に
印
象
深

か
っ
た
。
下
村
は
、
官
暦
に
神
社
の
例
祭
日
に
関
す
る
公
告
機
能
が
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
政
府
に
よ
る
例
祭
日
の
制
定
プ
ロ
セ
ス
と
公
告
機

七
一
年
に
発
売
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
「
ド
リ
フ
の
軍
歌
だ
よ
全
員
集
合
‼
」

の
「
月
月
火
水
木
金
金
」
で
あ
る
。

　
「
こ
よ
み
」
は
戦
後
、
国
家
の
統
制
か
ら
自
由
と
な
っ
た
。
紀
年
法
で

は
天
照
皇
大
神
宮
教
の
「
神
の
国
」
や
松
下
幸
之
助
の
「
命
知
」
な
ど
の

年
号
が
教
団
や
会
社
で
通
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

元
年
」
と
か
「
オ
ン
ラ
イ
ン
元
年
」
と
い
う
言
い
方
も
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ

て
使
わ
れ
た
。
他
方
、
元
号
と
西
暦
の
使
用
頻
度
を
見
る
と
、
一
九
七
〇

年
を
境
に
元
号
に
対
す
る
西
暦
の
優
位
が
顕
著
と
な
っ
た
。
歌
で
い
え

ば
、
大
阪
万
博
の
「
一
九
七
〇
年
の
こ
ん
に
ち
は
」
が
画
期
的
だ
っ
た
。

大
手
の
新
聞
の
日
付
を
み
る
と
、「
元
号
（
括
弧
内
は
西
暦
）」
と
い
う
表

記
か
ら
「
西
暦
（
括
弧
内
は
元
号
）」
に
変
更
し
た
の
は
朝
日
新
聞
（
一

九
七
六
年
）、
毎
日
新
聞
（
一
九
七
八
年
）、
読
売
新
聞
（
一
九
八
八
年
）、

そ
し
て
日
本
経
済
新
聞
（
一
九
八
八
年
九
月
二
三
日
〜
）
で
あ
る
。
他

方
、
産
経
新
聞
は
「
元
号
（
括
弧
内
は
西
暦
）」
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た

祝
日
と
休
日
の
多
さ
で
は
日
本
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
皇
紀

や
「
月
月
火
水
木
金
金
」
は
ほ
と
ん
ど
〝
死
語
〞
に
な
っ
て
久
し
い
。

コ
メ
ン
ト

遠
藤　
　

潤

　
「
暦
」
は
、
文
脈
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。

暦
の
研
究
者
は
、
こ
の
多
義
性
を
意
識
し
て
、
あ
る
い
は
無
意
識
の
う
ち

に
、
た
く
み
に
使
い
分
け
て
論
じ
て
い
く
が
、
暦
の
研
究
に
な
じ
み
が
な

い
者
が
そ
の
よ
う
な
議
論
を
い
き
な
り
聞
く
と
か
な
り
戸
惑
う
。
こ
こ
で

「
暦
」
と
い
う
言
葉
が
含
む
意
味
を
大
き
く
次
の
三
つ
に
区
分
し
た
い
。

す
な
わ
ち
、
Ａ
〈
時
間
の
体
系
〉
と
し
て
の
暦
、
ａ
Ａ
の
算
出
・
制
定
方
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り
、
改
暦
に
関
わ
る
諸
相
に
そ
れ
が
現
れ
て
い
た
点
は
非
常
に
興
味
深

い
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

林　
　
　

淳

　

中
牧
弘
允
が
二
十
数
年
前
に
「
考
暦
学
」
を
提
唱
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
中
牧
が
い
う
よ
う
に
、
暦
を
窓
に
し
て
見
え
て
く
る
も
の
を
考
察
す

る
研
究
分
野
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
提
唱
を
積
極
的
に
解

釈
す
る
と
、
暦
は
今
も
人
文
学
の
「
戦
略
的
な
地
点
」
に
な
る
可
能
性
を

も
っ
て
い
る
。
一
つ
の
点
は
、
科
学
史
と
の
連
携
が
で
き
る
点
、
も
う
一

つ
は
、
暦
は
モ
ノ
で
あ
り
、
モ
ノ
に
則
し
て
歴
史
や
社
会
を
構
想
す
る
こ

と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
本
パ
ネ
ル
は
、
中
牧
の
提
唱
を
継
承
し
、
暦
を

通
し
て
宗
教
史
、
思
想
史
を
書
き
換
え
る
試
み
で
あ
る
。

　

明
治
六
（
一
九
七
三
）
年
一
月
一
日
に
長
く
通
用
さ
れ
て
き
た
太
陰
太

陽
暦
は
廃
止
さ
れ
、
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
文
明
開
化
の
政
策
の
一
環
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
は
欧
米
諸
国
と
同
一
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
間
の

世
界
に
参
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
太
陽
暦
は
、
官
庁
、
軍
隊
、
教
育
機

関
で
率
先
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
一
方
で
、
国
民
の
生
活
の
中
で
は

太
陰
太
陽
暦
が
使
わ
れ
続
け
た
。
太
陽
暦
は
、
政
府
が
上
か
ら
押
し
付
け

た
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
に
生
き
る
人
々
の
生
活
や
慣
習
を
考
慮
し
た
政

策
で
は
な
か
っ
た
。
年
中
行
事
、
生
業
の
活
動
の
な
か
で
は
、
近
世
以
来

の
太
陰
太
陽
暦
が
依
然
と
し
て
継
続
し
た
。
政
府
が
出
し
た
官
暦
と
は
別

に
、
旧
暦
の
暦
注
を
満
載
し
た
、
政
府
の
立
場
か
ら
し
て
存
在
し
て
は
な

ら
な
い
「
お
ば
け
暦
」
が
広
く
社
会
に
出
回
っ
て
い
た
。
太
陽
暦
が
一
般

能
の
二
つ
の
局
面
を
明
確
に
区
別
し
た
点
は
、
下
村
の
以
前
の
考
察
か
ら

も
大
き
く
前
進
し
て
お
り
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

岡
田
は
釈
雲
照
の
布
教
中
止
問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
に
は
「
仏
教
界

と
大
教
院
と
の
緊
張
関
係
、
新
し
い
学
制
の
も
と
で
の
教
育
と
宗
教
の
軋

轢
、
科
学
的
知
識
と
宗
教
的
信
仰
の
差
異
、
と
い
っ
た
複
雑
な
要
素
が
入

り
混
じ
る
当
時
の
思
想
状
況
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す

る
。
教
導
職
と
学
制
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
点
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
教
導
職
は
神
道
的
な
国
民
教
化
な
ど
宗
教
的
内
容
を
教
導
す

る
存
在
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
教
導
職
が
設

置
さ
れ
た
の
は
学
制
以
前
で
あ
り
、
当
初
、
宗
教
者
を
動
員
し
つ
つ
国
民

に
対
す
る
あ
る
種
の
教
育
の
役
割
を
担
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
学
制
を
起
点
と
し
て
近
代
教
育
制
度
が
別
途
整
備
さ
れ
て
い
く
な

か
、
教
育
機
能
を
め
ぐ
っ
て
葛
藤
が
生
じ
、
や
が
て
教
導
職
の
教
育
機
能

は
不
要
に
な
っ
て
い
く
状
況
が
あ
っ
た
。
釈
雲
照
の
一
連
の
事
件
を
そ
う

し
た
状
況
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

中
牧
は
発
表
の
な
か
で
太
陽
暦
が
キ
リ
ス
ト
教
起
源
で
あ
り
、
近
代
日

本
で
は
暦
の
「
超
宗
教
化
」
が
図
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
明
治
改

暦
を
考
え
る
上
で
中
核
的
な
論
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
う
。
岡
田
の
発

表
で
は
、
釈
雲
照
の
憂
慮
に
つ
い
て
大
内
青
巒
が
「
キ
リ
ス
ト
教
の
倫
理

に
よ
っ
て
日
本
精
神
が
侵
害
さ
れ
る
事
態
」
だ
っ
た
と
説
明
す
る
こ
と
で

論
争
が
沈
静
化
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
下
村
は
著
書

『
明
治
改
暦
の
ゆ
く
え
』
の
中
で
明
治
改
暦
に
あ
た
っ
て
新
暦
を
い
か
に

日
本
的
な
も
の
と
し
て
説
明
す
る
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ

て
い
る
。
明
治
初
年
に
お
い
て
〈
キ
リ
ス
ト
教
批
判
〉
が
日
本
国
民
と
し

て
の
ま
と
ま
り
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
か
な
り
有
効
に
機
能
し
て
お
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教
の
「
主
の
日
」
に
も
と
づ
く
七
曜
の
観
念
を
〝
脱
宗
教
的
に
換
骨
奪
胎

す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
遠
藤
潤
は
、
暦
と
い
う
言
葉
に
含
ま
れ
る
意
味
の
違

い
を
指
摘
し
、
パ
ネ
ル
全
体
の
課
題
を
指
摘
し
た
（「
コ
メ
ン
ト
」
を
参

照
）。
フ
ロ
ア
か
ら
は
、
岡
田
発
表
に
対
し
て
雲
照
の
発
言
の
意
図
と
そ

の
変
化
に
つ
い
て
、
下
村
発
表
に
対
し
て
中
世
の
権
門
が
暦
を
作
り
地
域

を
支
配
し
た
こ
と
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
中
牧
発
表
に
対
し
て
一
九
八
〇

年
代
の
陰
陽
師
ブ
ー
ム
と
六
曜
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
西
暦
の
脱
宗
教
性

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
質
問
が
出
さ
れ
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。

化
し
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
見
解
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
明
治
改
暦
を
明
治
六
年
の
一
事
件
と
し

て
理
解
し
て
事
足
り
る
こ
と
で
は
な
い
。
明
治
改
暦
一
五
〇
年
に
あ
た
る

二
〇
二
三
年
こ
そ
、
暦
を
通
し
て
近
代
日
本
を
ト
ー
タ
ル
に
問
い
直
す
の

に
ふ
さ
わ
し
い
時
と
思
わ
れ
る
。

　

林
淳
「
貞
享
改
暦
と
明
治
改
暦
」
は
、
貞
享
改
暦
が
明
治
改
暦
へ
の
基

盤
を
準
備
し
た
こ
と
を
論
じ
る
。
明
治
政
府
は
太
陽
暦
を
採
用
し
た
が
、

太
陰
太
陽
暦
は
社
会
の
中
で
広
く
使
わ
れ
続
け
た
。
近
世
の
暦
は
、
太
陽

暦
受
容
の
基
盤
と
な
る
と
と
も
に
、
太
陰
太
陽
暦
が
根
強
く
社
会
に
存
在

し
た
要
因
に
も
な
っ
た
。

　

下
村
育
世
「
明
治
改
暦
と
近
代
の
暦
の
機
能
―
神
社
の
例
祭
日
の
暦
面

へ
の
掲
載
か
ら
―
」
は
、
官
暦
の
暦
面
を
検
討
し
、
政
府
に
よ
る
暦
の

「
公
告
」
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
。
暦
面
に
は
皇
紀
紀
元
、
元
始
祭
な
ど

皇
室
に
か
か
わ
る
祝
祭
日
、
歴
代
天
皇
の
忌
日
、
官
幣
社
の
例
祭
日
な
ど

が
新
た
に
掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
暦
の
「
公
告
」
機
能
が
あ
っ
た
。

　

岡
田
正
彦
「
明
治
改
暦
と
近
代
仏
教
」
は
、
明
治
改
暦
が
近
代
仏
教
に

与
え
た
影
響
を
と
り
あ
げ
る
。
明
治
九
年
に
教
導
職
へ
の
須
弥
山
説
停
止

が
通
達
さ
れ
た
が
、
そ
の
契
機
に
な
っ
た
の
は
釈
雲
照
が
起
こ
し
た
布
教

中
止
事
件
で
あ
っ
た
。
雲
照
は
小
学
校
で
地
動
説
を
教
え
る
こ
と
を
批
判

し
た
た
め
、
島
根
県
と
対
立
し
、
本
山
、
教
部
省
を
巻
き
こ
む
大
事
件
を

起
こ
し
た
。

　

中
牧
弘
允
「
新
暦
の
〝
超
〞
宗
教
化
、
七
曜
表
の
〝
脱
〞
宗
教
化
」

は
、〝
超
〞
宗
教
化
と
〝
脱
〞
宗
教
化
と
の
交
差
を
と
ら
え
る
。
一
方
で

は
五
節
句
を
廃
し
天
皇
の
祭
祀
を
祝
祭
日
に
当
て
る
こ
と
で
〝
超
〞
宗
教

的
な
改
変
を
め
ざ
し
、
他
方
で
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
「
安
息
日
」
や
キ
リ
ス
ト
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挙
戦
に
勝
利
す
る
継
続
的
な
祝
祭
を
設
け
る
こ
と
で
、
教
団
宗
教
と
し
て

無
類
の
統
合
力
と
組
織
力
を
発
揮
し
、
③
国
政
で
は
政
権
与
党
と
し
て
地

方
議
会
で
は
有
力
会
派
を
結
成
し
て
、
政
治
組
織
と
し
て
日
本
政
治
に
多

大
な
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
伝
統
宗
教
・
新
宗
教
と

著
し
い
差
異
を
示
す
「
政
治
宗
教
」
と
し
て
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
ら
れ
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

日
本
に
お
い
て
信
者
数
・
組
織
の
経
済
力
・
活
動
の
幅
・
政
治
的
な
社

会
的
影
響
力
の
諸
点
に
お
い
て
、
最
大
・
最
強
の
教
団
を
「
政
治
宗
教

（political religion

）」
と
し
て
だ
け
と
ら
え
る
こ
と
は
一
面
的
で
は
な

い
か
と
い
う
の
は
そ
の
通
り
だ
が
、
そ
こ
に
着
目
す
る
こ
と
で
創
価
学
会

の
強
み
を
理
解
で
き
る
と
い
う
本
書
の
着
眼
点
は
、
宗
教
研
究
に
お
い
て

十
分
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

日
本
の
創
価
学
会
研
究
は
、
①
戦
後
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
国
立
戒

壇
・
王
仏
冥
合
を
唱
え
た
成
長
期
か
ら
さ
ま
ざ
ま
に
研
究
さ
れ
、
②
一
九

七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
公
明
党
が
政
教
分
離
と
平
和
主
義
を

掲
げ
た
模
索
の
時
代
に
お
い
て
も
、
創
価
学
会
成
長
の
要
因
に
つ
い
て
の

社
会
学
や
宗
教
学
の
重
厚
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

③
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
自
公
政
権
と
な
っ
た
時
代
で
は
、
創
価
学
会
＝

公
明
党
の
諸
側
面
を
丁
寧
か
つ
微
細
に
検
討
す
る
一
方
で
、
創
価
学
会
＝

公
明
党
を
日
本
社
会
の
な
か
に
位
置
付
け
直
す
よ
う
な
マ
ク
ロ
的
な
研
究

は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
。

　

本
書
は
か
な
り
大
風
呂
敷
で
は
あ
る
も
の
の
、
創
価
学
会
＝
公
明
党
の

成
長
の
過
程
を
戦
後
日
本
の
集
合
的
記
憶
と
し
て
の
「
幸
せ
と
勝
利
へ
の

渇
望
」
を
選
挙
戦
に
お
け
る
常
勝
で
実
現
し
、
国
政
＝
地
方
政
治
に
お
け

る
ス
テ
ィ
タ
ス
の
獲
得
と
配
分
の
政
治
で
実
質
化
し
て
き
た
教
団
成
長
の

『
創
価
学
会
―
政
治
宗
教
の
成
功
と
隘
路
』 

│
│ 

現
代
宗
教
研
究
の
課
題 

│
│

代
表
者　

猪
瀬
優
理

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

中
野　

毅

司
会　

櫻
井
義
秀

創
価
学
会
研
究
の
構
想
と
日
本
に
お
け
る
〈
政
治
―
宗
教
〉
の
関
係

櫻
井　

義
秀

　

本
発
表
に
お
け
る
櫻
井
の
役
割
は
、「
政
治
宗
教
」
の
概
念
を
創
価
学

会
に
適
用
す
る
こ
と
で
何
が
わ
か
る
か
を
示
し
、
自
身
の
執
筆
章
の
概
略

を
説
明
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
以
下
で
は
、
書
籍
を
読
め
ば
わ
か
る
事
柄
に

つ
い
て
は
割
愛
し
、
論
点
と
書
評
パ
ネ
ル
で
の
感
想
を
記
し
て
お
き
た

い
。

　

創
価
学
会
＝
公
明
党
の
教
団
と
し
て
の
特
徴
と
活
動
内
容
を
「
政
治
宗

教
」
と
概
念
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
研
究
者
や
教
団
か
ら

疑
義
が
提
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
こ
と
は
予
測
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
「
は

じ
め
に
」
で
紙
幅
を
割
い
て
説
明
を
加
え
て
お
い
た
が
、
な
お
議
論
の
争

点
と
な
っ
た
。

　

社
会
学
の
概
念
や
理
論
の
構
成
の
仕
方
に
は
包
括
的
・
普
遍
的
な
や
り

方
と
個
別
的
・
問
題
発
見
的
な
や
り
方
が
あ
る
。
対
象
や
デ
ー
タ
の
特
徴

を
示
す
概
念
を
構
築
す
る
の
は
後
者
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
戦
後
日
本
の

政
教
（
政
治
過
程
と
教
団
活
動
）
関
係
を
見
た
と
き
に
、
創
価
学
会
＝
公

明
党
は
、
①
戦
前
の
日
蓮
主
義
運
動
を
彷
彿
さ
せ
る
法
国
冥
合
・
王
仏
冥

合
を
目
標
と
す
る
宗
教
運
動
を
展
開
し
、
②
公
明
党
議
員
を
支
援
す
る
選
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エ
リ
ー
ト
と
一
般
信
徒
と
の
乖
離
は
、
多
く
の
宗
教
集
団
に
お
い
て
み
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
さ
ら
な
る
問
い
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

　

レ
ヴ
ィ
・
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
（Levi M

cLaughlin

）
は
『
創
価
学
会

の
人
間
革
命
』
に
お
い
て
、
創
価
学
会
は
、
単
な
る
仏
教
運
動
で
は
な
く

「
日
蓮
仏
教
の
在
家
運
動
」
と
「
欧
米
か
ら
輸
入
し
た
近
代
的
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
」
と
い
う
二
つ
の
文
化
的
な
遺
産
の
複
合
体
で
あ
る
と
指
摘
し 

て
い
る
（M

cLaughlin 2020

）。
そ
し
て
、
創
価
学
会
は
「
模
倣
国
家

（M
im

etic N
ation

）」
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
近
代
の
膨
張
主
義
的
な
帝

国
主
義
的
原
理
と
人
文
主
義
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
二
つ
の
原
理

が
混
交
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
「
模
倣
国
家
」
と
し
て
創
価
学

会
を
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
二
面
性
に
つ
い
て
よ
り
よ
く
理
解
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。
創
価
学
会
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
、
組
織
絶
対
主
義
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
権
威
主
義
と
い
う
二
つ
の
原
理
を
内
包
し
て
い
る
。

報
告
で
は
特
に
後
者
に
限
定
し
た
。

　

創
価
学
会
第
三
代
会
長
就
任
（
昭
和
三
五
年
）
当
時
の
『
聖
教
新
聞
』

紙
上
の
言
語
使
用
等
の
デ
ー
タ
を
提
示
し
、
ま
た
、
創
価
学
会
・
公
明
党

を
フ
ァ
シ
ズ
ム
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
、
当
時
の
研
究
者
た
ち
の
見

解
を
紹
介
し
た
。
当
時
の
研
究
者
た
ち
の
理
解
で
は
、
創
価
学
会
は
フ
ァ

シ
ズ
ム
的
要
素
を
持
っ
て
は
い
た
が
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
目
指
す
も
の
で
は

な
い
と
い
う
理
解
で
一
致
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、
公
明
党
を
結
党
し
、
政

界
に
進
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
主
義
を
目
指
す
も
の
と
な
り
、
フ

ァ
シ
ズ
ム
へ
の
可
能
性
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
鶴
見
俊
輔
に

よ
れ
ば
、
軍
隊
的
、
戦
闘
的
な
用
語
の
使
用
は
、
そ
れ
ら
が
ま
さ
し
く
彼

ら
に
と
っ
て
手
に
届
き
う
る
、
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
表
現
、
リ
ア
リ

過
程
と
し
て
分
析
し
た
。
さ
ら
に
、
政
権
与
党
化
し
た
公
明
党
と
政
治
化

し
す
ぎ
る
教
団
へ
の
違
和
感
を
持
つ
信
者
の
社
会
意
識
な
ど
に
も
配
慮
し

て
、
創
価
学
会
の
課
題
を
現
代
日
本
の
課
題
と
も
重
ね
合
わ
せ
て
考
察
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
一
部
の
宗
教
研
究
者
に
は
十
分
伝
わ
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
、
コ
メ
ン
ト
や
質
疑
応
答
か
ら
う
か
が
え
た
。
中
野
毅
先
生

に
講
評
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、「
政
治
宗
教
」
の
概
念
化
の
方

法
論
や
調
査
資
料
の
集
め
方
、
教
団
と
の
関
係
に
お
け
る
研
究
者
の
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
な
ど
、
若
干
の
説
明
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
十

分
な
リ
プ
ラ
イ
に
な
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
フ
ロ
ア
か
ら

は
時
間
の
関
係
も
あ
り
、
本
書
の
意
図
や
内
容
を
明
確
化
す
る
質
問
や
意

見
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
七
〇
名
近
い
参
加
者
に
は
局
所
的
議
論
に

な
っ
た
こ
と
が
申
し
訳
な
か
っ
た
。
な
お
、
教
団
の
政
治
参
加
の
類
型
論

と
し
て
①
支
援
・
後
援
型
、
②
直
接
参
加
型
、
③
ス
テ
ル
ス
（
隠
密
）
型

―
特
に
旧
統
一
教
会
と
し
た
と
こ
ろ
、
質
問
者
の
う
ち
二
名
の
方
が
コ
メ

ン
ト
の
冒
頭
、
③
の
類
型
は
「
ナ
ン
セ
ン
ス
」
だ
と
断
定
し
て
か
ら
質
問

を
始
め
ら
れ
た
。
議
論
の
本
筋
か
ら
外
れ
た
と
こ
ろ
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

印
象
づ
け
的
な
言
い
方
を
さ
れ
た
の
か
、
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
を
付
け
加

え
て
お
く
。

創
価
学
会
の
二
つ
の
原
理
を
め
ぐ
る
問
い
か
け

粟
津　

賢
太

　

こ
れ
ま
で
に
、
創
価
学
会
に
は
二
つ
の
側
面
、
原
理
が
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
宗
教
教
団
内
部
に
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
な
意

味
で
の
官
僚
機
構
・
官
僚
支
配
の
問
題
は
発
生
す
る
だ
ろ
う
。
専
門
的
な
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創
価
学
会
の
組
織
を
成
り
立
た
せ
る
も
の

猪
瀬　

優
理

　

本
発
表
で
は
、
担
当
章
に
置
い
て
取
り
上
げ
た
創
価
学
会
員
に
と
っ
て

の
選
挙
活
動
の
持
つ
意
味
と
、「
家
族
」
イ
メ
ー
ジ
の
政
治
性
が
創
価
学

会
の
組
織
を
成
り
立
た
せ
る
構
成
要
素
と
し
て
持
つ
意
味
に
つ
い
て
改
め

て
確
認
し
た
。
西
山
茂
（
二
〇
一
三
、「
日
本
宗
教
の
教
団
組
織
論
」『
中

央
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
四
二
号
、
二
―
一
八
二
頁
）
は
、「
さ
て
、
一

般
社
会
で
あ
れ
宗
教
集
団
で
あ
れ
、
組
織
と
い
う
も
の
は
、
い
っ
た
い
、

何
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。」

（
二
頁
）
と
の
問
い
を
立
て
、
森
岡
清
美
（
一
九
八
九
、『
新
宗
教
運
動
の

展
開
過
程
』
創
文
社
）
の
議
論
を
参
考
に
教
団
組
織
の
あ
り
方
が
「
教
団

が
公
然
と
掲
げ
る
教
義
に
よ
っ
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
」、「
時
代
に
よ

っ
て
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
」「
時
々
の
一
般
社
会
」
の
影
響
を
受
け
て
い

る
と
確
認
し
て
新
た
な
教
団
類
型
論
を
論
じ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
こ

の
指
摘
を
注
視
し
つ
つ
も
、
教
団
類
型
論
で
は
な
く
、
教
団
の
構
成
員
が

ど
の
よ
う
な
要
因
・
要
素
に
支
え
ら
れ
て
そ
の
組
織
に
と
ど
ま
り
続
け
る

こ
と
を
選
ぶ
の
か
、
と
い
う
論
点
で
「
一
体
何
に
よ
っ
て
、
規
定
さ
れ
る

も
の
な
の
か
」
と
い
う
問
い
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
。
担
当
章
で
あ
る
第

三
章
、
第
五
章
の
議
論
を
、
信
者
一
人
ひ
と
り
が
教
団
組
織
に
お
け
る
所

属
や
活
動
に
と
ど
ま
り
つ
づ
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
と
い
う
側
面

か
ら
整
理
し
直
し
た
。

　

第
三
章
「
創
価
学
会
の
選
挙
活
動
と
信
仰
」
か
ら
は
、「
宗
教
的
目
標
」

で
あ
る
、
王
仏
冥
合
の
実
現
。
よ
り
よ
い
社
会
・
世
界
の
実
現
と
「
手
段

的
目
標
」
で
あ
る
公
明
党
の
候
補
者
を
政
界
に
送
り
出
す
こ
と
と
の
関
係

か
ら
、
選
挙
支
援
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
う

テ
ィ
の
あ
る
文
化
的
な
道
具
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

次
に
鈴
木
広
に
よ
る
古
典
的
研
究
（
鈴
木
広
『
都
市
的
世
界
』
誠
信
書

房
、
一
九
七
〇
年
）
を
再
評
価
し
、
一
九
五
〇
年
代
一
九
六
〇
年
代
の
創

価
学
会
は
、
都
市
に
出
て
行
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
、
そ
し
て
都
市

に
お
い
て
下
層
民
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
の
、「
貧
・
病
・
争
」

に
代
表
さ
れ
る
日
々
の
困
難
の
解
決
・
克
服
の
方
途
を
提
示
し
、
希
望
を

与
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

鈴
木
の
問
題
設
定
は
、
ひ
と
つ
の
信
念
体
系
が
い
か
に
し
て
現
実
化
し

た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
数
量
的
な
社
会
学

的
調
査
を
越
え
て
、
信
仰
内
容
・
教
義
の
問
題
に
踏
み
込
ん
だ
理
解
を
提

示
し
て
い
る
。
鈴
木
は
、
牧
口
・
戸
田
に
よ
る
「
価
値
論
」
と
折
伏
の
論

理
の
中
に
そ
れ
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
の
論
に
従
え
ば
、
組
織
絶
対
主
義

は
教
義
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
真
理

と
絶
縁
し
た
絶
対
性
の
信
念
に
と
っ
て
は
、
指
導
者
・
組
織
・
シ
ン
ボ
ル

そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
そ
の
確
信
の
構
成
要
因
と
な
り
う
る
」
か

ら
で
あ
る
。

　

鈴
木
の
論
は
、
創
価
学
会
を
構
成
す
る
会
員
た
ち
を
、
敗
戦
後
、
急
激

な
価
値
喪
失
と
下
降
的
な
社
会
移
動
を
経
験
し
た
都
市
下
層
民
た
ち
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
剥
奪
理
論
の
一
種
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
戦

争
・
敗
戦
と
い
う
社
会
的
・
歴
史
的
な
大
き
な
変
動
を
組
み
込
ん
で
解
釈

し
て
い
る
点
に
、
現
代
的
な
意
義
が
あ
る
こ
と
を
再
評
価
し
た
。
戦
争
・

敗
戦
が
も
た
ら
し
た
長
期
的
影
響
、
あ
る
い
は
文
化
的
ト
ラ
ウ
マ
の
観
点

か
ら
、（
創
価
学
会
に
限
ら
ず
）
戦
後
新
宗
教
や
宗
教
史
を
捉
え
直
す
必

要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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創
価
学
会
の
組
織
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
も
の
は
そ
の
内
部
か
ら
発
す

る
教
理
や
指
導
者
の
カ
リ
ス
マ
だ
け
で
は
な
く
、
教
団
が
「
時
々
の
ド
ミ

ナ
ン
ト
な
一
般
社
会
」
の
あ
り
方
に
対
応
し
て
き
た
あ
り
方
に
も
よ
っ
て

い
る
こ
と
、
こ
の
点
の
持
つ
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
「
家
族
」
に
関
す
る
質
問
を
得
た
。「
創
価
家
族
」
イ
メ

ー
ジ
は
、
教
団
組
織
を
家
族
に
見
立
て
る
こ
と
で
あ
り
、
組
織
構
成
員
に

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
家
族
（
組
織
）」
を
前
提
と
す
る
組
織
構
造
の
受
容
、
機
能

さ
せ
る
働
き
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
て
お
き

た
い
。

コ
メ
ン
ト

中
野　
　

毅

　

本
書
の
意
義
や
重
要
性
を
ま
ず
あ
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
全
体
と
し

て
、
宗
教
教
団
論
や
宗
教
運
動
論
、
政
教
関
係
な
ど
一
般
社
会
と
の
関
係

の
研
究
が
日
本
で
は
激
減
し
て
い
る
な
か
で
、
巨
大
で
敬
遠
さ
れ
る
創
価

学
会
の
宗
教
運
動
・
集
団
と
し
て
の
特
徴
と
社
会
的
影
響
に
つ
い
て
、
日

本
の
宗
教
社
会
学
者
が
正
面
か
ら
挑
ん
だ
点
は
、
何
よ
り
も
評
価
で
き
る
。

ま
た
「
政
治
宗
教
」
と
呼
ぶ
特
徴
に
創
価
学
会
の
発
展
の
一
大
要
因
を
捉

え
、
し
か
し
過
去
の
成
功
・
勝
利
の
集
合
的
記
憶
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
新

し
い
時
代
に
対
応
で
き
て
い
な
い
と
指
摘
し
、
そ
の
隘
路
を
示
し
て
い
る

点
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
で
は
あ
る
。

　

第
三
章
に
お
い
て
は
、
会
員
に
よ
る
選
挙
へ
の
取
り
組
み
を
実
証
的
に

八
類
型
化
し
た
。
第
五
章
で
は
、
創
価
学
会
・
公
明
党
の
女
性
・
家
族
・

家
庭
像
を
質
問
紙
調
査
に
よ
っ
て
分
析
し
、
会
長
夫
人
を
良
妻
賢
母
の
モ

る
手
段
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
、「
宗
教
的
目
標
」
の
方
を
純
粋
に
重
視
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
手
段
は
公
明
党
の
議
員
を
議
会
に
増
や
す
こ
と
だ

け
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
。
一
人
ひ
と
り
の
信
者
の
そ
れ
に
対
す
る
ス
タ

ン
ス
に
は
多
様
な
形
が
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
提
示
し
た
第
三
章
の
図
一
（
一
五
六
頁
）
を
も
と
に
①
信
仰
表
明
、

②
組
織
上
の
立
場
の
安
定
化
（
恩
返
し
）、
③
同
志
と
な
る
仲
間
と
の
関

係
性
の
確
認
、
④
功
徳
（
宗
教
的
利
益
）、
⑤
弟
子
と
し
て
の
使
命
（
組
織

指
導
者
と
の
関
係
性
の
確
認
）、
⑥
自
身
の
成
長
、
⑦
議
員
か
ら
の
便
宜
で

得
ら
れ
る
実
利
、
⑧
個
人
的
信
念
に
基
づ
く
判
断
、
の
八
つ
の
要
素
を
確

認
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
組
織
を
成
り
立
た
せ
る
要
素
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
コ
メ
ン
ト
で
頂
い
た
八
類
型
の
人
数
割
合
が
分
か
る
と
よ
い

と
の
指
摘
に
、
一
人
が
複
数
の
要
素
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
可
能
性
に
つ

い
て
報
告
の
中
で
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
。
検
証
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

第
五
章
「「
家
族
」
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
政
治
性
」
か
ら
は
、「
時
々
の
一

般
社
会
の
ド
ミ
ナ
ン
ト
」
の
あ
り
方
と
し
て
、
牟
田
和
恵
（
二
〇
〇
六
、

『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
家
族
を
超
え
て
』
新
曜
社
）
に
よ
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
家
族
」

＝「
異
性
愛
制
度
・
規
範
を
中
核
と
し
て
男
女
の
性
別
役
割
分
業
に
よ
っ

て
雇
用
労
働
に
よ
る
賃
金
獲
得
と
生
き
る
た
め
に
必
要
な
ケ
ア
の
提
供
を

両
立
さ
せ
る
た
め
に
編
ま
れ
て
き
た
家
族
」
と
い
う
議
論
を
基
盤
と
し

て
、
創
価
学
会
の
指
導
に
お
い
て
も
、
質
問
紙
調
査
に
対
す
る
創
価
学
会

員
の
回
答
か
ら
見
え
る
受
け
止
め
方
も
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
家
族
」
を
前
提

と
し
た
仕
組
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
同
時
に
、

詳
細
な
実
証
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
家
族
」

が
組
織
を
支
え
る
要
素
と
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
く
可
能
性
を
確
認

し
た
。
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③
歴
史
的
事
実
関
係
の
記
述
の
曖
昧
さ
―
学
問
的
研
究
は
社
会
的
事

実
、
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
の
厳
密
で
実
証
的
な
探
求
が
大
前
提
と
な

る
。
歴
史
的
経
緯
の
記
述
で
、
い
わ
ゆ
る
俗
説
に
乗
っ
た
ま
ま
の
表
現
、

全
て
が
一
九
七
〇
年
の
転
換
に
帰
す
る
よ
う
な
記
述
、
時
系
列
の
混
乱
な

ど
が
目
立
ち
、
精
読
意
欲
を
そ
ぐ
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
④
創
価
学
会
研

究
で
は
、
最
近
い
く
つ
か
の
重
要
な
研
究
が
出
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
参
照

し
て
欲
し
い
。
⑤
研
究
者
の
宗
教
的
帰
属
と
研
究
の
客
観
性
へ
の
若
干
の

問
い
。

　

拙
コ
メ
ン
ト
が
基
本
的
概
念
の
厳
密
さ
に
集
中
し
た
た
め
か
、
全
体
討

論
で
も
っ
と
本
筋
の
と
こ
ろ
で
の
議
論
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
に

残
念
で
あ
っ
た
。
創
価
学
会
が
何
故
こ
ん
な
に
発
展
し
た
の
か
、
祝
祭
的

機
能
は
選
挙
以
外
に
、
大
規
模
な
文
化
祭
や
大
石
寺
へ
毎
月
の
登
山
会
、

夏
季
研
修
会
な
ど
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
集
合
的
記
憶
論
で
何
が

新
た
に
解
明
さ
れ
た
の
か
な
ど
の
討
議
へ
展
開
で
き
れ
ば
良
か
っ
た
と
思

う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
躓
か
せ
る
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
は
反
省
し
て

欲
し
い
。
た
だ
創
価
学
会
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
学
術
的
な
場
で
公
に
議

論
で
き
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
る
。
今
後
も
、
そ
の
よ
う
な
場
を
持
ち
た

い
と
念
願
し
て
い
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

猪
瀬　

優
理

　

本
パ
ネ
ル
は
、
櫻
井
義
秀
・
猪
瀬
優
理
編
『
創
価
学
会
―
政
治
宗
教
の

成
功
と
隘
路
』
法
藏
館
、
二
〇
二
三
年
四
月
刊
行
の
書
評
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
同
時
に
、
日
本
の
新
宗
教
を
含
む
現
代
宗
教
研
究
の
課
題
を
、
創

価
学
会
研
究
を
も
と
に
描
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

デ
ル
と
強
調
し
始
め
た
時
期
と
背
景
な
ど
を
解
明
。
総
じ
て
そ
れ
ら
の
イ

メ
ー
ジ
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
家
族
と
い
う
政
治
性
を
帯
び
て
お
り
、
保
守
的
で

あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
創
価
学
会
の
組
織
構
造
を
「
な
か
ま
―
官
僚
制

連
結
モ
デ
ル
」
と
捉
え
、
そ
こ
に
お
け
る
家
族
モ
デ
ル
の
利
用
と
変
容
を

分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
有
益
な
視
点
で
あ
る
。
第
四
章
に
お
け
る
創

価
学
会
の
千
年
王
国
運
動
的
性
格
の
指
摘
と
、
路
線
変
更
に
よ
る
「
破
ら

れ
た
契
約
」
に
よ
る
綻
び
の
指
摘
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
読
し
た
最
初
の
段
階
で
、
学
問
的
理
論
的
な
面
で
の
曖
昧

さ
や
不
明
確
さ
が
目
立
ち
、
そ
の
点
で
の
課
題
を
パ
ネ
ル
で
は
主
と
し
て

指
摘
し
た
。
以
下
の
五
点
で
あ
る
。

　

①
疑
念
規
定
の
曖
昧
さ
―
政
教
関
係
、
政
教
分
離
な
ど
「
政
教
」
と
い

う
用
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
政
」
は
政
教
分
離
制
度
に
お
い
て
は

政
府
・
国
家
を
さ
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
政
治
活
動
一
般
な
の
か
が
曖
昧

で
あ
る
。
政
治
と
は
権
力
の
獲
得
や
保
持
を
め
ぐ
る
抗
争
、
お
よ
び
権
力

を
行
使
す
る
活
動
で
あ
り
、
国
家
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
概
念
な
の
で
両

者
を
厳
密
に
区
分
す
べ
き
で
あ
る
。

　

②
分
析
概
念
「
政
治
宗
教
」
の
妥
当
性
―
そ
も
そ
も
分
析
概
念
と
は
何

か
？　

研
究
対
象
の
特
徴
、
意
義
な
ど
を
際
立
た
せ
る
た
め
の
分
析
道
具

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
な
ら
ば
対
概
念
は
何
か
が
気
に
な
る
。
井
門
富
二
夫

の
「
個
人
宗
教
」「
文
化
宗
教
」「
組
織
宗
教
」「
制
度
宗
教
」
へ
の
機
能

分
化
と
い
う
主
張
な
ど
と
の
関
連
を
知
り
た
い
。
そ
れ
ら
の
理
論
的
検
討

な
し
に
、
創
価
学
会
は
政
治
活
動
に
比
類
な
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
か
ら

「
政
治
宗
教
」
だ
と
の
論
は
、
単
な
る
レ
ッ
テ
ル
貼
り
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
で

し
か
な
い
。
創
価
学
会
の
発
展
の
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
他
の
要

素
を
無
視
す
る
危
険
性
を
孕
む
。
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り
方
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
る
信
仰
と
組
織
編
成
、
創
価
学
会
信
者
が
抱

く
平
和
と
福
祉
の
理
念
が
政
権
与
党
と
な
っ
た
公
明
党
の
現
実
路
線
に
よ

っ
て
揺
ら
ぐ
状
況
、
成
長
・
成
功
神
話
に
固
執
す
る
が
ゆ
え
の
隘
路
を
日

本
社
会
の
将
来
展
望
と
合
わ
せ
な
が
ら
み
て
い
く
。

　

第
一
発
表
者
で
司
会
も
兼
ね
る
櫻
井
は
、「
創
価
学
会
研
究
の
構
想
と

日
本
に
お
け
る
〈
政
治
―
宗
教
〉
の
関
係
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
書
籍

の
概
要
を
述
べ
る
と
共
に
、
現
代
日
本
に
お
い
て
〈
政
治
―
宗
教
〉
の
関

係
を
め
ぐ
る
論
議
の
位
相
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
説
明
し
た
上

で
、
本
書
の
投
げ
か
け
た
論
点
を
ま
と
め
る
。

　

第
二
発
表
者
で
あ
る
粟
津
は
、「
創
価
学
会
の
二
つ
の
原
理
を
め
ぐ
る

問
い
か
け
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
平
和
や
福
祉
の
理
念
を
掲
げ
る
創
価

学
会
と
現
実
の
政
党
支
援
と
の
相
克
を
、
創
価
学
会
の
持
つ
二
つ
の
原
理

と
し
て
考
察
を
行
う
。
こ
の
原
理
の
由
来
と
、
こ
れ
が
創
価
学
会
に
と
っ

て
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

　

第
三
発
表
者
で
あ
る
猪
瀬
は
、「
創
価
学
会
の
組
織
を
成
り
立
た
せ
る

も
の
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
創
価
学
会
員
に
と
っ
て
の
選
挙
活
動
の
持

つ
意
味
と
、「
家
族
」
イ
メ
ー
ジ
の
政
治
性
が
創
価
学
会
の
組
織
を
成
り

立
た
せ
る
構
成
要
素
と
し
て
持
つ
意
味
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
す
る
。

　

以
上
の
発
表
に
対
し
て
、『
戦
後
日
本
の
宗
教
と
政
治
』
を
は
じ
め
と

し
た
継
続
し
た
研
究
に
お
い
て
、
国
家
・
政
治
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て

深
く
考
察
し
、
創
価
学
会
の
社
会
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
き

た
中
野
毅
氏
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
に
迎
え
、
教
団
研
究
と
創
価
学
会
の
立
場

も
踏
ま
え
た
現
代
宗
教
研
究
の
観
点
か
ら
の
批
判
を
頂
い
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
フ
ロ
ア
と
日
本
の
新
宗
教
を
含
む
現
代
宗
教
研
究

の
課
題
に
関
す
る
建
設
的
な
議
論
を
行
っ
た
。

　

二
〇
二
二
年
は
、
七
月
八
日
の
安
倍
晋
三
元
首
相
の
殺
害
事
件
に
端
を

発
し
た
統
一
教
会
問
題
で
日
本
社
会
は
揺
れ
た
。
そ
の
際
、
旧
統
一
教
会

（
現
、
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
）
の
固
有
の
問
題
に
加
え
て
、
政
治
と

宗
教
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
も
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
自
民
党

と
旧
統
一
教
会
お
よ
び
関
連
団
体
と
の
接
点
や
関
係
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
宗
教
団
体
が
政
治
参
加
を
行
な
い
、
政
策
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と

の
是
非
に
つ
い
て
も
論
議
さ
れ
た
。
そ
う
な
れ
ば
、
創
価
学
会
＝
公
明
党

も
政
権
与
党
に
加
わ
る
政
治
参
加
の
か
た
ち
に
お
い
て
議
論
の
俎
上
に
遠

か
ら
ず
載
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

本
パ
ネ
ル
に
参
加
す
る
櫻
井
・
猪
瀬
・
粟
津
の
三
名
は
、
こ
の
度
の
よ

う
な
事
件
や
社
会
的
議
論
を
全
く
予
期
す
る
こ
と
な
く
、
創
価
学
会
＝
公

明
党
の
政
治
宗
教
と
し
て
の
あ
り
方
を
現
代
宗
教
研
究
の
課
題
と
し
て
数

年
来
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

私
た
ち
は
、
政
治
宗
教
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
言
葉
を
創
価
学
会
と
い
う

教
団
の
特
徴
を
示
す
分
析
概
念
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
戦
前
の
創
価
教
育

学
会
や
戦
後
の
創
価
学
会
は
設
立
当
初
か
ら
政
治
参
加
を
企
図
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
公
明
政
治
連
盟
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
到
る
六

〇
年
の
歴
史
に
お
い
て
、
創
価
学
会
は
政
治
に
直
接
参
加
す
る
た
め
の
組

織
体
制
や
運
動
形
態
に
転
換
し
て
き
た
。
教
説
や
信
仰
の
あ
り
方
に
お
い

て
も
信
者
を
政
治
参
加
に
強
力
に
動
員
す
る
宗
教
の
類
型
と
し
て
、
特
定

の
政
治
家
や
政
党
を
間
接
的
に
支
援
・
後
援
す
る
他
教
団
と
は
性
格
を
異

に
し
て
い
る
。

　

こ
の
書
籍
で
は
、
創
価
学
会
の
設
立
と
教
団
成
長
・
発
展
の
経
緯
を
歴

史
的
に
た
ど
り
な
が
ら
、
指
導
者
や
初
期
信
者
た
ち
に
抱
か
れ
た
「
勝
利

へ
の
渇
望
」
と
い
う
集
合
的
記
憶
、
選
挙
活
動
に
活
か
さ
れ
る
信
仰
の
あ
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日
本
に
お
け
る
禅
受
容
の
再
検
討 

│
│ 

中
世
か
ら
近
世
へ 

│
│

代
表
者
・
司
会　

何　
　

燕
生

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

末
木
文
美
士

『
弁
道
話
』
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の 

│
│ 

初
期
道
元
の
課
題 

│
│

何　
　

燕
生

　
『
弁
道
話
』
は
道
元
の
最
初
期
の
作
品
で
あ
り
、『
正
法
眼
蔵
』
の
序
と

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
中
古
天
台
や
華
厳
・
真
言
・
唐
代

禅
・
宋
代
禅
お
よ
び
栄
西
の
禅
な
ど
多
岐
に
及
ん
で
お
り
、
必
ず
し
も
禅

の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ま
た
、
道
元
に
し
か
見
ら
れ
な
い
特
有
の
用
語

が
数
多
く
確
認
さ
れ
、
道
元
の
思
想
の
独
自
性
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
の

重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
い
る
。
か
か
る
見
地
か
ら
、
本
稿
は
『
弁

道
話
』
を
通
し
て
、
初
期
道
元
の
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み

た
い
。

　

一
つ
目
は
教
判
（
宗
派
）
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
。「
最
上
無
為
の

妙
術
」「
正
門
」「
正
伝
」「
邪
師
」「
正
解
」「
正
種
」「
正
法
」「
一
仏
心

印
」「
祖
師
西
来
」「
純
一
の
仏
法
」「
宗
門
」「
単
伝
」「
最
上
の
な
か
に

最
上
」
な
ど
の
表
現
は
、
も
ち
ろ
ん
一
種
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
道

元
の
禅
宗
史
観
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
、
道
元
の
宗
派
意
識
が
表

明
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
背
景
に
は

お
そ
ら
く
達
磨
宗
の
存
在
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
真
言
や
天
台
、

華
厳
な
ど
の
用
語
も
多
数
使
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
「
問
答
」
と
い
う
形

で
相
手
の
考
え
を
批
判
し
な
が
ら
、
自
分
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
く
と

い
う
文
章
内
容
か
ら
、
そ
れ
は
単
に
禅
宗
内
部
の
事
情
に
よ
る
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
当
時
の
仏
教
界
全
般
の
動
向
を
か
な
り
意
識
し
て
い
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

二
つ
目
は
真
言
や
天
台
、
華
厳
の
用
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

例
え
ば
、「
甚
深
微
妙
」
と
い
う
用
語
は
『
法
華
経
』
や
『
華
厳
経
』『
般

若
経
』
な
ど
多
く
の
経
典
に
頻
繁
に
登
場
し
て
い
る
が
、
禅
籍
の
場
合

は
、
道
元
よ
り
後
の
臨
済
の
白
雲
慧
暁
の
『
仏
照
禅
師
語
録
』
や
『
永
源

寂
室
和
尚
語
録
』
に
し
か
そ
の
用
例
が
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
「
一
相
を

や
ぶ
れ
ず
」
も
禅
籍
に
見
ら
れ
な
い
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
澄
観
の
『
華

厳
法
界
玄
鏡
』
の
「
不
壞
一
相
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

「
佛
智
慧
」
と
い
う
表
現
が
『
弁
道
話
』
に
見
ら
れ
る
が
、『
宗
鏡
録
』
巻

一
三
に
、「
夫
佛
智
慧
な
る
者
、
即
ち
一
切
種
智
」
と
あ
り
、
ま
た
、「
深

妙
法
を
と
く
」『
弁
道
話
』
の
表
現
も
、
永
明
延
寿
の
『
宗
鏡
錄
』
に
そ

の
用
例
が
確
認
で
き
る
。
柳
田
聖
山
に
よ
れ
ば
、
栄
西
が
『
興
禅
護
国

論
』
を
執
筆
す
る
際
、『
宗
鏡
録
』
や
『
大
蔵
経
綱
目
指
用
録
』
を
「
座

右
」
に
お
い
て
活
用
し
て
い
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
道
元
が
『
弁
道

話
』
を
執
筆
す
る
際
、
同
様
に
、
な
に
か
座
右
に
お
い
た
典
籍
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
『
宗
鏡
録
』
や
『
大
蔵
経
綱
目
指
用
録
』
の

存
在
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
考
に
値
す
べ
き
問
題
で

あ
ろ
う
。

　

三
つ
目
は
栄
西
の
『
興
禅
護
国
論
』
と
の
関
係
で
あ
る
。『
弁
道
話
』

に
、「
い
は
ゆ
る
法
眼
宗
・
潙
仰
宗
・
曹
洞
宗
・
雲
門
宗
・
臨
済
宗
な
り
」

と
い
う
表
現
が
あ
る
。
栄
西
の
『
興
禅
護
国
論
』
に
も
同
様
の
言
及
が
見

ら
れ
、
し
か
も
、「
今
、
最
も
盛
ん
な
る
は
是
れ
臨
済
な
り
」
と
い
う
言
い

方
は
、
道
元
の
「
見
在
大
宋
國
に
は
臨
済
宗
の
み
天
下
に
あ
ま
ね
し
」
と

い
う
認
識
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
、『
弁
道
話
』
の
執
筆
と
栄
西
の
『
興
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も
残
る
。
禅
宗
史
で
は
こ
の
よ
う
な
円
爾
を
、「
密
教
的
」
な
「
兼
修
禅
」

と
し
て
、「
純
粋
禅
」
に
至
る
前
段
階
の
「
不
純
な
」
禅
と
位
置
づ
け
て

き
た
。
一
方
近
年
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
真
福
寺
に
お
け
る
禅
籍
調
査
の

成
果
が
刊
行
さ
れ
（『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
全
十
二
巻
）、
円
爾
の
思
想
の
実

態
に
迫
る
準
備
が
整
っ
て
き
た
。
本
報
告
は
こ
う
し
た
中
で
、
円
爾
が
受

容
す
る
中
国
・
宋
代
の
禅
籍
と
彼
の
密
教
と
の
関
わ
り
の
考
察
か
ら
、
当

時
の
禅
が
何
を
発
信
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
「
密
教

的
」
と
は
何
な
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
円
爾
が
密
教
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
、
実
は
彼
は
当

時
の
真
言
僧
の
あ
り
方
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
そ

の
不
満
は
、
当
時
の
真
言
僧
が
、
奥
深
い
教
え
の
本
質
を
見
極
め
る
こ
と

な
く
、
現
象
世
界
に
現
れ
出
た
「
相
」
に
ば
か
り
執
着
し
て
い
る
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
円
爾
は
、「
字
義
」
と
「
字
相
」
と
を
設

定
す
る
。「
字
義
」
は
言
葉
を
超
え
た
教
え
の
真
髄
、「
字
相
」
は
言
葉
な

ど
手
段
を
発
し
て
救
済
に
向
か
う
も
の
と
い
う
、
言
葉
の
有
無
に
よ
る
区

分
で
あ
り
、「
字
義
」
は
「
無
相
菩
提
」「
元
旨
非
真
言
教
」、「
字
相
」
は

「
布
教
発
実
相
真
言
教
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
言
葉
を
超
え
た
「
字
義
」

が
真
言
教
と
は
区
別
さ
れ
、
よ
り
奥
深
い
境
地
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

言
葉
を
超
え
た
教
え
の
真
髄
で
あ
る
「
字
義
」
を
重
視
す
る
円
爾
の
思

想
を
支
え
る
も
の
は
何
な
の
か
。
禅
宗
用
語
の
鏤
め
ら
れ
た
円
爾
の
語
録

に
も
、
そ
の
他
彼
の
密
教
関
係
の
典
籍
に
も
度
々
引
用
さ
れ
る
も
の
に
、

中
国
・
宋
代
の
『
圓
悟
佛
果
禅
師
語
録
』
が
あ
る
。
本
書
は
、
様
々
な
手

段
に
よ
る
悟
り
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
手
段
を
超
え
た
次
元
を
「
一
気
未

兆
已
前
」
な
ど
と
時
間
・
空
間
的
概
念
に
よ
っ
て
論
じ
、
言
葉
を
超
え
た

根
源
を
重
視
す
る
。
そ
の
上
で
、「
理
致
」「
機
関
」
な
ど
の
言
葉
や
手
段

禅
護
国
論
』
と
の
間
に
思
想
史
的
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

う
。

　

四
つ
目
は
「
身
心
脱
落
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
。「
身
心
脱
落
」
が

道
元
の
禅
を
伝
え
る
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
初

出
は
『
弁
道
話
』
で
あ
る
が
、
明
代
の
通
問
が
編
定
し
た
『
続
灯
存
稿
』

（
一
六
六
五
年
成
立
）
に
「
忽
然
身
心
脫
落
、
前
後
際
断
」
が
見
え
る
。

江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
道
元
伝
か
ら
の
逆
輸
入
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と

は
考
え
に
く
い
し
、
明
代
の
仏
教
思
想
発
展
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
も
想
像
し
難
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
一
考
に
値
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
他
、「
霊
知
」
説
批
判
も
『
弁
道
話
』
に
見
ら
れ
、
他
方
、『
弁
道

話
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
『
正
法
眼
蔵
』「
即
心
是
仏
」
巻
に
も
見
ら
れ

る
。
そ
こ
で
は
唐
代
・
南
宗
禅
の
馬
祖
道
一
の
見
解
と
し
て
批
判
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
か
つ
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
何
燕
生

『
道
元
と
中
国
禅
思
想
』
法
藏
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。
し
た
が
っ
て
、「
霊

知
」
説
批
判
は
初
期
の
道
元
に
と
っ
て
、
一
つ
の
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
「
草
木
牆
壁
」
の
悟
り
を
説
く
言
説
も
見
ら

れ
、
悟
り
と
自
己
・
他
者
、
悟
り
と
世
界
と
い
う
哲
学
的
問
題
も
含
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

円
爾
の
禅
密
諸
典
籍
の
利
用
と
鎌
倉
中
期
の
禅
の
展
開

和
田
有
希
子

　

円
爾
弁
円
（
一
二
〇
一
―
八
〇
）
は
、
天
台
や
真
言
を
学
ん
だ
後
入
宋

し
、
宋
の
臨
済
宗
楊
岐
派
の
無
準
師
範
に
印
可
を
授
か
り
帰
国
後
、
九
条

道
家
の
帰
依
を
受
け
、
京
都
に
東
福
寺
を
開
く
。
宋
か
ら
禅
を
も
た
ら
し

た
一
方
で
、
彼
に
は
密
教
に
関
す
る
書
物
や
弟
子
に
授
け
た
密
教
の
印
信
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と
自
体
も
禅
に
深
く
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
営
為
と
考
え
て
齟
齬
は

な
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
密
参
禅
」
の
由
来
と
展
開
の
再
検
討 

│
│ 

下
語
の
使
用
を
手
が
か
り
に 

│
│

デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ダ
ヴ
ァ
ン

　

日
本
禅
の
宗
旨
の
殆
ど
は
「
看
話
禅
」
を
基
盤
に
し
て
い
る
が
、
鎌
倉

時
代
末
期
ま
で
に
そ
の
看
話
禅
の
基
本
は
大
慧
が
完
成
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
室
町
末
期
か
ら
近
世
中
期
ま
で
の
日
本
禅
に
実
践

さ
れ
て
い
た
看
話
禅
は
根
本
的
に
違
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
新
し
い
禅

の
特
徴
は
次
の
四
点
で
纏
め
ら
れ
る
：
①
複
数
の
公
案
の
使
用
、
②
学
人

の
見
解
を
下
語
で
示
さ
れ
て
い
る
事
、
③
公
案
集
に
基
づ
い
た
公
案
の
体

系
の
存
在
、
④
師
弟
の
や
り
と
り
を
記
録
し
た
テ
キ
ス
ト
（「
密
参
録
」、

「
門
参
」）。
鎌
倉
時
代
末
期
の
虎
関
師
錬
の
『
十
禅
支
録
』
に
は
一
つ
の

禅
風
が
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
は
後
の
「
密
参
禅
」
と
一
致
し

て
い
る
。
そ
の
新
し
い
禅
の
起
源
に
宗
峰
妙
超
こ
と
大
燈
国
師
が
い
る
と

発
表
者
が
考
え
て
い
る
。
根
拠
と
し
て
は
花
園
上
皇
の
日
記
で
あ
る
『
花

園
天
皇
宸
記
』
を
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
大
燈
が
花
園
上
皇
を
参
禅
さ
せ

た
看
話
禅
の
描
写
が
見
ら
れ
る
が
、
虎
関
師
錬
が
批
判
し
た
禅
風
と
の
共

通
点
が
際
立
つ
。
そ
こ
か
ら
虎
関
師
錬
が
批
判
し
て
い
る
禅
風
は
大
燈
の

教
え
で
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
も
の
の
、
大
燈
が
そ
れ
の
非
常
に
近

い
方
法
で
弟
子
を
接
し
て
い
た
と
言
え
る
。
花
園
上
皇
の
参
禅
は
一
三
二

三
年
か
ら
一
三
二
五
年
の
記
述
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
複
数
の

公
案
と
下
語
を
使
っ
た
禅
が
行
わ
れ
て
い
た
と
言
う
事
が
分
か
る
。

　
「
下
語
」
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
①
師
が
指
導
の
た
め
に
弟
子
に

に
よ
る
悟
り
へ
の
階
梯
を
設
定
す
る
。
こ
の
構
造
が
円
爾
に
影
響
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
圓
悟
は
、
言
葉
通
り
の
意
味
で
理
解
す
る
こ

と
を
「
死
句
」、
言
葉
の
持
つ
意
味
の
真
髄
を
理
解
す
る
こ
と
を
「
活
句
」

と
し
、「
活
句
」
を
重
視
す
る
。
円
爾
が
「
字
義
」
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
は
、
圓
悟
の
「
活
句
」
の
重
視
と
連
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
円
爾
の
著
作
に
引
用
さ
れ
る
も
の
に
は
、
圓
悟
の
弟
子
で
、
公
案

に
よ
る
参
究
を
目
指
す
看
話
禅
の
大
成
者
と
し
て
著
名
な
大
慧
宗
杲
の
語

録
が
あ
る
。
円
爾
の
引
用
で
は
、
主
に
言
葉
を
超
え
た
境
地
を
体
得
す
る

こ
と
が
現
象
世
界
を
そ
の
ま
ま
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
ま
た
悟
り

の
境
地
が
、
自
他
の
区
別
を
隔
て
る
こ
と
な
く
、
時
空
を
超
え
て
自
己
に

具
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
、
大
慧
が
傾
倒
す
る
唐
代
華
厳
宗
の

李
通
玄
の
語
の
一
節
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
か
ら
、
円
爾

が
受
容
し
た
宋
代
禅
は
、
現
象
世
界
を
超
え
た
境
地
の
体
得
が
、
現
象
世

界
の
様
々
な
要
素
を
全
て
含
み
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
現
象
世

界
を
そ
の
ま
ま
容
認
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、

言
葉
を
超
え
つ
つ
も
言
葉
と
は
無
縁
で
は
な
い
、
言
い
換
え
れ
ば
現
象
世

界
を
超
え
つ
つ
も
現
象
世
界
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
構
造
を

持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
円
爾
が
弟
子
の
白
雲
慧
暁
に
授

け
た
と
さ
れ
る
『
心
生
滅
真
如
両
門
図
』
が
、「
心
」
の
あ
り
方
を
『
釈

摩
訶
衍
論
』
に
よ
っ
て
説
い
て
い
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
「
密
教
的
」
な

円
爾
の
営
為
と
い
う
こ
と
に
狭
め
て
考
え
る
必
要
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

て
く
る
。
本
書
で
は
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
説
か
れ
た
部
分
が
、
宋
代
の

永
明
延
寿
の
『
宗
鏡
録
』
と
も
共
通
す
る
部
分
が
多
く
、
圓
悟
や
大
慧
の

引
用
か
ら
も
伺
え
る
宋
代
禅
の
構
造
か
ら
す
れ
ば
、
心
の
構
造
を
説
く
こ
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石
の
言
葉
を
記
録
し
た
『
西
山
夜
話
』
に
密
参
録
と
よ
く
似
た
も
の
が
存

在
し
て
い
た
と
思
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。

　

夢
窓
が
批
判
し
な
が
ら
描
写
し
て
い
る
禅
風
は
後
の
密
参
禅
と
似
て
い

る
幾
つ
か
の
要
素
が
見
ら
れ
る
―
下
語
に
近
い
「
代
語
別
語
」
の
使
用
、

弟
子
に
さ
ら
な
る
コ
メ
ン
ト
を
促
す
「
一
挨
一
拶
」
が
見
ら
れ
る
。
し
か

も
、
夢
窓
疎
石
の
時
代
│
│
つ
ま
り
大
燈
の
時
代
│
│
に
密
参
禅
の
主
な

特
徴
が
揃
っ
て
い
た
禅
風
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
密

参
録
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
後
の
密
参
録
は
鎌
倉
末

期
か
ら
存
在
し
て
い
る
な
ら
、
下
語
の
伝
統
も
あ
っ
た
と
い
う
事
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
結
論
に
至
る
に
は
仮
説
や
裏
付
け
に
く
い
解
釈
を

通
っ
た
事
を
忘
れ
ず
に
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
燈
か
ら
始
ま

る
と
考
え
ら
れ
る
新
し
い
看
話
禅
の
誕
生
は
ま
だ
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な

い
が
、
日
本
独
特
の
禅
の
特
徴
は
そ
の
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
事
は
既

に
言
え
よ
う
。

看
話
禅
の
展
開 

│
│ 

大
慧
宗
杲
と
白
隠
慧
鶴
を
中
心
と
し
て 

│
│

柳　
　

幹
康

　

大
慧
宗
杲
と
白
隠
慧
鶴
を
中
心
に
、
中
国
か
ら
日
本
に
か
け
て
の
看
話

禅
の
展
開
を
概
観
し
た
。

　

従
来
の
大
方
の
見
方
に
よ
れ
ば
看
話
禅
は
大
慧
に
よ
る
大
成
の
後
、
ほ

と
ん
ど
形
を
変
え
る
こ
と
な
く
白
隠
の
賦
活
を
経
て
今
日
ま
で
実
践
さ
れ

て
き
た
と
さ
れ
る
。
た
し
か
に
看
話
禅
の
基
本
的
な
手
法
│
│
理
解
不
可

能
な
禅
の
課
題
「
公
案
」
に
全
意
識
を
集
中
す
る
こ
と
で
妄
想
分
別
を
打

破
し
開
悟
に
い
た
る
実
践
法
│
│
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
一

方
で
変
化
し
た
部
分
も
多
い
。
た
と
え
ば
「
念
仏
す
る
者
は
誰
か
」「
死
体

示
す
コ
メ
ン
ト
と
②
弟
子
が
自
分
の
見
解
を
表
す
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
そ

の
②
の
意
味
で
の
下
語
は
中
国
や
大
燈
以
前
の
日
本
に
す
で
に
見
ら
れ
る

が
、
修
行
の
重
要
な
要
素
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
の
密
参
禅
と
繋

が
る
大
燈
の
新
し
い
看
話
禅
で
は
そ
の
下
語
が
欠
か
せ
な
い
実
践
道
具
に

な
っ
て
い
た
。『
大
燈
百
二
十
則
』
で
は
本
則
の
後
に
大
燈
の
下
語
が
付

さ
れ
て
い
る
事
が
見
え
る
が
、
現
存
す
る
最
古
の
写
本
に
問
答
も
記
録
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
調
べ
る
と
、
大
燈
の
下
語
の
殆
ど
に
は
典
拠
が
あ
る

と
言
う
事
が
分
か
る
。
大
燈
の
弟
子
の
下
語
を
記
録
し
た
当
時
の
資
料
は

現
存
し
な
い
た
め
弟
子
の
場
合
で
は
禅
籍
な
ど
を
踏
ま
え
て
い
た
と
確
実

に
言
え
な
い
が
、
後
代
の
文
献
で
確
認
で
き
る
伝
統
を
考
慮
す
れ
ば
そ
の

可
能
性
は
高
い
と
言
え
る
。

　

密
参
禅
を
支
え
る
大
き
な
柱
は
公
案
集
で
あ
る
。『
大
燈
国
師
百
二
十

則
』
や
『
碧
巌
録
』
を
ベ
ー
ス
に
作
成
さ
れ
た
『
碧
前
碧
後
』、
ま
た
は

『
無
門
関
』
や
公
案
集
に
近
い
扱
い
さ
れ
て
い
た
『
臨
済
録
』
の
よ
う
に
、

看
話
禅
の
実
践
は
流
派
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
範
囲
で
行
わ
れ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
テ
キ
ス
ト
の
注
釈
（
抄
物
）
は
下
語
を
含
ん
で
い

て
、
実
践
の
サ
ポ
ー
ト
に
な
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

鈴
木
大
拙
は
「
変
態
禅
」
と
呼
ん
で
い
た
程
に
、
禅
学
者
の
間
で
は
密

参
禅
が
酷
評
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
「
密
参
録
」
に
あ

る
。
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
と
密
参
禅
は
自
分
の
見
解
を
下
語
で
示

す
よ
り
も
、
学
人
が
予
め
手
に
入
れ
た
密
参
録
の
回
答
を
暗
唱
し
、
公
案

を
透
過
す
る
と
い
う
形
だ
け
の
禅
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
批
判
の
是

非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
予
め
下
語
を
覚
え
ら
れ
る
と
い
う
事
自
体
が
、

下
語
の
伝
統
の
存
在
を
意
味
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
伝

統
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
を
突
き
止
め
る
の
は
難
し
い
が
、
夢
窓
疎
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異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
が
公
案
（
理
解
不
可
能
な
禅
の
課
題
）

の
参
究
に
よ
る
⑴
開
悟
を
繰
り
返
し
説
い
て
強
調
す
る
の
に
対
し
、
後
者

は
⑶
法
施
（
教
法
の
施
し
に
よ
る
衆
生
救
済
）
を
最
も
重
視
し
て
い
る
。

　

な
お
白
隠
の
独
自
性
は
こ
れ
ま
で
、「
隻
手
音
声
」
と
い
う
新
た
な
公

案
の
創
出
と
、
無
数
の
公
案
の
体
系
化
の
二
点
に
求
め
ら
れ
て
き
た
が
、

双
方
と
も
に
白
隠
以
前
に
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
通
り
新
た
な

公
案
創
作
は
元
代
以
降
の
中
国
で
既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
公
案
の
体
系
化

に
つ
い
て
も
、
看
話
禅
に
基
づ
き
実
践
体
系
を
樹
立
し
た
例
が
明
末
清
初

の
中
国
に
、
多
数
の
公
案
を
一
定
の
順
番
で
参
究
す
る
密
参
禅
の
例
が
室

町
期
の
日
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
見
え
て
い
る
（
野
口
二
〇
二
二
年
論
文
、
ダ

ヴ
ァ
ン 

デ
ィ
デ
ィ
エ
「
日
本
的
看
話
禅
の
誕
生
」、
二
〇
二
二
年
）。

　

で
は
白
隠
以
前
に
例
を
見
な
い
彼
独
自
の
特
徴
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
卑
見
に
よ
れ
ば
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
旧
来
の
印
可
状
に

加
え
、「
龍
杖
払
子
図
」「
重
離
六
爻
」
と
い
う
新
た
な
証
明
書
を
発
行
し

た
こ
と
。「
龍
杖
払
子
図
」
は
見
性
し
た
者
に
、「
重
離
六
爻
」
は
上
求
菩

提
に
よ
り
一
定
の
境
地
に
達
し
た
者
に
、
印
可
状
は
白
隠
の
後
継
者
と
し

て
一
寺
に
住
し
下
化
衆
生
に
励
む
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
。
う
ち

前
二
種
は
僧
俗
問
わ
ず
発
給
さ
れ
た
が
、
印
可
状
は
現
存
す
る
限
り
僧
侶

に
の
み
与
え
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
た
と
え
悟
っ
た
者
で
あ
っ
て
も
下

化
衆
生
の
法
施
を
怠
っ
た
瞬
間
に
魔
道
に
堕
ち
て
し
ま
う
と
い
う
危
機

感
・
緊
張
感
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
白
隠
が
二
度
の
大
悟

の
後
に
目
に
し
た
春
日
神
の
神
勅
「
菩
提
心
を
欠
け
ば
魔
道
に
堕
ち
る
」

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
白
隠
は
三
度
目
の
大
悟
で
「
菩
提
心
と
は
法

施
利
他
の
善
業
で
あ
る
」
と
徹
見
し
た
の
で
あ
っ
た
。

を
引
き
ず
っ
て
い
る
者
は
誰
か
」
な
ど
新
し
い
公
案
が
元
代
以
降
創
出
さ

れ
て
い
る
（
野
口
善
敬
「
中
国
の
看
話
禅
に
お
け
る
話
頭
の
推
移
」、
二

〇
二
二
年
）。
ま
た
悟
る
ま
で
に
必
要
な
実
践
期
間
も
大
慧
は
十
日
か
ら

一
ヶ
月
、
白
隠
は
三
日
か
ら
七
日
と
短
く
設
定
す
る
の
に
対
し
、
六
年
か

か
っ
た
無
門
慧
開
や
五
年
か
か
っ
た
無
学
祖
元
な
ど
南
宋
の
禅
林
で
は
長

期
の
修
行
を
要
し
た
禅
僧
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
悟
り
の
回
数
に
つ
い
て

も
、
大
慧
や
白
隠
が
複
数
回
の
大
悟
（
な
い
し
悟
境
の
深
ま
り
）
を
経
た

の
に
対
し
、
明
末
の
代
表
的
な
禅
僧
密
雲
円
悟
は
一
回
の
大
悟
し
か
認
め

て
い
な
い
（
野
口
「
大
慧
宗
杲
と
大
悟
小
悟
の
二
句
」、
二
〇
一
三
年
）。

　

大
慧
と
白
隠
は
と
も
に
、
⑴
頓
悟
（
本
来
仏
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
）、

⑵
漸
修
（
残
存
す
る
煩
悩
の
除
去
）、
⑶
頓
修
（
説
法
に
よ
る
衆
生
救
済
）

の
三
要
素
に
整
理
で
き
る
修
証
論
を
有
し
て
お
り
、
悟
後
の
二
種
の
実
践

⑵
⑶
を
と
も
に
今
生
で
実
践
可
能
と
す
る
点
で
、
そ
の
先
駆
を
五
代
の
永

明
延
寿
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
そ
れ
は
代
々
継
承
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
摸
索
す
る
な
か
で
行
き
着
い
た
一
種
の
共
通
解
と

言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
彼
ら
の
用
語
が
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
い
る
こ
と
（
延
寿
は
⑴
頓
悟
、
⑵
漸
修
、
⑶
頓
修
。
大
慧
は

一
定
し
な
い
が
、
⑴
打
破
漆
桶
・
㘞
地
一
下
、
⑵
漸
除
・
非
頓
除
、
⑶
拯

抜
一
切
・
興
慈
運
悲
な
ど
。
白
隠
は
⑴
見
性
、
⑵
上
求
菩
提
、
⑶
下
化
衆

生
）、
大
慧
・
白
隠
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
体
験
に
基
づ
き
自
身
の
修
証
論

を
構
築
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
公
案
参
究
に
よ
り
悟
り
を
得
た
後
も
煩

悩
が
残
る
こ
と
、
そ
れ
を
完
全
に
断
て
ば
自
ず
と
仏
と
し
て
衆
生
を
救
済

す
る
こ
と
は
、
大
慧
・
白
隠
に
と
っ
て
自
身
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

な
お
大
慧
・
白
隠
は
同
様
の
修
証
論
を
有
し
な
が
ら
も
、
そ
の
力
点
は
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世
）。
隠
元
に
よ
る
黄
檗
宗
の
伝
来
、
卍
山
ら
の
曹
洞
宗
復
古
運
動
、
白

隠
の
臨
済
宗
改
革
な
ど
に
よ
り
、
中
世
の
形
態
に
代
わ
る
新
し
い
禅
の
実

践
や
研
究
の
体
系
が
作
ら
れ
た
。
第
五
期
（
近
代
）。
新
た
に
近
代
禅
が

形
成
さ
れ
、
鈴
木
大
拙
ら
に
よ
っ
て
世
界
に
広
ま
っ
た
。
今
回
、
何
氏
と

和
田
氏
の
発
表
は
中
世
前
期
に
、
ダ
ヴ
ァ
ン
氏
の
発
表
は
中
世
後
期
に
、

柳
氏
の
発
表
は
近
世
に
関
わ
る
。

　

何
氏
の
発
表
は
、
道
元
の
初
期
の
著
作
『
弁
道
話
』
を
単
純
に
『
正
法

眼
蔵
』
の
序
論
と
し
て
読
む
の
で
な
く
、
そ
の
用
語
や
引
用
文
献
を
精
査

し
、
思
想
的
な
系
譜
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
道
元
は

広
く
顕
密
仏
教
の
用
語
を
用
い
て
お
り
、
禅
に
関
し
て
も
、『
宗
鏡
録
』

『
興
禅
護
国
論
』
な
ど
と
の
関
係
が
問
い
直
さ
れ
る
。
な
お
、
道
元
に
独

自
の
教
判
意
識
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
た
だ
そ
れ
を
宗
派
意
識

と
言
え
る
か
ど
う
か
は
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

和
田
氏
の
発
表
は
、
臨
済
系
の
円
爾
の
思
想
を
取
り
上
げ
る
。
円
爾
は

新
出
資
料
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
を
検
討
し
て
、
密
教
と
禅
の
関
係
で
、
密

教
の
「
相
」
へ
の
こ
だ
わ
り
を
批
判
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
引
用
文
献
を

検
討
し
、『
圜
悟
語
録
』『
大
慧
語
録
』
は
超
越
の
問
題
に
関
し
て
引
用

し
、『
宗
鏡
録
』『
釈
摩
訶
衍
論
』
は
心
の
議
論
に
関
し
て
引
用
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
な
お
、
円
爾
に
は
密
教
的
な
著
作
と
禅
的
な
著

作
と
で
相
違
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の
点
の
検
討
が
今
後
必
要
で
あ

ろ
う
。

　

ダ
ヴ
ァ
ン
氏
の
発
表
は
、
中
世
後
期
の
密
参
禅
に
焦
点
を
当
て
る
。
密

参
禅
は
従
来
堕
落
的
な
も
の
と
見
ら
れ
て
、
研
究
が
き
わ
め
て
遅
れ
て
い

る
。
ダ
ヴ
ァ
ン
氏
は
公
案
集
の
活
用
と
下
語
に
よ
る
境
地
の
証
明
と
い
う

点
に
そ
の
特
徴
を
見
、
そ
れ
を
大
灯
（
宗
峰
妙
超
）
に
始
ま
る
こ
と
を
論

コ
メ
ン
ト

末
木
文
美
士

　

近
代
的
な
禅
研
究
は
、
鈴
木
大
拙
・
忽
滑
谷
快
天
な
ど
を
先
駆
と
し
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
入
矢
義
高
・
柳
田
聖
山
に
よ
っ
て
語
学
的
・
歴
史

的
研
究
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
そ
の
路
線
を
継
承
し
な
が
ら
、
近
年
禅
研

究
は
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
日
本
禅
に
限
る
と
、
戦
後
の
研
究
は
歴
史

学
者
に
よ
る
禅
宗
諸
派
の
系
譜
的
研
究
（
今
枝
愛
真
な
ど
）
が
主
流
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
基
本
的
な
資
料
研
究
が
進
み
、
単
純
な
継
承
論
で
は
済
ま

な
い
禅
の
多
様
な
様
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
中
世
前
期
で
は
真
福

寺
や
金
沢
文
庫
資
料
の
発
見
、
中
世
後
期
で
は
石
川
力
山
・
安
藤
嘉
則
ら

に
よ
る
地
方
寺
院
資
料
の
発
掘
、
近
世
で
は
芳
澤
勝
弘
に
よ
る
白
隠
著
作

の
註
解
な
ど
、
従
来
の
常
識
を
覆
す
よ
う
な
成
果
が
相
次
い
だ
。
今
後
の

課
題
は
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
、
思
想
内
容
を
解
明
し
、
禅

の
多
様
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
パ
ネ
ル
は
そ
の
一

歩
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

日
本
禅
の
展
開
は
五
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
期
（
奈
良
・
平
安
期
）。

北
宗
禅
が
道
璿
に
よ
っ
て
伝
来
し
、
行
表
か
ら
最
澄
に
伝
え
ら
れ
た
。
最

澄
は
入
唐
し
て
牛
頭
系
の
禅
を
伝
え
た
。
そ
の
伝
統
が
後
の
中
世
の
禅
宗

の
基
盤
と
な
っ
た
。
第
二
期
（
中
世
前
期
、
院
政
・
鎌
倉
期
）。
従
来
、

こ
の
時
期
に
後
の
臨
済
宗
・
曹
洞
宗
が
確
立
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
新
発
見
の
資
料
に
よ
り
、
当
時
の
禅
は
顕
密
諸
宗
と
の
交
流
の
中

で
位
置
づ
け
ら
れ
、
解
明
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
第
三
期
（
中
世
後
期
。

鎌
倉
末
期
・
室
町
・
戦
国
期
）。
禅
宗
が
宗
派
化
し
、
儀
礼
や
修
行
の
方

法
が
定
ま
り
、
制
度
面
も
整
備
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
看
話
禅
は
密
参
禅

と
し
て
定
着
し
、
切
紙
相
承
な
ど
の
形
式
が
発
展
し
た
。
第
四
期
（
近
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る
何
燕
生
の
発
表
は
、
道
元
の
初
期
の
書
物
『
弁
道
話
』
を
読
み
直
し
、

そ
の
内
容
は
中
古
天
台
や
華
厳
・
真
言
・
唐
代
禅
・
宋
代
禅
お
よ
び
栄
西

の
禅
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。『
弁
道
話
』
の

執
筆
は
永
明
延
寿
の
『
宗
鏡
録
』
や
栄
西
の
『
興
禅
護
国
論
』
と
の
間
に

何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
広
い
視
点
か
ら
初
期
道

元
の
思
想
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

和
田
有
希
子
は
「
円
爾
の
禅
密
諸
典
籍
の
利
用
と
鎌
倉
中
期
の
禅
の
展

開
」
と
題
す
る
発
表
を
行
い
、
円
爾
の
思
想
に
お
け
る
「
密
教
的
」
要
素

に
着
目
す
る
と
と
も
に
、
特
に
宋
代
の
『
圓
悟
佛
果
禅
師
語
録
』
や
大
慧

宗
杲
の
影
響
を
論
じ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
円
爾
が
言
葉
に
関
し
て
、「
字

義
」
を
重
視
し
た
と
し
、
そ
れ
は
宋
代
の
圓
悟
の
「
死
句
」・「
活
句
」
な

ど
の
考
え
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
弟
子
大
慧
宗
杲
か
ら
の
影
響

も
確
認
で
き
る
と
い
う
。
他
方
、
円
爾
が
弟
子
に
授
け
た
『
心
生
滅
真
如

両
門
図
』
に
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
や
延
寿
の
『
宗
鏡
録
』
と
共
通
す
る
思

想
内
容
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。

　

デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ダ
ヴ
ァ
ン
は
「「
密
参
禅
」
の
由
来
と
展
開
の
再
検
討

―
下
語
の
使
用
を
手
が
か
り
に
―
」
と
題
す
る
発
表
で
、
室
町
末
期
か
ら

近
世
中
期
の
禅
に
か
け
て
見
ら
れ
た
新
し
い
特
徴
を
指
摘
し
、
と
く
に

「
下
語
」
を
使
っ
た
禅
の
動
向
に
着
目
し
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、「
密
参
禅
」

を
支
え
る
『
大
燈
百
二
十
則
』
な
ど
の
公
案
集
か
ら
、
実
践
の
サ
ポ
ー
ト

の
役
割
と
し
て
の
「
下
語
」
の
例
が
確
認
で
き
、「
下
語
」
は
近
世
禅
の

中
で
積
極
的
な
意
義
を
持
っ
て
お
り
、
密
参
録
が
存
在
し
、「
密
参
禅
」

が
曹
洞
宗
へ
広
ま
っ
た
こ
と
は
新
し
い
看
話
禅
が
日
本
に
お
い
て
誕
生
し

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

柳
幹
康
は
「
看
話
禅
の
展
開
―
大
慧
宗
杲
と
白
隠
慧
鶴
を
中
心
と
し
て

証
し
て
、
再
評
価
を
試
み
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
る
が
、
大
灯

時
代
の
密
参
禅
と
、
そ
の
後
に
展
開
す
る
切
紙
相
承
な
ど
と
は
や
や
相
違

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の
点
の
解
明
が
今
後
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ

う
。

　

柳
氏
の
発
表
は
、
近
世
日
本
の
看
話
禅
の
改
革
者
白
隠
慧
鶴
を
中
国
の

看
話
禅
の
大
成
者
大
慧
宗
杲
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
看
話
禅
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
。
両
者
と
も
に
短
期
間
で
悟
れ
る
と
す
る
が
、
悟
後
の
修
行
を

重
視
す
る
。
そ
の
際
、
白
隠
は
「
下
化
衆
生
」
の
「
法
施
」
を
重
視
す
る

な
ど
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
大
き
な
視
野
に
立
っ
て
見
通
し
を
与

え
る
発
表
で
あ
る
。
な
お
、
白
隠
は
『
槐
安
国
語
』
で
大
灯
の
語
録
を
講

じ
て
お
り
、
中
世
禅
を
認
め
て
い
る
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

何　
　

燕
生

　

日
本
に
お
け
る
禅
の
本
格
的
な
展
開
は
中
世
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る

が
、
そ
の
展
開
の
過
程
で
天
台
や
華
厳
・
真
言
な
ど
の
既
存
の
仏
教
と
密

接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
中
に
は
「
密
教
的
」
だ
と
言
わ
れ
る
も
の

も
あ
り
、
決
し
て
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
の
ち
の
室
町
時
代
に
は

所
謂
「
密
参
禅
」
が
起
こ
り
、
江
戸
時
代
に
は
白
隠
慧
鶴
の
「
隻
手
音

声
」
と
い
う
公
案
の
よ
う
に
、
新
た
な
展
開
も
見
ら
れ
た
。
本
パ
ネ
ル
は
、

そ
の
よ
う
な
見
地
に
立
ち
、
ま
た
名
古
屋
の
真
福
寺
か
ら
発
見
さ
れ
た
禅

文
献
に
基
づ
く
研
究
成
果
や
二
〇
二
二
年
に
発
足
し
た
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
共
同
研
究
禅
研
究
班
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
中
近
世
の

日
本
に
お
け
る
禅
の
受
容
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
「『
弁
道
話
』
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
―
初
期
道
元
の
課
題
―
」
と
題
す
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人
口
減
少
地
域
に
お
け
る
「
宗
教
意
識
」
の
揺
ら
ぎ

代
表
者
・
司
会　

木
越　

康

宗
教
意
識
の
揺
ら
ぎ

藤
枝　
　

真

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
縮
小
・
衰
退
と
軌
を
一
に
し
て
、
寺
院
や
神
社

の
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
宗
教
が
今
日
も
な
お

人
々
と
共
に
あ
り
続
け
、
求
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
役
割

と
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
社
会
の
外
的
な
変
化
だ
け
が
伝
統
宗

教
の
衰
退
の
原
因
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
こ
れ
が
、
人
口
減
少
と
は
関
係

な
く
、
人
々
の
内
面
的
な
ニ
ー
ズ
自
体
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
る
「
宗
教

離
れ
」
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
で
あ
る

の
か
。

　

今
回
の
地
域
住
民
対
象
の
調
査
で
は
、
調
査
対
象
者
の
選
定
を
寺
院
か

ら
の
紹
介
に
頼
る
際
に
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
選
上
の
バ
イ
ア
ス
を

回
避
し
、
伝
統
宗
教
や
地
域
の
現
状
に
対
す
る
率
直
か
つ
多
様
な
意
見
を

汲
み
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
を
指
定
し
た
全
戸

配
達
の
サ
ー
ビ
ス
（
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
）
を
利
用
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

既
存
の
人
脈
や
特
定
宗
派
に
頼
ら
な
い
調
査
対
象
者
へ
の
リ
ー
チ
が
可
能

に
な
っ
た
。
質
問
紙
に
は
、
自
由
記
述
欄
お
よ
び
追
加
調
査
の
可
否
を
答

え
る
欄
を
も
う
け
、
後
日
の
対
面
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
狙
っ
た
。
以
下
の
事
例
は
、
自
由
記
述
欄
へ
の
興
味

深
い
回
答
を
し
、
か
つ
「
追
加
調
査
可
能
」
と
記
入
し
た
回
答
者
の
う
ち
、

一
九
七
〇
年
代
生
ま
れ
の
三
人
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

―
」
と
題
す
る
発
表
に
お
い
て
、
大
慧
以
降
の
看
話
禅
の
展
開
を
概
観
し

つ
つ
、
大
慧
と
白
隠
の
比
較
分
析
を
行
な
っ
た
。
両
者
は
同
様
に
開
悟
と

悟
後
の
自
利
・
利
他
の
二
行
か
ら
な
る
実
践
体
系
を
有
す
る
一
方
で
、
大

慧
と
異
な
る
白
隠
の
独
自
性
と
し
て
以
下
の
二
点
を
挙
げ
た
。
第
一
に
、

従
来
の
印
可
状
に
加
え
白
隠
は
、「
龍
杖
払
子
図
」「
重
離
六
爻
」
と
い
う

二
種
の
新
た
な
証
明
書
を
併
せ
発
行
し
た
。
第
二
に
、
た
と
え
悟
っ
た
者

で
も
利
他
行
を
欠
い
た
瞬
間
に
魔
道
に
墜
ち
て
し
ま
う
と
い
う
緊
張
感
を

有
し
て
い
る
と
い
う
。

　

四
名
の
パ
ネ
ラ
ー
の
発
表
に
対
し
、
最
後
に
末
木
文
美
士
が
コ
メ
ン
ト

を
行
っ
た
。
末
木
は
ま
ず
、
近
代
に
お
け
る
禅
の
研
究
史
か
ら
本
パ
ネ
ル

の
意
義
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
四
名
の
発
表
テ
ー
マ
を
日
本
に
お
け
る

禅
の
多
様
な
展
開
の
中
に
位
置
づ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
紹
介
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
個
々
の
発
表
の
内
容
を
概
述
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
質
問
を
行
っ
た
。
例
え
ば
道
元
の
宗
派
意
識

は
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
円
爾
に
は
密
教
的
な
著
作
と

禅
的
な
著
作
と
の
間
に
か
な
り
相
違
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
大
燈
以
降

に
展
開
す
る
切
紙
伝
承
は
密
参
禅
と
異
な
る
の
で
は
な
い
か
、
白
隠
の
著

作
か
ら
、
白
隠
は
中
世
禅
を
認
め
て
い
る
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

な
ど
で
あ
る
。
四
名
の
パ
ネ
ラ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
回
答
し
、
さ

ら
に
、
フ
ロ
ア
か
ら
も
質
問
を
受
け
、
議
論
を
行
っ
た
。
多
く
の
課
題
が

ま
だ
残
っ
て
い
る
が
、
中
近
世
の
禅
の
多
様
な
展
開
を
再
検
討
し
、
ま
た

そ
の
問
題
点
を
確
認
で
き
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
。
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い
）
で
あ
る
。
氏
は
仏
を
讃
え
る
経
文
へ
の
疑
念
・
反
感
を
表
明
し
、
そ

れ
が
仏
教
な
ら
自
分
に
は
要
ら
な
い
と
言
う
。
門
徒
と
し
て
の
所
属
感
は

確
か
に
持
ち
な
が
ら
も
、
仏
教
と
し
て
の
真
宗
の
あ
り
方
に
は
否
定
的
な

見
解
を
示
す
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｏ
氏
は
経
典
へ
の
反
感
を
明
言
し
、
加
え
て
、
発
言
の
内

容
か
ら
は
、
真
宗
の
『
正
信
偈
』
に
記
さ
れ
る
七
高
僧
へ
の
言
及
を
も
疑

問
視
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
逆
に
、
真
宗

の
教
え
に
つ
い
て
の
一
定
の
理
解
が
Ｏ
氏
の
中
に
醸
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
紛
れ
も
な
く
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
解
が
あ
り
な
が
ら
も
Ｏ
氏
が
表
明

す
る
反
感
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
。

　

宗
教
意
識
は
「
信
仰
心
」
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
。
宗
教
意
識
は
信

仰
心
だ
け
で
な
く
、
所
属
感
や
実
践
活
動
と
も
関
係
し
て
い
る
（
岡
本
亮

輔
『
宗
教
と
日
本
人
│
│
葬
式
仏
教
か
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
文
化
ま
で
』

中
公
新
書
、
二
〇
二
一
年
、
四
五
頁
）。
三
氏
の
事
例
か
ら
、
信
仰
、
実

践
、
所
属
の
三
要
素
が
異
な
る
形
で
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

過
疎
地
寺
院
に
生
き
る
人
々
の
声

那
須　

公
昭

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
二
〇
二
一
年
七
月
一
日
を
基
準
日
と
し
て

本
願
寺
派
に
所
属
す
る
寺
院
を
対
象
と
し
た
第
十
一
回
宗
勢
基
本
調
査

（
以
下
、
十
一
回
調
査
）
を
実
施
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
か
ら
、
総
務
省

が
指
定
す
る
過
疎
地
域
に
あ
る
寺
院
（
以
下
、
過
疎
地
寺
院
）
と
そ
の
他

の
地
域
に
あ
る
寺
院
（
以
下
、
そ
の
他
寺
院
）
で
比
較
分
析
を
試
み
た

（
第
十
一
回
宗
勢
基
本
調
査
実
施
セ
ン
タ
ー
提
供
の
資
料
に
基
づ
く
）。
そ

◇
事
例
一
：
Ｕ
氏　

調
査
地
域
の
近
隣
Ｈ
町
出
身
。
工
房
で
働
き
、
移
住

者
と
結
婚
。
地
域
の
行
事
に
参
加
し
、
さ
ら
に
住
民
の
紹
介
に
よ
っ
て
寺

お
よ
び
住
職
と
接
し
、
門
徒
と
な
っ
た
。
特
に
五
日
講
（
※
当
地
に
縁
の

深
い
教
如
の
月
命
日
に
厳
修
さ
れ
る
巡
回
講
）
が
面
白
い
と
感
じ
る
。
地

域
の
葬
式
で
は
、
亡
く
な
っ
た
人
を
思
い
出
し
な
が
ら
話
す
こ
と
が
普
通

で
、
死
を
体
験
す
る
こ
と
が
特
別
で
は
な
い
と
感
じ
る
。

◇
事
例
二
：
Ｊ
氏　

隣
県
か
ら
移
住
し
、
工
房
や
そ
の
他
の
仕
事
を
し
て

い
る
。
良
い
方
角
を
占
う
術
に
精
通
。
地
域
社
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
つ
つ
、
自
分
の
信
仰
に
関
し
て
は
個
人
の
領
域
内
に
限
定
し
、
地
域

の
た
め
に
な
る
活
動
に
は
宗
教
的
信
念
を
持
ち
込
ま
ず
に
積
極
か
つ
寛
容

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
山
神
様
な
ど
へ
の
感
謝
を
表
し
、
自
然
環
境
や
動

物
と
の
共
存
へ
の
繊
細
な
眼
差
し
を
有
す
る
。

◇
事
例
三
：
Ｏ
氏　

若
い
頃
に
地
域
を
離
れ
た
が
、
四
〇
代
を
機
に
戻

る
。
田
畑
の
維
持
管
理
が
主
な
理
由
。
寺
の
行
事
の
準
備
・
実
施
に
は
門

徒
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
が
負
担
も
多
く
、
積
極
的
・
自
発
的
に
関
わ
っ

て
い
る
と
は
自
分
で
は
思
え
な
い
。
経
典
の
教
え
よ
り
も
、
先
祖
供
養
が

第
一
の
関
心
事
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
今
日
の
寺
の
役
割
に
疑
問
を
抱

い
て
い
る
。
神
社
の
維
持
管
理
の
困
難
さ
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

Ｕ
氏
と
Ｊ
氏
は
移
住
者
、
Ｏ
氏
は
Ｕ
タ
ー
ン
者
で
あ
る
。
前
二
者
は
仕

事
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
関
心
か
ら
当
地
に
移
住
し
、
そ
こ
で
出
会
っ
た

生
活
上
・
宗
教
上
の
伝
統
に
も
関
心
を
示
し
実
践
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

死
者
供
養
や
そ
の
継
承
と
い
う
問
題
領
域
に
関
し
て
、
少
な
く
と
も
当
地

の
生
活
の
中
で
は
憂
慮
し
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
後
者
は
、
親
世
代
か

ら
継
承
す
る
形
で
寺
と
の
付
き
合
い
や
墓
の
維
持
を
し
て
い
る
が
、
そ
の

根
幹
に
あ
る
の
は
先
祖
供
養
（
直
接
的
に
は
慕
っ
て
い
た
祖
母
へ
の
思
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承
を
希
望
す
る
人
が
九
割
程
度
と
な
っ
た
。
能
登
島
調
査
で
は
、
墓
・
仏

壇
と
も
に
「
現
在
地
で
の
継
承
者
が
い
る
」
が
七
割
、「
後
継
者
は
い
な

い
が
現
在
地
で
の
継
承
を
希
望
」
が
二
割
程
度
で
、
作
木
町
同
様
、
現
在

地
で
の
継
承
を
希
望
す
る
人
が
九
割
程
度
い
た
。
両
地
域
を
比
べ
る
と
、

各
家
庭
の
後
継
者
の
有
無
に
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
墓
・
仏
壇
の
今
後
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
現
地
で
の
継
承
を
望
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、「
お
寺
に
対
す
る
希
望
・
要
望
」
の
設
問
を
み
る

と
、「
今
ま
で
通
り
で
よ
い
」「
存
続
し
て
欲
し
い
」
な
ど
が
多
く
、
若
者

の
参
拝
や
法
要
行
事
の
参
拝
者
数
の
増
加
な
ど
未
来
を
見
据
え
て
の
声
も

多
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
作
木
町
、
能
登
島
の
地
域
住
民
の
大
多

数
が
、
お
墓
や
仏
壇
に
つ
い
て
は
現
地
で
の
継
承
を
望
ん
で
お
り
、
寺
院

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
も
し
く
は
未
来
を
見
据
え
て
の
運
営
や

存
続
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

過
疎
地
寺
院
の
住
職
や
そ
の
家
族
の
生
活
を
考
え
る
と
、
現
状
で
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
寺
院
関
係
者
の
危
機
意
識
と
し
て
あ
ら
わ
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
過
疎
地
に
生
き
る
地
域
住
民
は
、
今

ま
で
ど
お
り
の
仏
事
の
継
承
や
寺
院
の
存
続
を
望
ん
で
お
り
、
こ
こ
に
両

者
の
意
識
の
揺
ら
ぎ
が
あ
る
も
の
と
推
察
す
る
。
寺
院
に
何
を
求
め
、
期

待
さ
れ
て
い
る
の
か
、
寺
院
の
現
状
を
共
有
し
つ
つ
、
地
域
住
民
の
思
い

に
向
き
合
う
こ
と
が
、
今
後
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

仏
教
信
仰
の
動
揺

木
越　
　

康

　

は
じ
め
に
二
〇
一
七
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
大
谷
大
学
の
共
同
研
究

班
に
よ
る
過
疎
地
域
調
査
の
流
れ
を
報
告
し
、
次
に
聞
き
取
り
か
ら
み
え

の
な
か
、
特
に
過
疎
地
寺
院
関
係
者
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

さ
ら
に
、
本
願
寺
派
で
は
、
仏
教
教
団
の
過
疎
に
関
す
る
情
報
交
流
を
行

っ
て
い
る
過
疎
問
題
連
絡
懇
談
会
と
の
共
催
で
、
二
〇
一
五
年
に
広
島
県

三
次
市
作
木
町
（
以
下
、
作
木
調
査
）、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
八
年
に

石
川
県
七
尾
市
能
登
島
（
以
下
、
能
登
島
調
査
）
で
地
域
住
民
を
対
象
と

し
た
調
査
を
実
施
し
た
（
両
集
落
調
査
に
つ
い
て
は
、
猪
瀬
優
理
「
地
域

社
会
と
寺
院
│
│
広
島
・
作
木
調
査
と
石
川
・
能
登
島
調
査
」（『
龍
谷
大

学
社
会
学
部
紀
要
』
五
二
、
二
〇
一
八
年
）
に
詳
し
い
）。
そ
こ
で
得
た

地
域
住
民
の
仏
事
や
寺
院
に
対
す
る
声
を
報
告
し
、
住
職
を
は
じ
め
と
す

る
寺
院
関
係
者
の
思
い
と
地
域
住
民
の
寺
院
に
対
す
る
思
い
を
比
較
考
究

す
る
こ
と
で
「〈
宗
教
意
識
〉
の
揺
ら
ぎ
」
の
一
端
を
論
じ
た
い
。

　

十
一
回
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
過
疎
地
寺
院
と
そ
の
他
寺
院
の
年
間

収
入
を
比
較
す
る
と
、
年
収
二
〇
〇
万
円
以
下
の
寺
院
が
過
疎
地
で
は
四

割
を
こ
え
、
住
職
世
帯
の
主
な
収
入
源
を
み
る
と
、
過
疎
地
寺
院
で
は
寺

院
給
与
の
割
合
が
低
く
、
年
金
収
入
に
依
拠
し
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
寺
院
運
営
の
意
識
に
つ
い
て
、
過
疎
地
寺
院
は

そ
の
他
寺
院
に
比
べ
、
寺
院
後
継
者
へ
の
不
安
に
関
し
て
「
寺
院
護
持
の

見
通
し
が
不
透
明
」
と
回
答
す
る
割
合
が
高
く
、
寺
院
の
解
散
・
合
併
を

考
え
て
い
る
回
答
の
割
合
も
高
い
傾
向
が
で
た
。
過
疎
地
寺
院
の
関
係
者

は
、
現
状
を
厳
し
く
捉
え
、
現
状
の
ま
ま
で
の
継
続
に
強
い
危
機
感
を
抱

い
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

一
方
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
作
木
調
査
、
能
登
島
調
査
を
も
と
に
、

墓
・
仏
壇
の
今
後
に
関
す
る
設
問
結
果
を
み
る
と
、
作
木
調
査
で
は
、

墓
・
仏
壇
と
も
に
「
現
在
地
で
の
継
承
者
が
い
る
」
が
五
割
、「
後
継
者

は
い
な
い
が
現
在
地
で
の
継
承
を
希
望
」
が
四
割
程
度
で
、
現
地
で
の
継
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極
的
に
は
求
め
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
過
疎
地
域

内
に
あ
る
寺
院
の
庫
裡
の
修
復
を
申
し
出
る
門
信
徒
に
対
し
て
、
住
職
が

着
手
に
躊
躇
す
る
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
寺
院
存
続
の
将
来
を
見
据
え
た

時
、
苦
心
し
て
現
在
の
状
況
を
支
え
る
寺
院
住
職
か
ら
す
れ
ば
、
容
易
に

修
復
に
踏
み
切
れ
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
し
か
し
修
復
を
願
う
門
信

徒
の
側
に
は
、
先
祖
の
魂
や
自
ら
の
眠
る
べ
き
墓
を
守
る
も
の
と
し
て
の

寺
院
が
願
わ
れ
る
。
ど
ち
ら
も
切
実
な
想
い
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
住
職
と

門
信
徒
の
間
の
意
識
の
〈
ズ
レ
〉
が
あ
る
。

　

ま
た
他
の
門
信
徒
は
、
過
疎
化
を
招
い
た
の
は
子
や
孫
の
将
来
を
考
え

て
彼
ら
の
住
居
を
近
隣
都
市
に
移
設
さ
せ
た
自
ら
の
責
任
で
あ
る
と
悔
い

る
。
今
さ
ら
故
郷
に
帰
っ
て
来
い
と
は
言
え
な
い
事
情
を
語
っ
た
上
で
、

三
十
年
前
に
立
派
に
修
復
し
た
寺
も
、
二
十
か
ら
三
十
年
後
に
は
誰
も
維

持
す
る
者
が
い
な
く
な
り
、
五
日
講
の
伝
統
も
終
わ
る
だ
ろ
う
と
語
っ
た
。

例
示
し
た
二
人
の
門
信
徒
は
共
に
八
十
歳
を
越
え
る
が
、
い
ず
れ
も
後
継

者
不
在
の
不
安
を
語
り
、
故
郷
の
将
来
へ
の
不
安
を
語
っ
た
。
調
査
は
現

在
、
将
来
を
左
右
す
る
他
出
子
に
移
行
し
て
い
る
が
、
今
後
の
研
究
と
し

て
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
故
郷
を
思
い
、
宗
教
伝
統
を
ど
う
捉
え
る
の
か
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

伝
統
的
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
揺
ら
ぎ
は
、
そ
の

地
域
に
ど
の
よ
う
な
形
で
ど
れ
ほ
ど
関
与
し
て
き
た
の
か
に
左
右
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
門
信
徒
だ
け
で
は
な
く
、
寺
院
側
も
そ
う
で
あ
る
。
地
域

で
生
ま
れ
て
現
在
も
寺
で
生
活
す
る
住
職
が
い
る
一
方
で
、
地
域
外
に
生

ま
れ
て
寺
に
通
う
住
職
も
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
か
た
ち
に
よ
っ
て
、

宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
伝
統
へ
の
意
識
が
異
な
り
、
将
来
に
対
す
る
不
安

も
、
有
無
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
地
域
に
強
い
縁
を
持
つ
住
民
に

て
き
た
地
域
住
民
の
信
仰
の
動
揺
を
紹
介
し
た
。
我
々
が
地
域
研
究
対
象

地
と
し
て
選
定
し
た
の
は
、
岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
春
日
地
区
で
あ
る
。

同
地
域
は
岐
阜
県
南
西
部
の
山
間
に
位
置
し
、
か
つ
て
は
地
勢
を
利
用
し

た
林
業
や
真
綿
の
生
産
、
茶
の
栽
培
等
の
産
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、

過
疎
化
が
進
ん
だ
現
在
で
は
ピ
ー
ク
時
の
半
数
に
ま
で
世
帯
数
が
減
少
し

て
い
る
。
狭
い
地
域
に
あ
る
寺
院
十
一
ヶ
寺
の
う
ち
の
九
ヶ
寺
が
真
宗
大

谷
派
寺
院
で
あ
り
、
研
究
で
は
同
派
寺
院
お
よ
び
門
信
徒
を
中
心
に
聞
き

取
り
を
行
っ
て
き
た
。
特
に
同
地
域
に
は
「
五
日
講
」
と
呼
ば
れ
る
真
宗

の
伝
統
行
事
が
あ
る
。
こ
の
講
は
、
地
区
に
あ
る
八
ヶ
寺
の
真
宗
寺
院
と

こ
れ
に
属
す
る
門
徒
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
五
日
講
の
「
五
日
」

は
、
東
本
願
寺
を
創
立
し
た
第
十
二
代
宗
主
教
如
の
命
日
に
ち
な
む
が
、

毎
月
五
日
の
命
日
に
各
寺
院
を
持
ち
回
り
で
法
要
が
行
わ
れ
、
既
に
四
百

年
近
く
の
歴
史
を
有
す
る
。

　

同
地
域
で
の
聞
き
取
り
は
当
初
寺
院
を
中
心
に
実
施
さ
れ
た
が
、
二
〇

一
八
年
度
後
期
以
降
は
ほ
ぼ
門
信
徒
側
へ
の
聞
き
取
り
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
寺
院
と
門
信
徒
の
間
に
、
宗
教
伝
統
の
弱
体
化
に
対
す

る
危
機
意
識
の
〈
ズ
レ
〉
が
み
ら
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
多
く
の
先
行

研
究
が
寺
院
調
査
に
力
点
を
置
く
の
に
対
し
、
本
研
究
班
の
特
徴
は
調
査

の
対
象
を
門
信
徒
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
過
疎
地
域
に
お
け
る

宗
教
意
識
の
動
態
を
知
る
う
え
で
、
寺
院
よ
り
も
門
信
徒
に
対
す
る
調
査

の
方
が
よ
り
直
接
的
で
あ
り
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
。
寺

院
側
と
門
信
徒
の
側
の
宗
教
伝
統
に
対
す
る
意
識
の
〈
ズ
レ
〉
は
、
一
般

的
に
は
、
存
続
を
願
う
寺
院
側
と
寺
離
れ
を
求
め
る
門
信
徒
が
想
像
さ
れ

る
が
、
本
パ
ネ
ル
で
は
は
じ
め
に
こ
れ
と
は
異
な
る
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
た
。

そ
れ
は
、
門
信
徒
側
が
寺
院
の
存
続
を
熱
望
す
る
が
寺
院
側
が
そ
れ
を
積
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と
し
て
い
る
。
当
然
に
護
法
護
持
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
寺
院
へ
の
意
識

や
、
宗
教
感
覚
が
出
て
く
る
と
推
測
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
か

ら
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寺
院
へ
の
期
待
の
有
無
や
満
足

感
、
負
担
感
、
宗
教
へ
の
意
識
の
濃
淡
な
ど
、
多
様
な
思
い
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
、
今
後
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
パ
ネ
ル
発
表
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
々
の
信
仰
や
意

識
の
変
容
は
、
今
後
の
寺
院
の
運
営
・
維
持
に
大
き
く
関
わ
る
要
素
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
中
に
は
肯
定
的
な
意
見
も
見
ら
れ
る
が
、
人
々
の
意

思
だ
け
は
な
い
社
会
環
境
に
依
る
も
の
も
含
め
、
寺
院
維
持
に
と
っ
て
喜

ば
し
く
な
い
も
の
が
多
い
と
考
え
る
。
過
疎
地
の
寺
院
が
抱
え
る
問
題

は
、
伽
藍
維
持
の
困
難
や
行
事
の
衰
退
、
後
継
者
不
足
な
ど
関
連
し
つ
つ

多
岐
に
亘
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
寺
院
を
支
え
る
門
（
檀
）
信
徒
数
の
減

少
が
大
き
く
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
門
（
檀
）
信
徒
の
減
少
と
と

も
に
、
人
々
の
寺
院
へ
の
意
識
の
変
化
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
葬
儀
や
供
養
の
省
略
化
や
寺
院
行
事
へ
の
参
加
減
少
な
ど
に
、
こ

う
し
た
意
識
の
変
化
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
研
究
と
し
て
は
ま

だ
不
十
分
で
あ
る
。
そ
う
し
た
変
化
は
過
疎
地
の
寺
院
だ
け
で
な
く
、
す

べ
て
の
寺
院
の
今
後
の
運
営
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
調
査
を
通

し
て
意
識
の
変
化
と
寺
院
の
状
況
変
化
の
関
係
を
指
摘
す
る
意
味
は
大
き

い
と
考
え
る
。

　

今
回
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
宗
教
意
識
の
変
容
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、

あ
る
い
は
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
行
き
着
く
先
は
寺
院

維
持
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
状
況
に
な
る
だ
ろ
う
。
門
（
檀
）
信
徒
が

宗
教
的
に
求
め
る
も
の
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
寺
院

や
住
職
と
の
縁
は
薄
く
な
り
、
信
頼
関
係
も
弱
く
な
れ
ば
、
離
檀
や
墓
じ

と
っ
て
自
分
が
育
っ
た
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
先
祖
の
魂
が
帰
っ
て
く

る
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
ら
が
永
遠
の
眠
り
に
就
く
べ
き
場
所
で
あ

る
。
し
か
し
同
地
域
と
の
縁
が
薄
い
者
は
、
廃
村
や
廃
寺
な
ど
を
含
め
た

違
っ
た
形
で
の
将
来
を
覚
悟
し
て
見
据
え
る
。
そ
の
意
味
で
「
仏
教
信
仰

の
動
揺
」
は
、
伝
統
的
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
巡
っ
て
多
様
な
声
と
し
て

聞
こ
え
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
未
来
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
。

〝
信
仰
の
揺
ら
ぎ
〞
の
先
に
あ
る
も
の
、
基
に
あ
る
も
の

平
子　

泰
弘

　

伝
統
仏
教
教
団
の
多
く
で
は
、
過
疎
地
に
位
置
す
る
寺
院
の
実
態
や
問

題
の
調
査
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
調
査
の
多
く
は
質
問
紙
を
用
い
、

あ
る
い
は
現
地
に
赴
い
て
寺
院
住
職
や
そ
の
家
族
、
総
代
・
世
話
人
な
ど

の
管
理
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
を
対
象
に
し
て
、
そ
の
状
況
の
把
握
に
つ

と
め
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
報
告
書
で
は
、
過
疎
地
の
宗
教
施
設

で
生
じ
て
い
る
問
題
、
特
に
伽
藍
維
持
の
困
難
さ
や
門
（
檀
）
信
徒
数
の

減
少
、
後
継
者
問
題
な
ど
が
共
通
す
る
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

各
教
団
は
こ
う
し
た
寺
院
に
対
し
て
、
救
済
措
置
な
ど
の
対
応
を
講
ず
る

こ
と
を
意
図
し
て
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
現
状
を
把
握
す
る

調
査
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
自
身
も
携
わ
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
過
疎
地
に
お
け
る
調

査
は
、
寺
院
の
管
理
者
側
を
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
こ
に
出
て
く
る
視
点

は
、
如
何
に
し
て
歴
史
あ
る
寺
院
を
守
り
維
持
し
て
い
け
る
か
と
い
う
点

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
今
回
の
大
谷
大
学
が
進
め
て

い
る
揖
斐
川
町
で
の
調
査
は
長
期
に
亘
る
調
査
の
利
点
を
活
か
し
て
お

り
、
寺
院
と
の
関
係
の
薄
い
門
信
徒
や
地
域
に
居
住
す
る
人
々
を
も
対
象
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て
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
調
査
研
究
を
進
め
て
来
た
研
究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
情
報
を
共
有
し
て
現
状
を
把
握
す
る
と
同
時
に
、
今
後
の
研
究
の
方
向

性
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

パ
ネ
ル
代
表
者
で
あ
る
木
越
は
、
共
同
研
究
の
か
た
ち
で
二
〇
二
一
年

度
か
ら
二
〇
二
三
年
度
に
か
け
て
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
基
盤
研
究

（
Ｃ
）「
人
口
減
少
地
域
の
宗
教
動
態
と
仏
教
寺
院
の
社
会
的
役
割
に
関
す

る
総
合
的
研
究
」
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
研
究
は
二
〇
一
七
年
か
ら
大
谷

大
学
内
「
真
宗
総
合
研
究
所
」
で
実
施
し
た
「
新
し
い
時
代
に
お
け
る
寺

院
の
あ
り
方
研
究
」
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
存
続
の
危
機
に
あ
っ
て
、
地
域
住
民
の
宗
教
意
識
に
ど
の

よ
う
な
動
揺
や
変
容
が
み
ら
れ
る
か
を
調
査
し
た
上
で
、
仏
教
を
は
じ
め

と
す
る
伝
統
宗
教
の
今
後
の
役
割
や
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
総
合
的
に
研

究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
心
に
基
づ

く
研
究
は
、
対
象
地
域
の
歴
史
や
地
理
、
文
化
的
背
景
や
仏
教
信
仰
の
内

実
、
過
疎
化
の
現
状
や
今
後
の
持
続
可
能
性
な
ど
、
多
方
面
か
ら
の
検
証

が
必
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
当
研
究
班
は
発
足
当
初
か
ら
、
宗
教
学
・

歴
史
学
・
真
宗
学
・
地
域
社
会
学
・
地
域
福
祉
学
・
宗
教
人
類
学
な
ど
、

多
分
野
の
専
門
家
と
の
共
同
研
究
体
制
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
人
口

減
少
が
進
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
「
住
民
の

身
体
に
染
み
込
ん
だ
宗
教
感
情
」
に
ど
の
よ
う
な
動
揺
や
変
化
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
聞
き
取
り
を
行
っ
て
き
た
が
、
本

研
究
の
特
徴
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
寺
院
に
焦
点
を
あ
て
た
聞
き
取
り

調
査
を
進
め
て
き
た
の
に
対
し
、
地
域
住
民
・
門
信
徒
側
に
焦
点
を
当
て

た
聞
き
取
り
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。

　

今
回
の
パ
ネ
ル
で
は
、
は
じ
め
に
大
谷
大
学
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
で
あ

ま
い
な
ど
に
至
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
意
識
の

変
容
を
生
じ
さ
せ
て
い
く
素
因
に
な
る
状
況
も
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
あ
る
の
は
親
か
ら
子
へ
と
世
代
間
で
信
仰
が
継
承
さ
れ
に
く
い
環

境
の
変
化
や
、
地
域
内
で
の
信
仰
や
文
化
の
衰
退
、
寺
院
や
住
職
と
の
日

常
的
な
つ
な
が
り
の
弱
小
化
、
菩
提
寺
と
い
う
感
覚
の
希
薄
化
な
ど
、
こ

れ
ま
で
過
疎
地
の
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
か
と
推
測
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
大
き
な
出
来
事
に
よ
る
変
化
で
は
な
く
、
日

常
の
積
み
重
ね
の
中
で
進
ん
で
い
く
も
の
の
よ
う
に
感
じ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
意
識
の
変
化
を
捉
え
、
そ
れ
が
寺
院
維
持

と
関
連
し
て
い
く
こ
と
を
実
証
す
る
研
究
の
意
義
を
示
す
と
と
も
に
、
今

回
の
揖
斐
川
町
で
の
調
査
が
そ
の
一
歩
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

木
越　
　

康

　

日
本
全
国
に
点
在
す
る
仏
教
寺
院
は
、
教
化
を
中
心
と
し
た
宗
教
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
門
信
徒
（
檀
信
徒
）
の
葬
儀
や
法
要
の
場
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
し
た
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
長
き
に
わ
た

っ
て
多
様
な
形
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
・
維
持
・
発
展
に
一
定
の

役
割
を
果
し
て
き
た
。
し
か
し
近
年
の
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
と
人
口
の

都
市
部
へ
の
集
中
に
よ
っ
て
地
方
の
小
規
模
市
町
村
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
寺
院
の
置
か
れ
た
状
況
や
門
信

徒
の
寺
院
へ
の
関
わ
り
の
か
た
ち
も
変
化
し
て
き
て
い
る
。
パ
ネ
ル
タ
イ

ト
ル
に
「
宗
教
意
識
の
揺
ら
ぎ
」
と
あ
る
が
、
基
本
的
に
こ
の
変
化
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
解
体
に
伴
う
宗
教
的
風
土
の
弱
体
化
と
、
将
来
へ
の
不
安
と

を
内
容
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
パ
ネ
ル
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い



　　92

『宗教研究』97巻別冊（2024年） パネル

「
新
し
い
「
領
解
文
」（
浄
土
真
宗
の
み
教
え
）」 

に
つ
い
て
考
え
る

代
表
者
・
司
会　

深
水
顕
真

『
領
解
文
』
が
説
示
す
る
「
安
心
」
と
『
新
し
い
領
解
文
』
の
領
解

稲
城　

蓮
恵

一　
「
領
解
」
は
教
え
を
受
け
た
側
の
言
葉

　

本
論
は
「
新
領
解
文
」
に
対
し
て
、
真
宗
教
学
か
ら
領
解
、
安
心
に
つ

い
て
の
疑
問
点
を
述
べ
る
。
ま
ず
領
解
と
い
う
語
義
で
あ
る
が
『
真
宗
辞

典
』（
雲
山
龍
珠
ら
監
修
、
一
九
九
四
年
、
法
藏
館
刊
）
に
「
領
受
解
了
の

意
で
、
教
を
受
け
て
、
そ
の
教
通
り
に
体
認
す
る
こ
と
。
即
ち
仏
の
教
を

そ
の
ま
ま
信
ぜ
ら
れ
た
す
が
た
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
を
安
心
、
信
心
と
同

意
に
用
ふ
。」
と
あ
り
、
他
の
辞
典
に
も
「
道
理
を
理
解
し
て
身
に
つ
け

る
」
な
ど
、
仏
の
教
え
を
受
け
た
行
者
・
信
者
の
側
に
属
す
る
言
葉
で
、

宗
義
教
相
（
教
相
）
に
対
す
る
、
信
心
決
定
の
心
相
（
安
心
）
と
い
う
意

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

二　

他
力
信
心
を
信
仰
告
白
す
る
伝
統

　

主
に
東
西
真
宗
両
派
で
使
用
す
る
聖
教
「
領
解
文
（
東
で
は
改
悔
文
）」

と
は
、
蓮
如
が
異
安
心
や
秘
事
法
門
等
に
対
し
て
、
浄
土
真
宗
の
正
し
い

領
解
を
示
す
た
め
に
著
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
蓮
如
は
、
常
々
法
義
の
領
解

に
つ
い
て
自
ら
の
心
中
を
包
み
か
く
さ
ず
申
し
述
べ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
い
い
、
本
願
寺
の
報
恩
講
へ
参
拝
し
た
折
に
は
親
鸞
（
御
真
影
）
の

前
で
改
悔
の
心
を
起
こ
し
、
回
心
懺
悔
し
て
そ
の
心
中
を
諸
人
に
語
る
よ

う
に
と
「
御
文
（
御
文
章
）」
の
中
で
述
べ
て
い
る
。「
御
文
」
の
執
筆
年

る
藤
枝
真
か
ら
「
宗
教
意
識
の
揺
ら
ぎ
」
と
題
し
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
当
該
分
野
に
お
い
て
先
行
す
る
研
究
者
で
あ
る
那
須
公
昭
（
龍
谷

大
学
）
か
ら
「
過
疎
地
寺
院
に
生
き
る
人
々
の
声
」
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル

代
表
者
で
あ
る
木
越
か
ら
「
仏
教
信
仰
の
揺
ら
ぎ
」
と
題
し
て
、
最
後
に

当
該
分
野
の
先
行
研
究
者
で
あ
る
平
子
泰
弘
（
曹
洞
宗
桂
昌
寺
）
か
ら

「〝
信
仰
の
揺
ら
ぎ
〞
の
先
に
あ
る
も
の
、
基
に
あ
る
も
の
」
と
題
し
て
報

告
を
行
っ
た
。

　

四
人
か
ら
の
報
告
後
、
調
査
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
に
つ
い
て
の
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
聞
き
取
り
調
査
の
困
難
な
点
や
同
様
の
研
究
の
今
後
の

見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
貴
重
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
は
、

過
疎
地
域
に
焦
点
を
絞
る
研
究
に
対
し
て
都
市
圏
へ
の
移
住
者
の
調
査
も

実
施
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
「
廃
寺
」
に
ま
で
追
い
込
ま

れ
て
い
く
状
況
の
調
査
に
関
す
る
質
問
な
ど
、
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。
特
に
今
回
報
告
さ
れ
た
門
信
徒
へ
の
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
デ
ー
タ
を
生
か
し
、
社
会
に
還
元
す
る
の
か
と
い

う
貴
重
な
質
問
を
得
た
。
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
、
会
場
に
は
多
く
の
研
究
者

の
参
加
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
解
体
と
と
も
に
崩
壊
の

危
機
に
瀕
す
る
日
本
の
伝
統
宗
教
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
を
示
す
も
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
伝
統
的
仏
教
信
仰
を
記
録
し
、
そ

の
未
来
を
予
測
あ
る
い
は
模
索
す
る
た
め
の
研
究
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
研
究
者
間
の
交
流
を
絶
や
さ
ず
、
同
分
野
の
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
。
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し
た
心
相
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
真
宗
教
学
と
し
て
看
過
で
き
な

い
文
言
が
「
私
の
煩
悩
と
仏
の
さ
と
り
は
本
来
一
つ
ゆ
え
『
そ
の
ま
ま 

救
う
』」
で
あ
る
。
私
の
煩
悩
と
仏
の
さ
と
り
は
本
来
一
つ
と
悟
る
か
ら

「
私
＝
仏
」「
そ
の
ま
ま
の
救
い
」
が
成
立
す
る
と
い
う
の
は
聖
道
門
・
浄

土
門
の
分
岐
が
不
明
確
で
あ
り
、
親
鸞
が
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
性
功
徳

釈
の
ほ
ぼ
全
文
を
引
用
し
て
仏
が
衆
生
を
救
う
必
然
性
を
生
仏
不
二
思
想

で
説
い
た
宗
旨
と
文
脈
が
異
な
り
、
真
宗
教
学
と
し
て
疑
問
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

教
典
翻
訳
の
危
険
性 

│
│ 「
わ
か
り
や
す
さ
」
と
い
う
誘
惑 

│
│

深
水　

顕
真

　

一
、
新
領
解
文
は
現
代
語
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
一
見
す
る

と
「
わ
か
り
や
す
い
」。
し
か
し
、
こ
の
文
章
を
通
し
て
、
浄
土
真
宗
の

教
え
が
伝
わ
る
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
を
感
じ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
「
わ
か
り
や
す
く
な
い
」
と
い
え
る
。
で
は
な
ぜ
、
こ
の
新

領
解
文
が
「
わ
か
り
や
す
い
」
が
「
わ
か
り
や
す
く
な
い
」
の
か
を
本
発

表
で
は
考
察
し
た
。

　

二
、
こ
の
消
息
の
解
説
文
で
は
、
新
領
解
文
を
「
そ
の
肝
要
を
現
代
版

に
直
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
新
領
解

文
と
は
従
来
の
『
領
解
文
』
の
現
代
へ
の
翻
訳
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
経
典
の
翻
訳
と
は
単
な
る
字
句
の
置
き
換
え
で
は
な
い
。
そ
れ
は
字

句
の
背
後
に
あ
る
「
地
域
文
化
の
総
体
に
か
か
わ
る
問
題
」（
一
六
二
頁
、

土
屋
博
『
経
典
に
な
っ
た
宗
教
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
）
と

捉
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

三
、
新
領
解
文
の
翻
訳
を
「
文
化
の
総
体
」
と
し
て
捉
え
る
た
め
に
、

紀
の
山
科
本
願
寺
時
代
（
十
五
世
紀
）
か
ら
本
願
寺
の
報
恩
講
に
お
け
る

信
仰
告
白
「
改
悔
」
は
重
要
な
儀
礼
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、

や
が
て
改
悔
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
信
仰
告
白
の
儀
礼
全
体
を
意
味
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
改
悔
の
際
、
各
人
が
三
々
五
々
に
口
述
し
て
い
た
の
を
、

混
乱
を
避
け
る
た
め
に
「
領
解
文
」
が
定
め
ら
れ
、
改
悔
の
儀
礼
は
、
長

い
歴
史
を
も
っ
て
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
、
現
在
で
は
「
領
解
文
」
を
門

主
、
あ
る
い
は
そ
の
代
理
の
僧
侶
の
前
で
出
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

ら
の
領
解
に
誤
り
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
い
う
形
式
で
継
承
さ
れ

た
。
今
日
用
い
ら
れ
て
い
る
「
領
解
文
」
は
、
出
口
光
善
寺
に
あ
る
伝
蓮

如
筆
と
あ
る
も
の
を
元
に
し
て
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
法
如
に
よ
っ

て
出
版
さ
れ
、
今
日
ま
で
約
二
世
紀
に
わ
た
り
真
宗
信
者
の
信
心
（
安

心
）、
正
し
い
領
解
を
示
す
も
の
と
し
て
味
読
さ
れ
、
拝
読
さ
れ
て
き
た
。

領
解
・
改
悔
の
主
旨
と
し
て
は
約
五
世
紀
に
わ
た
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。

　
「
領
解
文
」
は
、「
安
心
」「
報
謝
」「
師
徳
」「
法
度
」
に
分
科
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
主
文
は
安
心
段
と
呼
ば
れ
る
「
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
雑
修

自
力
の
こ
こ
ろ
を
ふ
り
す
て
て
〜
御
た
す
け
候
へ
と
た
の
み
ま
う
し
て
さ

ふ
ら
ふ
」
で
あ
る
。
こ
の
一
段
は
、
浄
土
往
生
を
決
定
す
る
の
は
、
聖
道

自
力
（
雑
行
雑
修
）
を
捨
て
本
願
力
回
向
に
委
ね
る
他
力
信
心
で
、
所
謂

二
種
深
信
こ
そ
が
浄
土
真
宗
の
領
解
で
あ
る
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
。

三　

浄
土
教
に
矛
盾
す
る
「
新
領
解
文
」

　

一
方
門
主
消
息
と
し
て
発
布
さ
れ
た
「
新
領
解
文
」
で
あ
る
が
、
消
息

に
「
次
の
世
代
の
方
々
に
ご
法
義
が
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
、
そ
の

肝
要
を
」
と
領
解
を
示
し
た
と
述
べ
る
が
、
明
確
に
、
行
者
・
信
者
の
心

相
を
表
現
し
て
お
ら
ず
、
表
題
も
「
新
し
い
領
解
文
（
浄
土
真
宗
の
み
教

え
）」
と
教
相
と
安
心
の
混
同
が
確
認
さ
れ
、
他
力
信
心
を
正
し
く
領
解
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自
力
行
？ 

勤
め
な
い
？

　
「
信
心
」
の
段
で
、「
煩
悩
と
さ
と
り
は
本
来
一
つ
」
と
し
た
た
め
に
、

何
と
対
立
す
る
の
か
が
不
明
確
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
各
段
に
お

い
て
も
、
明
確
な
二
項
対
立
構
造
が
確
定
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
あ
え
て
設
定
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
対
立
項
で
あ
る
「
煩
悩
と
さ
と

り
は
別
物
」
や
「
あ
り
が
と
う
と
い
た
だ
け
な
い
」、「
精
一
杯
勤
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
な
ど
は
、
人
間
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
あ
り
、
本
来
浄

土
真
宗
の
救
い
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
、
対
立
項

と
な
る
た
め
に
文
章
自
体
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
非
常
に
不
明
確
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
分
析
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
新
領
解
文
は
明
確
な
対
立
項
（
否
定
す

べ
き
内
容
）
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
浄
土
真
宗
の
救
い
と
は

何
な
の
か
が
不
明
確
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
新
領
解
文
の
構
造
が

持
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
不
明
確
な
た
め
、「
わ
か
り
や
す
く
な
い
」
原
因
と

な
る
。

宗
教
の
社
会
的
実
践
に
関
す
る
浄
土
真
宗
の
基
本
的
立
場

藤
丸　

智
雄

　

新
領
解
文
の
第
三
段
に
は
「
み
教
え
を
依
り
ど
こ
ろ
に
生
き
る
者
と
な

り　

少
し
ず
つ　

執
わ
れ
の
心
を　

離
れ
ま
す
」
と
あ
る
。
こ
の
一
文

は
、
長
年
に
わ
た
り
思
索
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
浄
土
真
宗
の
社
会
的

実
践
原
理
に
つ
い
て
、
大
胆
な
表
現
が
な
さ
れ
た
と
の
印
象
を
受
け
る
。

な
ぜ
な
ら
、
教
え
に
よ
り
、
煩
悩
が
減
り
善
の
実
践
が
可
能
と
な
る
と
い

う
構
造
が
示
さ
れ
、
善
を
実
践
す
る
原
理
が
「
分
か
り
や
す
く
」
示
さ
れ

た
か
ら
だ
。

以
下
三
つ
の
層
か
ら
分
析
す
る
。

Ａ
．
記
号
レ
ベ
ル
：
字
句
に
つ
い
て
新
領
解
文
は
現
代
語
を
用
い
て 

「
わ
か
り
や
す
い
」

Ｂ
．
内
容
レ
ベ
ル
：
新
領
解
文
は
教
学
や
歴
史
性
の
文
脈
を
断
ち
切
り

批
判
を
受
け
て
い
る

Ｃ
．
構
造
レ
ベ
ル
：
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
「
わ
か
り
や
す
く
な
い
」
最
大
の

原
因
？

　

四
、
以
下
で
は
ま
ず
従
来
の
領
解
文
の
四
つ
の
段
落
に
お
い
て
二
項
対

立
の
構
造
を
分
析
す
る
。
こ
こ
で
は
、
右
行
に
本
文
の
項
目
を
、
左
行
に

対
立
す
る
項
目
を
配
置
し
た
。

「
安
心
」 

「
報
謝
」 

「
師
徳
」

た
の
む 

御
恩
報
尽
念
仏 

御
勧
化
の
御
恩

雑
種
自
力
の
こ
こ
ろ 

自
力
の
念
仏 

自
力
の
回
向

「
法
度
」

掟
守
る
べ
し

は
か
ら
い
の
社
会
実
践

　

そ
れ
ぞ
れ
の
段
が
「
頼
む
」
他
力
と
「
振
り
捨
て
る
」
べ
き
自
力
と
の

二
項
対
立
構
造
で
あ
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
は
明
確
で
あ
る
。
続
い
て
新
領

解
文
を
四
つ
の
段
階
で
二
項
対
立
構
造
分
析
す
る
。
こ
こ
で
も
、
右
行
に

本
文
の
項
目
を
、
左
行
に
対
立
す
る
項
目
を
配
置
し
た
。

「
信
心
」 

「
報
謝
の
念
仏
」

煩
悩
と
さ
と
り
は
本
来
一
つ 

あ
り
が
と
う
と
い
た
だ
く

煩
悩
と
さ
と
り
は
別
物 

い
た
だ
け
な
い
？

「
恩
徳
へ
の
感
謝
」 

「
念
仏
生
活
」

歴
代
宗
主
の
お
か
げ 

精
一
杯
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お
り
、
親
鸞
が
自
由
意
志
の
立
場
を
採
用
し
て
い
た
と
分
か
る
。
一
方

で
、『
歎
異
抄
』
の
〈
千
人
こ
ろ
し
〉
或
い
は
「
卯
毛
羊
毛
の　

さ
き
に

い
る　

ち
り
は
か
り
も　

つ
く
る
つ
み
の　

宿
業
に
あ
ら
す
と　

い
ふ
こ

と
な
し
」
は
、
自
由
意
志
の
限
界
も
説
い
て
お
り
、
親
鸞
倫
理
思
想
の
深

み
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
聖
道
門
と
浄
土
門
の
慈
悲
の
比
較
、
行
為

者
の
意
業
を
重
視
す
る
視
点
な
ど
倫
理
的
要
素
が
頻
出
す
る
。
こ
の
豊
か

な
親
鸞
の
倫
理
思
想
中
、「
新
領
解
文
」
に
対
し
て
重
要
な
の
は
「
二
種

深
信
」
で
あ
ろ
う
。「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り

こ
の
か
た
つ
ね
に
没
し
つ
ね
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」

と
い
う
自
己
の
罪
悪
性
へ
の
気
づ
き
は
、
他
力
救
済
の
歓
喜
と
同
時
に
生

起
す
る
。
こ
の
他
力
に
催
さ
れ
る
自
己
認
識
こ
そ
親
鸞
倫
理
思
想
の
中
核

に
あ
る
。
そ
こ
か
ら
「
新
領
解
文
」
の
表
現
に
戻
れ
ば
、
執
着
を
離
れ
る

の
で
は
な
く
「
執
わ
れ
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
」「
執
わ
れ
か
ら
離
れ

ら
れ
な
い
私
に
気
づ
か
さ
れ
」
と
す
る
こ
と
で
初
め
て
親
鸞
浄
土
教
か
ら

の
発
信
と
な
り
う
る
。

　

島
薗
進
氏
は
『
日
本
仏
教
の
社
会
倫
理　
「
正
法
」
理
念
か
ら
考
え
る
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
で
仏
教
に
お
い
て
は
社
会
倫
理
的
実
践
を

支
え
る
思
想
的
な
力
が
微
弱
で
あ
る
と
指
摘
し
、
社
会
へ
の
関
心
を
持
続

し
、
学
問
的
討
議
を
重
ね
、
宗
教
的
精
神
の
深
み
か
ら
応
答
し
続
け
る
こ

と
が
必
要
だ
と
主
張
す
る
。
こ
の
度
の
「
新
領
解
文
」
は
「
分
か
り
や
す

さ
」
を
標
榜
す
る
が
、
社
会
倫
理
的
実
践
を
支
え
る
力
と
な
る
親
鸞
倫
理

思
想
の
深
み
か
ら
の
発
信
と
な
り
え
て
い
る
か
、
検
証
・
議
論
が
継
続
さ

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
親
鸞
教
義
を
倫
理
学
的
な
視
点
か
ら

読
み
直
す
必
要
性
が
あ
る
。

　

親
鸞
が
師
源
空
よ
り
継
承
し
た
浄
土
教
は
、
生
涯
煩
悩
か
ら
離
れ
ら
れ

な
い
凡
夫
を
阿
弥
陀
如
来
は
救
う
と
説
く
。
そ
の
た
め
、
善
人
が
善
を
実

践
す
る
の
で
な
く
、
悪
人
が
善
を
実
践
す
る
と
い
う
事
態
は
如
何
に
可
能

か
と
い
う
の
が
、
社
会
的
実
践
に
お
け
る
困
難
な
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
第
三
段
の
一
文
は
、
そ
れ
を
易
々
と
飛
び
越
え
た
感
が
あ
る
（
着
陸

で
き
た
か
は
別
だ
が
）。

　

親
鸞
思
想
と
実
践
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
近
年
も
陸
続
と
研
究
成
果

が
出
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
木
越
康
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
親
鸞
の
教
え
に

反
す
る
の
か　

他
力
理
解
の
相
克
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
）
は
被
災
地

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
親
鸞
の
他
力
思
想
に
背
く
と
い
っ
た
批
判
が

な
さ
れ
る
事
態
に
対
し
、
そ
う
し
た
活
動
を
躊
躇
さ
せ
る
真
宗
理
解
が
誤

り
と
論
じ
た
。
更
に
本
書
に
対
し
て
、
本
願
寺
派
勧
学
・
深
川
宣
暢
氏
は

「
自
力
」「
他
力
」
を
問
題
に
す
る
領
域
は
往
生
・
成
仏
の
因
と
す
る
行
為

に
限
定
さ
れ
る
と
応
答
し
、
日
常
の
行
為
を
「
自
力
」「
他
力
」
に
当
て

嵌
め
て
理
解
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
し
た
。
伝
統
教
学
の
中
心
か
ら
、
親

鸞
教
義
は
日
常
の
善
を
抑
制
し
な
い
と
発
信
さ
れ
た
意
味
は
大
き
い
。

　

し
か
し
、
抑
制
し
な
い
ま
で
も
社
会
的
実
践
を
支
え
る
思
想
を
、
親
鸞

の
中
に
見
い
だ
せ
る
の
か
。
親
鸞
の
著
作
や
言
行
の
記
録
を
見
る
と
、
夥

し
い
数
の
善
悪
に
関
す
る
記
述
に
気
づ
く
。
そ
も
そ
も
、
仏
教
の
祖
師
釈

尊
は
当
時
の
自
由
思
想
家
（
六
師
外
道
）
と
テ
ー
マ
を
共
有
し
思
想
を
形

成
し
た
が
、
そ
の
一
つ
が
倫
理
思
想
の
重
要
課
題
で
あ
る
「
自
由
意
志
」

だ
っ
た
。
釈
尊
は
、
人
生
が
運
命
や
神
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
す
る
立

場
を
斥
け
、
自
由
意
志
↓
行
為
↓
果
報
と
い
う
善
悪
と
苦
楽
と
の
関
係
が

成
立
す
る
と
説
い
た
。
こ
の
六
師
外
道
と
釈
尊
と
の
相
違
を
詳
述
す
る

『
涅
槃
経
』
を
、
親
鸞
は
長
文
で
引
用
し
罪
悪
深
重
の
人
間
観
を
示
し
て
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へ
の
責
任
感
や
身
口
意
の
三
業
）
を
進
め
、
日
常
生
活
の
幸
せ
を
促
し
、

世
界
に
広
ま
る
黄
金
の
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
巧
み
に
採
用
し
、

仏
教
の
縁
起
的
な
世
界
観
を
描
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
最
初
の
二
つ
の
評

価
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。
登
山
の
喩
え
で
は
、
頂
上
で
は
な
く
、
山
の

麓
に
い
る
人
々
を
対
象
と
し
て
い
る
。
内
容
は
、「
外
向
け
」
の
要
素
が

旺
盛
で
あ
る
。
一
方
、「
信
心
を
正
し
く
伝
え
る
」
と
い
う
三
つ
目
の
評

価
基
準
は
、
ほ
ぼ
満
た
さ
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
、
新
領
解
文
を
評
価
す
る
に
当
た
っ
て
、
多
く
批
判
さ
れ
て
い
る

中
の
二
箇
所
を
見
て
い
く
。
ま
ず
、「
少
し
づ
つ
執
わ
れ
の
心
を
離
れ
ま

す
」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
が
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
凡
夫
が
執

わ
れ
を
完
全
に
停
止
す
る
こ
と
は
当
然
で
き
な
い
が
、
日
常
生
活
で
の
相

対
的
な
離
れ
方
は
可
能
で
あ
る
。
親
鸞
も
教
え
を
聴
き
始
め
た
者
は
、

「
愚
か
な
る
無
明
の
酔
い
も
次
第
に
さ
め
、
三
毒
も
少
し
ず
つ
好
ま
ぬ
よ

う
に
な
る
」（『
末
灯
鈔
』
二
〇
）
と
認
め
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
「
社
会
的
実
践
」
と
も
言
え
る
「
穏
や
か
な
顔
と
優
し
い
言

葉
、
喜
び
も　

悲
し
み
も　

分
か
ち
合
い
、
日
々
に　

精
一
杯　

つ
と
め

ま
す
」
と
い
う
箇
所
は
、
自
力
的
で
あ
る
な
ど
と
批
判
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
信
心
を
体
得
し
た
者
に
は
、「
信
心
の
具
徳
」
や
「
常
行
大
悲
」

と
い
う
教
え
が
示
す
よ
う
に
、
自
然
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
批

判
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

新
領
解
文
に
は
修
正
す
る
べ
き
箇
所
は
あ
る
が
、（
文
字
制
限
の
た
め

詳
し
く
説
明
で
き
な
か
っ
た
が
）Golden Chain

よ
り
も
三
つ
評
価
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。
た
だ
、
日
本
国
内
に
お
い
て
本
願
寺
が
新
た
な
教

章
文
と
し
て
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
領
解
文
』
と
は
別
の
題
名
を
付

け
、
現
存
す
る
他
の
教
章
文
と
並
ん
で
状
況
に
応
じ
て
使
用
し
、
門
徒
に

新
領
解
文
の
評
価
基
準
の
考
察 

│
│ 「
黄
金
の
チ
ェ
イ
ン
」
と
の
比
較 

│
│

ケ
ネ
ス
田
中

　

新
領
解
文
は
三
つ
の
目
的
を
掲
げ
て
い
る
。
１

、
若
い
人
や
新
し
い
人

に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。
２

、
時
代
状
況
や
人
々
の
意
識
に
応
じ
た
伝

道
方
を
採
用
す
る
。
３

、「
信
心
」
を
正
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。

こ
の
三
つ
を
持
っ
て
、
新
領
解
文
の
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
ま
ず

Golden Chain

（『
黄
金
の
チ
ェ
ー
ン
』）
の
評
価
を
検
討
す
る
。

　

Golden Chain

と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
真
宗
門
徒
の
間
で
一
〇
〇
年

間
、
若
者
も
大
人
に
も
親
し
ま
れ
て
き
た
教
章
文
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年

代
に
ハ
ワ
イ
の
本
願
寺
女
性
僧
侶
ハ
ン
ト
師
（D

orothy H
unt, 1886-

1983

）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。

Golden Chain
I am

 a link in A
m
ida ’s Golden Chain of love that stretches 

around the w
orld.

I m
ust keep m

y link bright and strong. I w
ill be kind and 

gentle to every living thing and protect all w
ho are w

eaker 
than m

yself.
I w
ill think pure and beautiful thoughts, say pure and beau-

tiful w
ords, and do pure and beautiful deeds, know

ing that 
on w

hat I do now
 depends not only m

y happiness or unhap-
piness, but also that of others.
M
ay every link in A

m
ida ’s golden chain of love becom

e 
bright and strong, and m

ay w
e all attain perfect peace.

　
「Love

・
愛
」
と
い
う
一
般
感
情
に
訴
え
、
こ
の
世
の
倫
理
観
（
他
者
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ま
た
同
時
期
に
教
団
内
の
有
志
僧
侶
が
立
ち
上
げ
た
「
新
し
い
領
解
文

を
考
え
る
会
」
は
問
題
点
を
整
理
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
公
開
し
、
五
月
に
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
寄
付
を

原
資
に
、
勧
学
・
司
教
の
声
明
文
と
共
に
教
団
内
全
寺
院
へ
送
付
し
た
。

　

こ
の
新
領
解
文
に
つ
い
て
は
、
先
の
声
明
文
で
指
摘
さ
れ
た
教
義
的
な

内
容
以
外
に
も
、
他
の
著
作
と
そ
の
表
現
内
容
が
き
わ
め
て
類
似
し
て
い

る
こ
と
や
、
制
定
の
手
続
き
が
あ
ま
り
に
拙
速
で
あ
り
、
瑕
疵
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
等
の
批
判
が
み
ら
れ
る
。
本
パ
ネ
ル
で
は
、
そ
う
し
た
批

判
を
前
提
と
し
て
、
仏
教
学
や
浄
土
真
宗
教
学
、
社
会
学
な
ど
異
な
る
立

場
か
ら
、
新
領
解
文
の
お
か
れ
る
文
脈
に
つ
い
て
広
範
囲
に
議
論
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

後
半
の
議
論
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
各
人
発
表
は
十
五
分
を
め
ど
と

し
て
行
っ
た
。
稲
城
の
発
表
で
は
、
領
解
と
は
「
教
え
に
対
し
て
の
受
け

取
り
・
安
心
」
で
あ
る
と
し
、
新
領
解
文
が
そ
の
表
題
と
乖
離
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
深
水
の
発
表
は
、
新
領
解
文
を
従
来
の
『
領
解
文
』

と
比
較
し
、
そ
の
構
造
を
二
項
対
立
で
分
析
す
る
こ
と
で
、
新
領
解
文
が

「
わ
か
り
や
す
く
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。
藤
丸
は
、
新
領
解
文
の
後

半
に
見
ら
れ
る
宗
教
の
社
会
実
践
を
一
部
評
価
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
「
領

解
文
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
田
中
の
発
表
で
は
、
米

国
の
浄
土
真
宗
寺
院
で
用
い
ら
れ
る
黄
金
の
チ
ェ
イ
ン
と
新
領
解
文
を
比

較
し
、
宗
教
に
縁
の
な
か
っ
た
人
へ
の
布
教
勧
誘
へ
の
有
効
性
を
指
摘
し

な
が
ら
も
、
教
義
的
な
内
容
や
表
題
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
具
体

的
な
発
表
内
容
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
要
旨
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

約
四
十
分
を
確
保
し
た
後
半
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
司
会

よ
り
当
該
の
文
章
に
冠
せ
ら
れ
た
「
領
解
文
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
つ
い

強
制
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
今
後
、
こ
の
新
領
解
文
を
取
り
巻
く
論
争
を

契
機
と
し
、
伝
道
に
お
い
て
、
山
の
頂
上
に
い
る
人
々
の
た
め
の
、
内
向

け
で
出
世
間
的
な
説
き
方
だ
け
で
な
く
、
山
の
麓
に
い
る
人
々
の
た
め
の
、

外
向
け
で
世
間
的
な
説
き
方
を
も
っ
と
充
実
す
る
べ
き
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

深
水　

顕
真

　

二
〇
二
三
年
一
月
十
六
日
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
第
二
十
五
代
専
如
門

主
か
ら
「
新
し
い
「
領
解
文
」（
浄
土
真
宗
の
み
教
え
）
に
つ
い
て
の
消

息
」
が
発
布
さ
れ
た
。「
消
息
」
と
は
門
主
が
発
す
る
公
式
の
声
明
で
あ

る
。
こ
の
消
息
で
は
蓮
如
に
由
来
す
る
信
仰
告
白
と
し
て
の
『
領
解
文
』

を
現
代
の
布
教
伝
道
に
あ
っ
た
も
の
に
置
き
換
え
る
旨
が
述
べ
ら
れ
、

「
新
し
い
「
領
解
文
」（
浄
土
真
宗
の
み
教
え
）」（
以
下
新
領
解
文
）
が
提

示
さ
れ
た
。
こ
の
新
領
解
文
は
、
従
来
の
古
語
に
よ
る
『
領
解
文
』
の
現

代
語
訳
で
は
な
く
、
新
作
の
十
九
行
に
わ
た
る
現
代
語
の
韻
文
で
表
現
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
消
息
を
受
け
て
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
団
の
執
行
部

に
あ
た
る
総
局
は
、
新
領
解
文
を
学
び
、
周
知
・
普
及
す
る
こ
と
を
宗
務

の
基
本
方
針
と
し
て
策
定
し
、
様
々
な
行
事
で
の
唱
和
を
推
進
し
て
い
る
。

　

こ
の
消
息
の
発
布
以
降
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
教
団
内
に
お
い
て
は
、

そ
の
内
容
や
成
立
過
程
に
つ
い
て
様
々
な
疑
義
や
反
対
意
見
が
呈
さ
れ
て

い
る
。
特
に
、
三
月
二
十
六
日
に
は
本
願
寺
派
に
お
け
る
学
僧
の
最
高
位

で
あ
る
勧
学
と
司
教
十
八
名
が
共
同
で
、「
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
法
義
に

照
ら
し
て
速
や
か
に
取
り
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
の
声
明
文
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
。
門
主
の
消
息
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
反
論

が
公
に
な
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
異
例
で
あ
る
。
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死
者
と
暮
ら
す 

│
│ 

物
質
的
宗
教
論
か
ら
み
る 

仏
壇
・
家
庭
祭
壇
・
手
元
供
養 

│
│

代
表
者
・
司
会　

村
上　

晶

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

ミ
ア
・
テ
ィ
ッ
ロ
ネ
ン

仏
壇
を
仏
壇
た
ら
し
め
る
モ
ノ

村
上　
　

晶

　

本
発
表
は
津
軽
地
方
を
事
例
と
し
て
、
仏
壇
内
と
そ
の
周
囲
に
あ
る
モ

ノ
か
ら
仏
壇
と
い
う
空
間
に
つ
い
て
再
考
す
る
も
の
で
あ
る
。
仏
壇
は
こ

れ
ま
で
、
日
本
人
の
祖
霊
観
や
イ
エ
観
を
反
映
す
る
モ
ノ
と
し
て
ま
な
ざ

さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
位
牌
や
仏
具
と
い
っ
た
直
接
祭
祀
に
関
わ
る
モ

ノ
が
研
究
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
本
発
表
で
は
物
質
的
宗
教
論

の
視
点
か
ら
、
仏
壇
と
い
う
モ
ノ
の
背
後
に
「
祖
先
観
」
や
「
イ
エ
観
」

と
い
う
固
定
的
な
「
○
○
観
」
が
あ
る
と
い
う
予
断
を
持
つ
こ
と
な
く
、

さ
ら
に
、
位
牌
や
仏
具
だ
け
で
は
な
い
、
仏
壇
に
置
か
れ
た
雑
多
な
モ
ノ

か
ら
、
仏
壇
と
は
何
か
を
問
い
直
す
こ
と
を
試
み
た
。

　

事
例
と
し
た
の
は
津
軽
地
方
の
Ａ
家
、
Ｂ
家
、
Ｃ
家
と
い
う
三
つ
の
家

庭
の
仏
壇
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
現
当
主
で
一
二
代
目
を
数
え
る
Ａ
家
で
は
、
仏
壇
の
内
部
に
置

か
れ
て
い
る
モ
ノ
の
来
歴
を
話
者
（
Ａ
氏
）
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
と
い

う
点
に
注
目
し
た
。「
現
状
を
変
え
な
い
方
が
い
い
」
と
い
う
判
断
に
よ

っ
て
、
仏
壇
内
部
の
モ
ノ
に
手
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
の
他
、
経
机
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
家
系
図
な
ど
か
ら
、
Ａ
家
に
お
け
る

仏
壇
が
、「
先
祖
」
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
歴
史
的
つ
な
が
り
を
意
識
さ
せ

て
の
見
解
を
四
名
の
登
壇
者
に
聞
い
た
。
信
者
個
人
の
信
仰
告
白
で
あ
る

「
領
解
文
」
の
言
葉
は
こ
の
文
章
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
新
領
解
文
を
皆
で
唱
和
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、

否
定
的
見
解
が
多
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
フ
ロ
ア
か
ら
は
二
つ
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。
ま
ず
、
一
教

団
で
の
出
来
事
を
テ
ー
マ
に
学
会
パ
ネ
ル
と
し
て
開
催
す
る
意
義
が
問
わ

れ
た
。
代
表
の
深
水
か
ら
は
、
こ
の
新
領
解
文
は
、
新
し
い
宗
教
的
な
文

章
が
ど
の
よ
う
に
生
起
す
る
と
い
う
意
味
で
、
他
の
宗
教
研
究
に
つ
な
が

る
一
般
的
な
意
味
を
持
つ
と
答
え
た
。
加
え
て
、
本
パ
ネ
ル
を
含
め
た
民

主
的
な
議
論
の
プ
ロ
セ
ス
が
宗
教
的
に
ど
う
結
実
す
る
か
に
も
注
目
で
き

る
と
意
見
が
付
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
最
後
の
コ
メ
ン
ト
で
こ
の
パ
ネ
ル
の

開
催
へ
の
賛
辞
を
頂
い
た
。
改
め
て
、
登
壇
者
一
同
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
申
し
上
げ
た
い
。
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出
し
で
き
な
い
モ
ノ
の
蓄
積
が
、
話
者
に
と
っ
て
遠
い
が
ゆ
え
に
、
仏
壇

を
不
可
侵
な
も
の
、
大
切
な
も
の
と
さ
せ
て
い
た
が
、
逆
に
Ｃ
家
で
は
個

別
の
モ
ノ
を
通
し
て
、
仏
壇
に
近
し
さ
感
じ
て
い
く
過
程
を
看
取
で
き

た
。
仏
壇
内
に
お
か
れ
た
モ
ノ
に
対
す
る
心
的
な
距
離
の
近
さ
と
遠
さ
の

両
方
が
、
死
者
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

以
上
、
三
つ
の
事
例
か
ら
、
本
発
表
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
壇
が
も
つ
家

系
志
向
、
家
族
志
向
、
個
人
志
向
と
い
う
特
徴
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と

は
同
時
代
・
同
地
域
に
お
い
て
も
仏
壇
を
め
ぐ
る
人
々
の
意
識
が
多
様
で

あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
こ
う
し
た
多
様
性
を
踏
ま
え
て
仏
壇
と
い
う
空
間

を
再
考
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、
仏
壇
と
い
う

場
を
継
続
さ
せ
て
い
る
の
は
、
画
一
的
な
「
日
本
人
の
祖
先
観
」
な
ど
で

は
な
く
、
事
例
に
表
れ
て
い
た
よ
う
な
、
生
者
と
家
族
と
故
人
と
モ
ノ
と

の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
関
係
性
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
人
々
に
と

っ
て
死
者
と
は
思
弁
的
な
領
域
に
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
モ
ノ
を
介
在

と
し
た
も
っ
と
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
見
え
て
く
る
。
少
な
く

と
も
、
モ
ノ
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
具
体
的
な
側
面
が
よ
く
見

え
て
く
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

日
本
人
正
教
徒
の
家
庭
祭
壇
を
構
成
す
る
人-

モ
ノ-

住
居
空
間佐

﨑　
　

愛

　

本
発
表
は
、
物
質
的
宗
教
論
の
中
に
あ
る
モ
ノ
が
人
に
影
響
を
与
え

る
、
と
い
う
視
点
を
援
用
し
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
（
以
下
、
日
本

正
教
会
）
の
信
徒
宅
の
家
庭
祭
壇
と
そ
こ
に
置
か
れ
る
モ
ノ
を
事
例
と
し

て
、
ひ
と
や
モ
ノ
か
ら
立
ち
現
れ
る
家
庭
内
の
祈
り
の
空
間
に
お
け
る
多

様
な
視
点
、
お
よ
び
そ
の
絡
ま
り
合
い
を
描
き
出
す
こ
と
を
目
指
す
。
そ

る
「
家
系
志
向
」
が
強
い
場
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

続
い
て
Ｂ
家
で
は
、
仏
壇
内
に
置
か
れ
た
写
真
か
ら
、
遠
方
に
住
み
、

血
の
つ
な
が
り
が
な
く
、
そ
し
て
位
牌
も
な
い
故
人
が
、
同
じ
姓
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
「
家
族
」
と
し
て
仏
壇
に
並
べ
ら
れ
、
毎
日
の
供
養
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
様
子
を
見
た
。
さ
ら
に
、
Ｂ
家
で
は
遠
方
の
家
族
か
ら

多
数
の
お
供
え
が
絶
え
る
こ
と
な
く
送
ら
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
仏

壇
の
前
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、
仏
壇
空
間
が
床
の
間
や
隣
の
部
屋
に
ま
で

拡
大
し
て
い
た
。
仏
壇
を
中
心
と
し
た
家
族
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
う
か

が
え
る
事
例
で
あ
り
、
先
の
Ａ
家
の
仏
壇
が
「
家
系
志
向
」
で
あ
る
と
し

た
ら
、
Ｂ
家
の
仏
壇
は
同
時
代
の
横
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
「
家
族
志

向
」
の
傾
向
が
強
い
と
言
え
る
。

　

三
つ
目
の
事
例
の
Ｃ
家
は
仏
壇
が
新
し
い
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。

仏
壇
は
、
話
者
Ｃ
氏
（
現
在
夫
と
二
人
暮
ら
し
）
の
義
父
が
亡
く
な
っ
た

一
九
九
五
年
に
購
入
さ
れ
た
。
そ
の
後
義
母
が
亡
く
な
っ
た
が
、
現
在
、

仏
壇
で
目
を
引
く
の
は
、
Ｃ
氏
が
置
い
た
義
母
に
か
か
わ
る
モ
ノ
（
義
母

の
残
し
た
句
や
「
義
母
に
そ
っ
く
り
な
観
音
様
」
の
絵
馬
な
ど
）
で
あ

る
。
義
父
の
死
に
よ
っ
て
新
し
く
生
活
の
中
に
登
場
し
た
仏
壇
が
、
愛
着

あ
る
義
母
に
か
か
わ
る
モ
ノ
を
通
し
て
Ｃ
氏
に
と
っ
て
次
第
に
「
自
分
の

も
の
」
と
な
っ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。
Ａ
家
を
家
系
志
向
、
Ｂ
家

を
家
族
志
向
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
Ｃ
家
の
仏
壇
は
、
義
母
と
い
う
一

人
の
故
人
に
向
け
ら
れ
た
個
人
志
向
が
強
い
仏
壇
で
あ
る
と
い
え
る
。
既

製
品
の
組
み
合
わ
せ
で
し
か
な
い
仏
壇
に
、
義
母
に
か
か
わ
る
、
仏
壇
か

ら
す
れ
ば
余
計
な
モ
ノ
を
Ｃ
氏
が
入
れ
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
形
式
的
な

も
の
を
超
え
て
、
死
者
を
想
起
す
る
場
と
し
て
仏
壇
が
作
用
し
始
め
た
と

い
え
る
。
Ａ
家
に
お
い
て
は
仏
壇
内
の
、
来
歴
が
わ
か
ら
な
い
ゆ
え
に
手
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が
家
庭
祭
壇
に
置
く
こ
と
を
推
奨
す
る
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
モ
ノ
、
公
式
で

は
な
い
が
司
祭
が
認
め
て
い
る
準
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
モ
ノ
、
そ
れ
以
外
の

モ
ノ
と
い
う
三
つ
の
枠
組
み
に
分
類
し
た
。

　

結
果
ど
の
家
庭
祭
壇
も
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
モ
ノ
だ
け
で
な
く
そ
れ
以

外
の
様
々
な
モ
ノ
が
追
加
さ
れ
て
置
か
れ
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
て
い

た
。
多
く
は
死
者
へ
の
弔
い
に
ま
つ
わ
る
「
死
者
を
表
象
す
る
モ
ノ
」
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
「
自
身
の
信
仰
を
表
現
す
る
モ
ノ
」、「
日
々
の

祈
り
を
呼
び
起
こ
す
と
（
信
徒
が
）
考
え
る
モ
ノ
」、
あ
る
い
は
「
教

会
・
地
域
な
ど
の
所
属
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
意
識
し
た
モ
ノ
」
が
置
か
れ
て

い
た
。
日
本
人
正
教
徒
は
基
本
的
に
死
者
を
強
く
意
識
す
る
傾
向
が
あ
る

た
め
、
神
と
の
み
向
き
合
う
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
家
庭
祭
壇
だ
け
で
は
満
足

せ
ず
、
様
々
な
モ
ノ
を
置
い
て
家
庭
祭
壇
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
モ
ノ
を
増
や
し
家
庭
祭
壇
が
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
て
い
く

と
、
異
教
的
に
な
り
正
教
的
信
仰
か
ら
逸
脱
す
る
恐
れ
が
高
ま
る
が
、
そ

れ
を
回
避
す
る
た
め
に
正
教
会
で
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
に
決
め
ら
れ
て
い
る
家

庭
祭
壇
の
一
部
の
ル
ー
ル
が
強
く
働
い
た
り
、
そ
れ
と
は
別
の
新
た
な
正

教
会
的
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
た
り
、
新
た
に
作
ら
れ
正
教
的
意
味
付
け
を
施

し
た
モ
ノ
が
登
場
す
る
こ
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
家
庭
祭
壇
は
雑
多
に
モ

ノ
が
置
か
れ
る
ほ
ど
、「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
で
は
な
い
正
教
会
的
規
範
」
が

た
ち
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
モ
ノ
を
た
く
さ
ん
置
く
ほ
ど
、
そ
の
規
範
が
強
く

表
出
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

日
本
人
正
教
徒
宅
の
家
庭
祭
壇
は
、
本
来
は
正
教
徒
個
人
が
神
へ
祈
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
空
間
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
そ
こ
に
死
者
や
他
者
を

対
象
と
し
て
機
能
す
る
雑
多
な
モ
ノ
が
置
か
れ
、
多
様
な
文
脈
が
立
ち
現

れ
る
複
合
的
か
つ
日
常
的
な
祈
り
の
空
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
雑
多
な

の
た
め
に
、
ま
ず
従
来
の
先
行
研
究
の
二
つ
の
流
れ
を
確
認
し
て
お
く
。

第
一
に
、
家
庭
内
の
死
者
供
養
研
究
の
中
の
モ
ノ
に
関
す
る
研
究
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
対
象
と
な
る
の
は
、
仏
壇
、
位
牌
、
遺
影
の
三
つ
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
モ
ノ
に
関
す
る
研
究
は
、
死
者
の
表
象
、
あ
る
い
は
そ
れ

ら
の
（
特
に
仏
壇
の
）
起
源
や
形
態
、
そ
し
て
イ
エ
の
継
承
や
先
祖
祭

祀
、
社
会
的
記
憶
と
の
関
係
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し

か
し
、
実
際
の
家
庭
の
死
者
供
養
の
場
に
は
「
死
者
の
表
象
を
示
す
モ

ノ
」
以
外
の
雑
多
な
モ
ノ
が
た
く
さ
ん
置
か
れ
て
お
り
、
本
研
究
は
こ
れ

ら
を
取
り
上
げ
る
。
第
二
に
、「
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
に
限
定
し
た

家
庭
内
で
の
死
者
へ
の
弔
い
の
場
に
置
か
れ
る
モ
ノ
の
研
究
を
確
認
す
る

と
、
そ
の
成
果
は
少
な
く
、
主
に
は
日
本
仏
教
や
神
道
と
キ
リ
ス
ト
教
の

交
錯
・
混
淆
の
成
果
、
あ
る
い
は
イ
エ
制
度
と
の
関
わ
り
と
い
っ
た
視
点

か
ら
、
最
終
的
に
キ
リ
ス
ト
教
受
容
論
を
問
う
報
告
に
終
始
す
る
傾
向
に

あ
る
。
逆
説
的
に
言
え
ば
、「
土
着
化
」
や
「
受
容
形
態
」
と
い
う
言
葉

に
収
れ
ん
さ
れ
る
こ
と
で
、
実
際
の
場
に
あ
る
そ
れ
以
外
の
他
の
多
様
な

文
脈
を
背
景
に
持
つ
モ
ノ
た
ち
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
と
も
言
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
発
表
で
は
、
日
本
人
正
教
徒
宅
の
死
者
の
弔
い

の
場
で
あ
る
家
庭
祭
壇
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
モ
ノ
が
ど
こ
に
置
か
れ

て
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
モ
ノ
の
規
範
と
、
モ
ノ
そ
の
も
の
の

持
つ
機
能
を
見
る
こ
と
で
、
モ
ノ
を
介
し
て
家
庭
の
祈
り
の
場
が
い
か
に

多
様
な
文
脈
の
絡
ま
り
あ
い
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
た
。
最
初

に
、
家
庭
祭
壇
と
は
、
本
来
日
本
人
正
教
徒
が
家
庭
で
神
に
祈
り
を
捧
げ

信
仰
の
充
実
を
図
る
場
を
指
す
。
本
発
表
で
は
主
に
、
Ａ
宅
、
Ｂ
宅
、
Ｃ

宅
、
Ｄ
宅
の
四
件
の
家
庭
祭
壇
の
事
例
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
正
教
会
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し
て
の
遺
骨
の
物
質
性
に
着
目
し
つ
つ
、
生
者
と
死
者
の
動
的
な
関
係
性

を
具
体
的
に
見
て
い
く
立
場
を
と
っ
た
。

　

考
察
に
は
、
自
宅
に
長
く
置
か
れ
て
い
る
遺
骨
の
事
例
を
よ
く
知
っ
て

い
る
複
数
の
僧
侶
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
・
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
と
、
発
表
者
自
身
が
行
な
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
収
集
し
た
事

例
を
利
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
遺
骨
を
納
骨
せ
ず
、
長
期
間
自
宅
に
安
置

す
る
行
為
は
「
納
骨
ま
で
の
単
な
る
猶
予
」
以
上
に
意
味
の
あ
る
行
為
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
え
ば
最
終
的
に
納
骨
が
行
わ
れ
る
と
し
て

も
、
納
骨
の
時
期
は
生
者
の
心
情
や
都
合
を
優
先
し
て
決
め
ら
れ
、
ま
た

遺
骨
が
置
か
れ
る
場
所
は
基
本
的
に
は
仏
壇
の
近
く
だ
が
、
生
者
の
接
し

方
に
よ
っ
て
は
リ
ビ
ン
グ
、
寝
室
な
ど
の
日
常
空
間
の
中
に
死
者
の
た
め

の
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
遺
骨
は
単
な
る
受

動
的
な
存
在
で
は
な
く
、
引
越
し
や
出
産
な
ど
生
者
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
合
わ
せ
居
場
所
や
関
係
性
を
変
化
さ
せ
、
生
者
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い

る
感
覚
を
与
え
て
い
た
。
つ
ま
り
遺
骨
を
長
く
手
元
に
置
く
行
為
は
、
必

ず
し
も
消
極
的
な
も
の
で
は
な
く
、
生
者
が
死
者
の
居
場
所
を
確
保
す
る

た
め
に
、
死
者
を
日
常
世
界
に
位
置
付
け
る
積
極
的
な
試
み
で
あ
る
と
言

え
る
。

　

さ
ら
に
遺
骨
の
物
質
性
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
遺
骨
は
①
遺
体

と
比
較
し
乾
い
て
い
て
「
安
全
」
で
、
長
期
間
の
保
存
が
可
能
、
ま
た
持

ち
運
び
や
分
割
・
加
工
が
容
易
、
②
遺
影
と
比
較
し
複
製
が
不
可
能
と
い

う
唯
一
性
（
特
に
死
産
や
小
さ
い
う
ち
に
亡
く
し
た
場
合
は
写
真
そ
の
も

の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
）、
③
位
牌
と
比
較
し
文
化
的
な
共
通
認
識
（「
こ
の

木
の
札
が
死
者
で
あ
る
」）
を
必
要
と
せ
ず
死
者
の
表
象
と
し
て
非
常
に

わ
か
り
や
す
い
と
い
う
点
、
な
ど
の
特
性
が
、
自
宅
で
の
長
期
間
の
安
置

モ
ノ
が
増
え
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
る
と
、
家
庭
祭
壇
に
は
、
正
教
会
の
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
な
ル
ー
ル
以
外
の
あ
る
種
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
な
規
範
が
た
ち

上
が
り
、
正
教
徒
は
そ
れ
を
守
る
こ
と
で
「
正
教
会
の
家
庭
祭
壇
」
で
あ

る
こ
と
を
担
保
し
て
い
た
。

遺
骨
と
暮
ら
す
こ
と 

│
│ 

遺
骨
の
物
質
性
と
手
元
供
養 

│
│宮

澤　

安
紀

　

近
年
、「
手
元
供
養
」
と
冠
さ
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
し
て
い

る
よ
う
に
、
遺
骨
の
一
部
や
全
て
を
墓
に
納
め
る
の
で
は
な
く
自
宅
で
保

管
す
る
事
例
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
行
為
が

行
わ
れ
る
背
景
に
は
、
葬
送
の
多
様
化
や
仏
壇
保
持
率
の
低
下
、
火
葬
の

普
及
な
ど
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
発
表
で
は
こ
れ
ら
の
事
例

か
ら
、
遺
骨
を
介
し
た
生
者
と
死
者
の
現
代
的
な
関
係
性
を
捉
え
よ
う
と

試
み
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
遺
骨
に
関
す
る
研
究
は
、
葬
送
に
関
連
す
る
習
俗
や
戦
死

者
の
遺
骨
な
ど
、
家
庭
の
外
に
あ
る
遺
骨
、
あ
る
い
は
特
別
な
死
者
の
遺

骨
に
対
象
が
あ
る
程
度
限
ら
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
悲
嘆
研
究
の
立
場
か

ら
「
遺
骨
の
処
し
方
」
に
つ
い
て
の
研
究
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
家
庭
内

に
置
か
れ
る
遺
骨
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
一
方
、「
手
元
供
養
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
少
数
の
論
文
や

言
及
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
遺
骨
に
対
し
一
定
の
霊
魂
観
や
死
生

観
を
想
定
す
る
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
所
与
の
世
界
観
の
衰
退

が
「
死
者
そ
の
も
の
」
と
し
て
の
遺
骨
へ
の
愛
着
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
論
調
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
本
発
表
で
は
、
モ
ノ
の
背
後
に
所

与
の
霊
魂
観
や
死
生
観
を
想
定
す
る
固
定
的
な
枠
組
み
を
離
れ
、
モ
ノ
と
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れ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
代
の
現
在
、
物
質
的
宗
教
論
の
観
点
が
定
着
し

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
国
内
の
宗
教
研
究
は
ま

だ
少
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
物
質
性
の
観
点
は
ど
の
よ
う
な
新

し
い
観
点
を
提
供
す
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
パ
ネ
ル
も
こ
の
よ
う
な
疑
問
か
ら
生
ま
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

本
パ
ネ
ル
は
、
家
庭
、
つ
ま
り
、
日
常
に
お
け
る
宗
教
の
あ
り
方
と
そ

こ
に
お
け
る
モ
ノ
を
介
し
た
死
者
と
の
関
係
性
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で

あ
る
。
発
表
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
物
質
的
宗
教
論
の
観
点

を
導
入
し
て
、
モ
ノ
を
、
そ
の
背
後
に
あ
る
思
想
や
信
仰
を
「
表
す
」
も

の
、
あ
る
い
は
、
一
方
的
に
人
に
よ
っ
て
意
味
が
付
与
さ
れ
る
受
動
的
な

客
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
意
味
形
成
の
プ
ロ
セ

ス
に
参
加
し
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
持
っ
た
、
能
動
的
な
存
在
と
し
て
モ

ノ
を
捉
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
モ
ノ
の
意
味
は
、
人
と
モ
ノ
の
相
互
作

用
に
お
い
て
生
ま
れ
、
固
定
的
で
は
な
く
流
動
的
で
あ
る
。
本
パ
ネ
ル
の

発
表
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
死
者
と
生
者
と
の
関
係
性
も
同
様
で
あ

り
、
そ
の
関
係
性
を
捉
え
る
上
で
は
、
モ
ノ
が
示
唆
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
パ
ネ
ル
の
大
き
な
問
い
は
、
死
者
は
ど
の
よ
う
に
モ
ノ
を
介
し
て
家

庭
に
存
在
し
続
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
発
表
で
は
、
死
者
が

モ
ノ
を
介
し
て
家
庭
の
社
会
的
空
間
に
参
加
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
。
死
者
は
記
憶
の
中
で
の
存
在
と
し
て
で
は
な
く
、
家
庭
に
お
い
て
エ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
発
揮
す
る
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら

は
、
多
様
な
死
者
の
関
わ
り
方
が
見
え
て
く
る
。
村
上
発
表
で
は
、
仏
壇

と
そ
の
周
り
に
お
け
る
モ
ノ
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、「
個
人
志
向
」
の

仏
壇
の
よ
う
に
身
近
な
存
在
と
し
て
感
じ
る
死
者
か
ら
、「
家
系
志
向
」

と
い
う
行
為
を
導
き
、
生
者
と
死
者
の
関
係
性
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
検
討
で
き
た
。

　

最
後
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
「
手
元
供
養
」
と
い
う
言
葉
の
登

場
と
普
及
も
、
遺
骨
を
自
宅
に
置
く
行
為
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
大
き
な
契

機
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
遺
骨
は
か
つ
て
墓
に
納

め
る
こ
と
が
当
然
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、「
遺
骨
を
手
元
に
置
く
」
方

法
と
し
て
の
「
手
元
供
養
」
の
概
念
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
分
類

体
系
に
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
が
創
出
さ
れ
、
遺
骨
を
手
元
に
置
く
こ
と
の
気

ま
ず
さ
や
場
違
い
感
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
手
元
供
養
と
い
う
語
の
戦
略
的
な
使
い
方

と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
商
業
ベ
ー
ス
で
開
発
さ
れ
た
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
使
用
し
て
遺
骨
を
身
近
に
置
い
て
い
る
事
例
を
「
狭
義
の
手
元

供
養
」、
専
用
の
商
品
を
使
用
し
て
い
る
／
し
て
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

遺
骨
を
長
期
間
身
近
に
置
い
て
い
る
事
例
を
「
広
義
の
手
元
供
養
」
と
し

て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

コ
メ
ン
ト

ミ
ア
・
テ
ィ
ッ
ロ
ネ
ン

　

宗
教
研
究
に
お
け
る
物
質
性
の
観
点
は
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
論

じ
ら
れ
は
じ
め
、
物
質
的
宗
教
論
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
人
文
学
に
起
き
た

物
質
的
転
回
を
経
て
、
宗
教
研
究
の
対
象
は
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
教
義
や
テ

キ
ス
ト
か
ら
、
宗
教
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
や
環
境
、
実
践
へ
と
広
が

っ
て
き
た
。
物
質
的
宗
教
論
は
、
社
会
学
や
人
類
学
、
歴
史
学
の
他
、
博

物
館
学
、
視
覚
文
化
や
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
よ
う
に
、
学
際
的
な
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
成
果
は
、
こ
こ
二
〇
年
の
間
、
数
々
と
発
表
さ
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パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

村
上　
　

晶

　

本
パ
ネ
ル
は
、
物
質
的
宗
教
論
の
観
点
か
ら
現
代
日
本
に
お
け
る
弔
い

の
実
践
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
国
外
で
は
物
質
的
宗
教

論
（m

aterial religion

）
に
関
す
る
多
く
の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
に
お
い
て
そ
の
受
容
は
ま
だ
途
上
の
段
階
で
あ
る
。
し
か
し
、

宗
教
的
実
践
が
多
く
の
モ
ノ
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
日
本

に
お
い
て
も
変
わ
り
は
な
い
。
特
に
家
庭
内
で
は
仏
壇
を
は
じ
め
と
し
た

死
者
に
関
わ
る
モ
ノ
や
空
間
が
日
常
風
景
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
本
パ

ネ
ル
が
事
例
と
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
家
庭
内
に
あ
る
弔
い
の
モ
ノ
の

数
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
モ
ノ
に
注
目
す
る
こ
と
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

意
義
が
あ
る
。
ま
ず
、
家
庭
内
と
い
う
日
常
空
間
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
々
が
死
者
や
神
仏
と
い
う
目
に
見
え
な
い
存
在
と
日
々
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

は
、
制
度
宗
教
を
中
心
と
し
た
従
来
の
視
点
を
脱
し
て
、
日
常
実
践
か
ら

宗
教
を
問
い
直
そ
う
と
す
るlived religion

研
究
な
ど
の
近
年
の
宗
教

研
究
の
動
向
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
物
質
的
宗
教
論
の
議
論
を
踏
ま
え

る
こ
と
で
、
死
者
と
の
か
か
わ
り
を
モ
ノ
を
取
り
巻
い
て
展
開
す
る
動
態

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
物
質
的
宗
教
論
は
従
来
の
宗
教
研
究
が

精
神
／
物
質
の
二
元
論
を
前
提
と
し
て
前
者
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
へ
の

反
省
に
基
づ
き
、
モ
ノ
を
精
神
の
従
属
物
と
し
て
見
る
こ
と
、
つ
ま
り
、

モ
ノ
が
背
後
に
あ
る
思
想
や
信
仰
の
単
な
る
反
映
で
あ
る
と
い
う
見
方
を

越
え
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
宗
教
的
な
感
覚
や

情
動
が
モ
ノ
や
実
践
と
の
関
係
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
生
じ
る
の
か
、
そ

の
生
成
的
な
側
面
に
光
が
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
昨
今
変
化
が
顕
著

の
仏
壇
の
よ
う
に
遠
い
存
在
と
し
て
感
じ
る
死
者
の
姿
で
あ
る
。

　

宮
澤
発
表
で
は
、
モ
ノ
の
物
質
性
と
意
味
の
関
係
性
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
仏
壇
や
位
牌
の
よ
う
な
、
理
解
を
導
く
文
化
的
・
集
団
的
認
識
を
必

要
と
す
る
モ
ノ
に
比
較
す
れ
ば
、
遺
骨
は
生
者
に
よ
る
自
由
な
意
味
づ

け
・
多
様
な
関
わ
り
方
を
可
能
に
す
る
。
特
に
遺
骨
の
事
例
か
ら
は
、
モ

ノ
の
物
質
性
（
そ
の
形
や
素
材
）
が
、
意
味
の
形
成
に
お
い
て
非
常
に
大

事
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

佐
﨑
発
表
が
取
り
上
げ
る
日
本
正
教
会
の
家
庭
祭
壇
の
事
例
か
ら
は
、

モ
ノ
と
実
践
が
「
交
渉
の
場
」
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。「
祈
り
の
場
」

か
ら
「
弔
い
の
場
」
の
機
能
を
加
え
る
こ
と
で
、
家
庭
祭
壇
を
巡
る
規
範

も
変
容
し
た
。
家
庭
祭
壇
に
置
か
れ
る
モ
ノ
を
分
析
す
る
と
、
家
庭
祭
壇

を
巡
る
規
範
が
正
教
会
の
ル
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の

交
渉
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
新
た
な
モ

ノ
や
認
識
も
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
木
製
十
字
架
や
代
替
物

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

モ
ノ
や
物
質
性
に
目
を
向
け
る
と
、
あ
る
特
定
の
枠
組
み
で
見
逃
さ
れ

て
い
た
モ
ノ
と
実
践
が
視
野
に
入
る
。
そ
こ
で
は
、
モ
ノ
の
意
味
を
固
定

的
な
も
の
と
し
て
捉
え
な
い
で
、
今
ま
で
着
目
さ
れ
て
き
た
モ
ノ
か
ら
少

し
視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
、
死
者
と
の
関
係
性
は
、
実
に
多
様
な
人
と
モ

ノ
の
関
係
性
か
ら
生
み
出
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
家
庭
内
の
実
践
か
ら
新
た
な
規
範
や
モ
ノ
も
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
と

の
実
践
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
伺
え
る
。
こ
う

し
た
気
づ
き
は
、
物
質
性
の
観
点
を
導
入
す
る
こ
と
の
大
い
な
る
意
義
で

あ
る
。
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葬
儀
の
バ
ー
チ
ャ
ル
化 

│
│ 

課
題
と
展
望 

│
│

代
表
者
・
司
会　

瓜
生
大
輔

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

田
中
大
介

遠
隔
葬
儀
参
列
の
現
状 

│
│ 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
今
後
の
展
望 

│
│

瓜
生　

大
輔

　

コ
ロ
ナ
禍
以
後
、
全
世
界
的
に
遠
隔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

が
普
及
し
、
葬
儀
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
遠
隔
地
か

ら
参
列
で
き
る
経
験
の
価
値
よ
り
も
、
対
面
参
列
と
の
差
異
、
物
足
り
な

さ
に
対
す
る
不
満
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
今
後
、
遠
隔
葬
儀
参
列
は
ど

う
な
る
の
か
。

　

二
〇
二
一
年
度
の
日
本
宗
教
学
会
学
術
大
会
個
人
発
表
「
遠
隔
葬
儀
中

継
者
に
求
め
ら
れ
る
知
識
と
能
力
」
で
は
、
私
が
二
〇
二
〇
年
に
携
わ
っ

た
葬
儀
中
継
で
の
実
体
験
を
報
告
し
た
。
こ
の
中
で
、
葬
儀
中
継
に
携
わ

る
者
は
、
単
な
る
技
術
ス
タ
ッ
フ
で
は
な
く
、
遺
族
、
葬
儀
社
ス
タ
ッ

フ
、
会
葬
者
な
ど
と
密
に
連
携
し
、「
一
参
列
者
」
と
し
て
振
る
舞
わ
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
言
及
し
た
。
と
り
わ
け
、
一
方
向
的
な
中
継
を
超
え

た
「
ま
る
で
遠
隔
参
列
者
も
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
な
体
験
」

を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
現
場
経
験
豊
富
な
葬
儀
社
ス
タ
ッ
フ
と
同
等
か

（
技
術
面
で
の
ケ
ア
や
遠
隔
参
列
者
へ
の
配
慮
と
対
応
も
同
時
に
行
う
と

い
う
意
味
で
は
）
そ
れ
以
上
の
立
ち
回
り
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
困
難
さ
ゆ
え
か
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
今
日
、
葬
儀
社
の
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
葬
儀
の
ネ
ッ
ト
中
継
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
は
減
少
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
東
京
都
内
で
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
の
遠
隔
参

で
あ
る
と
さ
れ
る
弔
い
の
現
状
を
論
じ
る
上
で
は
、
モ
ノ
を
核
と
し
て
宗

教
を
動
態
と
し
て
捉
え
る
視
点
は
有
益
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
問
題
関
心
か

ら
、
本
パ
ネ
ル
で
は
仏
壇
、
正
教
会
の
家
庭
祭
壇
、
遺
骨
を
そ
れ
ぞ
れ
事

例
と
し
て
三
名
の
発
表
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
村
上
発
表
で
は
津
軽
地
方
を
事
例
と
し
て
、
仏
壇
内
と
そ
の
周

囲
に
あ
る
モ
ノ
か
ら
仏
壇
と
い
う
空
間
に
つ
い
て
再
考
し
た
。
次
の
佐
﨑

発
表
で
は
日
本
の
正
教
会
の
家
庭
祭
壇
を
事
例
と
し
、
家
庭
祭
壇
に
お
い

て
い
か
に
人
と
モ
ノ
と
の
相
互
作
用
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
論
じ
た
。
続

い
て
、
宮
澤
発
表
で
は
物
質
的
宗
教
論
を
死
生
学
（D

eath Studies

）

の
成
果
と
接
続
さ
せ
な
が
ら
、
遺
骨
を
手
元
に
置
い
て
お
く
事
例
に
つ
い

て
論
じ
た
。
最
後
に
、
物
質
的
宗
教
論
の
視
点
か
ら
宗
教
と
観
光
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
ミ
ア
・
テ
ィ
ッ
ロ
ネ
ン
氏
が
物
質
的
宗
教
論
の
研
究
動
向

を
概
観
し
た
上
で
各
発
表
に
コ
メ
ン
ト
を
し
た
。
各
発
表
と
コ
メ
ン
ト
の

内
容
は
、
前
掲
の
要
旨
の
通
り
で
あ
る
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
テ
ィ
ッ
ロ
ネ

ン
氏
か
ら
は
コ
メ
ン
ト
に
加
え
て
、
①
死
者
と
関
係
す
る
モ
ノ
の
物
質
性

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
②
家
庭
や
モ
ノ
を
調
査
す
る
た
め
の
研
究

方
法
と
課
題
、
可
能
性
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
③
日
本
の

事
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
（
海
外
の
）
物
質
的
宗
教
論
に
何
を
も
た
ら
す

の
か
、
と
い
う
三
つ
の
問
い
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
フ
ロ
ア
か
ら

は
、
モ
ノ
の
廃
棄
に
つ
い
て
、
死
者
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
家
庭
内
で

の
他
の
空
間
と
の
違
い
な
ど
の
質
問
が
な
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
モ
ノ
に
注
目
す
る
こ
と
で
死
者
と
生
者
の
関
係
性
を
問
い
直
そ

う
と
す
る
本
パ
ネ
ル
の
狙
い
が
共
有
さ
れ
、
多
角
的
な
議
論
が
行
わ
れ
た

こ
と
は
、
今
後
の
物
質
的
宗
教
論
の
日
本
で
の
受
容
と
発
展
に
向
け
て
の

非
常
に
重
要
な
機
会
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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と
い
っ
た
次
世
代
高
速
・
大
容
量
通
信
環
境
が
、
今
後
一
般
化
す
る
。
こ

れ
に
加
え
、
現
在
の
遠
隔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
上
回
る
臨

場
感
や
双
方
向
性
を
も
つ
技
術
開
発
が
進
む
。
大
の
葬
祭
の
よ
う
に
葬
儀

に
特
化
し
た
Ｕ
Ｉ
（
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
）
開
発
を
行
う
事
例

は
稀
有
だ
と
し
て
も
、
葬
儀
の
現
場
〈
で
も
〉
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
が

現
れ
る
。
し
か
し
技
術
革
新
だ
け
で
は
遠
隔
葬
儀
参
列
に
対
す
る
価
値

観
、
世
論
は
動
か
な
い
。

　

私
は
、
遠
隔
参
列
そ
の
も
の
の
価
値
が
今
後
変
わ
る
と
考
え
て
い
る
。

超
高
齢
化
・
多
死
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
身
体
が
不
自
由
な
人
、
外
出
が

困
難
な
高
齢
者
な
ど
、
ど
う
し
て
も
会
場
に
行
け
な
い
人
の
参
列
手
段
が

課
題
と
な
る
。
ま
た
、
十
年
、
二
十
年
後
に
喪
主
と
な
る
世
代
の
人
間
関

係
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
つ
な
が
り
も
重
要
視
さ
れ
る
。
今
日
の
家
族

葬
・
密
葬
で
は
〈
参
列
を
遠
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
友
人
や
知
り
合
い
〉
の

た
め
の
追
悼
の
場
が
必
要
と
な
る
。
血
縁
以
外
も
葬
儀
に
参
列
で
き
る
拠

り
所
と
し
て
も
、
遠
隔
参
列
環
境
の
価
値
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

葬
儀
参
列
形
態
か
ら
み
る
バ
ー
チ
ャ
ル
化
の
可
能
性 

│
│ 

韓
国
調
査
報
告 

│
│

金
セ
ッ
ピ
ョ
ル

　

遠
隔
中
継
技
術
は
、
誰
し
も
が
、
ど
こ
に
い
て
も
、
特
定
の
場
所
で
行

わ
れ
て
い
る
出
来
事
へ
の
参
加
を
可
能
に
す
る
技
術
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

実
際
は
、
対
面
参
列
の
形
態
及
び
、
葬
儀
社
や
遺
族
、
宗
教
者
の
そ
れ
ぞ

れ
が
、
葬
儀
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
意
味
づ
け
す
る
か
に
よ
っ
て
、
そ

の
受
け
止
め
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。
本
報
告
で
は
、
日
本
と
韓
国
に
お
け

列
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
す
る
記
載
を
、
消
費
者
に
断
り
な
く
削
除
し
た
事

業
者
が
確
認
さ
れ
た
。
電
話
取
材
に
応
じ
た
業
者
の
ひ
と
つ
か
ら
は
「
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
は
売
れ
行
き
が
悪
く
、
ほ
ぼ
実
績
が
な
い
。
こ
れ
以
上
話

す
こ
と
は
な
い
」
と
そ
れ
以
上
の
取
材
を
断
ら
れ
た
。

　

一
方
、
宇
都
宮
市
の
北
関
東
互
助
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
二
〇
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
小
規
模
ホ
ー
ル
「
と
わ
ノ
イ
エ
」
に
は
、
全
方
位
カ
メ
ラ
を
用
い

た
中
継
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
三
年
八
月
現
在
の

利
用
実
績
は
二
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ニ
ー
ズ
を
見
込

み
、
ま
た
他
社
と
の
差
別
化
も
狙
い
導
入
さ
れ
た
設
備
だ
が
、
同
社
ス
タ

ッ
フ
も
今
後
の
運
用
を
思
案
し
て
い
る
状
況
だ
。

　

英
国
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
大
学
の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ラ
イ
リ
ー
（Jennifer 

Riley

）
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
英
国
内
で
行
わ
れ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
葬
儀

（
遠
隔
、
対
面
参
加
者
が
共
に
参
列
し
た
葬
儀
）
の
参
列
者
の
多
く
が
「
見

て
い
た
だ
け
で
、
参
列
し
た
と
は
言
い
難
い
」
と
い
う
否
定
的
な
感
想
を

述
べ
た
と
報
告
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
遠
隔
参
列
者
が
献
花
の
代
わ
り
に

鉢
植
え
の
植
物
を
供
え
る
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
で
の
「
弔
辞
」
と
い
っ

た
新
た
な
儀
礼
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　

国
内
外
で
遠
隔
葬
儀
参
列
需
要
が
衰
退
傾
向
と
見
ら
れ
る
一
方
で
、
大

分
市
の
大
の
葬
祭
は
、
す
で
に
五
〇
件
以
上
、Zoom

を
用
い
た
遠
隔
参

列
の
実
施
実
績
を
持
つ
。
彼
ら
は
葬
祭
会
館
内
の
遠
隔
接
続
環
境
は
今
後

求
め
ら
れ
る
最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ
と
考
え
、
無
償
で
提
供
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
遠
隔
参
列
の
臨
場
感
向
上
を
狙
い
、
ア
バ
タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い

た
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
も
取
り
組
む
。

　

大
の
葬
祭
の
取
り
組
み
は
今
後
の
葬
儀
参
列
の
あ
り
方
を
展
望
す
る
上

で
の
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
５

Ｇ
、
６

Ｇ
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韓
国
で
は
現
在
も
多
く
の
人
が
参
列
す
る
葬
儀
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

る
。
こ
れ
は
「
遺
族
」
の
た
め
の
儀
礼
と
し
て
の
側
面
が
重
視
さ
れ
な
が

ら
も
、
社
会
的
威
信
を
表
す
場
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、「
誰
し
も
が
」
参
列
で
き
る
よ
う
に
す
る
側
面
が
肯
定
的
に

捉
え
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
遠
隔
参
列
に
関
す
る
議
論
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
現
場
に
い
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る

た
め
で
あ
り
、「
ど
こ
に
い
て
も
」
参
列
で
き
る
技
術
が
必
要
と
さ
れ
な

い
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
訃

報
や
弔
慰
金
の
送
金
が
一
般
化
し
て
き
て
お
り
、
比
較
的
に
関
係
が
遠
い

人
の
利
用
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
選
択
肢
が
登
場
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
後
、
参
列
者
の
範
囲
や
参
列
形
態
が
再
編
さ
れ
て
い
く
可
能
性

が
あ
る
。

　

以
上
、
遠
隔
中
継
技
術
を
軸
に
比
較
考
察
を
進
め
た
結
果
、
全
体
的
に

葬
儀
の
意
義
が
「
遺
族
」
の
た
め
の
も
の
と
し
て
見
出
さ
れ
る
傾
向
が
確

認
さ
れ
な
が
ら
も
、
葬
儀
に
対
す
る
解
釈
の
違
い
も
露
わ
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
技
術
の
影
響
を
受
け
て
、
葬
儀
参
列
形
態
自
体
が
再
編
さ
れ
て
い

く
可
能
性
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。
今
後
、
葬
儀
の
バ
ー
チ
ャ
ル
化
は
、
こ

の
よ
う
な
現
代
の
葬
儀
の
特
質
や
、
技
術
の
属
性
を
反
映
し
な
が
ら
進
ん

で
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

わ
が
家
の
葬
儀
の
遺
し
方 

│
│ 

中
国
の
葬
儀
ビ
デ
オ
が
照
り
返
す
弔
い
の
形 

│
│

丹
羽　

朋
子

　
「
葬
送
儀
礼
」
を
動
画
記
録
し
、
そ
の
映
像
デ
ー
タ
を
編
集
し
て
共
有

す
る
。「
死
者
を
こ
の
世
か
ら
あ
の
世
に
送
る
」
と
い
う
本
来
は
テ
ン
ポ

る
三
つ
の
事
例
に
お
い
て
、
遠
隔
中
継
技
術
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら

れ
、
運
用
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
、
そ
の
現
状
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
現
代
の
葬
儀
の
特
質
や
、
葬
儀
の
バ
ー
チ
ャ
ル
化
の
可
能
性
に
つ
い
て

展
望
す
る
。

　

大
分
市
に
あ
る
大
の
葬
祭
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
「
オ
ン
ラ
イ

ン
会
葬
」
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
、
五
十
件
以
上
の
実
績
を
上
げ
て
い
る
。
大

の
葬
祭
は
、
葬
儀
の
意
義
を
「
死
者
」
に
対
す
る
宗
教
儀
礼
よ
り
も
、

「
遺
族
」
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
か
ら
見
出
し
て
い
る
。
ま
た
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

は
、
第
三
者
が
参
列
し
、
慰
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
理
念
の
下
、
遠
隔
参
列
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
。

　

理
論
的
に
は
参
列
者
の
数
を
ほ
ぼ
無
限
に
増
や
せ
る
技
術
で
あ
る
が
、

そ
の
範
囲
は
故
人
の
四
親
等
程
度
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
年
の
家

族
葬
の
傾
向
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
慰
め
る
」
こ
と
が
で
き

る
関
係
の
人
に
止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
理
念
と
も
合
致
す
る
。
こ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
遠
隔
中
継
技
術
は
、「
誰
し
も
が
」
参
加
で
き
る

と
い
う
よ
り
、「
ど
こ
に
い
て
も
」
参
加
で
き
る
技
術
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

宇
都
宮
市
に
あ
る
北
関
東
互
助
セ
ン
タ
ー
も
葬
儀
の
遠
隔
中
継
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
「
故
人
を
冒
瀆
す
る
」「
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
漏
れ
る
」
と
い
っ
た
反
対
の
声
を
上
げ
る
宗
教
者
も
、
一
部

い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、「
死
者
」
に
対
す
る
儀
礼
と
し
て

の
側
面
を
重
視
し
、
か
つ
そ
れ
が
不
特
定
多
数
に
見
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
誰
し
も
が
」
参
加
で

き
る
よ
う
に
す
る
技
術
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
、
否
定
的
に
受
け
止

め
ら
れ
て
い
る
。



107　　

パネル 『宗教研究』97巻別冊（2024年）

在
中
に
現
地
の
写
真
館
で
撮
影
助
手
と
し
て
そ
れ
ら
の
制
作
に
携
わ
り
、

カ
メ
ラ
マ
ン
や
依
頼
主
で
あ
る
遺
族
か
ら
現
地
の
「
撮
り
方
」
の
型
を
模

倣
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
参
列
者
の
数
は
喪
主
の
権
威
や
人

望
を
反
映
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
葬
列
が
長
く
見
え
る
よ
う
に
撮
る
。

ま
た
「
孝
」
の
儀
礼
で
は
故
人
の
妻
方
親
族
へ
の
配
慮
や
光
孝
子
の
序
列

が
わ
か
る
よ
う
に
フ
レ
ー
ム
に
収
め
る
な
ど
し
て
、「
孝
」
を
具
現
化
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
葬
礼
の
中
で
は
、
不
可
視
の
霊
的
存
在
が
、
炎
の
光
や
煙
、

激
し
い
爆
竹
の
音
や
ば
ら
撒
か
れ
る
邪
気
除
け
の
紙
銭
の
色
の
現
わ
れ
等

の
「
変
異
す
る
出
来
事
」
を
通
じ
て
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
る
場
面
も
登
場
す

る
。
こ
の
よ
う
な
情
景
が
映
像
作
品
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
葬

儀
ビ
デ
オ
は
ス
ペ
ク
タ
ル
化
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
、
発
表
者
は
葬
儀
ビ
デ
オ
の
撮
影
・
編
集
作
業
の
最
中
に
、
当
地

と
異
な
る
地
域
の
葬
礼
を
写
し
た
民
族
誌
映
画
（
死
者
を
送
り
出
す
イ
ン

ド
の
街
ベ
ナ
レ
ス
の
、
人
・
動
植
物
・
モ
ノ
の
生
と
死
を
連
続
す
る
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
示
し
た
、
ロ
バ
ー
ト
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
監
督Forest of Bliss

﹇1986

﹈）
を
陝
北
の
葬
儀
ビ
デ
オ
制
作
者
に
見
せ
た
。
す
る
と
彼
は
、

「
彼
ら
（
ベ
ナ
レ
ス
の
人
々
）
に
と
っ
て
の
水
・
火
・
黄
色
い
花
は
、
我
々

（
陝
北
人
）
の
酒
・
火
・
紙
火
と
同
じ
だ
」
と
、
葬
礼
の
核
と
な
る
イ
メ

ー
ジ
を
自
ず
か
ら
見
出
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
を
も
と
に
彼
ら
と
協
働
し

て
日
本
で
開
催
し
た
展
覧
会
用
に
葬
礼
映
像
を
用
い
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
制
作
し
た
が
、
そ
の
際
に
彼
ら
は
発
表
者
が
設
置
し
た
隣
接
す
る

別
の
展
示
物
と
の
組
み
合
わ
せ
に
違
和
感
を
も
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
分
た

ち
陝
北
人
に
と
っ
て
は
「
葬
礼
」
が
「
婚
礼
」
と
対
で
あ
り
、「
生
存
」

や
「
生
殖
」
と
結
び
つ
く
儀
礼
で
あ
る
と
、
そ
の
意
味
を
再
発
見
し
た
。

ラ
リ
ー
な
儀
礼
を
、
そ
の
よ
う
な
視
聴
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
後
に
遺

す
こ
と
に
は
、
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
発
表
で
は
こ
う
し
た
問
題
関
心
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
前
後
に
中
国
陝

西
省
北
部
地
域
（
通
称
、
陝
北
）
で
製
作
さ
れ
た
私
的
な
「
葬
儀
ビ
デ
オ
」

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
素
材
と
な
っ
た
断
片
的
な
撮

影
デ
ー
タ
を
再
編
集
し
、
発
表
者
が
現
地
の
撮
影
者
と
と
も
に
当
地
の
葬

礼
を
表
現
す
る
映
像
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
た
経
験
も
紹
介
し

た
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
じ
、「
葬
礼
」
と
い
う
、
人
々
・
モ
ノ
や
環
境
・

霊
魂
や
神
な
ど
人
な
ら
ざ
る
も
の
等
、
多
様
な
「
参
与
者
」
か
ら
成
る
儀

礼
空
間
が
、
映
像
と
い
う
「
も
う
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
空
間
」
に
写
／
移
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
に
何
が
照
り
返
さ
れ
る
の
か
を
議
論
し
た
。

　

陝
北
の
葬
礼
は
二
日
間
、
故
人
宅
と
村
内
、「
山
」
に
掘
ら
れ
た
墳
墓

を
行
き
来
し
な
が
ら
進
行
す
る
。
初
日
に
ま
ず
、
親
族
に
よ
る
遺
体
の
入

棺
お
よ
び
家
の
前
庭
に
テ
ン
ト
式
の
祭
壇
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
こ
に
位
牌

と
遺
影
、
各
種
食
物
の
供
物
と
合
わ
せ
て
、
死
者
が
あ
の
世
（
陰
間
）
暮

ら
し
で
使
う
様
々
な
日
用
品
を
模
し
た
紙
製
供
物
「
紙
火
」
が
並
べ
ら
れ

る
。
そ
の
後
行
わ
れ
る
主
た
る
儀
礼
行
為
は
、
昼
夜
三
回
繰
り
返
さ
れ
る

葬
列
と
、
そ
の
合
間
に
行
わ
れ
る
子
孫
ら
に
よ
る
拝
礼
と
焼
香
、
最
終
日

の
土
葬
と
紙
火
の
焼
却
、
参
列
者
に
よ
る
儀
礼
食
の
共
食
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
経
て
、
昨
日
ま
で
こ
の
世
（
陽
間
）
の
「
人
」
で
あ
っ
た
死
者
は
陰

間
の
「
鬼
」（
死
霊
）・「
祖
先
」
と
い
う
「
人
な
ら
ぬ
も
の
」
の
力
と
成

り
変
わ
り
、
同
時
に
陽
間
に
生
き
る
「
子
孫
」
た
ち
は
「
孝
」
の
実
践
者

で
あ
る
「
孝
子
」
の
身
体
へ
と
変
身
す
る
。
当
地
の
葬
送
儀
礼
は
こ
の
多

重
的
な
変
化
を
可
視
化
す
る
儀
礼
的
行
為
が
多
く
含
ま
れ
る
。

　

発
表
者
は
当
時
、
民
族
誌
的
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
一
環
で
陝
北
に
滞
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う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
遺
影
が
カ
ラ
ー
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
遂

げ
現
代
に
ま
で
伝
わ
る
一
方
で
、
二
〇
一
〇
年
代
後
半
か
ら
、
Ａ
Ｉ
や
Ｖ

Ｒ
な
ど
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
死
者
の
表
象
が
、
日
本
国
内
で

も
続
々
と
現
れ
始
め
た
。

　

本
発
表
で
扱
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
Ａ
Ｉ
で
よ
み
が
え
る
美
空
ひ
ば
り
」、

「
復
活
の
日
〜
も
し
も
死
ん
だ
人
と
会
え
る
な
ら
〜
」、
韓
国
の
テ
レ
ビ
番

組
「
あ
な
た
に
会
っ
た
（

）」
も
そ
の
一
部
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た
死
者
の
表
象
は
、
現
時
点
で
は
著

名
人
を
対
象
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
遺
影
の
よ
う
に
広
く
一
般

に
普
及
し
て
は
い
な
い
。
こ
れ
に
は
制
作
コ
ス
ト
と
い
う
掲
載
的
課
題
が

存
在
す
る
ほ
か
、
生
前
の
故
人
の
情
報
を
用
い
、
死
者
を
克
明
に
再
現
す

る
こ
と
へ
の
倫
理
的
課
題
も
残
る
。

　

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
の
経
済
的
課
題
、
倫
理
的
課
題
は
ひ
と
ま
ず
横

に
置
き
、
実
際
に
番
組
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
表
象
を
体
験
し
た
人
々
が
、

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
を
用
い
た
死
者
像
を
ど
の
よ
う

に
認
知
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
調
査
方
法
は
、
半
構
造
化
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
調
査
の
対
象
は
、
各
番
組
の
制
作
者
お
よ
び
韓
国
事
例
の
遺
族

で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
制
作
者
か
ら
報
告
さ
れ
た
主
要
な
回
答
は
、
①
企
画
か

ら
制
作
ま
で
に
遺
族
か
ら
の
聞
き
取
り
、
随
行
を
半
年
以
上
行
な
っ
て
い

る
。
②
死
者
像
を
制
作
す
る
際
に
は
「
不
気
味
の
谷
現
象
」（
森 

一
九
七

〇
）
を
意
識
し
た
。
③
故
人
の
生
前
の
姿
を
必
ず
し
も
忠
実
に
再
現
し
よ

う
と
い
う
意
図
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
遺

族
側
の
語
り
で
は
、
①
死
者
像
の
見
た
目
は
似
て
い
る
と
は
思
え
な
か
っ

た
。
②
手
に
触
れ
た
い
と
い
う
欲
求
が
強
く
湧
き
上
が
っ
た
。
③
映
像
の

　

結
論
部
で
は
、
発
表
者
が
関
与
し
て
制
作
し
た
葬
儀
関
連
映
像
の
撮
影

か
ら
編
集
ま
で
を
、
誰
に
向
け
て
ど
ん
な
目
的
で
制
作
さ
れ
る
の
か
を
踏

ま
え
て
省
察
す
る
こ
と
で
、
葬
礼
の
記
録
映
像
が
照
り
返
す
当
地
の
コ
ス

モ
ロ
ジ
ー
に
根
ざ
す
葬
礼
が
も
つ
多
重
的
意
味
に
つ
い
て
議
論
を
ま
と
め

た
。

Ｖ
Ｒ
で
再
現
さ
れ
た
故
人
と
の
再
会 

│
│ 

日
韓
の
Ｔ
Ｖ
番
組
を
事
例
に 

│
│

高
木　

良
子

　

古
来
よ
り
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
死
者
像
を
作
り
出
し
て
き
た
。
古
く
は
三

〇
〇
〇
年
以
上
前
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
作
ら
れ
た
王
の
デ
ス
マ
ス
ク
は
、

為
政
者
に
よ
り
当
時
の
技
術
の
粋
が
集
合
さ
れ
た
死
者
の
表
象
で
あ
る
。

現
代
に
お
い
て
は
、
著
名
人
の
銅
像
や
紙
幣
に
刷
ら
れ
た
偉
人
の
顔
を
、

身
近
に
存
在
す
る
死
者
の
表
象
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

紙
幣
も
ま
た
時
代
の
最
先
端
技
術
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
死
者
像
に
は
い
つ
の
時
代
も
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
投

入
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
反
映
し
た
死
者
像
は
権
力
者
、

著
名
人
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
庶
民
の
も
の
と
し
て
広
く
普
及
し

始
め
た
の
は
「
遺
影
」
の
誕
生
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
遺
影
も
ま
た
写
真
と
い
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
登
場
以
前
に
は
存
在
し

な
い
。
肖
像
写
真
と
し
て
の
遺
影
が
本
格
的
に
普
及
し
は
じ
め
た
の
は
、

明
治
時
代
の
日
露
戦
争
の
頃
。
田
中
丸
（
一
九
九
三
）
に
よ
れ
ば
、
戦
地

に
赴
く
前
の
軍
人
た
ち
の
肖
像
写
真
と
し
て
撮
影
し
た
も
の
が
、
戦
後
帰

ら
ぬ
人
と
な
っ
た
故
人
の
オ
ク
リ
（
葬
儀
）
で
遺
影
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
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と
な
っ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
立
論
に
沿
う
な
ら
ば
、

本
来
的
に
葬
儀
と
は
バ
ー
チ
ャ
ル
な
出
来
事
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
パ
ネ
ル
で
は
そ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
性
と
で
も
称
す
べ
き
属
性

を
仮
想
・
架
空
の
場
を
演
出
す
る
と
い
う
含
意
で
は
な
く
「
現
実
の
近
似

値
と
し
て
」
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
し
て
い
る
点
に
大
き
な
意
義
が
あ

る
。
さ
ら
に
そ
の
意
義
は
、
生
者
が
死
者
に
な
る
／
な
っ
た
と
い
う
現
実

を
ど
こ
ま
で
技
術
が
つ
く
り
だ
せ
る
の
か
と
い
う
、
き
わ
め
て
今
日
的
な

問
題
群
へ
の
接
合
と
し
て
も
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

瓜
生
に
よ
る
「
遠
隔
葬
儀
参
列
の
現
状
」
は
そ
の
よ
う
な
バ
ー
チ
ャ
ル

性
の
淵
源
を
探
究
し
つ
つ
、
遠
隔
葬
儀
に
ま
つ
わ
る
技
術
の
発
揮
が
一
定

の
需
要
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
成
立
し
得
る
具
体
的
な
様
相
を
描
き

出
し
た
。
一
方
、
同
じ
く
遠
隔
葬
儀
を
扱
っ
た
金
の
「
葬
儀
参
列
形
態
か

ら
み
る
バ
ー
チ
ャ
ル
化
の
可
能
性
」
で
は
、
韓
国
の
事
例
も
比
較
参
照
し

な
が
ら
、
必
ず
し
も
「
誰
し
も
」
と
「
ど
こ
で
も
」
と
い
う
利
便
性
が
結

び
つ
か
な
い
と
い
う
齟
齬
に
照
射
し
て
い
る
。
特
に
両
者
の
発
表
が
と
も

に
葬
儀
の
意
義
や
規
範
準
則
と
い
っ
た
価
値
観
の
変
化
を
多
面
的
に
考
察

し
て
い
る
点
は
興
味
深
く
、
葬
儀
と
い
う
題
材
に
留
ま
る
こ
と
の
な
い
、

技
術
が
社
会
通
念
を
変
革
す
る
際
の
微
視
的
な
機
制
に
つ
い
て
重
要
な
示

唆
を
提
供
す
る
内
容
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
丹
羽
の
「
わ
が
家
の
葬
儀
の
遺
し
方
」
は
、
中
国
で
の

長
期
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
得
ら
れ
た
豊
富
な
調
査
経
験
を
土
台
と
し

て
、
葬
儀
を
記
録
し
た
映
像
の
制
作
と
共
有
を
め
ぐ
る
精
緻
な
民
族
誌
的

情
報
に
よ
っ
て
「
死
者
を
送
る
」
と
い
う
視
聴
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
築
か

れ
る
様
相
を
提
示
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
死
者
を
送
る
」
だ
け

で
な
く
「
死
者
に
な
る
」
と
い
う
表
象
を
も
映
像
技
術
に
よ
っ
て
先
鋭
化

中
に
生
前
に
故
人
が
よ
く
歌
っ
た
歌
や
、
故
人
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
も
の

が
現
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
臨
場
感
、
没
入
感
が
増
し
た
。
と
い
っ
た
言
葉

が
聞
か
れ
た
。

　

制
作
者
と
遺
族
の
双
方
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
死
者
像
が
故
人
に

「
似
て
い
な
い
」
と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
遺
族
の
語
り
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
事
例
で
は
、
必
ず
し
も
外
見

が
似
て
い
な
く
と
も
、
視
覚
以
外
の
感
覚
器
官
か
ら
の
情
報
で
没
入
感
を

得
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
死
者
像
は
Ｖ
Ｒ
で
細
部
ま
で
表
現

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
見
写
実
的
に
再
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

が
ち
だ
が
、
実
は
忠
実
に
は
再
現
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
遺
族
に
と
っ
て

の
再
現
は
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
死
者
の
再
現
像
へ
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
投
入

に
は
、
未
だ
多
く
の
議
論
が
あ
る
が
、「
似
て
い
な
い
」
と
い
う
あ
る
意

味
逆
説
的
な
視
点
が
、
今
後
の
研
究
開
発
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
投

入
先
に
つ
い
て
、
一
つ
の
可
能
性
を
示
唆
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

コ
メ
ン
ト

田
中　

大
介

　

い
わ
ゆ
る
儀
礼
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ド
ラ
マ

ツ
ル
ギ
ー
な
ど
の
演
出
的
側
面
に
着
目
し
た
議
論
は
潮
流
の
一
つ
を
構
成

し
て
今
日
に
至
る
。
と
り
わ
け
葬
儀
を
扱
う
諸
研
究
で
は
、
各
種
の
実
践

と
意
匠
が
総
体
と
し
て
極
楽
浄
土
な
ど
の
空
間
を
バ
ー
チ
ャ
ル
に
構
成
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
「
他
界
」
や
「
死
者
の
発
生
」
の
観
念
を

醸
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
葬
儀
が
成
立
す
る
と
い
う
見
立
て
が
半
ば
前
提



　　110

『宗教研究』97巻別冊（2024年） パネル

践
」
の
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
い
う
葬
儀
は
、

基
本
的
に
は
日
本
で
い
う
通
夜
・
告
別
式
を
指
し
、「
遠
隔
葬
儀
参
列
」

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
こ
れ
ら
の
儀
礼
へ
の
遠
隔
参
列
を
意
味
す

る
。
一
方
で
、
広
義
の
意
味
で
の
「
葬
送
儀
礼
」
を
排
除
す
る
意
図
は
な

い
。
む
し
ろ
、
今
後
の
葬
儀
を
展
望
す
る
際
、
お
別
れ
会
や
回
忌
供
養
・

法
要
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
追
悼
と
い
っ
た
行
為
と
、
通
夜
・
告
別
式
と
い
う

短
期
間
の
イ
ベ
ン
ト
と
の
境
目
が
曖
昧
に
な
る
可
能
性
も
考
慮
し
て
、
包

括
的
な
発
表
と
議
論
の
機
会
を
設
け
た
。

　
「
バ
ー
チ
ャ
ル
化
」
と
い
う
用
語
も
決
し
て
一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
で
の
定
義
は
、
後
述
の
手
法
を
用
い
た
、
対
面
参
列
と
は
異
な
る
方

法
で
葬
儀
へ
の
関
与
が
実
現
す
る
状
態
を
指
す
。
具
体
的
な
手
法
と
は

一
、
遠
隔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
ネ
ッ
ト
中
継
や
対

話
・
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
二
、
複
製
技
術
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
介

し
た
記
録
・
再
生
・
再
体
験
、
そ
し
て
三
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

（
Ｖ
Ｒ
）
関
連
技
術
を
用
い
た
人
工
現
実
感
で
あ
る
。

　

一
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
顕
在
化
し
た
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
り
、

瓜
生
、
金
が
そ
れ
ぞ
れ
現
時
点
で
の
調
査
・
研
究
進
捗
を
報
告
し
た
。
現

状
の
遠
隔
葬
儀
参
列
事
例
の
多
く
は
、
対
面
、
遠
隔
そ
れ
ぞ
れ
の
参
列
者

が
葬
儀
の
場
を
共
に
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

二
、
三
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
様
な
バ
ー
チ
ャ
ル
化
状

態
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
丹
羽
発
表
で
は
中
国
の
一
般
家
庭
に
お
け
る
葬
儀

ビ
デ
オ
制
作
が
、
ま
た
高
木
発
表
で
は
Ｖ
Ｒ
技
術
を
駆
使
し
て
故
人
を

「
再
現
」
し
「
再
会
」
可
能
と
す
る
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。
使
用
さ
れ
る

技
術
・
メ
デ
ィ
ア
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
、
葬
儀
を
ア
ー
カ
イ

ブ
し
、
後
日
、
追
体
験
可
能
な
状
態
に
す
る
点
が
共
通
す
る
。

さ
せ
る
際
の
諸
実
践
を
捕
捉
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
続
く
高
木
の
「
Ｖ
Ｒ

で
再
現
さ
れ
た
故
人
と
の
再
会
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
死
者
の
表
象
を

「
つ
く
る
」
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
は
人
間
の
歴
史
の
な
か
で
連
綿
と
重

ね
ら
れ
て
き
た
取
り
組
み
を
、
Ｖ
Ｒ
や
Ａ
Ｉ
と
い
う
先
端
的
な
技
術
の
あ

り
か
た
を
見
つ
め
な
が
ら
仔
細
に
分
析
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
四
つ
の
意
欲
的
な
事
例
研
究
が
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
に
結
び
つ
く

こ
と
は
論
を
待
た
な
い
が
、
補
助
線
的
な
付
言
を
与
え
る
な
ら
ば
、
こ
の

パ
ネ
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
が
挑
ん
で
い
た
の
は
「
葬
儀
が
葬
儀
と
し

て
」、
あ
る
い
は
「
死
者
が
死
者
と
し
て
」
成
立
す
る
境
界
線
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
と
い
う
問
い
か
け
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
発
表
者
の
四

氏
は
そ
れ
ぞ
れ
遠
隔
通
信
や
映
像
、
Ｖ
Ｒ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
が
導
入
さ

れ
た
背
景
を
議
論
の
中
核
に
据
え
つ
つ
、
そ
の
技
術
を
表
面
的
に
唱
道
す

る
こ
と
を
慎
重
に
避
け
て
中
立
的
な
立
場
か
ら
各
々
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
克

明
に
切
り
取
る
と
同
時
に
、
バ
ー
チ
ャ
ル
技
術
に
批
判
的
な
見
解
を
持
つ

人
び
と
の
存
在
も
論
じ
る
こ
と
で
問
題
の
複
雑
さ
を
直
視
し
た
。
裏
返
す

と
、
そ
れ
は
「
遠
隔
葬
儀
な
ど
葬
儀
で
は
な
い
」「
映
像
や
Ｖ
Ｒ
で
創
り

出
さ
れ
た
死
者
は
気
持
ち
悪
い
」
と
い
う
、
そ
の
感
覚
は
ど
こ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
の
か
と
い
う
問
い
に
も
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
葬
儀
と
死

の
あ
り
か
た
を
め
ぐ
っ
て
漸
次
的
に
変
遷
し
続
け
る
境
界
線
を
着
実
に
学

術
的
な
知
見
へ
と
収
め
た
試
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

瓜
生　

大
輔

　
「
葬
儀
の
バ
ー
チ
ャ
ル
化
」
と
題
さ
れ
た
本
パ
ネ
ル
は
、
科
学
研
究
費

挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
）「
遠
隔
葬
儀
参
列
研
究
：
事
例
調
査
と
デ
ザ
イ
ン
実
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事
実
を
編
集
・
改
変
し
う
る
も
の
だ
。
今
後
の
技
術
開
発
次
第
で
は
、
葬

儀
の
バ
ー
チ
ャ
ル
化
は
対
面
参
列
で
は
得
ら
れ
な
い
価
値
を
も
た
ら
す
可

能
性
を
秘
め
る
。
し
か
し
、
新
技
術
・
手
法
は
社
会
的
に
受
容
さ
れ
な
け

れ
ば
根
付
か
な
い
。
今
後
、
遠
隔
葬
儀
参
列
、
葬
儀
の
バ
ー
チ
ャ
ル
化
は

ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
、
ど
う
す
れ
ば
普
及
す
る
の
か
。
今
後
の
葬
送
儀

礼
を
展
望
す
る
上
で
の
重
要
な
問
い
の
ひ
と
つ
と
し
て
引
き
続
き
探
究
し

た
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
追
体
験
は
現
実
と
は
異
な
る
。
葬
儀
ビ
デ
オ
制

作
の
過
程
で
は
中
国
の
農
村
部
で
生
涯
を
過
ご
し
た
故
人
が
、
ま
る
で
大

き
な
功
績
を
残
し
た
偉
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
た
。
韓
国
の
テ
レ

ビ
番
組
で
は
、
現
時
点
で
は
最
高
水
準
の
Ｖ
Ｒ
技
術
を
用
い
て
「
架
空
の

再
会
」
が
描
か
れ
た
。
し
か
し
、
高
木
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
Ｖ
Ｒ
上
で
蘇

っ
た
娘
に
対
す
る
母
の
感
想
は
「
本
人
と
全
く
似
て
い
な
い
」
と
い
う
否

定
的
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
が
想
像
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て
い
る

時
点
で
現
実
と
は
異
な
る
が
、
現
時
点
で
は
表
現
力
も
も
の
足
り
な
い
。

二
、
三
、
そ
れ
ぞ
れ
、
制
作
者
の
想
い
や
バ
イ
ア
ス
も
か
か
か
る
た
め
、

現
実
よ
り
も
理
想
的
な
故
人
を
描
こ
う
と
す
る
側
面
も
あ
る
。

　

日
本
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
学
会
初
代
会
長
の
舘
暲
は
、
バ
ー
チ
ャ

ル
（virtual

）
の
本
来
の
意
味
は
、
仮
想
あ
る
い
は
虚
構
・
疑
似
で
は

な
く
、「
み
か
け
や
形
は
原
物
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
本
質
的
あ
る
い

は
効
果
と
し
て
は
現
実
で
あ
り
原
物
で
あ
る
こ
と
」
だ
と
し
、
Ｖ
Ｒ
の
定

義
も
そ
れ
に
倣
う
と
解
釈
し
た
。
例
え
ば
、
バ
ー
チ
ャ
ル
マ
ネ
ー
・
電
子

通
貨
は
貨
幣
の
形
は
し
て
い
な
い
が
、
貨
幣
と
同
じ
役
割
を
果
た
す
も
の

で
あ
り
、
偽
金
で
は
な
い
。
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
行
わ
れ
る
バ

ー
チ
ャ
ル
会
議
も
、
虚
構
の
会
議
で
は
な
く
、
対
面
会
議
と
同
様
に
本
物

の
会
議
で
あ
る
。

　

遠
隔
葬
儀
参
列
も
現
実
の
参
列
で
は
あ
る
が
、
従
来
の
対
面
参
列
と
は

異
な
る
体
験
で
あ
る
。
遠
隔
参
列
に
対
す
る
悲
観
的
、
否
定
的
な
意
見
も

存
在
し
、
実
際
、
現
時
点
で
は
普
及
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
で
は
、

た
だ
対
面
で
の
体
験
に
近
づ
け
る
だ
け
で
、
そ
の
状
況
は
打
開
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
述
べ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
化
を
実
現
す
る
三
つ
の
手
法
は
、
現
実
や
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西
洋
古
代
の
プ
ネ
ウ
マ
論
と
日
本
の
経
営
思
想
を
め
ぐ
る
試
論土

井　

裕
人

　

西
洋
古
代
の
プ
ネ
ウ
マ
論
と
日
本
の
経
営
思
想
が
接
点
を
持
ち
う
る
可

能
性
に
つ
い
て
は
、
宗
教
思
想
研
究
と
し
て
架
橋
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

容
易
で
は
な
い
の
で
、
本
発
表
は
あ
く
ま
で
試
論
に
と
ど
ま
る
。
宗
教
と

経
営
と
い
う
テ
ー
マ
は
な
じ
み
が
薄
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
松
下
幸
之

助
や
稲
盛
和
夫
と
い
っ
た
宗
教
的
背
景
を
持
つ
名
経
営
者
も
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
両
者
に
は
浅
か
ら
ぬ
関
係
も
あ
る
。
今
回
、
宗
教
と
の
関
わ

り
が
深
い
日
本
の
経
営
思
想
の
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
中
村
天

風
（
一
八
七
六
（
明
治
九
）
―
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
））
で
あ
る
。
日

露
戦
争
で
軍
事
探
偵
と
し
て
活
動
し
た
彼
は
、
重
い
肺
結
核
に
罹
患
し
治

療
方
法
を
求
め
て
渡
米
・
渡
欧
す
る
も
望
み
を
果
た
せ
ず
、
ヨ
ー
ガ
行
者

に
出
会
い
修
行
す
る
こ
と
で
治
癒
し
た
と
い
う
。
帰
国
後
は
銀
行
の
頭
取

な
ど
を
務
め
る
も
辞
職
し
て
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
年
に
統
一
哲
医
学

会
（
の
ち
に
天
風
会
）
を
設
立
し
、
そ
の
教
え
の
薫
陶
を
受
け
た
者
は
実

業
界
な
ど
に
十
万
人
以
上
い
る
と
さ
れ
る
。
没
後
半
世
紀
以
上
経
つ
が
、

経
営
思
想
と
し
て
今
も
再
評
価
が
続
く
。
中
村
と
プ
ネ
ウ
マ
論
を
接
続
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
は
「
ヴ
リ
ル
（vril

）」
と
い
う
語
で
、
元
は

Ｅ
・
ブ
ル
ワ
ー
＝
リ
ッ
ト
ン
『
来
る
べ
き
種
族
』
に
登
場
す
る
超
自
然
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
中
村
は
こ
れ
を
ヨ
ー
ガ
的
な
文
脈
で
の
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
戦
前
の
銀
行
員
向
け
講
演
か
ら
用
い
、
心
や
意
思
の
力

で
物
体
の
側
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
媒
体
ま
た
身
体
の
健
康
を
実
現
す
る

媒
体
と
す
る
が
、
こ
こ
に
ニ
ュ
ー
ソ
ー
ト
の
文
脈
を
読
み
取
る
こ
と
も
容

易
で
あ
ろ
う
。
中
村
天
風
に
お
け
る
ヴ
リ
ル
は
人
心
磁
気
な
ど
と
呼
ば
れ
、

一
種
の
流
体
と
し
て
の
体
を
構
成
し
オ
ー
ラ
と
し
て
不
可
視
の
「
光
」
を

発
す
る
。
こ
れ
は
ア
ス
ト
ラ
ル
体
や
霊
体
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
よ
う
に

エ
ソ
テ
リ
ズ
ム
や
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
を
想
起
さ
せ
、
源
流
に
新
プ
ラ
ト
ン

主
義
に
遡
源
す
る
「
魂
の
乗
り
物
」
あ
る
い
は
気
息
的
（
プ
ネ
ウ
マ
的
）

身
体
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
プ
ネ
ウ
マ
は
キ

リ
ス
ト
教
的
な
霊
と
し
て
の
プ
ネ
ウ
マ
と
は
異
な
っ
て
、
本
来
は
身
体
の

側
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
気
息
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
お
け
る
「
魂
の
乗
り
物
」
の
主
な
機
能
は
魂
と
身

体
を
媒
介
し
相
互
連
絡
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
魂
か
ら
身
体
、

身
体
か
ら
魂
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
段
に
関
係
し
て
い
る
。
五
世
紀
の

新
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
プ
ロ
ク
ロ
ス
の
『
神
学
綱
要
』
の
校
訂
・
対
訳
（
一

九
三
三
年
）
で
Ｅ
・
Ｒ
・
ド
ッ
ズ
は
「
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
お
け
る
ア
ス

ト
ラ
ル
体
」
と
い
う
補
遺
を
設
け
、
神
智
学
な
ど
の
神
秘
的
宗
教
が
主
張

す
る
ア
ス
ト
ラ
ル
体
が
、
一
般
に
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
東
洋
由
来
で
な
く

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
遡
源
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
実
際
、『
神
学
綱
要
』

で
は
、
分
有
さ
れ
る
個
別
の
魂
が
関
わ
る
「
永
続
的
で
存
在
の
面
で
不
生

不
滅
な
る
第
一
義
的
な
物
体
」
が
「
魂
の
乗
り
物
」
と
さ
れ
て
い
る
。
プ

ロ
ク
ロ
ス
で
は
他
に
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
註
解
』
で
も
「
魂
の
乗
り
物
」
が

三
種
類
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
う
ち
気
息
的
す
な
わ
ち
プ
ネ
ウ
マ
的
乗
り
物

が
本
発
表
の
テ
ー
マ
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
精
妙
な
物
体
か

ら
成
っ
て
身
体
と
魂
と
の
媒
介
と
な
り
魂
と
類
比
的
で
あ
る
の
で
、
素
材

性
が
増
し
て
重
く
な
る
と
乗
せ
た
魂
と
と
も
に
こ
の
世
界
に
降
下
し
、
浄

化
さ
れ
軽
く
な
る
と
魂
を
知
性
界
の
方
へ
上
昇
さ
せ
る
。
こ
の
気
息
的
乗

個
人
発
表
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る
。
し
か
し
、
宗
教
組
織
と
企
業
は
、
と
も
に
人
間
に
よ
っ
て
管
理
・
運

営
さ
れ
て
お
り
、「
特
定
の
目
的
に
む
け
た
集
団
・
組
織
の
管
理
・
運
営
」

と
い
う
意
味
で
は
、「
経
営
」
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
同
じ
「
経
営
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
宗
教
組
織
と
企
業

の
組
織
の
あ
り
方
に
は
同
型
性
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
同
型
性
ゆ
え
に
、
ビ

ジ
ネ
ス
や
経
営
に
お
い
て
宗
教
言
説
（
宗
教
的
な
メ
タ
フ
ァ
ー
等
）
が
使

わ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
と
経
営
に
お
け
る
宗
教
言
説
の
使
用
は
、
一
九
八
〇
年
代
か

ら
顕
著
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
日
本
企
業
が
好
業
績
を
あ
げ
て
い
る
の
を

み
た
米
国
の
経
営
学
者
た
ち
は
、
そ
の
秘
密
を
解
明
す
べ
く
、
組
織
の
ソ

フ
ト
な
部
分
、
す
な
わ
ち
組
織
の
成
員
の
あ
い
だ
で
共
有
さ
れ
て
い
る
価

値
観
・
信
念
・
規
範
な
ど
に
着
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
、
組
織

文
化
論
あ
る
い
は
企
業
文
化
論
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

従
来
、
文
化
と
い
う
曖
昧
な
も
の
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
か

っ
た
経
営
学
者
た
ち
は
、
文
化
人
類
学
か
ら
、
シ
ン
ボ
ル
、
信
念
、
儀
礼
、

英
雄
、
神
話
な
ど
の
様
々
な
用
語
を
借
用
し
て
、
組
織
文
化
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
組
織
文
化
論
の
な
か
に
は
、
価
値
観
・
信
念
・
規
範
が
共
有
さ

れ
、
浸
透
し
て
い
る
「
強
い
文
化
」（strong culture

）
を
も
つ
企
業

が
好
業
績
を
あ
げ
て
い
る
と
の
説
も
登
場
し
た
。
そ
の
結
果
、
経
済
的
成

功
の
た
め
の
手
段
・
道
具
と
し
て
文
化
を
利
用
す
る
戦
略
が
考
え
だ
さ
れ

た
。
価
値
観
・
信
念
・
規
範
と
い
っ
た
概
念
を
使
う
関
係
上
、
組
織
文
化

論
は
宗
教
研
究
と
も
親
和
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
実
際
、
社
会
学
者
の

山
田
真
茂
留
が
い
う
よ
う
に
、
組
織
文
化
論
は
「
企
業
の
内
部
に
宗
教
性

を
持
ち
込
む
試
み
」
で
あ
り
、「
企
業
組
織
の
内
側
に
聖
な
る
領
域
と
俗

な
る
領
域
を
双
方
に
構
築
す
る
」
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な

り
物
の
浄
化
は
プ
ラ
ト
ン
に
も
遡
源
す
る
「
神
に
似
る
こ
と
」
に
つ
な
が

り
、
プ
ロ
ク
ロ
ス
か
ら
遡
っ
て
三
〜
四
世
紀
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
で
あ

る
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
は
、
気
息
的
乗
り
物
を
儀
礼
に
よ
っ
て
浄
化
す
る
こ

と
を
述
べ
、
魔
術
的
操
作
の
対
象
と
位
置
づ
け
た
。

　

こ
う
し
て
辿
っ
て
い
く
と
、
日
本
の
経
営
思
想
と
し
て
の
中
村
天
風
に

西
洋
古
代
の
プ
ネ
ウ
マ
論
へ
の
接
続
を
見
い
だ
す
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
が
本
人
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
は
と
て
も
思
え
な
い
に

し
て
も
、
霊
魂
と
身
体
・
物
体
の
媒
介
者
と
い
う
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
な

プ
ネ
ウ
マ
に
は
、
心
の
あ
り
よ
う
に
身
体
の
健
康
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
も

か
か
っ
て
お
り
思
い
の
ま
ま
に
で
き
る
と
い
う
「
願
望
」
と
の
親
和
性
が

あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
も
の
に
も
な
り
う
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

経
営
の
宗
教
学 

│
│ 

宗
教
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
経
営 

│
│

岩
井　
　

洋

　

宗
教
と
経
営
に
は
様
々
な
類
似
性
が
あ
る
が
、
宗
教
研
究
と
経
営
研
究

の
知
見
を
相
互
参
照
す
る
研
究
は
未
発
達
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、

宗
教
現
象
を
経
営
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
「
宗
教
経
営
学
」
の
研
究
を
す

す
め
て
き
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
営
を
宗
教
研

究
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
「
経
営
宗
教
学
」
の
試
み
で
あ
る
。
以
下
、
宗

教
組
織
と
企
業
の
同
型
性
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
経
営
に
み
る
宗
教
言
説
、
そ
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
営
の
宗
教
化
の
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

宗
教
の
現
場
で
は
、
寺
院
経
営
、
神
社
経
営
、
教
会
経
営
と
い
っ
た
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
宗
教
研
究
で
は
「
経
営
」
と
い
う

用
語
を
使
う
こ
と
を
た
め
ら
う
傾
向
が
あ
る
。
一
方
、
経
営
学
で
は
、
非

合
理
的
な
現
象
に
関
わ
る
宗
教
を
研
究
対
象
か
ら
排
除
す
る
傾
向
が
あ
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宗
教
と
合
法
性 

│
│ 

交
錯
す
る
諸
フ
ァ
ク
タ
ー 

│
│

津
城　

寛
文

　

こ
こ
一
、
二
年
の
わ
が
国
で
、
宗
教
団
体
の
活
動
が
ま
た
「
事
件
化
」

し
て
き
て
、
宗
教
一
般
の
合
法
性
が
問
わ
れ
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
宗

教
界
全
体
と
し
て
、
と
く
に
宗
教
研
究
に
か
か
わ
る
者
と
し
て
、
適
切
に

応
答
す
る
必
要
を
感
じ
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

　

宗
教
が
絡
む
に
せ
よ
、
絡
ま
な
い
に
せ
よ
、
社
会
的
な
思
想
・
実
践
に

お
い
て
、「
合
法
性
」
の
問
題
が
先
鋭
化
す
る
の
は
、
大
小
の
暴
力
、
強

制
、
戦
争
、
革
命
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
諸
「
法
」
が
並

立
し
、
し
た
が
っ
て
「
正
義
」
や
「
正
当
性
・
正
統
性
」「
合
法
性
」
の

主
張
が
対
立
す
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
思
想
や
実
践
は
、
当
該
領
域
の
諸
法
（
則
）
に
よ
っ
て
裁
か

れ
る
。
諸
領
域
の
諸
法
（
則
）
は
互
い
に
せ
め
ぎ
あ
い
、
あ
る
法
で
は
合

法
な
こ
と
が
別
の
法
で
は
違
法
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
他
方
、
ど
の
法
か

ら
み
て
も
、
明
ら
か
に
悪
い
、
た
だ
卑
し
い
だ
け
の
不
法
行
為
、
犯
罪
行

為
が
、
世
間
に
あ
ふ
れ
て
も
い
る
。
そ
う
し
た
「
あ
ま
り
に
も
明
ら
か
に

悪
い
」
低
レ
ベ
ル
の
事
件
は
、
高
い
レ
ベ
ル
の
「
合
法
性
」
の
問
題
に
は

触
れ
て
こ
な
い
。

　

宗
教
と
名
づ
け
ら
れ
（
う
）
る
も
の
は
、「
究
極
」
か
ら
「
実
生
活
」
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
、
次
元
に
分
布
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
宗
教
学
の

扱
う
射
程
に
は
、
果
て
が
な
い
。
あ
る
種
の
神
学
は
究
極
を
論
じ
る
だ
け

で
事
足
り
る
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
種
の
法
学
は
大
小
の
実
利
を
考
慮
す
る

だ
け
で
充
分
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
種
の
宗
教
学
も
、
特
定
の
宗
教

現
象
を
扱
っ
て
い
れ
ば
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
宗
教
学
全
体
と
し
て
は
、

可
能
な
か
ぎ
り
射
程
を
広
げ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

組
織
文
化
論
と
宗
教
研
究
の
親
和
性
と
、
前
述
の
宗
教
組
織
と
企
業
の
同

型
性
か
ら
、
宗
教
組
織
を
経
営
の
モ
デ
ル
と
す
る
言
説
も
あ
ら
わ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
会
社
へ
の
忠
誠
と
一
体
感
を
求
め
る
「
カ
ル
ト
の
よ
う
な
文

化
」
や
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
高
い
忠
誠
心
を
も
つ
熱
狂
的
な
フ
ァ

ン
を
つ
く
り
だ
す
「
カ
ル
ト
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
な
ど
と
い
う
用
語
の

登
場
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
営
の
宗
教
化
（
宗
教
組
織
の
モ

デ
ル
化
、
宗
教
言
説
の
浸
透
）
の
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
述
べ
る
。
宗
教

的
な
思
想
が
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
営
の
世
界
に
拡
散
し
て
い
る
事
例
は
、
古
く

は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
キ
ン
グ
か
ら
、
昨
今
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
い

た
る
ま
で
多
種
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ル
、
マ
ン
ト
ラ
、
エ
ヴ
ァ
ン
ジ

ェ
リ
ス
ト
と
い
っ
た
宗
教
由
来
の
用
語
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
転
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
の
背
景
に
は
、
宗
教
の
世
俗
化
と
呼
ば
れ
る

現
象
と
も
関
係
す
る
、
宗
教
の
拡
散
化
（diffusion
）
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
伝
統
的
な
宗
教
の
様
式
が
解
体
し
、
宗
教
を
構
成
し
て

き
た
様
々
な
パ
ー
ツ
が
他
分
野
で
も
活
用
可
能
な
文
化
資
源
と
な
っ
た
。

そ
の
文
化
資
源
の
蓄
積
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
度

な
発
達
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
増
大
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、

「
宗
教
的
で
は
な
い
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」（SBN

R: spiritual but not 
religious

）
と
い
う
人
々
の
実
践
を
よ
り
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
な
思
想
や
実
践
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
経
営
の
世
界
に
も
浸
透
し
は
じ
め
て
い
る
。
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よ
る
市
民
生
活
の
不
幸
や
災
難
を
、
最
小
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

宗
教
概
念
批
判
を
捉
え
直
す

藤
井　

修
平

　

本
発
表
の
目
的
は
、
宗
教
学
の
分
野
に
大
き
な
転
換
点
を
も
た
ら
し
た

と
さ
れ
る
「
宗
教
概
念
批
判
」
を
、
そ
の
現
代
の
展
開
を
踏
ま
え
て
再
検

討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀
に
入
る
と
、
日
本
国
内
の
研
究
に
お

い
て
も
宗
教
概
念
批
判
へ
の
言
及
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
他

方
で
宗
教
概
念
批
判
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
分
野
に
何
が
も

た
ら
さ
れ
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
宗
教
概
念
批
判
は
そ
の
後
行
き
詰

ま
っ
た
と
み
な
す
論
者
も
い
る
が
、
欧
米
に
お
い
て
は
今
日
で
も
活
発
な

議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
・
Ｚ
・
ス
ミ
ス
、
Ｒ
・
マ
ッ
カ
チ
オ
ン
、
Ｔ
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
、
Ｔ
・
ア
サ
ド
ら
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
宗
教
概
念
批
判
の
基
本
的
主

張
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、（
一
）「religion

」
や
「
宗
教
」
と
い
う
概
念

は
自
明
な
自
然
物
で
は
な
く
、
現
在
そ
れ
が
意
味
し
て
い
る
も
の
と
同
じ

内
容
の
語
は
ほ
と
ん
ど
の
文
化
に
存
在
し
な
か
っ
た
。（
二
）ゆ
え
に
こ
の

語
は（
Ｘ
）が
発
明
し
た
構
築
物
で
あ
り
、（
三
）何
か
を
「
宗
教
」
と
み
な

し
、
そ
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
は
、
決
し
て
中
立
的
な
行
為
で
は
な
く
、

政
治
的
・
社
会
的
な
帰
結
が
伴
う
。（
四
）そ
れ
ゆ
え
、
宗
教
を
定
義
し
、

宗
教
概
念
を
用
い
る
行
為
に
は（
Ｙ
）と
い
う
問
題
が
存
在
し
、
そ
の
問
題

を
考
慮
す
る
な
ら
、（
Ｚ
）す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
命
題
と
し
て
描
写
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、（
Ｘ
）（
Ｙ
）（
Ｚ
）に
何
が
入
る
か
は
論
者
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
。（
Ｘ
）に
は
主
に
「
学
者
」「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」「
西
洋

近
代
な
い
し
西
洋
植
民
地
主
義
」
な
ど
が
入
り
、（
Ｙ
）に
は
「
分
析
的
有

　

宗
教
の
多
元
的
、
多
面
的
な
理
解
の
た
め
に
、
と
り
あ
え
ず
社
会
的
側

面
と
他
界
的
側
面
を
区
別
し
た
だ
け
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
世
界
で
通
用
す
る

「
法
」
は
多
重
的
で
、
内
外
の
諸
フ
ァ
ク
タ
ー
が
交
錯
し
、
互
い
に
相
殺

し
た
り
相
乗
し
た
り
、
あ
る
い
は
疎
遠
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
「
合
法
性
」
と
い
う
基
準
で
語
り
な
お
し
、

全
体
の
中
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
諸
領
域
に
お
け
る
諸
宗
教
の
危
険
や
弊

害
を
可
視
化
し
て
み
た
い
。

　

ロ
ジ
ャ
ー
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
は
入
門
書
で
、「
こ
の
宇
宙
で
扱
わ
ね
ば
な

ら
な
い
ス
ケ
ー
ル
」、
つ
ま
り
一
〇
の
数
十
乗
倍
の
ス
ケ
ー
ル
の
時
空
間

の
中
で
、
人
間
が
占
め
て
い
る
特
殊
な
位
置
を
「
人
間
ス
ケ
ー
ル
」
と
呼

ん
で
、「
こ
う
し
た
種
々
の
異
な
る
ス
ケ
ー
ル
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

物
理
学
が
あ
て
は
ま
る
の
か
？
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。
こ
の
問
い
を
、

「
種
々
の
異
な
る
ス
ケ
ー
ル
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
学
が
当
て
は

ま
る
の
か
？
」
と
言
い
換
え
る
と
、
私
が
考
え
て
み
た
い
問
題
の
導
入
に

な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
・
世
界
ご
と
の
規
範
、「
私
法
」
が
公
法
と
同
じ
平

面
で
接
触
し
、
競
合
す
る
場
合
、
実
害
が
大
き
い
。
他
方
、
互
い
に
ほ
と

ん
ど
接
触
し
な
い
法
が
あ
る
。「
究
極
」
の
世
界
に
は
究
極
の
法
が
あ
り
、

「
日
常
」
の
世
界
に
は
日
常
の
法
が
あ
る
。
究
極
と
日
常
は
、
別
の
文
脈

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
究
極
の
法
に
よ
っ
て
日
常
を
判
定
す
る
こ
と
、

逆
に
日
常
の
法
を
使
っ
て
究
極
を
裁
く
こ
と
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
エ
ラ
ー

に
な
る
。

　

す
べ
て
の
法
に
適
う
こ
と
は
困
難
と
し
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
法
に
適

お
う
と
す
る
こ
と
で
、
無
用
の
弊
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
究
極
の

こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
の
目
標
は
、「
宗
教
」
の
名
に
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と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
動
き
は
、
必
ず
し
も
特
定
の
姿
勢
と
結
び
つ
い
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
近
代
批
判
と
宗
教
批
判
の
よ
う
に
、
あ
る
意
味
正

反
対
の
方
向
に
も
向
か
い
う
る
。

　

こ
こ
で
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
宗
教
概
念
批
判
は
決
し
て
過
去
の
も

の
で
は
な
く
、
現
在
も
議
論
が
続
い
て
い
る
熱
い
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
り
、

「
宗
教
と
は
何
か
」「
何
が
宗
教
と
み
な
さ
れ
て
き
た
の
か
」「
何
か
を
宗

教
と
み
な
す
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
政
治
的
・
社
会
的
帰
結
が
あ
る
か
」

と
い
う
疑
問
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
現
代
に
お
い
て
も
重
要
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
問
い
に
答
え
る
こ
と
も
、
当

分
野
の
大
き
な
課
題
だ
と
述
べ
た
い
。

ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
ポ
ス
ト
世
俗
性

坪
光　

生
雄

　

本
発
表
は
、「
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
」
な
る
標
語
の
も
と
に
集
め
ら
れ

た
現
代
の
批
判
理
論
の
諸
動
向
に
対
し
、
広
い
意
味
で
の
宗
教
研
究
か
ら

は
ど
の
よ
う
な
応
答
を
な
し
う
る
か
、
そ
の
一
つ
の
可
能
性
を
示
そ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
近
代
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
伝
統
は
、
普
遍
的
な
倫
理

的
基
盤
と
し
て
い
ま
や
必
ず
し
も
自
明
で
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
中
心
的

な
理
念
で
あ
る
「
人
間
＝
男
（M

an

）」
の
帯
び
る
権
力
性
が
、
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
、
ポ
ス
ト
植
民
地
主
義
、
環
境
哲
学
、
動
物
論
、
障
害
学
と
い
っ

た
多
様
な
関
心
に
即
し
て
批
判
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
批
判

が
影
響
す
る
潜
在
的
な
領
域
は
人
文
学
一
般
に
及
び
、
そ
の
重
要
な
部
門

と
し
て
宗
教
学
や
宗
教
哲
学
が
あ
る
。

　

多
様
な
話
題
領
域
へ
と
波
及
し
て
い
く
こ
れ
ら
批
判
理
論
と
の
交
差
を

視
野
に
入
れ
た
宗
教
研
究
の
あ
り
方
を
構
想
す
る
う
え
で
、「
ポ
ス
ト
世

用
性
を
欠
く
」「
神
学
的
」「
西
洋
中
心
主
義
」
な
ど
が
入
り
、（
Ｚ
）に
は

今
後
ど
の
よ
う
に
宗
教
概
念
を
使
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
主
張
が
入

る
。

　

右
記
の（
四
）に
あ
た
る
宗
教
概
念
批
判
の
帰
結
と
し
て
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
方
向
に
向
か
う
か
は
論
者
に
よ
っ
て
多
様
だ
が
、
大
き
く
次
の
四

つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
「
近
代
批
判
」
は
宗
教
の
概
念

よ
り
も
宗
教
と
世
俗
の
区
分
や
、
そ
れ
が
支
え
て
い
る
近
代
的
な
知
そ
の

も
の
を
問
題
視
し
、
こ
う
し
た
概
念
は
西
洋
中
心
的
で
あ
り
、
植
民
地
主

義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
内
包
し
て
い
る
た
め
、
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
と

す
る
。

　

第
二
の
「
宗
教
批
判
」
は
、
主
に
宗
教
者
が
用
い
る
概
念
を
批
判
的
に

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
歴
史
的
構
築
性
を
明
ら
か
に
し
、「
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
」
と
い
っ
た
概
念
が
あ
た
か
も
普
遍
的
で
あ
る
か
の
よ
う
に

本
質
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
の
「
学
者
の
責
任
論
」
は
、
宗
教
概
念
を
構
築
す
る
の
は
学
者
で

あ
り
、
学
者
が
構
築
し
た
宗
教
概
念
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
・
政

治
的
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
ゆ
え
に
、
学
者
は
自
ら
の
研
究
活
動
が
社
会

に
対
し
て
及
ぼ
す
影
響
を
自
覚
し
、
そ
の
把
握
に
努
め
る
べ
き
と
い
う
姿

勢
で
あ
る
。

　

第
四
の
「
宗
教
概
念
有
用
論
」
は
、
宗
教
概
念
は
た
と
え
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
問
題
点
を
修
正
し
つ
つ
、

分
析
概
念
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
可
能
だ
と
す
る
姿
勢
で
あ
り
、
宗
教
認

知
科
学
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
研
究
者
の
多
く
は
こ
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　

本
発
表
の
分
析
を
踏
ま
え
る
と
、
宗
教
概
念
の
自
明
性
の
疑
問
視
に
端

を
発
し
た
議
論
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
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フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
「
ポ
ス
ト
世
俗
性
」
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
た
え
ず

生
成
変
化
す
る
自
己
組
織
的
な
生
命
／
生
気
性
を
、
人
間
中
心
主
義
を
乗

り
越
え
る
多
様
な
種
の
連
帯
の
原
理
と
し
て
打
ち
立
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
き

た
物
質
を
連
続
的
に
捉
え
る
「
ゾ
ー
エ
ー
中
心
的
な
平
等
主
義
」
の
主
張

が
そ
の
中
核
を
な
す
。
ブ
ラ
イ
ド
ッ
テ
ィ
は
、
こ
の
一
元
的
な
生
命
の
存

在
論
に
依
拠
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
未
来
の
構
想
と
い
う
私
た
ち
の
後
続

世
代
に
対
す
る
倫
理
的
責
任
を
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
倫
理
が

「
ポ
ス
ト
世
俗
的
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
そ
こ
で
は
未
来
に
お
け
る
生
命

の
「
持
ち
堪
え
」
に
対
す
る
「
信
仰
」
と
「
希
望
」
が
強
調
さ
れ
て
く
る

か
ら
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
こ
う
し
た
ブ
ラ
イ
ド
ッ
テ
ィ
の
「
ポ
ス
ト
世
俗
的
倫

理
」
の
構
想
に
つ
い
て
、
宗
教
史
的
観
点
か
ら
若
干
の
考
察
を
加
え
た
。

ブ
ラ
イ
ド
ッ
テ
ィ
は
人
間
と
い
う
種
に
限
定
さ
れ
な
い
生
命
一
般
を
肯
定

す
る
内
在
主
義
的
な
観
点
に
立
つ
。
そ
の
存
在
論
は
超
越
的
な
契
機
を
排

除
し
て
お
り
、
そ
れ
が
可
能
に
す
る
倫
理
的
批
判
も
ま
た
超
越
的
な
性
格

を
も
た
な
い
。
ブ
ラ
イ
ド
ッ
テ
ィ
は
「
運
命
愛
」
の
徳
を
強
調
し
、
仮
借

な
き
生
成
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
肯
定
的
に
引
き
受
け
る
態
度
を
貫
こ
う
と

す
る
。
し
か
し
他
方
で
な
お
、
彼
女
は
現
代
社
会
へ
の
批
判
的
な
取
り
組

み
に
と
っ
て
「
預
言
的
な
も
の
」
が
も
つ
重
要
性
を
無
視
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
で
い
る
。
こ
の
両
義
的
な
態
度
に
は
、
一
神
教
の
預
言
的
伝
統
と

異
教
的
な
内
在
主
義
と
を
対
立
さ
せ
る
古
典
的
な
図
式
化
の
緊
張
が
見
て

取
れ
る
。

俗
」
と
い
う
語
は
取
り
組
み
が
い
の
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
る
。

「
宗
教
」
な
る
も
の
か
ら
何
ら
か
現
代
的
な
批
判
性
を
引
き
出
そ
う
と
す

る
際
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
そ
れ
に
過
去
の
伝
統
へ
の
単
純

な
「
回
帰
」
と
は
違
う
方
向
づ
け
を
与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
ポ
ス
ト

世
俗
」
と
は
、
ロ
マ
ン
化
さ
れ
た
伝
統
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
固
執
す

る
あ
り
方
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
己
の
変
容
に
開
か
れ
た
仕
方
で
伝
統

の
「
翻
訳
」
を
試
み
る
脱
文
脈
化
の
動
き
に
ふ
さ
わ
し
い
語
で
あ
る
。

「
ポ
ス
ト
世
俗
性
」
を
、
抑
圧
さ
れ
た
も
の
の
回
帰
と
し
て
の
宗
教
復
興

と
か
、
原
理
主
義
の
先
鋭
化
と
い
っ
た
保
守
的
な
印
象
か
ら
引
き
離
す
と

き
、
ど
ん
な
「
宗
教
」
の
た
め
の
場
所
が
開
か
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
大

き
な
問
い
へ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
本
発
表
で
は
ま
ず
、「
ポ

ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
批
判
理
論
」
の
主
唱
者
ロ
ー
ジ
・
ブ
ラ
イ
ド
ッ
テ
ィ
の

議
論
の
な
か
に
、「
ポ
ス
ト
世
俗
性
」
の
理
念
に
与
え
ら
れ
た
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ヴ
な
解
釈
を
探
っ
て
い
く
。

　

今
日
の
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
的
状
況
に
関
す
る
ブ
ラ
イ
ド
ッ
テ
ィ
の
整

理
は
、
そ
の
多
様
な
特
徴
づ
け
の
う
ち
の
一
つ
に
「
ポ
ス
ト
世
俗
性
」
を

数
え
て
い
る
。
ブ
ラ
イ
ド
ッ
テ
ィ
の
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
思
想
は
、
ダ

ナ
・
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
か
ら
の
強
い
影
響
の
下
に
あ
っ
て
、

「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
ポ
ス
ト
世
俗
的
転
回
」
を
画
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　

西
洋
近
代
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
伝
統
と
は
、

歴
史
的
に
多
く
の
点
で
連
続
し
て
い
る
。
ブ
ラ
イ
ド
ッ
テ
ィ
の
提
唱
す
る

ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
自
ら
の
「
ポ
ス
ト
世
俗
性
」
を
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
と
は
切
り
離
さ
れ
た
文
脈
の
う
ち
に
位
置
づ
け
る
。

彼
女
は
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
的
な
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
の
流
れ
を
汲
む
新
生
気
論
的
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へ
拡
大
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、
現
行
法
で
は
死
者
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
認

め
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
法
学
的
に
も
哲
学
的
に
も
そ
の
拡
大
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
以
後
、
③
の
方
向
で
死
者
の
権
利
論
が
展
開

さ
れ
て
き
た
が
、
社
会
的
実
在
へ
の
害
だ
け
を
論
じ
た
場
合
、
死
者
へ
の

害
と
架
空
の
存
在
へ
の
害
が
区
別
で
き
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い

た
。
バ
イ
ト
ラ
ー
は
こ
う
し
た
難
点
を
克
服
す
る
た
め
、
一
方
で
は
、

「
名
声
を
擁
護
す
る
権
利
は
死
者
に
も
認
め
ら
れ
る
」
と
す
る
カ
ン
ト
的

な
尊
厳
論
を
用
い
、
死
者
の
社
会
的
実
在
論
と
尊
厳
論
と
を
接
合
す
る
。

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
そ
の
接
合
の
根
拠
が
不
分
明
で
あ
り
、
ま
た
フ
ィ

ク
シ
ョ
ナ
ル
な
存
在
と
区
別
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
に
ミ
ル
の
「
自
己

決
定
」
概
念
を
導
入
し
、
こ
れ
を
死
者
の
社
会
的
実
在
（
そ
し
て
死
者
の

尊
厳
）
の
核
に
据
え
る
。
つ
ま
り
、
保
存
や
利
用
用
途
、
公
開
の
範
囲
等

の
あ
り
方
に
関
し
て
自
己
決
定
し
た
情
報
は
、
死
後
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

当
人
の
決
定
と
同
意
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
し
、
そ
れ
が
尊
重
さ
れ
て
い

る
限
り
に
お
い
て
「
尊
厳
」
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
言
い
う
る
、
と
主
張

す
る
の
で
あ
る
。
バ
イ
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
人
は
「
ど
う
い
う
自
分
が
言

説
的
人
格
と
し
て
保
持
さ
れ
る
の
か
」
に
つ
い
て
決
定
す
る
権
利
が
あ

り
、
そ
の
自
己
決
定
に
基
づ
く
発
言
の
集
積
と
し
て
構
築
さ
れ
る
「
自
己

像
」
が
死
後
で
も
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。「
情
報
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
は
、
私
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
知
ら

な
い
・
望
ま
な
い
・
意
図
し
な
い
変
化
を
個
人
が
被
ら
な
い
権
利
、
と
理

解
で
き
る
」（Buitelaar 2017; 138

）。

　

で
は
、
死
後
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
死
者
Ａ
Ｉ
に
適
用
し
た
ら
ど
う
な
る

の
か
。
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
公
開
で
書
き
こ
ま
れ
た
情
報
は
本
人
の
決
定
で
あ

る
た
め
、
死
後
で
も
利
用
規
約
の
範
囲
内
で
引
用
そ
の
他
は
可
能
で
あ
ろ

死
者
Ａ
Ｉ
と
死
後
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権 

│
│ 

死
者
倫
理
の
観
点
か
ら 

│
│

佐
藤　

啓
介

　

Ａ
Ｉ
技
術
の
発
展
と
と
も
に
、
死
者
を
Ａ
Ｉ
で
再
現
す
る
技
術
や
サ
ー

ビ
ス
が
登
場
し
つ
つ
あ
る
。
画
像
・
動
画
・
音
声
・
テ
キ
ス
ト
な
ど
の
要

素
で
死
者
の
外
見
・
言
動
を
再
現
・
模
倣
す
る
こ
の
技
術
の
大
き
な
特
徴

は
、
過
去
に
存
在
し
今
は
存
在
し
な
い
実
在
の
個
人
を
モ
デ
ル
と
す
る
こ

と
で
「
そ
の
個
人
が
過
去
に
は
し
な
か
っ
た
新
た
な
言
動
を
生
成
で
き

る
」
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
技
術
を
倫
理
的
に
認
め
て
よ
い
の
か
と
い

う
問
題
が
生
じ
る
が
、
応
用
倫
理
学
領
域
で
も
「
死
者
倫
理
」
は
未
整
理

状
態
で
あ
り
、
明
確
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
な
い
。
本
発
表
は
、
死
者
Ａ
Ｉ

の
倫
理
（
ひ
い
て
は
死
者
倫
理
全
般
）
の
有
力
な
説
と
し
て
「
死
後
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
」
の
議
論
（Buitelaar 2017

）
に
注
目
し
、
そ
の
意
義
・

可
能
性
を
検
討
し
、
死
者
Ａ
Ｉ
に
当
て
は
め
た
場
合
の
帰
結
を
考
察
す
る

こ
と
を
目
指
す
。

　

死
者
Ａ
Ｉ
を
仮
に
批
判
す
る
場
合
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
批
判
が
あ
り
え

る
。
①
ユ
ー
ザ
ー
に
何
ら
か
の
心
理
的
危
害
を
も
た
ら
し
う
る
か
ら
（
心

理
的
危
害
説
）、
②
過
去
に
つ
い
て
の
記
録
が
虚
構
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ

て
し
ま
う
か
ら
（
過
去
の
歪
曲
説
）、
③
死
者
に
関
す
る
言
説
や
記
憶
、

記
録
、
物
語
、
イ
メ
ー
ジ
な
ど
の
か
た
ち
で
社
会
内
に
存
在
す
る
「
死
者

の
社
会
的
実
在
」
を
傷
つ
け
う
る
か
ら
（
社
会
的
実
在
へ
の
危
害
説
）、

④
「
人
間
の
人
格
そ
れ
自
体
の
価
値
（
尊
厳
）」
を
死
者
に
も
認
め
、
そ

の
尊
厳
を
損
な
い
う
る
か
ら
（
死
者
の
尊
厳
説
）、
な
ど
で
あ
る
。
バ
イ

ト
ラ
ー
の
死
後
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
議
論
は
③
と
④
の
方
向
性
で
組
み
立

て
ら
れ
て
い
く
。

　

現
代
で
は
一
般
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
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可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
文
法
的
」
な
区
別
で
も
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
側
が
「
主
体
」
と
な
る
と
い
う
思
想

は
、
Ｒ
・
カ
ー
ツ
ワ
イ
ル
が
言
う
よ
う
に
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
全
体
が
意
味
を
「
創

発
」
さ
せ
、
統
語
論
的
演
算
は
そ
の
一
部
を
切
り
取
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な

い
と
見
な
す
。
こ
れ
は
客
体
的
出
来
事
と
し
て
演
算
が
成
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、「
考
え
が
考
え
る
」
と
い
う
Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
純
粋
経
験
や
、

「
世
界
が
世
界
す
る
」
こ
と
を
唱
え
る
Ｍ
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
世
界
内
存
在

な
ど
で
、
経
験
や
世
界
が
主
体
で
あ
り
客
体
で
も
あ
る
の
と
同
じ
構
造
を

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
界
か
ら
の
意
味
や
主
体
の
創
発
を
認
め
る

思
想
は
、
技
術
の
発
達
に
よ
る
人
間
の
自
己
超
越
、
つ
ま
り
ト
ラ
ン
ス
ヒ

ュ
ー
マ
ン
を
目
指
す
態
度
を
根
本
的
に
転
換
さ
せ
る
側
面
も
持
つ
。
実
際
、

代
表
的
な
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
一
人
で
あ
る
Ｍ
・
モ
ア
は
、
能

力
強
化
の
先
、
身
体
や
物
質
を
も
超
越
し
た
所
に
「
自
由
」
を
求
め
る
。

し
か
し
彼
の
思
想
で
は
、
主
体
が
能
力
を
手
段
と
し
て
自
己
拡
大
す
る
と

い
う
当
初
の
目
的
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
は
我
々
の
「
技
術
」
の
究
極
の

姿
で
も
あ
る
。
他
方
で
モ
ア
の
能
力
強
化
は
「
私
た
ち
の
内
的
な
形
式
と

機
能
」
に
つ
い
て
の
客
観
知
と
「
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
も
目
標
と
し

て
い
る
。
こ
う
な
る
と
「
主
体
」
の
質
転
換
や
、
別
様
の
主
体
的
欲
求
が

生
じ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
欲
求
の
出
所
を
知
る
こ
と
は
、
そ

の
抑
制
と
転
換
に
働
き
得
る
。
究
極
の
知
は
そ
の
知
自
身
の
「
無
知
」
を

開
示
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
主
体
を
超
越
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
新
た
な
意
味

主
体
の
創
発
を
考
慮
す
る
と
、
当
初
の
主
体
と
は
異
な
っ
た
質
の
欲
求
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
支
配
す
る
蓋
然
性
は
高
ま
る
。
こ
の
質
転
換
を
究

う
。
②
だ
が
、
個
人
情
報
の
利
用
に
関
す
る
生
前
の
同
意
が
な
い
限
り
は
、

「
過
去
に
は
し
て
い
な
い
、
そ
の
人
ら
し
い
発
言
や
振
る
舞
い
」
を
新
規

生
成
さ
せ
て
「
そ
の
死
者
」
に
言
わ
せ
る
の
は
倫
理
的
に
許
容
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
る
。
③
さ
ら
に
、
た
と
え
過
去
に
本
人
が
実
際
に
お
こ
な
っ
た

発
言
の
「
反
復
・
再
現
」
で
あ
っ
て
も
、「
そ
の
発
言
を
そ
の
文
脈
・
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
言
す
る
」
決
定
・
同
意
は
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ

で
す
ら
許
容
さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。
④
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は

個
人
に
属
す
る
権
利
で
あ
り
、
遺
族
等
に
遺
品
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
る

財
産
で
は
な
い
た
め
、
た
と
え
遺
族
で
あ
っ
て
も
同
意
が
な
い
限
り
、
そ

の
権
利
は
犯
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。

ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン
と
創
発
主
義

冲
永　

宜
司

　

ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン
が
知
力
、
延
命
、
感
性
な
ど
の
能
力
を
強
化
し

自
由
を
得
よ
う
と
す
る
の
は
そ
の
主
体
が
形
成
す
る
欲
望
と
目
的
志
向
に

よ
る
。
こ
れ
は
技
術
一
般
の
究
極
形
態
で
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
能
力
強

化
の
主
体
は
、
そ
れ
ら
を
手
段
と
し
な
が
ら
そ
の
外
部
に
あ
り
続
け
る
の

か
、
そ
れ
と
も
形
成
の
働
き
が
そ
の
ま
ま
主
体
を
も
形
成
す
る
の
か
が
こ

こ
で
の
問
い
で
あ
る
。
前
者
は
意
味
を
付
与
す
る
主
体
と
統
語
論
的
な
演

算
過
程
と
を
区
別
す
る
立
場
で
あ
り
、
後
者
は
統
語
論
的
演
算
の
働
き
か

ら
意
味
や
主
体
も
形
成
さ
れ
て
く
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
後
者
は
演
算

過
程
を
す
べ
て
と
見
な
す
一
方
、
そ
の
過
程
の
中
か
ら
意
味
や
主
体
さ
え

も
「
創
発
」
し
、
当
初
の
主
体
を
転
換
さ
せ
得
る
と
い
う
考
え
に
な
る
。

　

私
た
ち
が
演
算
と
は
別
に
そ
の
「
主
体
」
が
独
立
し
て
存
在
す
る
と
考

え
る
の
は
、
主
体
と
客
体
と
い
う
「
存
在
論
的
」
区
別
が
思
考
一
般
に
不
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佐
藤
信
淵
の
宇
宙
論
と
神
話
解
釈 

│
│ 

宇
宙
の
始
ま
り
は
如
何
に
語
ら
れ
る
か 

│
│

増
田　

友
哉

　

本
発
表
は
、
近
世
後
期
、
知
識
人
の
間
に
広
が
っ
た
地
動
説
や
太
陽
系

図
と
い
っ
た
天
文
知
識
が
、
国
学
思
想
に
与
え
た
影
響
を
検
討
し
た
。
そ

の
た
め
、
佐
藤
信
淵
（
明
和
六
年
・
一
七
六
九
―
嘉
永
三
年
・
一
八
五

〇
）
と
彼
の
著
書
『
天
柱
記
』
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
、
信
淵
が
天
文
知

識
と
神
話
解
釈
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
宇
宙
の
始
ま
り
そ
の
も
の
を

説
明
し
よ
う
と
し
た
、
そ
の
方
法
と
論
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
。

　

信
淵
は
化
政
期
以
降
の
多
様
な
学
を
学
ぶ
中
で
、
西
洋
天
文
学
由
来
の

知
識
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
信
淵
は
西
洋
天
文
学
が
明
ら
か
に
し
た
地
動

説
や
太
陽
系
宇
宙
は
承
認
す
る
も
の
の
、
宇
宙
の
始
ま
り
や
そ
の
形
体
が

如
何
に
成
立
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
西
洋
説
で
は
十
分
に
説
明
が
出
来

な
い
と
主
張
し
た
。
即
ち
、
信
淵
に
と
っ
て
宇
宙
の
始
ま
り
、
無
か
ら
有

へ
の
転
換
が
第
一
の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
信
淵

が
直
面
し
た
問
題
は
、
国
学
を
学
ん
だ
信
淵
が
依
拠
す
べ
き
記
紀
も
ま

た
、
誰
が
宇
宙
を
如
何
に
創
造
し
た
の
か
を
示
さ
な
い
点
に
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
信
淵
は
エ
ジ
プ
ト
の
古
説
に
あ
る
「
却
尼
布
」（
ゲ
プ
）
が
口

か
ら
卵
を
吐
き
、
そ
れ
が
宇
宙
と
な
っ
た
と
す
る
説
を
持
ち
出
し
た
う
え

で
、
古
事
記
の
冒
頭
に
登
場
す
る
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
と
「
却
尼
布
」
を

同
一
の
存
在
と
す
る
。
信
淵
は
エ
ジ
プ
ト
神
話
を
強
引
に
日
本
神
話
に
持

ち
込
む
こ
と
で
、
宇
宙
を
創
造
し
た
神
を
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
と
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
信
淵
の
操
作
は
、
記
紀
に
は
失
わ
れ
た
神
代
の
事

実
が
あ
り
、
そ
れ
が
世
界
の
神
話
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
に
よ
っ

極
ま
で
推
し
進
め
た
も
の
に
、
最
終
的
に
は
意
識
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
宇
宙

全
体
に
行
き
渡
り
、
過
去
に
存
在
し
た
す
べ
て
の
生
命
の
経
験
が
再
創
造

さ
れ
る
未
来
像
を
唱
え
た
Ｆ
・
テ
ィ
プ
ラ
ー
の
オ
メ
ガ
ポ
イ
ン
ト
の
思
想

が
あ
る
。
生
命
の
経
験
は
有
限
メ
モ
リ
だ
か
ら
将
来
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
無
限
の
演
算
能
力
に
よ
っ
て
経
験
の
再
現
は
可
能
で
あ
り
、
そ

の
と
き
す
べ
て
の
死
者
の
復
活
に
よ
る
宇
宙
の
生
命
化
と
歓
喜
が
生
じ
る

と
い
う
。
こ
こ
で
生
命
化
さ
れ
た
宇
宙
は
全
能
者
に
相
当
し
、
Ａ
Ｉ
理
論

と
矛
盾
は
し
な
い
世
界
像
を
、
最
後
の
審
判
と
死
者
の
復
活
と
い
う
信
仰

を
通
じ
て
極
限
ま
で
理
想
化
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
な
ぜ
宇
宙
の
生
命

化
が
悪
や
闘
争
で
は
な
く
歓
喜
な
の
か
と
い
う
問
題
は
残
る
。

　

こ
の
宇
宙
全
体
の
意
識
化
と
い
う
テ
ィ
プ
ラ
ー
の
説
を
受
け
、
人
類
は

宇
宙
を
意
識
化
す
る
前
に
滅
ぶ
か
、
も
し
く
は
す
で
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
中
に
居
る
か
の
ど
ち
ら
か
だ
と
唱
え
た
の
が
Ｎ
・
ボ
ス
ト
ロ
ム
で
あ

る
。
我
々
人
類
が
宇
宙
内
に
無
数
に
登
場
す
る
と
推
定
計
算
さ
れ
る
知
的

文
明
の
最
初
で
あ
る
可
能
性
は
限
り
な
く
零
で
あ
り
、
他
方
で
絶
滅
せ
ず

に
指
数
関
数
的
に
演
算
処
理
能
力
を
増
大
さ
せ
、
そ
れ
が
長
期
に
わ
た
っ

て
継
続
し
た
先
行
文
明
は
、
計
算
上
は
す
で
に
宇
宙
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
到
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
宇
宙
規
模
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
思
想
は
、
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン
が
宇
宙
を
質
的
に
高

め
る
よ
う
に
転
換
し
、
宇
宙
を
オ
メ
ガ
ポ
イ
ン
ト
に
相
当
す
る
よ
う
な
姿

で
意
識
化
し
て
い
る
蓋
然
性
を
含
む
が
、
反
対
に
先
行
文
明
の
最
初
の
欲

望
が
転
換
を
経
ず
に
宇
宙
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
、
そ
の
欲
望
の
手
段
の
中

に
人
類
の
意
識
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
残
し
て
い
る
。
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宙
観
を
根
幹
か
ら
問
い
直
す
と
い
う
意
味
で
、〈
国
学
的
宇
宙
観
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
〉
を
齎
す
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
芸
術
と
信
仰 

│
│ 

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
を
顧
み
つ
つ 

│
│

木
瀬　

康
太

　

一
九
世
紀
デ
ン
マ
ー
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
的
思
想
家
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

（
一
八
一
三
―
五
五
）
は
、
芸
術
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
論
じ

な
か
っ
た
と
い
う
認
識
が
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
研
究
者
の
間
で
は
暗
黙
の

前
提
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
も
し
仮
に
そ
の
前
提
を
設
け
る
と
す
れ

ば
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
そ
の
よ
う
に
積
極
的
に
論
じ
な

か
っ
た
の
か
を
、
ま
ず
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
発
表
は

こ
の
考
察
を
、
彼
の
「
信
仰
（T

ro

）」
概
念
と
の
関
わ
り
で
行
う
。
そ

し
て
そ
の
際
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
開
祖
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
（
二
〇
五
頃
―

二
七
〇
）
の
イ
デ
ア
論
に
着
目
す
る
。
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
プ
ロ
テ
ィ
ノ

ス
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
先
行
研
究
に
は
、
わ
ず
か
に
Ｓ
・
Ｍ
・
ド

イ
ル
が
二
〇
一
七
年
に
ダ
ブ
リ
ン
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
し
か
な

い
。
し
か
し
こ
の
ド
イ
ル
に
よ
る
博
士
論
文
も
、
未
公
開
の
た
め
、
題
目

や
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

　

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
最
初
の
偽
名
著
作
『
あ
れ
か
、
こ
れ
か
』
を
出

版
し
た
一
八
四
三
年
の
日
記
に
、「
プ
ラ
ト
ン
、
特
に
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の

ト
リ
ロ
ジ
ー
：
音
楽
（M

usik

）、
愛
（K

jæ
rlighed

）、
哲
学
（Philo-

sophie
）」
と
記
し
て
い
た
。
こ
の
日
記
記
述
に
あ
る
「
愛
」
と
は
、
プ

ロ
テ
ィ
ノ
ス
思
想
に
お
け
る
、「
一
者
（to hen

）」
に
対
す
る
人
間
の
魂

に
よ
る
思
慕
か
ら
生
じ
た
「
エ
ロ
ー
ス
（eros

）」
概
念
を
指
し
て
い
る
。

て
正
当
化
さ
れ
る
。
太
陽
系
宇
宙
に
つ
い
て
も
記
紀
の
記
述
を
飛
び
越
え

て
、
そ
の
成
立
が
説
明
さ
れ
る
。
信
淵
は
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ

が
、
ア
メ
ノ
ヌ
ボ
コ
を
用
い
て
混
沌
を
か
き
混
ぜ
る
こ
と
で
、
宇
宙
が
整

序
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
ム
ス
ヒ
二
神
が
ヌ
ボ
コ
を
用
い
る
と
い
う

記
述
は
記
紀
に
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
こ
の
際
の
回
転
方
向
が
西
か
ら

東
に
撹
拌
さ
れ
た
と
し
て
、
天
体
の
自
転
や
公
転
と
い
っ
た
知
識
を
説
明

で
き
る
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
た
。
こ
の
よ
う
な
解

釈
は
、
日
本
書
紀
の
冒
頭
や
古
事
記
の
イ
ザ
ナ
ミ
・
イ
ザ
ナ
キ
に
よ
る
オ

ノ
ゴ
ロ
島
の
創
造
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
信
淵
に
よ
っ
て
述

べ
ら
れ
る
。
ま
た
信
淵
は
、
ム
ス
ヒ
二
神
が
こ
の
ヌ
ボ
コ
を
太
陽
の
中
心

に
突
き
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
太
陽
を
中
心
と
す
る
宇
宙
が
成
立
し
た
と

し
、
ヌ
ボ
コ
の
撹
拌
に
よ
っ
て
天
体
の
運
動
及
び
、
天
体
の
質
量
に
応
じ

た
形
で
の
星
々
の
配
列
が
定
ま
っ
た
と
説
明
す
る
。
信
淵
は
宇
宙
が
今
あ

る
形
に
な
っ
た
理
由
を
、
記
紀
の
記
述
の
敷
衍
や
外
国
の
神
話
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
に
語
り
だ
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
信
淵
の
神
話
解
釈
と
宇
宙
論
を
検
討
し
た
。
信
淵
の
思

い
描
く
宇
宙
の
姿
は
、
地
動
説
、
太
陽
系
と
い
っ
た
西
洋
天
文
学
が
近
世

後
期
の
日
本
社
会
に
伝
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
信
淵
が
神
話
の

再
解
釈
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
宇
宙
が
創
造
さ
れ
た
根
本
の
理
由
を
求

め
よ
う
と
し
て
い
た
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
信
淵
の
宇
宙
論
は
、
宇
宙
や

天
体
が
「
ど
う
あ
る
の
か
」
を
求
め
た
、
暦
学
者
の
実
学
的
関
心
と
は
違

う
宇
宙
へ
の
関
心
の
持
ち
方
、
即
ち
、
宇
宙
が
「
な
ぜ
あ
る
の
か
」
と
い

う
宗
教
的
問
い
に
対
す
る
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る

だ
ろ
う
。
西
洋
天
文
学
が
近
世
日
本
社
会
に
齎
し
た
影
響
は
、
狭
義
の
蘭

（
洋
）
学
者
の
み
な
ら
ず
、
宣
長
以
降
の
国
学
者
に
と
っ
て
も
彼
ら
の
宇
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こ
の
意
味
で
彼
は
、
芸
術
の
可
能
性
に
つ
い
て
積
極
的
に
は
論
じ
な
か
っ

た
の
だ
と
言
え
る
。
だ
が
彼
は
一
八
五
〇
年
の
別
の
日
記
で
は
、「
信
仰
」

な
ど
に
つ
い
て
謳
っ
た
賛
美
歌
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
し
て
お
り
、
芸
術

の
意
義
を
全
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

最
終
的
に
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
晩
年
の
一
八
五
四
年
の
日
記
で
、

「
大
多
数
の
人
々
の
生
は
イ
デ
ア
に
関
わ
っ
て
お
ら
ず
、
イ
デ
ア
に
関
わ

っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
非
常
に
手
短
に
イ

デ
ア
を
把
握
し
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
、
同
時
代

を
批
判
し
て
い
る
。
彼
は
、
有
限
か
つ
個
別
的
な
人
間
が
永
遠
か
つ
普
遍

的
な
イ
デ
ア
を
直
接
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
。

　

だ
が
こ
の
点
で
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
と
の
関
連
の
可

能
性
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
は
、
内

面
の
ま
な
ざ
し
で
イ
デ
ア
を
「
観
照
（theoria

）」
す
る
こ
と
は
可
能
だ

と
主
張
し
て
い
た
。
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
も
、
内
面
性
の
陶
冶
に
よ
っ
て
イ

デ
ア
に
接
近
す
る
方
途
を
模
索
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

方
途
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー 

│
│ 

キ
リ
ス
ト
教
理
解
に
つ
い
て 

│
│

中
里　
　

巧

　

本
口
頭
発
表
の
眼
目
は
、
Ｓ
・
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
Ｒ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

の
思
想
の
う
ち
、
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解

を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
の
特
性
は
、
彼
が
、

仮
名
著
作
と
実
名
著
作
を
併
行
し
て
刊
行
し
て
い
っ
た
こ
と
に
象
徴
的
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
仮
名
著
作
の
大
半
は
、
読
者
の
主
体
性
に
全
面
的
に

そ
れ
ゆ
え
こ
の
日
記
記
述
は
、
芸
術
（
特
に
音
楽
）
が
「
一
者
」
へ
の
思

慕
と
し
て
の
哲
学
（philosophia

）
を
促
進
し
う
る
こ
と
に
つ
い
て
の

言
及
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、『
あ
れ
か
、
こ
れ
か
』
所

収
の
音
楽
論
「
直
接
的
・
エ
ロ
ス
的
諸
段
階
、
あ
る
い
は
音
楽
的
・
エ
ロ

ス
的
な
も
の
」
と
い
う
題
名
に
あ
る
「
エ
ロ
ス
的
（erotisk

）」
と
い
う

語
に
は
、
世
俗
的
な
性
愛
と
し
て
の
「
エ
ロ
ス
」
だ
け
で
な
く
、「
一
者
」

に
対
す
る
思
慕
と
し
て
の
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
的
「
エ
ロ
ー
ス
」
も
含
意
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
音
楽
論
の
冒
頭
で
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
イ
デ
ア

界
へ
の
思
慕
を
公
言
し
て
お
り
、
イ
デ
ア
論
の
立
場
か
ら
芸
術
（
特
に
音

楽
）
を
考
察
し
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
に
と
っ
て
、
芸
術
は
イ
デ
ア
と
人
間

と
の
媒
介
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
後
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
『
哲
学
的
断
片
へ
の
結
び
と
し
て

の
学
問
外
れ
な
後
書
き
』（
一
八
四
六
年
）
で
、
イ
デ
ア
と
実
存
と
の
対

立
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
が
抽
象
化
に
よ
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
時
代
に
わ
た
り
人
間
を
超
越
し
て
君
臨
し
続
け
る
普
遍
性
を
有

す
る
イ
デ
ア
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
と
、
自
ら
の
有
限
な
個
別
的
あ
り
方

を
無
効
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
二
律
背
反
の
問
題
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
後
の
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
次
第
に
、
芸
術
に
つ
い
て
否
定

的
言
述
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
彼
は
一
八
五
〇
年
の
日
記
で
、「
信
仰
」

が
芸
術
表
現
の
手
段
に
貶
め
ら
れ
て
「
絵
画
の
よ
う
で
あ
る
と
、
す
な
わ

ち
見
て
そ
れ
と
わ
か
る
も
の
で
あ
る
と
」
誤
解
さ
れ
て
い
る
現
状
を
批
判

し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
少
な
く
と
も
人
間
に
お
け
る
「
信
仰
」
を
イ
デ

ア
の
「
模
写
」
と
し
て
扱
う
よ
う
な
芸
術
を
認
め
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

も
し
そ
の
よ
う
に
「
信
仰
」
を
扱
う
と
す
れ
ば
、「
信
仰
」
は
複
製
可
能

な
「
見
解
（M

ening

）」
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
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隘
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
世
界
観
が
、
魂
の

生
ま
れ
変
わ
り
と
い
う
カ
ル
マ
を
前
提
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
カ
ル
マ
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も
積
極
的
に

は
語
っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
に
魂
の
生
ま
れ
変
わ
り
に
つ
い
て
は
否
定
的

で
あ
る
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
場
合
、
カ
ル
マ
を
代
替
す
る
も
の
と
し
て
、

世
代
を
超
え
た
罪
の
継
続
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
も

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
も
、
霊
性
を
強
く
主
張
す
る
と
い
う
意
味
で
、
人
間
の
生

き
方
に
つ
い
て
は
抽
象
的
に
し
か
語
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
両
者
と
も
、
謙
虚
さ
や
神
へ
の
畏
怖
と
い
っ
た
道
徳
的
徳
目
に
つ
い

て
重
要
視
し
て
お
り
、
両
者
と
も
、
た
ん
に
思
想
を
教
条
的
に
把
握
す
る

こ
と
よ
り
も
、
如
何
に
人
生
の
な
か
で
理
念
や
霊
性
を
実
践
し
て
い
く
か

を
、
強
く
訴
え
て
い
る
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
修
行
と
い
う
概
念
で
、
キ
ル

ケ
ゴ
ー
ル
は
実
存
と
い
う
概
念
で
、
実
践
性
を
強
く
訴
え
て
い
る
。
シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
は
、
日
常
の
な
か
で
霊
性
を
現
実
化
す
る
さ
い
の
善
悪
の
基
準

と
し
て
、
両
極
性
の
中
庸
を
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
が
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

も
ま
た
、『
死
に
い
た
る
病
』
の
な
か
で
、
永
遠
と
時
間
と
い
う
両
極
性

に
つ
い
て
、
永
遠
に
優
位
性
が
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
両
極
性
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
こ
と
が
、
理
想
的
生
き
方
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
も
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
も
、
解
釈
に
つ
い
て
は
か
な
り
独
自
性
が

あ
る
も
の
の
、
イ
エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
の
普
遍
的
存
在
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

想
の
な
か
で
最
重
要
な
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
イ

エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
を
模
倣
し
て
、
生
き
て
い
く
こ
と
を
語
り
、
シ

ュ
タ
イ
ナ
ー
は
、
イ
エ
ス
＝
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
霊
性
の
臨

在
を
語
り
、
両
極
性
の
中
庸
と
い
う
形
で
キ
リ
ス
ト
の
霊
性
が
発
現
す
る

と
語
る
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
も
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
も
神
性
の
現
象
と
し
て
し
ば

解
釈
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ゲ
ー
テ
の
教
養
小
説
な
ど
と
同

様
に
、
読
者
個
々
人
の
人
格
の
成
長
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
実
名
著
作
の

大
半
は
、
建
徳
的
講
話
と
呼
ば
れ
る
著
作
群
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
敬
虔

主
義
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
っ
た
講
話
の
形
式
（
祈
り
・
聖
書
の
聖
句
・

説
教
の
代
替
と
し
て
の
講
話
）
を
帯
び
た
も
の
で
あ
り
、
概
し
て
教
会
の

説
教
と
類
似
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
自
身
は
、
建
徳

的
講
話
群
の
な
か
で
語
る
霊
性
に
、
彼
の
思
想
の
中
核
が
あ
る
と
考
え
て

い
た
。
建
徳
的
講
話
群
の
な
か
で
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
語
る
霊
性
は
、
き
わ

め
て
理
念
的
で
あ
り
、
人
間
の
有
限
性
や
限
界
を
ま
こ
と
に
大
き
く
超
え

て
、
非
人
間
的
で
あ
り
、
一
般
常
識
か
ら
す
れ
ば
狂
気
と
思
え
る
ほ
ど
、

キ
リ
ス
ト
教
の
霊
性
を
極
め
て
高
く
、
読
者
に
求
め
て
い
る
。
キ
ル
ケ
ゴ

ー
ル
研
究
は
、
現
在
ま
で
量
的
に
も
質
的
に
も
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
が
、

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
研
究
の
大
半
は
、
仮
名
著
作
に
偏
っ
て
い
て
、
キ
ル
ケ
ゴ

ー
ル
自
身
の
思
想
理
解
と
は
異
な
っ
て
、
建
徳
的
講
話
群
に
つ
い
て
の
研

究
は
、
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
建
徳
的
講
話
群
が
説
教
と
何

ら
異
な
ら
な
い
教
条
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
誤
解
が
広
く
研
究
者
に
流

布
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
の
思
想
は
、
彼
自
ら
精
神
科
学
な
い
し
は
霊
学
と
呼
ん
で
い
る
よ
う

に
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
つ
い
て
複
層
的
な
霊
性
か
ら
説
明
す
る
も
の
で
あ

り
、
存
在
論
的
に
も
認
識
論
的
に
も
、
霊
性
を
土
台
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
理
解
と
大
変
類
似
し
て
い
る
。
た
だ

し
、『
神
秘
学
講
義
』『
神
智
学
』
な
ど
を
と
お
し
て
語
ら
れ
る
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
の
世
界
観
が
、
稀
有
壮
大
で
あ
る
の
と
は
異
な
っ
て
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー

ル
の
世
界
観
は
、
神
の
創
世
か
ら
現
在
ま
で
四
千
年
の
時
間
幅
し
か
な
い

と
い
う
、
当
時
な
お
一
般
的
で
あ
っ
た
聖
書
年
代
学
に
よ
る
き
わ
め
て
狭
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け
た
論
考
で
あ
る
。
テ
イ
ラ
ー
は
反
宗
教
的
に
見
え
る
世
俗
化
に
お
い
て

も
、
超
越
的
存
在
へ
の
希
求
が
完
全
に
は
失
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
た
。
さ
ら
に
、
ロ
マ
ン
主
義
者
を
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
世
俗
的
人
間
主

義
の
「
中
間
的
空
間
」
に
位
置
づ
け
、
キ
リ
ス
ト
教
と
人
間
主
義
と
を
繋

ぐ
か
け
橋
と
見
て
い
る
。

　

コ
ン
ス
タ
ン
は
靴
職
人
の
子
と
し
て
パ
リ
に
生
ま
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
付
属
の
神
学
校
で
学
び
、
二
五
歳
で
助
祭
に
叙
階
さ
れ
る
。
し
か
し
、

一
八
三
六
年
に
恋
愛
事
件
を
起
こ
し
還
俗
す
る
。
そ
の
後
、
社
会
主
義
に

目
覚
め
、
著
作
を
発
表
し
始
め
た
。
一
八
四
四
年
『
神
の
母
』
の
刊
行
に

よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
関
係
は
断
絶
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
隠
秘
学

に
没
頭
し
、
一
八
五
三
年
に
は
エ
リ
フ
ァ
ス
・
レ
ヴ
ィ
の
筆
名
を
使
い
始

め
、
以
後
主
要
三
部
作
『
高
等
魔
術
の
教
理
と
祭
儀
』『
魔
術
の
歴
史
』

『
大
い
な
る
神
秘
の
鍵
』
を
発
表
し
、
オ
カ
ル
テ
ィ
ス
ム
の
祖
と
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
神
の
母
』
は
コ
ン
ス
タ
ン
が
一
八
四
一
年
に
『
自
由
の
聖
書
』
を
発

表
し
た
廉
で
収
監
さ
れ
た
サ
ン
ト
＝
ペ
ラ
ジ
ー
監
獄
の
な
か
で
抱
い
た
一

連
の
幻
視
を
も
と
に
し
た
散
文
で
あ
る
。
作
中
で
聖
母
マ
リ
ア
は
聖
化
さ

れ
、
イ
エ
ス
か
ら
彼
の
聖
心
を
継
承
す
る
。
彼
は
マ
リ
ア
の
地
位
を
上
昇

さ
せ
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
古
い
象
徴
を
新
し
く
変
容
し
た
。
ま
た
、
世
俗

化
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
世
界
に
マ
リ
ア
が
出
現
し
、
マ
リ
ア
と
キ
リ
ス

ト
の
こ
こ
ろ
が
統
合
さ
れ
、
世
界
を
死
の
闇
か
ら
解
放
す
る
様
を
描
い

た
。
こ
う
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
女
性
、
愛
、
解
放
の
形
象
と
し
て
マ
リ

ア
を
位
置
づ
け
、
愛
と
統
合
に
よ
り
世
界
の
刷
新
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

　

コ
ン
ス
タ
ン
の
「
宗
教
的
な
も
の
」
は
マ
リ
ア
の
聖
化
に
と
ど
ま
る
も

し
ば
光
に
つ
い
て
語
り
、
悪
魔
的
な
も
の
に
つ
い
て
人
間
の
成
長
に
と
っ

て
不
可
欠
な
も
の
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。

ロ
マ
ン
主
義
文
学
の
宗
教
性 

│
│ 
コ
ン
ス
タ
ン
・
レ
ヴ
ィ
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム 

│
│

田
口　

哲
郎

　

本
発
表
の
目
的
は
、
元
聖
職
者
の
ロ
マ
ン
主
義
詩
人
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・

ル
イ
・
コ
ン
ス
タ
ン
（
一
八
一
〇
―
一
八
七
五
）
の
傑
作
『
神
の
母
、
宗

教
的
あ
る
い
は
人
間
主
義
的
叙
事
詩
』
を
宗
教
学
的
文
学
研
究
の
視
点
か

ら
読
み
解
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
隆
盛
し
た

マ
リ
ア
崇
敬
を
焦
点
と
し
、
彼
の
「
宗
教
的
な
も
の
」
の
具
体
的
輪
郭
を

捉
え
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
「
宗
教
的
な
も
の
」
と
は
宗
教
と
世
俗
の
相
互
浸
透
の
過
程
で
、
従
来

の
「
宗
教
」
に
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
現
象
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
主
義

文
学
の
豊
か
な
宗
教
性
を
表
象
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
コ
ン
ス
タ

ン-

レ
ヴ
ィ
の
「
宗
教
的
な
も
の
」
を
宗
教
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
た

め
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
批
評
家
ポ
ー
ル
・
ベ
ニ
シ
ュ
ー
の
『
作
家
の
聖
別
』

『
預
言
者
の
時
代
』
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
『
世
俗
の
時
代
』
に

お
け
る
世
俗
化
論
を
参
照
し
た
。

　

ベ
ニ
シ
ュ
ー
は
、
ロ
マ
ン
主
義
は
文
学
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら

の
宗
教
的
権
力
の
剥
奪
で
あ
り
、
文
学
こ
そ
が
宗
教
的
言
説
を
生
み
出

し
、
新
し
い
世
俗
的
精
神
的
権
力
（pouvoir spirituel laïque

）
を
構

築
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
『
世
俗
の
時
代
』
は
社
会
・
政
治
的
枠
組
み
の
み
な
ら
ず
個
人
的
宗
教

意
識
の
変
化
に
着
目
し
、
そ
の
問
題
意
識
を
ロ
マ
ン
主
義
文
学
に
結
び
つ
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だ
」（so w
ollte ich es

）
と
言
い
、
肯
定
的
な
意
志
の
な
か
に
取
り
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
肯
定
す
る
意
志
と
な
っ
た
意
志
は
み
ず
か

ら
の
肯
定
を
過
去
に
ま
で
遡
っ
て
拡
張
し
、
望
む
べ
か
ら
ざ
る
過
去
の

「
こ
う
あ
っ
た
」
を
「
わ
た
し
が
そ
う
欲
し
た
の
だ
」
の
な
か
に
取
り
込

む
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
意
志

が
「
今
わ
た
し
は
そ
う
欲
し
て
い
る
」、「
そ
う
わ
た
し
は
そ
う
欲
す
る
だ

ろ
う
」
と
こ
の
肯
定
を
現
在
と
未
来
に
ま
で
拡
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
欲
す
る
と
い
う
肯
定
が
過
去
現
在
未
来
の
す
べ
て
の
時
に
拡
張

さ
れ
、
全
時
間
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
行
う
の
は

「
創
造
す
る
意
志
」
が
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
創
造
す
る
意
志
の
力
能
は
第

二
部
「
至
福
の
島
」
で
主
張
さ
れ
た
、
わ
た
し
の
運
命
を
欲
す
る
ゆ
え
に

別
離
の
苦
を
も
欲
す
る
わ
た
し
の
創
造
す
る
意
志
の
力
能
と
は
異
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。「
救
済
」
に
お
い
て
は
意
志
が
ゆ
る
ぎ
な
い
肯
定
的
な
質

を
も
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
が
創
造
す
る
意
志
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、

カ
オ
ス
と
し
て
目
的
も
な
く
生
成
流
動
す
る
全
宇
宙
を
意
志
は
ど
の
よ
う

に
し
て
ゆ
る
ぎ
な
く
肯
定
し
う
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
こ
で

M
acht

の
意
志
（W

ille zur M
acht

）
の
概
念
が
導
入
さ
れ
る
。「
だ

れ
が
意
志
に
時
間
と
の
和
解
を
教
え
た
か
、
こ
の
あ
ら
ゆ
る
和
解
よ
り
も

高
い
も
の
を
？
／
あ
ら
ゆ
る
和
解
よ
り
も
高
い
も
の
を
、M

acht

の
意

志
で
あ
る
意
志
は
、
欲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。M

acht

の
意
志
で
あ

る
意
志
と
は
生
成
流
動
す
る
全
宇
宙
のM

acht

の
肯
定
性
と
一
体
化
し

た
意
志
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
さ
ら
に
次
の
問
い
が
立
て
ら
れ
る
。

「
ど
の
よ
う
に
し
て
意
志
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
か
？　

だ
れ
が

意
志
に
む
か
っ
て
遡
っ
て
意
志
す
る
こ
と
ま
で
も
を
教
え
た
の
か
？
」。

「
ど
の
よ
う
に
し
て
…
起
こ
る
の
か
」
の
答
え
は
永
遠
回
帰
の
体
験
に
よ

の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
コ
ン
ス
タ
ン
は
新
し
い
救
世
主
・
創
造
主
と

し
て
自
ら
の
聖
化
を
目
論
ん
だ
。
こ
の
人
間
の
聖
化
を
ベ
ン
シ
ュ
ー
は
、

ロ
マ
ン
主
義
的
異
端
の
深
意
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

コ
ン
ス
タ
ン
の
マ
リ
ア
崇
敬
は
、
女
性
崇
拝
の
次
元
に
還
元
さ
れ
得
な
い

の
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
神
の
母
」
マ
リ
ア
が
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
コ
ン
ス
タ

ン
独
自
の
人
間
主
義
と
の
接
続
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
コ
ン
ス
タ
ン-

レ
ヴ
ィ
の
宗
教
性
は
、
マ
リ
ア
崇
敬
を
焦
点

と
し
て
、
独
特
な
人
間
主
義
的
宗
教
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
そ
れ
は
超

越
的
存
在
を
希
求
す
る
ロ
マ
ン
主
義
文
学
者
と
し
て
の
精
神
性
に
裏
打
ち

さ
れ
て
い
た
。
と
、
同
時
に
マ
リ
ア
の
み
な
ら
ず
、
コ
ン
ス
タ
ン
自
ら
を

も
聖
化
す
る
人
間
主
義
に
も
依
拠
し
て
い
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
コ

ン
ス
タ
ン
の
宗
教
性
は
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
性
質
は
レ
ヴ
ィ

の
オ
カ
ル
テ
ィ
ス
ム
に
も
引
き
継
が
れ
、
変
容
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

ニ
ー
チ
ェ
の
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
に
お
け
る
能
意
志
と
永
遠
回
帰

中
路　

正
恒

　
『Zar

』
に
お
い
てW
ille zur M

acht

（
こ
こ
で
は
能
意
志
あ
る
い
は

M
acht

の
意
志
と
呼
ぶ
）
と
意
志
と
の
違
い
を
最
も
明
確
に
語
っ
て
い

る
の
は
第
二
部
の
「
救
済
」
の
章
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
意
志

は
遡
っ
て
意
志
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
時
間
の
欲
望

を
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
が
意
志
の
最
も
孤
独
な
悲
哀
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、M

acht

の
意
志
で
あ
る
意
志
は
時
間
と
の

和
解
と
い
う
、
あ
ら
ゆ
る
和
解
よ
り
も
高
い
も
の
を
意
志
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
意
志
の
時
間
と
の
和
解
は
、
創
造
す
る
意
志
が
す
べ
て
の
「
こ

う
あ
っ
た
」（Es w

ar

）
に
対
し
て
「
し
か
し
そ
う
わ
た
し
は
欲
し
た
の
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レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
情
動
の
問
題

若
林　

和
哉

　

ゲ
ル
シ
ョ
ム
・
シ
ョ
ー
レ
ム
に
よ
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム

は
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
代
表
さ
れ
る
ラ
ビ
的
・
理
性
主
義
と
シ
ャ
ブ
タ
イ
・

ツ
ヴ
ィ
に
象
徴
さ
れ
る
民
衆
的
・
熱
狂
主
義
と
の
二
潮
流
の
緊
張
関
係
か

ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ョ
ー
レ
ム
が
後
者
に
重
点
を
置
く
の
に
対

し
て
、
ミ
ト
ナ
グ
デ
ィ
ム
と
し
て
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
前

者
に
与
す
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
実
際
、
第
三
回
・
第
四
回
フ
ラ
ン

ス
語
圏
ユ
ダ
ヤ
知
識
人
会
議
に
お
け
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
講
演
「
メ
シ
ア
的

テ
ク
ス
ト
」
が
企
図
し
て
い
た
の
は
、
ま
さ
し
く
タ
ル
ム
ー
ド
の
メ
シ
ア

ニ
ズ
ム
に
秘
め
ら
れ
た
積
極
的
意
義
を
引
き
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

企
図
に
お
い
て
鍵
を
握
る
「
ユ
ダ
ヤ
知
識
人
」
が
、
同
会
議
に
も
出
席
し

て
い
た
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

は
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
独
特
な
メ
シ
ア
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ラ
ビ
た

ち
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
の
特
徴
を
剔
抉
し
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
は

シ
ョ
ー
レ
ム
と
の
論
争
に
お
い
て
退
け
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
「
情
動
的
熱

狂
」
や
「
偽
メ
シ
ア
」
の
問
題
が
侵
犯
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

リ
ス
ク
と
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
発
表
の
目
的
で
あ
る
。

　

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
タ
ル
ム
ー
ド
註
解
を
も
と
に
提
示
す
る
メ
シ
ア
論
は
、

以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
核
と
す
る
。（
一
）自
己
性
と
し
て
の
メ
シ
ア
。
ラ

ブ
・
ナ
フ
マ
ン
に
よ
る
エ
レ
ミ
ア
書
三
〇
―
二
一
の
解
釈
を
典
拠
と
し

て
、
メ
シ
ア
は
「
外
部
か
ら
命
じ
る
王
」
で
は
な
く
、
人
間
の
「
個
人
的

な
使
命
」
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
引
き
出
さ
れ
る
。「
メ
シ
ア
で
あ
る
こ

と
」
を
「〈
私
〉
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
自
己
性
そ
の
も
の
の
構
造
と
し

て
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
点
で
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
メ
シ
ア
論
は
著
し
く
実

っ
て
と
答
え
ら
れ
る
。「
だ
れ
が
…
教
え
た
の
か
」
の
答
え
は
、
デ
ィ
オ

ニ
ュ
ソ
ス
が
で
あ
り
、
本
質
的
に
肯
定
的
な
も
の
と
し
て
のM

acht

の

意
志
が
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
が
は
じ
め
て
永
遠
回
帰
の
体
験
を
し
た
と
き

か
ら
間
も
な
い
時
期
の
遺
稿
断
片
の
中
に
次
の
叙
述
が
あ
る
。「
お
ま
え

が
そ
の
な
か
の
一
粒
で
あ
る
こ
の
円
環
は
繰
り
返
し
き
ら
り
と
光
る
。
そ

し
て
現
に
人
間
が
存
在
し
て
い
る
ど
の
円
環
に
お
い
て
も
、
は
じ
め
は
一

人
の
人
間
に
、
や
が
て
多
数
の
者
に
、
そ
れ
か
ら
万
人
に
、
最
も
強
力
な

思
想
、
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
永
遠
の
回
帰
の
思
想
が
思
い
浮
か
ぶ

（auftaucht

）
時
が
い
つ
で
も
存
在
す
る
―
こ
れ
が
そ
の
都
度
人
類
に
と

っ
て
正
午
の
時
と
な
る
」（11
﹇148

﹈）
で
あ
る
。
万
物
が
永
遠
に
回
帰

す
る
と
い
う
思
想
が
何
者
か
に
よ
っ
て
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
と
き
、
そ
の

時
は
円
環
の
な
か
の
特
異
点
を
な
し
、
そ
の
時
は
単
に
そ
の
個
人
に
と
っ

て
で
は
な
く
人
類
に
と
っ
て
の
正
午
の
時
に
な
る
。
こ
の
思
い
浮
か
べ
に

は
わ
た
し
は
こ
の
同
じ
瞬
間
に
以
前
に
も
立
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
記

憶
の
覚
醒
が
含
ま
れ
る
。「
こ
の
蜘
蛛
も
、
樹
間
の
こ
の
月
光
も
、
ま
た

こ
の
瞬
間
も
」
無
数
回
お
ま
え
に
訪
れ
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
で
あ
る

（FW
341

）。
そ
の
記
憶
の
覚
醒
が
正
午
の
時
と
し
て
特
異
性
を
な
し
、

そ
の
時
が
回
帰
し
て
き
た
こ
と
を
証
明
す
る
。
こ
の
一
瞬
に
永
遠
回
帰
の

体
験
が
成
立
す
る
。
だ
が
こ
の
特
異
な
一
瞬
を
除
け
ば
わ
た
し
は
そ
の
記

憶
を
忘
却
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『Zar

』
第
四
部
の
「
正
午
」
の
章
に

お
い
て
は
こ
の
一
瞬
が
無
時
間
的
な
「
永
遠
性
の
井
戸
」
に
落
ち
る
こ
と

と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
個
別
的
な
意
志
は
こ
の
体
験
に
お
い

て
、
目
的
も
な
く
生
成
流
動
す
る
全
宇
宙
のM

acht

の
意
志
に
直
面
し
、

そ
れ
を
肯
定
す
る
か
否
定
す
る
か
を
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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ナ
ス
に
改
め
て
投
げ
返
す
な
ら
、
そ
の
メ
シ
ア
論
に
は
偽
メ
シ
ア
の
偽
証

が
常
に
付
纏
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
が
生
じ
て
く

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
反
律
法
主
義
や
背
教
と
い
っ
た
ラ
ビ
・
ユ

ダ
ヤ
教
の
対
極
に
振
れ
る
問
題
と
境
を
接
す
る
リ
ス
ク
す
ら
伴
う
こ
と
に

も
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
己
性
を
構
成
す
る
「
絶
対
的
自
由
」

や
そ
の
帰
結
と
し
て
の
「
神
の
否
定
」
を
タ
ル
ム
ー
ド
の
只
中
に
読
み
込

む
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
と
っ
て
、「
反
道
徳
」
は
〈
真
〉
の
道
徳
そ
の
も
の
を

成
り
立
た
せ
る
条
件
と
見
な
さ
れ
る
。「〈
私
〉
で
あ
る
こ
と
」
を
特
異
な

立
脚
点
と
す
る
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
そ
れ
自
体
が
僭
称
に
よ
る
〈
偽
〉
の

証
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
い
っ
そ
う
開
か
れ
て
い
く

よ
う
に
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

エ
リ
ア
ー
デ
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
宗
教
論
と
イ
ン
ド
先
住
民
の
巨
石
信
仰

外
川　

昌
彦

　

本
報
告
は
、
宗
教
学
者
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
宗

教
論
の
形
成
を
、
そ
の
原
点
を
な
す
一
九
二
八
―
三
〇
年
の
イ
ン
ド
留
学

中
の
経
緯
を
通
し
て
検
証
す
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
政
治
運
動
の
影
響
を
受

け
る
以
前
の
イ
ン
ド
滞
在
を
通
し
て
エ
リ
ア
ー
デ
が
、
そ
の
独
自
の
宗
教

論
を
構
想
し
て
ゆ
く
過
程
を
、
カ
ル
カ
ッ
タ
を
中
心
と
し
た
イ
ン
ド
体
験

と
、
チ
ョ
ー
タ
ー
ナ
ー
グ
プ
ル
丘
陵
地
の
イ
ン
ド
先
住
民
ム
ン
ダ
人
社
会

の
巨
石
文
化
の
事
例
を
通
し
て
検
証
す
る
。

　

エ
リ
ア
ー
デ
は
、「
イ
ン
ド
が
私
を
形
成
し
た
」
と
述
べ
て
、
イ
ン
ド

体
験
が
そ
の
宗
教
学
者
と
し
て
の
本
質
を
形
成
し
た
と
語
る
（『
エ
リ
ア

ー
デ
回
想
』）。
本
報
告
の
前
半
で
は
、
そ
の
宗
教
研
究
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
と
さ
れ
る
イ
ン
ド
で
の
体
験
を
、
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
ド
人
が
経
営

存
論
的
な
性
質
を
帯
び
て
い
る
。（
二
）普
遍
主
義
的
特
殊
主
義
と
し
て
の

メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
「
ミ
ニ
ー
ム
」（
異
端
者
た
ち
）
に
よ

る
選
民
思
想
の
嫌
疑
に
対
す
る
ラ
ビ
・
ア
バ
フ
の
反
論
に
イ
ザ
ヤ
書
六
〇

―
二
・
三
の
聖
句
を
補
足
し
つ
つ
、
メ
シ
ア
が
「
全
人
類
」
の
受
苦
を
担

う
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
れ
は
特
殊
主
義
を
条
件
と
し
た
普
遍
主
義
と
し

て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
カ
ト
リ
シ
テ
」
と
は
区
別
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
に
は
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
論
や
メ
シ

ア
論
と
の
密
接
な
連
関
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
普
遍
主
義
的
特
殊
主
義
は

「
無
限
の
進
展
に
開
い
た
、
生
け
る
道
徳
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ジ
ャ

ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
『
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
』
に
お
け
る
「
開
い
た
道

徳
」
の
概
念
を
さ
ら
に
徹
底
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
己
性
と

し
て
の
メ
シ
ア
は
「
僭
称
者
（Sam

o-Zw
anetz

）」
と
い
う
ロ
シ
ア
語

で
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
批
判
的
に
取
り
上

げ
て
い
た
概
念
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
自
身
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
受
容
に
は
両

義
的
な
態
度
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
と
の
影
響
関

係
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
そ
の
特
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
両
者
に
は
強
調
点
の
差
異
も
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ

チ
は
シ
ャ
ブ
タ
イ
・
ツ
ヴ
ィ
の
名
を
挙
げ
つ
つ
、
メ
シ
ア
を
自
称
す
る

「
僭
称
者
」
が
偽
証
さ
れ
た
偽
メ
シ
ア
と
区
別
で
き
な
い
こ
と
を
告
発
す

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
自
ら
を
〈
私
〉
で
あ
る
と
名
乗
る

こ
と
が
、
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
し
て
「
僭
称
者
」
で
し
か
あ
り
え
な
い
と

主
張
す
る
。
メ
シ
ア
僭
称
の
問
題
は
自
己
性
の
構
造
そ
の
も
の
に
根
本
的

な
仕
方
で
組
み
込
ま
れ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
こ
で
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
「
僭
称
者
」
批
判
を
レ
ヴ
ィ
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「
聖
な
る
も
の
の
顕
現
」
を
見
る
現
象
学
的
方
法
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
ム
ン
ダ
社
会
の
太
陽
信
仰
」（『
宗
教
学
概
論
』）
で
は
、
イ
ン
ド
先
住
民

社
会
に
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
宗
教
の
典
型
例
を
見
出
し
、
そ
の
巨
石
信
仰
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
物
質
の
固
さ
、
粗
さ
、
恒
久
性
は
、

未
開
人
の
宗
教
意
識
に
、
聖
の
顕
現
（
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
）
を
表
象
さ
せ

る
。﹇
…
﹈人
は
石
の
大
き
さ
、
固
さ
、
形
、
色
に
お
い
て
、
人
間
が
属
し

て
い
る
俗
世
界
と
は
別
の
世
界
に
属
す
る
実
在
、
力
に
遭
遇
す
る
」（『
豊

饒
と
再
生
』
一
〇
一
―
一
〇
三
頁
）。

　

報
告
で
は
、
ム
ン
ダ
社
会
の
共
同
墓
地
を
中
心
と
し
た
多
様
な
巨
石
信

仰
が
検
証
さ
れ
、
特
に
英
領
期
の
民
族
誌
的
研
究
と
ケ
オ
ラ
村
の
事
例
か

ら
、
共
同
墓
地
で
の
葬
送
儀
礼
が
、
村
を
開
拓
し
た
創
設
者
の
リ
ネ
ー
ジ

へ
の
帰
属
を
示
し
、
同
時
に
村
落
の
耕
作
地
な
ど
の
土
地
の
共
同
所
有
権

を
確
認
す
る
、
重
要
な
儀
礼
的
機
会
と
な
る
事
を
明
ら
か
に
す
る
。
エ
リ

ア
ー
デ
の
指
摘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
祖
先
の
記
憶
や
親
族
関
係
の

紐
帯
、
土
地
の
所
有
権
な
ど
に
関
わ
る
村
人
の
社
会
的
な
表
象
が
、
共
同

墓
地
で
の
墓
石
の
神
聖
さ
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
事
が
指
摘
さ
れ

る
。

　

以
上
か
ら
、
エ
リ
ア
ー
デ
が
提
唱
す
る
聖
な
る
も
の
と
人
類
社
会
と
の

関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
宗
教
史
の
探
求
に
は
、
本
報
告
で
取
り
上
げ
た

社
会
的
表
象
な
ど
の
民
族
誌
的
資
料
の
検
証
を
含
め
た
「
包
括
的
な
解
釈

学
」（「
宗
教
史
の
危
機
と
更
新
」『
宗
教
の
歴
史
と
意
味
』）
が
必
須
の
観

点
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
方
法
を
改
め
て
評
価
す
る
可
能
性

の
ひ
と
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

す
る
リ
ポ
ン
街
の
寄
宿
舎
、
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
の
指
導
教
授
で
、
新
興
住

宅
地
の
ボ
バ
ニ
プ
ル
街
に
住
む
シ
ュ
レ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
ダ
シ
ュ
グ
プ
ト
教

授
宅
へ
の
下
宿
、
そ
の
ダ
シ
ュ
グ
プ
ト
教
授
の
娘
モ
イ
ッ
ト
レ
イ
と
の
恋

愛
事
件
と
ダ
シ
ュ
グ
プ
ト
家
へ
の
出
入
り
の
禁
止
、
そ
の
後
の
リ
シ
ケ
シ

の
僧
院
シ
ヴ
ァ
ー
ナ
ン
ダ
・
ア
ー
シ
ュ
ラ
ム
で
の
秘
儀
体
験
と
リ
ポ
ン
街

へ
の
帰
還
、
残
り
の
九
か
月
間
の
博
論
執
筆
の
準
備
と
、「
サ
ン
タ
ル
人

の
中
で
一
週
間
過
ご
し
た
」
と
語
る
、
イ
ン
ド
先
住
民
と
の
交
流
の
経
緯

を
通
し
て
検
証
す
る
。

　

特
に
、
イ
ン
ド
滞
在
の
最
後
で
、
先
住
民
の
文
化
を
通
し
て
「
ア
ー
リ

ヤ
人
侵
入
以
前
の
土
着
住
民
に
対
す
る
関
心
」
を
深
め
て
ゆ
く
エ
リ
ア
ー

デ
は
、
前
ア
ー
リ
ヤ
社
会
と
し
て
の
イ
ン
ド
先
住
民
に
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
宗

教
の
残
存
を
見
出
そ
う
と
し
、
そ
の
試
み
を
通
し
て
欧
州
か
ら
ア
ジ
ア
に

共
有
さ
れ
る
農
耕
と
結
び
つ
い
た
精
神
的
一
体
性
を
、
人
類
へ
の
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
な
「
宇
宙
的
宗
教
」
へ
の
啓
示
と
し
て
語
る
。
そ
の
経
緯
は
後
に
、

「
新
石
器
時
代
の
精
神
的
構
築
物
全
体
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
手
の
届
か
な

い
も
の
だ
と
し
て
も
、
そ
の
断
片
は
分
散
し
て
農
民
社
会
の
伝
承
の
中
に

保
存
さ
れ
て
き
た
」（『
世
界
宗
教
史
』
第
二
章
一
四
節
）
と
す
る
観
点
に

も
結
び
つ
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

報
告
の
後
半
で
は
、「
も
っ
と
も
古
代
的
な
部
族
」
と
し
て
言
及
さ
れ

た
、
イ
ン
ド
先
住
民
の
ム
ン
ダ
人
の
巨
石
文
化
を
取
り
上
げ
る
。
英
領
期

の
民
族
誌
的
研
究
と
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
州
ク
ン
テ
ィ
ー
県
ケ
オ
ラ
村
の
ム

ン
ダ
人
社
会
の
事
例
に
基
づ
い
て
、
巨
大
な
墓
石
に
顕
現
さ
れ
る
神
聖
さ

が
、
親
族
関
係
や
土
地
所
有
関
係
と
も
不
可
分
な
関
係
に
お
か
れ
る
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
。
エ
リ
ア
ー
デ
宗
教
論
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
太
陽
や

天
空
、
月
や
水
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
な
ど
の
自
然
界
の
事
象
を
聖
別
し
、
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た
力
（
果
）
は
な
ん
ら
か
の
理
由
で
流
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
⑥
苦
行

を
神
々
は
怖
れ
て
妨
げ
る
。
⑦
苦
行
者
モ
デ
ル
と
し
て
の
シ
ヴ
ァ
神
。
す

な
わ
ち
、
神
々
も
人
間
も
魔
類
（
ア
ス
ラ
・
羅
刹
）
も
苦
行
し﹇
①
﹈、
そ

の
果
と
し
て
長
寿
や
富
の
ほ
か
神
通
力
や
不
死
の
力﹇
②
﹈を
ブ
ラ
フ
マ
ー

神
か
ら
得
る﹇
③
﹈の
で
あ
る
が
、
多
く
古
譚
に
み
ら
れ
る
不
死
の
願
に
は

条
件
が
付
さ
れ
、
た
と
え
ば
羅
刹
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
に
は
「
人
間
以
外
に
は
不

死
身
」
の
制
約
が
あ
る
。
よ
っ
て
無
敵
の
羅
刹
王
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
の
転

生
し
た
ラ
ー
マ
王
子
と
い
う
人
間
に
成
敗
さ
れ
る
（
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
）。

神
に
も
人
間
に
も
魔
類
に
も
獣
に
も
害
さ
れ
な
い
と
し
た
ヒ
ラ
ニ
ヤ
カ
シ

プ
が
や
は
り
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
ナ
ラ
シ
ン
ハ
（
人
獅
子
）
に
打
破
さ
れ

る
の
も
同
じ
原
理
で
あ
る
。
こ
の
い
っ
た
ん
与
え
ら
れ
た
苦
行
の
果
の
ゆ

る
ぎ
な
さ﹇
④
﹈は
魔
類
の
世
界
征
服
を
可
能
に
し
な
が
ら
、
同
時
に
そ
の

不
死
の
条
件
（
果
の
落
し
穴
）
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
多
く
の
怪
物
成
敗

譚
を
生
む
。

　

タ
パ
ス
（
熱
・
苦
行
）
の
特
質
は
そ
の
テ
ジ
ャ
ス
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の

流
出﹇
⑤
﹈に
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
。
流
出
の
機
会
は
「
苦
行
者
の
呪
詛
」
と

「
天
女
の
誘
惑
」
に
大
別
さ
れ
る
。
呪
詛
は
等
身
大
（
ア
ガ
ス
テ
ィ
ア
仙

ら
）
か
ら
世
界
大
（
ド
ゥ
ル
ヴ
ァ
サ
ス
仙
ら
）
ま
で
多
様
だ
が
、
い
ず
れ

も
神
々
で
す
ら
対
抗
で
き
な
い
破
壊
力
を
備
え
る
。
不
可
解
な
の
は
、

神
々
が
苦
行
を
怖
れ
て
妨
げ
る
こ
と﹇
⑥
﹈で
あ
る
。
多
く
は
「
イ
ン
ド
ラ

神
が
そ
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
」
て
天
女
た
ち
を
送
り
こ
む
展
開
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
競
争
心
や
嫉
妬
、
呪
詛
へ
の
怖
れ
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ

な
い
。「
苦
行
に
よ
り
生
じ
た
炎
で
世
界
が
苦
し
む
」「
そ
の
苦
行
の
熱
を

恐
れ
た
神
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
タ
パ
ス
の
原
義
で
あ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
世
界
創
造
に
と
も
な
う
と
す
る
プ
ラ
ジ
ャ
パ
テ
ィ
や
マ
ヌ
神
話
の
反
映

苦
行
者
の
肖
像 

│
│ 

宗
教
者
の
三
類
型
に
照
ら
し
て 

│
│

関　
　

一
敏

　

宗
教
者
の
三
類
型
（
預
言
者
・
苦
行
者
・
老
賢
者
）
の
う
ち
、
古
代
イ

ン
ド
の
苦
行
者
を
と
り
あ
げ
、
主
と
し
て
叙
事
詩
時
代
の
テ
キ
ス
ト
（
マ

ハ
ー
バ
ラ
タ
＆
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
﹇
二
大
叙
事
詩
﹈
＆
諸
プ
ラ
ー
ナ
﹇
古

譚
﹈）
に
よ
っ
て
そ
の
人
物
像
を
描
く
。
苦
行
者
と
聖
仙
・
天
女
・
神
々

の
配
置
の
な
か
で
、
Ｍ
・
ウ
ェ
バ
ー
の
い
う
「
神
の
器
」
の
条
件
と
し
く

み
を
考
え
た
い
。

　

古
代
イ
ン
ド
の
古
典
は
「
天
啓
書
」（
ヴ
ェ
ー
ダ
）
と
「
古
伝
書
」（
叙

事
詩
）
に
分
類
さ
れ
る
。
前
者
は
「
聖
仙
（
リ
シ
）」
が
感
受
し
た
真
理

の
書
で
あ
り
、
後
者
は
そ
の
聖
仙
が
作
成
・
編
纂
し
た
物
語
群
と
さ
れ

る
。
か
れ
ら
神
話
的
な
存
在
（
七
聖
仙
ら
）
は
、
叙
事
詩
時
代
に
は
よ
り

身
近
な
行
者
と
し
て
登
場
し
、
神
々
と
人
間
た
ち
を
つ
な
ぐ
ゆ
る
や
か
な

第
三
項
と
し
て
活
躍
す
る
。
す
な
わ
ち
苦
行
林
で
行
に
励
む
「
苦
行
者

（
タ
パ
ス
ヴ
ィ
）」
一
般
で
あ
る
。
熱
を
原
義
と
す
る
「
苦
行
（
タ
パ
ス
）」

を
整
理
す
る
と
、
食
・
睡
眠
・
性
に
か
か
わ
る
感
官
を
制
御
す
る
ネ
ガ
テ

ィ
ヴ
な
タ
パ
ス
と
、
日
常
的
行
為
を
部
分
的
に
特
化
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な

タ
パ
ス
に
大
別
さ
れ
る
。
う
ち
後
者
は
、
一
本
足
で
立
つ
・
片
手
を
あ
げ

続
け
る
・
目
を
開
き
続
け
る
な
ど
、
目
立
つ
行
為
ゆ
え
に
現
代
の
サ
ド
ゥ

ー
に
み
ら
れ
る
観
光
的
な
要
素
を
は
ら
ん
で
い
る
。
総
じ
て
タ
パ
ス
は

「
木
の
ご
と
く
」
を
理
想
と
す
る
行
の
、
あ
る
い
は
生
の
様
式
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
物
語
群
か
ら
帰
納
的
に
得
ら
れ
る
特
徴
を
あ
げ
て
み
る
。
①
だ

れ
も
が
苦
行
を
す
る
。
②
苦
行
を
す
れ
ば
願
が
か
な
う
。
③
恩
恵
の
主
体

は
世
界
の
主
宰
神
ブ
ラ
フ
マ
ー
。
④
い
っ
た
ん
約
束
さ
れ
た
願
の
成
就
は

い
か
に
有
力
な
神
々
も
力
あ
る
苦
行
者
も
廃
棄
で
き
な
い
。
⑤
蓄
積
さ
れ



　　130

『宗教研究』97巻別冊（2024年） 個人発表

を
み
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
タ
パ
ス
観
は
、
い
わ
ば
貯
蓄
型
の
果
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
器
」
と
し
て
の
聖
仙
・
苦
行
者
像
（
と
そ
の
節
制
と
忍

耐
の
理
由
）
を
示
唆
し
て
い
る
。
の
ち
に
密
教
の
法
具
と
な
る
ヴ
ァ
ジ
ュ

ラ
（
金
剛
杵
）
が
聖
仙
ダ
デ
ィ
ー
チ
の
骨
か
ら
作
ら
れ
悪
龍
ヴ
リ
ト
ラ
退

治
に
用
い
ら
れ
る
の
も
、
骨
が
そ
の
タ
パ
ス
の
滞
留
体
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
教
義
化
未
満
の
タ
パ
ス
像
と
ヨ
ガ
的
体
系
化
と
の
史
的
な
か

か
わ
り
、
苦
行
者
モ
デ
ル
と
し
て
の
シ
ヴ
ァ
神﹇
⑦
﹈の
宗
教
史
的
意
味
、

さ
ら
に
は
ア
ヴ
ァ
タ
ー
ラ
（
転
生
・
化
身
）
の
は
ら
む
理
念
史
的
可
能
性

（
中
国
・
日
本
の
権
現
に
及
ぶ
）、
ま
た
仏
教
的
解
脱
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
的
生

天
や
バ
ク
テ
ィ
と
の
対
比
な
ど
、
課
題
は
大
き
い
が
、「
器
」
と
し
て
の

苦
行
者
像
の
出
発
点
は
素
描
し
え
た
も
の
と
思
う
。
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ル
ネ
サ
ン
ス
の
ス
コ
ラ
哲
学 

│
│ 

ト
マ
ス
派
と
ス
コ
ト
ゥ
ス
派
の
調
停
の
試
み 

│
│

比
留
間
亮
平

　

一
般
に
哲
学
史
上
の
区
分
に
お
い
て
、
十
三
、
十
四
世
紀
の
盛
期
ス
コ

ラ
哲
学
と
十
六
世
紀
の
後
期
ス
コ
ラ
哲
学
に
挟
ま
れ
た
十
五
世
紀
の
哲
学

は
ル
ネ
サ
ン
ス
哲
学
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
哲
学

に
つ
い
て
は
人
文
主
義
や
魔
術
思
想
な
ど
ス
コ
ラ
哲
学
と
の
断
絶
が
し
ば

し
ば
強
調
さ
れ
る
が
、
実
際
は
用
語
体
系
に
お
い
て
も
問
題
設
定
に
お
い

て
も
、
ス
コ
ラ
哲
学
と
の
連
続
性
が
多
く
見
い
だ
さ
れ
る
。
本
発
表
で
は

主
に
ピ
コ
『
提
題
集
』
に
お
け
る
ス
コ
ラ
哲
学
関
連
の
提
題
を
題
材
と
し

な
が
ら
、
ス
コ
ラ
哲
学
の
継
承
者
と
し
て
の
ル
ネ
サ
ン
ス
哲
学
の
側
面
を

検
討
す
る
。

　

ピ
コ
は
そ
の
『
演
説
』
な
ど
で
『
提
題
集
』
執
筆
の
意
図
を
述
べ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
彼
の
目
的
は
古
今
東
西
の
あ
ら
ゆ
る
学
説
を
公
開

し
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
根
本
的
に
は
一
致
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
ス
コ
ラ
哲
学
に
関
し
て
は
、

一
般
に
対
立
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
当
時
の
二
大
学
派
で
あ
る
ト
マ
ス

派
と
ス
コ
ト
ゥ
ス
派
の
哲
学
が
多
く
の
問
題
に
関
し
て
一
致
す
る
と
の
考

え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ト
マ
ス
派
と
ス
コ
ト
ゥ
ス
派
の
論
争
は
単
な
る

哲
学
的
討
論
に
留
ま
ら
ず
、
ド
ミ
ニ
コ
会
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
派
閥
闘

争
と
し
て
の
側
面
も
有
し
て
お
り
、
当
時
の
学
術
界
に
お
け
る
重
要
な
ト

ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
ピ
コ
が
挙
げ
て
い
る
具
体
的
な
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て

は
、「
認
識
に
お
け
る
普
遍
と
個
の
前
後
関
係
」「
知
性
の
対
象
」「
も
の

の
本
性
上
の
区
別
」「
天
使
が
場
所
を
占
め
る
際
の
様
式
」
な
ど
に
関
す

る
論
争
が
あ
る
が
、
ピ
コ
は
当
時
重
要
だ
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、

ト
マ
ス
派
と
ス
コ
ト
ゥ
ス
派
ど
ち
ら
で
も
な
い
別
の
角
度
か
ら
、
別
の
権

威
を
用
い
る
こ
と
で
、
こ
の
両
者
が
「
調
停
」
で
き
る
こ
と
を
示
そ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ピ
コ
は
明
ら
か
に
対
立
し
て
い
る
ト
マ
ス
派
や
ス
コ
ト
ゥ
ス

派
の
教
説
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
一
致
、
調
停
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
注
意
深
く
調
べ
る
と
、
彼
が
述
べ
て
い
る
の
は
ト
マ
ス
た
ち

の
「
原
理
」
が
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ト
マ
ス
の
教
説
を

そ
の
ま
ま
是
認
し
た
上
で
一
致
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
ピ
コ
は
彼
ら
の
教
説
を
批
判
、
修
正
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
最
終
的

に
は
一
致
す
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

例
と
し
て
は
存
在
論
の
問
題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
ト
マ
ス
説
と

し
て
は
「
本
質
と
存
在
と
は
あ
ら
ゆ
る
被
造
物
に
お
い
て
実
在
的
に
区
別

さ
れ
る
」
と
の
本
質
と
存
在
を
区
別
す
る
立
場
が
、
ま
た
ス
コ
ト
ゥ
ス
説

と
し
て
は
「
存
在
者
は
神
に
対
し
て
も
被
造
物
に
対
し
て
も
一
義
的
な
仕

方
で
述
語
づ
け
ら
れ
る
」
と
の
存
在
の
一
義
性
を
主
張
す
る
立
場
が
そ
れ

ぞ
れ
語
ら
れ
る
。
こ
れ
は
両
者
の
存
在
論
に
つ
い
て
的
確
に
要
約
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
調
停
し
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
ピ
コ
は

ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス
の
権
威
を
用
い
て
「
お
の
お
の
の
も
の
の
本
質
と
そ
の
存

在
と
は
実
在
的
に
同
一
で
あ
る
」
と
の
先
の
ト
マ
ス
説
と
は
正
反
対
の
立

場
に
立
ち
、
そ
れ
を
批
判
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
「
被
造
物
に
お
け
る
同

一
の
も
の
が
、
そ
の
現
実
性
に
関
し
て
は
存
在
と
言
わ
れ
、
そ
の
限
定
性

に
関
し
て
は
本
質
と
言
わ
れ
る
」
と
い
う
仕
方
で
両
者
が
「
調
停
」
で
き

る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
外
の
認
識
論
や
感
覚
論
、
運
動
論
や
天
体
論
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
も
、
ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス
な
ど
に
依
拠
し
つ
つ
一
部
の
ト
マ
ス
説
を
批
判
、
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知
性
に
合
わ
せ
て
聖
書
を
変
え
る
べ
き
、
と
ま
で
表
明
す
る
。
ま
た
信
仰

に
至
る
道
に
お
い
て
も
、
霊
的
な
態
度
、
預
言
者
ら
の
演
繹
的
な
知
恵
よ

り
も
、
賢
者
ら
の
帰
納
的
な
知
恵
、
理
性
に
基
づ
い
た
知
的
探
求
を
、
よ

り
重
要
な
方
法
と
す
る
。（A

ri N
ohem

, 

六
章
）

　

モ
デ
ナ
は
知
恵
を
、
確
か
な
根
拠
や
論
拠
、
例
証
に
基
づ
い
て
探
求
を

行
い
、
矛
盾
を
取
り
除
き
、
一
つ
の
定
式
か
ら
次
の
定
式
を
導
く
、
と
い

う
手
順
を
経
て
、
実
在
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
、
と
頭
の
中
で
確
立
す
る
も

の
と
考
え
る
。
カ
バ
リ
ス
ト
ら
は
カ
バ
ラ
ー
を
ト
ー
ラ
ー
の
知
恵
と
考
え

る
が
、
人
間
の
知
性
で
は
到
達
し
え
な
い
秘
密
で
あ
り
、
知
的
探
求
を
拒

絶
す
る
と
い
う
点
で
、
こ
れ
を
知
恵
と
は
呼
べ
な
い
、
と
モ
デ
ナ
は
主
張

す
る
。（A

ri N
ohem

, 

四
章
）

　

他
方
で
モ
デ
ナ
は
人
間
知
性
に
信
頼
を
置
き
つ
つ
も
、
儀
礼
の
理
由
に

つ
い
て
は
人
間
の
理
解
が
到
達
し
え
な
い
と
す
る
。
カ
バ
リ
ス
ト
ら
は
、

戒
律
の
行
動
を
表
層
と
捉
え
、
そ
の
奥
に
あ
る
意
図
や
意
味
を
重
視
し
、

そ
う
し
た
意
図
を
意
識
し
な
い
祈
り
は
天
に
は
届
か
な
い
ど
こ
ろ
か
、
罪

で
さ
え
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
対
し
モ
デ
ナ
は
、
戒
律
の
行
為
の
奥
に

意
図
が
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
そ
れ
は
知
的
探
求
や
知
恵
の
力
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
。
儀
礼
行
為
を
行
う
の
は
、
そ

こ
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
が
神
の
意
志
で
あ
り

法
で
あ
る
か
ら
と
す
る
。（A

ri N
ohem

, 

八
章
）

　

レ
オ
ネ
・
モ
デ
ナ
に
お
け
る
知
恵
と
儀
礼
の
関
係
は
、
近
世
西
欧
社
会

に
お
け
る
儀
礼
概
念
の
変
遷
と
共
通
す
る
側
面
が
あ
る
。
タ
ラ
ル
・
ア
サ

ド
は
『
宗
教
の
系
譜
』
第
二
章
に
お
い
て
、
近
世
に
お
い
て
儀
礼
が
解
読

を
必
要
と
し
な
い
法
体
系
か
ら
、
そ
れ
が
表
象
す
る
意
味
内
容
を
解
読
で

き
る
象
徴
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
の
転
換
点
と
し
て
、
フ
ラ
ン
シ

修
正
す
る
と
い
う
構
図
は
お
お
む
ね
共
通
し
て
い
る
。
ピ
コ
の
こ
れ
ら
の

「
調
停
」
の
理
論
的
妥
当
性
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う

が
、
少
な
く
と
も
ル
ネ
サ
ン
ス
哲
学
者
と
言
わ
れ
る
ピ
コ
の
思
想
が
、
そ

の
用
語
に
お
い
て
も
問
題
設
定
に
お
い
て
も
、
中
世
ス
コ
ラ
哲
学
と
強
い

連
続
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
七
世
紀
レ
オ
ネ
・
モ
デ
ナ
の 

『
獅
子
は
吠
え
る
』
に
お
け
る
知
の
あ
り
方

李　
　

美
奈

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ラ
ビ
、
レ
オ
ネ
・
モ
デ
ナ
（1571-1648

）
は
、
一

七
―
一
八
世
紀
の
比
較
宗
教
学
へ
の
影
響
が
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
モ

デ
ナ
の
イ
タ
リ
ア
語
で
の
著
書H

istoria dei riti E
braici

（
ヘ
ブ
ラ

イ
人
の
儀
礼
の
歴
史
）
は
、Bernard, Picart, Cerem

onies et Cou-
tum

es R
eligiuses de tous les Peoples du M

onde

な
ど
、
多
く

の
個
別
宗
教
比
較
の
本
に
お
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
関
す
る
主
要
な
情
報
源

と
な
っ
て
い
る
。
モ
デ
ナ
が
儀
礼
を
中
心
に
、
そ
の
古
代
か
ら
の
不
変
性

を
強
調
し
な
が
ら
ユ
ダ
ヤ
教
を
紹
介
し
た
こ
と
が
、
近
代
以
降
の
ユ
ダ
ヤ

教
イ
メ
ー
ジ
に
接
点
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
、
発
表
者
は
モ
デ
ナ
の
ユ
ダ

ヤ
教
イ
メ
ー
ジ
を
、
儀
礼
を
中
心
に
研
究
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
モ

デ
ナ
の
カ
バ
ラ
ー
に
対
す
る
反
駁
書A

ri N
ohem

（
獅
子
は
吠
え
る
）

に
お
け
る
知
恵
と
儀
礼
の
関
り
に
着
目
す
る
。

　

レ
オ
ネ
・
モ
デ
ナ
の
思
想
は
、
人
間
知
性
に
大
き
な
信
頼
を
置
い
て
い

る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
反
駁
書M

agen veH
erev

（
盾
と

剣
）
で
は
、
神
は
ト
ー
ラ
ー
と
と
も
に
ト
ー
ラ
ー
を
完
全
に
理
解
す
る
知

性
も
人
間
に
与
え
た
と
し
、
人
間
の
理
解
に
及
ば
な
い
部
分
に
つ
い
て
は



133　　

個人発表 『宗教研究』97巻別冊（2024年）

と
、
西
洋
近
代
に
お
け
る
こ
の
概
念
の
形
成
過
程
で
特
に
大
き
な
影
響
力

を
持
っ
た
の
が
啓
蒙
主
義
思
想
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
概
念
は

「
主
知
主
義
的
（intellectualistic

）」「
非
人
格
的
」
な
性
格
を
強
く
帯

び
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
の
直
後
か
ら
こ
れ
に
対
し
て
幾
つ
か
の
反
動

が
生
じ
た
。
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
潮
流
と
し
て
一
九
世 

紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
発
展
を
挙
げ
、
こ
れ
が
「
非
主
知
主
義
的
（non-

intellectual

）」
で
「
人
格
的
」
な
内
容
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
知
識
人

に
こ
の
概
念
を
修
正
さ
せ
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。

そ
の
上
で
、
こ
の
発
展
は
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
処
女
作
『
宗
教
に
つ
い

て
』（
一
七
九
九
年
）
と
ロ
マ
ン
主
義
運
動
全
体
の
内
に
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
「
予
兆
（adum

bration

）」
は
既
に
カ
ン
ト
に
も
見
ら
れ
る
と
述

べ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
ス
ミ
ス
が
如
何
に
し
て
こ
の
「
予
兆
」
を
カ
ン
ト
の
内
に
見

た
の
か
を
確
認
し
、
こ
れ
を
参
考
に
宗
教
学
の
立
場
か
ら
カ
ン
ト
に
お
け

る
宗
教
の
問
題
全
般
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
上
記
の
書
物
で
ス
ミ
ス
は
「
予
兆
」
と
し
て
の
カ
ン
ト
に
つ
い

て
僅
か
し
か
論
じ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
後
の
著
作
『
ビ
リ
ー
フ
と
歴
史
』

（
一
九
七
七
年
）
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
を
カ
ン
ト
のglauben

概
念
と

の
関
係
で
よ
り
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
発
表
は
「
予
兆
」
と

い
う
上
の
理
解
を
こ
のglauben

概
念
を
め
ぐ
る
議
論
を
も
と
に
取
り

扱
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
書
物
は
、
現
代
英
語
圏
の
宗
教
哲
学
者
た
ち
に

よ
る
宗
教
言
語
の
意
味
を
め
ぐ
る
議
論
の
不
適
切
さ
の
原
因
を
探
る
狙
い

で
、
英
語
のbeleive/belief

概
念
が
上
述
の
啓
蒙
主
義
思
想
に
よ
る
影

響
で
近
代
初
期
に
な
っ
て
主
知
主
義
化
し
、
元
来
こ
の
語
がfaith

の
語

と
共
有
し
て
い
た
人
格
的
・
非
主
知
主
義
的
意
味
を
喪
失
し
て
行
っ
た
こ

ス
・
ベ
ー
コ
ン
（1561-1626

）
に
お
け
る
、
記
号
的
行
動
と
内
面
的
精

神
の
切
り
離
し
、
お
よ
び
表
象
行
為
か
ら
そ
の
意
図
を
分
析
可
能
と
す
る

観
念
を
提
示
す
る
。
モ
デ
ナ
の
儀
礼
概
念
は
、
戒
律
の
行
為
に
そ
の
表
象

と
は
異
な
る
意
図
が
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
儀
礼
を
法
体
系
と
み
な
し
、

そ
の
意
図
や
理
由
は
解
読
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
点
で
、
ア
サ
ド

の
示
す
転
換
の
過
程
に
当
た
る
。

　

ト
ー
ラ
ー
の
字
義
的
な
解
釈
、
お
よ
び
目
に
見
え
る
行
動
に
の
み
根
拠

を
置
く
モ
デ
ナ
の
懐
疑
主
義
的
態
度
を
よ
り
理
解
す
る
に
は
、
人
間
知
性

を
超
え
た
儀
礼
解
釈
が
儀
礼
そ
の
も
の
の
変
更
を
要
請
す
る
社
会
背
景
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
カ
バ
ラ
ー
を
通
し
て
ユ
ダ
ヤ
教
が
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
り
直

接
的
に
接
続
す
る
当
時
の
知
的
背
景
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
近

世
ユ
ダ
ヤ
教
社
会
に
お
け
る
各
地
の
儀
礼
の
多
様
性
の
強
い
認
識
と
そ
の

標
準
化
と
の
関
り
、
ユ
ダ
ヤ
社
会
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
儀
礼
の
理
由
の

議
論
と
の
関
り
に
も
着
目
し
、
モ
デ
ナ
の
思
想
の
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

カ
ン
ト
の
信
仰
概
念 

│
│ 

Ｗ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
理
解
と
の
関
連
で 

│
│

保
呂　

篤
彦

　

Ｗ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
は
宗
教
学
方
法
論
に
関
す
る
主
著
『
宗
教
の
意
味
と

終
極
』（
一
九
六
三
年
）
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
概
念
批
判
の
議
論

に
先
鞭
を
着
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
彼
は
、religion

の
概
念
が
近
代

西
洋
で
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
西
洋
に
も
、
ま
た
過

去
・
現
在
の
そ
の
他
の
地
域
の
諸
文
化
に
も
、
同
様
の
内
容
を
も
つ
概
念

及
び
こ
れ
に
対
応
す
る
現
実
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
論
じ
た
。
彼
に
よ
る
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ben

の
確
信
の
強
さ
を
道
徳
的Glauben

の
問
題
に
限
定
し
て
、
こ
れ

をM
einen

と
で
は
な
くW

issen

と
の
対
比
で
論
じ
、「
す
べ
て
の
知

（alles W
issen

）
よ
り
も
堅
固
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
点
を
ど
う
考

え
る
か
な
ど
、
さ
ら
に
考
察
を
要
す
る
点
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
と
「
非
宗
教
的
キ
リ
ス
ト
教
」

逢
坂　

暁
乃

　

反
ナ
チ
抵
抗
運
動
に
身
を
投
じ
た
神
学
者
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ

ッ
フ
ァ
ー
の
獄
中
書
簡
集
『
抵
抗
と
信
従
』
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
非
宗

教
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
「
非
宗
教
的
キ
リ
ス
ト
教
」
と
い
う
構
想
が

み
ら
れ
る
。
本
発
表
は
、
こ
の
「
非
宗
教
的
キ
リ
ス
ト
教
」
を
反
ナ
チ
抵

抗
運
動
の
関
係
を
軸
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
に
お
け
る

倫
理
的
実
践
と
信
仰
あ
る
い
は
宗
教
の
結
び
つ
き
を
考
察
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
発
表
の
構
成
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
「
非
宗

教
的
な
キ
リ
ス
ト
教
」
の
背
景
を
概
観
す
る
。
第
二
に
「
非
宗
教
性
」

を
、
第
三
に
「
こ
の
世
性
」
を
検
討
す
る
。
最
後
に
「
成
人
し
た
世
界
」

を
検
討
し
、「
非
宗
教
的
キ
リ
ス
ト
教
」
を
総
括
す
る
。

　

第
一
に
、「
非
宗
教
的
キ
リ
ス
ト
教
」
の
背
景
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
の

構
想
は
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の
『
ロ
ー
マ
書
』
に
お
け
る
宗
教
批
判
と
ル
ド

ル
フ
・
ブ
ル
ト
マ
ン
に
よ
る
新
約
聖
書
の
非
神
話
化
の
試
み
か
ら
影
響
を

受
け
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
批
判
も
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
土
台
に
「
非
宗
教
的
キ
リ
ス
ト
教
」
を
発
展
さ
せ
た
。
ま

た
、
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
が
獄
中
で
旧
約
聖
書
を
重
視
し
、
聖
書
に
お
け
る

「
こ
の
世
へ
の
関
心
」
を
旧
約
聖
書
に
み
て
い
た
こ
と
も
影
響
を
与
え
て

い
る
。

と
を
こ
の
語
の
歴
史
を
辿
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、

少
し
遅
れ
て
同
様
の
歴
史
を
辿
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
ド
イ
ツ
語glauben

が
こ
の
人
格
的
意
味
を
ま
だ
十
分
に
保
ち
つ
つ
も
次
第
に
主
知
主
義
化
し

て
い
く
過
渡
期
を
生
き
た
哲
学
者
と
し
て
カ
ン
ト
を
捉
え
る
こ
と
で
、
彼

のglauben

概
念
と
宗
教
論
が
そ
の
過
渡
的
特
徴
（
上
の
「
予
兆
」）
を

示
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
ス
ミ
ス
は
一
七
世
紀
初
頭
のbelieve

概
念

の
特
徴
と
し
て
、（
一
）そ
の
主
語
は
基
本
的
に
一
人
称
で
あ
り
、
三
人
称

で
あ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
こ
と
、（
二
）そ
の
目
的
語
は
主
と
し
て
何
ら
か

の
人
格
で
あ
り
、
後
代
の
よ
う
に
命
題
（that ...

）
で
あ
る
こ
と
は
稀
で

あ
る
こ
と
、（
三
）そ
の
目
的
語
の
真
理
性
へ
の
強
い
確
信
を
有
す
る
場
合

に
こ
そ
使
用
さ
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
そ
の
上
で
カ
ン
ト
が

『
純
粋
理
性
批
判
』（
初
版
一
七
八
一
年
、
第
二
版
一
七
八
七
年
）
に
お
い

て
「
真
と
見
做
す
こ
と
（Fürw

ahrhalten
）」
の
一
形
式
と
し
て
論
じ

て
い
るglauben

概
念
が
、
基
本
的
に
非
人
格
的
・
主
知
主
義
的
な
「
神

が
存
在
す
る
」
等
の
命
題
的
真
理
へ
の
承
認
と
い
う
外
観
を
取
り
つ
つ

も
、
近
代
初
期
のbelieve

概
念
同
様
上
記
の
三
つ
の
特
徴
を
保
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
カ
ン
ト
哲
学
に
お
け
る
宗
教
的Glauben
が
本
来
的

に
は
命
題
で
は
な
く
寧
ろ
神
自
身
や
或
る
秩
序
へ
の
忠
誠
を
誓
う
「
道
徳

的
行
為
（a m

oral act

）」
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
だ

と
い
う
。

　

こ
の
ス
ミ
ス
の
解
釈
は
概
ね
妥
当
で
あ
り
、
カ
ン
ト
の
宗
教
論
全
体
は

こ
の
方
向
で
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
例
え
ば
、
真
理

性
へ
の
確
信
の
強
さ
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は
カ
ン
ト
がM

einen

と
の

対
比
に
お
い
てGlauben

全
般
が
「
実
践
的
判
断
」
で
あ
る
と
し
て
い

る
点
を
専
ら
そ
の
論
拠
と
し
て
い
る
が
、
カ
ン
ト
自
身
は
宗
教
的Glau-
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く
れ
る
神
と
い
っ
た
誤
っ
た
神
認
識
を
払
拭
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
実

世
界
で
実
際
に
あ
る
無
神
性
を
宗
教
的
に
隠
し
た
り
神
聖
化
し
た
り
す
る

成
人
し
て
い
な
い
世
界
よ
り
も
、
成
人
し
た
世
界
は
む
し
ろ
無
神
性
が
強

い
が
ゆ
え
に
神
に
近
い
と
し
て
評
価
し
た
。
神
を
失
っ
た
世
界
で
こ
そ
神

の
苦
し
み
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
、

キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
は
一
定
の
様
式
に
従
っ
て
宗
教
的
で
あ
る
こ
と

で
は
な
く
人
間
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
。
宗
教
的
行
為

と
い
う
形
で
は
な
く
こ
の
世
の
具
体
的
な
生
活
の
な
か
で
キ
リ
ス
ト
者
は

形
づ
く
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
を
徹
底

的
に
「
他
の
た
め
に
存
在
す
る
」
者
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
、
キ
リ
ス

ト
に
倣
い
具
体
的
な
生
活
の
な
か
で
「
他
の
た
め
に
存
在
す
る
」
こ
と
が

キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
重
要
だ
と
主
張
し
た
。

　
「
非
宗
教
的
キ
リ
ス
ト
教
」
と
い
う
構
想
を
通
し
て
、
宗
教
と
い
う
枠

組
み
を
切
り
離
し
た
と
き
に
こ
そ
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
こ
の
世
に
お
け

る
倫
理
的
実
践
が
現
れ
、
同
時
に
こ
の
世
に
お
け
る
倫
理
的
実
践
を
通
し

て
こ
そ
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
道
が
現
れ
る
と
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
考
え

た
の
で
あ
る
。

ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
・
ミ
シ
ェ
ル
の
悪
魔
祓
い
裁
判 

│
│ 

宗
教
と
現
代
社
会
の
相
剋 

│
│

谷
口　

智
子

　

一
九
七
六
年
七
月
に
「
悪
魔
祓
い
」
の
結
果
、
餓
死
し
た
ア
ン
ネ
リ
ー

ゼ
・
ミ
シ
ェ
ル
（
当
時
二
十
三
歳
）
は
、
旧
西
ド
イ
ツ
、
バ
イ
エ
ル
ン
州

の
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
家
庭
に
五
人
姉
妹
の
次
女
と
し
て
生
ま

れ
、
子
供
の
頃
か
ら
厳
格
に
宗
教
教
育
さ
れ
た
。
彼
女
は
教
師
を
志
望
す

　

第
二
に
、「
非
宗
教
性
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
自

身
の
生
き
る
時
代
を
、
宗
教
を
必
要
と
し
な
い
世
俗
性
が
中
心
と
な
っ
た

時
代
だ
と
感
じ
て
い
た
。
真
の
宗
教
の
一
つ
の
形
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教

が
単
に
歴
史
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
人
間
の
表
現
形
式
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
非
宗
教
の
時
代
を

受
け
入
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
非
宗
教
的
解
釈
を
試
み
た
。
む
し
ろ
、
キ
リ

ス
ト
教
の
宗
教
的
な
解
釈
は
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
に
と
っ
て
形
而
上
学
的
か

つ
個
人
主
義
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
間
の
現
実
社
会
か
ら
目
を
逸
ら
さ
せ

る
も
の
と
し
て
批
判
の
対
象
で
あ
っ
た
。

　

第
三
に
、「
こ
の
世
性
」
は
、
人
間
の
現
実
や
生
活
、
非
宗
教
的
な
領

域
、
世
俗
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
神
は
人
間
の
生
活
の
中
心
に
関
わ
っ

て
い
る
と
考
え
る
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
倫

理
的
な
関
心
か
ら
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
の
世
的
解
釈
を

試
み
教
会
へ
の
悔
い
改
め
を
呼
び
か
け
た
。
自
己
保
存
の
た
め
だ
け
に
あ

っ
た
教
会
の
改
革
の
た
め
に
必
要
な
の
は
祈
る
こ
と
と
人
々
の
間
で
正
義

を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
改
革
の
な
か
で
新
し
く
語
ら
れ
る
言
葉
は
全
く
非

宗
教
的
で
は
あ
る
が
解
放
と
救
い
を
も
た
ら
す
。
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
キ

リ
ス
ト
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
こ
の
世
」
と
関
わ
る
必
要
が
な
い
と
し
た

キ
リ
ス
ト
者
を
批
判
し
、
自
ら
は
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
に
参
加
し
た
。
そ
れ

は
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
の
世
的
解
釈
や
倫
理
的
実
践
こ
そ
を
重
視
し
て
い
た

こ
と
と
地
続
き
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、「
成
人
し
た
世
界
」
に
つ
い
て
は
、
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
非

宗
教
の
時
代
に
あ
る
現
実
世
界
を
成
人
し
た
世
界
、
つ
ま
り
、
神
が
い
な

い
世
界
で
あ
り
、
神
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
世
界
だ
と
考

え
て
い
た
。
成
人
性
は
、
人
間
が
苦
し
ん
で
い
る
時
に
都
合
よ
く
助
け
て



　　136

『宗教研究』97巻別冊（2024年） 個人発表

リ
ー
ゼ
は
逆
に
悪
魔
を
自
分
の
体
に
閉
じ
込
め
、
出
て
行
か
せ
な
い
よ
う

に
し
た
。
そ
の
行
為
は
一
見
矛
盾
に
見
え
る
が
、
後
日
彼
女
の
母
が
語
っ

た
よ
う
に
、
一
種
の
「
殉
教
」
精
神
に
よ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
（
そ
れ

故
、
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
の
家
族
や
周
囲
の
信
仰
共
同
体
は
、
一
般
的
な
市
民

の
反
応
と
は
異
な
り
、
彼
女
の
死
後
「
聖
女
」
の
よ
う
に
扱
っ
た
。）

　

ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
が
栄
養
失
調
に
よ
る
餓
死
で
亡
く
な
る
と
、
や
が
て
地

元
検
察
に
よ
り
、
彼
女
の
両
親
と
二
人
の
神
父
は
「
十
分
な
栄
養
を
与
え

ず
、
死
に
至
ら
し
め
た
」
と
し
て
罪
に
問
わ
れ
た
。
裁
判
は
一
九
七
八
年

四
月
に
結
審
し
た
が
、
第
一
審
で
彼
ら
は
有
罪
と
な
っ
た
。
四
人
全
員
に

罰
金
刑
と
懲
役
六
ヶ
月
、
執
行
猶
予
三
年
の
判
決
が
下
っ
た
。
彼
ら
は
抗

告
せ
ず
、
元
々
裕
福
だ
っ
た
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
の
両
親
は
没
落
し
、
街
を
出

て
行
っ
た
。「
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
の
悪
魔
祓
い
に
つ
い
て
は
一
切
知
ら
な
か

っ
た
」
と
公
に
声
明
を
発
表
し
た
ビ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
司
教
館
は
、
そ
れ
で

も
二
人
の
神
父
の
罰
金
を
支
払
っ
た
。
二
人
の
神
父
は
結
局
収
監
さ
れ

ず
、
そ
の
後
復
職
し
た
。

　

こ
の
事
件
は
様
々
な
問
題
を
孕
ん
で
お
り
、
様
々
な
解
釈
の
対
象
と
な

る
が
、
少
な
く
と
も
以
下
の
三
つ
に
つ
い
て
議
論
が
で
き
る
。
①
精
神
疾

患
（
生
育
歴
も
関
わ
る
）
と
悪
魔
憑
き
の
境
界
性
の
問
題
、
②
宗
教
と
世

俗
化
の
問
題
、
③
宗
教
と
法
の
問
題
（
生
命
の
尊
厳
を
巡
っ
て
個
人
の
自

由
意
志
は
ど
こ
ま
で
尊
重
さ
れ
、
制
限
さ
れ
る
か
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
全

て
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
事
件
を
受
け
た
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
方
向
性
だ
け
は
示
せ
る
。
そ
れ
は
①
様
々
な
専
門
家
（
精
神
科

医
、
心
理
学
者
含
め
）
の
意
見
を
入
れ
て
悪
魔
祓
い
の
基
準
を
厳
格
化
す

る
一
方
、
②
悪
魔
祓
い
の
正
当
性
を
認
め
、
エ
ク
ソ
シ
ス
ト
を
増
や
し
、

悪
魔
祓
い
の
件
数
は
増
加
し
た
、
と
い
う
二
つ
の
方
向
性
で
あ
る
。
こ
の

る
優
秀
な
学
生
で
あ
る
一
方
、
十
六
歳
か
ら
幻
覚
・
幻
聴
に
悩
ま
さ
れ
、

聖
母
マ
リ
ア
を
幻
視
し
た
り
、
悪
魔
の
声
に
悩
ま
さ
れ
た
り
と
不
安
定
な

時
期
を
過
ご
し
た
。
幻
覚
・
幻
聴
の
た
め
、
当
初
精
神
科
に
通
い
、
原
因

不
明
の
脳
性
疾
患
と
診
断
さ
れ
、
投
薬
治
療
を
受
け
て
い
た
が
、
一
向
に

改
善
せ
ず
、
医
者
の
勧
め
で
地
元
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
祭
に
相
談
し
、

二
人
の
神
父
（
レ
ン
ツ
神
父
と
ア
ル
ト
神
父
）
か
ら
悪
魔
祓
い
を
受
け
た
。

　

試
験
的
悪
魔
祓
い
を
行
っ
た
結
果
、
ビ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
司
教
ヨ
ー
ゼ

フ
・
シ
ュ
タ
ン
グ
ル
の
許
可
を
受
け
た
二
人
の
神
父
は
、
本
格
的
に
ア
ン

ネ
リ
ー
ゼ
の
悪
魔
祓
い
を
始
め
た
（
一
九
七
五
年
九
月
）。
以
降
死
ぬ
ま

で
、
週
二
、
三
度
、
毎
回
二
時
間
、
計
六
十
七
回
の
悪
魔
祓
い
（
祈
り
、

跪
き
、
断
食
）
を
行
い
、
彼
女
に
憑
依
し
た
六
体
の
悪
魔
の
名
前
を
聞
き

出
し
、
そ
の
身
体
か
ら
出
て
い
く
よ
う
命
じ
た
。
六
体
は
、
ル
シ
フ
ァ
ー
、

カ
イ
ン
、
ユ
ダ
、
ネ
ロ
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
、
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
（
十
六
世
紀

バ
イ
エ
ル
ン
の
破
戒
僧
で
殺
人
者
）
で
あ
る
。

　

神
父
が
ラ
テ
ン
語
で
祈
り
を
捧
げ
て
も
、
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
は
悪
魔
憑
き

に
よ
く
あ
る
「
異
言
」
を
話
さ
ず
、
ド
イ
ツ
語
で
話
し
た
。
但
し
、
神
父

の
話
す
ラ
テ
ン
語
や
中
国
語
（
レ
ン
ツ
神
父
は
中
国
布
教
の
経
験
あ
り
）

は
理
解
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
古
文
書
館
に
し
か
記
録
が
な
い
フ
ラ
イ
シ

ュ
マ
ン
の
情
報
を
ど
う
や
っ
て
知
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
（
ア
ル
ト
神

父
は
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
が
か
つ
て
住
ん
で
い
た
司
教
館
を
当
時
秘
密
裏
に

再
建
し
よ
う
と
し
て
い
た
）。

　

長
期
間
の
悪
魔
祓
い
に
疲
れ
果
て
た
彼
女
は
、
そ
れ
で
も
、
彼
女
の
身

体
か
ら
「
悪
魔
」
を
追
い
払
う
神
父
た
ち
に
協
力
し
た
。
死
の
三
ヶ
月
前
、

あ
ま
り
の
疲
労
に
、
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
の
側
か
ら
悪
魔
祓
い
を
や
め
て
欲
し

い
と
願
い
出
た
が
、
神
父
た
ち
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
以
降
、
ア
ン
ネ
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Ｅ
を
展
開
し
た
。

　

三
者
の
Ａ
Ｒ
Ｅ
は
、
相
互
に
小
さ
か
ら
ぬ
相
違
も
あ
る
が
、
可
謬
論

的
・
暫
定
的
な
有
神
論
の
正
当
化
や
基
礎
づ
け
と
い
う
点
で
は
一
致
す

る
。
こ
れ
は
宗
教
的
信
念
の
正
当
化
と
し
て
は
い
さ
さ
か
消
極
的
で
あ

り
、
Ａ
Ｒ
Ｅ
の
論
議
で
は
、
基
礎
づ
け
主
義
と
そ
の
断
念
が
相
半
ば
す
る
。

し
か
し
そ
う
し
た
譲
歩
の
上
で
も
な
お
、
Ａ
Ｒ
Ｅ
は（
宗
教
）哲
学
の
領
域

で
は
徹
底
的
な
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
Ａ
Ｒ
Ｅ
の
論
理

展
開
は
、
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
=
哲
学
の
論
証
的
（
認
識
的
）
正
当

化
の
お
か
れ
た
困
難
さ
と
屈
折
し
た
歩
み
を
、
ま
た
宗
教
経
験
を
め
ぐ
る

議
論
の
難
し
さ
を
体
現
す
る
も
の
と
も
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
Ａ
Ｒ
Ｅ
を
、
そ
れ
が
お
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
哲
学
・
神
学

と
い
う
文
脈
か
ら
切
り
離
し
て
み
る
と
き
、
そ
の
問
題
圏
は
、
よ
り
以
上

の
広
が
り
と
問
題
連
関
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
経
験
か

ら
神
性
の
証
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
基
本
的
性
向
に
属
す
る
。

Ａ
Ｒ
Ｅ
は
、
前
哲
学
的
な
か
た
ち
で
、
す
で
に
諸
聖
典
に
も
豊
富
に
見
出

さ
れ
る
。
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
の
死
を
宣
告
し
た
ロ
ー
テ
ィ
は
同
時
に
、

系
譜
学
的
な
解
釈
者
に
と
っ
て
は
、
異
な
る
時
代
や
文
化
の
内
部
で
書
か

れ
た
認
識
論
の
発
見
ほ
ど
価
値
の
あ
る
も
の
は
な
い
と
言
う
。
実
際
、
エ

ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
の
系
譜
学
的
跡
づ
け
は
、
宗
教
経
験
を
め
ぐ
る
思
考
と
、

宗
教
シ
ス
テ
ム
の
存
続
に
関
わ
る
正
当
化
論
理
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る

だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
は
残
ら
ず
ジ
ニ
ア
ロ
ジ
ー
に
回
収
さ
れ

る
、
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
現
代
の
認
識
論
の
潮
流
の
大
き
な
部
分

は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
然
化
さ
れ
た
認
識
論
」
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、

宗
教
的
認
識
論
と
は
接
合
す
る
べ
く
も
な
い
。
ま
た
真
理
、
信
念
、
正
当

二
つ
の
方
向
性
は
後
の
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
に
よ
っ
て
示
さ
れ

た
。
本
発
表
で
は
そ
の
背
景
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

「
宗
教
経
験
か
ら
の
論
証
」
の
問
題
圏

深
澤　

英
隆

　

今
日
の
英
語
圏
の
宗
教
哲
学
・
哲
学
的
神
学
に
お
い
て
、
伝
統
的
な 

自
然
神
学
の
論
証
と
並
ぶ
、
準
自
然
神
学
的
な
神
論
証
と
し
て
し
ば
し
ば

言
及
さ
れ
る
の
が
、「
宗
教
経
験
か
ら
の
論
証
（argum

ent from
 reli-

gious experience

）=
以
下
Ａ
Ｒ
Ｅ
」
で
あ
る
。
Ａ
Ｒ
Ｅ
は
、
宗
教
経

験
と
一
般
に
呼
ば
れ
る
も
の
に
依
拠
し
つ
つ
、
有
神
論
の
正
当
性
と
神
信

仰
のreasonableness

を
論
証
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
立
場
で
あ
り
、
宗

教
的
認
識
論
（religious epistem

ology
）
の
有
力
な
主
題
と
目
さ
れ

て
い
る
。

　

Ｒ
・
ロ
ー
テ
ィ
は
七
〇
年
代
の
終
わ
り
に
「
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
の

死
」
を
宣
言
し
た
が
、
そ
の
反
基
礎
づ
け
主
義
の
主
張
と
対
応
的
真
理
観

へ
の
批
判
は
、
リ
ジ
ッ
ド
な
科
学
的
実
在
論
の
理
論
的
後
退
を
も
も
た
ら

し
、
逆
に
神
学
的
世
界
像
の
正
当
性
や
真
理
性
を
、
あ
く
ま
で
相
対
的
な

か
た
ち
で
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
確
保
し
う
る
は
ず
だ
と
の
期
待
と
結
び

つ
い
た
。
そ
こ
か
ら
、
有
神
論
信
仰
の
、
絶
対
的
な
ら
ぬ
暫
定
的
な
信
憑

性
（prim

a facie credulity

）、
当
座
の
真
理
性
や
理
性
性
な
ど
の
論

証
が
、
Ａ
Ｒ
Ｅ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
方
向
で
の
宗

教
経
験
論
の
潮
流
の
代
表
的
哲
学
者
と
し
て
当
時
も
今
も
名
が
挙
が
る
の

は
、Richard Sw

inburne

、W
illiam

 A
lston

、A
lvin Plantinga

で
あ
り
、
三
者
は
あ
ら
た
め
て
宗
教
的
信
念
の
根
拠
（ground

）
や
証

拠
（evidence

）
と
し
て
の
宗
教
経
験
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ａ
Ｒ
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様
子
を
描
き
出
し
た
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
関
心
が
、
病
的
状
態
か
ら
の
解

放
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
い
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
証
拠
は
少
な
く
な
い
。

　

例
え
ば
「
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
講
演
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理

学
と
の
関
係
で
よ
く
言
及
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
人
間
は
普
段
、
保
有
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
し
か
使
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
話
題
が
展
開
さ
れ

る
。
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
を
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ

は
「
人
間
に
起
こ
り
う
る
最
も
重
要
な
事
柄
」
だ
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
ジ

ェ
イ
ム
ズ
は
、
人
間
の
最
適
な
機
能
状
態
、
い
わ
ば
包
括
的
な
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
解
放
す
る
方
法
と
し
て
宗
教
現
象
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
特

に
、
当
時
の
「
マ
イ
ン
ド
・
キ
ュ
ア
」
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
、
そ

の
成
功
の
根
底
に
あ
る
心
理
学
的
原
理
を
科
学
的
に
研
究
す
る
心
理
学
分

野
の
創
設
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
萌

芽
と
し
て
評
価
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
宗
教
が
注

目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

　
『
諸
相
』
は
そ
の
四
年
前
に
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
解
放
に
関
わ
る
具
体
例
の
描
写
と
考
察
が
ふ
ん
だ
ん
に
含
ま
れ

て
い
る
。「
健
康
な
心
の
宗
教
」
の
章
で
は
「
マ
イ
ン
ド
・
キ
ュ
ア
」
の

現
状
が
詳
し
く
描
写
さ
れ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
状
態
へ
の
強
い
志
向
に
よ
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
解
放
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
例
証
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
他
「
回
心
」、「
聖
者
性
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
十
全
に
使
え
る
人
々
を
通
し
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
状
態
を
例
示

し
て
い
る
。
宗
教
的
経
験
の
研
究
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
と
効
果
的

に
重
な
り
合
う
と
言
え
る
。

化
、
証
拠
と
い
っ
た
伝
統
的
認
識
論
の
諸
主
題
か
ら
離
れ
、
現
実
に
多
様

に
見
出
さ
れ
る
認
識
=
知
識
の
あ
り
方
を
問
う
方
向
も
有
力
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
こ
の
後
者
は
、
た
と
え
ば
宗
教
経
験
を
取
り
囲
み
、
そ
こ
か
ら
生

み
出
さ
れ
、
集
積
さ
れ
、
資
源
化
す
る
知
識
の
諸
相
へ
の
問
い
と
も
接
点

が
あ
り
、
系
譜
学
の
発
想
に
も
近
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
こ
の

方
向
は
、
現
象
的
意
識
や
一
人
称
的
視
点
を
捨
象
す
る
傾
き
が
強
く
、
宗

教
経
験
そ
の
も
の
に
も
消
去
主
義
的
に
対
応
し
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た
認

識
論
の
状
況
の
な
か
で
は
、
経
験
の
ク
オ
リ
ア
に
重
き
を
置
く
Ａ
Ｒ
Ｅ
の

占
め
る
場
所
は
無
い
、
と
も
言
え
る
。
し
か
し
同
時
に
、
受
け
入
れ
ら
れ

る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
一
人
称
的
経
験
の
最
た
る
も
の
と
し
ば
し
ば
目

さ
れ
る
宗
教
経
験
に
依
拠
す
る
Ａ
Ｒ
Ｅ
は
、
認
識
主
観
や
主
観
的
経
験
の

自
然
化
（naturalization

）
の
難
し
さ
を
、
逆
に
現
代
認
識
論
と
系
譜

学
に
提
起
す
る
も
の
と
言
え
な
く
も
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
な
く
と

も
宗
教
研
究
に
お
い
て
は
、
現
象
的
意
識
と
し
て
の
宗
教
経
験
の
存
在
を

方
法
的
前
提
と
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
宗
教
論
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

林　
　
　

研

　

近
年
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
の
隆
盛
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
勃

興
、
発
展
と
連
動
し
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
心
理
学
は
「
主
観
的
な
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
て
人
生
を
最
も
生
き
が
い
の
あ
る
も
の
に
す
る
心

理
的
状
態
、
個
人
の
特
性
や
性
格
的
強
み
、
社
会
機
構
」
に
焦
点
を
当
て

る
。
こ
う
し
た
人
間
心
理
の
肯
定
的
な
側
面
を
積
極
的
に
研
究
す
る
態
度

の
源
流
と
し
て
、
し
ば
し
ば
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ジ
ェ
イ

ム
ズ
は
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
で
、「
病
め
る
魂
」
の
人
が
救
わ
れ
る
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エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
の
宗
教
哲
学
に
お
け
る
宗
教
心
理
学
の
影
響

野
川　
　

祈

　

神
学
者
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
に
よ
る
宗
教
学
へ
の
強
い
関
心
、
と

り
わ
け
宗
教
心
理
学
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
思
想
へ
の
接
近
に
つ

い
て
、
一
九
〇
九
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
『
宗
教
哲
学
に
お
け
る
経
験
主

義
と
プ
ラ
ト
ン
主
義
』
を
紐
解
き
な
が
ら
考
察
す
る
。
こ
の
論
文
は
ジ
ェ

ー
ム
ズ
の
死
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ト
レ
ル
チ
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
思

想
を
い
か
に
評
価
し
て
い
た
の
か
を
総
括
的
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
ト
レ
ル
チ
は
従
来
の
宗
教
哲
学
を
プ
ラ
ト
ン
主
義
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の

思
想
を
経
験
主
義
と
呼
び
替
え
、
両
者
の
思
想
に
お
け
る
五
つ
の
指
導
概

念
、
す
な
わ
ち
①
宗
教
と
意
識
の
事
実
の
関
係
性
②
宗
教
の
本
質
論
③
宗

教
の
歴
史
的
発
展
段
階
④
宗
教
経
験
探
究
の
目
的
⑤
存
在
論
と
神
概
念
、

に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
両
者
を
比
較
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
思
想
の
評
価
す

べ
き
点
を
述
べ
る
。
宗
教
経
験
を
徹
底
的
に
採
集
、
分
析
す
る
ジ
ェ
ー
ム

ズ
の
手
腕
、
ま
た
宗
教
の
中
に
流
動
す
る
活
き
活
き
し
た
力
を
彼
が
見
出

し
た
と
い
う
点
に
、
そ
れ
は
主
に
集
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
最
後

に
ト
レ
ル
チ
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
が
「
意
識
の
ア
プ

リ
オ
リ
」
の
探
究
お
よ
び
諸
宗
教
の
中
に
存
在
す
る
合
一
的
な
法
則
で
は

な
く
流
動
す
る
活
き
活
き
し
た
力
を
発
見
す
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
と

い
う
展
望
を
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
の
論
文
内
容
か
ら
見
て
と
れ
る
ト
レ
ル
チ
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
評
価

は
、
主
に
方
法
論
的
な
も
の
で
あ
る
と
発
表
者
は
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

ト
レ
ル
チ
が
宗
教
の
中
に
存
在
す
る
と
考
え
、
探
究
し
続
け
た
、
流
動
す

る
活
き
活
き
し
た
力
に
、
神
学
以
外
の
方
法
で
も
っ
と
も
よ
く
接
近
し
た

の
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
信
じ
る
意
志
』
か
ら
は
、「
信
じ
る
」
こ
と
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な

意
義
を
通
し
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
へ
の
示
唆
が
読
み
取
れ
る
。
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
は
人
生
の
意
味
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
自
分
に
と
っ
て
善
い
人
生
と
は
事
実
上
、
自
分
に
と
っ
て
意
味

の
あ
る
人
生
・
生
き
甲
斐
の
あ
る
人
生
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
宗
教
は

意
味
づ
け
機
能
を
持
つ
と
言
わ
れ
、
宗
教
を
「
信
じ
る
」
こ
と
で
人
生
に

意
味
が
付
与
さ
れ
る
人
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。「
信
じ
る
こ
と
で
行

動
を
起
こ
す
、
そ
の
行
動
が
う
ま
く
い
く
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
真
理
が

そ
こ
に
生
ま
れ
る
」
と
い
う
流
れ
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
流
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
の
原
理
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
こ
の
書
で
、
人
生
に
生
き
甲
斐
が
あ

る
と
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
甲
斐
の
あ
る
人
生
が
実
現
す
る
と
い
う

主
張
を
展
開
し
、「
信
じ
る
」
こ
と
と
「
意
味
」
と
の
関
係
の
ひ
と
つ
の

あ
り
方
を
示
し
た
。
こ
の
構
図
は
一
種
の
宗
教
的
な
態
度
と
し
て
提
示
さ

れ
て
い
る
が
、「
信
じ
る
」
こ
と
の
重
要
性
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
一
般

に
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
状
態
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

人
間
が
持
つ
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
解
放
が
そ
の
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い

た
。
彼
は
経
験
の
手
記
を
収
集
す
る
方
法
に
よ
っ
て
宗
教
現
象
を
調
査
し

た
が
、
そ
れ
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
具
体
的
研
究
と
も
言
え
る
。
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
心
理
学
の
観
点
か
ら
『
諸
相
』
を
分
析
す
る
こ
と
は
今
後
も
重
要

な
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
土
台
と
な
る
「
人
生

の
意
味
」
は
、
信
じ
て
行
動
す
る
こ
と
で
現
実
化
す
る
と
い
う
構
造
を
持

つ
た
め
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
理
論
も
ま
た
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研

究
に
貢
献
す
る
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
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の
記
録
な
の
で
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
一
九
一
〇
年
代
は
じ
め
の
ト
レ

ル
チ
の
魂
理
解
が
確
認
で
き
る
。『
信
仰
論
』
で
ト
レ
ル
チ
は
、「
信
仰
論

に
と
っ
て
は
、
人
間
学
的
概
念
や
心
理
学
的
概
念
と
し
て
の
心
／
魂
で
は

な
く
、
神
と
合
一
し
た
人
格
性
に
な
る
べ
く
宗
教
的
に
規
定
さ
れ
た
主
体

と
し
て
の
魂
が
問
題
な
の
で
あ
る
」（
邦
訳
二
九
〇
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、

魂
を
も
っ
ぱ
ら
人
格
性
の
観
点
か
ら
議
論
す
る
。
そ
し
て
、
魂
に
は
神
的

精
神
が
内
在
し
て
い
る
と
考
え
、
そ
の
性
質
を
「
神
親
縁
性
」、
魂
が
人

格
性
と
し
て
十
全
に
形
成
さ
れ
た
状
態
を
「
神
似
像
性
」
と
呼
ぶ
。
人
間

の
す
べ
て
の
魂
は
神
親
縁
性
を
共
通
し
て
持
っ
て
い
る
が
、
神
似
像
性
の

実
現
の
程
度
に
は
差
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
信
仰
論
』
の
魂
論
の
中
心
に
置
か
れ
た
「
人
格
性
」
と
い
う
概
念
は
、

こ
の
時
期
の
歴
史
哲
学
に
お
い
て
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
。
論
文

「
神
学
に
お
け
る
歴
史
的
方
法
と
教
義
的
方
法
に
つ
い
て
」
で
ま
と
め
ら

れ
た
歴
史
的
方
法
の
三
つ
の
原
理
の
一
つ
で
あ
る
「
類
推
」
は
人
間
精
神

の
「
同
質
性
」
と
い
う
土
台
の
上
で
の
み
可
能
な
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の

同
質
性
に
基
づ
い
た
歴
史
的
対
象
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
著
書
『
キ
リ
ス

ト
教
の
絶
対
性
と
宗
教
史
』
で
は
「
自
分
自
身
の
人
格
性
と
同
じ
よ
う

に
、
人
間
の
歴
史
を
規
範
化
し
判
定
す
る
」
こ
と
だ
と
ま
と
め
ら
れ
る

（K
GA

5, S. 170

）。
い
わ
ば
、
歴
史
的
な
認
識
は
、
人
格
性
を
持
っ
た

主
体
が
、
過
去
の
他
者
の
う
ち
に
自
ら
と
同
質
な
人
格
性
の
実
現
を
見
出

す
営
み
と
さ
れ
る
。

　

晩
年
の
『
歴
史
主
義
と
そ
の
諸
問
題
』
で
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
お
よ
び

マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
に
依
拠
し
な
が
ら
万
有
意
識
／
無
限
精
神
と
自
我
／
有

限
精
神
の
内
在
的
同
一
性
を
語
り
、
そ
れ
が
「
魂
が
異
な
る
も
の
」
の
認

識
を
可
能
に
す
る
と
論
じ
る
。
神
的
精
神
（
無
限
精
神
／
万
有
意
識
）
の

　

ト
レ
ル
チ
の
宗
教
哲
学
に
お
け
る
宗
教
心
理
学
の
影
響
を
考
察
す
る
に

あ
た
っ
て
、
な
お
幾
つ
か
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
以
上
の
よ

う
に
ト
レ
ル
チ
が
高
い
評
価
を
与
え
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
思
想
が
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
。
第
二
に
、「
宗
教
哲
学
」「
宗
教
学
」「
宗
教
哲
学
」
と
い
っ
た
言
葉

の
定
義
が
、
当
時
の
学
問
界
に
お
い
て
、
ま
た
ト
レ
ル
チ
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
概
念
を
有
し
て
い
た
の
か
、
現
代
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
相
違

が
見
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
最
後
に
、
論
文
発
表
時
所
属
し
て

い
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
か
ら
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
移
籍
し
第
一
次
世
界

大
戦
を
経
験
す
る
中
で
、
ト
レ
ル
チ
の
宗
教
学
へ
の
関
心
が
い
か
に
収
束

し
、
政
治
活
動
お
よ
び
歴
史
哲
学
へ
移
行
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
軌
跡

に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
た
い
。

〈
魂
〉
が
異
な
る
も
の
の
認
識 

│
│ 

ト
レ
ル
チ
の
歴
史
哲
学
か
ら
宗
教
哲
学
へ 
│
│

小
柳　

敦
史

　

本
発
表
の
目
的
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
の
晩
年
の
大
著
『
歴
史

主
義
と
そ
の
諸
問
題
』（
一
九
二
二
年
）
第
三
章
終
末
部
「
歴
史
の
認
識

論
」
に
つ
い
て
の
議
論
に
現
れ
る
「
魂
が
異
な
る
も
の
（das Frem

d-
seelische

）
の
認
識
」
と
い
う
表
現
の
意
味
を
考
察
し
、
こ
の
表
現
が
、

ト
レ
ル
チ
の
宗
教
哲
学
に
お
け
る
新
た
な
局
面
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ト
レ
ル
チ
が
「
魂
」
に
つ
い
て
集
中
的
に
言
及
す
る
唯
一
の
テ
ク
ス
ト

が
、『
信
仰
論
』
第
二
部
第
三
章
「
キ
リ
ス
ト
教
の
魂
概
念
」
で
あ
る
。

『
信
仰
論
』
は
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
二
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
講
義
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「
夢
を
見
る
こ
と
、
空
想
す
る
こ
と
、
生
き
る
こ
と
」
と
創
造
性
の
関
連

田
口　

博
子

　

Ｄ
・
Ｗ
・
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
は
精
神
分
析
の
領
域
で
創
造
性
を
主
題
と
し

た
嚆
矢
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
創
造
性
は
初
期
発
達
段
階
に
お
け
る
世

界
を
創
造
し
た
感
覚
に
そ
の
基
盤
を
持
つ
。
こ
の
感
覚
は
自
己
感
覚
と
も

深
く
関
連
し
、
両
者
は
「
無
定
形
」
の
経
験
に
起
因
す
る
。
今
回
の
発
表

で
は
、「
夢
を
見
る
こ
と
、
空
想
す
る
こ
と
、
生
き
る
こ
と
」
と
創
造
性

の
関
連
に
焦
点
を
当
て
る
。

　
『
遊
ぶ
こ
と
と
現
実
』
の
第
二
章
「
夢
を
見
る
こ
と
、
空
想
す
る
こ
と
、

生
き
る
こ
と
―
一
次
的
解
離
を
記
述
す
る
ケ
ー
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
―
」
で

は
、
空
想
す
る
こ
と
と
夢
を
見
る
こ
と
の
特
徴
付
け
が
な
さ
れ
る
。
夢
は

現
実
の
世
界
に
お
い
て
対
象
と
関
連
す
る
こ
と
に
関
連
す
る
。
そ
れ
に
比

し
て
、
空
想
す
る
こ
と
は
孤
立
し
た
現
象
で
あ
り
、
夢
を
見
る
こ
と
に
も

生
き
る
こ
と
に
も
関
連
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
生
き
る
こ
と
に
直
結
し
た

感
情
や
夢
は
抑
圧
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
空
想
す
る
こ
と
は
む
し
ろ

「
解
離
」
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
患
者
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
ウ
ィ
ニ

コ
ッ
ト
は
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
彼
女
は
自
己
を
表
現
す
る
芸
術

的
な
才
能
に
恵
ま
れ
、
人
生
と
生
活
に
つ
い
て
充
分
に
理
解
し
、「
少
な

く
と
も
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
、
常
に
自
分
は
船
に
乗
り
損
ね
て
い
た
と

自
覚
す
る
潜
在
力
」
を
有
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
周
囲
の
人
々
か
ら
の

何
ら
か
の
期
待
を
感
じ
る
と
、
そ
れ
を
叶
え
ら
れ
な
い
自
分
の
及
ば
な
さ

を
思
い
知
ら
さ
れ
、
打
ち
ひ
し
が
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
落
胆
は
と
も

す
れ
ば
悲
嘆
と
憤
懣
を
引
き
起
こ
し
、
悲
劇
的
な
結
末
を
迎
え
る
一
歩
手

前
ま
で
行
く
こ
と
も
度
々
で
あ
っ
た
。

　

空
想
す
る
こ
と
が
生
活
の
中
核
に
座
し
て
い
る
こ
と
は
、
早
期
の
幼
年

内
在
が
歴
史
的
認
識
を
可
能
に
す
る
と
い
う
点
は
『
信
仰
論
』
の
ト
レ
ル

チ
の
立
場
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
歴
史
主
義
と
そ
の
諸
問
題
』

の
こ
の
箇
所
で
は
、
人
格
性
へ
の
言
及
が
な
く
、
認
識
さ
れ
る
べ
き
対
象

が
「
魂
が
異
な
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ト
レ
ル
チ
は
従

来
の
歴
史
の
認
識
論
を
振
り
返
り
、「
同
じ
も
の
が
同
じ
も
の
を
理
解
す

る
、
つ
ま
り
歴
史
家
は
た
だ
自
分
と
同
質
な
人
物
た
ち
や
事
態
を
理
解
す

る
と
い
う
「
同
等
性
」
の
理
論
」
に
問
題
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（『
ト

ル
チ
著
作
集
六
』
三
一
三
頁
）。
こ
の
指
摘
は
、
人
間
の
人
格
性
と
い
う

「
同
質
性
」
を
想
定
し
、
人
格
性
が
自
ら
と
同
等
の
人
格
性
を
見
出
す
こ

と
が
歴
史
的
認
識
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
、
か
つ
て
の
ト
レ
ル
チ
自
身
へ

の
反
省
と
理
解
で
き
る
。

　

一
九
二
二
年
の
ト
レ
ル
チ
は
、
人
間
精
神
同
士
の
「
同
質
性
」
と
い
う

前
提
で
は
な
く
、
人
間
精
神
と
万
有
精
神
と
の
「
一
致
性
」
に
歴
史
的
認

識
の
根
拠
を
求
め
る
と
同
時
に
、
歴
史
的
認
識
の
課
題
が
、
他
者
の
う
ち

に
自
ら
と
同
じ
人
格
性
を
見
出
す
こ
と
で
は
な
く
、
他
者
を
自
ら
と
異
な

る
存
在
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
へ
と
変
わ
っ
た
。
こ
の
課
題
の
た
め
に
用

い
ら
れ
た
の
が
、「
魂
が
異
な
る
も
の
の
認
識
」
と
い
う
表
現
で
あ
っ
た
。

ト
レ
ル
チ
に
と
っ
て
自
ら
と
異
な
る
他
者
を
理
解
す
る
と
は
、
そ
の
魂
を

理
解
す
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
ト
レ
ル
チ
は
『
歴
史
主
義
と
そ
の
諸
問

題
』
が
完
結
し
た
後
に
、
宗
教
哲
学
を
ま
と
め
る
構
想
を
持
っ
て
い
た
。

こ
の
構
想
が
実
現
し
て
い
た
ら
、「
人
格
性
」
を
中
心
に
置
く
の
で
は
な

く
、
魂
を
魂
と
し
て
論
じ
る
宗
教
哲
学
が
展
開
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
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ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
は
「
無
定
形
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
こ
の
現
象
の
解

釈
を
施
す
。
パ
タ
ー
ン
に
合
わ
せ
ら
れ
た
り
、
裁
断
さ
れ
た
り
す
る
前
の

生
地
は
無
定
形
で
あ
り
、
夢
の
中
で
あ
れ
ば
自
身
の
人
格
と
自
己
確
立
に

つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
と
な
る
。
つ
ま
り
、
幼
年
期
の
環
境
は
自
分
が
無
定

形
で
あ
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
周
囲
の
人
が
望
む
よ
う
に
自
分
を
型
に
は
め

て
、
そ
の
よ
う
に
裁
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
無
定
形
か
ら
何

か
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
希
望
は
、
幼
年
期
か
ら
彼
女
が
担
っ

て
き
た
も
の
に
対
峙
す
る
分
析
家
へ
の
信
頼
か
ら
生
じ
て
い
る
。
こ
の
無

定
形
の
体
験
か
ら
、
外
界
へ
の
追
従
で
は
な
く
、「
人
生
は
生
き
る
価
値

が
あ
る
と
個
人
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
」
創
造
性
が
生
じ
る
。

臨
死
体
験
の
参
与
観
察 

│
│ 

夢
と
幻
視
を
介
し
て 

│
│

河
東　
　

仁

　

本
稿
は
、
発
表
者
自
身
が
感
得
し
た
臨
死
様
体
験
の
報
告
と
、
こ
う
し

た
体
験
の
発
生
機メ

カ
ニ
ズ
ム

序
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

事
例
①
二
〇
一
〇
年
七
月
末
ご
ろ
│
│
気
づ
く
と
蒸
気
機
関
車
に
乗
っ

て
お
り
、
鉄
橋
の
上
を
走
っ
て
い
る
。
下
を
見
る
と
逆
巻
く
川
が
流
れ
て

い
て
、
前
方
を
見
や
る
と
、
向
こ
う
岸
に
て
、
閻
魔
に
よ
る
会
議
が
開
か

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
会
議
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ね
ば
と
考
え
、
緊
急
動
議

と
大
声
を
発
し
、
目
覚
め
る
。

　

ち
な
み
に
半
年
ほ
ど
後
、
心
臓
を
め
ぐ
る
疾
患
を
発
症
。

　

事
例
②
二
〇
二
〇
年
十
二
月
中
旬
│
│
右
記
疾
患
を
根
治
す
る
た
め
、

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
術
を
受
け
る
。
そ
の
さ
い
局
所
麻
酔
と
鎮
静
剤
静
脈

点
滴
の
た
め
半
覚
醒
状
態
。
手
術
が
進
む
に
つ
れ
、
ま
ず
体
が
浮
遊
す
る

期
に
確
立
し
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
の
母
親
と

の
関
連
は
、
満
足
し
た
と
思
え
ば
、
そ
れ
が
唐
突
に
絶
望
や
脱
錯
覚
に
変

化
し
て
、「
対
象
と
関
係
す
る
こ
と
へ
の
希
望
の
放
棄
を
も
た
ら
し
た
」。

父
親
と
の
関
連
は
、
あ
る
程
度
ま
で
そ
れ
を
補
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
先

の
パ
タ
ー
ン
の
固
定
化
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
兄
姉
と
の
関
連

は
、
彼
女
の
解
離
状
態
を
具
体
的
に
説
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
か
れ
ら
は
、

自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
主
的
に
決
定
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
末
っ
子
の

彼
女
は
す
で
に
出
来
上
が
っ
た
世
界
に
参
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
知
能
が
高
く
、
あ
る
程
度
ま
で
は
適
応
す
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、

そ
れ
は
追
従
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
際
に
も
、

自
分
に
与
え
ら
れ
た
役
を
演
じ
つ
つ
、「
解
離
し
た
心
的
活
動
に
基
づ
い

て
」、
空
想
す
る
こ
と
に
専
心
し
て
い
た
。
そ
れ
は
長
じ
て
も
続
き
、「
独

り
立
ち
し
た
全
体
と
し
て
の
個
人
」
に
な
ろ
う
と
す
る
試
み
が
成
功
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
彼
女
は
自
分
の
父
親
と
母
親
に
関
す
る
ふ
た
つ
の
夢
を

報
告
し
、
終
わ
り
際
で
母
親
に
対
す
る
強
い
感
情
を
体
験
す
る
に
至
る
。

こ
の
夢
は
、
空
想
す
る
こ
と
の
中
で
固
定
さ
れ
て
い
た
素
材
が
、
夢
を
見

る
こ
と
と
生
き
る
こ
と
に
開
放
さ
れ
る
様
子
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
後

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
先
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
え
た
晩
の
出
来
事
が
報
告

さ
れ
た
。
真
夜
中
に
ド
レ
ス
の
型
紙
を
取
り
、
裁
断
し
て
、
縫
い
合
わ
せ

る
の
に
熱
中
し
て
い
た
が
、
ふ
と
我
に
返
っ
た
。
そ
れ
は
空
想
だ
っ
た
の

か
、
そ
れ
と
も
夢
を
見
る
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
い
う
彼
女
の
質
問
に
対
し

て
、
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
は
単
純
に
分
か
ら
な
い
と
述
べ
る
。
こ
の
主
題
を
め

ぐ
っ
て
二
人
は
話
し
合
い
、
こ
の
出
来
事
が
夢
を
見
る
こ
と
へ
の
防
衛
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
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パ
タ
ー
ン
に
最
も
合マ

ッ
チ致
す
る
も
の
に
置
換
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
人
間
の
「
認
識
」
過
程
も
ま
た
、
何
か
を
め
ぐ
る
感
覚
情
報
を
得
た

さ
い
、
同
じ
く
種
々
の
原=

パ
タ
ー
ン
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
過
程
が
な
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
そ
れ
が
○
○
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
。
こ
れ
が
人
間
に
お
け

る
「
認
識
」
の
成
立
過
程
を
め
ぐ
る
仮
説
で
あ
る
。

　

と
す
る
と
そ
の
原=

パ
タ
ー
ン
は
如
何
様
に
し
て
形
成
さ
れ
る
の
か
。

そ
れ
は
、
乳
幼
児
期
に
、
保
護-

育
成
者
か
ら
、
あ
れ
は
ワ
ン
ワ
ン
、
こ
れ

は
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
な
ど
と
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
す
る
と
次
第
に
頭
の

な
か
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
、
ワ
ン
ワ
ン
、
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
の
原=

パ
タ
ー
ン

が
蓄
積
さ
れ
て
ゆ
く
。
ち
な
み
に
ユ
ン
グ
の
元
型
的
な
表
象
（V

orstel-
lung, im

age and idea

）
に
由
来
す
る
原=

パ
タ
ー
ン
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
多
く
は
上
記
の
機
序
に
て
、
後
天
的
に
形
成
さ
れ
る
。

　

さ
て
そ
こ
で
、
臨
死
（
様
）
体
験
で
あ
る
。
何
ら
か
の
精
神
異
状
に
お

い
て
、
何
か
訳
の
分
か
ら
な
い
表
象
群
と
遭
遇
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ま
で

に
刷
り
込
ま
れ
た
、
臨
死
を
め
ぐ
る
原=

パ
タ
ー
ン
が
検
索
さ
れ
、
そ
こ

に
川
を
渡
る
、
光
と
遭
遇
す
る
、
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
と
い
っ
た
認
識
が
生

ず
る
。
そ
し
て
臨
死
を
め
ぐ
る
原=

パ
タ
ー
ン
も
時
代
や
文
化
に
よ
っ
て

異
な
る
。
た
と
え
ば
管
見
の
限
り
、
日
本
の
説
話
集
や
往
生
伝
に
は
、
ト

ン
ネ
ル
体
験
に
相
当
す
る
モ
チ
ー
フ
は
見
当
た
ら
な
い
。
恐
ら
く
現
代
人

は
、
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
・
ロ
ス
に
端
を
発
す
る
臨
死
状
態
の
研
究
結
果
を
原

=
パ
タ
ー
ン
と
し
て
刷
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
Ｐ
Ｍ
過
程
に
お
い
て

検
索
さ
れ
る
。
実
体
験
を
踏
ま
え
、
こ
う
考
察
す
る
次
第
で
あ
る
。

体
感
異
状
を
感
得
し
、
幻
覚
の
発
現
と
認
識
。
つ
づ
い
て
赤
・
青
・
緑
・

黄
色
の
光
が
走
り
、
や
が
て
そ
れ
ぞ
れ
の
色
の
立
方
体
が
出
現
す
る
。
と

そ
の
と
き
、
立
方
体
の
中
に
入
っ
て
は
ダ
メ
だ
と
の
考
え
が
浮
か
び
、
立

方
体
の
動
き
を
楽
し
む
だ
け
に
す
る
。
一
種
のLucid dream

（
明
晰

夢
）
状
態
。

　

事
例
③
二
〇
二
三
年
三
月
中
旬
│
│
肺
の
検
査
の
た
め
、
十
五
日
間
の

検
査-

環
境
隔
離
入
院
を
し
、
診
断
結
果
が
良
好
で
帰
宅
。
そ
の
翌
朝
、

山
奥
に
あ
る
村
落
の
調
査
が
終
わ
り
、
麓
に
あ
る
鉄
道
の
駅
を
目
指
す
。

途
中
で
道
に
迷
い
、
鳥
居
、
祠
、
石
碑
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
不
思
議
な
場
所

に
着
く
。
ふ
と
左
上
の
岩
壁
を
見
る
と
、
そ
こ
に
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
が
ポ

ッ
カ
リ
と
空
い
て
い
る
。
そ
こ
で
頭
か
ら
飛
び
込
む
と
、
次
第
に
加
速
し
、

や
が
て
明
る
く
輝
く
光
に
満
ち
た
出
口
が
見
え
、
外
に
出
た
途
端
に
目
が

覚
め
る
。
夢
う
つ
つ
の
な
か
、
魂
が
帰
宅
す
る
ま
で
半
日
ち
ょ
っ
と
か
か

っ
た
と
考
え
る
。

　

以
上
が
お
お
よ
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
な
お
い
ず
れ
も
心
肺
に
関

わ
る
疾
患
と
は
い
え
、
心
肺
停
止
に
は
到
っ
て
お
ら
ず
、
狭
義
で
の
臨
死

体
験
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
三
途
の
川
、
光
、
ト
ン
ネ
ル
の

モ
チ
ー
フ
が
な
に
ゆ
え
発
表
者
の
夢
や
幻
覚
に
現
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
後
半
は
、
パ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
│
│
以
下
、
Ｐ
Ｍ
と
略
記
│
│

理
論
を
介
し
て
、
そ
れ
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　

Ｐ
Ｍ
と
は
、
た
と
え
ば
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
│
│optical

（
光
学
的
）

character

（
文
字
）Reading

（
解
読
）
│
│
ソ
フ
ト
が
典
型
的
な
例

で
あ
り
、
手
書
き
の
文
字
を
光
で
ス
キ
ャ
ン
し
、
そ
の
図
像
パ
タ
ー
ン
を

取
り
込
む
。
そ
し
て
予
め
登
録
し
て
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
字
の
パ
タ
ー
ン

│
│
こ
れ
を
原げ

ん=

パ
タ
ー
ン
と
呼
ぶ
│
│
の
う
ち
、
取
り
込
ん
だ
図
像
の
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健
康
と
の
因
果
関
係
の
構
造
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
調
査
モ
デ
ル
や
分
析
を

よ
り
精
緻
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
性
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
セ
ラ
ピ
ー
の
方
法
論
や
臨
床
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
目
指
し
た

研
究
と
し
て
は
、Pearce

とPargam
ent

（2023

）
の
「Spiritual 

Com
petency T

raining in M
ental H

ealth

」
やPearce

とK
oe-

nig

（2014

）
の
「Religious Cognitive Behavioral T

herapy

（R 
CBT

）」
な
ど
が
あ
る
。
例
え
ば
、
後
者
の
認
知
行
動
療
法
と
諸
宗
教
の

概
念
と
の
融
合
を
目
指
し
たRCBT

で
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
思
考
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
際
に
積
極
的
に
聖
句
を
引
用
し
た
り
、
神
的
存
在
に
受
容

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
言
い
聞
か
せ
た
り
す
る
な
ど
、
宗
教
者
の
日
常
的
な

信
仰
に
適
応
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ 

ら
の
方
法
論
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
万
能
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

K
oenig

ら
（2020

）
は
、
宗
教
的
要
素
が
必
ず
し
も
精
神
的
健
康
を
促

進
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
宗
教
が
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
精
神
的
変
化

を
妨
げ
る
要
素
と
し
て
働
く
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
宗

教
と
の
交
わ
り
の
度
合
い
や
、
精
神
的
苦
痛
と
本
人
の
宗
教
的
要
素
と
の

結
び
つ
き
方
を
吟
味
し
た
上
で
使
用
す
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い

る
。
宗
教
的
因
子
の
扱
い
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
精
神
や
生
活
習
慣
内
で
の

位
置
づ
け
に
よ
っ
て
変
化
す
る
文
脈
依
存
的
な
も
の
で
あ
る
と
見
な
さ

れ
、
特
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
宗
教
の
普
遍
的
な
理
論
化

が
至
上
命
題
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
が
精
神
的
健
康
に
好
・
悪
影
響
を
及
ぼ
す
外
的
変
数
と
し
て
見
な
さ
れ

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
か
つ
てA

llport

やFrom
m

ら
人
間
性

心
理
学
者
は
個
人
の
内
的
な
宗
教
情
操
の
存
在
を
積
極
的
に
認
め
、
宗
教

臨
床
心
理
学
と
宗
教
を
め
ぐ
る
研
究
の
動
向

今
野　

啓
介

　

本
発
表
は
、
近
年
の
欧
米
を
中
心
と
し
た
臨
床
心
理
学
領
域
の
調
査
や

治
療
方
針
に
お
い
て
、「
宗
教
」
あ
る
い
は
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」

が
い
か
な
る
扱
わ
れ
方
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
と
考
察
を

試
み
た
も
の
で
あ
る
。
主
に
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
欧
米
の
「
臨
床
宗
教

心
理
学
者
」
た
ち
の
間
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
退
行
」
や
「
逃
避
」
と
い

っ
た
宗
教
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
、
治
療
に
積
極
的
に
関
与
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
発

行
の
複
数
の
論
文
雑
誌
に
は
現
在
も
継
続
的
に
論
文
が
投
稿
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
二
〇
〇
九
年
に
は
「Psychology of Religion and Spiritu-

ality

」
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

　

彼
ら
の
主
な
研
究
手
法
は
①
質
問
紙
法
を
用
い
た
統
計
調
査
、
②
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
も
と
に
し
た
セ
ラ
ピ
ー
の
方
法
論
や
臨
床
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

検
討
、
の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
に
お
い
て
はPargam

ent

ら

（2011, 2014

）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「T

he Religious and Spirit-
ual Struggle Scale

」、
お
よ
び
「Brief RCO

P

」
が
代
表
的
な
尺
度

と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
神
と
の
つ
な
が
り
に
対
す
る
肯

定
的
感
情
」「
見
捨
て
ら
れ
た
、
罰
を
受
け
た
な
ど
の
神
に
対
す
る
否
定

的
感
情
」「
悪
魔
に
攻
撃
さ
れ
て
い
る
感
覚
」「
人
生
の
意
味
や
目
的
に
対

す
る
葛
藤
」
な
ど
の
実
感
の
度
合
い
が
計
測
さ
れ
る
。
多
く
の
調
査
論
文

で
は
、
そ
れ
ら
の
因
子
と
精
神
的
健
康
状
態
や
幸
福
感
な
ど
の
変
数
と
の

関
連
性
が
求
め
ら
れ
、
宗
教
的
ま
た
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
因
子
が
個
人

の
精
神
に
与
え
る
好
・
悪
影
響
が
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
サ
ン
プ
ル

ご
と
の
文
化
的
背
景
や
そ
の
他
の
外
的
要
因
や
、
宗
教
的
因
子
と
精
神
的
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の
全
体
像
を
問
う
と
い
う
役
割
も
有
す
る
。
発
表
者
は
医
学
を
科
学
論
、

人
間
観
、
医
療
倫
理
（
制
度
）
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
、
実
現
す
べ
き
価
値

を
目
指
す
実
学
と
理
解
す
る
。
医
学
は
実
学
で
あ
り
、
人
間
観
と
も
関
わ

る
点
が
、
宗
教
と
医
学
を
架
橋
す
る
。
二
．
医
学
に
お
け
る
人
間
観
の
問

題
：
医
学
の
人
間
理
解
は
、
か
つ
て
の
「
生
物
医
学
モ
デ
ル
」
か
ら
、

「
生
物
心
理
社
会
モ
デ
ル
」、
さ
ら
に
「
生
物
心
理
社
会-

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
モ
デ
ル
」
へ
と
、
よ
り
包
括
的
な
モ
デ
ル
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
次
元
と
は
、「
生
き
て
い
る
意
味
や
価
値
に
つ
い
て
の

疑
問
」
に
関
わ
る
次
元
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
三
．
苦
悩
す
る
人

間
：
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
次
元
は
、
人
間
の
苦
悩
の
意
味
を
問
う
次
元
で

も
あ
る
。
精
神
科
医
の
フ
ラ
ン
ク
ル
は
「
人
間
が
深
淵
の
底
に
見
て
取
る

も
の
、
そ
れ
は
現
存
在
の
悲
劇
的
構
造
で
す
。
そ
こ
で
人
間
に
開
示
さ
れ

る
も
の
は
人
間
存
在
が
最
深
か
つ
最
終
的
に
受
苦
﹇Passion

﹈
で
あ
る

と
い
う
こ
と
、
人
間
の
本
質
は
苦
悩
す
る
人
間
、
苦
悩
人
（H

om
o pa-

tiens

）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」（
フ
ラ
ン
ク
ル
『
苦
悩
す
る
人
間
』）

と
述
べ
る
。
同
様
の
主
張
は
宗
教
者
に
も
認
め
ら
れ
、
例
え
ば
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
一
六
世
は
「
わ
た
し
た
ち
は
苦
し
み
を
避
け
、
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
い
や
さ
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
わ
た
し
た
ち

が
い
や
さ
れ
る
の
は
、
苦
し
み
を
受
け
入
れ
、
苦
し
み
を
通
し
て
成
長

し
、
キ
リ
ス
ト
と
一
致
す
る
こ
と
に
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
で

す
」（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
一
六
世
『
回
勅　

希
望
に
よ
る
救
い
』）
と
主
張
す

る
。
し
か
し
、
医
療
者
や
宗
教
者
は
、
こ
う
し
た
苦
悩
の
意
味
を
患
者
に

伝
え
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
か
。
四
．
医
学
と
宗
教
に
お
け
る
共
苦
の

問
題
に
つ
い
て
：
宗
教
者
に
も
医
療
者
に
も
共
に
要
請
さ
れ
る
の
は
、
苦

悩
す
る
「
病
む
人
」（
隣
人
）
と
「
共
苦
」
す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

的
な
成
熟
を
人
格
の
成
熟
の
必
須
要
件
と
し
て
見
な
し
て
い
た
。
し
か

し
、
現
代
の
宗
教
臨
床
心
理
学
者
に
お
け
る
宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
は
あ
く
ま
で
外
的
因
子
と
し
て
の
「
リ
ソ
ー
ス
」
に
過
ぎ
な
い
。
今
回

の
発
表
で
は
最
近
二
〇
年
間
分
の
心
理
学
研
究
を
扱
っ
た
が
、
発
表
者
は

二
〇
世
紀
の
間
に
生
起
し
衰
退
し
た
「
心
理
学
者
た
ち
の
宗
教
観
史
」
を

通
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
心
理
学
的
宗
教
研
究

に
新
鮮
な
解
釈
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

共
苦
す
る
医
療
者
と
宗
教
者

杉
岡　

良
彦

　

は
じ
め
に　

近
代
医
学
の
台
頭
以
降
、
宗
教
と
医
学
の
関
係
は
乖
離
し

た
よ
う
に
思
え
た
が
、
緩
和
医
療
の
広
が
り
や
臨
床
宗
教
師
の
台
頭
な
ど
、

現
在
で
は
両
者
の
関
係
が
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
と
医
学

の
関
係
は
多
様
な
観
点
か
ら
考
察
可
能
で
あ
る
が
、
本
発
表
で
は
医
学
哲

学
の
立
場
か
ら
両
者
の
関
係
を
考
え
る
。
ま
ず
医
学
の
全
体
像
を
提
示
し

な
が
ら
、
医
学
に
お
け
る
人
間
理
解
の
変
遷
を
概
観
す
る
。
次
に
、
精
神

科
医
の
フ
ラ
ン
ク
ル
に
よ
る
「
苦
悩
す
る
人
間
」
と
い
う
概
念
を
参
照
す

る
。
最
後
に
、
苦
悩
す
る
患
者
や
家
族
に
寄
り
添
う
医
療
者
と
宗
教
者
に

と
っ
て
も
、「
共
苦
」
す
る
と
い
う
態
度
や
能
力
へ
の
気
づ
き
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
一
．
医
学
哲
学
は
何
を
問
題
と
す
る
の
か
：
澤
瀉

久
敬
は
、
医
学
哲
学
を
「
現
在
の
医
学
を
反
省
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
良
い
医
学
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
学
問
」
と
理
解
し
、
医
学
の
本
質
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
澤
瀉
は
「
科
学
論
」・「
生
命

論
」・「
医
学
論
」
か
ら
彼
の
医
学
哲
学
を
構
築
（
一
九
四
〇
年
代
か
ら
六

〇
年
）。
さ
ら
に
、
医
学
哲
学
は
、
細
分
化
す
る
医
学
に
対
し
て
、
医
学
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要
素
か
ら
な
る
技
法
の
取
入
れ
が
米
国
に
お
い
て
興
隆
し
て
い
る
。
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
宗
教
的
文
化
的
背
景
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト

し
た
上
で
そ
れ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
適
応
改
善
効
果
が
促
進
さ
れ
る

臨
床
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
代
表
例
と
し
て
カ
バ
ッ

ト
・
ジ
ン
に
よ
る
「
禅
」
を
取
り
入
れ
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
等
の
宗
教

的
技
法
（M

BSR

・M
BCT

）
の
積
極
的
導
入
は
欧
米
の
臨
心
理
床
現

場
で
は
常
態
化
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
に
お
い
て
は
宗
教
や
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
偏
っ
た
見
方
が
依
然
と
し
て
一
般
的
に
あ
る
た

め
、
日
本
に
お
け
る
心
理
臨
床
的
支
援
上
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
宗

教
の
果
た
せ
る
役
割
と
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
実
証
的
研
究
が
極
め
て

少
な
い
。

【
質
問
紙
構
成
】「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
認
知
尺
度
」（
独
立
変
数
）、

「Subjective W
ell-Being

（
主
観
的
幸
福
感
）
尺
度
」・「
対
人
ス
ト
レ

ス
コ
ー
ピ
ン
グ
尺
度
」（
従
属
変
数
）
と
し
て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

的
認
知
が
適
応
と
対
処
行
動
に
ど
の
よ
う
な
要
因
が
影
響
を
与
え
て
い
る

か
を
多
変
量
解
析
に
よ
っ
て
証
明
す
る
。
因
子
分
析
に
よ
る
各
因
子
間
の

重
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。（
二
〇
二
三
年
六
月
追
試
）

【
結
果
と
分
析
】「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
認
知
」
の
「
適
応
感
」
に

与
え
る
影
響
の
検
討
を
行
っ
た
。
各
因
子
分
析
で
は
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
的
認
知
尺
度
」
六
因
子
を
独
立
変
数
、「Subjective W

ell-Being

（
主
観
的
幸
福
感
）」
三
因
子
尺
度
を
従
属
変
数
と
し
た
重
回
帰
分
析
を
実

施
し
た
結
果
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
認
知
「
人
生
の
意
味
」
因
子
が
、

「subjective w
ell-being

（
主
観
的
幸
福
感
）」
の
全
因
子
「
自
己
信
頼

感
」「
満
足
感
」「
幸
福
感
」
に
有
意
な
正
の
影
響
（
項
目
例
：「
人
生
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
様
々
な
経
験
が
結
局
は
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

わ
れ
わ
れ
は
人
生
の
様
々
な
苦
難
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
無
力
で
あ
り
、

他
者
の
痛
み
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
無
関
心
で
あ
り
、
残
酷
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
人
間
が
他
者
に
何
も
で
き
な
い
と
感
じ
る
時
こ
そ
、
わ
れ
わ

れ
は
病
者
や
苦
悩
す
る
人
た
ち
に
た
だ
寄
り
添
い
、「
共
に
・
苦
し
む
」

（com
-passion

）
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
ル
は
人
間
を

「
苦
悩
す
る
人
間
」（H

om
o patiens

）（
フ
ラ
ン
ク
ル
『
苦
悩
す
る
人

間
』）
で
あ
る
と
理
解
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
一
人
の
人
間
に
注
目
し
た

見
方
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
人
間
が
本
質
的
に
一
人
で
は
生
き
て
い
く
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
、
苦
悩
す
る
人
間
は
同
じ
よ
う
に
苦
悩
す
る
人
々
と

の
関
わ
り
の
中
で
生
き
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
人
間
を
特
徴
づ
け

る
表
現
と
し
て
「
共
苦
す
る
人
間
」（H

om
o com

patiens

）
を
取
り
上

げ
た
い
。
人
間
が
他
者
の
た
め
に
共
に
苦
悩
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

人
間
の
能
力
で
あ
り
、
業
績
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
人
間
の
本
質

が
顕
在
化
す
る
の
が
医
療
の
現
場
で
あ
る
。
宗
教
と
医
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ

固
有
の
方
法
や
対
象
領
域
を
有
す
る
。
そ
し
て
両
者
は
、
厳
し
い
試
練
に

直
面
し
た
人
間
と
人
間
が
共
苦
し
な
が
ら
「
救
済
」
と
「
治
療
」
を
目
指

し
て
協
調
し
あ
う
相
補
的
か
つ
実
践
的
領
域
な
の
で
あ
る
。

宗
教
と
認
知
行
動
的
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

│
│ 

心
理
支
援
上
の
宗
教
の
役
割 

│
│

山
﨑　

洋
史

【
目
的
】
本
研
究
は
、
日
本
に
お
け
る
心
理
臨
床
上
の
宗
教
の
役
割
に
つ

い
て
宗
教
と
認
知
行
動
的
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
観
点
か
ら
実
証
的
に

明
ら
か
に
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
。

　

心
理
臨
床
に
お
い
て
は
二
千
年
以
降
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
宗
教
的
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理
臨
床
研
究
が
必
要
と
な
る
。
現
在
、
高
齢
化
の
社
会
的
背
景
の
影
響
も

あ
り
、
求
め
ら
れ
て
い
る
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ケ
ア
」
の
文
脈
か
ら
も
、

今
回
本
研
究
は
青
年
期
対
象
に
行
わ
れ
た
が
、
成
人
・
老
人
期
に
お
け
る

発
達
的
認
知
変
容
の
調
査
が
今
後
求
め
ら
れ
る
。

自
死
に
対
す
る
大
学
生
の
意
識

冲
永　

隆
子

　

教
員
に
よ
る
不
適
切
な
指
導
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
子
ど
も
の
自
殺

を
、
遺
族
や
研
究
者
が
「
指
導
死
」
と
呼
ん
で
い
る
。
今
回
、
発
表
者
が

担
当
の
「
生
命
倫
理
」
講
義
で
、
大
学
生
一
―
四
年
生
に
「
指
導
死
」
に

つ
い
て
の
意
見
を
求
め
、
ま
た
、
発
表
者
が
関
わ
る
高
校
生
へ
の
論
文
指

導
で
、
あ
る
高
校
生
に
大
学
生
の
意
見
を
読
ん
で
作
成
し
て
も
ら
っ
た
論

文
「
指
導
死
〜
な
ぜ
指
導
で
子
ど
も
は
死
ん
で
し
ま
う
の
か
〜
」
を
紹
介

し
、
今
後
の
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
教
師
や
親
か
ら
の
体

罰
や
い
じ
め
、
子
ど
も
の
自
殺
報
道
か
ら
興
味
を
持
ち
始
め
た
こ
の
高
校

生
は
、
学
校
側
の
不
適
切
な
指
導
の
末
、
子
ど
も
が
自
死
し
た
二
つ
の
事

例
を
紹
介
し
、
考
察
を
行
っ
た
。

　

事
例（
Ⅰ
）は
二
〇
〇
四
年
三
月
一
〇
日
、
長
崎
市
内
の
学
校
で
、
ラ
イ

タ
ー
遊
び
と
た
ば
こ
所
持
へ
の
担
任
か
ら
受
け
た
指
導
に
よ
り
命
を
絶
っ

た
中
学
二
年
生
雄
大
く
ん
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
指
導
が
行
わ
れ
た
場
所

は
、
僅
か
九
〇
セ
ン
チ
四
方
の
掃
除
用
具
入
れ
の
中
や
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

で
窓
を
覆
い
外
か
ら
の
光
を
遮
断
し
た
教
室
な
ど
。
雄
大
く
ん
は
教
師
に

喫
煙
を
知
る
友
達
の
名
前
を
言
わ
さ
れ
る
な
ど
し
た
後
、「
ト
イ
レ
に
行

く
」
と
告
げ
、
校
舎
か
ら
飛
び
降
り
自
殺
し
た
。
死
亡
翌
日
の
会
見
で
学

校
側
は
「
不
適
切
な
指
導
は
な
か
っ
た
」
と
説
明
し
、
市
教
委
に
自
殺
を

か
る
。
良
い
事
も
不
都
合
な
事
も
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
何
か
の
意
味

や
必
要
性
が
有
っ
て
起
き
て
い
る
。」
等
が
、
強
い
影
響
を
示
し
て
い
た
。

②
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
認
知
」
の
「
行
動
」
に
与
え
る
影
響
の
検

討
を
行
っ
た
。
因
子
分
析
で
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
認
知
尺
度
」
六

因
子
を
独
立
変
数
、「
対
人
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
尺
度
」
七
因
子
を
従

属
変
数
と
し
た
重
回
帰
分
析
を
実
施
し
た
結
果
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

的
認
知
（
信
念
）「
人
生
の
意
味
」「
崇
高
な
力
の
認
知
」
因
子
が
、
社
会

的
適
応
力
向
上
の
因
子
「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
型
コ
ー
ピ
ン
グ
」
に
有
意
な

正
の
影
響
（
項
目
例
：「
神
様
仏
様
は
い
つ
も
、
あ
な
た
の
こ
と
を
見
て

い
ま
す
。
あ
な
た
を
助
け
、
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。」「
人
と
し
て
良
心

に
従
っ
て
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
す
る
人
に
は
、
必
ず
神
様
仏
様
の
助

け
が
得
ら
れ
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
良
い
方
へ
行
く
よ
う
に
守
っ
て
く
れ

る
の
で
す
。」）

【
考
察
・
課
題
】
日
本
に
お
け
る
青
年
期
対
象
の
心
理
支
援
に
お
い
て

「
人
生
の
意
味
」
の
把
握
や
、
現
在
・
過
去
・
未
来
へ
続
く
時
間
的
思
考

の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
的
認
知
「
崇
高
な
力
の
認
知
」
が
、
適
応
に
影

響
力
を
持
つ
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
第
三
代
認
知
行
動
療
法
の
経
験
的
プ

ロ
セ
ス
・
技
法
の
有
効
で
あ
る
と
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
一
つ
が
、
本
研
究

の
多
変
量
解
析
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
。
一
方
、
心
理
支
援
プ
ロ
セ
ス
に

宗
教
的
技
法
を
取
入
れ
る
こ
と
が
世
界
的
に
世
俗
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

現
状
が
あ
る
。
宗
教
が
心
理
支
援
に
効
果
を
も
た
ら
す
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し

て
宗
教
と
認
知
行
動
的
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
な
わ
ち
心
理
臨
床
的
支

援
上
の
宗
教
の
役
割
に
関
す
る
更
な
る
実
証
的
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。

　

心
理
支
援
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
認
知
機
能
に
依
存
す
る
た
め
、
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
発
達
に
即
し
た
、
日
本
の
実
態
に
即
し
た
宗
教
的
文
化
的
な
心
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寛
容
な
学
校
の
問
題
が
あ
る
。
大
人
や
頼
れ
る
人
に
相
談
で
き
ず
に
逃
げ

場
が
な
く
、
最
終
的
に
死
を
選
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
命
を
粗

末
に
し
た
結
果
で
は
な
い
。
こ
こ
に
発
表
者
は
加
害
者
側
の
「
無
自
覚
」

が
「
指
導
死
」
の
要
因
の
一
つ
だ
と
考
え
る
。
ま
だ
十
数
年
し
か
生
き
て

い
な
い
子
ど
も
に
気
づ
か
せ
る
の
は
難
し
い
。
最
終
的
に
答
え
の
出
な
い

難
問
で
は
あ
る
が
、
教
師
が
素
早
く
子
ど
も
の
苦
悩
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
く

こ
と
が
大
切
で
は
あ
る
が
、
参
加
者
よ
り
今
の
学
校
教
育
の
現
場
は
と
て

も
過
酷
で
教
師
側
に
余
裕
が
な
い
こ
と
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
学
校
や
社

会
全
体
が
抱
え
る
闇
の
部
分
で
あ
る
。

　

こ
の
テ
ー
マ
は
正
解
の
な
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、「
子
ど
も
が
悪
い
」
や

「
大
人
が
悪
い
」
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
徹
底
的

に
考
え
、
多
角
的
に
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
答
え
が
出
な
い
か
ら

と
い
っ
て
考
え
る
こ
と
を
放
棄
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

指
導
で
死
ぬ
﹇
指
導
死
﹈
と
い
う
非
合
理
的
な
言
葉
を
、
指
導
で
生
き

る
﹇
指
導
生
﹈
と
い
う
合
理
的
な
も
の
に
変
え
て
、
そ
れ
を
あ
た
り
ま
え

と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

「
事
故
」
と
し
て
報
告
し
た
。

　

事
例（
Ⅱ
）は
、
中
学
一
年
生
碧
く
ん
が
水
泳
部
の
顧
問
に
よ
る
指
導
直

後
、
母
親
に
「
今
ま
で
あ
り
が
と
う
」
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
遺
し
て
自
殺
し
た

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
顧
問
に
よ
り
年
賀
状
を
送
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
碧
く

ん
が
善
意
で
顧
問
の
住
所
を
全
員
に
知
ら
せ
る
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
投

稿
し
た
が
、
顧
問
か
ら
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を
理
由
に
個
室
で
四
〇
分

叱
責
さ
れ
た
。
さ
ら
に
近
隣
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
両
替
機
の
お
金
を
盗

ん
だ
疑
い
で
事
情
徴
収
を
二
〇
分
受
け
、
本
人
は
関
与
否
定
の
後
自
殺
し

た
。

　

事
例（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）を
踏
ま
え
て
、
発
表
者
は
、
高
校
生
と
大
学
生
と
の
対

話
を
経
て
、
以
下
の
よ
う
に
検
討
を
行
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
教
師
に
関
わ

っ
た
子
ど
も
が
最
終
的
に
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
「
指
導
死
」
と
呼
ぶ
と

こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。「
指
導
」
し
て
数
時
間
後
に
子
ど
も
が

死
ん
で
し
ま
う
の
は
、「
指
導
」
で
は
な
く
「
虐
待
」
と
し
て
認
識
さ
れ

て
も
仕
方
が
な
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
複
数
に
よ
る
書
き
込
み
で
、「
指
導

死
」
が
生
じ
る
要
因
に
「
自
殺
し
た
子
ど
も
側
の
問
題
」
や
「
学
校
の

『
い
の
ち
』
教
育
の
欠
如
』
と
い
う
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
は
的
外
れ
な
指
摘
で
あ
る
。「『
い
の
ち
』
の
大
切
さ
を
教
え
る
教
育
が

必
要
、
な
ぜ
な
ら
ば
『
い
の
ち
』
を
粗
末
に
し
、
大
切
に
し
な
い
子
ど
も

が
増
え
て
き
た
か
ら
」
と
い
う
議
論
も
焦
点
が
ず
れ
て
い
る
。

　

発
表
者
は
、「
指
導
死
」
の
起
因
の
一
つ
に
、
教
師
の
想
像
力
の
欠
如

と
、
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
行
動
が
で
き
な
か
っ
た
大
人
、
社

会
全
体
の
責
任
が
大
き
い
と
考
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
対
話
が
苦
手
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
く
で
き
な
い
子
ど
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
到

来
、
学
校
や
社
会
を
信
用
し
よ
う
と
す
る
子
ど
も
と
そ
れ
を
許
さ
な
い
不
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照
明
学
派
に
お
け
る
想
像
的
境
域
と
そ
の
存
在
論
化
と
に
つ
い
て

宮
島
　
　
舜

　

夢
想
を
含
む
想
像
的
境
域
お
い
て
立
ち
現
わ
れ
る
形
相
の
位
置
づ
け
は

イ
ス
ラ
ム
世
界
の
哲
学
に
お
い
て
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ス
フ

ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
が
そ
の
主
た
る
提
唱
者
と
し
ば
し
ば
看
做
さ
れ
て
き
た
形

象
界
（‘ālam

 al-m
it– āl

）
の
概
念
は
、
想
像
的
形
相
を
め
ぐ
る
後
代
の

思
想
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
本
論
で
は
、
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
そ

の
ひ
と
に
お
け
る
想
像
的
境
域
あ
る
い
は
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
浮
游
す
る
形

相
（al-s. uw

ar al-m
u
‘allaqah

）
の
実
際
と
、
そ
れ
を
刷
新
さ
せ
た
シ

ャ
フ
ラ
ズ
ー
リ
ー
の
テ
ク
ス
ト
を
た
ど
り
、
両
者
の
あ
い
だ
に
認
識
論
的

動
因
か
ら
存
在
論
的
措
定
へ
と
い
う
転
換
を
見
出
す
。

　
『
照
明
哲
学
』（H. ikm

at al-išrāq
）
の
議
論
に
お
い
て
浮
游
す
る
形

相
は
ま
ず
も
っ
て
認
識
論
的
に
導
来
す
る
。
別
言
す
れ
ば
、
か
れ
に
お
い

て
こ
と
が
ら
は
志
向
性
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
。
そ
れ
は
浮
游
す
る

形
相
の
理
論
が
、
同
書
の
論
理
的
機
序
の
う
え
で
は
、
鏡
像
を
め
ぐ
る
議

論
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
自
然
学
的
な
視
覚
論
に
発

源
す
る
事
実
か
ら
判
然
す
る
。
他
方
で
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
は
自
身
が

「
世
界
」（‘ālam

）
と
呼
ぶ
も
の
に
た
い
し
て
そ
れ
を
存
在
論
的
に
明
確

な
仕
方
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ

ー
が
挙
げ
る
諸
々
の
「
世
界
」
を
同
一
面
に
投
影
し
階
層
的
に
構
造
化
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
し
て
や
後
代
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
中
間
世
界

と
し
て
の
形
象
界
の
定
着
も
か
れ
の
う
ち
に
は
見
出
し
え
な
い
。
こ
の
背

景
に
は
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
が
│
│
別
し
て
『
照
明
哲
学
』
に
お
い
て
明

瞭
に
│
│
採
っ
た
方
法
論
が
あ
る
。
同
書
に
お
い
て
か
れ
は
過
去
の
偉
大

な
哲
学
者
や
賢
人
た
ち
の
名
を
、
超
脱
的
境
位
を
め
ぐ
っ
て
か
れ
ら
が
残

し
た
証
言
を
引
用
す
る
。
そ
の
よ
う
な
先
哲
の
観
照
を
も
っ
て
か
れ
は
自

身
の
理
論
を
補
強
す
る
の
だ
が
、
こ
と
に
重
要
な
の
は
そ
れ
が
か
れ
自
身

の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
浮
游
す
る
形
相
を
含
む
種
々
の
世

界
の
実
在
を
か
れ
が
措
定
し
た
こ
と
を
証
示
す
る
さ
い
に
こ
ん
に
ち
の
研

究
者
た
ち
に
よ
り
頻
々
と
引
照
さ
れ
る
『
照
明
哲
学
』
第
二
部
第
五
巻
第

三
章
二
四
七
節
で
は
、
か
れ
は
自
分
自
身
の
経
験
を
一
人
称
的
に
記
述
す

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
か
れ
自
身
の
観
照
が
こ
れ
ま
で
の
偉
大
な

哲
学
者
た
ち
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
事
実
が
か
れ
に
み
ず
か
ら
の
哲
学
の

正
し
さ
を
確
信
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
延
い
て
は
（
ヘ
ル
メ
ス
か
ら
連
綿
と

世
界
の
賢
者
た
ち
に
継
承
さ
れ
て
き
た
が
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
哲
学
者
た

ち
の
多
く
に
は
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
）「
真
の
哲
学
」
の
継
承
者
を
か
れ

に
み
ず
か
ら
も
っ
て
任
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
た
い
し
て
シ
ャ
フ
ラ
ズ
ー
リ
ー
の
形
象
界
論
に
は
か
れ
自
身
の

一
人
称
的
な
観
照
の
記
述
は
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
か
れ
は
そ
う
し
た
超

脱
的
境
位
を
も
た
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
浮
游

す
る
形
相
の
理
論
化
に
お
い
て
か
れ
が
採
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ス
フ
ラ
ワ
ル

デ
ィ
ー
と
同
じ
で
は
な
い
。
シ
ャ
フ
ラ
ズ
ー
リ
ー
は
観
照
か
ら
経
験
論
的

な
理
論
構
築
を
は
か
る
の
で
は
な
く
し
て
み
ず
か
ら
の
形
而
上
学
的
な
枠

ぐ
み
に
基
づ
き
別
な
る
霊
的=

精
神
的
な
領
野
の
世
界
的
存
立
性
を
構
想

し
そ
の
存
在
を
実
証
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
か
れ
は
ス
フ
ラ
ワ
ル

デ
ィ
ー
が
提
示
し
た
浮
游
す
る
形
相
の
形
而
上
学
的
存
立
構
造
を
│
│
い

ま
だ
十
全
と
は
言
え
な
い
も
の
の
│
│
解
明
す
る
こ
と
に
努
め
、
さ
ら
に

知
性
界
と
感
性
界
と
に
挟
ま
れ
た
中
間
世
界
と
し
て
形
象
界
を
構
造
化

し
、
形
象
界
に
宇
宙
論
的
根
拠
を
あ
た
え
よ
う
と
し
た
。
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ

ィ
ー
に
お
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
志
向
性
の
問
題
と
さ
れ
た
浮
游
す
る
形
相
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傾
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
精
神
的
な
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
た
。
両

著
作
は
と
も
に
自
己
の
完
成
を
目
指
す
と
い
う
目
的
に
お
い
て
は
共
通
す

る
が
、
前
者
が
極
限
を
目
指
す
モ
デ
ル
で
あ
る
一
方
、
後
者
は
霊
魂
の
状

態
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
自
己
の
性
質
が
中
庸
と
な
る
よ
う
調
整

す
る
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

両
者
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
著
作
群
に

頻
出
す
る
「
修
養
（sulūk

）」
概
念
を
包
括
的
に
分
析
し
、
そ
の
な
か

に
上
記
の
二
つ
の
倫
理
観
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
る
。
ト
ゥ
ー
ス
ィ

ー
に
よ
る
と
、
人
間
は
神
に
よ
っ
て
無
か
ら
創
造
さ
れ
る
が
、
順
に
存

在
、
知
識
、
能
力
、
意
図
を
与
え
ら
れ
る
。
修
養
と
は
こ
れ
と
逆
に
、
意

図
、
能
力
、
知
識
、
存
在
の
順
で
神
の
中
に
消
滅
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
階
梯
を
順
に
、
満
足
（rid. ā

）、
信
頼

（taw
akkul

）、
服
従
（taslīm

）、
唯
一
性
の
民
の
階
梯
（m

aqām
-i 

ahl-i w
ah. dat

）
と
呼
び
表
す
。
こ
の
よ
う
な
階
梯
論
は
彼
の
他
の
著
作

で
も
同
様
に
論
じ
ら
れ
る
が
、T

aw
allā w

a tabarrā

に
お
い
て
は
人

間
の
霊
魂
を
動
物
霊
魂
、
理
性
霊
魂
、
知
性
に
わ
け
、
こ
れ
ら
と
イ
マ
ー

ム
に
つ
い
て
多
重
的
な
主
従
関
係
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
議
論
を
展
開
す

る
。
人
間
の
欲
求
と
憤
激
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
欠
い
た
状
態
で
は
望
ま
し

く
な
い
が
、
以
上
の
主
従
関
係
が
確
立
す
る
と
、
高
次
で
完
全
な
も
の
に

変
化
し
て
い
く
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
はA

khlāq-i N
ās. irī

で
描
か
れ
る
美
徳
の
モ
デ
ル
と
同
様
と
い
え
よ
う
。
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
は

「
こ
れ
ら
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
残
る
は
満
足
や
服
従
に
お
け
る
信
仰
者
の

完
成
で
あ
る
」
と
宣
言
し
、
先
述
の
階
梯
論
を
展
開
す
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
霊
魂
に
お
け
る
調
整
は
修
養
を
完
遂
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
晩
年
に
著
さ
れ
たA

w
s. āf al-ashrāf

の

が
、
シ
ャ
フ
ラ
ズ
ー
リ
ー
に
お
い
て
は
一
つ
の
世
界
と
し
て
存
在
論
的
に

構
造
化
さ
れ
た
。

　

か
く
し
て
シ
ャ
フ
ラ
ズ
ー
リ
ー
は
、
か
れ
じ
し
ん
そ
う
認
め
る
よ
う
に

ど
こ
で
も
な
い
場
所
で
あ
る
は
ず
の
形
象
界
を
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
展

開
し
た
。
形
象
界
に
お
け
る
質
料
的
な
場
所
性
は
師
に
倣
っ
て
認
め
な
い

か
れ
は
、
い
わ
ば
非
場
所
的
空
間
と
し
て
の
精
神
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を

構
想
し
た
。
か
れ
の
哲
学
に
お
い
て
は
精
神
が
い
わ
ば
地
誌
学
者
の
手
並

み
で
解
き
あ
か
さ
れ
、
未
知
な
る
驚
異
の
世
界
像
が
精
神
的
領
野
に
映
し

だ
さ
れ
る
。

ナ
ス
ィ
ー
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
倫
理
学
と
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

西
山
　
尚
希

　

本
報
告
は
、
哲
学
者
と
し
て
も
著
名
な
シ
ー
ア
派
学
者
で
あ
る
ナ
ス
ィ

ー
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
（N
as. īr al-D

īn al-T. ūsī 

一
二
七

四
年
没
）
の
倫
理
思
想
に
お
け
る
哲
学
的
理
論
と
神
秘
主
義
的
議
論
の
関

連
性
に
つ
い
て
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
は
、
未
だ
ほ
と

ん
ど
の
シ
ー
ア
派
学
者
た
ち
が
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ

た
時
代
で
あ
り
な
が
ら
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て
肯
定
的
に
記
述
す
る

A
w

s. āf al-ashrāf

を
晩
年
に
著
し
た
。
本
著
の
中
で
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
は

神
の
唯
一
性
の
中
へ
の
消
滅
（fanā ’

）
を
志
向
す
る
修
行
論
・
階
梯
論

を
展
開
し
た
。
一
方
、
彼
は
プ
ラ
ト
ン
以
来
の
伝
統
に
従
っ
て
哲
学
的
視

点
か
ら
倫
理
学
を
論
じ
るA

khlāq-i N
ās. irī

を
著
し
た
が
、本
著
で
は
、

人
間
が
目
指
す
べ
き
美
徳
は
、
自
身
の
動
物
霊
魂
を
理
性
霊
魂
に
服
従
さ

せ
、
霊
魂
の
性
質
が
過
不
足
な
く
中
庸
な
状
態
に
な
る
こ
と
で
実
現
さ
れ

る
と
説
い
た
。
そ
し
て
美
徳
を
有
す
る
な
ら
ば
そ
れ
を
保
持
し
、
悪
徳
に
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ク
ザ
ー
ヌ
ス
と
イ
ス
ラ
ー
ム 

│
│ 

セ
コ
ビ
ア
の
フ
ア
ン
宛
書
簡 

│
│

矢
内
　
義
顕

　

一
四
五
三
年
五
月
二
九
日
、
ト
ル
コ
の
ス
ル
タ
ン
・
メ
フ
メ
ト
二
世
に

よ
り
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
が
陥
落
す
る
。
教
皇
ニ
コ
ラ
ウ
ス
五
世

は
十
字
軍
召
集
を
目
論
む
。
こ
れ
に
驚
愕
し
、
ま
た
憂
慮
し
た
一
人
が
ク

ザ
ー
ヌ
ス
の
旧
友
セ
コ
ビ
ア
の
フ
ア
ン
だ
っ
た
。
翌
年
一
二
月
二
日
彼
は
、

旧
友
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス
宛
に
長
文
の
書
簡
を
送
る
。
そ
れ
は
三
つ
の
点
に
関

し
て
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
意
見
を
聴
く
た
め
だ
っ
た
。
第
一
は
十
字
軍
の
召
集

に
つ
い
て
、
第
二
は
ム
ス
リ
ム
を
軍
事
力
で
は
な
く
、
理
性
に
基
づ
い
て

「
改
宗
」
に
導
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
第
三
に
コ
ー
ラ

ン
の
新
た
な
翻
訳
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ク
ザ
ー
ヌ

ス
は
、
同
年
一
二
月
二
九
日
フ
ア
ン
宛
に
返
信
を
送
る
。

　
（
一
）ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
、
ト
ル
コ
に
対
す
る
軍
事
的
な
防
衛
は
別
と
し
て

「
十
字
軍
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
希
望
は
な
い
」（de passagio spes 

nulla

）
と
述
べ
る
。
む
ろ
ん
彼
自
身
も
十
字
軍
に
は
反
対
で
あ
る
。（
二
）

ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
、
理
性
に
基
づ
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
処
す
る
こ
と
に
賛

成
す
る
が
、
彼
が
目
指
す
の
は
、
ム
ス
リ
ム
の
改
宗
で
は
な
く
、
ム
ス
リ

ム
と
の
「
対
話
」（colloquia

）
で
あ
る
。
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
批

判
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
的
テ
ー
マ
を
、（
聖
書
に
拠
ら
ず
）
理
性

的
な
諸
根
拠
に
基
づ
い
て
ど
の
よ
う
に
説
明
す
べ
き
か
を
、
コ
ー
ラ
ン
に

言
及
し
つ
つ
簡
潔
に
提
示
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
三
位
一

体
、
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
的
本
性
と
人
間
本
性
の
ヒ
ュ
ポ
ス
タ
シ
ス
的

（
ペ
ル
ソ
ナ
的
）
結
合
、
キ
リ
ス
ト
教
の
天
国
と
は
異
な
る
イ
ス
ラ
ー
ム

の
楽
園
理
解
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
そ
し
て
聖
餐
の
秘
蹟
の
五
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
『
信
仰
の
平
和
』（
一
四
五
三
年
）

第
五
章
で
は
、
修
養
を
達
成
し
た
際
の
状
態
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
が
、

そ
こ
で
も
満
足
、
信
頼
、
服
従
、
唯
一
性
が
立
項
さ
れ
て
お
り
、
ト
ゥ
ー

ス
ィ
ー
は
一
貫
し
て
神
秘
主
義
の
修
行
論
・
階
梯
論
を
中
心
と
し
た
「
修

養
」
概
念
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
はA

khlāq-i N
ās. irī

に
お
い
て
、
人
間
の
完
成
に
は

知
的
能
力
（qūw

at-i ‘ilm
ī

）
と
実
践
的
能
力
（qūw

at-i ‘am
alī

）
の
両

面
で
の
完
成
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
。
前
者
は
、
自
身
の
憧
憬
を
知
識

に
向
け
、
最
終
的
に
タ
ウ
ヒ
ー
ド
の
世
界
や
合
一
の
階
梯
（m
aqām

-i 
ittih. ād

）
に
達
す
る
こ
と
と
し
、
一
方
で
実
践
的
能
力
の
完
成
と
は
、

特
定
の
能
力
や
行
為
を
序
列
化
・
秩
序
化
し
、
ま
た
家
庭
と
都
市
を
経
綸

す
る
こ
と
だ
と
論
じ
る
。
さ
ら
に
、
本
書
は
後
者
の
能
力
の
完
成
に
つ
い

て
述
べ
る
と
し
た
う
え
で
、
両
能
力
の
完
成
は
そ
れ
ぞ
れ
形
相
と
質
料
の

関
係
に
あ
り
、
両
方
が
不
可
欠
で
あ
る
と
付
言
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

霊
魂
の
能
力
を
調
整
し
中
庸
な
状
態
を
実
現
し
た
者
は
、
知
的
能
力
の
完

成
の
最
終
局
面
と
し
て
、
意
図
か
ら
存
在
ま
で
が
順
に
消
滅
す
る
過
程
を

進
む
と
い
う
構
図
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

以
上
か
ら
、
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー
の
倫
理
観
は
基
本
的
に
哲
学
を
ベ
ー
ス
に

し
て
い
る
も
の
の
、
神
秘
主
義
的
階
梯
論
・
修
行
論
は
彼
の
初
期
の
著
作

か
ら
す
で
に
彼
の
実
践
哲
学
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
彼
の
倫
理
観

に
お
い
て
哲
学
と
神
秘
主
義
は
密
接
に
融
合
し
て
い
た
と
結
論
付
け
ら
れ

る
。

　
（
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP23K

J0618

の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
す
。）
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著
『
サ
ラ
セ
ン
人
の
心
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
神
的
な
霊
の
剣
』
を
残
し
て

歿
す
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
翻
訳
そ
の
も
の
は
失
わ
れ
、
長
文
の
「
序

文
」
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
も
『
コ
ー
ラ
ン
の
精
査
』
を

執
筆
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
促
さ
れ
教
皇
ピ
ウ
ス
二
世
も
ス
ル
タ
ン
・
メ
フ
メ

ト
二
世
に
長
文
の
書
簡
を
送
る
が
、
む
ろ
ん
対
話
の
た
め
の
扉
が
開
か
れ

る
こ
と
は
な
い
。
教
皇
は
同
時
に
十
字
軍
遠
征
の
準
備
を
進
め
る
。
一
四

六
四
年
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
十
字
軍
遠
征
の
た
め
ア
ン
コ
ナ
に
向
か
う
途
中
、

ウ
ン
ブ
リ
ア
の
ト
ー
デ
ィ
で
病
に
倒
れ
、
八
月
十
一
日
に
同
地
で
死
去
、

ピ
ウ
ス
二
世
も
、
そ
の
三
日
後
八
月
十
四
日
に
ア
ン
コ
ナ
で
歿
す
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
医
学
書
に
お
け
る
創
造
主
の
讃
美

矢
口
　
直
英

　

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、『
諸
器
官
の
裨
益
に
つ
い
て
』
と
い
う
解
剖

学
的
文
献
が
普
及
し
た
。
こ
れ
は
ガ
レ
ノ
ス
（
二
一
六
／
七
年
没
）
の

『
諸
器
官
の
用
途
に
つ
い
て
』（
以
下
『
諸
器
官
の
用
途
』）
の
前
半
部
分

を
簡
約
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
編
纂
さ
れ
た
原
本
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。『
諸
器
官
の
用
途
』
の
随
所
で
は
創
造
主
（
ま
た
は
自
然
）

が
讃
美
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
箇
所
は
『
諸
器
官
の
裨
益
に
つ
い
て
』

で
は
乏
し
い
。
こ
れ
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
原
本
、
ひ
い
て
は
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
に
お
け
る
医
学
書
で
も
同
様
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
、
例
え
ば
神
学
者
ガ
ザ
ー
リ
ー
（
一
一
一
一
年

没
）
は
解
剖
の
理
解
が
神
の
理
解
に
繋
が
る
と
い
う
主
旨
の
文
章
を
残
し

て
お
り
、
哲
学
者
イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
（
一
一
九
八
年
没
）
に
も
類
似
の

発
言
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
も
解
剖
学

を
通
じ
た
創
造
主
の
讃
美
と
い
う
概
念
は
存
在
し
た
と
言
え
る
。
一
方
、

と
『
コ
ー
ラ
ン
の
精
査
』（
一
四
六
一
年
）
の
精
緻
な
議
論
を
参
照
す
る

方
が
よ
か
ろ
う
。（
三
）コ
ー
ラ
ン
の
新
し
い
翻
訳
を
企
て
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
賛
成
す
る
。

　

本
書
簡
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
が
イ
ス
ラ
ー
ム
（
ト
ル
コ
）

と
の
対
話
に
至
る
た
め
の
具
体
的
な
道
筋
・
方
策
を
提
示
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は（
１

）ま
ず
対
話
に
至
る
た
め
の
交
渉
は
、
世
俗
の
君
侯

の
力
を
借
り
る
こ
と
、（
２

）イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
（
サ
ラ
セ
ン
人
）
で
キ
リ

ス
ト
教
信
仰
を
守
っ
て
い
る
「
熱
心
な
信
仰
者
」
を
集
め
る
こ
と
。（
３

）

こ
の
招
集
に
は
「
商
人
た
ち
」
の
手
を
借
り
る
こ
と
、（
４

）イ
ス
ラ
ー
ム

世
界
で
暮
ら
す
修
道
士
の
助
言
を
得
る
こ
と
。
以
上
の
四
点
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち（
２

）と（
３

）に
つ
い
て
は
、『
コ
ー
ラ
ン
の
精
査
』
の
序
文

（
２-

３

）
を
参
照
す
る
と
、
か
つ
て
ク
ザ
ー
ヌ
ス
が
教
皇
使
節
と
し
て
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
訪
問
し
た
さ
い
の
経
験
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た（
３

）に
つ
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
の
商
人
た
ち
の

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
の
交
易
を
前
提
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に

ク
ザ
ー
ヌ
ス
自
身
が
モ
ー
ゼ
ル
河
畔
の
ベ
ル
ン
カ
ス
テ
ル
・
ク
ー
ス
の
商

人
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
人
の
も
つ
広
範
な
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
を

熟
知
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。（
４

）に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ド
ミ
ニ
コ
会
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
が
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
進
出
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の

こ
と
で
あ
る
。
今
日
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
程
度
で
対
話
へ
の
扉
が

開
か
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
し
か
し
彼
に
し
て
み
れ
ば
、
端
緒
が 

開
か
れ
れ
ば
「
真
理
は
自
ら
を
明
ら
か
に
す
る
だ
ろ
う
」（veritas se 

ipsam
 ostenderet

）
と
確
信
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ア
ン
と
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
願
い
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
い
。
フ
ア
ン
は

一
四
五
八
年
、
コ
ー
ラ
ン
の
新
訳
と
イ
ス
ラ
ー
ム
を
論
駁
す
る
未
完
の
大
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全
身
の
諸
器
官
の
用
途
を
述
べ
る
。
イ
ブ
ン
・
フ
バ
ル
に
お
い
て
は
諸
器

官
の
用
途
が
す
な
わ
ち
神
の
創
造
の
叡
智
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
イ

ブ
ン
・
ク
ッ
フ
（
一
二
八
六
年
没
）
は
、
解
剖
学
的
記
述
に
お
い
て
頻
繁

に
神
に
言
及
し
、
身
体
の
諸
器
官
の
設
計
者
と
し
て
讃
美
す
る
。
さ
ら
に
、

法
学
者
で
も
あ
る
イ
ブ
ン
・
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
（
一
二
〇
〇
年
没
）
は
、
預

言
者
の
医
学
文
献
ジ
ャ
ン
ル
の
著
作
に
お
い
て
、
身
体
の
諸
器
官
の
構
造

を
理
解
す
る
者
は
神
の
叡
智
に
驚
嘆
す
る
と
い
う
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
発
言
に

類
す
る
主
張
を
添
え
て
解
剖
学
的
記
述
を
行
な
う
。
そ
の
記
述
は
イ
ブ

ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の
記
述
に
基
づ
く
も
の
と
み
ら
れ
、
神
に
関
す
る
加
筆

は
為
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宗
教
的
学
問
の
専
門
家
に
お
い
て
も
諸
器
官
の

用
途
の
記
述
と
神
へ
の
讃
美
が
結
び
つ
い
て
い
た
と
言
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
以
下
の
可
能
性
で
あ
る
。
①
イ

ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
一
一
世
紀
頃
に
医
学
書
に
お
い
て
創
造
主
／
神
の
讃

美
が
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
一
二
世
紀
以
降
に
復
活
し
た
。
あ
る
い

は
、
②
一
一
世
紀
頃
の
医
学
書
で
も
諸
器
官
の
用
途
を
記
述
す
る
と
い
う

か
た
ち
で
創
造
主
／
神
の
讃
美
は
継
続
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　
（
本
発
表
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP22K

13027

の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。）

現
代
イ
ス
ラ
ム
思
想
に
お
け
る
夢
解
釈

村
山
木
乃
実

　

本
発
表
で
は
、
現
代
イ
ラ
ン
知
識
人
、
ア
ブ
ド
ル
キ
ャ
リ
ー
ム
・
ソ
ル

ー
シ
ュ
（‘A

bd al-K
arīm

 Sorūsh, 1945-

）
の
最
新
の
書
『
ム
ハ
ン
マ

ド
の
言
葉
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
夢
』（K

alām
-e M

oh. am
m

ad, ro ’yā-ye 
M

oh. am
m

ad
）（
二
〇
一
九
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ソ
ル
ー
シ
ュ
の
ク
ル

ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
た
『
諸
器
官
の
用
途
』
に
お
け
る
創
造
主
の
讃

美
も
確
か
に
理
解
さ
れ
て
お
り
、
翻
訳
者
フ
ナ
イ
ン
（
八
七
三
年
没
）
や

『
諸
器
官
の
用
途
』
の
注
釈
者
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
サ
ー
デ
ィ
ク
（
一
一

世
紀
活
躍
）
は
、
同
書
の
目
的
が
神
の
叡
智
を
証
明
す
る
こ
と
で
あ
る
と

説
明
し
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
解
剖
学
的
記
述
は
『
諸
器
官
の
用
途
』
に
基
づ

く
。
九
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
医
学
書
で
は
、
解
剖

学
部
分
の
導
入
と
し
て
創
造
主
の
存
在
と
そ
の
叡
智
に
触
れ
、
ま
た
解
剖

学
的
記
述
で
も
諸
器
官
の
創
造
者
と
し
て
神
が
明
示
的
に
登
場
す
る
。
例

え
ば
ル
ハ
ー
ウ
ィ
ー
（
九
世
紀
活
躍
）
は
「
い
と
高
き
創
造
主
は
そ
の
叡

智
と
権
能
を
表
す
こ
と
を
望
み
、
全
て
の
被
造
物
…
…
の
創
造
の
堪
能
さ

に
つ
い
て
の
証
拠
を
被
造
物
の
う
ち
に
据
え
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
ラ
ー

ズ
ィ
ー
（
九
二
五
年
没
）
や
マ
ジ
ュ
ー
ス
ィ
ー
（
一
〇
世
紀
活
躍
）
も
同

様
の
言
葉
を
記
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
一
一
世
紀
か
ら
の
医
学
書
で
は
、
神
に
対
す
る
言
及
が
稀

に
な
る
。
ザ
フ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
（
一
〇
〇
〇
年
頃
活
躍
）、
マ
ス
ィ
ー
ヒ
ー

（
一
〇
一
〇
年
没
）、
イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
は
神
の
存
在
を
語
る
導
入
も
設

け
ず
、
解
剖
学
的
記
述
に
お
い
て
も
神
に
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
イ
ブ

ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
（
一
〇
三
七
年
没
）
も
解
剖
学
的
記
述
の
中
で
僅
か
に

神
に
言
及
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
一
世
紀
に
お
い
て
創
造

主
の
讃
美
が
重
要
で
は
な
く
な
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

　

し
か
し
一
二
世
紀
以
降
に
は
、
解
剖
学
的
記
述
に
お
い
て
神
へ
の
言
及

が
再
び
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
イ
ブ
ン
・
フ
バ
ル
（
一
二
一
三
年
没
）
は

全
身
の
解
剖
学
的
記
述
を
一
通
り
行
な
っ
た
後
、「
〜
の
創
造
か
ら
得
ら

れ
る
叡
智
に
つ
い
て
」
と
い
う
諸
章
を
立
て
、
そ
れ
ら
の
各
々
で
改
め
て
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本
発
表
で
は
、
ま
ず
『
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
葉
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
夢
』
に

お
け
る
ソ
ル
ー
シ
ュ
の
議
論
を
整
理
し
た
。
ソ
ル
ー
シ
ュ
は
こ
れ
ま
で
の

著
作
で
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
歴
史
性
を
認
め
て
い
る
。
形
の
な
い
啓
示
は
預

言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
を
通
じ
て
形
に
な
っ
た
と
ソ
ル
ー
シ
ュ
は
考
え
る
。
で

は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
は
い
つ
そ
れ
を
行
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
夢
で
あ
る
と

ソ
ル
ー
シ
ュ
は
言
う
。
こ
の
夢
解
釈
の
説
明
が
『
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
葉
、

ム
ハ
ン
マ
ド
の
夢
』
で
な
さ
れ
て
い
る
。
ソ
ル
ー
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
ム
ハ

ン
マ
ド
は
夢
で
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
こ
と
が
ク
ル
ア
ー
ン
に
書
か
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
言
葉
は
現
実
の
も
の
と
は
異
な
る
。
し
た

が
っ
て
夢
の
た
め
の
解
釈
が
必
要
で
あ
る
と
ソ
ル
ー
シ
ュ
は
述
べ
る
。

　

ソ
ル
ー
シ
ュ
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
夢
か
ら
生
ま

れ
た
と
い
う
主
張
の
理
由
の
一
つ
に
、
夢
に
お
け
る
時
間
と
因
果
関
係
の

つ
な
が
り
の
断
絶
を
挙
げ
て
い
る
。
ソ
ル
ー
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
ク
ル
ア
ー

ン
は
ム
ハ
ン
マ
ド
の
夢
か
ら
生
じ
た
た
め
に
、
そ
こ
で
は
通
常
の
因
果
律

が
現
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
意
味
を
明
確

に
す
る
た
め
に
、
ソ
ル
ー
シ
ュ
は
ペ
ル
シ
ア
文
学
最
大
の
神
秘
主
義
詩
人

と
も
称
さ
れ
る
ル
ー
ミ
ー
の
神
秘
主
義
叙
事
詩
集
成
『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ

ィ
ー
』（M

as– navī-ye m
a ‘navī

）
に
収
め
れ
ら
て
い
る
ダ
グ
ー
ギ
ー
の

逸
話
を
挙
げ
て
い
た
。

　

ソ
ル
ー
シ
ュ
は
『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
と
い
っ
た
文
学
作
品
の
解

釈
も
ク
ル
ア
ー
ン
解
釈
に
応
用
す
る
。
こ
の
よ
う
な
応
用
は
、
一
見
奇
抜

な
も
の
と
し
て
映
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ク
ル
ア
ー
ン
を
文
学
的

見
地
か
ら
捉
え
直
す
視
点
は
す
で
に
エ
ジ
プ
ト
の
思
想
家
、
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ア
フ
マ
ド
・
ハ
ラ
フ
ァ
ッ
ラ
ー
（M

uh. am
m

ad A
h. m

ad K
hala-

fallah, 1916-1991

）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、『
精
神
的
マ
ス

ア
ー
ン
解
釈
の
一
部
に
、
ル
ー
ミ
ー
（Jalāl al-D

īn M
uh. am

m
ad al-

Balkhī al-Rūm
ī, 1207-1273

）
の
『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
の
解
釈

の
応
用
が
み
ら
れ
る
点
を
確
認
し
た
。
ク
ル
ア
ー
ン
が
預
言
者
ム
ハ
ン
マ

ド
の
夢
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
ソ
ル
ー
シ
ュ
の
主
張
の
根
拠
の
一
つ
に
、

ク
ル
ア
ー
ン
に
現
れ
る
通
常
と
は
異
な
る
時
間
と
因
果
律
の
連
続
が
あ

る
。
ソ
ル
ー
シ
ュ
は
こ
の
議
論
を
支
え
る
証
拠
と
し
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
の

章
句
だ
け
で
は
な
く
、『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る

ダ
グ
ー
ギ
ー
の
逸
話
を
、
彼
の
ク
ル
ア
ー
ン
の
意
味
を
明
確
に
す
る
た
め

に
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
本
発
表
は
示
し
た
。

　

ソ
ル
ー
シ
ュ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
あ
る
北
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
研
究
活
動
を
行

う
、
亡
命
イ
ラ
ン
知
識
人
で
あ
る
。
現
在
の
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和

国
体
制
を
批
判
し
て
い
る
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ソ
ル
ー
シ
ュ
は
、

一
九
九
一
年
に
発
表
し
た
主
著
『
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
理
論
的
抑
制
と
拡

大
』
に
お
い
て
、
法
学
、
解
釈
学
、
認
識
論
、
科
学
哲
学
、
知
識
社
会
学

な
ど
の
分
野
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
再
評
価
し

た
ほ
か
、『
預
言
者
の
経
験
の
拡
大
』（
一
九
九
九
）
で
は
、
ク
ル
ア
ー
ン

は
歴
史
的
産
物
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
作
っ
た
と

い
う
大
胆
な
言
説
を
展
開
し
た
。
こ
れ
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
神
の
言
葉
で

あ
る
と
す
る
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
根
底
か
ら
覆
す
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

　

以
降
、
ソ
ル
ー
シ
ュ
は
こ
れ
ま
で
の
主
張
か
ら
さ
ら
に
論
を
進
め
、
二

〇
一
三
年
に
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
が
預
言
者
の
夢
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
見

解
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ソ
ル
ー
シ
ュ
の
ク
ル
ア
ー
ン
解
釈
は
、『
ム

ハ
ン
マ
ド
の
言
葉
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
夢
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
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寺
院
の
運
営
は
、
オ
マ
ー
ン
政
府
の
「
寄
付
・
宗
教
省
」
が
認
可
し
た
寺

院
管
理
組
織
が
担
っ
て
い
る
。
二
つ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
は
、
イ
ン
ド
の

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
方
に
出
自
を
辿
る
富
裕
な
キ
ム
ジ
ー
一
族
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
寺
院
の
性
格
を
多
分
に
有
し
、
寺
院
管
理
組
織
の
成
員
は
キ
ム
ジ
ー

一
族
ま
た
は
一
族
に
親
し
い
人
た
ち
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
寺
院
は
、
独
立
し
た
敷
地
を
有
す
る
、
ア
ラ
ブ
地
域
で
は
稀

有
な
整
っ
た
規
模
の
寺
院
で
あ
り
、
司
祭
が
常
駐
し
、
毎
日
定
時
の
儀
礼

行
為
が
な
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
折
々
に
イ
ン
ド
各
地
の
祭
礼
も
催
さ
れ

る
。
両
寺
院
で
は
イ
ン
ド
と
ほ
ぼ
同
様
の
儀
礼
行
為
が
行
わ
れ
て
お
り
、

訪
れ
る
信
者
は
そ
こ
で
母
国
と
同
じ
気
分
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
。
寺
院

内
に
は
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
無
料
で
開
放
さ
れ
、
イ
ン
ド
系
移
民
の

婚
礼
等
の
人
生
儀
礼
、
イ
ン
ド
各
地
の
宗
教
的
・
世
俗
的
な
祝
典
の
場
と

も
な
っ
て
い
る
。
寺
院
で
挙
行
さ
れ
る
祭
礼
は
、
こ
の
国
の
規
制
の
ゆ
え

本
国
と
全
く
同
じ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
の
、
有
志
に
よ
り
可

能
な
限
り
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ン
ガ
ル
出
身
者
か
ら
成
る
組
織

は
、
毎
年
、
シ
ヴ
ァ
寺
院
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を
借
り
て
ベ
ン
ガ
ル
地
方
で

盛
ん
な
ド
ゥ
ル
ガ
ー
（
女
神
）・
プ
ー
ジ
ャ
ー
を
五
日
間
に
わ
た
っ
て
祝

っ
て
い
る
。
こ
の
祭
礼
は
寺
院
が
主
催
す
る
行
事
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
オ
マ
ー
ン
在
住
の
ベ
ン
ガ
ル
出
身
者
を
中
心
と
す
る
有
志
に
よ
る
祝
祭

で
あ
る
。
プ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
の
カ
ー
ス
ト
に
属
す
る
二
人

の
イ
ン
ド
移
民
（
ベ
ン
ガ
ル
・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
）
が
司
祭
役
を
務
め
、
寺

院
を
管
理
す
る
キ
ム
ジ
ー
一
族
が
イ
ン
ド
か
ら
人
を
呼
ん
で
祝
祭
の
手
伝

い
を
さ
せ
る
。
ベ
ン
ガ
ル
人
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
、
祭
り
の
準
備
か
ら

運
営
、
資
金
集
め
ま
で
、
す
べ
て
を
担
う
。
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
者
が

資
金
を
提
供
し
、
参
加
者
が
各
々
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
で
祭
り
が
可

ナ
ヴ
ィ
ー
』
と
ク
ル
ア
ー
ン
の
構
造
の
類
似
性
は
、
ペ
ル
シ
ア
文
学
研
究

に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ソ
ル
ー
シ
ュ
も
こ
れ
ら
の
研
究
潮
流
に
影

響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

オ
マ
ー
ン
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
と
そ
の
社
会
的
役
割岡

光
　
信
子

　

本
研
究
は
、
オ
マ
ー
ン
に
移
民
し
た
イ
ン
ド
系
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
調

査
（
二
〇
一
四
年
）
を
も
と
に
、
首
都
マ
ス
カ
ッ
ト
に
あ
る
二
カ
所
の
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
寺
院
と
そ
こ
で
挙
行
さ
れ
る
祭
礼
等
を
分
析
し
、
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
の
社
会
的
な
役
割
に
つ
い
て
考
察
を
行

う
。

　

一
五
〇
七
年
、
西
イ
ン
ド
・
カ
ッ
チ
出
身
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
が
マ
ス

カ
ッ
ト
に
入
り
、
一
九
世
紀
初
頭
に
は
、
主
と
し
て
カ
ッ
チ
と
ス
ィ
ン
ド

か
ら
の
四
〇
〇
〇
人
ほ
ど
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
一
九
〇
〇
年
ま
で
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
は
三
〇
〇
人
程
度
に
落
ち

込
み
、
一
九
七
一
年
に
英
国
保
護
領
か
ら
の
独
立
を
果
た
す
頃
に
は
、
数

十
人
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
諸
国
へ
の
イ
ン
ド

人
の
広
範
な
移
民
活
動
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の

数
も
増
え
て
現
代
に
至
っ
て
い
る
。

　

オ
マ
ー
ン
は
湾
岸
諸
国
の
中
で
も
リ
ベ
ラ
ル
な
宗
教
政
策
を
と
り
、
原

則
的
に
住
民
に
信
教
の
自
由
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
マ
ー
ン
に
お

け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
の
存
在
は
、
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
特
例
的
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
オ
マ
ー
ン
に
は
、
現
在
、
シ
ヴ

ァ
寺
院
と
ク
リ
シ
ュ
ナ
寺
院
と
い
う
二
つ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
が
あ
る
。
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る
。
二
つ
目
と
し
て
、
学
者
が
提
供
し
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
文
献

資
料
を
参
照
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
奥
深
い
意
義
が
学
者
た
ち
に
理
解

さ
れ
、
す
で
に
得
て
い
る
学
術
の
成
果
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究

過
程
に
欠
か
せ
な
い
部
分
と
し
て
学
術
研
究
の
意
識
を
強
め
、
学
術
研
究

の
規
範
を
設
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
文
は
主
に
「
時
代
背
景
」、「
人
物
、
機
構
及
び
そ
の
学
術
刊
行
物
」、

「
学
術
会
議
」、「
参
考
書
と
史
料
整
理
」、「
歴
史
分
野
の
研
究
」、「
教

（
経
・
法
・
義
・
派
）
学
分
野
の
研
究
」、「
哲
学
・
政
治
学
分
野
の
研
究
」、

「
文
化
及
び
他
の
分
野
の
研
究
」
な
ど
学
際
的
研
究
角
度
か
ら
系
統
だ
っ

て
整
理
分
析
し
、
論
理
展
開
に
対
す
る
詳
細
な
論
証
か
ら
現
代
中
国
に
お

け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
歴
史
の
構
成
を
行
う
。

　

本
発
表
テ
ー
マ
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
、

イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
分
野
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
、

哲
学
、
政
治
、
文
化
分
野
の
研
究
も
含
ま
れ
て
い
る
。
研
究
歴
史
は
野
外

調
査
報
告
、
文
献
研
究
、
翻
訳
研
究
、
民
間
の
研
究
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

研
究
史
は
中
国
の
複
雑
な
歴
史
の
変
化
過
程
が
大
き
く
関
係
し
て
い

る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
七
世
紀
中
葉
に
ア
ラ
ブ
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
か
ら

伝
来
さ
れ
た
。
各
民
族
地
域
の
時
間
や
社
会
歴
史
環
境
と
文
化
背
景
が
異

な
る
た
め
、
伝
播
、
発
展
、
変
化
過
程
に
お
い
て
中
国
系
民
族
（
回
族
な

ど
）
と
、
突
厥
語
系
民
族
（
ウ
イ
グ
ル
族
、
カ
ザ
フ
族
な
ど
）
の
イ
ス
ラ

ー
ム
教
及
び
そ
の
文
化
と
い
う
二
大
体
制
が
形
成
さ
れ
、
民
族
特
色
を
有

す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
が
誕
生
し
た
。
現
在
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
中
国
五
大
宗

教
の
一
つ
で
あ
る
。
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
民
族
性
、
地
域
性
の
あ
る
宗

教
観
は
歴
史
に
一
定
の
影
響
を
与
え
て
き
た
。
諸
民
族
及
び
地
域
が
異
な

能
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

オ
マ
ー
ン
で
客
死
し
た
イ
ン
ド
人
の
遺
体
の
搬
送
は
、
死
者
の
所
属
し

て
い
た
雇
用
主
の
責
務
と
さ
れ
て
い
る
が
、
責
任
を
放
棄
す
る
事
態
も
散

見
す
る
。
遺
体
を
収
納
す
る
ボ
ッ
ク
ス
（
お
棺
と
は
異
な
る
）
は
遺
体
保

存
の
た
め
の
冷
却
装
置
を
備
え
て
い
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
死
体
を
空
輸

す
る
プ
ロ
セ
ス
は
高
額
と
な
り
、
経
済
的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
ド
へ
の
遺
体
運
搬
に
必
要
な
資
金
の
調
達

が
困
難
な
時
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
の
資
金
が
支
援
に
回
さ
れ
る
こ
と
も
珍

し
く
な
い
。

　

オ
マ
ー
ン
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
は
、
異
国
で
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
、

信
仰
を
維
持
す
る
た
め
の
場
所
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
に
根
づ
い
た
「
文
化

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
醸
成
す
る
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
さ
ら
に
、
上
記
の
二
つ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
は
、
オ
マ
ー
ン
で

客
死
し
た
イ
ン
ド
人
の
遺
体
搬
送
の
費
用
を
援
助
す
る
な
ど
、
特
定
宗
教

の
枠
を
超
え
た
便
宜
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に

お
け
る
イ
ン
ド
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
史
に
関
す
る
調
査
研
究

志
宝
あ
り
む
と
ふ
て

　
「
中
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
史
に
関
す
る
調
査
研
究
」
と
い
う

課
題
で
は
、
学
術
史
の
角
度
か
ら
現
代
中
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
及
び

ム
ス
リ
ム
分
野
の
研
究
歴
程
及
び
成
果
に
対
す
る
帰
納
と
纏
め
を
行
っ

た
。
本
研
究
は
、
ま
ず
最
大
限
の
成
果
を
得
る
た
め
に
イ
ス
ラ
ー
ム
な
ど

関
係
す
る
分
野
の
研
究
員
が
提
供
し
て
い
る
総
括
経
験
を
起
点
と
し
て
い
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東
西
思
想
の
統
合 

│
│ 

西
田
哲
学
の
絶
対
無
と
霊
操
の
不
偏
心
の
類
似
性 

│
│髙

橋
　
勝
幸

　

西
田
哲
学
を
か
な
め
石
と
し
て
東
西
思
想
の
対
立
は
克
服
で
き
る
と
目

論
ん
で
来
た
が
「
も
の
＝
ロ
ゴ
ス
」
的
な
ギ
リ
シ
ア
哲
学
発
祥
以
来
の
形

式
論
理
的
な
欧
米
思
想
と
「
こ
と
＝
レ
ン
マ
」
的
な
東
洋
・
日
本
（
西
田

哲
学
も
）
の
思
想
は
根
底
か
ら
違
っ
て
い
て
、
対
話
・
邂
逅
そ
の
も
の
が

成
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
西
田
哲
学
の
「
絶
対
無
の
場
所
」
は
二
重

否
定
に
よ
っ
て
開
か
れ
て
く
る
が
、
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ
オ
の
「
霊
操
の

不
偏
心
」
に
お
い
て
も
「
不
偏
の
こ
こ
ろ
の
鏡
」
に
映
し
出
さ
れ
て
く
る

も
の
が
あ
る
こ
と
で
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
の
両
者
に
共

通
す
る
言
葉
は
「
聖
霊
の
活
（
は
た
ら
）
き
」
で
あ
る
。
聖
霊
は
、
旧
約

聖
書
『
創
世
記
』
の
始
め
か
ら
今
日
ま
で
も
私
た
ち
の
「
こ
こ
ろ
の
鏡
」

に
真
理
の
光
を
映
し
出
し
て
い
る
と
言
え
る
。
即
ち
、
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ

チ
オ
の
「
霊
操
の
不
偏
心
」
に
於
い
て
も
、
不
偏
の
磨
か
れ
た
曇
り
一
つ

な
い
「
こ
こ
ろ
の
鏡
」
に
「
聖
霊
の
活
き
」
が
映
し
出
さ
れ
て
く
る
の
で

あ
る
が
、
西
田
哲
学
の
「
絶
対
無
の
場
所
」
に
於
い
て
も
、
そ
の
「
場

所
」
に
「
聖
霊
の
活
き
」
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
西
田
幾

多
郎
も
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ
オ
も
共
に
二
重
否
定
に
お
い
て
「
無
・
空
」

「
不
偏
心
」
に
お
い
て
、
そ
の
根
底
の
「
絶
対
無
」「
絶
対
無
の
神
性
」
に

行
き
着
く
こ
と
が
で
き
る
。
西
田
の
『
善
の
研
究
』
の
始
め
に
あ
る
「
自

発
自
展
」
の
新
実
在
に
お
い
て
「
統
合
」
出
来
、
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ
オ

の
「
霊
操
の
不
偏
心
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
根
底
か
ら
「
神
の
意
志
」
が

閃
い
て
く
る
と
言
え
る
。
そ
の
根
底
の
閃
き
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
東

西
思
想
の
統
合
」
が
可
能
に
な
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
東
西
思

っ
て
い
る
の
で
、
其
々
に
適
っ
た
研
究
方
法
を
運
用
し
て
考
察
を
行
っ

た
。
中
国
学
者
の
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
歴
史
に
は
、
国
外
イ
ス
ラ
ー
ム
及
び

ム
ス
リ
ム
と
い
う
分
野
に
対
す
る
各
種
研
究
及
び
取
得
成
果
と
そ
の
整
理

も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
『
コ
ー
ラ
ン
』、
聖
訓
な
ど

の
経
典
研
究
、
歴
史
、
教
（
義
、
法
、
派
）
学
、
哲
学
、
政
治
、
社
会
、

文
化
な
ど
の
多
方
面
に
わ
た
る
研
究
も
含
ま
れ
る
。
国
外
の
異
な
る
地
域

の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
及
び
ム
ス
リ
ム
に
も
異
な
る
特
徴
が
あ
る
の
で
、
研
究

方
法
も
こ
の
点
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

　

中
華
人
民
共
和
国
設
立
か
ら
改
革
開
放
ま
で
の
初
期
に
は
、
各
種
政
治

運
動
な
ど
が
原
因
と
な
り
、
中
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
術
史
の
多
く
の
分
野

に
お
い
て
停
滞
や
挫
折
が
生
じ
た
。
改
革
開
放
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の

時
期
は
現
代
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
学
術
研
究
の
繁
栄
期
と
い
え
る
。
イ
ス
ラ

ー
ム
教
研
究
は
宗
教
学
の
研
究
任
務
だ
け
で
な
く
、
一
種
の
文
化
現
象
と

み
な
さ
れ
、
政
治
、
社
会
、
経
済
、
情
報
科
学
な
ど
の
多
角
的
な
視
点
で

分
析
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
現
在
ま
で
の
期
間
で

は
、
学
問
ご
と
の
意
識
が
明
確
に
さ
れ
研
究
方
法
も
多
様
化
し
て
き
た
。

諸
学
者
た
ち
が
宗
教
学
、
民
族
学
、
人
類
学
、
社
会
学
、
歴
史
学
、
哲
学
、

言
語
学
、
文
化
学
、
政
治
学
な
ど
の
各
理
論
と
方
法
に
積
極
的
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
及
び
ム
ス
リ
ム
分
野
の
歴
史
、
政
治
、
経

済
、
文
化
な
ど
の
現
象
に
対
す
る
系
統
だ
っ
た
研
究
が
行
わ
れ
、
中
国
の

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
対
す
る
一
歩
進
ん
だ
発
展
の
基
礎
が
据
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
学
術
史
研
究
が
、
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
新
し
い
風

を
吹
き
込
み
、
以
前
に
は
な
か
っ
た
研
究
側
面
を
些
か
で
も
切
り
開
く
こ

と
に
貢
献
で
き
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
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の
論
理
と
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ
オ
の
「
霊
操
の
不
偏
心
」
が
「
聖
霊
の
活

き
」
に
よ
っ
て
類
似
性
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
こ
と
で
、「
世
界
哲
学
」

と
し
て
東
西
思
想
を
「
統
合
」
す
る
糸
口
が
あ
る
と
信
じ
て
取
り
上
げ

た
。「
形
な
き
も
の
の
形
を
見　

声
な
き
も
の
の
声
を
聞
く
」
こ
と
の
で

き
る
道
が
西
田
哲
学
の
「
場
所
」
に
よ
っ
て
解
明
で
き
た
と
言
え
る
。

　

以
上
で
「
中
動
態
」
を
失
っ
た
西
欧
の
言
語
・
思
惟
方
法
で
は
語
れ
な

く
な
っ
た
も
の
、
即
ち
言
葉
や
形
に
表
さ
な
い
限
り
真
理
と
は
認
め
な
い

西
洋
の
言
語
・
思
惟
方
法
で
は
、
見
え
な
い
「
こ
こ
ろ
」
の
世
界
は
語
れ

な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
も
「
祈
り
＝
瞑
想
」
の
神
秘
的
な
世
界
も

あ
る
が
、
仏
教
・
東
洋
思
想
は
問
題
外
と
な
っ
て
し
ま
う
。
宗
教
間
の

「
対
話
」
が
進
ま
な
い
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

宗
教
間
対
話
に
つ
い
て
の
一
考
察

溪
　
　
英
俊

　

今
日
の
日
本
社
会
に
お
け
る
宗
教
に
対
す
る
意
識
は
、
一
九
九
五
年
の

オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
以
来
、
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
対
し
、
各
宗
教
が
独
自
の
活
動
を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

宗
教
間
対
話
も
重
要
な
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
「
宗
教
間

対
話
」
と
い
っ
て
も
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
使
用
者
に
よ
っ
て
も
異
な
る

よ
う
で
あ
る
。
先
の
状
況
に
対
応
せ
ん
と
す
る
宗
教
間
対
話
と
は
い
か
な

る
も
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
、
課
題
が
あ
る

か
検
討
し
た
い
。

　

歴
史
的
に
考
え
る
と
、
宗
教
間
対
話
は
主
に
キ
リ
ス
ト
教
圏
に
お
い
て

行
わ
れ
て
き
た
も
の
を
指
す
と
い
え
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
宗
教

間
対
話
は
長
い
歴
史
が
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
日
本
史
の
上
で
は
、

想
の
対
立
を
超
え
た
霊
性
は
古
今
東
西
の
歴
史
の
中
に
既
に
生
き
て
い
る

こ
と
を
示
し
た
。
我
々
日
本
人
の
縄
文
時
代
一
万
年
間
に
培
わ
れ
た
「
霊

性
」
が
、
魂
の
根
底
に
生
き
て
い
る
こ
と
は
、
東
西
思
想
の
対
立
を
超
え

て
「
一
つ
」
に
な
る
こ
と
に
通
じ
て
く
る
。
そ
の
西
田
哲
学
の
「
絶
対
無

の
場
所
」
は
「
二
重
否
定
」
に
お
い
て
、
そ
の
「
行
」（
宗
教
性
）
に
よ
っ

て
開
か
れ
て
来
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ
オ
の
「
霊
操

の
不
偏
心
」
も
「
二
重
否
定
」
に
よ
っ
て
類
似
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

共
に
「
二
重
否
定
」
に
お
い
て
西
田
哲
学
の
「
絶
対
無
の
場
所
」
に
お
い

て
は
「
無
で
あ
り
空
あ
り
」、
ま
た
イ
グ
ナ
ナ
チ
オ
の
「
霊
操
の
不
偏
心
」

に
お
い
て
も
、「
絶
対
無
の
神
」
の
そ
の
根
底
に
行
き
着
く
こ
と
が
出
来

る
。
西
田
の
『
善
の
研
究
』
の
始
め
に
あ
る
「
自
発
自
展
の
真
実
在
」
に

お
い
て
も
、
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ
オ
の
「
霊
操
の
不
偏
心
」
に
お
い
て

も
、
そ
の
根
底
か
ら
「
神
の
意
志
」
が
閃
い
て
く
る
。
そ
の
根
底
の
「
こ

こ
ろ
の
鏡
」
の
「
閃
き
」
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
無
心
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
」
が
開
か
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
閃
い
て
く
る
「
神
の
意
志
」

に
従
う
道
こ
そ
が
、
東
西
思
想
の
「
統
合
」
に
繋
が
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
「
適
応
主
義
」
も
そ
の
根
幹
に
は
イ
グ
ナ

チ
オ
の
「
霊
操
の
不
偏
心
」
が
生
き
て
い
る
。
ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ
オ
の

「
霊
操
の
不
偏
心
」
に
於
い
て
も
、
西
田
哲
学
の
「
絶
対
無
の
場
所
」
に

於
い
て
も
、
そ
の
「
不
偏
心
」「
絶
対
無
の
場
所
」
に
開
か
れ
て
く
る
も

の
が
あ
り
、
門
脇
佳
吉
に
よ
る
と
、
そ
の
閃
き
に
も
似
た
「
聖
霊
の
活
き
」

が
神
の
「
諭
し
（
み
旨
）」
で
あ
り
、
真
理
を
語
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
「
聖
霊
の
活
き
」
に
よ
っ
て
、
進
む
べ
き
真
理
の
道
が
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
真
理
の
光
の
道
に
照
ら
さ
れ
て
生
き
る
こ
と
が
「
い
の

ち
の
道
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
今
回
は
、
西
田
哲
学
の
「
絶
対
無
の
場
所
」
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実
上
黙
認
の
形
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
政
策
と
し
て
欧

化
が
す
す
め
ら
れ
、
上
流
階
級
層
を
中
心
に
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
持
つ

日
本
人
が
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
理
解
が
す
す
む

中
、m

onotheistic

な
傾
向
の
あ
る
浄
土
真
宗
を
用
い
て
、
狂
言
《
宗

論
》
を
ベ
ー
ス
に
落
語
《
宗
論
》
が
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
こ
の
時
機
に
活
躍
し
た
内
村
鑑
三
は
、
自
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
を

「
武
士
道
に
接
ぎ
木
さ
れ
た
る
キ
リ
ス
ト
教
」
と
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

大
正
期
の
キ
リ
ス
ト
者
の
受
容
態
度
に
つ
い
て
、
山
本
七
平
の
指
摘
す 

る
「
日
本
教
」
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
深
谷
潤
「
空
気
を
読
む

「
宗
教
」
と
キ
リ
ス
ト
者
：
山
本
七
平
の
「
日
本
教
」
再
考
」（『
西
南
学

院
大
学　

人
間
科
学
論
集
』
第
一
四
巻
第
一
号
、
二
〇
一
八
年
））。
大
正

期
に
創
作
さ
れ
た
落
語
《
宗
論
》
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
や
浄
土
真
宗

と
い
っ
た
本
来
比
較
対
照
と
な
ら
な
い
も
の
ま
で
も
相
対
化
す
る
〈
空

気
〉
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
「
日
本
教
」
の
う
ち
に
あ

る
宗
教
間
対
話
の
構
造
を
、
幸
日
出
男
氏
は
「
同
業
者
組
合
の
中
で
の

〈
空
気
〉
を
よ
み
あ
っ
た
対
話
」
で
あ
る
と
い
う
（
幸
日
出
男
「
宗
教
間

の
対
話
に
つ
い
て
」（「
宗
教
哲
学
研
究
」
第
一
二
号
、
一
九
九
五
））。
こ

れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
源
泉
と
す
る
宗
教
間
対
話
と
は
異
な
る
「
宗
教
間

対
話
」
だ
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
宗
教
間
対
話
は
、
自
身
の
教
団
に
つ
い
て
相
対
化
し
て
捉

え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
半
面
、
明
ら
か
に
問
題
の
あ
る
教
団
に
対
し
て

も
発
言
し
に
く
い
〈
空
気
〉
が
出
て
し
ま
う
。
し
か
し
な
が
ら
、「「
対

話
」（D

ialogue

）
と
は
、
他
人
と
交
わ
す
新
た
な
情
報
交
換
や
交
流
」

（
平
田
オ
リ
ザ
）
で
あ
る
と
い
う
。
今
日
的
な
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に

は
、
宗
教
間
対
話
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

仏
教
伝
来
時
の
崇
仏
・
廃
仏
論
争
も
宗
教
間
対
話
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

た
だ
し
今
日
の
宗
教
間
対
話
は
、「
一
九
四
七
年
の
日
本
国
憲
法
に
よ
っ

て
条
件
付
き
で
は
な
い
信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
か
ら
」（
フ
ィ
ル
ス　

ド
ロ
シ
ア
「
日
本
に
お
け
る
宗
教
間
対
話
と
宗
教
間
協
力
」（『
國
學
院
大

学
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
年
報
』
第
二
号
、
二
〇
〇
九

年
））
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
「
対
立
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に
、

互
い
の
友
好
・
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る
た
め
に
宗
教
間
対
話
は
行
わ
れ

て
」
き
た
と
い
え
る
（
山
梨
有
希
子
「
宗
教
間
対
話
研
究
と
実
践
の
現

状
」（『
現
代
宗
教
二
〇
一
六
』））。

　

伝
統
芸
能
の
中
に
も
、
宗
教
間
対
話
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
す
る
も
の
が
見

ら
れ
る
。
狂
言
と
落
語
に
《
宗
論
》
と
い
う
演
目
が
あ
る
。
狂
言
《
宗

論
》
は
、
法
華
宗
僧
侶
と
浄
土
宗
僧
侶
が
教
義
論
争
を
す
る
。
こ
れ
が
落

語
《
宗
論
》
の
原
型
と
な
り
、
大
正
期
に
改
変
・
創
作
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト

教
信
者
の
息
子
と
浄
土
真
宗
門
徒
の
父
親
の
宗
教
論
争
と
な
っ
た
。
落
語

《
宗
論
》
の
中
に
「
宗
論
は
ど
ち
ら
が
負
け
て
も
釈
迦
の
恥
」
と
い
う
江

戸
期
の
川
柳
が
出
て
く
る
。
狂
言
《
宗
論
》
で
は
、
法
華
宗
と
浄
土
宗
の

論
争
で
あ
っ
た
た
め
「
ど
ち
ら
が
負
け
て
も
釈
迦
の
恥
」
に
な
る
が
、
落

語
《
宗
論
》
の
場
合
、
息
子
が
浄
土
真
宗
の
門
徒
で
あ
る
旦
那
を
説
得
で

き
れ
ば
「
釈
迦
の
恥
」
に
な
る
が
、
逆
の
場
合
で
あ
れ
ば
恥
と
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
笑
い
に
結
び
つ
き
、
人
気
の
演

目
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
的
な
意
識
と
し
て
宗
教
や
宗
派
と
い

っ
た
厳
格
な
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

　

明
治
か
ら
大
正
期
の
キ
リ
ス
ト
教
の
状
況
を
考
え
る
と
、
明
治
六
（
一

八
七
三
）
年
に
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
、
そ
の
宣
教
が
事
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大
会
本
会
議
の
中
で
女
性
が
主
流
化
す
る
方
向
へ
と
転
換
し
、
第
十
回
大

会
（
二
〇
一
九
年
）
は
最
も
女
性
が
可
視
化
さ
れ
た
大
会
と
な
っ
た
。
他

方
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
、
過
去
十
回
の
世
界
大
会
の
主

要
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
ず
、
女
性
会
議
が
女
性
を
め

ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
場
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
はReligions for Peace

の
活
動
の
中
で
長
く

周
縁
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
第
十
回
世
界
大
会
（
二
〇
一
九
年
）
で
、

Religions for Peace

の
歴
史
で
初
め
て
と
な
る
女
性
の
事
務
総
長
（
ア

ッ
ザ
・
カ
ラ
ム
氏
）
が
選
任
さ
れ
、
以
降
、Religions for Peace

の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
劇
的
に
変
化
す
る
。
例
え
ば
、
二
〇

二
〇
年
〜
二
〇
二
五
年
にReligions for Peace

が
取
り
組
む
行
動
指

針
を
示
す
「
戦
略
計
画
」
の
六
つ
の
重
要
指
針
の
一
つ
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
、
二
〇
二
〇
年
に
は
ド
イ
ツ
の
リ
ン
ダ
ウ
財

団
、
ド
イ
ツ
外
務
省
と
の
共
催
で
第
一
回
「
女
性
・
信
仰
・
外
交
」
会
議

を
開
催
し
、
二
〇
二
一
年
に
は
世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
と
の
共
同

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
し
て
、
性
的
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
に
反
対
す

る
「T

hursday in Black

」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
変
化
の
要
因
に
は
、
①
ア
ッ
ザ
・
カ
ラ
ム
氏
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
に
対
す
る
専
門
性
の
高
さ
、
②Religions for Peace

事
務
総
長

が
組
織
的
に
意
思
決
定
権
を
持
つ
権
力
構
造
、
③
世
俗
社
会
か
ら
宗
教
界

に
要
請
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
期
待
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
要
因
に
関
し
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
分
析
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

宗
教
間
対
話
組
織
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析

三
善
　
恭
子

　

ウ
ル
ス
ラ
・
キ
ン
グ
が
宗
教
間
対
話
に
お
い
て
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
欠

け
て
い
る
次
元
で
あ
る
」（K

ing, 1998

）
と
指
摘
し
て
以
降
、
欧
米
で

は
、
宗
教
間
対
話
と
女
性
に
関
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
考
察
や
課
題
が
研

究
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
示
唆
に
富
む
結
果
を
も
た
ら
し
て
き

た
一
方
で
、
先
行
研
究
の
課
題
は
、
宗
教
間
対
話
に
お
け
る
「
女
性
」
を

焦
点
に
す
る
が
ゆ
え
に
、
女
性
の
参
画
が
少
な
い
と
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る

「
公
式
的
な
宗
教
間
対
話
」
が
研
究
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
発
表
で
は
、
世
界
最
大
規
模
と
言
わ
れ
る
国
際
的
な
宗
教
間
対
話
組

織Religions for Peace

を
事
例
に
、
一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇
二
三
年

ま
で
の
取
り
組
み
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
捉
え
な
お
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
分
析
す
るReligions for Peace
は
、
紛
争
や
貧
困
、
開
発

な
ど
の
社
会
の
諸
問
題
を
諸
宗
教
の
対
話
や
協
力
を
通
じ
て
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
に
、
一
九
七
〇
年
に
創
設
さ
れ
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。

　

Religions for Peace

が
一
九
七
〇
年
〜
二
〇
一
九
年
に
開
催
し
た

過
去
十
回
の
世
界
大
会
を
事
例
に
、
女
性
宗
教
者
の
参
画
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

議
論
の
変
遷
を
通
史
的
に
分
析
し
た
筆
者
の
先
行
研
究
（
未
発
表
）
で

は
、
創
設
当
初
（
第
一
回
、
第
二
回
大
会
）
はReligions for Peace

世
界
大
会
へ
の
女
性
の
参
加
は
非
常
に
限
定
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第

三
回
大
会
（
一
九
七
九
年
）
以
降
、
女
性
会
議
の
開
催
に
よ
り
女
性
宗
教

者
の
参
加
が
増
加
し
て
い
っ
た
一
方
で
、
女
性
会
議
は
女
性
宗
教
者
を
女

性
だ
け
の
場
所
へ
と
囲
い
込
む
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

第
九
回
大
会
（
二
〇
一
三
年
）
以
降
、Religions for Peace

は
世
界
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も
禁
じ
ら
れ
（
ク
ル
ア
ー
ン
三
三
：
二
八
―
三
〇
）、
そ
れ
が
組
合
契
約

典
型
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
啓
示
の
構
造
分
析
で
は
ア
ラ
ブ
社
会

が
法
律
的
独
立
し
た
個
と
し
て
の
男
女
が
、
婚
姻
に
お
い
て
夫
婦
間
関
係

を
構
築
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
、
多
妻
は
こ
の
法
的
関
係
を
複
数
個
構
築

す
る
関
係
に
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
に
な
る
。
ア
ラ
ブ
社
会
は
一
夫
一
妻

制
度
で
な
か
っ
た
が
、
一
夫
一
妻
の
法
的
夫
婦
関
係
が
一
つ
ユ
ニ
ッ
ト
で

あ
り
、
多
妻
は
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
複
数
個
つ
く
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
四
ユ

ニ
ッ
ト
ま
で
制
限
さ
れ
た
こ
と
を
ウ
フ
ド
の
啓
示
が
告
げ
、
新
た
な
法
規

定
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
制
限
規
定
な
き
多
妻
制
度
あ
っ
た
ア
ラ
ブ
が
四

ユ
ニ
ッ
ト
の
多
妻
制
度
と
な
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。
多
妻
十
三
人
の
ア
ラ
ブ

人
が
イ
ス
ラ
ー
ム
入
信
の
際
に
四
人
ま
で
減
ら
す
よ
う
に
と
預
言
者
は
命

じ
た
が
、
そ
れ
は
一
夫
一
妻
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
削
減
で
あ
っ
た
。
ク
ル
ア
ー

ン
の
女
性
の
権
利
保
障
規
定
原
則
は
、「
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
否

定
し
、
常
識
に
よ
り
（
女
性
の
権
利
）
を
守
り
な
さ
い
（al-am

r bi-l-
m

a ‘rūf w
a-n-nahy ‘ani-l-m

unkar

）」
日
本
で
は
勧
善
懲
悪
と
誤
訳
）

で
あ
る
。
ま
た
親
子
関
係
を
示
す
姓
名
（
本
人
名
＋
父
の
息
子
、
娘
）
は

子
供
た
ち
の
生
涯
を
通
じ
て
の
法
定
保
障
人
の
表
徴
だ
が
、
こ
れ
は
個
人

の
法
的
権
利
が
血
縁
関
係
に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
イ

ス
ラ
ー
ム
が
血
縁
関
係
を
信
仰
よ
り
も
優
先
さ
せ
る
理
由
で
も
あ
る
。
こ

れ
に
反
し
て
欧
米
の
家
族
思
想
は
妻
で
あ
る
女
性
の
権
利
制
限
を
裏
付
け

る
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
女
性
解
放
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
視
点
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。「
そ
れ
ゆ
え
、
人
は
父
母
を
離
れ
て
そ
の
妻
と
結

ば
れ
、
二
人
は
一
体
と
な
る
。
だ
か
ら
二
人
は
も
は
や
別
々
で
は
な
く
、

一
体
で
あ
る
従
っ
て
、
神
が
結
び
合
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
を
、
人
は

離
し
て
は
い
け
な
い
。」（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
九
：
三
―
六
）
ま
た

イ
ス
ラ
ー
ム
多
妻
制
度
に
見
る
一
夫
一
妻
の
法
的
構
造

四
戸
　
潤
弥

　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
一
夫
多
妻
制
度
が
古
く
は
女
性
解
放
運
動
、
あ
る
い
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
論
じ
や
す
い
テ
ー
マ
で
あ
る
の
は
弁
証
法
的
歴
史
観

や
史
的
唯
物
論
が
モ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
運
動
の
人
権
と
結
び
つ
い
た
欧
米

社
会
の
対
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
と
の
言
説
は
予
想
さ

れ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
家
族
制
度
研
究
は
こ
う
し
た
態
度
と
は
無
関
係
に
、

聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
と
解
釈
書
、
さ
ら
に
言
語
学
を
含
む
法
理
学
方
法
論
を

加
え
て
構
造
的
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
は
「
個
人
」
を
基
礎
と
し
た

地
中
海
文
明
の
法
文
化
を
継
承
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
明
ら
か
に
す
る
手

段
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
一
夫
多
妻
制
度
は
ウ
フ
ド
（
六
二
四
）
戦
役
で
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
（
ム
ス
リ
ム
）
男
性
が
戦
死
し
、
未
亡
人
、
孤
児
を
救
済

す
る
た
め
の
啓
示
で
、
法
的
救
済
の
対
象
は
未
亡
人
と
孤
児
（
未
婚
の
女

性
た
ち
）
で
あ
っ
た
。
前
者
は
夫
を
、
後
者
は
法
的
後
見
人
（
父
や
父
代

位
者
）
を
失
っ
た
彼
女
た
ち
の
新
た
な
法
定
後
見
人
が
婚
資
な
し
の
婚

姻
、
婚
資
支
払
い
不
履
行
で
彼
女
た
ち
の
婚
姻
の
権
利
を
奪
っ
た
こ
と
に

対
す
る
神
の
裁
定
が
前
提
に
あ
り
、
加
え
て
既
婚
者
へ
の
新
た
な
る
婚
姻

の
呼
び
か
け
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
二
人
な
り
、
三
人
な
り
、
四
人
な
り
、

婚
姻
せ
よ
」（
ク
ル
ア
ー
ン
四
：
三
）
で
明
確
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
運

用
の
実
際
を
構
造
的
に
見
る
契
機
は
夫
婦
生
活
に
お
け
る
夫
の
扶
養
義
務

（
衣
食
住
、
化
粧
品
）
と
夫
婦
の
性
的
関
係
の
時
間
、
贈
与
、
相
続
で
の

妻
た
ち
の
個
人
と
し
て
の
法
的
平
等
規
定
と
、
離
婚
に
お
け
る
法
的
権
利

と
し
て
の
扶
養
義
務
履
行
で
あ
る
。
妻
た
ち
は
独
立
し
た
家
で
生
活
し
、

夫
と
妻
た
ち
が
同
一
ベ
ッ
ド
で
性
的
関
係
を
持
つ
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
妻
た
ち
が
連
合
し
て
夫
に
扶
養
増
額
な
ど
の
要
求
を
す
る
こ
と
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ム
ス
リ
ム
は
多
数
派
社
会
に
統
合
し
え
な
い
異
質
な
「
文
化
」
を
有
す
る

他
者
と
み
な
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
言
説
で
用
い
ら
れ
る
「
文
化

K
ultur

」
概
念
と
生
物
学
的
な
「
人
種Rasse

」
概
念
の
連
続
性
を
指

摘
す
る
声
も
存
在
す
る
。

　

一
方
で
、
移
民
背
景
を
持
た
な
い
非
ム
ス
リ
ム
多
数
派
出
身
で
あ
り
な

が
ら
も
後
天
的
に
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
し
た

改
宗
ム
ス
リ
ム
と
い
う
存
在
は
、
不
変
的
か
つ
確
固
な
も
の
と
さ
れ
が
ち

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
境
界
が
実
際
に
は
変
更
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示

し
、「
ム
ス
リ
ム
／
ド
イ
ツ
人
」
の
二
項
対
立
構
造
を
解
体
す
る
反
例
事

例
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
本
発
表
は
、
メ
デ
ィ
ア
表
象
を
通
し
て
多
数

派
社
会
側
が
こ
れ
ら
の
「
逸
脱
」
事
例
に
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
す
の
か

を
探
っ
た
。

　

本
発
表
で
は
、
ド
イ
ツ
全
国
規
模
で
流
通
し
て
い
る
日
刊
／
週
刊
高 

級
紙
で
あ
る
フ
ラ
ン
フ
ル
ト
・
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
紙Frankfurter A

llge-
m

eine Zeitung

（
以
下F.A

.Z.

）、
南
ド
イ
ツ
新
聞Süddeutsche 

Zeitung

（
以
下SZ

）、
デ
ィ
ー
・
ツ
ァ
イ
ト
紙D

ie Zeit

の
ア
ー
カ

イ
ブ
を
参
照
し
た
。
特
にF.A

.Z.

は
、
特
定
の
検
索
用
語
を
含
む
記
事

の
頻
出
数
を
一
九
四
九
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
一
〇
年
ご
と
に
表
示
し

て
お
り
、
経
年
的
な
変
化
を
把
握
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。

　

F.A
.Z.

ア
ー
カ
イ
ブ
で
「K

onversion+Islam

」「K
onversion+ 

M
uslim

」「K
onvertit+Islam

」「K
onvertit+M

uslim

」
の
四
パ
タ

ー
ン
ご
と
に
一
〇
年
ご
と
の
検
索
用
語
頻
出
数
（
全
文
検
索
）
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
パ
タ
ー
ン
で
も
一
九
九
〇
年
代
以
降
か
ら
指
数
関 

数
的
な
増
加
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
た
。
特
に
二
〇
一
〇
年
代
に
お
け
る

「K
onversion+Islam

」
の
頻
出
数
は
五
〇
〇
件
を
越
え
て
い
る
。
内
容

ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
法
哲
学
』
で
、
結
婚
に
よ
り
独
立
し
た
人
格
の
当
時
者
双

方
は
独
立
し
た
人
格
と
し
て
向
き
合
う
こ
と
を
止
め
、
自
己
の
意
志
を
行

使
せ
ず
、
二
人
で
一
つ
の
意
志
と
な
り
、
各
自
の
意
志
は
共
通
の
意
志
の

表
れ
と
見
な
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
前
者
離
婚
禁
止
、
後
者
は
婚
姻
効
果
で

あ
る
が
共
に
女
性
が
個
と
し
て
の
分
離
が
制
限
さ
れ
、
人
権
が
喪
失
し
、

そ
の
回
復
は
離
婚
に
よ
る
か
、
最
初
か
ら
非
婚
（
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
）
に

よ
る
人
権
維
持
に
な
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
家
族
法
の
詳
細
研
究
が
有
意
義
で

あ
る
。

現
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
改
宗
ム
ス
リ
ム
表
象
の
メ
デ
ィ
ア
分
析和

田
　
知
之

　

本
発
表
で
は
、
現
代
ド
イ
ツ
多
数
派
社
会
が
イ
ス
ラ
ー
ム
を
他
者
化
す

る
際
に
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
い
う
概
念
を
い
か
に
理
解
し
、
同
時
に
操

作
・
構
築
し
て
い
る
か
に
注
目
し
た
。
具
体
的
な
作
業
と
し
て
は
、
従
来

前
提
と
さ
れ
て
い
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
区
分
か
ら
逸
脱
す
る
存
在
で
あ
る
移
民

背
景
を
持
た
な
い
改
宗
ム
ス
リ
ム
を
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
表
象
し
て

き
た
か
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。

　

現
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
概
念
理
解
を
把
握
す
る
上
で
は
、

宗
教
の
「
人
種
化Rassifizierung

」
と
い
う
歴
史
的
傾
向
を
指
摘
し
た

人
類
学
者Esra Ö

zyürek

の
議
論
が
参
考
と
な
る
。
第
二
次
世
界
大

戦
以
前
の
「
ユ
ダ
ヤ
人
／（
民
族
的
）
ド
イ
ツ
人
」
や
一
九
六
〇
年
代
か
ら

八
〇
年
代
に
か
け
て
の
「
ト
ル
コ
人
／
ド
イ
ツ
人
」
等
の
二
項
対
立
的
な

区
別
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
国
籍
法
改
正
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
国
籍
を
取
得
す

る
移
民
背
景
持
ち
の
者
が
増
加
し
た
後
も
、「（
移
民
背
景
持
ち
）
ム
ス
リ

ム
／（
民
族
的
）
ド
イ
ツ
人
」
と
い
う
構
図
に
移
行
す
る
形
で
残
存
し
た
。
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イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
で
は
同
性
愛
行
為
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
で
は
し
ば
し
ば
「
性
に
解
放
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
vs
性
差
別
的
な

イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
化
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」（
嶺
崎
寛
子
「
イ
ス
ラ
ー
ム
ン
ダ
ー
を
め
ぐ

る
ア
ポ
リ
ア
の
先
へ
」『
宗
教
研
究
』
九
三（
二
）、
二
〇
一
九
年
、
一
九
一

―
二
一
五
頁
）
に
も
と
づ
く
二
項
対
立
図
式
を
脱
構
築
し
う
る
試
み
も
進

ん
で
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
包
摂
的
な
モ
ス
ク
」（m

osquée inclu-
sive

）
の
試
み
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
文
献
・
資
料
に
も
と
づ
き
、
フ

ラ
ン
ス
で
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ム
ス
リ
ム
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
整

理
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ム
ス
リ
ム
を
「
包

摂
」
し
う
る
試
み
と
し
て
「
包
摂
的
な
モ
ス
ク
」
の
運
動
を
紹
介
す
る
。

本
発
表
で
は
、
最
近
さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
る
こ
の
試
み
が
、
ど
の
よ
う

な
ア
ク
タ
ー
や
諸
活
動
に
よ
っ
て
登
場
し
て
い
る
の
か
を
人
文
社
会
科
学

的
見
地
か
ら
述
べ
る
。

　

ム
ス
リ
ム
の
社
会
・
文
化
の
動
態
性
、
諸
規
範
と
の
関
係
性
を
描
く
に

は
、
具
体
的
な
社
会
的
文
脈
に
照
ら
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
本
発
表
で
は
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
、
特
定
の
「
ロ
ー
カ
ル
」
な
社
会
的

文
脈
を
重
視
す
る
。
第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
他
の
欧
米
諸
国
と
同
様
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
特
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
運
動
が
進
展
し
て

お
り
、
ム
ス
リ
ム
共
同
体
の
内
と
外
に
お
け
る
ギ
ャ
ッ
プ
が
拡
大
し
つ
つ

あ
る
点
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
お
い
て
同
性
婚
が
当
た
り
前
の
も
の

に
な
る
一
方
、
ム
ス
リ
ム
共
同
体
に
お
い
て
は
い
ま
だ
に
同
性
愛
は
禁
忌

と
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
二
〇
一
三
年
に
Ｃ
Ｆ
Ｃ
Ｍ
（
フ
ラ
ン
ス
ム
ス
リ

ム
宗
教
実
践
評
議
会
）
の
代
表
（
当
時
）
は
「
同
性
婚
と
イ
ス
ラ
ー
ム
法

解
釈
の
諸
原
則
と
の
不
一
致
は
、
す
べ
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
派
に
お
い

と
し
て
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
台
頭
と
い
う
当
時
の
世
界
情
勢
を
反
映
し

て
、
ジ
ハ
ー
ド
主
義
の
改
宗
者
に
よ
る
テ
ロ
未
遂
事
件
や
外
国
で
の
改
宗

者
戦
闘
員
の
戦
死
を
報
告
す
る
記
事
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
お
り
、

市
井
の
改
宗
ム
ス
リ
ム
の
姿
が
窺
い
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。

　

詳
細
な
表
象
分
析
事
例
と
し
て
、
本
発
表
で
はD

ie Zeit

に
掲
載
さ

れ
た
二
つ
の
改
宗
者
特
集
記
事
を
参
照
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
宗
者
表
象
の

共
通
点
と
し
て
、
母
子
家
庭
に
育
っ
た
青
少
年
世
代
、
改
宗
前
の
ア
ル
コ

ー
ル
や
ド
ラ
ッ
グ
嗜
好
歴
、
愛
情
に
飢
え
て
い
る
描
写
、
改
宗
後
に
お
け

る
肉
親
や
地
元
社
会
と
の
摩
擦
、
子
供
が
過
激
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
母
親
の
懸
念
、
実
直
で
は
あ
り
つ
つ
も
ど
こ
か
未
熟
で
融
通
が
利
か

な
い
と
い
う
人
物
像
描
写
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
宗
者
像

を
間
接
的
に
通
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
社
会
的
剥
奪
を
抱
え
る
ナ
イ
ー
ブ

な
人
間
が
逃
避
の
た
め
に
受
容
す
る
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
描
き

出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

結
論
と
し
て
、
従
来
の
「（
エ
ス
ニ
ッ
ク
）
文
化
」
と
し
て
の
イ
ス
ラ

ー
ム
理
解
か
ら
逸
脱
す
る
改
宗
ム
ス
リ
ム
の
存
在
は
イ
ス
ラ
ー
ム
他
者
化

の
解
消
に
つ
な
が
る
訳
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
む
し
ろ
改
宗
者

を
「
多
数
派
」
か
ら
切
り
離
し
て
描
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム

概
念
の
再
構
築
を
伴
い
な
が
ら
「
ム
ス
リ
ム
／（
多
数
派
の
）
我
々
」
の

認
識
的
区
別
は
維
持
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
性
的
少
数
者
の
ム
ス
リ
ム
と
「
包
摂
的
な
モ
ス
ク
」

佐
藤
香
寿
実

　

近
年
多
く
の
欧
米
諸
国
で
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
婚
姻
が
法
制
化
さ
れ
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
運
動
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
、
伝
統
的
な
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る
再
解
釈
を
推
奨
す
る
、
も
し
く
は
そ
の
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
今
後
の
調
査
課
題
と
し
て
、
現
地
調
査
・
関
係
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
実
施
に
よ
る
内
在
的
理
解
の
さ
ら
な
る
深
化
に
加
え
、
諸
外
国

お
よ
び
他
宗
教
と
の
事
例
の
比
較
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
萌
芽
的
な

取
り
組
み
が
、
今
後
フ
ラ
ン
ス
国
内
外
で
い
か
な
る
発
展
を
見
せ
て
い
く

の
か
、
注
視
し
て
い
き
た
い
。

フ
ラ
ン
ス
と
ケ
ベ
ッ
ク
の
イ
ス
ラ
ー
ム 

│
│ 

い
か
に
比
較
す
る
か 

│
│

伊
達
　
聖
伸

　

二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
後
の
西
洋
社
会
で
は
、
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る

風
当
た
り
が
強
く
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
ケ
ベ
ッ
ク
は
、
と
も
に
西
洋
の

フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
社
会
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二
〇
〇
四
年
に
公
立

校
で
の
ヴ
ェ
ー
ル
禁
止
以
来
、
公
共
空
間
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
可
視
性
を

抑
制
す
る
力
学
が
は
た
ら
い
て
き
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
の
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
流
の
「
制
限
的
な
ラ
イ
シ
テ
」
と
は
異
な
る
「
開
か
れ
た
ラ
イ

シ
テ
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
九
年
に
は
教
員
の
ヴ
ェ
ー
ル
を

禁
じ
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
二
つ
の
社
会
は
歴
史
的
な
背
景
や
社
会
的

な
構
造
を
異
に
す
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
の
言
論
は
似
て
い
る
。

二
つ
の
社
会
を
ど
う
比
較
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
ム
ス
リ
ム
は
人
口
の
八
％
を
占
め
、
五
〇
〇
万
人
程
度
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
の
ム
ス
リ
ム
は
二
〇
二
一
年
時
点
で
人
口

の
五
・
一
％
に
相
当
す
る
約
四
二
万
人
で
あ
る
。
一
〇
年
前
は
人
口
の
三
・

一
％
に
相
当
す
る
約
二
四
万
人
だ
っ
た
の
で
、
急
増
の
様
子
が
窺
え
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
ム
ス
リ
ム
は
マ
グ
レ
ブ
三
国
か
ら
の
移
民
が
多
く
、
そ
の
人

口
流
入
の
時
期
と
背
景
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
高
度
成
長
期
で
あ
る
。

て
満
場
一
致
で
合
意
」
と
表
明
し
て
い
る
。
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
脈

に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
の
た
め

に
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
推
進
を
利
用
す
る
「
ホ
モ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
の
進
展
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
近
年
、
ム
ス
リ
ム
共
同
体
内

で
周
縁
化
さ
れ
て
き
た
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
女
性
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
が

主
導
す
る
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
イ
ス
ラ
ー
ム
」
や
「
進
歩
的
イ
ス
ラ
ー
ム
」

を
掲
げ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
・
組
織
の
活
動
が
活
発
化
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
団
体
が
核
と
な
り
、
す
べ
て
の
人
が
平
等
に
礼
拝
を
行
う
「
包
摂
的

な
モ
ス
ク
」
の
取
り
組
み
が
登
場
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
以
下
三
つ

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　

①
ル
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
＝
モ
ハ
メ
ド
・
ザ
ヘ
ド
（Ludovic-M

oham
ed 

Zahed

）
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
の
進
歩
主
義
的
ム
ス
リ
ム
」

（M
usulm

ans Progressistes de France
：M

PF

）

　

②
エ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ナ
ダ
ン
（Eva Janadin
）
と
ア
ン
＝
ソ
フ
ィ
・
モ

ン
シ
ネ
（A

nne-Sophie M
onsinay

）
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
シ
ー
ム

ル
グ
・
モ
ス
ク
（M

osquée Sîm
orgh

）

　

③
カ
イ
ナ
・
バ
ル
ー
ル
（K

ahina Bahloul

）
と
フ
ァ
ケ
ー
ル
・
コ

ル
シ
ャ
ン
（Faker K

orchane

）
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
フ
ァ
ー
テ
ィ

マ
・
モ
ス
ク
（M

osquée Fātim
a

）

　

こ
れ
ら
三
つ
の
取
り
組
み
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
を
四
点
述
べ
て

お
く
。
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
周
縁
化
さ
れ
て
き
た
存
在
へ
の
言
及
が
あ
る

こ
と
。
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
理
念
（
自
由
・
平
等
・
友
愛
・
ラ
イ

シ
テ
）
と
の
適
合
性
を
強
調
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
霊
性

と
し
て
の
側
面
を
重
視
す
る
こ
と
。
第
四
に
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
個
人
に
よ
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フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二
〇
一
五
年
の
テ
ロ
を
受
け
て
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ
ア
が

増
加
し
た
と
内
務
大
臣
が
発
表
し
た
際
、「
フ
ラ
ン
ス
反
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ

ビ
ア
団
体
」（
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）
は
も
っ
と
数
が
多
い
と
訴
え
た
と
こ
ろ
、
そ

の
数
字
は
信
憑
性
が
な
い
と
の
反
論
も
寄
せ
ら
れ
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
二
〇

二
〇
年
に
内
務
大
臣
の
圧
力
を
受
け
て
解
散
し
て
い
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
で
は

政
府
系
機
関
の
人
権
委
員
会
が
、
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ
ア
理
解
に
イ
ン
タ
ー

セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
観
点
の
重
要
性
に
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
フ

ラ
ン
ス
で
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ケ
ベ
ッ
ク
の
ム
ス
リ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
言
説
空
間

を
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
生
き
て
い
る
。
西
洋
の
女
性
が
イ
ス
ラ
ー
ム
に

改
宗
す
る
の
は
逆
説
的
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
女
た
ち
は
し
ば

し
ば
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
的
な
ク
ル
ア
ー
ン
読
解
を
行
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
と
ケ
ベ
ッ
ク
の
ム
ス
リ
ム
を
比
較
す
る
と
は
、
統
計
デ
ー
タ
の
比
較
検

討
の
み
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
の
社
会
的
議
論
に
現
わ
れ
る
争

点
の
複
眼
的
な
再
構
成
、
ま
た
相
反
す
る
価
値
観
に
引
き
裂
か
れ
て
葛
藤

を
抱
え
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
見
ら
れ
る
多
孔
的
な
世
界
像
の
理
解
と
再
構

成
を
も
含
意
す
る
。

西
欧
社
会
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
チ
ャ
プ
レ
ン
の
位
置

葛
西
　
賢
太

　

チ
ャ
プ
レ
ン
は
、
宗
教
を
背
景
に
持
つ
傾
聴
者
と
し
て
、
ま
た
宗
教
儀

式
を
司
る
者
と
し
て
、
多
様
な
組
織
で
働
く
。
宗
教
を
強
制
さ
れ
な
い
自

由
だ
け
で
な
く
、
前
述
の
諸
組
織
に
属
す
る
成
員
の
宗
教
実
践
の
自
由
も

保
障
す
る
の
で
あ
る
。
刑
務
所
内
の
宗
教
実
践
の
自
由
を
確
保
す
る
た
め

に
働
い
た
ム
ス
リ
ム
チ
ャ
プ
レ
ン
の
位
置
づ
け
が
、
英
国
（
イ
ン
グ
ラ
ン

ケ
ベ
ッ
ク
に
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
の
ム
ス
リ
ム
が
多
く
入
っ
て
く
る
の
は
一

九
九
〇
年
代
以
降
で
比
較
的
新
し
い
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
に

は
植
民
地
時
代
の
過
去
が
大
き
く
影
を
落
と
し
て
い
る
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
は

ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
を
植
民
地
化
し
た
過
去
を
持
た
な
い
。
フ
ラ
ン

ス
の
ム
ス
リ
ム
の
地
理
的
分
布
は
不
均
衡
で
、
大
都
市
郊
外
で
「
郊
外
の

イ
ス
ラ
ー
ム
」
を
形
成
し
て
い
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
の
ム
ス
リ
ム
の
九
割
は
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
集
中
し
て
お
り
、
地
区
ご
と
の
ば
ら
つ
き
は
少
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
の
ム
ス
リ
ム
の
学
歴
は
平
均
よ
り
も
低
い
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
ム

ス
リ
ム
は
平
均
よ
り
も
高
い
。
そ
れ
で
も
失
業
率
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
ケ
ベ

ッ
ク
で
も
平
均
よ
り
高
い
。

　
「
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ
ア
」
は
厄
介
な
概
念
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
多

く
の
知
識
人
、
政
治
家
、
メ
デ
ィ
ア
が
こ
の
言
葉
を
使
い
た
が
ら
な
い
。

共
和
国
の
ラ
イ
シ
テ
は
あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場
を
取
る

普
遍
主
義
な
の
だ
か
ら
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ
ア
で
は
な
い
と
い
う
言
説
が
よ

く
聞
か
れ
る
。
社
会
学
者
の
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ゲ
セ
ー
ル
は
、「
治
安
を
懸

念
す
る
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ
ア
」
は
広
範
囲
に
見
ら
れ
る
が
、「
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ
ア
」
や
「
文
化
的
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ
ア
」
は
国

に
よ
っ
て
異
な
る
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ
ア
を
、
植
民
地

の
過
去
を
持
つ
文
化
的
人
種
主
義
、
社
会
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
上
か

ら
の
人
種
主
義
、
ヒ
ジ
ャ
ブ
フ
ォ
ビ
ア
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
て
い
る
。
一

方
、
哲
学
者
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
ル
ー
は
ケ
ベ
ッ
ク
の
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ

ア
を
、
ポ
ス
ト
植
民
地
主
義
な
人
種
主
義
で
は
な
く
、
宗
教
的
振
る
舞
い

に
対
す
る
敵
意
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
る
。
イ
ス
ラ
モ
フ
ォ
ビ
ア
と
見
な
さ

れ
う
る
行
為
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
ケ
ベ
ッ
ク
で
も
多
い
が
、
そ
れ
を
イ
ス
ラ

モ
フ
ォ
ビ
ア
と
認
定
す
る
か
ど
う
か
に
は
政
治
的
な
力
学
が
は
た
ら
く
。
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一
〇
年
前
の
『
ム
ス
リ
ム
チ
ャ
プ
レ
ン
を
理
解
す
る
』（Gilliat et al 

2013

）
は
、
前
著
で
の
第
二
著
者
が
筆
頭
著
者
と
な
り
、
ま
た
刑
務
所
以

外
の
チ
ャ
プ
レ
ン
も
採
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
間
に
起
こ
っ
た
イ
ス
ラ
ー

ム
過
激
主
義
者
に
よ
る
複
数
の
事
件
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
ム
ス
リ

ム
は
、
西
欧
社
会
の
市
民
で
あ
り
同
時
に
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
こ
と
の
正
当

性
を
自
問
し
、
ま
た
他
者
に
も
示
す
必
要
が
強
ま
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
の
非

常
勤
聖
職
者
に
も
、
か
つ
て
は
英
語
が
不
自
由
な
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ウ
ル
ド

ゥ
ー
語
の
話
者
で
あ
っ
た
の
が
、
英
国
で
生
ま
れ
育
ち
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に

つ
い
て
も
専
門
的
に
学
び
、
な
お
か
つ
、
臨
床
牧
会
教
育
な
ど
の
傾
聴
す

る
チ
ャ
プ
レ
ン
と
し
て
の
訓
練
も
受
け
た
者
が
育
っ
て
い
っ
た
。
ム
ス
リ

ム
チ
ャ
プ
レ
ン
は
、
ム
ス
リ
ム
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
な

ど
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
戦
略
を
支
え
る
働
き
も
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
二
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
『
刑
務
所
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー

ム
』（W

ilkinson 2022

）
は
、
英
国
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
刑
務
所

で
の
ム
ス
リ
ム
入
所
者
二
七
九
名
、
七
九
名
の
チ
ャ
プ
レ
ン
含
む
職
員
に

対
す
る
詳
細
な
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
多
数
派
の
イ
ス
ラ

ー
ム
か
ら
過
激
主
義
者
ま
で
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
お
よ
び

そ
れ
を
導
く
チ
ャ
プ
レ
ン
の
働
き
は
、
明
ら
か
に
入
所
者
の
更
生
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　

英
刑
務
所
職
員
お
よ
び
チ
ャ
プ
レ
ン
に
向
け
ら
れ
た
最
新
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
る
と
（H

M
PPS 2023

）、
現
在
は
常
勤
だ
け
で
な
く
非
常
勤
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
様
に
「
チ
ャ
プ
レ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

大
き
な
裁
量
権
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。「
他
宗
教
」
の
第
二
位
を
締
め
る
ム
ス
リ
ム
の
「
チ
ャ
プ
レ
ン
」
た

ち
が
扉
を
叩
き
続
け
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
経
て
、
現
在

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
報
告
す
る
。

　

英
国
を
象
徴
す
る
宗
教
で
も
あ
る
英
国
教
会
と
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク

と
メ
ソ
ジ
ス
ト
を
あ
わ
せ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
現
在
の
米
国
宗
教
で
は

最
大
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
そ
の
規
模
は
年
々
減
少
を
続
け
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
増
加
し
て
い
る
の
は
無
宗
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
で
あ
る
。
こ

と
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
次
ぐ
二
番
目
の
勢
力
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
は
存
在

感
を
増
し
て
い
る
。
刑
務
所
で
も
同
様
に
、
ム
ス
リ
ム
の
入
所
者
が
相
当

数
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
英
国
の
刑
務
所
で
「
チ
ャ
プ
レ
ン
」
と
呼
ば
れ
た

の
は
英
国
教
会
の
司
祭
だ
け
と
い
う
状
況
が
長
く
続
き
、
特
に
キ
リ
ス
ト

教
以
外
の
他
宗
教
（other faiths
）
は
、
非
常
勤
聖
職
者
（V

isiting 
M

inister

）
と
し
て
、
英
国
教
会
司
祭
チ
ャ
プ
レ
ン
の
指
示
に
し
た
が
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
ど
う
変
化
を
遂
げ
た
か

を
、
三
世
代
に
わ
た
る
チ
ャ
プ
レ
ン
研
究
書
と
近
年
の
職
員
・
チ
ャ
プ
レ

ン
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
踏
ま
え
て
示
す
。

　

二
五
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
刑
務
所
に
お
け
る
宗
教
』（Beckford 

and Gilliat 1998

）
に
お
い
て
は
、
一
九
五
一
年
の
監
獄
法
に
従
い
、

刑
務
所
内
で
の
諸
宗
教
実
践
の
権
利
に
つ
い
て
規
定
し
な
が
ら
も
、
英
国

教
会
と
キ
リ
ス
ト
教
、
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
宗
教
と
の
あ
い
だ
に
は
待
遇

に
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
宗
教
実
践
の
自
由
を
支
え
る
立
場
で
あ
る
非
常
勤

聖
職
者
は
、
常
勤
の
英
国
教
会
の
チ
ャ
プ
レ
ン
の
采
配
を
待
た
ね
ば
な
ら

ず
不
自
由
を
か
こ
っ
て
い
た
が
、
い
っ
ぽ
う
で
常
勤
チ
ャ
プ
レ
ン
ほ
ど
の

責
任
を
負
わ
な
い
独
立
性
を
享
受
し
て
も
い
た
。
し
か
し
入
所
者
の
宗
教

の
比
率
が
変
わ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
減
少
し
て
い
く
中
で
も
、
英
国
教

会
が
主
導
す
る
形
で
よ
い
の
か
問
わ
れ
る
。
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に
は
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
＝
チ
ャ
ル
シ
ュ
タ
イ
が
お
こ
な
わ
れ
、
最
終
的
に
政

府
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
見
解
が
打
ち
出
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
ア
レ
ヴ
ィ
ー

儀
礼
の
意
味
や
思
想
を
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
／
ベ
ク
タ
シ
」
と
い
う
形
に
変
換

し
て
ス
ン
ナ
派
的
に
再
解
釈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
国
民

教
育
省
の
教
科
書
に
反
映
さ
れ
て
い
く
。
宗
教
に
関
す
る
教
科
書
は
、
政

府
見
解
と
な
る
研
究
者
の
見
解
が
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
宗
務
庁
の

構
成
職
員
を
見
る
と
、
八
〇
年
代
主
流
で
あ
っ
た
ト
ル
コ
＝
イ
ス
ラ
ム
統

合
論
の
職
員
（
ア
ン
カ
ラ
大
学
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
大
の
神
学
部
出
身
者
）

に
、
二
〇
一
〇
年
代
に
は
マ
ル
マ
ラ
大
出
身
者
が
加
わ
っ
て
い
た
。
ま
た

宗
務
庁
内
部
で
も
ト
ル
コ
＝
イ
ス
ラ
ム
統
合
論
の
人
々
と
政
権
寄
り
の
見

解
の
人
と
が
対
峙
す
る
よ
う
に
な
る
。
政
権
よ
り
の
教
科
書
執
筆
者
は
、

自
著
に
ア
レ
ヴ
ィ
ー
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
表
記
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
は
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
大
統
領
が
シ
ー
ア
派
の
学
者
に
ア
ラ
ウ
ィ
ー
派

は
シ
ー
ア
派
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
認
め
さ
せ
、
シ
ー
ア
派
内
に
ア
ラ
ウ
ィ

ー
（
ヌ
サ
イ
リ
ー
）
派
を
位
置
付
け
た
こ
と
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
動
向
と
し
て
ジ
ェ
ム
・
ワ
ク
フ
の
中
に
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
・
イ

ス
ラ
ム
宗
務
庁
」
の
開
所
式
が
二
〇
〇
三
年
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
関
連
と

な
る
が
二
〇
一
〇
年
の
教
育
改
定
の
と
き
の
教
科
書
に
は
「
多
様
な
ア
レ

ヴ
ィ
ー
」
を
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
・
ベ
ク
タ
シ
」
の
形
で
イ
ス
ラ
ム
的
な
解
釈

の
中
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
と
関
連
す
る
が
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
諸
集
団

は
多
様
で
あ
る
が
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
ジ
ェ
ム
・
ワ
ク
フ
の
勢
力
と
ア
ナ

ト
リ
ア
の
ト
ル
コ
系
ア
レ
ヴ
ィ
ー
諸
集
団
と
に
二
極
化
し
て
い
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
」
と
し
て
ま
と
ま
る
方
が
総
体
的
に
力
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
考
え
共
同
戦
線
を
は
る
よ
う
に
し
な
が
ら
実
際
に
は
二
つ
の
間

に
は
「
距
離
感
」
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
た
。

現
代
ト
ル
コ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
的
政
治
的
動
向
と 

ア
レ
ヴ
ィ
ー
諸
勢
力
の
軋
轢

佐
島
　
　
隆

　

ア
レ
ヴ
ィ
ー
協
会
長
（
か
つ
元
文
化
省
部
長
）
が
、
エ
ル
ド
ア
ン
政
府

主
導
の
二
〇
一
四
年
の
イ
フ
タ
ル
（
断
食
時
の
食
事
会
）
に
招
待
さ
れ
参

加
す
る
と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
に
は
、
実
際
に
は
参
加
し

な
い
の
に
す
る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
事
実
と
異
な
っ

て
い
た
。
こ
の
「
事
件
」
を
観
察
す
る
と
、
背
景
に
あ
る
政
治
的
動
向
、

宗
教
（
イ
ス
ラ
ム
／
イ
ス
ラ
ー
ム
）
的
関
連
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
諸
集
団
内
の

動
向
、
そ
し
て
こ
の
時
点
で
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
諸
動
向
や
諸
問
題

や
軋
轢
を
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
簡
略
的
に
で
も
見
て
み
た

い
。
ア
レ
ヴ
ィ
ー
と
い
う
人
々
は
「
断
食
」
と
い
う
ス
ン
ナ
派
の
「
行
」

を
そ
も
そ
も
行
わ
な
い
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
」

を
イ
フ
タ
ル
に
参
加
さ
せ
る
エ
ル
ド
ア
ン
政
府
は
、
こ
の
時
期
で
考
察
す

る
と
、
様
々
な
ア
レ
ヴ
ィ
ー
諸
集
団
に
関
す
る
様
々
な
動
向
の
集
団
を
政

権
の
意
向
に
「
調
和
」「
統
合
」
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
も
解
釈
で
き
る

の
で
あ
る
。
ま
ず
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
人
々
に
と
っ
て
の
「
断
食
」
は
、
ス
ン

ナ
派
の
よ
う
に
断
食
月
に
行
う
こ
と
は
な
い
。「
断
食
」
に
つ
い
て
の
ア

レ
ヴ
ィ
ー
言
説
に
よ
る
と
ム
ハ
ッ
レ
ム
月
一
―
一
〇
日
（
ま
れ
に
一
二
日

ま
で
）
断
食
を
す
る
と
言
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
行
わ
れ
な
い
。
一
〇
日

に
「
ア
シ
ュ
レ
ー
を
食
べ
る
」
と
さ
れ
、
そ
れ
は
行
わ
れ
う
る
。
シ
ー
ア

派
で
行
わ
れ
る
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
儀
礼
（
タ
ー
ズ
ィ
エ
）
は
無
い
。

　

二
〇
一
四
年
に
つ
い
て
。
二
〇
〇
二
年
末
に
エ
ル
ド
ア
ン
が
国
政
選
挙

で
勝
利
し
た
。
〇
三
年
に
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
む
け
た
調
整
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
始

ま
り
、
国
連
の
文
化
的
政
治
的
諸
権
利
が
承
認
さ
れ
る
。
〇
九
、
一
〇
年
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ま
た
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
諸
集
団
と
イ
ス
ラ
ム
諸
団
体
と
の
関
係
で
あ
る

が
、
基
本
的
に
軋
轢
が
あ
る
。I .SI .S

と
は
対
立
的
で
あ
っ
た
。
ギ
ュ
レ

ン
運
動
と
の
関
係
も
良
く
な
か
っ
た
。
ギ
ュ
レ
ン
派
の
男
性
が
女
子
寮
の

係
と
な
っ
た
時
、
寮
の
女
子
（
ア
レ
ヴ
ィ
ー
等
）
全
員
を
集
め
て
正
式
な

ス
カ
ー
フ
の
か
ぶ
り
方
を
強
制
指
導
し
て
い
た
。
ま
た
キ
ュ
タ
ヒ
ア
の
コ

ー
ラ
ン
読
書
会
で
は
、
嫌
が
る
少
年
少
女
に
強
制
す
る
ス
レ
イ
マ
ン
ジ
ュ

も
い
た
。（
こ
れ
に
デ
デ
を
も
巻
き
込
む
。）
ア
ナ
ト
リ
ア
で
も
九
〇
年
代

に
デ
デ
な
ど
に
コ
ー
ラ
ン
を
強
制
し
も
し
く
は
ジ
ャ
ー
フ
ァ
ル
・
サ
ー
ド

ク
の
『
ブ
イ
ル
ク
』
を
参
考
に
さ
せ
る
地
域
も
あ
っ
た
。
実
際
に
は
『
コ

ー
ラ
ン
』
も
『
ブ
イ
ル
ク
』
も
ア
レ
ヴ
ィ
ー
諸
集
団
の
聖
典
・
教
義
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
動
向
の
中
で
「
イ
フ
タ
ル
」
の
食
事
会
が
開
催
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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『
ヨ
セ
フ
・
ハ
メ
カ
ネ
の
書
』
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
論
駁 

│
│ 

方
法
と
文
脈 

│
│

志
田　

雅
宏

　
『
ヨ
セ
フ
・
ハ
メ
カ
ネ
の
書
』（Sefer Y

osef ha-M
eqane

）
は
、
十

三
世
紀
半
ば
に
フ
ラ
ン
ス
北
部
で
書
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
論
駁
書
で
あ

る
。
著
者
の
ヨ
セ
フ
・
ベ
ン
・
ナ
タ
ン
は
サ
ン
ス
司
教
の
補
佐
を
務
め
る

ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
父
の
ナ
タ
ン
の
世
代
か
ら
、
各
地
の
キ
リ
ス
ト
教
聖

職
者
た
ち
と
の
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ヨ
セ
フ
は
一
二
四
〇

年
の
パ
リ
で
の
タ
ル
ム
ー
ド
審
問
の
報
告
書
を
著
し
た
人
物
と
も
推
定
さ

れ
、
審
問
か
ら
数
年
後
に
出
版
さ
れ
た
『
タ
ル
ム
ー
ド
か
ら
の
抜
粋
』

（E
xtractiones de T

alm
ud

）
を
は
じ
め
と
す
る
ラ
テ
ン
・
タ
ル
ム
ー

ド
研
究
と
の
関
係
も
重
要
な
論
点
と
な
る
。

　

中
世
ユ
ダ
ヤ
教
の
対
キ
リ
ス
ト
教
論
争
文
学
史
と
い
う
観
点
か
ら
見
る

と
、『
ヨ
セ
フ
・
ハ
メ
カ
ネ
の
書
』
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
南
部
か
ら
イ
ベ
リ

ア
半
島
に
か
け
て
発
展
し
た
同
ジ
ャ
ン
ル
の
文
献
と
は
異
な
る
特
徴
が
み

ら
れ
る
。
第
一
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
主
要
な
教
義
（
三
位
一
体
や
受
肉
）

へ
の
論
理
的
お
よ
び
哲
学
的
な
視
点
か
ら
の
批
判
が
欠
け
て
い
る
。
こ
れ

は
、
西
方
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
に
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語

の
哲
学
書
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
翻
訳
さ
れ
て
入
っ
て
き
た
と
き
に
、
フ
ラ
ン

ス
北
部
で
激
し
い
反
発
が
生
じ
た
こ
と
と
か
か
わ
る
。
こ
の
マ
イ
モ
ニ
デ

ス
論
争
に
よ
っ
て
明
確
と
な
っ
た
哲
学
へ
の
反
対
が
、『
ヨ
セ
フ
・
ハ
メ

カ
ネ
の
書
』
に
お
け
る
議
論
の
方
法
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
第
二
に
、
同
書
に
は
前
述
の
ラ
テ
ン
・
タ
ル
ム
ー
ド
研
究
も
ほ

と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
、
十
三
世
紀
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

者
に
よ
る
タ
ル
ム
ー
ド
の
審
問
や
ラ
テ
ン
語
翻
訳
は
、
当
の
フ
ラ
ン
ス
北

部
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
論
駁
と
い
う
文
脈
で
の
反

発
を
も
た
ら
す
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
む
し
ろ
、『
ヨ

セ
フ
・
ハ
メ
カ
ネ
の
書
』
に
お
い
て
導
入
さ
れ
て
い
る
の
は
、
モ
ー
セ
五

書
、
預
言
書
、
諸
書
の
特
定
の
句
の
意
味
を
、
ヨ
セ
フ
や
父
ナ
タ
ン
ら
が

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
聖
職
者
や
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
の
改
宗
者
と
の
あ
い
だ
で
議

論
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
議
論
に
は
「
ラ
ビ
と
ミ
ン

（
異
端
者
）
の
論
争
」
や
「
王
の
た
と
え
話
」
な
ど
、
ラ
ビ
文
学
（
タ
ル

ム
ー
ド
や
ミ
ド
ラ
シ
ュ
）
に
典
型
的
な
様
式
が
し
ば
し
ば
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
ラ
シ
の
学
派
を
中
心
に
発
展
し
た
フ
ラ
ン

ス
北
部
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
書
解
釈
お
よ
び
タ
ル
ム
ー
ド
学
習
を
基
盤
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
註
解
的
な
思
考
と
議
論
に
よ
る
論
駁
と
い
え
よ

う
。
加
え
て
、
ヨ
セ
フ
は
同
書
の
後
半
で
福
音
書
を
ラ
テ
ン
語
か
ら
ヘ
ブ

ラ
イ
語
に
翻
字
お
よ
び
翻
訳
し
て
、
そ
の
イ
エ
ス
伝
承
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の

教
義
と
の
相
違
を
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ラ
テ
ン
語
お
よ
び
キ
リ
ス
ト

教
文
学
へ
の
知
識
を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
十
三
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
北
部
で

は
稀
有
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

ヨ
セ
フ
は
論
駁
書
の
な
か
で
、
聖
書
解
釈
に
も
と
づ
く
キ
リ
ス
ト
論
と

い
う
古
代
末
期
以
来
の
伝
統
的
な
主
題
だ
け
で
な
く
、
十
字
軍
に
よ
る
暴

力
や
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
殉
教
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
強
制
的
な
改
宗
、
ル
イ

九
世
が
禁
止
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
金
貸
し
な
ど
、
彼
自
身
の
同
時
代
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
そ
こ
に
は
、
聖
書
解
釈
と
そ
れ
に
も

と
づ
く
宗
教
論
争
を
通
じ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
を
取
り
巻
く
現
実
的
な
問

題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
い
う
著
者
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

『
ヨ
セ
フ
・
ハ
メ
カ
ネ
の
書
』
に
は
、
イ
エ
ス
や
マ
リ
ア
、
十
字
架
や
聖

霊
に
対
す
る
侮
蔑
的
な
表
現
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
回
十
字
軍
の
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一
四
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
は
、
ソ
ロ
モ
ン
朝
ア
ビ
シ
ニ
ア
王
国
が
、
南

部
地
域
の
征
服
や
王
権
の
宗
教
問
題
へ
の
介
入
な
ど
、
中
央
集
権
国
家
と

し
て
の
権
威
を
拡
大
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
王
権
の
拡
大

行
為
に
対
し
て
、
修
道
院
は
自
ら
の
支
配
地
を
失
う
こ
と
と
、
宗
教
的
な

権
威
を
弱
め
ら
れ
る
可
能
性
を
危
惧
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
修
道
院

は
王
権
に
対
し
て
警
戒
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
た
め
に
、
王
の
行
い
に

対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
協
議
の
立
場
か
ら
反
抗
す
る
聖
人
の
姿
が
描
か
れ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
立
場
に
対
し
て
、
発
表
者
は
別
の
視
点
か
ら
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
解
釈
す
る
可
能
性
を
提
起
す
る
。
そ
の
視
点
は
、
中
世
エ
チ

オ
ピ
ア
宮
廷
に
お
け
る
寡
婦
を
め
ぐ
る
状
況
で
あ
る
。
ま
ず
、
政
治
的
な

争
い
を
読
み
取
る
の
み
で
は
、
な
ぜ
婚
姻
を
め
ぐ
る
対
立
が
中
心
的
な
テ

ー
マ
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
の
説
明
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、『
ベ
ツ
ァ

ロ
タ
・
ミ
カ
エ
ル
の
生
涯
』
の
中
に
は
、
該
当
箇
所
以
外
に
も
婚
姻
に
ま

つ
わ
る
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
の
内
容
に

即
し
て
、
王
の
寡
婦
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
の
議
論
と
し
て
、
こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
解
釈
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

寡
婦
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
ア
フ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
し
ば
し
ば

表
面
化
す
る
問
題
で
あ
る
。
婚
資
の
返
却
を
避
け
る
た
め
に
、
夫
の
親
族

と
再
婚
す
る
慣
習
と
、
そ
れ
を
禁
じ
る
教
会
の
教
義
は
、
寡
婦
た
ち
に
ジ

レ
ン
マ
を
強
い
て
き
た
。

　

中
世
エ
チ
オ
ピ
ア
の
宮
廷
で
も
似
た
よ
う
な
状
況
が
起
こ
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
政
略
結
婚
の
た
め
に
王
が
死
ん
だ
後
も
そ
の
妻
は
、
王
の
リ
ネ
ー

ジ
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
は
難
し
か
っ
た
。
ま
た
、
王
の
妻
は
王
国
統
治
の

重
要
な
行
事
で
あ
る
宮
廷
の
宴
会
の
食
事
を
指
揮
す
る
、
経
験
あ
る
指
導

と
き
に
ラ
イ
ン
地
方
で
起
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
迫
害
に
つ
い
て
記
し
た
ヘ

ブ
ラ
イ
語
年
代
記
に
も
共
通
す
る
地
域
的
な
特
色
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ユ

ダ
ヤ
人
の
殉
教
者
た
ち
の
描
写
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
憎
悪
や
敵

意
を
表
現
し
た
こ
れ
ら
の
年
代
記
と
は
異
な
り
、
ヨ
セ
フ
は
キ
リ
ス
ト
教

と
い
う
宗
教
の
誤
り
を
説
得
的
に
示
す
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
論
争
は
ラ
ビ
た
ち
と
キ
リ
ス
ト
教
聖
職
者
の
関
係
を
悪
化
さ
せ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
論
駁
書
に
は
、
ヨ
セ

フ
や
父
ナ
タ
ン
ら
が
司
教
た
ち
と
行
動
を
と
も
に
し
、
日
常
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
か
ら
、
聖
書
に
つ
い
て
の
問
答
を
交
わ
す
様
子
が
描
か
れ
る
。

そ
れ
は
、
彼
ら
が
良
好
な
関
係
を
保
持
し
つ
つ
、
論
争
に
従
事
し
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
描
写
と
い
え
る
。

中
世
エ
チ
オ
ピ
ア
正
教
会
の
聖
人
伝
に
お
け
る
寡
婦
の
問
題

加
藤　
　

基

　

エ
チ
オ
ピ
ア
正
教
会
に
は
、
各
地
の
修
道
院
院
長
に
代
表
さ
れ
る
聖
人

た
ち
の
生
涯
を
記
し
た
聖
人
伝
編
纂
の
伝
統
が
あ
る
。
こ
の
聖
人
伝
の
中

で
頻
出
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
、
王
が
自
ら
の
父
の
妻
と
婚
姻

す
る
こ
と
に
対
し
て
、
聖
人
が
宮
廷
に
赴
き
忠
告
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。

　

本
発
表
で
は
、
そ
の
最
初
期
の
例
で
あ
る
聖
人
伝
、『
ベ
ツ
ァ
ロ
タ
・

ミ
カ
エ
ル
の
生
涯
』
の
中
の
、
聖
人
ベ
ツ
ァ
ロ
タ
・
ミ
カ
エ
ル
と
王
ア
ム

ダ
・
ツ
ェ
ヨ
ン
の
間
の
争
い
を
取
り
上
げ
た
。
先
行
研
究
の
中
で
は
、
王

と
聖
人
の
婚
姻
を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
い
て
、
一
四
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に

か
け
て
の
エ
チ
オ
ピ
ア
の
政
治
的
争
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。
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全
域
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
を
超
え
る
強
い
地
震
が
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス

の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
聖
職
者Sam

uel D
oolittle

は
こ
の
地
震
に
つ
い
て

「
一
六
六
五
年
の
ペ
ス
ト
、
一
六
六
六
年
の
大
火
に
つ
ぐ
三
回
目
の
神
の

裁
き
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。
一
六
九
二
年
の
ロ
ン
ド
ン
地
震
に
直
面
し
た

S. D
oolittle

は
、
地
震
は
、
最
後
の
審
判
の
日
の
前
触
れ
で
あ
り
、
ロ

ン
ド
ン
の
人
々
に
神
の
意
図
と
摂
理
を
知
っ
て
悔
い
改
め
る
よ
う
に
説
い

た
。

　

本
研
究
は
、
十
七
世
紀
末
に
ロ
ン
ド
ン
で
起
こ
っ
た
地
震
に
関
す
る

Sam
uel D

oolittle

の
説
教
（A

 Serm
on O

ccasioned by the late 
E
arthquake w

hich happen
’d in London and other Places on 

the E
ighth of Septem

ber, 1692 / Preached to a Congrega-
tion in Reading by Sam

uel D
oolittle, London, 1692

）
を
中
心

に
発
表
す
る
と
と
も
に
十
七
世
紀
後
半
に
ロ
ン
ド
ン
で
感
染
拡
大
し
た
ペ

ス
ト
大
流
行
と
ロ
ン
ド
ン
大
火
に
関
す
るT

hom
as V

incent

の
説
教

（T
hom
as V

incent, G
ods T

errible V
oice in the City, 5th edi-

tion, London, 1667

）
に
つ
い
て
の
比
較
・
分
析
を
行
っ
た
。
彼
ら
が

十
七
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
惨
禍
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
説
教
を

行
っ
た
の
か
、
ま
た
当
時
の
自
然
災
害
に
お
け
る
神
学
思
想
を
解
明
し
た
。

　

十
七
世
紀
に
起
こ
っ
た
地
震
に
つ
い
て
、D

oolittle

は
次
の
三
つ
の

教
訓
（
①
罪
深
い
人
々
に
裁
き
を
与
え
る
の
は
神
で
あ
る
。
②
恐
ろ
し
い

方
法
で
万
軍
の
主
は
訪
れ
、
す
べ
て
の
罪
を
罰
す
る
。
③
万
軍
の
主
の
訪

れ
は
、
特
定
の
地
域
に
地
震
を
も
た
ら
す
。
神
が
地
震
を
伴
っ
て
訪
れ
る

意
図
は
罪
深
い
人
々
を
裁
き
、
悔
い
改
め
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。）
を
示
し

た
。
さ
ら
に
地
震
は
裁
き
に
お
い
て
神
の
業
で
あ
り
罰
の
災
い
を
与
え
る

と
彼
は
主
張
す
る
。
神
が
地
震
で
訪
れ
る
と
き
の
特
性
は
、
①
突
然
で
不

者
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
王
の
死
後
も
宮
廷
は
、
親
族
の
再
婚
に
よ

っ
て
寡
婦
を
宮
廷
に
留
め
て
お
き
た
い
動
機
が
あ
っ
た
。

　

対
す
る
修
道
院
の
側
も
、
寡
婦
を
自
ら
の
勢
力
圏
に
お
い
て
お
き
た
い

動
機
が
存
在
し
た
。
ま
ず
、
教
会
内
の
規
定
と
し
て
、
教
会
の
役
職
と
し

て
寡
婦
を
任
命
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
女
性
修
道
士
た
ち

の
間
の
管
理
者
と
し
て
、
高
貴
な
出
自
を
持
つ
寡
婦
た
ち
の
能
力
を
必
要

と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
機
は
、
聖
人
伝
の
中
で
聖
人
の

奇
跡
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
対
象
と
し
て
、
寡
婦
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
推
測
が
で
き
る
。

　

結
論
と
し
て
、
ベ
ツ
ァ
ロ
タ
・
ミ
カ
エ
ル
と
ア
ム
ダ
・
ツ
ェ
ヨ
ン
の
対

立
に
代
表
さ
れ
る
、
王
の
寡
婦
の
再
婚
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
政
治

的
対
立
の
み
で
な
く
、
中
世
エ
チ
オ
ピ
ア
宮
廷
に
お
け
る
寡
婦
の
状
況
が

反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
読
み
と
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
に
注

目
し
た
解
釈
は
、
国
家
と
教
会
、
修
道
院
、
イ
ス
ラ
ー
ム
な
ど
の
関
係
に

注
目
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
エ
チ
オ
ピ
ア
宗
教
史
に
対
し
て
、
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
な
解
釈
を
提
示
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

十
七
世
紀
ロ
ン
ド
ン
の
地
震
と
キ
リ
ス
ト
教 

│
│ D

oolittle

ら
の
説
教
か
ら 

│
│

安
田　

典
子

　

わ
が
国
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
一
九
二
三
年

九
月
一
日
に
東
京
を
襲
っ
た
関
東
大
震
災
か
ら
百
年
が
経
つ
。
最
大
震
度

五
弱
以
上
の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
る
地
震
の
発
生
を
私
た
ち
は
前
も
っ
て
緊

急
地
震
速
報
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
現
代
の
情
報
通
信
技
術
に

よ
る
前
触
れ
で
あ
る
。
一
六
九
二
年
九
月
八
日
に
突
然
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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世
紀
の
災
禍
に
つ
い
て
の
特
徴
を
、
前
後
の
時
代
の
ペ
ス
ト
や
地
震
へ
の

対
応
の
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
そ
の
意
義
を
解
明
す
る
の
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
、
善
人
は
い
な
い
の
か

水
口　

隆
司

　

キ
リ
ス
ト
教
で
は
「
全
能
の
神
」
と
の
関
係
で
、「
悪
の
存
在
」
が
度
々

話
題
に
な
る
。
神
は
善
で
あ
り
、
全
能
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
悪
が

存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
や
ト
マ
ス
・
ア

ク
ィ
ナ
ス
な
ど
の
神
学
者
が
解
決
に
挑
み
、「
悪
」
に
関
す
る
論
考
は
溢

れ
る
ほ
ど
多
数
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
比
べ
て
「
善
」
が
話
題
と
な
る

こ
と
は
少
な
い
。

　

ト
マ
ス
は
『
神
学
大
全
』
第
二
巻　

第
二
十
五
問
題
で
、「
神
の
能
力

に
つ
い
て
」
考
察
す
る
。

　
「
神
に
お
い
て
能
力
な
る
も
の
が
存
在
す
る
か
」（
第
一
項
）、「
神
の
能

力
は
無
限
で
あ
る
か
」（
第
二
項
）
に
続
い
て
「
神
は
全
能
で
あ
る
か
」

（
第
三
項
）
と
問
う
。
こ
れ
に
対
し
て
ト
マ
ス
は
、「
神
は
い
か
な
る
こ
と

も
不
可
能
な
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
」（
ル
カ
一
、
三
七
）
と
の
一
節
を

引
用
し
て
答
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
「
神
は
す
べ
て
の
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
「
神
は
す
べ
て
の
可
能
な
こ
と
が
で
き
る
」

と
の
意
で
、
矛
盾
を
内
蔵
す
る
物
事
は
神
の
全
能
の
範
疇
に
は
含
ま
れ
な

い
と
す
る
。

　
『
神
学
大
全
』
第
一
巻　

第
六
問
題　
「
神
の
善
た
る
こ
と
に
つ
い
て
」

　
「
善
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
神
に
適
合
す
る
か
」（
第
一
項
）
と
の
問
い

に
対
し
て
、
ト
マ
ス
は
「
善
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
神
に
適
合
し
な

意
打
ち
、
②
時
に
は
短
く
、
時
に
は
長
く
続
き
、
③
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な

く
広
範
囲
へ
広
が
り
、
④
災
害
の
前
触
れ
を
警
告
し
、
最
後
の
審
判
の
日

の
到
来
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
そ
し
て
神
が
慈
愛
を
も
っ
て
訪
れ
る
な
ら

感
謝
せ
よ
、
神
が
怒
り
を
も
っ
て
訪
れ
る
な
ら
主
を
畏
れ
、
謙
虚
で
あ
れ

と
彼
は
説
い
た
。
聖
書
と
摂
理
か
ら
神
の
意
図
の
手
が
か
り
を
え
て
、
こ

の
地
震
を
記
憶
に
し
る
し
、
心
に
刻
め
と
主
張
し
た
。
一
方
、V

incent

は
ロ
ン
ド
ン
の
ペ
ス
ト
大
流
行
と
ロ
ン
ド
ン
大
火
の
神
の
裁
き
の
中
に
、

神
の
手
の
業
を
見
た
。
彼
は
二
十
五
の
具
体
的
な
罪
を
挙
げ
て
そ
の
裁
き

の
原
因
を
語
っ
た
。
さ
ら
に
神
の
意
図
（
デ
ザ
イ
ン
）
は
、
①
ペ
ス
ト
と

大
火
災
を
送
っ
た
神
の
手
を
知
り
、
②
ロ
ン
ド
ン
の
裁
き
の
中
に
神
の
名

を
見
て
神
の
恵
み
と
美
徳
を
知
る
よ
う
に
、
③
ロ
ン
ド
ン
が
目
覚
め
て
、

罪
を
告
白
し
、
謙
虚
に
、
罰
を
受
け
入
れ
、
神
の
怒
り
を
な
だ
め
る
よ
う

に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
、
と
人
々
に
神
の
声
を
解
釈
し
た
。

　

本
研
究
は
、
十
七
世
紀
の
地
震
、
ペ
ス
ト
、
大
火
に
お
け
る
ピ
ュ
ー
リ

タ
ン
聖
職
者
の
説
教
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
ロ
ン
ド
ン
災
禍
に
対
し
て
当

時
の
牧
師
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
人
々
に
何
を
説
い
た
の
か
に
つ
い
て
論 

じ
た
。D

oolittle

とV
incent

の
説
教
の
特
徴
は
、
自
然
災
害
が
人
々

の
罪
に
対
す
る
神
の
裁
き
で
あ
り
、
神
の
意
図
と
摂
理
を
理
解
し
て
悔
い

改
め
る
よ
う
に
、
聖
書
を
引
用
し
な
が
ら
説
得
力
を
も
っ
て
人
々
に
説
い

た
こ
と
で
あ
る
。D
oolittle

は
神
へ
の
祈
り
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
、

V
incent

も
神
が
人
々
に
期
待
す
る
務
め
を
示
し
、
こ
れ
ら
の
災
禍
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
語
る
。
彼
ら
の
説
教
は
十
七
世
紀
当
時
の
ピ
ュ
ー

リ
タ
ン
共
有
の
神
学
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
る
。
当
時
の
牧
師
の

説
教
か
ら
十
七
世
紀
の
民
衆
の
宗
教
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
近
代
か
ら

現
代
に
至
る
災
害
と
宗
教
と
の
関
係
を
論
じ
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
十
七
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い
な
心
も
善
で
あ
る
が
、
神
と
の
交
わ
り
こ
そ
最
も
優
れ
た
善
で
あ
る
と

す
る
。
そ
れ
は
人
間
の
究
極
的
目
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
他
の

価
値
は
す
べ
て
相
対
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。

　

聖
書
に
お
い
て
ノ
ア
や
ア
ブ
ラ
ム
は
、
神
に
従
う
人
、
無
垢
な
人
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
人
間
を
表
す
言
葉
と
し
て
「
善
」
は
使
わ

れ
ず
、
道
徳
的
な
「
善
」
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
次
第
に
神

と
人
間
と
の
関
係
を
表
す
言
葉
と
し
て
、「
善
」
よ
り
も
「
義
」
が
つ
か

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
に
在
っ
て
は
、
神
と
人
間
と
の
関
係
は
非
常
に
シ
ビ
ア
な

も
の
で
あ
り
、
日
本
社
会
で
重
視
さ
れ
る
「
善
人
」
と
い
う
も
の
に
キ
リ

ス
ト
教
は
余
り
価
値
を
認
め
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
「
善
」
よ
り
も
、
神

と
の
関
係
に
お
い
て
自
己
を
規
定
す
る
「
義
」
に
お
い
て
、
唯
一
神
と
の

契
約
を
守
っ
た
。
聖
書
に
「
義
人
」
は
度
々
登
場
す
る
が
、「
善
人
」
が
登

場
し
な
い
と
い
う
面
に
も
、
神
と
人
間
と
の
関
係
を
厳
密
に
規
定
す
る
一

神
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
一
面
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
に
お
け
る
真
の
夢
概
念

津
田　

謙
治

　

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
世
界
に
お
い
て
、
夢
は
、
預
言
や
幻
と
同
様
に
、
神

が
人
類
と
関
わ
り
を
も
つ
際
の
重
要
な
媒
介
の
一
つ
と
見
做
さ
れ
て
い

た
。
例
え
ば
創
世
記
に
お
い
て
、
神
は
、
ヤ
コ
ブ
や
そ
の
伯
父
ラ
バ
ン
、

ま
た
異
教
徒
の
王
ア
ビ
メ
レ
ク
に
対
し
、
夢
を
見
る
場
所
に
関
係
な
く
、

ま
た
夢
を
見
る
者
の
信
心
や
徳
に
必
ず
し
も
依
拠
す
る
こ
と
な
く
、
直
接

な
い
し
は
御
使
い
の
よ
う
な
も
の
を
通
し
て
間
接
的
に
夢
を
も
た
ら
し
た

と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
イ
エ
ス
と
ほ
ぼ
同
時
代
、
一
世
紀
頃
の
エ
ジ

い
」
と
も
考
え
ら
れ
る
、
と
当
時
に
大
学
で
の
講
義
様
式
に
従
い
反
証
す

る
が
、
結
論
と
し
て
「
善
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
神
に
こ
そ
、
特
に
優
れ

た
仕
方
で
適
合
す
る
」
と
述
べ
る
。
物
事
は
、
望
ま
し
い
も
の
、
希
求
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
限
り
善
で
あ
る
、
と
す
る
。「
神
は
最
高
善
で
あ

る
か
」（
第
二
項
）
と
の
問
い
に
対
し
て
、
ト
マ
ス
は
「
神
は
端
的
に
最

高
の
善
で
あ
る
」
と
明
言
す
る
。
善
が
神
に
お
い
て
存
在
す
る
の
は
、
万

物
の
第
一
原
因
と
し
て
の
神
に
お
い
て
で
あ
る
。
神
以
外
の
善
な
る
存
在

は
、
神
と
の
相
対
的
な
関
係
に
お
い
て
、
神
の
善
を
分
有
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
て
も
神
の
最
高
善
に
は
及
ば
な
い
、

と
す
る
。

　
『
神
学
大
全
』
第
六
巻　

第
八
十
三
問
題　
「
自
由
意
思
に
つ
い
て
」

　
「
人
間
は
自
由
意
思
を
有
す
る
か
」（
第
一
項
）
と
の
問
い
に
対
し
て
、

「
人
間
が
理
性
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
ま
さ
に
こ
の
理
由
で
、
人
間
は

自
由
意
思
を
有
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

　
『
神
学
大
全
』
第
七
巻　

第
九
十
三
問
題　
「
人
間
の
産
出
の
目
的
乃
至

は
終
極
に
つ
い
て
」

　
「
人
間
の
内
に
神
の
像
が
存
在
す
る
か
」（
第
一
項
）
と
の
問
い
に
対
し

て
、
今
人
間
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
の
意
味
で
神
の
似
姿
が
見
い
だ
さ
れ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
人
間
の
内
に
神
の
像
が
あ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
や
は
り
完
全
な
像
で
は
な
く
、
不
完
全
な
像
に
留
ま
る
。
人
間
は

そ
の
類
似
性
の
不
完
全
さ
の
た
め
に
「
像
の
如
く
に
」
と
も
言
わ
れ
る
。

　

ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
「
善
」
と
い
う
言
葉
は
、
元
来
、
そ
の
個
人
を
快
楽
と

幸
福
感
と
で
包
む
人
間
と
か
物
事
を
指
す
。
例
え
ば
美
味
し
い
食
事
、
美

し
い
少
女
な
ど
、
人
間
を
幸
福
に
す
る
よ
う
な
も
の
全
般
を
指
す
言
葉
で

あ
る
。
し
か
し
、
聖
書
の
理
解
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、
美
し
い
花
も
き
れ
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夢
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
夢
の
中
で
情
欲
が
幻
影
を
用
い

て
身
体
を
行
使
し
て
い
る
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
魂
が
そ
の
よ
う
な
幻
影

に
同
意
す
る
際
に
、
夢
が
見
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
情
欲
や
、

ま
た
日
中
に
活
動
し
た
内
容
が
幻
影
と
な
っ
て
夢
に
現
れ
る
こ
と
は
有
り

得
る
が
、
理
性
的
な
魂
の
支
配
的
部
分
（
ヘ
ゲ
モ
ニ
コ
ン
）
を
働
か
せ
る

こ
と
で
、
情
動
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
平
静
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
上
記
の
二
つ
の
議
論
に
お
い
て
、
ク
レ
メ
ン
ス
は
、
基
本

的
に
は
理
性
的
な
魂
の
働
き
に
よ
っ
て
節
制
し
、
神
と
真
理
の
光
に
目
を

向
け
る
こ
と
が
、
目
指
す
べ
き
在
り
方
、
即
ち
、
真
の
覚
知
者
に
結
び
付

く
と
説
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
節
制
と
ア
パ
テ
イ
ア
、
ま
た
魂
の
支
配

的
部
分
に
関
す
る
議
論
な
ど
、
ス
ト
ア
主
義
と
の
類
似
性
が
多
々
見
ら
れ

る
。
魂
の
支
配
的
部
分
と
夢
に
関
わ
る
議
論
は
、
ク
レ
メ
ン
ス
の
影
響
を

部
分
的
に
受
け
た
と
さ
れ
る
オ
リ
ゲ
ネ
ス
も
論
じ
て
い
る
。
オ
リ
ゲ
ネ
ス

は
、
魂
の
支
配
的
部
分
に
（
神
の
）
霊
が
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
夢

を
見
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
回
心
が
起
こ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ク
レ
メ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
確
か
に
ヤ
コ
ブ
の
見
た
神
の

顕
現
と
し
て
の
夢
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
情
欲
や
快
楽
を
抑

え
る
よ
う
に
、
理
性
に
よ
っ
て
夢
の
影
響
を
最
小
限
に
保
と
う
と
す
る
傾

向
が
見
出
さ
れ
る
。
ク
レ
メ
ン
ス
の
夢
に
関
す
る
議
論
は
、
断
片
的
で
あ

り
、
ま
た
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
あ
ま
り
無
い
た
め
に
、
初
期
教
父
に
お
け

る
思
想
史
的
な
系
譜
に
お
い
て
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た

が
、
節
制
と
の
関
係
で
夢
を
論
じ
る
在
り
方
は
、
四
世
紀
以
降
の
キ
リ
ス

ト
教
に
お
け
る
夢
の
議
論
の
先
取
り
と
も
見
做
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
夢

の
概
念
史
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
も
ち
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

プ
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
フ
ィ
ロ
ン
（
前
二
〇
―
後

五
〇
頃
）
が
上
述
の
創
世
記
の
記
述
に
つ
い
て
、
神
か
ら
送
ら
れ
た
夢
を

ス
ト
ア
主
義
的
な
議
論
に
基
づ
い
て
三
つ
に
分
類
し
つ
つ
、
聖
書
の
寓
意

的
解
釈
を
試
み
て
い
た
。
ま
た
、
三
世
紀
に
は
、
こ
の
同
じ
ア
レ
ク
サ
ン

ド
リ
ア
で
学
ん
だ
オ
リ
ゲ
ネ
ス
（
一
八
五
頃
―
二
五
四
頃
）
が
、
異
教
徒

ケ
ル
ソ
ス
に
よ
る
批
判
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
弁
証
す
る
過
程
で
、
霊
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
夢
に
よ
っ
て
多
く
の
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
キ
リ
ス
ト

教
に
改
宗
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
本
発
表
は
、
時
代
的
に
フ
ィ
ロ

ン
と
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
間
に
位
置
す
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス

（
一
五
〇
頃
―
二
一
五
頃
）
の
議
論
に
着
目
し
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
夢
を

理
解
し
て
い
た
か
を
分
析
す
る
。
そ
の
際
に
、
ク
レ
メ
ン
ス
と
ほ
ぼ
同
時

代
に
ア
フ
リ
カ
の
カ
ル
タ
ゴ
で
活
躍
し
た
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
（
一
六
〇

頃
―
二
二
五
頃
）
の
議
論
と
も
比
較
し
、
ク
レ
メ
ン
ス
の
議
論
の
特
徴
を

浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
ク
レ
メ
ン
ス
は
、
主
に
『
教
師
』
と

『
ス
ト
ロ
マ
テ
イ
ス
』
と
い
う
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
夢
概
念
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
。『
教
師
』
で
は
、
睡
眠
に
つ
い
て
論
じ
る
文
脈
の
中
で
、

夢
は
眠
る
際
の
環
境
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
簡
素
な
石
を

枕
に
し
た
ヤ
コ
ブ
が
人
間
を
超
え
た
夢
を
見
た
よ
う
に
、
眠
る
た
め
の
最

低
限
の
快
適
さ
の
中
で
満
足
し
て
眠
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の

際
、
い
つ
で
も
眠
り
か
ら
覚
め
て
神
を
讃
美
で
き
る
準
備
が
で
き
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
自
制
心
を
働
か
せ
、
魂
が
理
性
的
に
活
動
で
き
る

状
態
が
、
真
の
夢
と
結
び
付
け
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
ヤ
コ
ブ

の
夢
と
節
制
を
関
連
付
け
る
議
論
は
、
フ
ィ
ロ
ン
の
『
夢
』
に
も
類
似
し

た
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。
他
方
、
ク
レ
メ
ン
ス
は
『
ス
ト
ロ
マ
テ
イ
ス
』

に
お
い
て
、
真
の
愛
の
在
り
方
と
、
快
楽
と
節
制
を
論
じ
る
文
脈
の
中
で
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勢
づ
け
（dispositio

）」
す
る
と
い
う
仕
方
で
│
│
関
係
す
る
と
さ
れ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
一
に
『
命
題
集
註
解
』（I Sent., d.37, p.1, a.1, q.1

）
で
は
「
神

は
す
べ
て
に
も
の
の
う
ち
に
あ
る
か
」
と
の
問
い
が
立
て
ら
れ
、
ボ
ナ
ヴ

ェ
ン
ト
ゥ
ラ
は
そ
れ
を
肯
定
す
る
。
そ
の
解
答
の
論
拠
の
う
ち
と
り
わ
け

着
目
す
べ
き
は
、
神
は
「
能
力
」
の
点
で
完
全
性
を
有
す
る
が
ゆ
え
と
答

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
力
に
関
し
て
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
の
三
位

一
体
論
で
は
「
御
父
が
御
子
を
通
し
て
（per Filium

）
働
く
」
と
い
う

形
式
が
強
調
さ
れ
、
力
を
行
使
す
る
主
体
は
御
父
で
あ
り
、
他
方
で
御
子

に
は
「
従
属
的
権
威
（subauctritas

）」
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
同
様

に
、
御
言
に
つ
い
て
も
「
御
父
が
御
言
を
介
し
て
（per V

erbum

）
働

く
」
と
の
形
式
が
堅
持
さ
れ
、
発
話
主
体
で
あ
る
御
父
と
、
そ
こ
か
ら
発

せ
ら
れ
る
御
言
と
の
間
に
主
従
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
中
間
」

の
御
言
が
一
方
で
関
わ
る
父
な
る
神
と
の
関
係
で
は
そ
う
だ
が
、
他
方
の

被
造
物
と
の
関
係
で
は
、
御
父
と
同
様
に
原
因
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
付

与
さ
れ
、
御
父
と
御
子
と
の
間
の
従
属
関
係
が
捉
え
直
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
第
二
の
観
点
、
御
言
は
父
な
る
神
と
と
も
に
被
造
物
の
原
因
で

あ
る
と
き
、
い
か
に
し
て
御
言
は
父
な
る
神
と
一
致
し
、
他
方
で
被
造
物

と
は
距
離
を
取
り
つ
つ
働
き
か
け
る
の
か
。
実
際
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ

は
、
御
言
が
被
造
物
の
「
範
型
」
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
、
型
づ
け
る
能

動
性
を
強
調
し
、
そ
れ
を
受
動
す
る
被
造
物
と
区
別
す
る
。
ま
た
、
御
言

と
被
造
物
と
の
関
係
に
お
い
て
、
被
造
物
が
現
実
的
に
「
結
果
」
と
し
て

存
在
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
含
意
さ
れ
ず
、「（
御
言
は
）「
態
勢
づ
け
の

範
型
」
や
「
働
き
の
力
」
と
い
う
仕
方
で
、
被
造
物
と
関
係
す
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
は
、
現
実
態
に
お
け
る
関
係
で
は
な
く
、
能
力
態
に
お
け
る
関

ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
の
創
造
論
に
お
け
る
御
言

平
野
和
歌
子

　

ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
（
一
二
二
一
頃
―
一
二
七
四
）
の
創
造
論
は
、
三

位
一
体
の
思
想
と
密
接
に
関
わ
る
。
彼
の
三
位
一
体
論
は
、
新
プ
ラ
ト
ン

主
義
的
な
流
出
論
を
基
軸
に
展
開
さ
れ
、
御
父
に
第
一
義
的
に
「
起
源
」

の
位
置
を
認
め
る
た
め
、
御
子
と
聖
霊
の
位
置
づ
け
を
危
う
く
し
か
ね
な

い
。
そ
の
た
め
創
造
論
で
も
、
被
造
物
の
観
念
を
含
む
「
御
言
」
が
、
父

な
る
神
か
ら
あ
る
距
離
を
取
り
、
被
造
物
の
側
へ
引
き
下
げ
ら
れ
る
恐
れ

を
秘
め
て
い
る
。
確
か
に
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
自
身
が
御
言
に
つ
い
て
、

本
質
的
に
で
は
な
く
理
解
の
上
で
父
な
る
神
と
被
造
物
の
「
中
間
（m

e-
dium

）」
で
あ
る
と
明
言
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
神
が
す
べ
て
の
も
の
に

内
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。
事
実
、
研
究
者
の

間
に
は
、
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
の
創
造
論
が
「
汎
神
論
」
の
誹
り
を
受
け

る
こ
と
へ
の
危
惧
も
存
在
す
る
。
要
す
る
に
彼
の
創
造
論
に
は
、
父
な
る

神
と
御
言
と
の
間
に
流
出
論
に
基
づ
く
理
論
上
で
の
区
別
が
あ
り
、
御
言

が
被
造
物
の
う
ち
に
内
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
い
か
な
る
理
解
に

即
し
て
、
汎
神
論
に
も
ア
リ
ウ
ス
主
義
に
も
陥
る
こ
と
な
く
、
御
言
が

「
中
間
」
で
あ
る
の
か
が
整
合
的
に
説
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
そ
れ
に
関
し
て
次
の
手
順
で
検
討
し
た
。
第
一
に
、
ボ
ナ
ヴ

ェ
ン
ト
ゥ
ラ
が
汎
神
論
の
批
判
を
受
け
る
一
つ
の
根
拠
と
さ
れ
る
問
題

「
神
は
す
べ
て
に
も
の
の
う
ち
に
あ
る
か
」
に
対
し
て
肯
定
的
に
答
え
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
第
二
に
、
そ
の
際
に
神
と
被
造
物
が
完
全
に
一

致
す
る
仕
方
で
端
的
に
そ
れ
を
肯
定
す
る
立
場
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
御
言
と
被
造
物
と
の
間
の
距
離
を
繊
細
に
取
り
な
が
ら
│
│
簡
潔

に
言
え
ば
、
御
言
は
被
造
物
を
「
能
力
態
に
お
い
て
（in habitu

）」「
態



　　176

『宗教研究』97巻別冊（2024年） 個人発表

事
物
そ
の
も
の
へ
、（
三
）フ
ィ
グ
ー
ラ
の
転
換
、
で
あ
る
。（
一
）「
フ
ィ

グ
ー
ラ
」
や
「
不
可
視
な
」、「
内
的
な
」
と
い
っ
た
語
彙
は
両
時
代
を
通

じ
て
聖
餐
論
の
キ
ー
タ
ー
ム
で
あ
り
続
け
る
。
し
か
し
、
九
世
紀
の
聖
餐

論
で
は
い
ず
れ
の
語
彙
も
副
詞
の
か
た
ち
（
た
と
え
ば
「
見
え
な
い
仕
方

で
」）
で
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
副
詞
は
「
存
在
す
る
」
な
ど

で
は
な
く
（
聖
体
を
）「
見
る
」
や
「
理
解
す
る
」
と
い
っ
た
動
詞
と
結

び
つ
く
。
一
方
、
一
一
世
紀
に
は
名
詞
・
形
容
詞
の
か
た
ち
（
た
と
え
ば

「
見
え
な
い
も
の
」）
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
形
容
詞
は
旧
論
理
学

の
用
語
と
結
び
つ
き
「
不
可
視
な
本
質
」
な
ど
が
問
題
に
な
る
。（
二
）九

世
紀
に
は
、
誰
が
聖
体
を
見
て
、
そ
の
人
は
何
を
備
え
て
い
る
べ
き
か
と

い
う
こ
と
が
聖
餐
論
の
大
き
な
問
題
と
な
る
。
一
方
、
一
一
世
紀
に
は
、

聖
体
と
い
う
事
物
そ
の
も
の
と
そ
の
変
化
の
あ
り
方
に
焦
点
が
合
わ
せ
ら

れ
る
。（
三
）「
フ
ィ
グ
ー
ラ
」
と
「
ウ
ェ
リ
タ
ー
ス
」
を
対
と
す
る
論
じ

方
は
、
教
父
に
お
け
る
聖
書
注
釈
の
伝
統
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
は
旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書
の
あ
い
だ
で
の
予
型
の
関
係
を
指
し
て
い

る
。
こ
の
語
彙
の
継
承
か
ら
も
、
ま
た
議
論
の
内
容
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
九
世
紀
の
聖
餐
論
は
明
ら
か
に
こ
の
文
脈
上
に
あ
る
。
一
方
、
一
一

世
紀
の
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク
ス
の
議
論
で
も
ま
た
「
フ
ィ
グ
ー
ラ
」
と
「
ウ
ェ

リ
タ
ー
ス
」
の
対
比
は
見
い
だ
せ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
予
型
論
の
含
意

は
す
で
に
な
く
、
前
者
が
後
者
を
「
意
味
す
る
」
と
い
っ
た
単
純
な
指
示

関
係
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
さ
て
、
以
上
の
三
点
か
ら
本
発
表
で
は
以
下

の
よ
う
に
結
論
し
た
。
九
世
紀
の
聖
餐
論
で
は
、
聖
体
を
「
見
る
」「
理

解
す
る
」
そ
の
「
仕
方
」
を
問
題
に
す
る
副
詞
の
使
用
、
聖
体
の
受
け
取

り
手
と
い
う
「
解
釈
者
」
の
重
視
、
そ
し
て
聖
書
解
釈
の
方
法
で
あ
る
予

型
論
を
も
と
に
し
た
聖
体
理
解
な
ど
、「
解
釈
」
の
問
題
が
議
論
の
根
幹

係
の
み
を
意
味
す
る
」（I Sent., d.27, p.2, a.solo, q.2, concl.

）
と
彼

は
言
う
。
こ
こ
か
ら
、
御
言
が
力
や
範
型
と
し
て
被
造
物
と
関
わ
る
と

き
、
父
な
る
神
と
同
様
に
あ
く
ま
で
能
動
的
か
つ
現
実
的
な
力
と
し
て
働

く
た
め
、
御
言
は
端
的
に
被
造
物
の
う
ち
に
あ
る
と
さ
れ
て
は
い
な
い
。

御
言
は
、
ご
自
身
と
関
係
す
る
被
造
物
が
現
実
に
存
在
す
る
か
否
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
被
造
物
を
能
力
態
に
お
い
て
態
勢
づ
け
る
仕
方
で
関
わ
っ
て

い
る
。
以
上
か
ら
、
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
は
そ
の
論
考
を
詳
細
に
見
て
も

汎
神
論
を
認
め
る
立
場
に
は
な
く
、
創
造
論
に
お
い
て
御
言
の
働
き
を
規

定
す
る
な
か
で
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
な
流
出
論
に
よ
り
生
じ
た
御
父
と

御
子
の
溝
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

西
洋
初
期
中
世
の
聖
餐
論
検
討 

│
│ 

転
回
す
る
「
見
え
な
い
も
の
」 │
│

柴
田
峻
太
朗

　

本
発
表
で
は
、
西
欧
に
お
け
る
九
世
紀
と
一
一
世
紀
の
聖
餐
論
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
展
開
が
先
行
研
究
で
言
わ
れ
て
き
た
一
貫
す
る
対
立
軸

の
持
続
で
は
な
く
、
両
時
代
の
あ
い
だ
に
は
議
論
の
枠
組
み
の
根
本
的
な

転
換
が
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
転
換
と
は
「
聖
書
解
釈
か
ら
論

理
学
へ
」
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
発
表
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
九
世
紀
に
つ

い
て
は
パ
ス
カ
シ
ウ
ス
と
ラ
ト
ラ
ム
ヌ
ス
を
、
一
一
世
紀
に
つ
い
て
は
ベ

レ
ン
ガ
リ
ウ
ス
と
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク
ス
を
取
り
上
げ
た
。
ま
ず
は
両
時
代
の

聖
餐
論
の
学
問
的
な
背
景
（
九
世
紀
に
は
聖
書
注
釈
の
興
隆
、
一
一
世
紀

に
は
旧
論
理
学
の
知
識
が
広
く
ア
ク
セ
ス
可
能
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
）

を
確
認
し
た
の
ち
、
上
記
の
転
換
の
存
在
を
三
点
に
お
い
て
示
そ
う
と
し

た
。
そ
の
三
点
と
は
、（
一
）副
詞
か
ら
名
詞
へ
、（
二
）受
け
取
る
者
か
ら
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た
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
信
仰
意
識
を
突
出
さ
せ
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の

基
盤
を
押
し
出
し
、
村
社
会
と
い
う
属
性
は
後
退
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら

に
後
に
は
、
禁
教
高
札
が
撤
去
さ
れ
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
規
制
か
ら
解

放
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
解
放
後
、
教
会
や
講
義
所
等
と
い
っ
た

現
代
に
通
じ
る
宗
教
機
関
を
設
立
し
、
信
仰
組
織
を
展
開
し
て
い
く
の
で

あ
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
長
崎
近
郊
の
旧
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
在
し
た

集
落
を
事
例
に
し
て
、
近
代
移
行
期
で
あ
る
明
治
初
中
期
の
信
仰
組
織
の

転
換
が
村
社
会
と
キ
リ
シ
タ
ン
自
身
に
ど
う
影
響
し
た
か
当
該
期
の
記
録

史
料
か
ら
検
討
し
、
村
社
会
と
の
関
係
、
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
の
状
況
を
見

て
い
き
、
そ
の
時
代
的
意
義
を
考
え
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
と
接
し
、
信
仰
意
識
を
突
出
さ
せ
た
キ
リ
シ
タ
ン

は
、
彼
ら
が
存
在
す
る
村
を
超
え
て
、
他
地
域
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
交
流
す

る
な
ど
し
て
、
信
仰
組
織
の
拡
大
化
を
図
っ
た
。
彼
ら
は
、
信
仰
を
中
心

と
す
る
場
所
を
越
え
た
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
さ
せ
、
結
束
を
強

め
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
基
盤
は
村
社
会
か
ら
信
仰
へ
と
変
化
し
た
。

拡
大
化
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
組
織
は
、
再
構
築
さ
れ
た
。
礼
拝
所
が

村
内
に
設
置
さ
れ
、
新
た
に
役
職
者
が
養
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
潜
伏
時

代
の
儀
礼
や
行
事
も
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
も
の
に
変
化
し
た
。

　

禁
教
高
札
が
撤
去
さ
れ
る
と
宣
教
師
や
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
心
人
物
の
尽

力
に
よ
り
、
さ
ら
に
信
仰
組
織
は
刷
新
さ
れ
た
。
刷
新
さ
れ
た
信
仰
組
織

は
正
式
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
組
織
と
な
っ
た
。
潜
伏
期
の
役
職
者
は
正

式
な
聖
職
と
な
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
信
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
指
導

を
行
っ
た
。
特
に
洗
礼
を
有
効
化
さ
せ
た
。
ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
在

す
る
村
々
（
外
海
、
五
島
等
）
で
は
正
式
な
教
会
も
建
設
さ
れ
た
。
キ
リ

シ
タ
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
所
属
と
な
り
、
公
認
さ
れ
た
組
織
に
組
み

に
あ
っ
た
。
一
方
で
一
一
世
紀
の
聖
餐
論
で
は
、
語
彙
の
名
詞
や
、
ま
た

「
本
質
」
と
い
っ
た
旧
論
理
学
の
用
語
に
伴
う
形
容
詞
の
か
た
ち
で
の
使

用
、「
解
釈
者
」
で
は
な
く
聖
体
の
構
成
要
素
じ
た
い
の
問
題
化
、
そ
し

て
聖
書
解
釈
的
な
予
型
論
の
消
去
な
ど
、
あ
く
ま
で（
旧
）論
理
学
の
枠
組

み
で
議
論
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、「
不
可
視
な
」

と
い
う
こ
と
が
当
時
の
聖
餐
論
の
キ
ー
タ
ー
ム
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の

「
見
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
ま
た
以
上
の
転
換
の
な
か
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
る
は
ず
だ
。
聖
体
を
「
見
え
な
い
仕
方
で
」
し
か
し
理
解
で
き
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
聖
体
の
構
成
要
素
と
し
て
の
「
見
え
な
い
も
の
」
へ
。

本
発
表
の
も
う
一
つ
の
結
論
と
し
て
、
こ
う
し
た
「
見
え
な
い
も
の
」
の

転
回
を
論
じ
た
。

明
治
初
中
期
旧
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
組
織
の 

転
換
と
展
開
に
関
す
る
一
考
察

内
藤　

幹
生

　

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
禁
教
下
で
何
代
に
も
わ
た
り
信
仰
組
織
を
形
成
し

て
い
た
が
、
そ
れ
は
信
仰
を
保
持
し
継
承
で
き
た
要
因
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
信
仰
を
継
承
で
き
た
理
由
と
し
て
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
強
靭
な
信
仰

心
を
あ
げ
る
こ
と
で
き
る
が
、
彼
ら
の
活
動
を
維
持
し
た
組
織
が
あ
っ
た

こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
信
仰
心
の
み
で
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
信
仰
組
織
を
基
盤
に

活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
村
社
会
を
基
盤
に
し
て
日
常
生
活

を
営
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
信
仰
組
織
と
村
社
会
の
二
つ
を
主
な
属
性
と
し

存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
あ
り
方
は
幕
末
期
に
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
と
接
触
し
た
こ
と
で
大
き
く
変
化
し
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家
や
天
皇
の
偶
像
化
に
抗
い
、
個
の
尊
厳
と
自
由
を
主
張
す
る
文
章
を
多

数
残
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
柏
木
の
「
神
の
肖
像
」
理
解
は
ど
の
よ
う

に
形
成
さ
れ
た
の
か
。
本
発
表
で
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
指
導
者
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
エ
ラ
リ
ー
・
チ
ャ
ニ
ン
グ
（
一
七
八
〇
―
一
八
四
二
）
か
ら
の
影
響

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

柏
木
は
「
神
の
肖
像
」
に
言
及
す
る
際
、
チ
ャ
ニ
ン
グ
の
「
人
間
な
る

名
称
は
帝
王
と
云
ふ
よ
り
も
大
統
領
と
云
ふ
よ
り
も
遥
に
尊
貴
な
る
名
号

で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
し
ば
し
ば
引
用
す
る
。「
正
統
的
キ
リ
ス
ト
教

人
間
観
」
に
立
つ
と
評
さ
れ
る
柏
木
が
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
神
学
者
の
言
葉

を
晩
年
ま
で
積
極
的
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
目
を
引
く
。
も
っ
と
も
、

チ
ャ
ニ
ン
グ
が
柏
木
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
十
分
な
研
究
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
片
野
真
佐
子
氏
が
、
柏
木
は
「
チ
ャ
ニ
ン
グ
そ
の
人
」

よ
り
も
、「
人
間
な
る
名
称
は
…
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
共
感
し
た
の

だ
ろ
う
と
推
測
す
る
程
度
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
八
九
〇
年
代
前
半
の
柏
木
は
「
人
間
な
る
名
称
は
…
」
と

い
う
言
葉
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
関
心
を
、
チ
ャ
ニ
ン
グ
に
向
け
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
チ
ャ
ニ
ン
グ
の
「
自
己
修
養
論
」
に
つ
い
て
は
、

柏
木
が
あ
る
程
度
丁
寧
に
読
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。「
人
間
な

る
名
称
は
…
」
と
い
う
言
葉
も
、
こ
の
「
自
己
修
養
論
」
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。

　

柏
木
の
「
神
の
肖
像
」
論
と
、
チ
ャ
ニ
ン
グ
の
「
自
己
修
養
論
」
に
は
、

人
間
の
内
な
る
「
霊
性
」
に
「
神
の
肖
像
」
を
見
出
す
点
、「
霊
性
修
養

の
学
校
」
で
あ
る
こ
の
世
に
関
わ
る
こ
と
で
、
内
な
る
霊
性
を
成
長
さ
せ

て
い
く
べ
き
こ
と
を
説
く
点
、
人
間
は
「
手
段
」
で
は
な
く
「
目
的
」
で

あ
る
と
す
る
点
、「
神
の
肖
像
」
と
し
て
の
個
の
尊
厳
を
主
張
し
、
個
を

入
れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
動
向
は
、
他
宗
や
権
力
側
と
の
間

に
軋
轢
を
生
じ
さ
せ
た
。
ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
自
身
に
対
し
て
も
影
響
し

た
。
旧
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
内
部
に
お
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
な
る

も
の
が
増
加
す
る
一
方
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
を
拒
み
続
け
る
者
も
少
な

か
ら
ず
存
在
し
た
。
彼
ら
は
、
そ
の
ま
ま
の
（
潜
伏
期
の
ま
ま
の
）
形
態

に
よ
る
組
織
を
保
持
し
、
独
自
の
信
仰
を
継
承
し
て
い
っ
た
。
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
が
存
在
し
て
い
た
長
崎
近
郊
の
集
落
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
（
カ
ト

リ
ッ
ク
）
に
対
抗
す
る
何
ら
か
の
組
織
を
形
成
し
、
潜
伏
期
の
信
仰
を
保

持
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
入
信
者
と
非
入
信
者
が
分
断
状
態
と
な
っ
た

地
域
も
存
在
し
た
。

　

近
世
か
ら
近
代
へ
の
転
換
期
に
、
旧
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
組
織
の

あ
り
方
は
こ
の
よ
う
に
変
化
し
た
。
信
仰
意
識
を
変
化
さ
せ
た
旧
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
は
新
た
な
る
信
仰
秩
序
を
構
築
さ
せ
よ
う
と
模
索
し
始
め
、
新

し
い
形
の
信
仰
組
織
を
形
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
の
基
盤
は
村
社
会
と
信
仰
で
あ
っ
た
の
が
、
信
仰
に
重
点
を
置
く
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
は
村
社
会
内
部
に
お
い
て
非
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
確
執
を

表
面
化
さ
せ
た
。
ま
た
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
自
身
の
信
仰
組
織
を
刷
新

し
、
正
式
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
組
織
に
近
づ
け
よ
う
と
し
た
。
キ
リ
シ

タ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
展
開
過
程
を
経
て
新
た
な
る
信
仰
秩
序
を
模
索
し

な
が
ら
、
近
代
社
会
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

柏
木
義
円
の
人
間
観
と
チ
ャ
ニ
ン
グ

杉
田　

俊
介

　

柏
木
義
円
（
一
八
六
〇
―
一
九
三
八
）
は
、
人
間
が
「
神
の
肖
像
」

（
創
世
記
一
章
二
十
六
〜
二
十
七
節
）
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
、
国
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て
超
え
た
年
で
も
あ
る
。
一
六
〇
年
余
り
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
日
本
宣
教

の
歴
史
を
顧
み
て
、
ほ
ぼ
半
分
の
歳
月
が
「
戦
後
」
に
属
し
て
い
る
と
い

う
事
実
に
気
づ
か
さ
れ
る
と
き
、
い
ま
だ
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
関
心

が
集
中
し
が
ち
な
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
研
究
は
、
そ
の
眼
を
「
戦

後
」
に
も
振
り
向
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　
「
無
教
会
」
の
歴
史
に
関
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
「
戦
前
」
に
お
け
る

内
村
鑑
三
や
矢
内
原
忠
雄
ら
の
言
動
に
関
心
が
集
ま
っ
て
き
た
。
し
か
し

後
続
世
代
の
活
動
も
八
〇
年
近
い
蓄
積
が
あ
る
以
上
、
今
や
そ
の
軌
跡
を

俎
上
に
載
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
そ
こ
で
本
報
告
で

は
、
一
九
四
九
年
に
独
立
伝
道
を
開
始
し
た
関
根
正
雄
（
一
九
一
二
―
二

〇
〇
〇
）
に
着
目
し
、
同
年
刊
行
の
『
無
教
会
キ
リ
ス
ト
教
』
な
ら
び
に

『
宗
教
革
命
の
論
理
―
無
教
会
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
的
基
礎
』
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
「
無
教
会
」
論
を
解
析
す
る
。

　

要
点
を
摘
記
す
る
な
ら
ば
、
第
一
に
、
戦
後
初
期
に
お
け
る
関
根
の

「
無
教
会
」
論
は
、
歴
史
的
教
会
を
批
判
す
る
の
み
な
ら
ず
、
既
存
の
「
無

教
会
」
に
自
己
変
革
を
迫
る
も
の
だ
っ
た
。
第
二
に
、
改
革
の
方
向
性
と

し
て
関
根
が
説
い
た
の
は
、「
信
仰
の
み
」
に
自
閉
す
る
こ
と
な
く
、
文

化
や
社
会
の
問
題
に
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く
途
だ
っ
た
。
第

三
に
、
関
根
は
文
化
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
政
治
的
実
践
の
意
義

を
認
め
た
が
、
キ
リ
ス
ト
者
に
は
固
有
の
実
践
の
仕
方
が
あ
る
と
し
て
両

者
の
混
同
を
戒
め
、
キ
リ
ス
ト
者
の
実
践
の
使
命
を
力
説
し
た
。
こ
の
点
、

『
宗
教
革
命
の
論
理
』
に
収
録
の
「
基
督
者
の
社
会
的
実
践
」
で
示
さ
れ

た
、「
我
々
は
歴
史
と
時
代
と
か
ら
遊
離
し
て
、
空
に
『
信
仰
の
み
』
を

誇
唱
し
て
足
れ
り
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
我
々
は
『
信
仰
の
み
』
の
福
音

に
真
に
生
き
る
為
に
返
っ
て
具
体
的
な
歴
史
的
状
況
の
中
に
こ
の
福
音
を

国
家
社
会
の
手
段
と
見
做
す
動
き
を
厳
し
く
批
判
す
る
点
な
ど
、
複
数
の

共
通
点
が
み
て
と
れ
る
。

　

特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
柏
木
に
お
い
て
も
、
チ
ャ
ニ
ン
グ
に
お
い
て

も
、「
神
の
肖
像
」
が
堕
罪
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
と
い
う
視
点
が
見
ら

れ
な
い
点
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
伝
統
的
に
、
パ
ウ
ロ
の
理
解
に
沿

っ
て
、
ア
ダ
ム
の
堕
罪
に
よ
っ
て
人
間
の
「
神
の
肖
像
」
は
失
わ
れ
、
完

全
な
「
神
の
肖
像
」
で
あ
る
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
こ
と
で
救
わ
れ

る
と
捉
え
ら
れ
る
。
柏
木
の
場
合
、
人
間
が
「
罪
悪
の
子
」
と
し
て
の
面

を
も
つ
こ
と
は
指
摘
さ
れ
る
が
、
堕
罪
に
よ
る
「
神
の
肖
像
」
の
喪
失
が

語
ら
れ
ず
、
人
間
の
う
ち
に
神
聖
な
「
神
の
肖
像
」
が
あ
る
こ
と
が
よ
り

強
調
さ
れ
る
。
チ
ャ
ニ
ン
グ
も
ま
た
、「
神
の
肖
像
」
と
し
て
の
人
間
の

聖
性
を
肯
定
し
、
す
べ
て
の
人
間
が
「
神
の
像
」
を
も
つ
と
す
る
。
チ
ャ

ニ
ン
グ
の
こ
う
し
た
思
想
は
、
明
ら
か
に
、
原
罪
説
を
否
定
す
る
ユ
ニ
テ

リ
ア
ン
神
学
に
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
思
想
を
根
拠
に
し
て
、
チ

ャ
ニ
ン
グ
は
社
会
改
良
や
奴
隷
制
廃
止
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

も
と
よ
り
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
断
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
、
チ
ャ
ニ
ン
グ
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
神
学
に
由
来
す
る

人
間
観
が
、
柏
木
の
「
神
の
肖
像
」
論
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

戦
後
初
期
に
お
け
る
関
根
正
雄
の
「
無
教
会
」
論 

│
│ 

そ
の
歴
史
的
位
相 

│
│

村
松　
　

晋

　

二
〇
二
三
年
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
日
本
伝
道
開
始
か
ら
一
六
四
年

に
あ
た
る
が
、
同
時
に
、「
戦
後
」
の
年
数
が
「
戦
前
」
の
そ
れ
を
初
め



　　180

『宗教研究』97巻別冊（2024年） 個人発表

ス
タ
ン
ト
に
広
く
見
ら
れ
た
自
己
批
判
の
表
現
と
も
い
い
得
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
、
同
様
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
関
根
の
共
鳴
は
理
解
で

き
な
い
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
関
根
は
手
島
と
袂
を
分
か
ち
、
そ
の
言

説
を
批
判
す
る
こ
と
で
自
覚
の
深
化
を
果
た
し
た
だ
け
に
、
手
島
を
め
ぐ

る
経
験
の
総
体
は
検
証
の
必
要
が
あ
る
。

明
治
期
日
本
の
公
教
育
と
宗
教 

│
│ 

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
と
日
本
政
府
の
交
渉 

│
│

髙
瀬　

航
平

　

本
発
表
は
、
明
治
期
日
本
に
お
け
る
公
教
育
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て

考
察
す
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
系
私
立
学
校
に
対
す
る
徴
兵
猶
予
の
特

典
付
与
を
巡
り
、
一
八
九
九
―
一
九
〇
〇
年
に
日
本
政
府
と
ア
メ
リ
カ
人

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
間
で
行
な
わ
れ
た
交
渉
を
検
討
す
る
。
一
八

九
九
年
七
月
一
七
日
以
降
、
日
本
と
欧
米
諸
国
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
改

正
条
約
が
施
行
さ
れ
、
領
事
裁
判
権
と
居
留
地
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
文
部
省
は
、
外
国
人
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
が
お
も
に
居
留
地
に
設

立
し
て
い
た
私
立
学
校
を
新
た
に
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め

の
法
的
準
備
と
し
て
文
部
省
は
、
八
月
三
日
、
初
め
て
法
令
と
し
て
教
育

と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
の
自
ら
の
方
針
を
公
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同

日
発
令
の
文
部
省
訓
令
第
一
二
号
は
、
官
公
立
学
校
と
「
学
科
課
程
ニ
関

シ
法
令
ノ
規
定
ア
ル
」
私
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
上
の
教
育
や
儀
式
を
禁

止
し
た
。

　

こ
の
訓
令
に
つ
い
て
は
、
法
案
審
議
の
段
階
か
ら
米
国
・
カ
ナ
ダ
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
が
中
央
政
府
の
指
導
者
と
交
渉
し
た
こ
と
、
そ
の

交
渉
の
焦
点
は
文
部
省
が
宗
教
系
私
立
学
校
に
徴
兵
猶
予
な
ど
の
特
典
を

生
か
す
べ
く
絶
え
ず
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
一
節
は
、
関
根
が

戦
後
の
「
無
教
会
」
と
そ
こ
に
生
き
る
キ
リ
ス
ト
者
に
託
し
た
志
を
集
約

す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　

こ
う
し
た
関
根
の
「
無
教
会
」
論
は
、
時
代
の
中
に
ど
う
位
置
づ
け
得

る
だ
ろ
う
か
。
敗
戦
を
経
た
日
本
の
宗
教
界
を
俯
瞰
し
て
見
る
と
、
一
九

四
七
年
五
月
の
全
日
本
宗
教
平
和
会
議
の
開
催
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
各

宗
教
は
戦
時
中
の
あ
り
方
を
省
み
、
戦
後
に
ふ
さ
わ
し
い
針
路
を
模
索
す

る
こ
と
か
ら
始
動
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
い
て
も
、
公
式
な
戦
争
責

任
の
表
明
は
一
九
六
七
年
ま
で
無
か
っ
た
が
、
戦
前
の
問
題
を
見
究
め
、

難
点
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
課
題
意
識
は
、
戦
後
初
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
間
に
芽
生
え
て
い
た
。
た
と
え
ば
上
原
教
会
牧
師
・
赤
岩
栄
が
日
本
の

キ
リ
ス
ト
教
界
を
「
現
実
」
か
ら
遊
離
し
た
「
観
念
」
的
存
在
と
し
て
質

し
、
有
効
な
「
実
践
」
の
方
途
を
求
め
て
、
一
九
四
九
年
、
日
本
共
産
党

「
入
党
」
宣
言
を
行
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
赤
岩
と
意
見
を
異
に
し
、

上
原
教
会
を
離
れ
た
隅
谷
三
喜
男
が
、
翌
一
九
五
〇
年
、『
近
代
日
本
の

形
成
と
キ
リ
ス
ト
教
―
明
治
初
期
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
史
論
』
を
著

し
、
近
代
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
思
想
的
・
社
会
的
影
響
を

批
判
的
に
検
証
し
た
こ
と
等
は
、
そ
の
象
徴
と
称
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

　

関
根
が
一
九
四
九
年
、『
無
教
会
キ
リ
ス
ト
教
』
と
『
宗
教
革
命
の
論

理
』
を
相
次
い
で
刊
行
し
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
戦
後
初
期
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
に
お
け
る
、
自
己
批
判
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
な
お
同
時
期
の
関
根
の
活
動
と
し
て
は
、
手
島
郁
郎
の
「
キ
リ
ス
ト

の
幕
屋
」
運
動
へ
の
参
画
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
、
従

来
の
「
無
教
会
」
に
は
「
生
き
た
信
仰
」
が
「
欠
け
て
い
る
」
と
し
て
、

「
聖
霊
」
や
「
異
言
」
を
強
調
し
た
手
島
の
姿
勢
は
、
戦
後
初
期
プ
ロ
テ
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景
を
持
つ
生
徒
に
信
教
の
自
由
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
宗
教
と

分
離
す
る
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
公
教
育
の
機
能
を
担
う
こ
と
の
で

き
な
い
宗
教
系
私
立
学
校
に
は
特
典
を
付
与
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い

た
。（
二
）こ
れ
に
対
し
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
は
、
保
護
者
に
宗
教
教
育
の

自
由
を
保
障
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
で
、
文
部
省
訓
令
第
一
二
号
が
た
ん

に
キ
リ
ス
ト
教
系
私
立
学
校
の
み
な
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

全
体
の
抑
圧
に
繋
が
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
。
そ
の
う
え
で
宣
教
師
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
私
立
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
的
・
国
家
的
意
義
を

強
調
す
る
こ
と
で
、
文
部
省
が
堅
持
す
る
公
教
育
と
宗
教
の
分
離
と
い
う

原
則
を
部
分
的
に
変
更
し
、
キ
リ
ス
ト
教
系
私
立
学
校
に
官
公
立
学
校
と

同
等
の
特
典
を
確
保
し
よ
う
と
試
み
た
。（
三
）こ
の
よ
う
に
保
護
者
の
宗

教
教
育
の
自
由
を
一
根
拠
に
キ
リ
ス
ト
教
系
私
立
学
校
の
待
遇
向
上
を
訴

え
た
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
は
、
し
か
し
公
立
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
信
教

の
自
由
に
つ
い
て
は
文
部
省
側
の
主
張
を
否
定
し
な
か
っ
た
。
宣
教
師

は
、
公
教
育
の
宗
教
性
や
そ
れ
が
生
徒
の
信
教
の
自
由
を
抑
圧
す
る
可
能

性
を
認
識
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
と
の
交
渉
に
お
い
て

は
そ
れ
を
争
点
化
し
な
か
っ
た
。

初
期
加
州
基
督
教
青
年
会
の
信
仰 

│
│ 

帝
室
博
物
館
の
原
田
治
郎 

│
│

小
前
ひ
ろ
み

　

本
発
表
は
帝
室
博
物
館
の
原
田
治
郎
（
一
八
七
八
―
一
九
六
三
）
に
お

け
る
加
州
基
督
教
青
年
会
の
信
仰
を
考
察
す
る
第
一
段
階
で
あ
る
。
原
田

は
英
語
圏
で
の
日
本
人
に
よ
る
日
本
美
術
解
説
者
と
し
て
最
初
期
の
一
人

で
、
戦
間
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
欧
米
で
は
高
い
知
名
度
が
あ
っ
た
。
原

田
の
解
説
は
、
専
門
的
で
あ
り
な
が
ら
も
一
般
人
で
も
理
解
し
や
す
く
、

付
与
す
る
か
に
収
束
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
徴
兵
猶
予
の

特
典
に
つ
い
て
、
一
八
八
九
年
一
月
の
徴
兵
令
改
定
に
よ
り
、
官
公
立
学

校
と
「
文
部
大
臣
ニ
於
テ
中
学
校
ノ
学
科
程
度
ト
同
等
以
上
ト
認
メ
タ

ル
」
私
立
学
校
の
在
校
生
は
、
満
二
六
歳
ま
で
の
徴
兵
猶
予
を
出
願
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
前
述
の
訓
令
第
一
二
号
に
よ
り
、
私
立
学
校

は
宗
教
教
育
を
続
け
る
限
り
中
学
校
も
含
む
「
学
科
課
程
ニ
関
シ
法
令
ノ

規
定
ア
ル
」
学
校
に
な
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
徴
兵
猶
予
の
特
典
に
必
要

な
「
中
学
校
ノ
学
科
程
度
ト
同
等
以
上
」
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
か
も
不

明
瞭
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

事
実
と
し
て
は
、
一
九
〇
〇
年
四
月
以
降
、
文
部
省
は
、
キ
リ
ス
ト
教

系
各
種
学
校
に
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
付
与
し
始
め
た
。
し
か
し
、
特
典
付

与
に
至
る
政
治
過
程
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
発
表
は
、
ア
メ
リ
カ
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
と
日
本
政
府

と
の
交
渉
を
管
見
の
限
り
全
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
宣
教
師
ら
の
主
張
の

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。
一
八
九
九
年
四
月
―
一
九
〇
〇
年
四
月
に
宣
教

師
ら
は
、
日
本
の
政
治
的
指
導
者
に
直
接
面
会
し
た
り
書
簡
を
送
っ
た
り

な
ど
、
少
な
く
と
も
計
一
〇
回
交
渉
し
た
。
本
発
表
の
主
な
資
料
は
、
米

国
会
衆
派
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
海
外
伝
道
委
員
会
（
ア
メ
リ
カ
ン
ボ

ー
ド
）
と
、
米
国
長
老
派
の
日
本
宣
教
関
係
文
書
で
あ
る
。

　

本
発
表
の
主
張
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
三
点
で
あ
る
。（
一
）先
行
研
究

は
、
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
が
日
本
政
府
に
信
教
の
自
由
の
保
障
を
要
請
し

た
結
果
、
文
部
省
は
宗
教
系
私
立
学
校
に
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
付
与
す
る

方
針
に
転
じ
た
と
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
文
部
省
も
ま
た
信
教
の
自
由

を
自
ら
の
政
策
の
一
根
拠
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
文
部
省
は
、
公
教
育

は
国
家
が
管
理
し
、
教
育
勅
語
を
共
通
の
基
盤
と
し
、
多
様
な
宗
教
的
背
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追
想
録
』（
飯
島
誠
太
、
一
九
二
九
）
な
ど
か
ら
確
認
し
た
。
第
八
高
等

学
校
教
授
に
な
り
、
政
府
か
ら
博
覧
会
や
労
働
総
会
な
ど
海
外
に
事
務
官

と
し
て
派
遣
さ
れ
る
傍
ら
、
一
九
一
〇
年
か
ら
英
国
の
美
術
雑
誌T

he 
Studio

誌
に
日
本
美
術
解
説
を
寄
稿
し
、
欧
米
で
評
判
を
得
る
。
一
九

二
七
年
か
ら
は
帝
室
博
物
館
嘱
託
と
な
り
、
件
の
欧
米
向
け
図
録
を
刊
行

す
る
。
日
本
が
世
界
的
に
孤
立
し
て
ゆ
く
時
期
で
あ
る
。
引
用
し
た
ス
ト

ー
ジ
の
詩
は
、
加
賀
千
代
女
の
俳
句
を
用
い
て
日
本
人
の
優
し
さ
を
語
っ

て
い
る
。
原
田
は
欧
米
人
に
よ
る
日
本
理
解
の
好
例
と
し
て
、
日
本
美
術

を
愛
す
る
ス
ト
ー
ジ
の
詩
を
用
い
た
が
、
こ
の
引
用
の
裏
に
は
、
原
田
に

と
っ
て
第
二
の
親
と
も
い
え
る
存
在
の
ス
ト
ー
ジ
の
心
を
、
自
著
に
残
し

た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　
「
原
田
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
接
点
」
に
つ
い
て
は
、
原
田
は
加
州
基
督

教
青
年
会
で
学
び
、
私
生
活
に
お
い
て
は
信
仰
生
活
が
確
定
で
き
、
ス
ト

ー
ジ
の
詩
の
引
用
に
よ
っ
て
、
生
涯
、
師
ス
ト
ー
ジ
へ
の
尊
敬
を
抱
き
続

け
て
き
た
こ
と
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
引
用
が
原
田
の
信
仰

発
見
に
繋
が
っ
た
。

　
「
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
原
田
の
活
動
」
は
、
現
時
点
で
の
調
査
で
は
、

教
会
活
動
に
参
画
し
た
痕
跡
は
な
い
が
、
名
古
屋
教
会
長
老
で
あ
る
服
部

俊
一
の
長
女
と
結
婚
し
て
お
り
、
帰
国
後
の
原
田
は
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者

の
親
族
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
意
味
で
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
生
活
や
思
想
・
信
条
は
維
持
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

米
国
で
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
に
邂
逅
し
た
原
田
は
、
基
督
教
青
年
会
の

ス
ト
ー
ジ
の
指
導
に
よ
っ
て
人
生
行
路
を
大
き
く
上
向
き
に
し
た
成
功
者

の
パ
タ
ー
ン
と
い
え
る
。
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
教
史
に
新
た
な
存
在
を
加

現
代
に
通
じ
る
「
フ
ェ
ア
ネ
ス
」
が
あ
っ
た
。
幅
広
い
階
層
の
欧
米
人
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
十
四
版
の
寄
稿
者
に
も
な
っ
た
。

原
田
の
先
行
研
究
は
美
術
分
野
な
ど
で
の
著
作
研
究
の
み
で
、
信
仰
に
言

及
し
た
研
究
は
な
い
。
本
発
表
で
は
「
原
田
と
キ
リ
ス
ト
教
の
接
点
」
と

「
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
原
田
の
活
動
」
を
検
討
し
た
。
原
田
自
身
が
信

仰
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
物
は
ほ
ぼ
な
い
。
そ
れ
故
、
状
況
証
拠
的
な
も

の
か
ら
の
分
析
と
な
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
と
は
別
の
パ
タ

ー
ン
を
示
す
と
い
う
点
で
原
田
と
い
う
人
物
を
み
た
い
。

　

原
田
が
一
九
三
四
年
に
著
し
た
帝
室
博
物
館
の
英
語
版
図
録E
xam
-

ples of Japanese art in the Im
perial H

ousehold M
useum

に

引
用
し
た
ス
ト
ー
ジ
の
詩
か
ら
、
吉
田
亮
の
『
ア
メ
リ
カ
日
本
人
移
民
と

キ
リ
ス
ト
教
社
会
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
日
本
人
移
民
の
排
斥
・
同
化
と

Ｅ
・
Ａ
・
ス
ト
ー
ジ
』（
一
九
九
五
）
掲
載
の
基
督
教
青
年
会
一
覧
に
よ

っ
て
原
田
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ス
ト
ー
ジ
（
一
八

八
六
―
一
九
三
四
）
は
太
平
洋
岸
長
老
教
会
日
本
人
伝
道
部
総
理
と
し
て

日
本
人
伝
道
に
邁
進
し
、
教
会
の
設
置
や
対
排
日
運
動
の
活
動
を
牽
引
し

た
教
役
者
で
あ
る
。

　

山
口
県
周
防
大
島
生
ま
れ
の
原
田
は
、
一
八
九
三
年
に
十
四
歳
で
渡 

米
し
、
ス
ト
ー
ジ
の
基
督
教
青
年
会
に
入
る
。
ス
ト
ー
ジ
の
詩
集T

he 
spirit of Japan

初
版
（
一
九
〇
三
）
掲
載
の
記
名
写
真
か
ら
も
、
原
田

が
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
事
が
確
認
で
き
た
。
苦
学
の
末
に

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
に
入
っ
た
原
田
は
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
博
覧
会

で
の
活
躍
に
よ
っ
て
一
九
〇
五
年
に
名
古
屋
で
英
語
講
師
職
が
用
意
さ 

れ
帰
国
を
果
た
す
。
私
生
活
で
は
名
古
屋
教
会
長
老
の
服
部
俊
一
の
長
女

と
結
婚
し
、
信
仰
深
い
生
活
を
送
っ
た
こ
と
を
『
工
学
博
士
服
部
俊
一
氏



183　　

個人発表 『宗教研究』97巻別冊（2024年）

二
者
択
一
式
の
卜
占
で
あ
る
。
こ
の
腸
卜
は
エ
ト
ル
リ
ア
起
源
で
あ
っ

て
、
都
度
エ
ト
ル
リ
ア
か
ら
腸
卜
師
を
招
聘
し
て
行
う
儀
礼
で
あ
り
、
元

来
は
ロ
ー
マ
の
官
職
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
腸
卜
は
犠
牲
式
の
際
に

儀
礼
の
一
環
と
し
て
挙
行
さ
れ
衆
人
環
視
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
そ
も
そ

も
古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
宗
教
行
為
は
法
的
行
為
と
の
類
似
性
が
極
め
て

顕
著
で
あ
り
、
多
く
の
法
的
行
為
に
は
第
三
者
で
あ
る
証
人
が
必
要
と
さ

れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
衆
人
環
視
の
も
と
で
行
わ
れ
る
儀
礼
に
参
加
す
る
観
衆

も
証
人
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
腸
卜
は
元
来
危
機

の
時
に
国
外
（
エ
ト
ル
リ
ア
）
か
ら
腸
卜
師
を
招
聘
し
て
行
い
、
常
時
行

う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
伝
統
的
に
は
ロ
ー
マ
は
国
事
決
定
の
際
に
は
鳥

占
い
（
卜
鳥
）
を
行
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
こ
の
卜
鳥
の
方
法
に
関
し
て
は
、
共
和
政
期
中
期
以
降
は
伝
承

上
の
王
政
期
か
ら
共
和
政
期
初
期
の
時
代
と
は
大
い
に
形
態
が
異
な
る
。

伝
承
上
の
卜
鳥
は
、
天
空
の
一
定
の
場
所
に
一
定
の
時
間
内
に
猛
禽
類
が

飛
翔
す
る
か
否
か
で
神
意
を
伺
う
形
式
で
あ
り
、
衆
人
環
視
下
で
実
行
可

能
で
、
観
衆
に
も
結
果
が
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
且
つ
偶
然
性
の
要
素
が
高

か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
神
意
判
定
に
は
十
分
で
あ
っ
た
が
、
国
事
の
よ

う
な
重
大
事
の
決
定
に
用
い
る
に
は
難
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
共
和

政
期
中
期
以
降
は
、
家
禽
類
が
餌
を
貪
り
食
べ
て
穀
粒
が
口
か
ら
零
れ
落

ち
れ
ば
吉
兆
で
あ
り
、
判
定
に
は
卜
鳥
官
と
証
人
た
る
同
席
者
と
介
助
者

だ
け
が
立
ち
会
う
と
い
う
形
式
に
代
わ
っ
た
。
こ
れ
は
キ
ケ
ロ
『
卜
占

論
』II, 73

の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
当
該
の
家
禽
を
事
前
に
空
腹

に
し
て
お
く
か
否
か
で
容
易
に
結
果
を
左
右
で
き
る
と
い
う
点
で
、
卜
占

の
挙
行
者
に
は
都
合
が
よ
か
っ
た
。
卜
鳥
は
衆
人
環
視
で
は
な
く
、
専
門

の
介
助
者
を
除
け
ば
卜
鳥
官
と
同
席
者
（
そ
の
卜
占
儀
式
の
挙
行
主
体
で

え
る
事
例
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
原
田
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
異

文
化
理
解
へ
の
貢
献
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
文
化
交
流
史
に
残

す
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。
引
き
続
き
、
ス
ト
ー
ジ
の
教
え
と
原
田
著
作

の
共
通
点
な
ど
か
ら
、
原
田
の
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
信
条
を
追
究
し
た

い
。

共
和
政
末
期
〜
帝
政
初
期
ロ
ー
マ
の
卜
占
に
お
け
る
観
衆
の
役
割

小
堀　

馨
子

　

共
和
政
期
か
ら
帝
政
期
を
通
じ
て
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
い
て
卜
占
は
国
家

に
よ
る
公
的
な
儀
式
で
あ
っ
た
。
卜
占
と
は
神
意
を
確
認
す
る
儀
式
で
あ

っ
た
。
従
来
は
儀
礼
内
容
の
分
析
の
観
点
と
社
会
的
機
能
の
観
点
か
ら
の

研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
近
年
古
代
宗
教
研
究
で
話
題
に
な
っ

て
い
る
「
生
き
ら
れ
た
宗
教
（Lived A
ncient Religion

）」
の
観
点

か
ら
卜
占
儀
礼
に
光
を
当
て
て
み
る
と
、
観
衆
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
の
宗
教
儀
礼
に
お
け
る
観
衆
の
存
在
は
そ
れ
自
体
で
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
る
の
で
本
発
表
で
は
筆
者
の
関
心
事
で
あ
る
卜
占
に
絞
っ
て
様
相

を
示
す
。
な
お
、
卜
占
に
関
し
て
は
帝
政
初
期
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
時
代

に
著
作
を
公
表
し
た
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
記
述
が
重
要
資
料
と
な
る
た
め
、
帝

政
初
期
も
時
代
と
し
て
数
え
て
い
る
が
、
議
論
の
主
な
対
象
時
期
は
共
和

政
期
に
な
る
。

　

古
代
ロ
ー
マ
で
は
卜
占
は
国
家
共
同
体
の
宗
教
儀
礼
に
お
い
て
中
心
的

要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
で
は
卜
占
を
担
当
す
る
神
官
職
は
三
つ

あ
り
、augur

（
卜
鳥
官
）、haruspex

（
腸
卜
官
）、quindecem

 viri

（
十
五
人
委
員
）
で
あ
っ
た
。
腸
卜
は
犠
牲
に
奉
げ
た
家
畜
の
内
臓
が
正

常
（
健
康
な
状
態
）
で
あ
る
か
否
か
で
、
神
の
意
思
の
是
非
を
判
定
す
る
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ー
に
対
抗
す
る
た
め
の
儀
礼
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
キ
シ
ュ
プ
ー
と
は
呪

い
、
呪
詛
、
怨
霊
、
怨
念
を
も
つ
生
霊
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
こ

の
よ
う
な
キ
シ
ュ
プ
ー
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
・
災
禍
が
生
じ
、

キ
シ
ュ
プ
ー
を
か
け
ら
れ
た
者
は
病
気
や
不
浄
、
呪
縛
の
状
態
に
陥
る
。

こ
の
儀
礼
で
は
、
キ
シ
ュ
プ
ー
を
か
け
た
人
物
を
か
た
ど
っ
た
小
像
を
破

壊
し
、
彼
ら
／
彼
女
ら
を
死
に
至
ら
す
こ
と
が
象
徴
的
に
行
わ
れ
、
類
感

呪
術
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
ナ
ン
ブ
ル
ビ
儀
礼
は
、
こ
れ
か
ら
生
じ
う

る
災
禍
の
前
触
れ
を
取
り
除
く
儀
礼
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
小
像
が
用
い

ら
れ
る
。
災
禍
の
予
兆
の
代
理
と
な
る
も
の
を
表
す
小
像
や
、
予
兆
や
悪

を
転
移
さ
せ
た
小
像
が
壊
さ
れ
た
り
、
川
へ
投
げ
込
ま
れ
た
り
し
て
、
悪

を
祓
う
行
為
が
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
や
パ
ズ
ズ
と
い
っ
た

悪
霊
が
表
現
さ
れ
た
護
符
や
、
儀
礼
の
唱
え
ご
と
に
関
連
し
た
祈
り
が
書

か
れ
、
護
符
と
し
て
用
い
ら
れ
た
粘
土
板
な
ど
も
、
儀
礼
と
物
質
性
を
考

え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
形
状
が
通
常
の
粘
土
板
と
は
異
な
り
、
取
っ

手
が
つ
け
ら
れ
、
そ
こ
に
開
け
ら
れ
た
穴
に
ひ
も
な
ど
を
通
し
て
、
家
の

な
か
や
出
入
口
に
か
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
小
像
や
護
符
を
作
り
用
い
て
儀
礼
を
行
っ
て
い
た
の
は
、

ア
ー
シ
プ
と
い
う
職
能
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
ア
ー
シ
プ
は
小
像
や
護
符
に

悪
を
防
ぐ
力
・
霊
を
注
入
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
の
の
な
か
に
エ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
（
行
為
主
体
性
）
を
認
め
、
そ
の
作
用
を
想
定
し
て
儀
礼

を
行
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
身
代
わ
り
の
小
像
や
護
符
、
呪
詛
の
言
葉
が
書
か
れ
た
板

な
ど
は
、
異
な
る
文
化
圏
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
に
見
出
さ
れ
る
。
奈
良

平
安
時
代
の
遺
物
と
し
て
、
呪
い
の
言
葉
が
書
か
れ
た
呪
符
木
簡
や
、
人

の
形
を
し
た
身
代
わ
り
の
小
像
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
陰
陽
師
の
働
き

あ
る
こ
と
が
多
い
）
だ
け
が
結
果
を
目
撃
し
、
元
老
院
な
ど
の
共
同
体
は

結
果
の
み
を
知
ら
さ
れ
る
形
式
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
卜
鳥
か
ら
観
衆

の
存
在
が
除
か
れ
る
代
わ
り
に
、
衆
人
環
視
下
で
行
わ
れ
る
腸
卜
が
導
入

さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
動
物
の
内
臓
が
健
康
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
は

古
今
を
問
わ
ず
専
門
的
訓
練
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
難
し
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
衆
人
環
視
下
で
行
わ
れ
て
も
観
衆
に
結
果
が
分
か
り
に
く
い
腸
卜
が

時
代
の
要
請
に
応
じ
て
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

　
「
生
き
ら
れ
た
宗
教
」
と
い
う
研
究
方
法
で
は
、
最
初
か
ら
体
系
だ
っ

た
宗
教
儀
礼
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
諸
々
の
儀
礼
は
時
代
状
況
に
応
じ

て
臨
機
応
変
に
変
化
を
遂
げ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
来
は
そ
の

よ
う
な
変
遷
を
一
貫
性
の
欠
如
及
び
非
合
理
性
と
理
解
す
る
傾
向
が
強
か

っ
た
。
し
か
し
、
卜
占
と
い
う
こ
の
一
つ
の
現
象
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、

「
生
き
ら
れ
た
宗
教
」
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
臨
機
応
変
な
対
応
の
一
つ
で

あ
り
、
立
派
に
合
理
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
儀
礼
と
造
形

細
田
あ
や
子

　

近
年
「
マ
テ
リ
ア
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
」「
マ
テ
リ
ア
ル
レ
リ
ジ
ョ
ン
」
と

い
う
議
論
が
注
目
さ
れ
、
宗
教
に
お
け
る
物
質
的
な
側
面
を
多
角
的
に
考

察
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
こ
の

よ
う
な
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
儀
礼
文
書
と

考
古
資
料
を
用
い
て
、
神
霊
・
も
の
・
人
間
の
三
要
素
が
互
い
に
連
関
し

あ
う
宗
教
儀
礼
の
力
学
、
さ
ら
に
儀
礼
執
行
者
ア
ー
シ
プ
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　

マ
ク
ル
ー
儀
礼
と
は
、
あ
る
人
物
に
よ
っ
て
仕
掛
け
ら
れ
た
キ
シ
ュ
プ
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ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
け
る
メ
デ
イ
ア
の
特
異
性

松
村　

一
男

　

メ
デ
イ
ア
は
黒
海
の
奥
の
コ
ル
キ
ス
の
王
女
で
、
コ
ル
キ
ス
に
黄
金
羊

毛
皮
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
タ
イ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
イ
ア

ソ
ン
に
好
意
を
抱
き
、
魔
術
に
よ
っ
て
黄
金
羊
毛
皮
を
奪
う
の
に
協
力
し

て
イ
ア
ソ
ン
と
と
も
に
ギ
リ
シ
ア
に
逃
げ
て
く
る
。
コ
ル
キ
ス
王
ア
イ
エ

テ
ス
は
太
陽
神
ヘ
リ
オ
ス
と
オ
ケ
ア
ノ
ス
の
娘
ペ
ル
セ
イ
ス
か
ら
生
ま
れ

た
。
キ
ル
ケ
と
パ
シ
パ
エ
（
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
の
母
）
は
ペ
ル
セ
イ
ス
と
姉

妹
で
あ
る
。
つ
ま
り
メ
デ
イ
ア
は
キ
ル
ケ
の
姪
で
あ
り
、
魔
法
を
駆
使
す

る
。

　

こ
の
伝
承
は
、
前
五
世
紀
の
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
悲
劇
『
メ
デ
イ
ア
』、

後
一
〜
二
世
紀
の
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
の
神
話
資
料
集
成
、
そ
し
て
後
三
世
紀

の
ロ
ド
ス
の
ア
ポ
ロ
ニ
オ
ス
の
叙
事
詩
『
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
テ
ィ
カ
』
な
ど
に

よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
『
歴
史
』
冒
頭
に
お
い
て
メ
デ
イ
ア
と
ヘ
レ
ネ
を
並
べ

て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
女
性
誘
拐
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
同
じ
モ
チ
ー
フ
の

変
奏
だ
と
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
女
性
の
誘
拐
を
テ
ー
マ
と
す
る

二
つ
の
叙
事
詩
（『
イ
リ
ア
ス
』、『
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
テ
ィ
カ
』）
は
無
関
係
で

は
な
い
。
そ
し
て
両
叙
事
詩
の
ペ
ア
（
パ
リ
ス
／
ヘ
レ
ネ
 vs.
イ
ア
ソ
ン
／

メ
デ
イ
ア
）
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
メ
デ
イ
ア
の
特
異
性
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
な
か
っ
た
説
明
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。

　

メ
デ
イ
ア
は
薬
草
、
毒
、
偽
り
の
言
葉
な
ど
を
駆
使
し
て
ほ
と
ん
ど
の

場
合
に
相
手
を
滅
ぼ
す
の
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
罪
を
犯

し
て
も
捕
ら
え
ら
れ
ず
に
逃
げ
延
び
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
不
死
さ
え
獲

得
し
て
い
る
。

に
つ
い
て
の
研
究
も
多
大
な
蓄
積
が
あ
る
。
ま
た
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

ー
マ
の
呪
詛
板
や
呪
縛
呪
文
に
関
す
る
研
究
書
が
翻
訳
さ
れ
る
な
ど
し
て

（
Ｊ
・
Ｇ
・
ゲ
イ
ジ
ャ
ー
編
『
古
代
世
界
の
呪
詛
板
と
呪
縛
呪
文
』
二
〇

一
五
年
）、
呪
詛
文
の
種
類
や
文
言
の
書
か
れ
る
支
持
体
の
調
査
研
究
が

進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
か
ら
、
病
気
や
災
厄
に
人
々
は
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
共
通
す
る
精
神
性
を

論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

他
方
、
ほ
か
の
文
化
圏
と
の
比
較
か
ら
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ア
ー

シ
プ
の
独
自
な
点
も
浮
か
び
上
が
る
。「
ア
ー
シ
プ
の
要
覧
」
と
い
う
文

書
か
ら
は
、
ア
ー
シ
プ
が
淡
水
の
神
、
知
恵
の
神
エ
ン
キ
／
エ
ア
を
信
仰

し
、
秘
義
を
伝
承
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
世
界
の
調
和

を
乱
す
病
気
や
災
害
を
除
去
す
る
た
め
、
ア
ー
シ
プ
た
ち
の
知
恵
と
技
が

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ア
ー
シ
プ
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
パ
ン
テ
オ

ン
の
な
か
の
エ
ン
キ
／
エ
ア
の
特
徴
を
理
解
・
修
得
し
、
神
々
と
人
々
の

あ
い
だ
の
媒
介
者
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
介
物
を
操
作
し
儀
礼
を
行
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

代
理
の
像
に
悪
や
汚
れ
を
移
し
た
り
、
身
代
わ
り
の
像
を
破
壊
し
た
り

す
る
こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
る
が
、
神
霊
・
も
の
・
人
間
の
関
連
を
把
握

し
た
者
に
よ
る
儀
礼
行
為
の
力
学
に
よ
り
、
代
理
の
像
と
実
際
の
も
の
と

の
境
界
が
あ
い
ま
い
に
な
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
神
像
は
神
の
代
理

で
は
な
く
神
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
り
、「
意
味
す
る
も
の
」

と
「
意
味
さ
れ
て
い
る
も
の
」
は
明
確
に
分
け
ら
れ
な
い
現
象
が
生
じ

る
。
も
の
そ
の
も
の
が
生
命
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
生
動
化
さ
れ
た
り
、

聖
化
さ
れ
た
り
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
も
の
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
つ
い

て
は
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
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と
美
男
子
だ
が
英
雄
ら
し
く
な
い
人
間
の
男
（
パ
リ
ス
、
イ
ア
ソ
ン
）
の

組
み
合
わ
せ
は
同
じ
。
イ
ア
ソ
ン
は
結
果
的
に
外
国
か
ら
メ
デ
イ
ア
を
連

れ
帰
る
が
、
本
来
の
目
的
は
黄
金
羊
毛
皮
（
生
き
た
女
 vs.
死
ん
だ
雄
の
毛

皮
）。
し
か
し
生
き
た
女
性
が
外
国
か
ら
ギ
リ
シ
ア
に
連
れ
て
こ
ら
れ
る

点
は
共
通
で
あ
る
。
メ
デ
イ
ア
と
は
新
し
い
叙
事
詩
に
お
い
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
ヘ
レ
ネ
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
ヘ
レ
ネ
と
同
様
に
誘
拐
さ
れ
、

最
後
に
は
不
死
で
エ
リ
ュ
シ
ウ
ム
に
住
む
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

彼
女
を
魔
女
、
呪
術
使
い
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
な
ど
と
分
類
し
て
満
足

す
べ
き
で
は
な
い
。
肝
心
な
の
は
そ
の
先
で
あ
る
は
ず
だ
。
ギ
リ
シ
ア
人

は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
神
話
的
女
性
存
在
を
想
定
し
た
の
か
を
考
え
な
い
限

り
、
分
類
す
る
だ
け
で
何
か
学
術
的
貢
献
を
し
た
と
思
う
べ
き
で
は
な

い
。

　

メ
デ
イ
ア
と
イ
ア
ソ
ン
の
ペ
ア
と
ヘ
レ
ネ
と
パ
リ
ス
の
ペ
ア
は
鏡
像
関

係
に
な
る
よ
う
に
構
想
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ヘ
レ
ネ
は
あ
る
面

で
は
曙
女
神
イ
オ
ス
や
愛
と
美
の
女
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
と
共
通
性
を
有
し

て
い
る
。「
輝
き
」、「
白
鳥
」、「
卵
」
と
い
う
要
素
は
、
ヘ
レ
ネ
が
太
陽

や
曙
と
関
連
す
る
存
在
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
。
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語

族
は
共
通
の
曙
女
神
概
念
を
有
し
て
い
た
。
イ
オ
ス
は
そ
の
ギ
リ
シ
ア
神

話
版
で
あ
り
、
ヘ
レ
ネ
は
さ
ら
に
そ
の
叙
事
詩
版
で
あ
る
。
イ
オ
ス
は
テ

ィ
ト
ノ
ス
、
ケ
フ
ァ
ロ
ス
、
オ
リ
オ
ン
と
い
っ
た
美
男
子
た
ち
を
誘
拐
し
、

彼
ら
の
子
を
産
ん
だ
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
曙
女
神
イ
オ
ス
が
選

ん
だ
男
た
ち
は
不
死
に
な
っ
て
い
る
。

　

パ
リ
ス
は
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
助
け
に
よ
っ
て
ヘ
レ
ネ
を
誘
拐
し
、
ト
ロ

イ
に
連
れ
て
く
る
。
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
に
よ
る
パ
リ
ス
の
誘
惑
は
、
イ
オ
ス

に
よ
る
好
み
の
男
性
の
誘
拐
と
同
類
で
あ
る
。
後
の
場
面
で
は
、
立
場
が

入
れ
替
わ
り
、
パ
リ
ス
が
ヘ
レ
ネ
を
誘
惑
、
誘
拐
す
る
。
前
半
部
で
の
ア

フ
ロ
デ
ィ
テ
と
パ
リ
ス
の
関
係
は
、
後
半
で
は
パ
リ
ス
と
ヘ
レ
ネ
の
関
係

に
倒
置
さ
れ
て
い
る
（
女
神
／
人
間
の
男
 vs.
人
間
の
男
／
神
的
女
性
）。

　

ト
ロ
イ
伝
承
圏
の
完
成
後
に
そ
れ
を
模
倣
し
た
『
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
テ
ィ

カ
』
が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
新
し
い
叙
事
詩
作
品
に
お
け
る

主
人
公
の
カ
ッ
プ
ル
は
、
パ
リ
ス
／
ヘ
レ
ネ
と
共
通
す
る
要
素
と
異
な
る

要
素
の
両
方
が
あ
っ
た
。
神
的
・
不
死
の
女
性
（
ヘ
レ
ネ
、
メ
デ
イ
ア
）
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『
古
事
記
』
天
石
屋
戸
神
話
と 

『
理
趣
経
』
各
段
末
の
「
咲
（
笑
）」
の
研
究

長
田
　
伊
央

　
『
古
事
記
』
天
石
屋
戸
神
話
で
は
天
照
大
神
の
天
石
屋
戸
籠
り
か
ら
、

「
咲
（
笑
）」、
高
天
原
動
を
経
て
、
天
石
屋
戸
が
開
か
れ
る
。『
理
趣
経
』

の
各
段
末
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
尊
の
三
毒
（
貪
瞋
痴
）
等
か
ら
、「
咲

（
笑
）」、
六
種
震
動
を
経
て
、
覚
り
を
得
ら
れ
る
。
こ
の
「
咲
（
笑
）」
と

「
安
全
」
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　
『
古
事
記
』
天
石
屋
戸
神
話
「
咲
（
笑
）」
に
つ
い
て
、
ま
ず
文
字
の
異

同
と
訓
、
諸
注
釈
書
の
基
礎
的
確
認
を
し
た
。
発
表
で
は
松
村
武
雄
の
天

石
屋
戸
隠
り
の
研
究
者
に
よ
る
九
視
点
の
解
釈
を
取
り
あ
げ
た
（
松
村
武

雄
『
日
本
神
話
の
研
究
第
三
巻
―
個
分
的
研
究
篇
（
下
）
―
』
培
風
館
、

昭
和
四
三
年
九
月
）。
次
に
上
代
文
学
四
作
品
に
記
さ
れ
る
「
咲
（
笑
）」

の
用
例
を
調
べ
た
。
そ
れ
を
意
味
別
に
一
二
に
分
類
し
考
察
し
た
。
そ
の

う
ち
の
分
類
九
は
、
笑
う
こ
と
に
よ
っ
て
邪
気
払
い
す
る
、
変
化
を
起
こ

す
笑
い
で
あ
る
。
天
石
屋
戸
開
き
の
「
咲
（
笑
）」
も
こ
こ
に
分
類
し
た
。

ま
た
各
分
類
と
も
、
笑
い
に
よ
っ
て
、
笑
う
者
同
士
や
笑
う
者
が
尊
く
、

或
い
は
笑
う
こ
と
で
尊
厳
や
存
在
を
保
つ
た
め
に
笑
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
分
類
で
は
示
さ
れ
な
い
「
安
全
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
検
事
の
田
中
嘉
寿
子
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
臨
床
心
理
士
ロ
ド
リ
ッ
ク
の

論
文
（
田
中
嘉
寿
子
「
改
正
刑
法
の
性
犯
罪
の
暴
行
・
脅
迫
要
件
の
認
定

と
被
害
者
の
『
五
Ｆ
反
応
』」『
甲
南
法
務
研
究
一
四
巻
』
甲
南
大
学
法
科

大
学
院
、
平
成
三
〇
年
三
月
）
で
人
間
が
、
危
機
・
恐
怖
に
直
面
し
た
と

き
、
扁
桃
体
が
生
存
可
能
性
を
最
も
高
め
る
反
応
と
し
て
、
五
Ｆ
反
応
を

示
す
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
め
にFriend

が
あ
り
「
新
生

児
微
笑
」
を
説
明
す
る
。
本
発
表
で
は
天
石
屋
戸
開
き
の
「
咲
（
笑
）」

を
、
こ
の
「
新
生
児
微
笑
」
か
ら
説
明
し
た
。
危
機
に
際
し
本
能
的
に
笑

う
こ
と
、
笑
い
に
よ
る
安
全
な
繋
が
り
と
い
う
、
字
書
類
に
は
記
さ
れ
な

い
意
味
を
確
認
し
た
。

　
『
理
趣
経
』
の
「
理
趣
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語√nī

を
語
幹
と
す
る

naya

に
該
当
し
、「
連
れ
て
い
く
も
の
、
導
く
も
の
」
か
ら
「
正
し
い
こ

と
へ
の
道
筋
」
を
意
味
す
る
（
松
長
有
慶
『
仏
教
を
読
む
⑦
秘
密
の
扉
を

開
く　

密
教
経
典
―
理
趣
経
』
集
英
社
、
昭
和
五
九
年
二
月
）。『
理
趣
経
』

は
そ
の
釈
文
『
理
趣
釈
』
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
「
瑜
伽
」
の
経
典
で
あ

り
、
曼
荼
羅
界
の
仏
菩
薩
と
繋
が
る
行
が
記
さ
れ
る
。「
瑜
伽
（yoga

）」

は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
馬
に
馬
具
を
着
け
る
」「
結
び
つ
け
る
」
を

意
味
し
て
い
る
。「
心
と
体
を
繋
ぐ
自
律
神
経
」
と
山
崎
泰
廣
が
述
べ
る

（
山
崎
泰
廣
著
『
真
言
密
教 

阿
字
観
瞑
想
入
門
』
春
秋
社
、
平
成
一
五
年

八
月
）
が
、
近
年
、
西
洋
医
学
か
ら
ト
ラ
ウ
マ
治
療
、
心
的
外
傷
の
治
療

に
着
目
さ
れ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
、
瑜
伽
の
経
典
と
し
て
も
重
要
と
考

え
ら
れ
る
。「
咲
（
笑
）」
を
、
各
字
書
、
梵
語
で
確
認
し
て
考
察
し
た
。

私
が
着
目
し
た
の
は
、
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
の
楊
承
慶
の
異
説
「「
字

統
」
の
異
説
を
引
き
て
「
竹
」
に
从
ひ
、
夭
（
わ
か
い
）
に
从
ふ
。
竹
も

て
楽
器
を
為
る
。
君
子
は
樂
し
て
然
る
後
に
笑
ふ
」
と
許
慎
『
説
文
解

字
』
の
李
陽
冰
の
説
「
竹
、
風
を
得
て
其
の
體
夭
屈
す
。
人
の
笑
ふ
が
如

し
」
で
あ
る
。「
咲
」「
笑
」
は
、
緊
迫
し
た
空
気
を
緩
ま
す
と
い
う
作
用

が
あ
り
、
闇
か
ら
光
の
世
界
へ
、
緊
張
か
ら
緩
和
へ
、
場
の
雰
囲
気
を
転

じ
さ
せ
る
も
の
、
対
峙
す
る
二
つ
の
世
界
や
性
質
を
「
繋
ぎ
結
ぶ
」
位
置

に
あ
り
、
作
用
を
持
つ
も
の
と
字
義
の
確
認
よ
り
解
釈
し
た
。

　

天
石
屋
戸
開
き
の
「
楽
」
も
、『
理
趣
経
』
の
経
題
（
テ
ー
マ
）
で
あ
る
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点
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

越
南
の
神
格
昇
進
文
書
は
「
神
敕
」
で
あ
っ
た
。
神
敕
は
李
朝
期
以
降

発
給
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
文
面
が
残
る
の
は
後
黎
朝
・
阮
朝
期
の
も
の

で
あ
る
。
そ
の
名
の
と
お
り
皇
帝
の
勅
書
で
、
後
黎
朝
期
の
神
敕
は
前
代

同
様
、
大
王
・
公
主
な
ど
の
称
号
を
持
つ
神
に
美
字
を
累
加
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
日
本
で
は
称
号
や
位
階
を
よ
り
上
位
の
も
の
と
す
る
こ
と
で
神

格
の
上
昇
が
な
さ
れ
た
。
令
制
下
、
位
階
の
上
昇
は
『
延
喜
式
』
に
み
え

る
天
皇
の
勅
書
「
神
位
記
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
斯
様
に
越
南
も
日
本

も
神
格
上
昇
は
、
国
家
祭
祀
権
を
保
持
す
る
皇
帝
の
勅
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。
越
南
に
お
け
る
神
号
、
す
な
わ
ち
大
王
や
公
主
な
ど
の
称
号
は
人
に

与
え
ら
れ
る
称
号
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
日
本
に
お
け
る
大
明
神
・
大
権

現
な
ど
の
称
号
は
、
神
の
た
め
の
称
号
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
最
高

位
の
位
階
、
正
一
位
は
、
人
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
事
実
上
神
の

み
に
授
与
さ
れ
る
位
階
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
神
と
人
が
完
全
に
同
じ
舞

台
に
立
っ
て
は
お
ら
ず
、
越
南
で
は
日
本
よ
り
も
神
は
人
に
近
か
っ
た
。

　

勅
書
で
あ
る
神
位
記
は
令
制
の
弛
緩
、
朝
廷
の
衰
微
に
よ
っ
て
発
給
さ

れ
な
く
な
り
、
神
階
の
授
与
も
九
世
紀
が
終
わ
る
と
稀
に
な
っ
た
。
室
町

後
期
に
は
神
祇
官
の
高
官
吉
田
家
か
ら
、
神
階
や
神
号
を
承
認
・
授
与
す

る
文
書
「
宗
源
宣
旨
」
が
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
初
見
は
文

明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
で
当
初
は
神
号
、
永
正
年
間
よ
り
神
階
を
授

与
・
承
認
し
た
。「
依
今
上
皇
帝
聖
勅
」
と
天
皇
の
勅
を
受
け
て
発
せ
ら

れ
た
「
神
宣
」
を
奉
じ
た
神
部
が
、「
神
宣
」
の
内
容
を
吉
田
家
の
当
主

に
伝
え
た
様
式
と
な
っ
て
い
る
。
天
皇
が
神
界
へ
関
与
す
る
権
限
は
一
応

担
保
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
に
は
当
該
文
言
は
省
略
さ
れ
「
神
宣
」
に
よ

っ
て
称
号
や
位
階
を
「
奉
授
」
す
る
様
式
に
変
化
し
た
。
吉
田
家
は
偽
文

「
大
楽
」
も
、
崇
拝
す
る
対
象
に
近
付
く
た
め
の
行
為
で
あ
り
、「
咲
」
を

以
っ
て
「
動
」
を
生
じ
さ
せ
、
崇
拝
す
る
神
・
仏
と
人
間
・
人
々
が
通
じ

合
う
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
「
咲
」
を
以
っ
て
、
神
・
仏
と
人
間
・

人
々
と
が
結
ば
れ
、
一
体
化
す
る
、
或
い
は
統
一
化
・
同
一
化
す
る
の
で

あ
る
。

　

医
学
博
士
のStephen W

. Porges

は
、「
安
全
」
が
私
た
ち
の
人

間
関
係
や
繋
が
り
を
作
る
根
底
な
の
だ
と
い
う
（Stephen W

. Porges

著
、
花
丘
ち
ぐ
さ
訳
『
ポ
リ
ヴ
ェ
ー
ガ
ル
理
論
入
門
』
春
秋
社
、
二
〇
一

八
年
一
一
月
）。
本
発
表
で
は
私
た
ち
人
間
を
繋
ぐ
も
の
で
あ
る
「
安
全
」

に
つ
い
て
、
天
石
屋
戸
神
話
の
天
石
屋
戸
開
き
の
「
咲
（
笑
）」・『
理
趣

経
』
各
段
末
の
「
咲
（
笑
）」
か
ら
考
察
し
た
。

神
位
記
・
宗
源
宣
旨
と
神
敕 

│
│ 

神
格
昇
進
文
書
の
日
越
比
較 

│
│

井
上
　
智
勝

　

本
研
究
は
、
近
世
に
お
い
て
、
漢
字
・
儒
教
文
化
圏
の
東
端
と
南
端
に

位
置
す
る
日
本
と
越
南
の
神
格
昇
進
文
書
の
比
較
を
通
じ
て
神
観
念
の
共

通
性
と
個
性
を
解
明
し
、
近
世
日
本
の
国
家
権
力
の
特
質
を
宗
教
的
側
面

か
ら
見
通
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
近
世
に
お
け
る
両
国
―
徳
川
政
権

期
・
後
黎
朝
期
―
で
は
、
と
も
に
軍
事
指
導
者
―
徳
川
家
と
鄭
氏
、
以
下

覇
王
と
す
る
―
が
実
質
的
な
政
権
を
掌
握
し
つ
つ
皇
帝
を
名
目
的
に
推
戴

す
る
政
体
が
採
ら
れ
て
い
た
。
国
家
祭
祀
権
は
皇
帝
の
手
許
に
残
さ
れ

た
。
越
南
に
お
い
て
は
覇
王
が
国
家
祭
祀
権
に
関
心
を
示
す
一
方
で
、
日

本
の
覇
王
は
そ
れ
に
対
し
て
は
淡
泊
で
あ
っ
た
。
同
様
の
政
体
を
有
す
る

近
世
両
国
の
国
家
祭
祀
権
に
対
す
る
か
か
る
相
違
は
、
両
国
の
神
観
念
の

相
違
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
。
神
格
上
昇
文
書
を
素
材
と
し
て
こ
の
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陰
陽
道
に
お
け
る
「
曜
宿
経
」 │
│ 

五
巻
本
『
簠
簋
』
の
形
成 

│
│

小
池
　
淳
一

　

近
世
に
版
本
と
し
て
広
く
迎
え
ら
れ
た
「
簠
簋
」
は
五
巻
本
で
、
宣
明

暦
経
注
三
巻
に
造
屋
篇
、
曜
宿
経
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
形
態
は
戦
国

期
に
既
に
見
ら
れ
、
中
世
段
階
で
近
世
版
本
の
要
素
が
出
揃
っ
て
い
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
「
簠
簋
」
の
形
成
過
程
を
考

え
る
一
環
と
し
て
「
曜
宿
経
」
に
注
目
す
る
。

　

宿
曜
経
（「
文
殊
師
利
菩
薩
及
諸
仙
所
説
吉
凶
時
日
善
悪
宿
曜
経
」『
大

正
新
脩
大
蔵
経
（
第
二
一
巻
）』N

o. 1299

）
は
、
空
海
ら
密
教
僧
が
請

来
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
に
密
教
僧
が
造
暦
に
関
与
し

て
、
や
が
て
宿
曜
道
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
。
宿
曜
道
は
、
密
教
に
お
け

る
占
星
術
、
暦
を
め
ぐ
る
知
識
体
系
と
し
て
応
永
年
間
（
一
三
九
四
〜
一

四
二
八
）
ま
で
は
機
能
し
た
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
簠
簋
」
に
収
め
ら

れ
て
い
る
の
は
宿
曜
経
で
は
な
く
、「
曜
宿
経
」
で
あ
る
こ
と
に
立
ち
止

ま
っ
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
曜
宿
経
」
は
宿
曜
経
と
は
異

な
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
み
た
い
。

　

書
写
年
次
が
明
ら
か
な
中
世
写
本
で
、
近
年
に
出
現
し
た
「
簠
簋
」
に

お
い
て
、「
曜
宿
経
」
が
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
永
禄
七
年
（
一

五
六
四
）
写
本
で
本
山
修
験
の
南
照
寺
（
福
島
県
南
会
津
町
）
に
伝
来
し

た
も
の
が
最
も
古
い
（
以
下
、
南
照
寺
本
）。
ま
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
蔵
の
五
巻
本
「
簠
簋
」
は
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
の
写
本
で
、
五

巻
が
揃
っ
た
写
本
で
あ
る
（
以
下
、
歴
博
本
）。
こ
の
南
照
寺
本
と
歴
博

本
と
を
比
較
す
る
と
、
わ
ず
か
二
〇
年
の
隔
た
り
で
し
か
な
い
の
に
、
内

容
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
中
世
（
戦
国
期
）
で
も
「
曜
宿
経
」
の
中

身
は
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

書
を
以
て
権
限
を
天
皇
か
ら
承
認
・
委
任
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
こ
の
点

は
吉
田
家
に
よ
る
僭
上
と
し
て
、
近
世
以
来
批
判
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
神

階
や
神
号
の
承
認
・
授
与
は
「
神
宣
」
に
よ
っ
て
お
り
、
形
式
上
吉
田
家

自
体
が
そ
れ
ら
を
授
与
・
承
認
す
る
わ
け
で
は
な
い
。「
神
宣
」
の
主
体

は
、
神
道
を
司
る
神
と
し
て
天
孫
と
と
も
に
降
臨
し
た
と
さ
れ
る
、
吉
田

家
が
祖
先
神
と
仰
ぐ
天
児
屋
命
で
あ
っ
た
。
宗
源
宣
旨
は
、
天
児
屋
命
が

天
皇
の
勅
を
奉
じ
つ
つ
、
神
号
の
授
与
や
神
階
の
承
認
を
行
っ
た
こ
と
を

伝
え
る
文
書
で
あ
っ
た
。

　

日
越
と
も
に
神
格
上
昇
文
書
発
給
の
権
能
を
有
す
る
の
は
皇
帝
で
あ
っ

た
が
、
日
本
の
場
合
は
天
児
屋
命
と
い
う
神
が
神
界
の
整
序
を
行
い
得
る

と
い
う
認
識
が
存
し
て
い
た
。
勿
論
そ
れ
は
吉
田
家
の
詭
弁
で
あ
る
が
、

社
会
は
そ
の
論
理
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
日
本
に
お
け
る
覇
王
は
天
皇
に

代
わ
っ
て
国
家
祭
祀
権
を
掌
握
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
神
の
存
在
を
克

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
覇
王
に
と
っ
て
こ
の
こ
と
は
容
易
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
た
や
越
南
で
は
、
覇
王
が
皇
帝
に
取
っ
て
代
わ
る
―

高
麗
と
朝
鮮
の
王
朝
交
代
の
如
き
―
こ
と
で
、
神
界
に
関
与
す
る
権
能
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
幾
度
か
の
王
朝
交
代
の
経
験
は
、
そ
れ
を
よ
り
容

易
に
し
た
で
あ
ろ
う
。
神
を
統
御
す
る
の
は
皇
帝
の
み
と
い
う
観
念
と
、

神
は
皇
帝
の
ほ
か
神
道
の
主
宰
神
に
よ
っ
て
も
統
御
さ
れ
る
も
の
と
い
う

観
念
の
差
異
が
、
覇
王
に
よ
る
国
家
祭
祀
へ
の
関
与
の
姿
勢
に
影
響
を
与

え
て
い
た
、
と
み
て
お
き
た
い
。

　

本
報
告
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費21H

00577

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
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三
教
一
致
論
の
思
想
的
基
盤
と
し
て
の
心
学
の
再
検
討

森
　
　
和
也

　

三
教
一
致
論
と
心
学
の
関
係
の
指
摘
は
数
多
な
さ
れ
て
き
た
が
、
構
造

の
分
析
は
不
徹
底
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
思
想
・
宗
教
が
共

存
す
る
様
式
の
中
で
、
心
学
に
よ
っ
て
包
摂
で
き
る
思
想
の
構
造
を
再
検

討
し
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

心
学
と
は
、
文
字
そ
の
ま
ま
《
心
の
学
》
で
あ
る
が
、
心
を
分
析
す
る

こ
と
に
目
的
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
心
学
で
は
心
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
善

な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
善
な
る
心
を
発
揮
す
る
た
め
の
倫
理
の
学
が
心

学
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
心
学
は
性
善
説
で
あ
る
。
こ
の
性
善
説
が
最

大
公
約
数
と
な
っ
て
三
教
一
致
論
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。
諸
教
が
教
化

で
用
い
る
手
段
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
そ
の
目
的
は
善
と
な
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
を
保
証
す
る
も
の
が
人
間
は
本
来
善
で
あ
る
と
い
う
、
到
達

点
と
さ
れ
る
も
の
が
出
発
点
に
回
帰
す
る
構
造
を
し
て
い
て
、
異
な
る
も

の
が
中
間
に
経
路
と
し
て
儒
教
、
仏
教
、
神
道
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
姿
で
現

れ
る
。

　

本
来
的
な
善
（
普
遍
）↓
諸
教
（
特
殊
）↓
目
的
と
な
る
善
（
普
遍
）

　

出
発
点
と
到
達
点
に
お
い
て
は
《
一
致
》
で
あ
り
、
中
間
は
多
様
な
現

れ
と
し
て
《
共
存
》
し
得
る
。
こ
う
し
た
構
造
を
心
学
が
提
供
し
て
い
る
。

こ
の
心
学
の
構
造
を
、
中
江
藤
樹
（
良
知
心
学
）、
盤
珪
（
不
生
禅
）、
手

島
堵
庵
（
石
門
心
学
）、
増
穂
残
口
（
神
道
講
釈
）、
山
東
京
伝
（
戯
作
）

で
共
有
し
て
い
る
。

・
中
江
藤
樹
『
鑑
草
』「
も
と
よ
り
三
教
と
も
に
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す

る
を
し
へ
な
れ
ど
も
、」

・
盤
珪
『
盤
珪
禅
師
説
法
』「
親
の
産
あ
た
へ
た
る
仏
心
を
、
人
々
受
得

　

ま
た
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
僧
侶
が
伝
法
灌
頂
を
受
け
る

際
に
作
成
さ
れ
る
印
信
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
伝
法
灌
頂
が
行
わ
れ
た
日
付

と
と
も
に
宿
曜
が
記
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
前
提
と
し
て
寺
院
社
会

に
お
い
て
宿
曜
の
知
識
が
広
く
浸
透
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

南
照
寺
本
の
巻
末
に
は
「
永
禄
七
年
甲
子
五
月
十
日
如
法
寺
大
泉
房
是

書
也
」
と
あ
り
、
会
津
の
真
言
宗
の
古
刹
、
妙
法
寺
の
僧
侶
が
書
写
し
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

近
世
段
階
で
の
扱
い
を
う
か
が
え
る
も
の
と
し
て
、
宝
永
六
年
（
一
七

〇
九
）
の
性
寂
の
伝
授
口
説
を
筆
記
し
た
真
言
宗
の
『
秘
密
儀
軌
随
問

記
』
巻
五
（
真
言
宗
全
書
一
）
に
は
「
日
本
ノ
簠
簋
ノ
第
五
ニ
一
年
三
百

六
十
五
日
ノ
宿
充
テ
テ
有
。
其
カ
天
竺
ノ
ニ
合
也
」
と
あ
る
。
ま
た
眞
常

撰
の
『
秘
密
儀
軌
傳
授
口
決
』（
寛
政
五
年
・
一
七
九
三
）
巻
三
（
真
言

宗
全
書
二
）
に
は
宿
曜
経
の
項
目
に
「
唐
月
建
之
図
文
今
ハ
不
用
之
。
簠

簋
ノ
第
五
ノ
宿
ノ
配
立
可
也
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
簠
簋
」
の
「
曜
宿

経
」
が
宿
曜
経
と
同
じ
く
密
教
経
典
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
お

り
、
宿
の
配
置
を
知
る
た
め
に
「
簠
簋
」
巻
五
の
「
曜
宿
経
」
を
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
が
確
認
で
き
る
。

　

中
世
末
に
「
曜
宿
経
」
が
生
ま
れ
、「
簠
簋
」
巻
五
と
な
っ
た
の
は
、

宿
曜
道
以
来
の
仏
教
の
影
響
の
も
と
に
あ
る
も
う
一
つ
の
―
お
そ
ら
く
賀

茂
氏
と
は
異
な
る
―
陰
陽
道
の
志
向
が
あ
っ
た
。
成
立
期
の
陰
陽
道
に
と

っ
て
仏
教
と
距
離
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
き

た
が
、
中
近
世
に
お
け
る
陰
陽
道
は
仏
教
（
真
言
宗
）
と
深
く
結
び
つ
く

こ
と
で
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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・
手
島
堵
庵
『
座
談
随
筆
』「
聖
人
の
道
は
、
思
案
な
し
の
明
徳
を
知
て
、

此
身
を
其
明
徳
し
だ
い
に
ま
か
せ
る
ば
か
り
で
、
外
の
事
は
ご
ざ
ら

ぬ
。」

・
増
穂
残
口
『
神
路
の
手
引
草
』「
質
素
正
直
清
明
な
ら
ば
、
学
智
あ
ら

ず
共
、
事
足
り
ぬ
べ
し
。」

　

こ
れ
は
知
識
に
対
し
て
、
純
粋
さ
素
朴
さ
が
普
遍
的
な
善
を
担
保
し
て

い
る
構
造
と
な
る
。
知
識
と
さ
れ
る
も
の
が
個
別
の
教
え
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
心
学
に
よ
る
三
教
一
致
論
に
は
根
源
的
な
矛
盾
が
あ
る
。
通
常
、
心

学
の
構
造
で
中
間
に
存
在
す
る
教
え
は
、
本
来
的
な
善
な
る
も
の
を
明
ら

か
に
す
る
契
機
と
さ
れ
る
が
、
知
識
の
軽
視
の
強
調
は
教
え
そ
の
も
の
を

無
価
値
と
み
な
す
こ
と
に
帰
結
し
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

吉
田
神
道
事
相
へ
の
批
判
と
吉
田
兼
原
の
対
応

新
田
　
惠
三

　

中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
神
社
・
神
道
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

吉
田
神
道
の
事
相
（
行
法
面
）
は
、
吉
田
兼
俱
期
の
実
態
が
注
目
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
伝
え
ら
れ
続
け
た
儀
礼
・
思
想
の

展
開
や
変
容
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
事
相
（
行
法
面
）
は
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
継
承
さ
れ
て
い
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
報
告
で
は
、
吉
田
（
卜
部
）
兼
原
〔
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
―
寛

政
十
一
年
（
一
七
九
九
）〕
が
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
頃
に
述
作
し
た

と
考
え
ら
れ
る
『
神
壇
大
義
』（
吉
田
神
道
の
事
相
の
中
で
も
特
に
重
視

さ
れ
た
三
元
十
八
神
道
次
第
、
宗
源
妙
行
次
第
、
神
道
護
摩
次
第
の
教
理

を
注
釈
し
た
書
物　

天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
所
蔵
）
よ
り
、
吉
田
神
道
の

さ
し
や
つ
て
御
座
る
所
を
自
知
さ
せ
ふ
と
て
の
、
法
建
立
の
事
で
御
座

る
。」

・
手
島
堵
庵
『
朝
倉
新
話
』「
神
儒
仏
と
も
に
道
は
一
ツ
で
ご
ざ
つ
て
、

此
本
心
を
知
る
よ
り
他
の
事
は
ご
ざ
ら
ぬ
ハ
イ
。」・『
座
談
随
筆
』「
不

生
と
い
ふ
が
明
徳
の
か
へ
名
で
ご
ざ
る
ワ
イ
。」

・
増
穂
残
口
『
神
路
の
手
引
草
』「
国
に
よ
り
所
に
し
た
が
ふ
応
化
利
物

な
り
。」

・
山
東
京
伝
『
心
学
早
染
艸
』「
人
間
万
事
大
切
な
る
も
の
は
一
ツ
心
な

り
。」

　

彼
ら
に
は
程
度
の
違
い
は
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
性
が
見
ら
れ
る
。

藤
樹
と
盤
珪
と
は
明
徳
の
概
念
で
結
び
つ
き
、
堵
庵
は
自
ら
盤
珪
か
ら
の

継
承
を
語
り
、
残
口
は
熊
沢
蕃
山
―
藤
樹
の
弟
子
の
彼
も
ま
た
心
学
者
と

呼
ば
れ
る
―
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
京
伝
は
石
門
心
学
の
流

行
に
棹
を
差
し
た
。

　

他
の
教
え
と
の
不
必
要
な
摩
擦
を
棚
上
げ
し
て
、
善
を
実
践
し
て
ゆ
く

と
い
う
共
通
の
目
的
の
単
純
明
快
さ
に
お
い
て
心
学
は
通
俗
道
徳
と
し
て

受
け
入
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
個
々
の
教
え
の
独
自
性
を
失

わ
せ
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

心
学
の
特
徴
と
し
て
、
そ
の
本
来
的
な
善
は
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と

し
て
捉
え
ら
れ
、
知
識
は
時
と
し
て
不
用
な
も
の
と
さ
れ
る
。

・
中
江
藤
樹
『
翁
問
答
』「
愚
癡
不
肖
と
い
へ
ど
も
良
知
良
能
あ
り
。
そ

の
良
知
良
能
を
う
し
な
は
ざ
れ
ば
愚
癡
不
肖
も
善
人
の
徒
な
り
。」

・
盤
珪
『
御
示
聞
書
』「
身
ど
も
が
示
し
申
不
生
の
所
を
聴
聞
あ
つ
て
、

信
心
を
起
さ
つ
し
や
れ
ば
、
知
恵
か
し
こ
き
男
子
よ
り
正
直
な
る
女
儀

方
仏
に
成
ま
す
ぞ
や
。」
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流
通
し
た
時
代
背
景
を
説
明
す
る
。
続
け
て
、
今
日
よ
り
取
捨
選
択
や
私

語
私
意
を
以
て
説
明
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
に
伝
え
る
こ
と
が
良

い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
習
合
的
要
素
が
多
々
見
ら
れ
る
三
壇
行
事
を
あ

え
て
改
作
し
な
い
方
針
を
示
す
一
方
で
、「
近
世
橘
家
の
神
道
の
行
法
な

と
い
へ
る
、
ま
さ
〳
〵
し
き
新
作
の
行
事
」
に
つ
い
て
、「
上
古
伝
来
す

る
ま
ね
」「
純
粋
に
作
り
な
せ
る
作
法
」
と
し
て
批
判
を
呈
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
往
昔
の
原
形
が
あ
っ
た
と
し
な
が
ら
も
習
合
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
時
代
背
景
の
中
で
現
在
の
法
式
と
な
っ
た
と
し
て
お
り
、
あ
え
て

改
変
は
行
わ
な
い
と
の
姿
勢
を
示
す
の
で
あ
る
。

　

習
合
的
側
面
を
取
捨
選
択
せ
ず
包
含
さ
れ
る
要
素
と
し
て
説
明
す
る

が
、
三
壇
行
事
を
「
祈
禱
」
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
「
只
一
心
誠

敬
ノ
徹
通
ヲ
肝
要
」
と
す
る
な
ど
、「
祈
禱
」「
誠
」「
敬
」「
感
應
」
を
本

質
的
な
理
想
と
し
て
複
数
箇
所
で
強
調
し
て
い
る
。
か
か
る
説
明
論
理
は
、

吉
田
兼
俱
期
に
は
中
心
的
に
説
か
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
教
説
で
あ
り
、

吉
田
家
が
松
岡
雄
淵
を
介
し
て
導
入
し
た
教
説
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
吉
田
兼
原
は
、
事
相
に
含
ま
れ
る
習
合
的
側
面
を

許
容
す
る
一
方
で
、
本
質
と
し
て
は
儒
家
神
道
的
解
釈
を
掲
げ
て
お
り
、

事
相
批
判
に
対
す
る
独
自
の
対
策
を
述
べ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の

で
あ
る
。

近
世
の
古
典
知
と
「
神
道
の
復
古
」

松
本
　
久
史

　

本
発
表
は
近
代
以
降
の
神
道
史
研
究
に
お
け
る
歴
史
的
回
顧
の
中
で
、

日
本
宗
教
史
全
体
の
学
説
史
を
展
望
し
た
う
え
で
の
新
た
な
領
域
開
拓
の

必
要
性
を
論
じ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
近
代
に
お
い
て
は
、「
近

事
相
批
判
に
対
す
る
吉
田
兼
原
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

十
八
世
紀
前
葉
頃
よ
り
、
吉
田
家
や
吉
田
神
道
に
対
す
る
批
判
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
事
相
面
に
関
し
て
は
、
吉
見
幸
和
や
天
野
信
景
、
臼

井
雅
胤
、
森
昌
胤
な
ど
に
よ
っ
て
習
合
的
要
素
に
つ
い
て
の
批
判
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

臼
井
雅
胤
『
神
祇
破
偽
顕
正
問
答
』
は
、
伊
勢
神
宮
大
物
忌
荒
木
田
尚

博
と
臼
井
雅
胤
と
の
問
答
形
式
で
記
さ
れ
て
お
り
、
上
巻
・
中
巻
・
下
巻

よ
り
構
成
さ
れ
、
上
巻
は
、
吉
田
家
の
由
緒
や
正
統
性
に
つ
い
て
批
判
し

て
お
り
、
下
巻
は
宗
教
儀
礼
な
ど
の
習
合
的
要
素
に
つ
い
て
批
判
し
、
附

録
で
は
、
神
宮
神
器
降
臨
の
密
奏
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
下
巻
に

は
、
一
五
項
目
の
問
答
が
記
さ
れ
る
が
、
内
九
項
目
は
三
壇
行
事
に
見
ら

れ
る
習
合
的
要
素
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
こ
の
事
相
批
判
は
、
他
の
事

相
批
判
に
比
べ
質
量
と
も
に
充
実
し
て
お
り
、『
神
壇
大
義
』
の
述
作
要

因
を
考
え
る
上
で
も
注
目
さ
れ
る
。

　

従
来
吉
田
兼
原
が
吉
田
神
道
批
判
へ
の
反
論
と
し
て
記
し
た
『
神
業
類

要
』
の
執
筆
要
因
と
し
て
臼
井
雅
胤
『
神
祇
破
偽
顕
正
問
答
』
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
が
、『
神
業
類
要
』
と
『
神
壇
大
義
』
と
は
、
三
壇
行
事
の
解

説
に
関
し
て
内
容
が
共
通
し
て
お
り
、
臼
井
雅
胤
『
神
祇
破
偽
顕
正
問

答
』
に
記
さ
れ
る
具
体
的
な
事
相
批
判
は
、
三
壇
行
事
の
注
釈
書
で
あ
る

『
神
壇
大
義
』
の
述
作
要
因
と
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

吉
田
兼
原
は
、
習
合
的
要
素
が
批
判
さ
れ
て
い
る
三
壇
行
事
に
つ
い

て
、
神
代
以
来
の
祭
式
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
神
風
簡
素
ノ
法
」
で
あ
っ
た

と
す
る
。
そ
し
て
、
三
壇
行
事
は
こ
れ
を
押
し
広
め
た
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
純
粋
で
は
な
い
要
素
を
含
む
本
行
事
を
人
々
は
非
難
す
る
が
、「
今

ヲ
以
テ
昔
ヲ
視
ル
ノ
タ
ラ
サ
ル
コ
ト
ニ
コ
ソ
」
と
し
て
、
習
合
的
諸
説
が
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道
家
に
よ
る
神
社
由
緒
や
祭
神
の
「
考
証
」
の
進
展
は
、
近
代
の
文
脈
か

ら
は
、
中
世
的
付
会
を
排
し
た
古
代
に
淵
源
す
る
「
真
正
」
な
神
社
由
緒

の
追
求
と
の
関
連
性
で
論
じ
ら
れ
、
近
世
の
神
社
「
由
緒
記
」
は
の
り
超

え
ら
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
学
術
対
象
た
り
え
な
い
と
見
做
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
す
で
に
、
古
代
・
中
世
の
寺
社
縁
起
は
、
桜
井
徳
太
郎
ら
の

民
俗
学
や
民
間
宗
教
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
学
術
対
象
た
り
え
る

こ
と
が
提
唱
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
分
析
が
進
展
し
て
い
る
。
さ
ら
に
文
学
研

究
で
も
寺
社
縁
起
書
類
を
「
中
世
神
話
」
と
再
定
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、

中
世
神
道
の
思
想
内
容
の
み
な
ら
ず
、
生
成
に
か
か
る
宗
教
者
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
寺
社
の
活
動
実
態
へ
と
迫
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
近
年
は

山
下
久
夫
に
よ
る
国
学
研
究
の
新
展
開
と
し
て
、
宣
長
な
ど
の
記
紀
解
釈

を
正
し
い
古
典
へ
の
「
復
古
」
で
は
な
く
、「
近
世
神
話
」
の
創
出
と
捉

え
な
お
す
視
点
が
提
示
さ
れ
、
ま
た
、
近
世
歴
史
学
に
お
い
て
も
、「
由

緒
」・「
身
分
的
周
縁
」
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
確
立

の
た
め
に
古
記
録
や
偽
文
書
ま
で
も
動
員
し
て
作
成
さ
れ
た
イ
エ
・
ム
ラ

の
「
由
緒
書
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
宗
教
史
研
究
の
分
野
で
、

林
淳
や
梅
田
千
尋
ら
に
よ
る
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
陰
陽
道
成
立
に
関
し

て
近
世
期
の
土
御
門
神
道
の
重
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
成

果
を
近
世
の
神
社
「
由
緒
記
」
研
究
に
援
用
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
学

術
対
象
と
す
る
可
能
性
が
開
け
て
い
る
。

　

近
世
に
お
け
る
「
古
典
知
」
は
近
世
神
社
「
由
緒
記
」
を
記
述
す
る
う

え
で
の
基
盤
で
あ
り
、
多
様
な
立
場
か
ら
の
「
古
典
知
」
の
追
究
の
解
明

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
近
世
神
社
「
由
緒
記
」
の
研
究

方
法
論
の
確
立
が
必
須
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
テ
キ
ス
ト
の
真
偽
は
問
わ
な

い
（
保
留
）、
対
象
を
限
定
せ
ず
、
広
く
求
め
て
い
く
（
儒
教
系
の
ほ
か

代
神
道
」
成
立
の
過
程
と
し
て
、
近
世
に
お
け
る
「
復
古
神
道
」
の
定
位

が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
文
脈
で
、
近
世
の
神
道
は
選
択
的
に
理
解
さ

れ
、「
習
合
的
・
異
端
的
」
神
道
の
排
除
と
「
純
正
な
る
神
道
へ
の
復
帰
」

と
い
う
通
史
的
叙
述
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
代
に
お

い
て
は
近
世
神
道
史
と
し
て
の
自
律
的
な
再
解
釈
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
中
世
・
近
代
と
の
継
承
と
断
絶
の
考
察
、
さ
ら
に
は
神
道

史
全
体
の
再
構
築
へ
の
道
筋
が
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
近
世
期
全
体
の
神
道
を
通
じ
て
見
れ
ば
、「
復
古
・
復
興
」

の
潮
流
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
復
古
神

道
」
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
近
世
に
即
し
て
、「
神
道
の
復
古
」

を
目
指
し
た
多
様
な
活
動
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
視
点
の
獲
得
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
「
神
道
の
復
古
」
の
た
め
に
動
員
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
も
多
様
な
「
古

典
知
」
で
あ
る
。
従
来
は
、「
荒
唐
無
稽
」
な
中
世
神
道
か
ら
の
復
古
と

し
て
、「
国
史
官
牒
主
義
」
や
国
学
者
に
よ
る
実
証
的
古
典
考
証
へ
の
移

行
が
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
研
究
手
法
に
よ
る
「
真
正
な
る
古
典
」

の
追
究
は
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
を
は
じ
め
と
し
た
偽
書
を
あ
ぶ
り
だ
す

と
同
時
に
、
新
た
な
る
「
偽
書
」
の
発
生
を
も
誘
発
し
、
そ
れ
ら
に
基
づ

い
た
「
復
古
」
も
幕
末
期
ま
で
主
張
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
近
世
神
道
の
見
直
し
の
た
め
に
は
、
現
在
、
自
明
の
理
と
し
て
の

「
神
道
古
典
」
と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
群
に
対
し
、
不
磨
の
大
典
観
か
ら

の
脱
却
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
近
世
神
社
「
由
緒
記
」
で
あ
る
。
各
々
の
神

社
で
作
成
さ
れ
た
「
由
緒
記
」
の
多
く
は
、
中
世
で
は
吉
田
兼
倶
、
近
世

の
林
羅
山
な
ど
か
ら
も
否
定
的
に
理
解
さ
れ
、
さ
ら
に
国
学
者
・
復
古
神
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の
勉
強
会
を
始
め
て
お
り
、
ま
た
平
田
直
門
の
矢
野
玄
道
と
交
際
し
て
い

る
。
弘
道
館
の
教
諭
と
な
っ
て
も
、
朱
子
学
だ
け
で
な
く
日
本
の
歴
史
や

法
制
を
も
講
じ
、
神
主
向
け
の
神
学
寮
で
も
教
え
て
い
た
よ
う
だ
。

　

神
学
寮
の
教
師
だ
っ
た
著
名
人
と
し
て
は
、
他
に
南
里
有
隣
が
挙
げ
ら

れ
る
。
歌
人
と
し
て
は
藩
主
側
近
古
川
松
根
ら
と
と
も
に
和
歌
サ
ー
ク
ル

小
車
社
で
活
動
し
た
桂
園
派
で
あ
り
、
神
道
家
と
し
て
は
平
田
篤
胤
生
前

の
門
人
で
あ
る
向
日
神
社
の
神
職
、
六
人
部
是
香
を
師
と
し
て
い
る
。
神

学
寮
出
身
の
神
職
で
京
都
に
留
学
し
た
者
は
、
多
く
が
こ
の
六
人
部
是
香

に
学
ん
で
い
る
。
種
臣
も
是
香
を
先
生
と
し
て
仰
ぎ
、
矢
野
玄
道
や
西
川

須
賀
雄
な
ど
、
藩
内
外
の
平
田
派
国
学
者
と
交
際
し
て
い
た
。
有
隣
は
神

道
思
想
の
世
界
で
は
、
平
田
篤
胤
と
並
ん
で
、
漢
訳
キ
リ
ス
ト
教
書
を
換

骨
奪
胎
し
た
救
済
論
的
な
復
古
神
道
神
学
の
創
案
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

村
岡
典
嗣
は
、
彼
が
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
よ
り
も
主
宰
神
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ

の
役
割
を
重
視
し
た
点
に
、
篤
胤
か
ら
の
宗
教
的
発
展
を
見
出
し
て
い
る
。

　

種
臣
は
、
平
田
派
シ
ン
パ
だ
っ
た
西
郷
隆
盛
の
縁
で
、
薩
摩
の
復
古
神

道
家
に
し
て
平
田
国
学
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
そ
れ
を
批
判
し
た
本
田
親

徳
（
薩
摩
派
ら
し
く
や
は
り
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
を
重
ん
じ
て
い
る
）
と

も
近
し
く
付
き
合
い
、
神
々
の
声
を
聴
く
技
術
を
磨
い
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
種
臣
が
語
っ
た
神
学
理
論
も
、
親
徳
説
と
の
類
似
性
が
強
い
。
西
南

戦
争
に
当
た
っ
て
は
、
親
徳
が
得
た
神
託
に
従
い
、
西
郷
の
挙
兵
に
先
立

っ
て
中
国
に
逃
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

教
派
神
道
神
理
教
を
開
い
た
佐
野
経
彦
の
日
記
に
は
、
上
京
時
に
種
臣

に
神
学
論
争
を
仕
掛
け
た
際
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
種

臣
は
、
日
本
中
で
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
を
祀
っ
て
い
た
が
キ
リ
ス
ト
教
伝

来
後
に
肥
前
国
以
外
で
は
止
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
肥
前
の
村
々
で
は
こ

に
も
仏
教
的
、
習
合
的
立
場
な
ど
も
検
討
に
含
む
）、
地
域
・
時
系
列
を

整
理
す
る
（
史
料
批
判
の
徹
底
）
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
多
様
な
「
古
典
知
」
に
基
づ
く
神
社
「
由
緒
記
」
を

博
捜
し
て
整
理
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
の
「
神
道
の
復
古
」
の

実
像
解
明
へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
が
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

副
島
種
臣
と
天
御
中
主
神

三
ツ
松
　
誠

　

副
島
種
臣
は
、「
政
体
」
を
起
草
し
た
り
外
務
卿
を
務
め
た
り
と
、
明

治
新
政
府
で
活
躍
し
た
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
明
治
六
年
政
変

で
下
野
し
、
民
撰
議
院
設
立
建
白
書
の
提
出
者
と
な
っ
た
後
も
、
士
族
反

乱
に
は
荷
担
せ
ず
、
明
治
天
皇
の
侍
講
や
内
務
大
臣
を
務
め
る
な
ど
、
政

府
主
流
派
か
ら
警
戒
さ
れ
つ
つ
も
、
一
定
の
影
響
力
を
保
持
し
続
け
た
。

佐
賀
藩
時
代
の
彼
は
藩
校
教
諭
を
務
め
た
漢
学
者
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は

長
崎
で
宣
教
師
フ
ル
ベ
ッ
キ
に
学
び
、
西
洋
世
界
に
目
を
向
け
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
藩
士
と
し
て
唯
一
、
皇
学
修
行
の
た
め
に
京
都

に
留
学
し
た
国
学
者
で
も
あ
り
、
和
漢
洋
を
兼
ね
修
め
た
人
物
な
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
彼
の
全
集
を
繙
く
と
、
神
霊
の
実
在
を
信
じ
、
造
化
神
ア

メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
を
重
視
す
る
神
秘
主
義
的
な
復
古
神
道
家
で
あ
る
様
子

が
う
か
が
え
る
。

　

彼
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
は
、
ま
ず
佐
賀
藩
尊
攘
派
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
が
早
く
し
て
亡
く
な
っ
た
、
兄
の
枝
吉
神
陽
が
挙
げ
ら
れ

る
。
江
藤
新
平
や
大
隈
重
信
な
ど
、
新
政
府
で
活
躍
し
た
佐
賀
出
身
者
の

多
く
が
神
陽
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
神
陽
は
天
皇
だ
け
が
日
本
の
君
主

だ
と
す
る
日
本
一
君
論
を
唱
え
、
留
学
先
の
昌
平
黌
で
も
日
本
の
古
典
籍
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に
抵
抗
感
を
持
っ
た
。
こ
の
た
め
、
前
任
者
の
佐
上
信
一
か
ら
引
き
継
い

だ
、
神
社
に
関
す
る
統
一
的
な
法
規
の
作
成
を
先
送
り
し
た
と
い
う
。
そ

し
て
こ
の
疑
念
に
対
し
、
松
本
は
神
社
局
内
の
人
物
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

局
外
の
人
物
に
相
談
を
行
っ
た
。
と
く
に
今
泉
定
助
や
葦
津
耕
次
郎
か
ら

は
思
想
的
な
影
響
を
強
く
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
松
本
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
構
想
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
、

氏
子
総
代
会
と
神
社
の
祭
祀
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
松
本
は
「
神
社
中

心
に
国
民
生
活
が
律
せ
ら
れ
」
る
べ
き
だ
と
考
え
、
氏
子
総
代
会
の
普
及

を
勧
奨
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
敬
神
崇
祖
の
思
想
を
地
方
長
官
や
神
職
に

説
く
よ
り
も
直
接
氏
子
に
説
く
べ
き
で
、「
神
社
行
政
を
拡
大
強
化
し
て
、

民
衆
と
接
近
し
て
仕
事
」
を
し
て
み
た
か
っ
た
と
回
顧
し
て
お
り
、
松
本

は
教
化
の
主
体
と
し
て
神
社
行
政
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

神
社
の
祭
祀
を
重
視
し
、「
祭
祀
監
察
官
」
を
地
方
庁
に
置
く
構
想
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
松
本
は
、
神
職
界
の
改
革
を
も
構
想
し
て
い
た
。

そ
れ
は
神
宮
奉
斎
会
・
皇
典
講
究
所
・
全
国
神
職
会
を
合
同
す
る
「
三
団

体
合
同
問
題
」
で
あ
る
。
当
時
学
閥
や
階
層
な
ど
に
よ
り
分
裂
状
態
に
あ

っ
た
神
職
た
ち
に
対
し
、
松
本
は
官
界
・
実
業
界
・
政
界
・
学
界
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
方
向
に
よ
び
か
け
て
国
民
精
神
作
興
を
図
る
団
体
を
つ
く
り
、

三
団
体
を
合
同
す
る
案
を
提
示
し
た
。
こ
の
案
は
、
桑
原
芳
樹
や
今
泉
定

助
に
相
談
し
賛
意
を
得
る
。
さ
ら
に
、
高
山
昇
と
宮
西
惟
助
へ
は
説
得
す

る
団
体
を
割
り
振
る
な
ど
実
現
に
む
け
て
話
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

実
際
に
、
松
本
の
構
想
の
一
部
は
実
現
し
、
ま
た
、
神
社
主
務
官
会
議

で
議
題
に
あ
が
る
な
ど
、
神
社
局
内
で
具
体
的
に
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
二
六
年
九
月
に
静
岡
県
知
事
へ
の
転
出
が
決
ま
り
、
松
本

は
「
ほ
ん
と
う
に
日
本
的
な
神
社
行
政
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ

れ
を
中
央
様
と
呼
ん
で
お
祀
り
し
て
い
る
こ
と
、
天
に
も
地
に
も
一
国
に

も
一
郡
に
も
一
村
に
も
一
軒
に
も
一
人
に
も
こ
れ
は
存
在
し
て
い
る
こ

と
、
を
主
張
し
た
と
い
う
。
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
は
、
記
紀
神
話
以
外
に

根
拠
を
持
た
ず
、
地
域
の
信
仰
と
結
び
つ
か
な
い
、
作
為
的
な
国
学
者
以

降
の
信
仰
対
象
と
扱
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
幅
広
い
諸
学
を

修
め
、
習
合
的
理
解
も
多
い
副
島
種
臣
に
と
っ
て
は
、「
中
央
様
」
に
対

す
る
地
域
の
民
間
信
仰
も
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
信
仰
の
伝
統
を
示
す
も

の
な
の
で
あ
っ
た
。

　

副
島
種
臣
の
例
に
み
ら
れ
る
佐
賀
と
薩
摩
の
復
古
神
道
家
に
お
け
る
ア

メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
を
重
視
す
る
神
学
的
共
通
性
と
人
的
交
流
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
そ
の
由
来
か
ら
検
討
を
深
め
る
べ
き
と
こ
ろ
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

一
九
二
〇
年
代
の
神
社
局
長 

│
│ 

内
務
官
僚
・
松
本
学
の
神
社
行
政
よ
り 

│
│

吉
水
　
希
枝

　

本
研
究
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
神
社
行
政
に
つ
い
て
、
内
務
省
神
社
局

長
・
松
本
学
の
人
的
関
係
や
神
社
行
政
構
想
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
を
行

う
。
こ
の
分
析
に
よ
り
、
当
該
期
の
神
社
行
政
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、

松
本
学
の
神
社
行
政
構
想
を
「
国
家
神
道
」
史
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
を

目
指
す
。

　

松
本
学
は
一
九
二
五
年
九
月
に
神
社
局
長
に
着
任
す
る
。
松
本
は
戦
後

の
回
想
の
な
か
で
、
就
任
後
半
年
間
は
「
煩
悶
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

松
本
は
、
神
社
は
西
洋
に
は
な
い
制
度
で
、
西
洋
的
な
行
政
法
に
よ
る
解

釈
に
よ
っ
て
安
易
に
行
政
法
上
の
「
国
の
営
造
物
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
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「
生
成
と
統
合
の
神
学
」
の
一
考
察 

│
│ 

山
崎
闇
斎
と
西
晋
一
郎
の
場
合 

│
│

久
保
　
隆
司

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
九
―
一
六
八
二
）
と
西
晋
一
郎
（
一

八
七
三
―
一
九
四
三
）
の
二
つ
の
異
な
る
時
代
に
生
き
た
学
者
に
焦
点
を

当
て
、
彼
ら
の
思
想
を
「
生
成
と
統
合
の
神
学
」
と
い
う
枠
組
み
で
捉
え
、

比
較
検
討
す
る
。
近
世
前
期
の
闇
斎
の
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
「
神
学
」
的

枠
組
み
（
拙
著
『
生
成
と
統
合
の
神
学
』
春
秋
社
、
二
〇
二
三
年
）
を
適

用
す
る
こ
と
で
、
近
代
（
戦
前
）
の
西
の
思
想
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て

概
観
す
る
。
以
下
、
四
つ
の
観
点
を
扱
う
。

一　

東
西
統
合
の
神
学
思
想
の
形
成

　

山
崎
闇
斎
は
、
朱
子
学
と
神
道
と
の
神
儒
兼
学
の
統
合
的
学
体
系
を
追

求
し
た
。
こ
れ
は
日
本
に
お
け
る
永
遠
の
哲
学
／
神
秘
哲
学
の
試
み
と
も

解
釈
で
き
る
。
西
晋
一
郎
は
、「
理
性
」
に
基
づ
く
理
論
哲
学
（
例
：
カ

ン
ト
な
ど
の
西
洋
倫
理
学
）
と
生
命
哲
学
（
例
：
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
な
ど
の

神
秘
哲
学
や
東
洋
の
実
践
的
な
宋
学
）
の
統
合
を
追
求
し
た
。
両
者
は
異

な
る
時
代
背
景
を
持
つ
が
、
晩
年
に
神
道
へ
の
傾
斜
が
あ
り
、
特
殊
性
と

普
遍
性
を
結
び
つ
け
る
思
考
を
共
有
す
る
。
ま
た
、
西
は
「
天
地
開
闢
即

国
家
建
立
」
と
い
う
考
え
を
提
唱
し
、
時
間
〜
歴
史-

国
家
の
発
生
を
結

び
つ
け
、「
国
家
」（
国
体
）
と
宇
宙
の
繫
り
を
強
調
し
た
。
こ
の
視
点
は
、

闇
斎
の
「
天
人
唯
一
」
思
想
と
比
較
検
討
し
た
い
。

二　

個
的
変
容
（
意
識
の
発
達
論
）：
身
心
論
か
ら
超
越
論
へ

　

山
崎
闇
斎
は
、
意
識
の
発
達
に
関
し
て
三
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
し

て
い
る
（『
生
成
と
統
合
の
神
学
』）。
こ
れ
は
身
と
心
を
統
合
し
、
超
越

た
が
そ
の
と
き
に
辞
令
が
で
た
の
で
残
念
に
思
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。

松
本
の
神
社
行
政
に
対
し
、
今
泉
定
助
な
ど
は
比
較
的
好
意
的
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
全
国
神
職
会
の
機
関
紙
『
皇
国
』
に
は
松
本

の
改
革
が
急
激
で
あ
る
と
の
批
判
が
掲
載
さ
れ
、
主
筆
の
照
本
金
川
は
、

氏
子
総
代
会
の
奨
励
を
は
じ
め
と
し
て
、
当
該
期
の
神
社
局
の
動
向
に
は

批
判
的
で
あ
り
、
神
社
界
の
な
か
で
も
支
持
が
分
か
れ
て
い
た
。
以
上
の
、

神
社
行
政
を
教
化
の
主
体
と
す
る
中
央
統
制
的
な
松
本
の
構
想
の
な
か
に

は
、
一
九
四
〇
年
に
設
置
さ
れ
た
神
祇
院
で
設
置
さ
れ
た
地
方
祭
務
官
・

祭
務
課
・
調
査
課
や
氏
子
総
代
会
強
化
な
ど
の
政
策
に
近
い
構
想
が
あ
る
。

　

そ
の
後
、
松
本
は
静
岡
県
知
事
と
し
て
静
岡
県
下
の
神
社
の
昇
格
を
発

議
し
、
新
聞
紙
上
で
は
「
信
神
心
」
の
篤
い
人
物
と
評
さ
れ
る
。
ま
た
、

日
本
精
神
に
よ
る
国
家
の
革
新
を
め
ざ
す
「
新
官
僚
」
の
母
体
と
な
っ
た

国
維
会
へ
参
加
し
、
一
九
三
三
年
に
は
思
想
対
策
と
し
て
日
本
精
神
の
強

調
に
よ
る
教
化
政
策
の
た
め
に
文
化
運
動
を
行
な
う
組
織
と
し
て
日
本
文

化
連
盟
を
結
成
し
た
。
こ
の
日
本
文
化
連
盟
の
一
事
業
と
し
て
、
日
本
民

俗
協
会
設
立
の
発
起
人
と
な
る
が
、
こ
の
協
会
は
神
社
局
長
の
経
験
か
ら

必
要
性
を
感
じ
て
発
起
し
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
社
局

長
後
の
松
本
は
表
立
っ
て
神
社
行
政
に
関
わ
る
機
会
は
減
少
し
、
神
社
に

よ
る
教
化
を
も
含
む
、
日
本
精
神
な
ど
の
よ
り
広
い
概
念
を
希
求
す
る
よ

う
に
な
る
が
、
個
別
の
言
動
を
み
る
と
、
神
社
局
長
の
経
験
が
下
地
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

一
九
二
〇
年
代
の
神
社
行
政
に
お
い
て
松
本
の
よ
う
な
内
務
官
僚
が
出

現
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
、
そ
れ
ま
で
神
社
局
に
は
な
か
っ
た
「
敬
神
思

想
ノ
普
及
」
が
神
祇
院
の
管
掌
と
し
て
規
定
さ
れ
、「
国
家
神
道
」
体
制

が
思
想
面
に
お
い
て
強
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
。
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と
結
び
つ
き
、
国
家
と
個
人
、
内
と
外
を
一
体
と
見
る
視
点
を
提
供
し
た
。

西
の
「
孝
」
を
本
と
す
る
思
想
は
、
闇
斎
の
「
敬
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ

り
、
特
殊
性
と
普
遍
性
の
統
合
の
た
め
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

山
崎
闇
斎
と
西
晋
一
郎
の
思
想
構
造
に
は
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
る

（
例
・
倫
理
と
宗
教
と
の
間
）。
今
後
、
時
代
背
景
や
朱
子
学
と
「
敬
」
の

闇
斎
と
陽
明
学
と
「
孝
」
の
西
と
の
間
の
微
妙
な
差
異
等
に
も
注
目
す
る

こ
と
で
、
世
界
哲
学
に
お
け
る
「
生
成
と
統
合
の
神
学
」
的
観
点
か
ら
の

比
較
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

生
命
の
源
、
宇
宙
の
柱
と
し
て
の
富
士
山

内
田
　
裕
一

　

今
回
は
、
不
二
道
、
実
行
教
に
見
ら
れ
る
「
富
士
山
そ
の
も
の
の
神
徳
」

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
不
二
道
、
実
行
教
を
選
ん
だ
の
は
、
教
義
に
関
す

る
文
書
が
多
く
残
っ
て
い
て
、
天
保
期
か
ら
の
変
化
を
追
え
る
こ
と
、
近

代
の
宗
教
と
し
て
の
活
動
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
今
回
の
考
察
で
は
富
士
山
の
「
し
ん
」、「
柱
」
と
い
っ
た
も
の
の
存

在
に
着
目
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
不
二
道
の
創
始
者
小
谷
三
志
の
書
い
た
も

の
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
幕
末
維
新
期
に
柴
田
花
守
や
西
川
須
賀
雄
に
よ
っ

て
著
さ
れ
た
「
天
之
御
柱
」『
國
之
真
柱
』
と
い
っ
た
書
に
も
含
ま
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
そ
れ
ら
は
ど
う
い
う
脈
絡
で
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮

説
と
し
て
密
教
や
修
験
道
が
考
え
ら
れ
る
。
富
士
山
の
神
で
あ
る
浅
間
大

神
は
、
神
仏
習
合
の
中
で
、
浅
間
大
菩
薩
と
呼
ば
れ
、
大
日
如
来
と
習
合

し
た
。
一
方
、
山
岳
信
仰
か
ら
発
し
た
修
験
道
で
は
、
山
と
一
体
に
な
る

た
め
の
山
中
修
行
が
行
わ
れ
、
性
交
や
生
命
の
誕
生
に
擬
し
た
儀
礼
が
生

的
な
意
識
へ
の
上
昇
を
目
指
す
も
の
で
、
西
晋
一
郎
も
同
様
の
意
識
発
達

に
お
け
る
個
的
変
容
を
強
調
し
、
三
段
階
説
を
採
用
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
主
著
『
忠
孝
論
』
に
お
い
て
、「
知
行
未
分
／
主
客
未
分
」↓「
知
行

分
裂
／
主
客
分
立
」↓「
知
行
合
一
／
主
客
一
致
」
と
示
さ
れ
る
。
西
の
思

想
は
、
純
粋
意
識
／
根
源
的
知
か
ら
理
性
（
分
析
的
知
）、
そ
し
て
身
心

統
合
か
ら
超
越
論
へ
の
移
行
を
表
す
。
こ
の
よ
う
な
西
の
「
知
行
合
一
」

の
理
念
に
は
、
陽
明
学
（
特
に
「
孝
」
の
概
念
）
と
神
道
を
追
求
し
た
中

江
藤
樹
（
一
六
〇
八
―
一
六
四
八
）
ら
の
影
響
も
大
き
く
、
比
較
検
討
の

必
要
が
あ
る
。

三　

集
合
的
変
容
（
進
化
論
）：
風
土
論
か
ら
身
心
論
へ

　

山
崎
闇
斎
は
、
儒
学
（「
西
銘
」
に
お
け
る
「
孝
」
の
思
想
）
や
天
人

唯
一
を
通
じ
て
風
土
や
親
子
な
ど
生
物
学
的
な
繫
り
を
強
調
し
た
。
循
環

説
を
通
じ
て
常
に
変
容
し
永
続
す
る
リ
ズ
ム
が
基
盤
に
み
え
る
。
西
晋
一

郎
は
、
個
的
意
識
の
発
達
と
も
対
応
す
る
多
層
界
的
進
化
説
（
物
理
界
↓

生
理
界
、
心
理
界
、
精
神
界
、
自
然
界
）
を
導
入
し
、
天
人
合
一
の
思
想

を
強
調
し
た
。
西
は
、
進
化
論
と
天
人
合
一
の
関
連
も
考
慮
し
て
い
る
よ

う
で
あ
り
、
闇
斎
の
風
土
論
に
も
通
じ
る
。
西
は
天
地
と
の
繫
り
を
根
本

に
、
個
人
と
国
家
（
国
体
）
間
の
不
可
分
の
関
係
性
を
強
調
し
、
集
合
的

な
変
容
を
考
慮
し
た
。
こ
の
点
、
闇
斎
ら
の
君
臣
論
に
も
通
じ
よ
う
。

四　
「
内
と
外
」「
普
遍
と
特
殊
」
の
統
合

　

山
崎
闇
斎
は
「
敬
」
を
根
本
と
し
、
内
外
一
致
の
思
想
を
提
唱
し
た
。

闇
斎
は
特
殊
性
と
普
遍
性
を
統
合
し
、
心
と
身
体
、
敬
と
義
、
内
と
外
の

関
係
を
探
求
し
た
。
こ
れ
は
儒
学
と
神
道
を
結
び
つ
け
る
神
儒
兼
学
に
お

い
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
西
晋
一
郎
も
「
孝
」
を
根
本
と
し
、
内
と
外

の
統
合
を
強
調
し
た
。
西
の
「
忠
孝
一
」
の
理
念
は
、
天
人
合
一
の
思
想
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考
え
が
見
ら
れ
る
。
冨
士
講
伝
来
の
御
神
語
で
あ
る
「
御
大
息
」
で
も
、

「
つ
く
い
き
ひ
く
い
き
」
が
「
み
は
し
ら
」
で
あ
る
と
三
志
の
説
の
ま
ま

に
説
い
て
い
る
。

　

以
上
、
不
二
道
と
、
そ
の
神
道
化
し
た
実
行
教
に
お
い
て
み
ら
れ
る
、

生
命
の
源
、
宇
宙
の
柱
と
い
う
「
富
士
山
の
神
徳
」
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

こ
れ
が
そ
の
後
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
い
く

の
か
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

富
士
信
仰
習
俗
の
類
型

大
谷
　
正
幸

　

富
士
信
仰
に
は
受
容
さ
れ
た
土
地
ご
と
に
異
な
る
習
俗
が
あ
る
。
富
士

信
仰
の
多
様
性
に
従
い
、
そ
の
種
類
に
応
じ
た
内
容
の
習
俗
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
習
俗
は
郷
土
史
研
究
や
自
治
体
の
調
査
に
よ
っ
て
江
湖

に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
富
士
信
仰
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
そ
の

全
体
を
分
類
し
た
試
み
に
つ
い
て
は
聞
か
れ
な
い
。
習
俗
の
類
型
化
は
富

士
信
仰
の
地
方
的
あ
る
い
は
地
域
的
な
受
容
を
考
え
る
際
に
役
に
立
つ
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
富
士
信
仰
を
考
え
る
時
に
従
来
用
い
ら
れ
て
き

た
、
文
献
や
遺
物
と
い
っ
た
研
究
対
象
が
示
す
富
士
信
仰
の
諸
相
と
は
異

な
っ
た
諸
相
を
見
せ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
習

俗
は
、
い
つ
ご
ろ
・
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
始
め
ら
れ
た
か
、
そ
う
い
っ
た

歴
史
的
な
側
面
を
求
め
に
く
い
。
ま
た
、
富
士
信
仰
の
習
俗
と
は
い
え
、

教
派
神
道
教
団
内
部
で
行
わ
れ
る
年
中
行
事
な
ど
を
「
習
俗
」
と
し
て
扱

う
こ
と
は
難
し
い
。
こ
う
し
た
点
に
富
士
信
仰
習
俗
と
い
う
切
り
口
の
限

界
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

富
士
信
仰
習
俗
に
て
意
識
さ
れ
る
要
素
を
基
に
類
型
化
を
考
え
る
と
、

み
出
さ
れ
た
。
中
で
も
、
天
地
万
物
の
和
合
の
根
元
を
表
示
す
る
「
柱
源

神
法
」
と
い
う
儀
礼
は
、
修
験
者
が
天
と
地
を
結
ぶ
柱
、
ま
た
大
日
如
来

（
宇
宙
）
と
し
て
再
生
す
る
た
め
の
儀
礼
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
。
宮
家

準
は
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
記
紀
神
話
の
「
国
中
の
柱
」、
伊
勢
神
宮
の

「
心
御
柱
」、
吉
田
神
道
の
「
大
元
宮
」
な
ど
に
も
言
及
し
て
い
る
。
不
二

道
の
「
柱
」
も
そ
れ
ら
に
並
ぶ
存
在
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
「
し
ん
」
や
「
柱
」、
ま
た
そ
れ
に
象
徴
さ
れ
る
富
士
山
観
は
、
富
士
講

開
祖
角
行
藤
仏
の
「
天
地
開
闢
の
御
柱
」、
不
二
道
元
祖
食
行
身
禄
の
天

地
開
闢
説
に
み
る
「
し
み
の
み
は
し
ら
」、
参
行
六
王
の
、
日
月
星
三
光

の
光
の
源
が
富
士
山
に
あ
る
と
説
い
た
こ
と
等
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
。 

小
谷
三
志
は
新
た
に
富
士
山
の
「
し
ん
」
を
富
士
山
頂
か
ら
吹
き
出
る

「
息
」（
風
）
で
あ
る
と
し
、
富
士
山
の
「
呼
吸
」
は
生
命
を
生
み
出
す
力

を
象
徴
す
る
も
の
と
な
る
。
三
志
と
親
交
が
あ
っ
た
江
戸
の
国
学
者
高
田

与
清
も
、
富
士
の
語
源
を
「
吹
息
」
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
三
志
は
さ

ら
に
、
そ
の
「
息
」
を
「
発
生
の
気
」
と
解
釈
し
、「
世
ど
ろ
ど
ろ
の
時
」

気
が
立
ち
、
生
命
が
生
ま
れ
た
と
説
く
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
幕
末
維
新
期
に
不
二
道
を
神
道
に
変
え
た
と
さ
れ

て
き
た
柴
田
花
守
の
教
え
の
中
に
も
見
出
せ
る
。
確
か
に
富
士
山
の
主
神

に
記
紀
神
話
の
天
祖
三
神
（
天
之
御
中
主
尊
、
高
皇
産
霊
尊
、
神
皇
産
霊

尊
）
を
導
入
し
た
の
は
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
富
士
の
神
格

「
元
の
父
母
」
と
読
み
替
え
、「
大
空
ノ
井
よ
り
。
産
霊
の
霊
を
出
し
て
。

月
日
を
は
じ
め
。（
中
略
）
く
さ
〴
〵
の
物
を
む
す
び
出
玉
へ
る
也
」（「
天

之
御
柱
」）
と
す
る
。『
國
之
真
柱
』
に
お
い
て
も
、
富
士
山
頂
の
描
写
を
、

へ
こ
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
生
命
が
絶
え
間
な
く
産
み
出
さ
れ
る
と
い
う
『
老

子
』
の
「
谷
神
不
死
」
を
引
い
て
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
生
命
の
源
と
い
う
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た
が
、
必
ず
し
も
完
全
に
分
け
き
れ
な
い
と
こ
ろ
に
一
考
の
余
地
が
あ
る
。

例
え
ば
、
八
丈
島
の
お
富
士
詣
り
は
七
歳
の
子
供
が
（
子
）
浜
で
垢
離
を

取
り
（
水
）
そ
の
石
を
持
っ
て
八
丈
富
士
に
登
る
（
石
）
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
東
京
都
清
瀬
市
中
里
の
火
の
花
祭
り
は
富
士
塚
前
に
積
ま
れ
た
大

松
明
と
よ
ぶ
藁
の
山
に
火
を
つ
け
る
（
火
）
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に

角
行
系
の
富
士
講
に
よ
る
礼
拝
（
講
）
が
行
わ
れ
る
。
要
素
が
複
合
さ
れ

る
例
と
は
別
に
、
尾
張
冨
士
の
石
上
げ
祭
（
石
）
は
近
代
に
な
っ
て
始
め

ら
れ
た
も
の
だ
が
近
世
に
お
い
て
は
佐
野
市
浅
間
山
の
よ
う
に
山
中
で
松

明
を
燃
や
す
（
火
）
行
事
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
時
代
の
変
遷
に
つ
れ

て
主
と
な
る
要
素
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
習
俗
も
あ
る
。
富
士
信
仰
を
研
究

す
る
た
め
の
対
象
と
し
て
、
そ
の
習
俗
も
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

よ
り
多
面
的
な
考
察
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
現
時
点

で
は
洗
練
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、
全
国
的
に
富
士
信
仰
の

習
俗
を
扱
え
る
よ
う
な
考
え
方
を
確
立
さ
せ
た
い
と
思
う
。

実
行
教
の
社
会
事
業

今
井
　
功
一

　

明
治
期
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
各
教
会
・
教
派
が
学
校
や
病
院
な
ど
を
建

設
し
、
布
教
の
足
掛
か
り
と
し
て
お
り
、
仏
教
教
団
も
こ
れ
に
対
抗
す
る

よ
う
に
様
々
な
事
業
を
実
施
し
た
。
神
社
に
つ
い
て
も
神
社
界
の
社
会
事

業
へ
の
か
か
わ
り
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
教
派
神
道
に
お
い

て
も
天
理
教
や
金
光
教
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
布
教
伝
道
史
に
お
い

て
、
救
貧
事
業
な
ど
の
具
体
的
事
例
が
多
数
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
他
の
少
な
か
ら
ぬ
教
派
は
、
組
織
的
に
は

寄
せ
集
め
的
で
、
統
一
的
な
事
業
の
な
い
印
象
を
強
く
抱
か
せ
る
。
そ
の

北
で
行
わ
れ
る
も
の
か
ら
順
に
①
子
供
を
富
士
信
仰
に
参
加
さ
せ
る
も
の

（
子
）・
②
富
士
信
仰
の
神
事
と
し
て
盛
大
に
火
を
燃
や
す
も
の
（
火
）・

③
富
士
講
の
礼
拝
（
講
）・
④
石
を
「
富
士
山
」
の
下
か
ら
上
へ
運
ぶ
も

の
（
石
）・
⑤
富
士
信
仰
を
理
由
に
水
浴
す
る
も
の
（
水
）
の
五
つ
に
分

け
ら
れ
た
。
①
は
近
世
に
駒
込
富
士
に
て
行
わ
れ
て
い
た
富
士
参
り
や
北

関
東
の
浅
間
社
で
行
わ
れ
る
初
山
が
該
当
す
る
。
前
者
は
現
代
の
駒
込
富

士
に
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
、
麦
藁
蛇
な
る
子
供
の
玩
具
が
縁

起
物
と
し
て
頒
布
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
名
残
り
が
窺
え
る
。
②
は

「
火
祭
り
」
と
呼
ば
れ
る
神
事
で
あ
り
、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
上
吉
田
や

栃
木
県
佐
野
市
奈
良
渕
の
浅
間
山
で
行
わ
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
前
者

の
よ
う
に
薪
を
組
ん
だ
数
メ
ー
ト
ル
の
松
明
を
設
置
し
て
燃
や
す
も
の

と
、
夜
に
山
上
の
浅
間
社
か
ら
参
詣
者
が
松
明
を
持
っ
て
下
る
も
の
に
分

け
ら
れ
る
。
③
は
角
行
系
の
富
士
講
あ
る
い
は
修
験
道
に
基
づ
く
富
士
講

で
行
わ
れ
る
礼
拝
（
角
行
系
で
は
法
会
な
ど
と
よ
ば
れ
る
）
が
含
ま
れ

る
。
④
に
は
愛
知
県
犬
山
市
の
石
上
げ
祭
や
八
丈
島
の
お
富
士
詣
り
が
あ

る
。
年
中
行
事
で
は
な
い
が
、
富
士
禅
定
を
す
る
者
が
静
岡
県
富
士
市
鈴

川
の
富
士
塚
へ
浜
の
石
を
運
ぶ
慣
習
も
含
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。
⑤
に
は
富

士
垢
離
と
し
て
中
部
地
方
各
地
で
行
わ
れ
る
行
事
が
該
当
す
る
。
角
行
系

の
富
士
講
が
あ
っ
た
地
域
で
は
個
人
的
な
修
行
で
は
な
い
習
俗
と
し
て
水

浴
が
行
わ
れ
る
例
は
聞
か
れ
ず
、
専
ら
修
験
道
に
基
づ
く
富
士
信
仰
が
あ

っ
た
地
域
で
行
わ
れ
た
も
の
と
な
る
。
富
士
垢
離
は
中
部
・
近
畿
地
方
で

行
わ
れ
た
が
、
当
地
の
地
理
的
環
境
に
よ
っ
て
大
き
く
様
相
が
異
な
り
、

「
懴
悔
文
を
唱
え
て
水
辺
で
垢
離
を
取
る
」
と
い
う
行
事
の
本
質
的
表
現

だ
け
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
。

　

以
上
、
富
士
信
仰
習
俗
を
子
・
火
・
講
・
石
・
水
の
五
つ
に
分
け
て
み
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た
。
三
つ
の
事
件
は
そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
異
な
る
が
、
教
団
本
部
主
導
か
ら

各
分
局
・
教
会
主
体
へ
、
労
働
力
・
物
納
か
ら
金
納
へ
と
い
っ
た
傾
向
が

見
て
と
れ
る
。

　

そ
の
他
、
大
正
期
に
は
少
年
保
護
団
や
無
料
宿
泊
所
な
ど
の
設
置
の
記

事
が
み
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
独
立
色
の
強
い
教
会
や
教
師
個
人
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
本
庁
は
そ
れ
を
「
宗
教
団
体
と
し
て
努
力
す
べ
き
好
個
の

社
会
事
業
」
と
し
た
が
、
自
ら
実
施
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

不
二
道
の
伝
統
と
「
近
代
的
な
宗
教
」
と
を
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る

接
点
が
実
行
教
に
と
っ
て
は
労
働
奉
仕
や
寄
付
献
納
な
ど
の
社
会
事
業
で

あ
っ
た
。
不
二
道
に
よ
る
こ
う
し
た
活
動
は
、
こ
の
世
を
支
配
す
る
富
士

山
の
神
か
ら
委
託
を
受
け
て
こ
の
世
を
支
配
し
て
い
る
天
皇
・
将
軍
へ
の

報
恩
と
し
て
現
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。「
神
道
の
革
新
」
を
主
張
し

て
い
た
実
行
教
は
、
仏
教
宗
派
や
キ
リ
ス
ト
教
と
同
様
に
各
種
社
会
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
で
神
道
を
ひ
と
つ
の
「
宗
教
」
と
示
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
た
。
そ
う
し
た
活
動
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
教
名
の
実
行
の
由

来
で
あ
る
実
践
躬
行
を
標
榜
し
た
が
、
教
義
と
活
動
が
ど
の
よ
う
に
説
明

さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
未
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

実
行
教
の
社
会
事
業
は
時
代
を
経
る
に
従
い
、
土
持
な
ど
の
直
接
的
な

労
働
力
提
供
・
飼
葉
草
鞋
な
ど
の
物
資
の
提
供
か
ら
義
捐
金
へ
と
移
り
変

わ
る
と
同
時
に
、
主
体
も
各
教
会
と
く
に
独
自
色
の
強
い
教
会
の
動
き
が

め
だ
つ
よ
う
に
な
る
と
い
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
教
義
と
事
業
の
関
係

や
組
織
の
在
り
方
と
の
関
連
な
ど
、
神
道
教
派
と
社
会
事
業
の
研
究
に
つ

い
て
は
な
お
課
題
が
少
な
く
な
い
。

う
ち
実
行
教
は
、
小
谷
庄
兵
衛
（
禄
行
三
志
、
一
七
六
五
―
一
八
四
一
）

が
富
士
講
か
ら
展
開
さ
せ
た
不
二
道
を
母
体
と
し
て
、
柴
田
花
守
（
咲
行

三
生
、
一
八
〇
九
―
一
九
八
〇
）
に
よ
り
神
道
教
派
と
し
て
発
展
し
た
。

同
気
と
称
す
る
信
徒
同
士
の
相
互
扶
助
、
土
持
と
呼
ば
れ
る
築
堤
工
事
や

道
普
請
と
い
っ
た
労
働
奉
仕
、
将
軍
社
参
時
の
大
規
模
な
草
鞋
献
納
な
ど

を
無
償
で
お
こ
な
う
労
働
力
の
提
供
に
特
徴
が
あ
っ
た
不
二
道
の
伝
統

は
、
実
行
教
に
も
受
け
継
が
れ
た
。
こ
う
し
た
伝
統
を
受
け
継
い
だ
実
行

教
で
は
神
道
教
派
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
業
を
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
報
告
で
は
社
会
事
業
と
し
て
、
教
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
社
会

的
活
動
・
奉
仕
活
動
あ
る
い
は
寄
付
献
納
等
を
対
象
と
し
、
実
行
教
の
機

関
誌
に
現
れ
た
日
清
戦
争
、
明
治
三
陸
地
震
、
関
東
大
震
災
と
い
う
三
つ

事
件
へ
の
対
応
に
着
目
し
た
。
日
清
戦
争
で
は
本
館
を
中
心
に
草
鞋
二

六
、九
五
九
足
、
各
分
局
か
ら
金
五
円
、
草
鞋
五
、〇
〇
〇
足
と
い
っ
た
物

資
や
資
金
を
陸
軍
恤
兵
部
に
献
納
す
る
な
ど
、
こ
の
戦
争
に
対
し
て
教
団

を
挙
げ
た
協
力
し
て
い
た
。
不
二
道
以
来
の
草
鞋
献
納
の
数
が
非
常
に
多

い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
陸
地
震
で
は
、
い
ち
早
く
義
捐
金

の
取
り
ま
と
め
を
呼
び
か
け
、
二
ケ
月
後
に
は
本
館
か
ら
一
三
円
余
、
そ

の
他
の
分
局
・
教
会
か
ら
六
円
、
三
円
、
二
二
円
余
と
い
っ
た
義
捐
金
を

取
り
ま
と
め
た
。
そ
の
他
各
分
局
・
教
会
か
ら
直
接
被
災
地
に
送
ら
れ
た

義
捐
金
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
関
東
大
震
災
は
、
当
時
、
東
京
府
牛
込
区

東
五
軒
町
に
あ
っ
た
実
行
教
本
庁
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お

り
、
本
庁
が
呼
び
掛
け
て
集
め
た
義
捐
金
四
、二
四
三
円
余
の
使
途
は
ほ

と
ん
ど
が
本
庁
の
再
建
費
用
で
あ
り
、
そ
の
他
の
被
災
者
へ
の
義
捐
金
・

支
援
は
こ
れ
と
は
別
に
各
地
の
支
局
・
教
会
に
よ
り
自
主
的
に
行
わ
れ
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ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
天
理
教
を
除
い
た
十
二
派
全
体
で
は
、
宗
教
者

数
が
減
少
し
、
宗
教
施
設
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

一
施
設
当
た
り
の
宗
教
者
数
も
減
少
し
た
が
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
比

較
し
て
依
然
と
し
て
宗
教
者
数
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

　

次
に
教
派
神
道
十
三
派
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
宗
教
者
数
は
激
し

い
変
動
の
み
ら
れ
る
教
派
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期

に
教
師
数
は
停
滞
・
減
少
す
る
一
方
で
教
会
所
数
は
増
加
す
る
教
派
の
多

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
現
象
は
、「
高
坏
モ
デ
ル
」
と
さ
れ
る
教
派

に
み
ら
れ
た
。
こ
の
動
き
と
異
な
り
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
教
師
数

と
教
会
所
数
が
共
に
高
い
増
加
率
を
示
し
た
の
は
扶
桑
教
、
金
光
教
、
天

理
教
、
逆
に
共
に
減
少
し
た
の
は
修
成
派
と
大
成
教
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
樹
木
モ
デ
ル
」
の
典
型
と
さ
れ
る
黒
住
教
、
金
光
教
、
天
理
教
は
、
一
施

設
あ
た
り
の
宗
教
者
数
が
少
な
く
、
デ
ー
タ
の
ば
ら
つ
き
も
小
さ
い
傾
向

が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
仏
教
及
び
キ
リ
ス
ト
教
と
同
様
の
傾
向
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
戦
前
の
公
的
統
計
か
ら
み
え
る
教
派
神
道
の
特
徴
を
、

教
派
神
道
の
特
質
論
・
類
型
論
と
接
続
さ
せ
る
と
次
の
論
点
が
浮
か
び
上

が
る
。
第
一
に
、
教
派
・
時
期
を
問
わ
ず
全
般
的
に
教
会
所
に
対
し
て
教

師
の
割
合
が
高
か
っ
た
こ
と
等
は
、
教
派
神
道
が
宗
教
者
（
ヒ
ト
）
の
集

合
や
管
理
を
中
心
的
原
理
と
し
て
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
つ
の
証
拠

と
な
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
教
師
数
と
教
会
所
数
の
増
減
が
相

関
し
な
い
教
派
が
多
い
こ
と
か
ら
、
教
派
神
道
の
教
勢
を
単
に
教
師
数
や

教
会
所
数
の
一
方
の
み
か
ら
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
に
、
大
正
期
以
降
に
修
成
派
や
大
成
教
に
お
い
て
教
師
数
・
教
会
所

数
が
共
に
減
少
し
た
一
方
で
、
御
嶽
教
や
扶
桑
教
で
は
教
師
数
が
激
し
い

変
動
を
伴
い
つ
つ
全
体
と
し
て
高
い
水
準
を
維
持
ま
た
は
増
加
傾
向
に
あ

公
的
統
計
か
ら
み
る
教
派
神
道

藤
井
　
麻
央

　

本
報
告
の
目
的
は
、
戦
前
の
公
的
統
計
を
用
い
て
教
派
神
道
を
量
的
に

把
握
し
、
教
派
神
道
研
究
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
特
質
論
・
類
型
論
を
考

察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
近
世
本
所
と
「
高
坏
モ
デ
ル
」
と
さ
れ
る

教
派
神
道
の
機
能
的
類
似
に
注
目
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
更
新

す
る
動
き
が
あ
る
。
吉
田
家
や
白
川
家
の
近
世
本
所
は
宗
教
者
（
ヒ
ト
）

の
管
理
を
基
本
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
機
能
が
教
派
神
道
に
引
き
継
が
れ

た
と
す
れ
ば
、
教
派
神
道
の
形
態
と
し
て
そ
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
点
を
分
析
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
つ
つ
、
質
的
研
究
が

多
い
教
派
神
道
研
究
に
お
い
て
量
的
な
全
体
的
把
握
を
試
み
た
。

　

研
究
方
法
は
、
戦
前
の
公
的
統
計
の
う
ち
、『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』、

『
大
日
本
帝
国
内
務
省
統
計
報
告
』、『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
』
か
ら
、

「
神
道
」（
教
派
神
道
）
の
「
教
師
」
と
「
祠
宇
教
会
説
教
所
」（
教
会
所
）

を
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
し
て
分
析
し
た
。
教
師
は
一
八
八
四
年
か
ら
各
派

の
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
教
会
所
は
大
正
期
か
ら
把
握
で
き
る
た

め
、
分
析
は
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
が
中
心
と
な
る
。
ま
た
、
比
較
参
照

す
る
た
め
に
、「
仏
道
」（
仏
教
）
と
「
神
仏
道
以
外
の
宗
教
」（
キ
リ
ス

ト
教
）
の
宗
教
者
と
宗
教
施
設
に
関
わ
る
デ
ー
タ
も
使
用
し
た
。

　

ま
ず
、
教
派
神
道
全
体
と
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
を
比
較
し
た
。
そ
の
結

果
、
宗
教
者
数
は
、
明
治
中
期
以
降
、
教
派
神
道
の
教
師
は
住
職
を
上
回

っ
て
い
た
が
、
大
正
期
に
入
る
と
天
理
教
を
除
い
た
十
二
派
全
体
で
は
五

万
人
を
割
り
、
住
職
を
下
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宗
教
施
設
は
、
大
正
期

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
教
派
神
道
の
教
会
所
は
増
加
傾
向
だ
っ
た
が
、

寺
院
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
た
。
こ
の
二
点
を
統
合
す
る
と
、
大
正
期
か
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い
。
し
か
し
、
天
理
教
校
と
天
理
教
校
別
科
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
語
学
校
で
は
な
く
、
朝
鮮
語
を
教
育
す
る
天
理
外
国
語
学
校
は
、
な

ぜ
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。

　
「
朝
鮮
天
理
教
教
報
」
創
刊
号
は
、
当
時
韓
国
に
あ
っ
た
天
理
教
教
会

及
び
教
師
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
天
理
教
組
織
名

と
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
、
当
時
の
大
教
会
別
活
動
規
模
が
窺
え
る
。
さ

ら
に
、
大
正
一
〇
年
六
月
三
〇
日
調
査
に
よ
る
と
、
朝
鮮
全
国
に
お
け
る

天
理
教
教
徒
は
三
五
七
三
二
名
で
あ
る
。
地
域
別
調
査
に
よ
っ
て
、
具
体

的
な
教
徒
数
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
「
天
理
教
教
義
講
習
所
朝
鮮
語
研
究
科

卒
業
生
名
簿
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
正
八
年
（
一

九
一
九
）
開
設
さ
れ
た
「
天
理
教
教
義
講
習
所
」
の
目
的
が
単
に
、
朝
鮮

総
督
府
の
「
文
化
統
治
」
の
実
施
に
従
う
も
の
で
は
な
く
、
天
理
教
の
若

い
布
教
師
の
中
で
「
朝
鮮
語
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
さ
に
、
朝
鮮
民
族
の
風
俗
習
慣
、
朝
鮮
語
の
教
育
が
必
要
と
な
り
、

こ
れ
が
後
に
天
理
外
国
語
学
校
の
設
立
に
つ
な
が
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、「
に
ほ
ひ
か
け
第
三
十
五
號
」
に
は
、
天
理
教
内
の
教
祖
四

〇
年
祭
が
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
へ
韓
国
人
信
仰

者
が
一
五
〇
〇
名
渡
航
し
た
記
録
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
天
理
教
教
話
を

韓
国
語
で
翻
訳
し
た
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
大
正
一
五
年
の
時
点

で
、
か
な
り
天
理
教
の
教
理
が
韓
国
語
そ
の
も
の
に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。

　

天
理
外
国
語
学
校
の
入
学
志
願
者
は
、
海
外
に
移
住
し
て
、
布
教
に
専

念
す
る
布
教
師
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
当
初
か
ら
、
朝
鮮
布

教
に
お
け
る
「
韓
国
語
が
で
き
る
布
教
師
」
育
成
に
役
割
を
果
た
し
て
い

た
。
天
理
外
国
語
学
校
の
卒
業
者
は
、
朝
鮮
半
島
に
渡
り
、
天
理
教
教
義

っ
た
こ
と
は
、「
高
坏
モ
デ
ル
」
の
解
像
度
を
高
め
る
手
が
か
り
と
な
る
。

第
四
に
、「
樹
木
モ
デ
ル
」
と
さ
れ
る
教
派
は
、
教
師
と
教
会
所
の
対
関

係
が
強
い
構
造
が
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
は
固
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
第
五
に
、
量
的
に
み
れ
ば
、
近
代
宗
教
に
お
け
る
教
派
神
道

の
割
合
は
小
さ
く
な
い
た
め
、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
と
は
異
な
る
形
態
を

も
有
す
る
宗
教
運
動
と
し
て
、「
高
坏
モ
デ
ル
」
を
含
め
た
教
派
神
道
の

歴
史
的
意
義
を
考
察
す
る
重
要
性
は
、
本
報
告
に
お
い
て
も
示
さ
れ
た
。

天
理
外
国
語
学
校
の
設
立
と
朝
鮮
布
教

金
　
　
賻
城

　

本
研
究
発
表
で
は
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）、
天
理
外
国
語
学
校

の
設
立
が
、
朝
鮮
を
舞
台
に
し
た
当
時
の
天
理
教
教
会
本
部
に
と
っ
て
、

朝
鮮
布
教
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
そ
の
必
要
性
を
考
察
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
天
理
教
朝
鮮
布
教
管
理
所
の
発
行
本
で
あ
る
「
朝
鮮
天

理
教
教
報
」、「
に
ほ
ひ
か
け
第
三
十
五
號
」、「
に
ほ
ひ
か
け
第
三
十
六

號
」、「
に
ほ
ひ
か
け
第
三
十
七
號
」
を
対
象
と
し
、
当
時
の
朝
鮮
布
教
に

関
す
る
朝
鮮
半
島
全
地
域
の
組
織
図
、
活
動
の
進
捗
状
況
を
整
理
・
確
認

す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
当
時
の
朝
鮮
布
教
の
意
味
を
再
考
す
る
こ
と
、
天
理
外

国
語
学
校
の
設
立
が
朝
鮮
布
教
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か

を
考
察
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

天
理
教
海
外
伝
道
の
上
で
、
朝
鮮
布
教
が
始
ま
っ
た
の
は
、
明
治
二
六

年
（
一
八
九
三
）
と
さ
れ
て
い
る
。
初
期
の
朝
鮮
布
教
は
、
日
本
か
ら
移

住
し
た
商
人
や
技
術
者
を
対
象
に
布
教
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
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を
調
査
す
る
事
に
よ
っ
て
、
近
代
に
お
け
る
神
祇
信
仰
の
実
態
に
迫
ろ
う

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け

て
の
稲
荷
講
の
組
織
の
変
遷
を
見
な
が
ら
、
講
社
発
行
資
料
『
稲
荷
講

志
』
の
年
次
報
告
を
参
考
に
、
講
員
数
と
支
部
数
の
増
減
デ
ー
タ
を
示
し

た
グ
ラ
フ
、
及
び
そ
の
位
置
情
報
か
ら
、
定
量
的
か
つ
視
覚
的
に
変
化
を

捉
え
、
そ
の
要
因
を
法
制
度
や
社
会
情
勢
、
講
社
活
動
の
運
用
資
料
か
ら

探
っ
た
。
今
回
の
発
表
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
て
、
稲
荷
講
社

と
は
い
か
な
る
組
織
で
あ
る
の
か
を
説
明
し
、
講
社
の
活
動
が
近
代
の
神

祇
信
仰
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
取
り
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
現
代
の
布
教
や
教
化
と
い
っ
た
問
題
に
対
す
る
一
考
察
を

述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
発
表
で
は
、
ま
ず
発
表
者
の
稲
荷
研
究
に

対
す
る
資
料
の
選
定
や
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
神
社
の
発
行
す
る
公
式
の

資
料
を
重
視
し
た
研
究
を
行
う
と
い
う
立
場
を
明
確
に
し
つ
つ
、
次
章
に

て
稲
荷
講
社
の
設
立
と
変
遷
を
述
べ
た
。
稲
荷
講
社
の
設
立
に
は
、
近
代

の
宗
教
行
政
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
説
明
に
つ
い
て

は
先
行
研
究
に
託
し
、
発
表
者
は
稲
荷
講
社
自
体
の
動
き
や
内
実
を
探
る

た
め
、
講
社
設
立
の
目
的
に
焦
点
を
当
て
た
。
稲
荷
社
の
「
設
立
意
見
書
」

及
び
「
設
立
趣
意
書
」
を
参
照
し
、
こ
れ
ら
の
文
言
か
ら
「
稲
荷
講
社
」

は
、
稲
荷
社
が
近
代
社
会
に
お
け
る
正
し
き
稲
荷
信
仰
を
広
め
、
組
織
と

し
て
こ
れ
ら
人
員
及
び
財
産
を
管
理
す
る
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。
そ
の
上
で
、
稲
荷
講
社
の
活
動
と
題
し
、
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
約
二
・

五
倍
と
い
う
講
員
の
急
激
な
増
加
が
明
ら
か
と
な
っ
た
一
九
四
〇
年
付
近

の
講
社
の
活
動
を
列
挙
し
た
。
一
九
四
一
年
に
記
載
さ
れ
た
児
玉
権
之
助

氏
に
よ
る
『
稲
荷
講
社
に
就
い
て
』
で
は
十
三
の
講
社
に
よ
る
事
業
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
⑥
霊
魂
社
の
祭
祀
⑦
参
拝
講
員
の
厚
遇
⑧
事

講
習
所
内
講
師
の
役
割
を
果
た
し
、
各
地
に
お
い
て
は
、
韓
国
人
布
教
に

中
心
的
に
活
動
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
天
理
教
に
お
け
る
組
織
的
な
布
教

活
動
の
た
め
に
そ
の
基
盤
と
な
る
人
材
を
送
り
出
す
天
理
外
国
語
学
校
の

役
割
は
、
そ
の
流
れ
か
ら
必
然
的
で
あ
っ
た
。「
に
ほ
ひ
か
け
第
三
十
七

號
」
の
後
半
を
見
る
と
、
韓
国
人
布
教
師
の
ほ
と
ん
ど
が
京
城
に
あ
っ
た

天
理
教
教
義
講
習
所
の
卒
業
生
と
い
う
こ
と
か
ら
、
天
理
外
国
語
学
校
と

そ
の
役
割
分
担
が
は
っ
き
り
見
え
て
く
る
。
多
数
の
韓
国
人
布
教
師
が
増

え
て
い
く
中
、
朝
鮮
に
お
け
る
天
理
教
の
組
織
は
時
代
に
連
れ
、
整
え
ら

れ
て
い
っ
た
。

　

ま
と
め
に
、
単
に
日
本
政
府
の
宗
教
政
策
に
協
力
す
る
過
程
で
、
天
理

教
の
朝
鮮
布
教
が
広
が
っ
た
こ
と
も
否
認
で
き
な
い
事
実
で
は
あ
る
が
、

宗
教
の
政
治
的
機
能
の
裏
側
に
は
、
朝
鮮
半
島
の
複
雑
な
状
況
を
ふ
ま
え

た
天
理
教
の
「
事
情
の
た
す
け
」（
布
教
性
）
が
時
代
を
越
え
て
天
理
外

国
語
学
校
の
設
立
に
関
係
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

近
現
代
の
神
祇
信
仰
と
教
化
／
布
教
の
可
能
性 

│
│ 「
稲
荷
講
社
」
を
中
心
に 

│
│

青
木
　
涼
悟

　

近
代
に
お
け
る
神
祇
信
仰
は
国
家
管
理
下
の
神
社
関
連
法
令
を
中
心
に

議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
そ
れ
の
み
で
は
神
社
を
支
え
た
氏

子
・
崇
敬
者
等
の
信
仰
や
、
神
社
外
に
お
い
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
祭

祀
の
実
態
を
十
分
に
考
察
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
発
表
者
は
、

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
多
く
の
崇
敬
を
集
め
た
「
稲
荷
」
に
焦
点
を

当
て
、
民
衆
が
参
画
し
、
明
治
政
府
の
神
道
行
政
に
は
完
全
に
組
み
込
ま

れ
な
か
っ
た
「
神
社
附
属
講
社
」
と
い
う
組
織
の
一
つ
、「
稲
荷
講
社
」
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を
な
し
た
覚
明
は
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）、
地
元
の
杣
た
ち
の
協
力
を

得
な
が
ら
黒
沢
村
（
現
在
の
木
曽
町
）
の
登
山
道
を
改
修
し
強
行
登
拝
し

た
。
翌
六
年
の
二
度
目
の
登
拝
に
お
い
て
山
内
二
ノ
池
畔
で
立
往
生
に
て

入
定
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
集
め
ら
れ
た
遺
骨
は
、
現
在
、
黒
沢
口

登
山
道
九
合
目
覚
明
堂
と
な
っ
て
い
る
場
所
に
埋
葬
さ
れ
た
。
覚
明
は
、

春
日
井
郡
牛
山
村
（
現
在
の
春
日
井
市
牛
山
）
で
生
ま
れ
、
そ
の
後
同
郡

土
器
野
村
（
旧
西
春
日
井
郡
新
川
町
、
現
在
清
須
市
土
器
野
）
に
養
子
に

出
さ
れ
た
と
伝
わ
り
、
出
さ
れ
た
先
の
新
川
周
辺
で
は
覚
明
が
木
曽
御
嶽

を
開
闢
す
る
ま
で
の
事
績
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
尾
張
に

お
け
る
御
嶽
講
組
織
の
形
成
過
程
に
お
い
て
覚
明
の
関
与
は
な
く
、
行
法

伝
授
や
講
の
組
織
化
に
は
関
東
の
普
寛
の
流
れ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。

　

尾
張
の
御
嶽
講
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
普
寛
の
直
弟
子
広
山
と
交
流

の
あ
っ
た
尾
張
熱
田
の
儀
覚
に
よ
る
宮
丸
講
で
あ
る
。
儀
覚
の
開
い
た
宮

丸
講
以
降
、
日
出
講
、
福
寿
講
、
心
願
講
、
明
栄
講
な
ど
尾
張
の
代
表
的

な
講
系
統
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
講
の
一
つ
で
も
あ
り
、
覚
明
の
伝

承
が
多
く
残
る
清
須
市
周
辺
に
広
く
展
開
し
た
の
が
出
生
講
で
あ
る
。
従

来
、
出
生
講
は
清
洲
出
身
の
清
寛
（
瀬
尾
半
四
郎
、
生
没
年
不
詳
）
が
開

祖
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
生
講
系
の
講
の
霊
神
帳

や
霊
神
碑
を
祀
っ
た
霊
神
場
、
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
通
し
て
近

年
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
清
寛
と
出
生
講
の
直
接
的
な
関
わ
り
や

出
生
講
と
し
て
の
活
動
の
様
子
が
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま

た
、
清
寛
の
孫
で
「
二
代
目
覚
明
」
を
名
乗
っ
た
瀬
尾
由
次
郎
（
一
八
九

三
―
一
九
五
三
）
は
い
ず
れ
の
講
系
統
も
名
乗
ら
ず
単
独
で
活
動
し
て
い

た
と
さ
れ
、
加
持
や
祈
禱
で
神
奈
川
へ
も
し
ば
し
ば
出
か
け
て
い
た
と
い

変
災
害
に
対
す
る
見
舞
金
⑨
救
恤
慈
善
費
の
支
出
⑩
支
那
事
変
に
伴
う
祈

願
祭
な
ど
の
事
業
か
ら
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
民
衆
の
直
接
的
な
祈
願
や
利

益
に
結
び
付
く
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
祭
祀
に
お
い
て
は
「
伏
見
稲
荷

大
社
附
属
稲
荷
講
社
祭
式
祝
詞
」
を
見
る
と
、
元
始
祭
や
天
長
節
と
い
っ

た
も
の
は
な
く
、
月
次
祭
、
初
午
祭
、
火
焚
祭
な
ど
稲
荷
社
の
祭
り
を
は

じ
め
家
内
安
全
祈
願
、
商
売
繁
盛
祈
願
、
大
漁
満
足
祈
願
、
五
穀
豊
穣
祈

願
、
神
符
奉
鎮
祭
、
会
社
稲
荷
祭
、
病
気
平
癒
祈
願
／
枉
物
解
除
祈
願
、

厄
除
祈
願
、
安
産
祈
願
、
酒
醸
安
全
祈
願
、
地
鎮
祭
と
い
っ
た
、
か
な
り

民
衆
の
生
活
に
密
着
し
た
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
事
か
ら
講
社
の
あ
り
方
に
見
る
布
教
／
教
化
の
可
能
性
と
し
て
、

稲
荷
講
社
は
、
近
代
と
い
う
時
代
に
あ
り
な
が
ら
も
、
官
幣
大
社
に
お
け

る
天
皇
祭
祀
や
国
家
的
祭
祀
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
信
仰
の
普
及

と
信
仰
者
の
管
理
と
い
う
目
的
の
も
と
、
豊
富
な
資
金
を
背
景
に
民
衆
に

寄
り
添
っ
た
活
動
し
、
そ
の
規
模
を
増
や
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

の
中
心
に
は
祭
祀
と
互
助
的
性
格
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、

今
日
で
は
困
難
を
極
め
る
神
道
の
教
化
活
動
に
対
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う

な
講
社
の
活
動
を
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
や
直
接
的
な
利
益
と
い
っ
た
観

点
か
ら
再
考
す
る
こ
と
で
、
現
代
の
教
化
や
布
教
に
も
つ
な
が
る
可
能
性

を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
報
告
を
行
っ
た
。

尾
張
西
部
の
御
嶽
講
系
譜
に
関
す
る
一
考
察

小
林
奈
央
子

　

長
野
・
岐
阜
両
県
に
ま
た
が
る
独
立
峰
木
曽
御
嶽
は
、
江
戸
後
期
の
行

者
、
尾
張
国
の
覚
明
（
一
七
一
九
―
一
七
八
六
）
と
武
蔵
国
の
普
寛
（
一

七
三
一
―
一
八
〇
一
）
に
よ
っ
て
大
衆
開
放
さ
れ
た
。
最
初
に
開
山
事
業
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る
、
あ
る
い
は
つ
な
ぐ
よ
う
な
働
き
を
し
た
行
者
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
現
況
の
講
組
織
だ
け
見
て
い
て
も
結
び
付
か
な
い
よ

う
な
複
雑
な
講
の
つ
な
が
り
や
講
組
織
の
形
成
過
程
、
行
者
間
の
人
間
関

係
が
判
明
し
て
き
て
い
る
。

う
。
そ
の
た
め
、
由
次
郎
を
継
承
す
る
流
れ
は
彼
の
末
弟
か
ら
小
田
原
の

国
府
津
へ
も
派
生
し
た
。
す
な
わ
ち
、
清
寛
後
の
世
代
か
ら
発
展
し
て
い

く
出
生
講
系
統
の
各
講
と
、
清
寛
と
の
直
接
的
な
関
係
が
見
え
て
こ
な
い

の
で
あ
る
。
一
方
で
、
清
寛
の
親
戚
筋
に
あ
た
る
瀬
尾
家
か
ら
出
た
清
洲

の
理
覚
（
？
―
一
八
七
六
）
や
新
川
の
覚
司
（
一
八
四
九
―
一
八
八
三
）

か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
出
生
講
」
を
名
乗
る
講
や
教
会
が
複
数
生
じ
た

が
、
そ
れ
ら
の
講
で
も
清
寛
は
講
祖
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
な
い
。
と
り
わ

け
覚
司
系
の
出
生
講
で
は
、
霊
神
帳
や
霊
神
碑
に
お
い
て
も
覚
司
が
最
上

位
に
配
さ
れ
、
講
員
は
「
出
生
講
の
講
祖
は
覚
司
」
と
の
認
識
を
有
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
覚
司
の
弟
子
筋
か
ら
生
じ
た
新
川
の
阿
原
出
生
講
で
は
、
戦
後

講
を
引
き
継
い
だ
栄
昌
（
一
八
九
七
―
一
九
七
四
）
が
、
上
部
所
属
教
団

を
金
峯
山
修
験
本
宗
と
し
た
こ
と
で
、
上
部
所
属
教
団
を
神
社
神
道
系
の

木
曽
御
嶽
本
教
と
し
た
同
じ
系
列
内
の
他
講
と
の
間
に
摩
擦
が
生
じ
た
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
行
者
と
し
て
卓
越
し
た
力
を
備
え
て

い
た
栄
昌
を
慕
い
、
講
の
系
統
は
異
な
る
が
出
生
講
の
活
動
に
参
加
・
協

力
し
て
い
た
行
者
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
場
合
は
、
御
嶽
講
と
し

て
の
講
系
統
は
違
っ
て
も
、
所
属
す
る
上
部
教
団
が
同
じ
金
峯
山
修
験
本

宗
で
あ
る
こ
と
で
関
係
性
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
さ

ら
に
出
生
講
の
霊
場
の
み
な
ら
ず
、
出
生
講
以
外
の
複
数
の
御
嶽
霊
場
で

も
祀
ら
れ
て
い
る
大
寛
と
い
う
名
の
行
者
が
い
る
。
こ
の
行
者
の
詳
細
は

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
名
古
屋
市
内
に
あ
る
明
栄
講
系
の
特
徴
を
有

す
る
御
嶽
講
で
、
霊
神
帳
に
名
を
連
ね
、
霊
神
碑
に
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

明
栄
講
は
清
須
市
に
隣
接
す
る
あ
ま
市
に
拠
点
が
あ
り
、
地
理
的
に
は
近

い
。
大
寛
は
出
生
講
と
明
栄
講
の
二
つ
の
系
統
の
異
な
る
御
嶽
講
を
兼
ね
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茶
道
の
近
代
と
つ
ぼ
み
の
椿

澤
田
　
洋
子

　

現
在
茶
席
で
の
茶
花
の
椿
は
つ
ぼ
み
を
使
う
こ
と
が
習
い
と
な
っ
て
い

る
。
茶
花
研
究
家
の
横
内
茂
は
「
古
く
は
茶
花
の
椿
は
開
き
き
っ
た
花
を

使
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
、
一
九
九
七
年
に
問
題
提
起
を
し
た
。

た
だ
提
示
さ
れ
た
茶
花
図
は
二
点
の
み
で
、
推
論
の
域
を
で
な
か
っ
た
。

本
発
表
で
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
図
を
集
め
、
横
内
の
問
題
提
起
を
検

証
し
、
茶
花
の
椿
が
変
化
し
た
歴
史
的
背
景
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
。
な
お
つ
ぼ
み
の
範
疇
は
、
ふ
っ
く
ら
ほ
こ
ろ
び
か
け
た
花
も
つ
ぼ

み
と
し
た
。

　

茶
花
と
い
う
語
は
紅
染
山
鹿
山
『
古
今
茶
道
全
書
』（
一
六
九
四
）
に

「
大
ふ
く
の
茶
花
に
祝
用 

椿
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
、
椿
が
江
戸
時
代
か

ら
茶
花
と
し
て
い
か
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
が
見
て
と
れ
る
。
年
代
別
に

茶
花
図
を
見
て
い
く
と
、
室
町
時
代
の
能
阿
弥
の
伝
書
に
「
一
花
一
葉
」

の
茶
花
図
が
あ
り
、
こ
れ
は
究
極
の
挿
花
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
椿
の
花

び
ら
は
反
り
か
え
り
そ
う
な
く
ら
い
開
い
て
い
る
。
桃
山
時
代
の
利
休
の

椿
も
、
狭
い
竹
の
生
け
口
に
開
き
き
っ
た
椿
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
の
茶
人
山
田
宗
偏
は
、
さ
ら
に
大
き
く
強
調
し
た
開
花
の
椿
を
使
用

し
て
い
る
。

　

近
代
に
な
る
と
、
明
治
二
九
年
の
錦
絵
に
七
、
八
分
咲
き
の
椿
と
一
緒

に
つ
ぼ
み
の
椿
が
竹
筒
に
入
れ
て
あ
り
、
昭
和
五
年
の
写
真
で
は
五
分
咲

き
、
昭
和
八
年
で
は
つ
ぼ
み
、
昭
和
一
一
年
以
後
か
ら
は
完
全
に
つ
ぼ
み

に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
図
で
見
る
限
り
江
戸
時
代
ま
で
は
開

き
き
っ
た
椿
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
実
証
で
き
た
。

　

で
は
つ
ぼ
み
に
変
化
し
た
時
代
的
背
景
を
検
討
す
る
。
こ
れ
は
女
子
教

育
と
し
て
の
茶
道
が
考
え
ら
れ
る
。
明
治
維
新
ま
で
の
女
性
の
茶
道
は
、

特
権
階
級
の
教
養
で
、
茶
道
の
た
し
な
み
は
良
家
の
風
潮
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
礼
儀
作
法
の
側
面
が
強
調
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
以
後
、
身

分
制
度
が
解
体
、
大
名
・
武
士
・
豪
商
な
ど
男
性
に
と
っ
て
ス
テ
ー
タ
ス

を
誇
る
た
め
の
茶
道
は
必
要
性
が
減
っ
た
か
わ
り
に
女
性
の
作
法
教
育
と

し
て
茶
道
は
普
及
し
て
い
く
。
し
か
し
指
導
は
男
性
が
中
心
で
あ
っ
た
。

間
瀬
兵
右
衛
門
は
『
茶
の
湯
箸
曾
呂
得
』（
一
八
八
二
）
に
お
い
て
「
役

に
立
た
な
い
茶
道
だ
が
礼
儀
向
上
に
は
大
い
に
や
く
立
つ
」
と
記
し
て
い

る
こ
と
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
て
、
男
性
か
ら
み
た
女
性
像
の

理
想
が
見
て
と
れ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
明
治
五
年
の
開
校
の
女
紅
場
（
後

京
都
女
学
校
）
や
明
治
八
年
開
校
の
跡
見
学
園
に
は
点
茶
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
が
、「
女
礼
」
と
し
て
の
、
茶
の
湯
の
指
導
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
女

学
校
の
み
な
ら
ず
茶
道
教
育
は
広
が
り
、
昭
和
一
四
年
の
裁
縫
専
修
学
校

に
は
茶
花
（
茶
華
道
）
と
し
て
正
科
目
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
っ

て
い
る
。「
茶
花
」
の
「
花
」
は
生
花
や
茶
花
が
含
ま
れ
よ
う
。

　

ま
た
つ
ぼ
み
使
用
の
時
代
的
背
景
と
し
て
、
岡
倉
天
心
の
茶
花
観
と
つ

ぼ
み
の
礼
賛
が
『
茶
の
本
』（
一
九
〇
六
）
に
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
次
の
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

茶
の
宗
匠
の
花
は
、
そ
の
独
特
の
仕
方
に
お
い
て
芸
術
で
あ
る
。

（
略
）
晩
秋
の
頃
お
い
茶
室
に
入
る
と
、
山
桜
の
か
ぼ
そ
い
小
枝
に

蕾
の
椿
が
あ
し
ら
っ
て
あ
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は

去
り
行
く
冬
の
こ
だ
ま
を
、
春
の
こ
と
ぶ
れ
と
取
り
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
岡
倉
は
、
茶
花
を
芸
術
と
し
、
つ
ぼ
み
の
椿
を
樹
木
の
精

霊
と
し
て
礼
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
茶
の
本
』
は
明
治
三
十
九
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子
供
た
ち
へ
も
教
え
ら
れ
始
め
た
時
期
と
す
る
。
第
一
期
後
半
と
重
な
る

が
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
一
〇
年
代
と
み
て
い
る
。
一
八
八
七
年

に
富
田
安
敬
『
近
世
絵
本
英
名
伝
』
が
出
て
、
西
郷
隆
盛
ら
と
と
も
に
掲

載
さ
れ
た
。
九
二
年
に
坪
谷
善
四
郎
が
幼
年
雑
誌
に
『
平
野
国
臣
』
を
博

文
堂
よ
り
、
一
九
〇
一
年
に
は
白
川
鯉
洋
が
少
年
雑
誌
に
『
平
野
国
臣
』

を
博
文
館
よ
り
出
版
し
た
。
〇
八
年
に
は
歴
史
唱
歌
「
平
野
国
臣
」
が
福

岡
市
教
育
会
よ
り
選
定
さ
れ
た
。
平
野
の
国
へ
の
忠
を
歌
っ
た
和
歌
が
元

と
な
っ
て
い
る
。
第
三
期
は
一
〇
年
代
か
ら
四
五
年
の
終
戦
ま
で
の
時
期

で
、
平
野
国
臣
を
地
域
で
記
憶
す
べ
き
偉
人
と
し
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
を

建
立
し
た
地
域
化
が
み
ら
れ
る
。
一
一
年
に
は
五
十
回
忌
を
機
に
顕
彰
会

が
で
き
、
平
野
の
埋
葬
地
と
さ
れ
る
土
地
か
ら
砂
を
持
ち
帰
り
奥
津
城

（
神
道
式
の
墓
）
が
生
家
跡
地
に
作
ら
れ
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。
一
三
年

に
は
地
域
性
が
高
い
楽
器
、
筑
前
琵
琶
歌
稽
古
本
に
平
野
国
臣
が
僧
月
照

の
こ
と
を
詠
ん
だ
和
歌
を
歌
詞
と
す
る
曲
が
掲
載
さ
れ
た
。
一
五
年
に
は

平
野
の
生
家
に
追
慕
の
碑
と
生
誕
の
碑
が
立
ち
そ
の
功
績
が
石
碑
に
刻
ま

れ
た
。
ま
た
福
岡
藩
主
を
祭
祀
す
る
荒
津
山
の
光
雲
（
て
る
も
）
神
社
の

近
く
に
平
野
の
銅
像
が
立
て
ら
れ
た
。
二
四
年
に
は
博
多
湾
鉄
道
汽
船
株

式
会
社
出
版
の
『
沿
線
案
内
』
に
平
野
の
生
家
が
名
勝
と
し
て
掲
載
さ
れ

た
。
四
〇
年
代
前
後
か
ら
終
戦
ま
で
平
野
国
臣
を
扱
っ
た
本
が
多
く
出
版

さ
れ
、
国
へ
の
「
忠
」
を
貫
い
た
人
物
と
し
て
そ
の
功
績
が
描
か
れ
た
。

一
五
年
に
で
き
た
銅
像
は
、
戦
争
が
激
化
し
た
四
三
年
に
供
出
さ
れ
た
。

第
四
期
は
戦
後
（
一
九
四
五
年
〜
）
で
あ
る
。
戦
後
し
ば
ら
く
は
戦
前
の

影
響
を
見
る
が
八
〇
年
代
以
降
は
和
歌
等
芸
能
的
才
能
が
取
上
げ
ら
れ
て

く
る
。
五
二
年
に
宗
教
法
人
化
し
平
野
神
社
と
な
り
奥
津
城
が
社
で
覆
わ

れ
た
。
六
四
年
の
没
後
百
年
祭
で
荒
津
山
に
銅
像
が
再
建
さ
れ
た
。
八
三

年
の
発
行
の
た
め
、
明
治
後
期
に
は
女
子
教
育
の
中
で
つ
ぼ
み
を
使
っ
て

い
た
可
能
性
は
十
分
推
測
で
き
る
。

　

結
論
と
し
て
、
横
内
の
推
測
と
お
り
、
古
く
は
茶
花
の
椿
は
開
き
き
っ

た
花
を
使
用
し
て
い
た
。
つ
ぼ
み
に
な
っ
た
背
景
は
、
近
代
に
お
い
て
茶

道
は
礼
儀
作
法
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
茶
道
を
す
る
女
性
が
自
己
認
識

し
易
い
も
の
と
し
て
、
つ
つ
ま
し
く
控
え
め
に
み
え
る
つ
ぼ
み
が
使
わ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

幕
末
の
志
士
平
野
国
臣
に
み
る
祭
祀
の
変
容 

│
│ 

近
代
の
戦
争
か
ら
現
代
へ 
│
│

原
　
　
英
子

　

平
野
国
臣
（
一
八
二
八
―
六
四
）
は
一
八
五
八
年
に
福
岡
藩
を
脱
藩
し

勤
王
の
志
士
と
し
て
活
動
を
始
め
た
が
、
明
治
維
新
四
年
前
の
六
四
年
、

京
都
の
獄
中
に
い
た
時
、
禁
門
の
変
で
発
生
し
た
火
事
で
逃
亡
さ
れ
る
の

を
恐
れ
ら
れ
処
刑
さ
れ
た
。
明
治
維
新
前
は
遺
体
の
所
在
も
不
明
の
扱
い

だ
っ
た
が
維
新
後
顕
彰
さ
れ
、
福
岡
藩
が
京
都
・
福
岡
に
招
魂
社
を
た
て

た
祭
典
で
祭
祀
さ
れ
た
。
ま
た
出
版
物
で
国
家
へ
の
忠
臣
と
し
て
の
功
績

が
広
め
ら
れ
た
。
幕
末
の
志
士
平
野
を
祀
る
神
社
は
近
年
同
姓
の
芸
能
人

フ
ァ
ン
が
詣
で
る
神
社
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
に
注
目
す
る
た

め
今
回
、
平
野
国
臣
の
祭
祀
に
関
し
て
、
明
治
維
新
後
か
ら
現
代
ま
で
を

四
時
期
に
区
分
し
、
各
時
代
の
特
徴
か
ら
祭
祀
の
変
容
を
整
理
し
た
。

　

第
一
期
は
没
後
の
明
治
維
新
（
一
八
六
八
年
）
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
に

か
け
て
と
し
た
。
こ
の
頃
平
野
の
活
動
が
廃
藩
前
の
福
岡
藩
や
明
治
政
府

に
忠
臣
と
し
て
公
認
さ
れ
た
時
期
で
、
活
動
に
対
す
る
顕
彰
が
な
さ
れ
、

功
績
を
伝
え
る
出
版
物
の
出
版
が
始
ま
っ
た
。
第
二
期
は
平
野
の
功
績
が



　　208

『宗教研究』97巻別冊（2024年） 個人発表

長
く
世
間
の
話
題
に
上
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
「
九
條
武
子
の

死
」
に
つ
い
て
活
字
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
調
査
し
て
い
く
と
、
彼
女
が
危

篤
状
態
に
入
っ
て
か
ら
は
連
日
の
よ
う
に
新
聞
各
社
で
そ
の
容
態
が
報
道

さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
翌
日
か
ら
は
す
で
に
真
偽
の
ほ
ど
が
疑
わ
し
い
、
ま

た
は
捏
造
と
思
わ
れ
る
闘
病
時
の
情
報
や
執
筆
原
稿
が
新
聞
・
雑
誌
な
ど

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
著
名
人
で
あ
っ
た
「
九
條

武
子
」
が
一
人
歩
き
を
し
は
じ
め
る
最
初
の
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
実
際

に
は
、
逝
去
後
し
ば
ら
く
は
彼
女
を
看
取
っ
た
本
願
寺
診
療
所
（
後
の
あ

そ
か
病
院
）
の
関
係
者
や
竹
柏
会
な
ど
の
友
人
、
懇
意
に
し
て
い
た
知
識

人
た
ち
、
そ
し
て
自
ら
が
婦
人
会
本
部
長
を
務
め
て
い
た
教
団
内
の
関
係

者
な
ど
、
ご
く
近
し
い
友
人
・
知
人
ら
に
よ
る
追
悼
歌
や
思
い
出
を
綴
っ

た
特
集
雑
誌
、
追
悼
書
籍
な
ど
が
発
刊
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
翌
年
の
昭
和
四
年
に
な
る
と
状
況
は
一
変
す
る
。
そ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
女
性
誌
『
婦
人
倶
楽
部
』
で
連
載
が
は
じ
ま
っ
た
山

中
峰
太
郎
「
事
実
小
説
九
條
武
子
夫
人
」
と
翌
年
製
作
さ
れ
た
映
画
「
九

條
武
子
夫
人-

無
憂
華
」
で
あ
っ
た
。
当
時
の
山
中
は
虚
偽
報
道
事
件
に

よ
る
服
役
後
で
あ
り
、
婦
人
雑
誌
な
ど
で
小
説
を
書
い
て
生
計
を
立
て
て

い
た
が
、
小
説
連
載
に
引
き
続
き
、
映
画
の
原
作
担
当
や
単
行
本
の
執
筆

な
ど
に
よ
り
「
九
條
武
子
作
家
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
映
画
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
の
が
、
九
條
武
子
の
親
友

と
さ
れ
て
い
た
柳
原
燁
子
と
、
彼
女
の
姻
族
で
あ
り
九
條
武
子
歌
集
『
白

孔
雀
』
を
編
集
し
た
吉
井
勇
で
あ
っ
た
。
二
人
は
華
族
と
い
っ
た
立
場
や

そ
の
経
験
か
ら
映
画
の
脚
色
や
九
條
家
と
の
間
を
取
り
持
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
が
、
柳
原
も
当
時
は
公
開
絶
縁
状
事
件
に
よ
り
華
族
籍
を
剝
奪
さ

れ
、
筆
一
本
で
家
計
を
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
困
窮
し
た
状
況

年
に
は
、
桜
島
を
見
た
時
の
志
を
詠
ん
だ
歌
碑
が
神
社
境
内
に
寄
進
さ
れ

そ
の
後
九
四
年
に
こ
の
和
歌
ゆ
か
り
の
鹿
児
島
県
日
置
市
に
歌
碑
が
立
て

ら
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
代
頃
に
は
平
野
姓
の
芸
能
人
フ
ァ
ン
が
多
く
参
詣

し
、
ブ
ー
ム
の
ご
朱
印
を
求
め
る
参
詣
者
が
増
え
た
た
め
二
三
年
に
ご
朱

印
が
作
製
さ
れ
た
。
神
社
側
で
は
和
歌
の
他
横
笛
な
ど
楽
器
も
奏
で
た
芸

能
的
な
才
能
も
注
目
し
て
い
る
。
遠
い
地
域
か
ら
参
詣
す
る
人
の
要
求
が

大
き
い
「
芸
能
」
は
、
今
後
参
詣
者
と
神
社
側
双
方
に
重
視
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
と
め
る
と
平
野
の
祭
祀
は
維
新
後
、
幕
末
の
志
士
と
し
て
の

功
績
の
顕
彰
か
ら
始
ま
り
幼
児
童
へ
も
教
え
ら
れ
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

ま
で
国
家
へ
の
「
忠
」
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
な
が
ら
地
域
へ
広
め
ら
れ

た
。
戦
後
は
八
〇
年
代
頃
よ
り
和
歌
の
才
能
等
芸
能
的
側
面
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

近
年
ス
ポ
ー
ツ
界
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
「
サ
ム
ラ
イ
」
を
冠
す
る

チ
ー
ム
名
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
始
ま
っ
た
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
の
野
球
の

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の
サ
ム
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
。
ス
ポ
ー
ツ
は
一
種
の
「
戦
い
」
と
み

な
さ
れ
、
相
手
を
「
斬
る
」
と
い
う
表
現
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
幕

末
の
志
士
の
イ
メ
ー
ジ
が
想
起
さ
れ
て
い
る
。

武
子
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
の
一
考
察 

│
│ 

九
條
武
子
の
死
が
も
た
ら
し
た
も
の 

│
│

小
笠
原
亜
矢
里

　

大
正
・
昭
和
初
期
の
著
名
な
女
性
仏
教
徒
で
あ
る
九
條
武
子
（
一
八
八

七
―
一
九
二
八
）
は
四
十
二
歳
の
若
さ
で
逝
去
し
て
い
る
が
、
出
自
や
才

能
、
容
姿
も
含
め
て
そ
の
特
異
な
立
場
か
ら
、
生
前
は
も
と
よ
り
死
後
も
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告
げ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
「
死
」
が
、
当
代
の
文
筆
家
ら
の

「
生
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

昭
和
恐
慌
期
の
賀
川
豊
彦
に
よ
る
農
村
社
会
事
業
へ
の
転
換

井
川
　
裕
覚

　

本
発
表
は
、
大
正
期
に
都
市
部
で
発
展
し
た
「
社
会
事
業
」
が
昭
和
恐

慌
期
に
農
村
部
へ
と
展
開
し
て
い
く
過
程
に
注
目
し
、
そ
の
転
換
を
促
し

た
賀
川
豊
彦
の
農
村
社
会
事
業
が
い
か
な
る
倫
理
観
を
提
示
し
、
い
か
に

公
共
空
間
の
形
成
に
寄
与
し
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

賀
川
が
福
祉
活
動
に
取
り
組
み
始
め
た
大
正
期
に
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

を
基
調
に
民
衆
の
積
極
的
な
社
会
参
加
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
七
月
の
米
騒
動
を
契
機
に
社
会
運
動
が
制
限
さ

れ
る
な
ど
公
共
空
間
へ
の
統
制
が
強
め
ら
れ
て
い
く
。
た
だ
し
福
祉
の
充

実
に
よ
る
民
心
の
安
定
も
目
指
さ
れ
、
宗
教
勢
力
に
よ
る
福
祉
活
動
は
一

定
程
度
容
認
さ
れ
た
。
大
正
期
は
、
福
祉
の
分
野
で
限
定
的
な
が
ら
公
共

空
間
が
拡
充
し
て
い
っ
た
時
代
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

賀
川
の
福
祉
活
動
は
、
神
戸
市
新
川
で
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
に
始
ま

り
、
友
愛
界
と
の
関
わ
り
か
ら
労
働
運
動
に
展
開
し
、
二
一
年
の
労
働
争

議
で
の
挫
折
を
き
っ
か
け
に
農
村
社
会
事
業
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
こ
れ

は
、
米
騒
動
以
後
、
農
村
部
で
小
作
争
議
な
ど
の
社
会
運
動
が
頻
発
し
、

農
村
の
諸
問
題
が
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
を
背
景
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
賀
川
は
、
一
九
年
に
「
日
本
農
村
の
社
会
問
題
」
を
著
し
、

二
二
年
に
日
本
農
民
組
合
を
結
成
す
る
な
ど
農
村
問
題
の
社
会
化
を
訴
え

か
け
た
。

　

農
村
社
会
事
業
は
、
農
村
部
の
窮
乏
を
社
会
問
題
と
認
識
す
る
立
場
か

で
あ
り
、
山
中
同
様
に
九
條
武
子
関
連
の
仕
事
も
積
極
的
に
引
き
受
け
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
死
後
一
年
も
経
つ
と
、「
九
條
武
子
」
は
彼
女
が
生
前

身
近
に
関
わ
っ
て
い
た
人
物
ら
の
手
を
離
れ
、
脚
色
さ
れ
て
大
衆
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
武
子
人

気
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
彼
女
の
著
作
『
無
憂
華
』
の
出
版
元
実
業
之

日
本
社
で
あ
っ
た
。
当
時
経
営
状
態
が
芳
し
く
な
か
っ
た
同
社
は
、
彼
女

の
亡
き
後
に
は
彼
女
の
歌
の
師
で
あ
っ
た
佐
佐
木
信
綱
編
で
九
條
武
子
歌

集
『
薫
染
』
と
『
九
條
武
子
夫
人
書
簡
集
』
を
出
版
し
て
お
り
、『
無
憂

華
』
を
含
め
た
こ
の
「
実
業
之
日
本
社
三
冊
セ
ッ
ト
」
に
力
を
入
れ
て
宣

伝
し
て
い
た
こ
と
な
ど
も
、
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
一
因
と
も
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
仏
教
徒
で
あ
り
多
芸
に
秀
で
た
文
化
人
で
あ
っ
た

「
九
條
武
子
の
死
」
は
、
彼
女
の
持
つ
特
異
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
そ
の
話

題
性
に
富
む
生
涯
に
よ
り
、
逝
去
の
後
は
当
時
経
済
的
に
苦
し
か
っ
た
出

版
社
や
文
筆
家
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
婦
人
雑
誌

や
映
画
な
ど
を
通
し
て
大
衆
文
化
と
し
て
流
行
し
た
の
が
「
武
子
ブ
ー

ム
」
の
経
緯
と
い
え
る
。
そ
こ
に
は
、
宗
教
家
で
あ
る
九
條
武
子
自
身
が

常
に
心
に
置
き
な
が
ら
執
筆
し
て
い
た
内
容
「
信
仰
」
に
関
す
る
深
い
理

解
と
共
感
、
そ
し
て
彼
女
が
「
何
を
成
し
た
か
っ
た
か
」
と
い
っ
た
思
想

を
見
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
岡
本
か
の
子
の
よ
う
に
仏
教
文
学
と
し

て
そ
の
意
思
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
人
物
や
、
あ
そ
か
病
院
の
よ
う
に

「
慈
悲
」
の
精
神
を
具
体
的
に
引
き
継
ぐ
活
動
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
結
果

的
に
「
武
子
ブ
ー
ム
」
は
、
関
係
し
た
文
筆
家
ら
の
経
済
的
な
支
援
と
も

な
り
、
彼
ら
の
後
の
活
躍
に
繋
が
っ
た
一
因
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
。
そ
の
意
味
で
「
九
條
武
子
の
死
」
は
彼
女
自
身
の
死
で
終
わ
り
を
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た
。
こ
れ
ら
の
倫
理
観
を
理
念
に
、
農
民
福
音
学
校
で
は
、
旧
来
の
慈
善

事
業
に
見
ら
れ
た
困
窮
状
態
か
ら
の
救
済
を
図
る
「
救
貧
的
社
会
事
業
」、

農
民
組
合
の
経
験
を
活
か
し
た
「
防
貧
的
社
会
事
業
」、
文
化
的
側
面
を

支
持
す
る
「
福
利
的
社
会
事
業
」
な
ど
の
総
合
的
な
事
業
が
行
わ
れ
た
。

　

当
時
の
公
的
農
村
社
会
事
業
は
官
僚
支
配
に
よ
る
国
民
統
制
と
し
て
の

色
合
い
が
強
く
、
戦
争
体
制
へ
の
動
員
が
主
た
る
目
的
と
さ
れ
た
。
一
方
、

農
民
福
音
学
校
は
、
精
神
的
教
育
と
生
活
改
善
を
通
し
て
農
民
の
自
立
を

目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
賀
川
の
福
祉
的
活
動
は
、
農
村
部
の
貧
困
が
顕

在
化
し
て
い
く
時
代
に
、
都
市
社
会
事
業
か
ら
農
村
社
会
事
業
へ
の
転
換

を
図
る
意
義
を
有
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
を
掲
げ
な
が

ら
社
会
事
業
に
取
り
組
み
、
農
村
問
題
の
社
会
問
題
化
を
促
し
た
点
で
、

限
定
的
な
が
ら
も
福
祉
分
野
で
の
公
共
空
間
の
拡
充
に
寄
与
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

明
治
中
期
の
「
世
界
の
諸
宗
教
」
像 

│
│ 『
日
本
之
教
学
』
か
ら
考
え
る 

│
│

星
野
　
靖
二

　

本
発
表
は
、『
日
本
之
教
学
』（
一
八
八
七
〜
一
八
八
九
、
全
二
八
号
）

と
い
う
、
諸
宗
教
に
つ
い
て
の
論
説
を
採
録
し
た
雑
誌
を
焦
点
と
し
て
、

明
治
中
期
に
お
け
る
「
世
界
の
諸
宗
教
」
像
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
本
発
表
で
は
、
同
誌
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
「
世
界
の
諸
宗
教
」

像
が
描
か
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
編
集
側
が
何
を
「
宗
教
」
と
し
て
捉
え

て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
基
本
的
に
は
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
儒
教
が
念
頭
に
置

か
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
論
説
を
採
録
し
た
雑
誌
と
し
て
は
、
そ

ら
出
発
す
る
も
の
で
、
生
活
問
題
解
決
に
向
け
た
農
民
の
主
体
的
な
組
織

化
・
運
動
化
、
制
度
・
政
策
へ
の
働
き
か
け
、
生
活
改
善
に
寄
与
す
る
も

の
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
公
的
な
農
村
社
会
事
業
は
、
農
民
に

「
自
力
更
生
」
を
求
め
る
精
神
主
義
的
運
動
と
、
農
業
部
門
の
経
済
的
統

制
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
、
農
村
部
の
公
共
空
間
を
抑
制
す
る
動
き
で

あ
っ
た
。

　

農
村
問
題
に
対
し
て
、
賀
川
は
日
本
農
民
組
合
を
組
織
す
る
が
、
組
合

内
の
路
線
対
立
と
左
傾
化
に
失
望
し
、
ま
た
政
府
に
よ
る
弾
圧
の
激
化
を

受
け
て
農
村
社
会
事
業
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年

に
「
百
万
人
の
救
霊
」
を
目
標
と
す
る
「
神
の
国
運
動
」
を
提
起
し
、
農

村
部
伝
道
の
一
環
と
し
て
農
民
福
音
学
校
を
設
立
す
る
。
こ
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
の
は
、
賀
川
が
二
五
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
で
視
察
し
た
農
村
部
で
の

国
民
高
等
学
校
で
あ
る
。
賀
川
の
農
民
福
音
学
校
は
、
国
民
高
等
学
校
の

創
始
者
Ｎ
・
グ
ル
ン
ト
ヴ
ィ
の
精
神
に
倣
い
、
農
村
の
経
済
基
盤
の
根
底

に
あ
る
社
会
構
造
の
転
換
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
念
と
さ
れ
た
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
に
基
づ
く
「
三
愛
主
義
」

で
あ
っ
た
。

　
「
三
愛
主
義
」
と
は
、「
神
へ
の
愛
」
を
基
礎
に
、「
土
」「
隣
人
」
へ
の

愛
を
説
く
も
の
で
あ
る
。「
土
へ
の
愛
」
と
は
、
農
村
か
ら
都
市
部
へ
の
労

働
人
口
の
移
動
が
あ
る
状
況
を
受
け
、
故
郷
で
あ
る
農
村
へ
の
愛
の
重
要

性
を
説
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
当
時
、
農
村
部
へ
の
資
本
主
義

的
価
値
観
の
流
入
、
都
市
化
・
個
人
主
義
が
進
み
つ
つ
も
封
建
的
社
会
関

係
が
残
存
し
た
こ
と
で
、
地
主
と
小
作
農
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
。
こ

の
改
善
を
目
指
し
た
「
隣
人
へ
の
愛
」
と
は
、
互
助
友
愛
の
精
神
で
共
同

組
合
を
組
織
し
、
農
民
同
士
が
支
え
合
う
こ
と
を
展
望
す
る
も
の
で
あ
っ
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の
幸
福
を
求
め
る
が
、
そ
れ
が
得
ら
れ
な
い
の
で
来
世
に
幸
福
を
求
め
る

と
い
う
「
妄
念
」
が
抱
か
れ
る
と
し
、
こ
れ
を
「
宗
教
心
の
端
緒
」
と
す

る
。
か
く
し
て
宗
教
は
「
妄
念
」
を
出
発
点
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

故
宗
教
に
お
い
て
設
定
さ
れ
る
尊
崇
の
対
象
も
、
ま
た
合
理
的
に
説
明
で

き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ
る
が
、
し
か
し
宗
教
は
不
要
で
あ

る
と
い
う
結
論
に
は
至
ら
な
い
。
宗
教
の
な
い
国
は
存
在
せ
ず
、
宗
教
は

人
の
道
徳
を
向
上
さ
せ
て
い
る
と
述
べ
、
宗
教
抜
き
に
「
一
国
」
の
「
人

心
を
正
く
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
徳
義
上
の
有
用
性
か
ら
宗

教
の
必
要
性
を
弁
証
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
功
利
的
に
宗
教
を
論
じ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

る
が
、
著
者
は
こ
こ
で
個
々
の
人
間
の
精
神
的
側
面
に
話
を
引
き
戻
し
、

人
は
「
信
」「
感
覚
」「
想
像
」
に
お
い
て
「
尊
崇
の
念
慮
」
を
抱
い
て
い

る
た
め
、
こ
れ
を
否
定
す
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、
宗
教
と
は
「
自
己
の

精
神
を
以
て
自
己
の
行
為
を
支
配
」
す
る
こ
と
で
あ
る
│
│
そ
れ
故
「
克

己
」
や
「
制
我
」
を
な
し
う
る
│
│
と
論
じ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
論
説
で
は
専
ら
人
間
の
側
か
ら
宗
教
が
説
明
さ
れ
て

お
り
、
や
は
り
誌
名
に
も
あ
る
よ
う
に
、
諸
々
の
宗
教
を
「
教
」
で
あ
り
、

「
学
」
で
あ
る
と
し
て
捉
え
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
諸

宗
教
に
つ
い
て
の
議
論
と
し
て
は
、
国
家
・
社
会
に
お
け
る
徳
義
上
の
有

用
性
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
精
神
に
は
言
及
が
あ
っ
て
も
、
個
の

（
実
存
的
な
）
救
済
に
つ
い
て
は
主
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
等

は
、
同
時
代
的
の
「
宗
教
」
理
解
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
発
表
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費19K

00086

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
同
誌
の
目
次
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る

（https://bit.ly/O
nJR

）。

れ
ぞ
れ
例
え
ば
『
大
社
教
雑
誌
』『
神
教
々
報
』（
神
道
）、『
令
知
会
雑

誌
』『
教
学
論
集
』『
明
教
新
誌
』（
仏
教
）、『
六
合
雑
誌
』『
基
督
教
新

聞
』『
正
教
新
報
』（
キ
リ
ス
ト
教
）
な
ど
が
あ
り
、
あ
る
い
は
内
田
周
平
、

井
上
哲
次
郎
ら
の
儒
教
に
関
す
る
論
説
を
採
っ
て
い
る
。
他
の
雑
誌
か
ら

の
採
録
が
主
た
る
内
容
で
あ
る
以
上
、
日
本
語
で
論
説
が
発
表
さ
れ
て
い

る
宗
教
が
中
心
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
自
然
で
あ
る
が
、
同

時
に
誌
名
に
あ
る
よ
う
に
「
日
本
」
の
宗
教
を
論
じ
よ
う
と
す
る
姿
勢
も

関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

他
の
宗
教
に
つ
い
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
は
一
定
の
量
の
言
及
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
以
前
別
に
検
討
し
た
。
本
発
表
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ユ
ダ

ヤ
教
に
は
、
あ
ま
り
言
及
が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
他
、
雑
報

欄
に
は
、
例
え
ば
「
古
代
各
国
の
妄
信
」（
三
号
）、「
モ
ル
モ
ン
宗
」（
七

号
）、「
蝦
夷
人
の
宗
教
」（
一
五
号
）、「
マ
イ
ル
シ
ヤ
ル
島
の
宗
敎
風
俗
」

（
二
六
号
）
な
ど
の
よ
う
に
、
事
例
紹
介
的
な
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

各
地
の
事
例
を
、
や
や
批
判
的
な
視
点
で
簡
単
に
紹
介
す
る
と
い
っ
た
も

の
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
聖
書
や
ク
ル
ア
ー
ン
な
ど
七
つ
の
聖
典

を
紹
介
す
る
「
世
界
の
七
経
」（
一
一
号
）
や
諸
教
の
信
者
数
を
述
べ
る

「
世
界
の
宗
教
信
者
」（
一
七
号
）
な
ど
、
明
ら
か
に
翻
訳
で
あ
る
記
事
も

散
見
さ
れ
る
が
、
出
典
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

全
体
を
通
し
て
、
論
説
・
記
事
の
採
録
基
準
が
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
関
連
し
て
、
編
集
側
の
「
宗
教
」
に
対
す
る
態
度
を
、
一
八
八
九
年

一
月
号
に
社
説
的
に
掲
げ
ら
れ
た
「
宗
敎
の
性
質
及
ひ
立
敎
の
基
本
を
論

し
て
明
治
二
十
二
年
を
迎
ふ
」（
一
七
号
、
著
者
未
詳
）
を
通
し
て
検
討

し
た
。

　

こ
の
論
説
は
「
宗
教
の
性
質
」
に
つ
い
て
、
古
来
よ
り
人
間
は
現
世
で
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（
壱
岐
の
月
読
神
社
な
ど
）
を
あ
げ
、
さ
ら
に
我
が
国
の
信
仰
に
道
教
の

影
響
が
大
き
い
こ
と
に
説
き
及
ぶ
。
白
鳥
宛
て
書
簡
に
は
こ
れ
以
外
に

も
、
我
が
国
の
「
雑
神
」
と
「
外
蕃
」
と
の
比
較
考
察
が
少
な
く
な
い
。

　

山
中
笑
宛
て
書
簡
は
二
八
通
目
を
扱
う
が
、
そ
も
そ
も
柳
田
の
山
中
宛

て
書
簡
に
は
揺
れ
が
大
き
い
。
一
通
目
、
三
通
目
、
五
通
目
や
九
通
目
冒

頭
は
、
シ
ャ
グ
ジ
と
石
神
と
が
別
で
は
な
い
か
と
論
証
さ
れ
て
い
た
の
に

対
し
、
長
文
の
一
七
通
目
は
シ
ャ
グ
ジ
を
石
神
だ
と
し
て
構
わ
な
い
と
前

言
を
翻
し
、
さ
ら
に
道
祖
神
が
帰
化
の
神
で
あ
る
の
は
自
明
、
と
も
読
め

る
文
言
が
あ
る
。
二
〇
通
目
で
は
シ
ュ
ク
・
賤
民
が
参
照
さ
れ
、
二
六
通

目
で
は
白
鳥
宛
て
と
似
て
道
教
や
左
義
長
が
問
題
と
さ
れ
る
。
最
後
の
三

二
通
目
で
、
一
通
目
で
提
起
し
た
精
進
・
象
頭
の
考
察
に
戻
る
。

　

そ
の
二
八
通
目
は
、
二
七
通
目
山
中
の
柳
田
宛
て
書
簡
で
、
シ
ャ
グ
ジ

を
納
地
神
（
山
中
に
よ
れ
ば
、
一
村
坪
割
り
の
基
と
し
て
祀
ら
れ
た
神
）

と
関
連
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
に
始
ま
る
。
荒
神
、
山
神
、
道

祖
神
が
深
山
曠
野
に
位
置
す
る
の
に
対
し
、
シ
ャ
グ
ジ
を
稲
荷
社
と
同
じ

く
里
近
く
に
あ
る
神
だ
、
と
こ
れ
も
前
言
を
翻
す
。
道
祖
神
と
関
係
づ
け

て
山
中
に
多
い
姥
神
に
由
来
す
る
地
名
の
話
か
ら
、
オ
ボ
神
、
女
巫
に
説

き
及
び
、
次
に
話
題
を
人
工
の
石
塚
に
転
ず
る
。
十
三
塚
で
中
央
の
石
が

大
き
い
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
石
を
祀
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
例

と
し
て
陸
中
磐
井
郡
の
立
石
明
神
社
、
お
よ
び
常
陸
大
洗
磯
前
神
社
の
神

石
が
天
降
っ
た
伝
説
に
触
れ
る
。
さ
ら
に
、
塚
と
森
と
を
関
係
づ
け
る
、

後
の
「
塚
と
森
の
話
」（
一
九
一
二
年
）
と
似
た
行
論
へ
と
進
む
。

　

こ
の
三
通
に
関
し
て
は
、
二
八
通
目
で
山
中
の
小
祠
や
塚
が
若
干
言
及

さ
れ
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く
山
地
民
を
念
頭
に
お
い
て
の
も
の
で
は
な
い

し
、
三
通
と
も
境
界
を
鎮
護
す
る
神
の
考
察
と
い
う
問
題
関
心
は
希
薄
で

柳
田
國
男
『
石
神
問
答
』
は 

境
界
を
鎮
守
す
る
神
を
課
題
と
し
て
い
た
の
か
？

由
谷
　
裕
哉

　
『
石
神
問
答
』
は
、
一
九
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
柳
田
國
男
を
中
心
と

す
る
全
三
四
通
か
ら
な
る
書
簡
集
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
折
口
信
夫
、
和
歌

森
太
郎
、
佐
野
賢
治
ら
に
よ
っ
て
境
界
を
守
護
す
る
神
の
研
究
と
捉
え
ら

れ
、
近
年
は
大
塚
英
志
が
、
そ
の
境
界
と
は
台
湾
の
隘
勇
線
を
日
本
に
適

用
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
柳
田
山
人
論
の
背
景
に
あ
っ
た
と
い
う
趣

旨
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。

　

本
発
表
は
そ
の
代
案
を
模
索
す
る
も
の
で
、
書
簡
の
宛
先
に
よ
る
特
徴

を
考
え
て
み
る
。
柳
田
発
の
書
簡
は
全
二
二
通
で
、
そ
の
う
ち
複
数
書
簡

の
あ
る
の
は
、
山
中
笑
（
共
古
）
宛
て
が
一
〇
通
、
白
鳥
庫
吉
宛
て
が
四

通
、
伊
能
嘉
矩
と
佐
々
木
繁
（
喜
善
）
宛
が
二
通
で
あ
る
。
以
下
、
遠
野

に
関
す
る
話
題
が
主
で
あ
る
佐
々
木
宛
を
除
く
三
人
に
宛
て
た
書
簡
の
う

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
一
通
の
み
を
検
討
す
る
。

　

二
一
通
目
の
伊
能
嘉
矩
宛
て
書
簡
は
、
山
中
宛
て
書
簡
で
も
問
わ
れ
た

象
頭
と
い
う
地
名
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
漢
字
表
記
か
ら
聖
天
歓
喜
天
が

連
想
さ
れ
、
男
女
二
神
の
道
祖
神
へ
と
展
開
し
、
さ
ら
に
陰
陽
神
と
し
て

祀
ら
れ
る
石
神
（
例
と
し
て
磐
城
西
白
河
郡
の
双
石
明
神
社
）
へ
と
進

む
。
伊
能
宛
て
は
前
の
一
六
通
目
で
も
、
シ
ャ
グ
ジ
と
関
連
さ
せ
て
ザ
ウ

ヅ
・
シ
ヤ
ウ
ジ
に
触
れ
て
い
た
。

　

二
二
通
目
の
白
鳥
庫
吉
宛
て
書
簡
は
、「
許
多
の
雑
神
」
の
う
ち
渡
来

し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
列
挙
す
る
内
容
で
、
石
清
水
八
幡
宮
の
末
社
志

多
羅
社
、
福
徳
神
、
兵
主
神
、
客
人
と
称
さ
れ
る
明
神
ま
た
は
権
現
、
韓

国
か
ら
渡
来
と
伝
の
あ
る
神
、
任
那
と
関
わ
る
と
推
察
さ
れ
る
月
神
日
神
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わ
り
を
深
め
、
一
九
一
九
年
の
民
力
涵
養
運
動
で
は
内
務
省
嘱
託
と
し
て

宣
揚
を
行
っ
た
。
一
九
二
〇
年
に
、
彼
は
主
宰
す
る
『
新
修
養
』
に
お
い

て
国
民
修
養
会
を
結
成
し
、
後
に
中
央
教
化
団
体
連
合
会
の
常
務
理
事
と

な
る
。
咄
堂
は
、「
社
会
教
化
は
社
会
史
・
宗
教
史
の
中
心
、
教
化
の
本

質
は
信
仰
の
中
心
」
で
あ
る
と
い
う
。
人
は
肉
体
と
精
神
的
な
「
心
霊
」

か
ら
成
り
、「
心
霊
」
の
働
き
な
く
し
て
は
文
化
の
創
造
は
な
い
、
教
化

の
理
想
は
宗
教
の
理
想
と
酷
似
し
、
神
の
御
国
、
浄
土
た
る
円
満
な
る
理

想
社
会
の
実
現
だ
と
い
う
の
だ
。
彼
に
よ
れ
ば
社
会
教
化
が
目
指
す
「
道

徳
的
教
養
」
は
人
と
人
の
精
神
的
結
合
で
、
そ
の
延
長
線
上
に
社
会
事
業

や
慈
善
事
業
が
あ
る
と
い
う
。「
死
」
と
い
う
不
安
に
「
安
心
立
命
」
を

与
え
る
の
が
宗
教
で
、
現
代
の
「
文
化
的
宗
教
」
は
、
宗
教
は
異
な
っ
て

も
、
過
去
よ
り
未
来
へ
の
「
永
遠
の
生
命
」
に
着
眼
す
る
こ
と
で
そ
の
生

命
た
る
国
家
の
発
展
と
繋
が
れ
る
と
、
人
の
死
生
と
国
家
の
関
係
を
結
び

つ
け
る
。
そ
し
て
彼
は
「
教
化
布
教
の
様
式
」
を
整
理
し
、
口
舌
布
教
と

し
て
経
典
解
釈
・
教
理
の
提
要
・
信
仰
の
鼓
吹
、
文
筆
布
教
に
経
典
解

釈
・
宗
教
書
の
出
版
頒
布
・
雑
誌
新
聞
の
発
行
、
荘
厳
布
教
に
儀
式
法
要

を
位
置
づ
け
る
。
つ
ま
り
彼
は
「
経
典
の
啓
示
は
時
代
を
超
越
し
て
」、

「
真
な
る
が
故
に
當
に
新
な
り
」
と
、
経
典
を
現
代
化
す
る
必
要
を
述
べ

て
い
る
。
年
齢
、
智
識
、
閲
歴
、
境
遇
を
問
わ
な
い
対
象
に
興
趣
を
も
た

せ
る
に
は
、
仏
祖
の
金
言
や
東
西
先
哲
の
格
言
、
宗
教
上
の
法
悦
な
ど
を

引
用
し
て
具
体
性
や
通
俗
性
を
も
っ
て
教
化
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
こ

の
よ
う
な
咄
堂
の
「
社
会
教
化
と
宗
教
」
の
後
に
、
神
道
、
儒
教
、
仏
教
、

キ
リ
ス
ト
教
か
ら
社
会
教
化
が
説
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
連
合
会
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
会
報
『
教
化
運
動
』
の
発
行
の
他
に
、
国
民
歌
、
日
本
精
神

作
興
歌
、「
皇
国
日
本
よ
い
国
」
の
レ
コ
ー
ド
作
製
、
映
画
（
民
衆
教
化

あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、
柳
田
の
山
人
論
と
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
よ
り
、『
石
神
問
答
』
を
台
湾
の
隘
勇
線
に
相
当
す
る
山
間
部
と

の
境
界
（
山
人
と
里
人
と
の
境
）
を
鎮
守
す
る
神
を
考
察
し
た
と
捉
え
る

先
行
研
究
は
、
同
書
の
持
つ
可
能
性
を
矮
小
化
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本

書
で
複
数
回
問
わ
れ
る
「
雑
神
」
に
は
、
道
祖
神
、
姥
神
、
荒
神
、
猿
田

彦
神
、
ミ
サ
キ
、
御
霊
神
な
ど
後
に
柳
田
が
考
察
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て

お
り
、
ま
た
渡
来
系
の
神
へ
の
関
心
も
強
い
。
同
書
を
、
柳
田
の
そ
う
し

た
「
雑
神
」
に
つ
い
て
の
研
究
事
始
め
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

一
九
三
〇
年
代
の
中
央
教
化
団
体
連
合
会
と
加
藤
咄
堂 

│
│ 

宗
教
を
視
点
に 

│
│

山
口
　
陽
子

　

財
団
法
人
中
央
教
化
団
体
連
合
会
は
、
一
九
二
三
年
の
「
国
民
精
神
作

興
に
関
ス
ル
詔
書
」
を
受
け
て
結
成
さ
れ
た
教
化
団
体
連
合
会
を
前
身
と

し
、「
聖
訓
ヲ
奉
体
シ
国
民
精
神
ノ
作
興
ヲ
図
ル
」
こ
と
を
目
的
に
戦
前

日
本
の
教
化
総
動
員
運
動
の
機
軸
を
担
っ
た
。
中
央
教
化
団
体
連
合
会
は

政
治
と
の
関
係
か
ら
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
近
年
、
会
報
『
教
化
運

動
』
が
復
刻
さ
れ
教
化
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
教
化
と

宗
教
の
関
係
に
着
目
し
た
検
討
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
報
告
で
は
、
禅

居
士
の
加
藤
咄
堂
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
九
）
の
『
社
会
教
化
と
宗
教
』

（
中
央
教
化
団
体
連
合
会
、
一
九
三
〇
年
）
を
取
り
上
げ
、
彼
が
教
化
の

中
心
に
「
宗
教
」
を
置
い
て
国
体
の
浸
透
を
図
る
論
じ
方
を
跡
づ
け
た
。

　

加
藤
咄
堂
は
、
国
民
道
徳
の
振
興
を
目
的
に
神
儒
仏
の
代
表
を
集
め
た
、

一
九
一
二
年
の
三
教
会
同
を
契
機
と
し
て
内
務
次
官
・
床
次
竹
二
郎
と
関
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三
五
年
一
二
月
八
日
、
皇
道
を
標
榜
し
な
が
ら
も
王
仁
三
郎
が
皇
位
簒
奪

を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
不
敬
罪
な
ど
に
よ
っ
て
大
本
教
が
徹

底
的
に
弾
圧
さ
れ
る
と
同
時
に
結
社
禁
止
と
な
り
、
終
焉
を
迎
え
た
。

　

昭
和
神
聖
会
は
、
当
時
か
ら
大
衆
的
基
盤
を
持
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
運
動

と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
戦
後
の
研
究
に
お
い
て
も
、

異
端
的
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
皇
道
主
義
と
い
う
論
点
が
加
わ
っ
た
と
は
い

え
、
大
き
く
見
れ
ば
そ
の
評
価
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
日
本

国
内
の
政
治
史
・
宗
教
史
・
思
想
史
の
文
脈
で
の
研
究
が
長
ら
く
行
わ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
次
大
本
事
件
を
主
導
し
た
当
時
の
特

高
課
長
唐
沢
俊
樹
が
戦
後
、
①
道
院
・
世
界
紅
卍
字
会
と
の
提
携
に
よ
る

「
満
洲
」
進
出
と
、
②
国
内
で
の
右
翼
・
軍
人
と
の
国
家
革
命
を
大
本
教

弾
圧
の
原
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
神
聖
会
に
は
「
満
洲

国
」
で
の
大
本
教
の
活
動
が
そ
の
前
史
と
し
て
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
た

め
、
①
と
②
の
関
係
性
、
さ
ら
に
言
え
ば
「
外
地
」＝「
満
洲
国
」
の
視
点

か
ら
の
分
析
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

　
「
満
洲
（
国
）」
で
の
大
本
教
は
、
道
院
・
世
界
紅
卍
字
会
と
の
連
合
運

動
（
一
九
二
三
年
〜
一
九
三
五
年
）
に
よ
っ
て
伸
長
し
た
。
そ
の
間
、
宗

教
・
慈
善
活
動
の
ほ
か
黒
龍
会
な
ど
の
ア
ジ
ア
主
義
者
、
関
東
軍
、
張
作

霖
な
ど
と
関
係
し
て
の
「
満
蒙
独
立
国
」
建
国
運
動
な
ど
を
行
っ
た
。
満

洲
事
変
後
は
、
大
本
教
の
実
践
団
体
人
類
愛
善
会
が
紅
卍
字
会
の
社
会
的

基
盤
に
乗
ず
る
形
で
、
災
害
救
援
・
貧
民
救
済
な
ど
を
半
ば
公
的
機
関
と

し
て
行
い
つ
つ
、「
建
国
」
後
は
「
満
洲
国
」
全
域
に
支
部
を
設
立
し
、

関
東
軍
の
宣
撫
活
動
に
も
加
わ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
う
い
っ
た
活
動
は
、

そ
の
主
導
権
が
王
仁
三
郎
で
は
な
く
満
洲
本
部
の
井
上
留
五
郎
に
あ
っ
た

こ
と
や
、
王
仁
三
郎
が
「
五
族
協
和
」
を
無
視
し
て
い
る
と
し
て
関
東
軍

映
画
）
の
作
製
並
び
に
貸
付
な
ど
様
々
な
方
策
を
講
じ
て
目
的
の
達
成
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
国
体
の
浸
透
に
は
学
校
教
育
の
重
要
性
に
加
え
て
、

文
部
省
や
林
銑
十
郎
と
い
っ
た
軍
部
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
る
（
島
薗
進
・

末
木
文
美
士
・
大
谷
栄
一
・
西
村
明
編
『
戦
争
の
時
代
│
│
昭
和
初
期
―

敗
戦
』
春
秋
社
、
二
〇
二
一
年
、
二
六
頁
）。
中
央
教
化
団
体
連
合
会
は

内
務
・
文
部
官
僚
や
陸
軍
大
尉
・
林
、
海
軍
大
尉
・
野
村
芳
三
郎
も
理
事

に
加
わ
っ
て
い
る
。
植
民
地
も
含
む
四
八
団
体
を
傘
下
に
お
さ
め
て
教
化

を
展
開
し
た
中
央
教
化
団
体
連
合
会
は
、
国
体
の
発
揚
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
こ
う
し
た
教
化
が
、
国
民
に
い
か
に
浸
透
し
た
の
か
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

昭
和
神
聖
会
と
「
満
洲
国
」 

│
│ 

ア
ジ
ア
主
義
と
超
国
家
主
義
の
交
錯
点 
│
│

玉
置
　
文
弥

　

本
報
告
で
は
、
一
九
三
四
年
七
月
に
大
本
教
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ

れ
た
昭
和
神
聖
会
を
「
満
洲
国
」
の
視
点
か
ら
分
析
し
、
そ
の
運
動
の
思

想
的
位
置
づ
け
を
ア
ジ
ア
主
義
と
超
国
家
主
義
の
交
錯
点
に
見
出
さ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
神
聖
会
は
、
日
本
最
大
の
宗
教
弾
圧
事
件
と
さ

れ
る
第
二
次
大
本
事
件
の
直
接
的
契
機
と
な
っ
た
運
動
と
し
て
知
ら
れ

る
。
日
本
の
右
翼
・
国
粋
主
義
団
体
の
統
合
を
目
指
し
、
大
本
教
・
出
口

王
仁
三
郎
を
核
と
し
て
、
そ
の
信
者
の
ほ
か
、
内
田
良
平
ら
伝
統
的
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ス
ト
、
松
岡
洋
右
や
一
条
実
孝
と
い
っ
た
政
治
家
・
軍
人
、
満
川

亀
太
郎
、
倉
田
百
三
の
よ
う
な
求
道
的
超
国
家
主
義
者
ら
が
参
加
・
協
力

し
、
最
終
的
に
は
八
〇
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
る
賛
同
者
を
得
て
海
軍
軍
縮

条
約
反
対
や
天
皇
機
関
説
排
撃
な
ど
の
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
後
一
九
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大
田
南
畝
の
信
仰

木
村
　
中
一

　
「
恐
れ
入
谷
の
鬼
子
母
神　

び
っ
く
り
下
谷
の
広
徳
寺　

ど
う
で
有
馬

の
水
天
宮　

志
や
れ
の
内
の
お
祖
師
様
」。
江
戸
時
代
の
言
葉
遊
び
「
恐

れ
入
谷
の
鬼
子
母
神
」
は
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
―
一
八
二
三
）
の
狂
歌

に
由
来
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
近
世
を
代
表
す
る
文
人
と
し
て

名
高
い
大
田
南
畝
は
本
年
没
後
二
〇
〇
年
を
む
か
え
て
、
現
在
脚
光
を
浴

び
て
い
る
。

　

文
人
・
狂
歌
師
、
ま
た
幕
府
に
仕
え
た
御
家
人
と
し
て
天
明
期
に
広
く

活
躍
し
た
大
田
南
畝
に
つ
い
て
少
し
く
み
る
と
、
そ
の
名
を
「
覃
」、
号

を
「
南
畝
」
と
称
し
、
そ
の
他
の
号
と
し
て
「
杏
花
園
」「
巴
人
亭
」「
四

方
赤
良
」「
寝
惚
先
生
」「
念
法
華
先
生
」
や
「
蜀
山
人
」
な
ど
と
も
い
っ

た
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
本
年
は
没
後
二
〇
〇
年
と
い
う
記
念
の
年

で
あ
り
、
多
く
の
「
大
田
南
畝
関
係
」
の
特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
大
田
南
畝
の
生
涯
や
活
動
に
迫
る
書
物
も
ま
た
多
く
出
版
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
は
大
田
南
畝
の
狂
歌
師
と
し
て
の
活
躍
や
幕
臣
と
し
て

の
人
物
像
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
も
の
で
、
大
田
南
畝
そ
の
人
の
信
仰
に

焦
点
を
あ
て
た
論
考
は
管
見
の
限
り
少
な
い
。

　

本
発
表
は
ス
ポ
ッ
ト
が
当
り
づ
ら
い
大
田
南
畝
の
信
仰
に
つ
い
て
、
そ

の
交
友
関
係
、
特
に
深
見
要
言
と
い
う
在
家
日
蓮
信
奉
者
と
関
わ
り
と
、

深
見
要
言
の
著
し
た
「
日
蓮
伝
記
物
」
に
大
田
南
畝
が
寄
せ
た
「
序
」
な

ど
の
記
述
よ
り
探
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
大
田
南
畝
と
深
見
要
言
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
深
見

要
言
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
深
見
要
言
の
生
涯
や
そ

の
信
仰
活
動
を
紐
解
く
に
は
現
在
、
大
田
南
畝
が
深
見
要
言
の
著
わ
し
た

の
統
治
方
法
へ
の
批
判
を
行
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
当
地
に
お
け
る
大
本

教
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
低
下
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
や
が
て
停
滞

し
、
そ
の
重
心
は
「
国
内
改
造
」
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
際
重
視
さ
れ
た
の
は
、「
ア
ジ
ア
連
盟
」
と
い
う
思
想
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
諸
国
を
日
本
に
「
頼
ら
せ
る
」
こ
と
で
ア
ジ
ア
を
統
一

す
る
と
い
う
主
張
だ
が
、
王
仁
三
郎
に
よ
れ
ば
現
状
の
日
本
は
そ
れ
が
可

能
な
国
家
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
神
政
復
古
」
を
目
指
す
昭
和
神
聖

会
を
結
成
し
た
。
こ
こ
に
現
実
国
家
の
超
越
と
し
て
の
超
国
家
主
義
と
、

ア
ジ
ア
主
義
の
交
錯
点
が
看
取
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
昭
和
神
聖
会
支
部
は
国
内
に
留

ま
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
報
告
で
は
、「
満
洲
国
」
に
も
関
東

州
地
方
本
部
・
大
連
支
部
・
旅
順
支
部
の
三
件
が
開
設
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
ら
は
第
二
次
大
本
事
件
の
一
ヶ
月
前
に
行
な
わ

れ
た
た
め
、
具
体
的
な
活
動
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
本
教
は

こ
う
い
っ
た
運
動
の
経
緯
を
、
支
部
の
展
開
や
賛
同
者
の
増
加
な
ど
を
強

調
す
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
重
視
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
「
満
洲
国
」
で
絶

大
な
権
力
基
盤
を
持
ち
、
そ
れ
を
も
っ
て
国
内
改
造
に
乗
り
込
む
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
、
社
会
・
政
治
的
に
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
成
功
し
た
。
し

か
し
そ
れ
は
、
弾
圧
の
引
き
金
と
し
て
「
張
子
の
虎
」
的
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
べ
て
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
第
二
次

大
本
事
件
を
再
考
す
る
た
め
に
も
、
極
め
て
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
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し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
江
戸
の
文
化
人
と
法
華
信
仰
」
と
題

し
て
後
日
発
表
予
定
で
あ
る
。

高
橋
智
遍
の
利
益
観

内
村
　
琢
也

　

本
化
妙
宗
連
盟
で
学
頭
を
つ
と
め
た
高
橋
智
遍
（
一
九
〇
九
―
一
九
八

八
）
は
創
価
学
会
を
含
む
新
宗
教
教
団
の
「
教
え
」
の
中
で
、
布
教
の
武

器
と
し
て
積
極
的
に
現
世
利
益
を
説
く
こ
と
を
「
ご
利
益
」
信
仰
や
迷
信

と
し
て
批
判
し
た
経
緯
が
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
高
橋
の
著
作
を
頼
り

に
、
山
川
智
応
門
下
に
と
っ
て
の
信
仰
と
利
益
と
の
関
連
性
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
取
り
扱
う
時
期
で
あ
る
が
、
高
橋
と
そ

の
教
団
が
展
開
し
た
創
価
学
会
厳
正
批
判
運
動
の
時
期
（
一
九
六
二
―
一

九
六
八
）
を
主
な
対
象
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
刊
行
時
期
は
異
な
る
が

重
要
だ
と
思
わ
れ
る
高
橋
の
著
作
に
関
し
て
も
部
分
的
に
紹
介
す
る
。

　

先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
高
橋
の
著
作
を
紐
解
き
な
が
ら
、
山
川
智

応
門
下
に
と
っ
て
の
信
仰
と
利
益
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
以
下
、
箇
条
書

き
で
ま
と
め
た
い
。

　

一
、
近
代
日
本
仏
教
の
基
底
部
は
現
世
利
益
信
仰
で
あ
る
。
高
橋
自
身
、

信
仰
に
よ
る
利
益
を
認
め
て
い
る
（
御
利
益
を
全
然
説
か
な
い
と
か
、
学

は
あ
る
が
行
が
な
い
と
い
う
批
判
を
受
け
て
の
回
答
。
高
橋
は
経
済
苦
を

経
験
し
て
い
る
最
中
に
日
蓮
主
義
と
出
会
っ
た
）。
し
か
し
、
初
信
者
に

対
す
る
信
仰
の
入
り
口
と
し
て
の
現
世
利
益
を
認
め
ず
、
難
解
な
教
義
信

仰
を
入
り
口
と
し
て
い
る
為
、
教
導
シ
ス
テ
ム
論
や
自
利
利
他
連
結
転
換

装
置
論
で
高
橋
の
所
属
教
団
の
教
導
方
法
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

二
、
高
橋
に
と
っ
て
個
人
の
現
世
的
な
幸
運
・
不
運
が
先
世
の
業
因
宿

「
日
蓮
伝
記
物
」
二
種
、『
高
祖
累
歳
録
』・『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
に
寄
せ

る
「
序
」
の
記
述
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
言
い
換
え
れ
ば
深
見
要
言
の
生

涯
や
そ
の
信
仰
な
ど
に
つ
い
て
大
田
南
畝
が
詳
細
に
記
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
二
人
の
た
だ
な
ら
ぬ
「
深
い
関
係
性
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
田
南
畝
と
深
見
要
言
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
影
山
堯
雄
氏
が
深
見
要
言
の
『
高
祖
累
歳
録
』
を
昭
和
三
十
六
年
に

翻
刻
・
再
版
し
た
際
に
載
せ
た
「
高
祖
累
歳
録
翻
刻
解
説
」
に
も
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
影
山
堯
雄
氏
は
、
本
書
の
挿
絵
を
多
数
の

名
画
家
が
寄
せ
て
い
る
の
は
文
化
人
と
し
て
名
を
馳
せ
た
大
田
南
畝
や
山

本
北
山
な
ど
の
「
文
人
」
の
声
援
に
あ
ず
か
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と

指
摘
し
、
大
田
南
畝
・
山
本
北
山
と
深
見
要
言
と
は
「
同
信
の
よ
し
み
」

か
ら
緊
密
に
結
ば
れ
た
関
係
で
あ
る
こ
と
も
想
像
す
る
に
難
く
な
い
と
述

べ
て
い
る
。

　

南
畝
の
生
家
で
あ
る
大
田
家
は
元
来
法
華
を
信
仰
し
て
お
り
、
墓
所
は

現
在
の
東
京
都
文
京
区
白
山
に
あ
る
日
蓮
宗
本
念
寺
に
現
存
す
る
。
こ
こ

に
は
大
田
南
畝
の
父
で
あ
る
大
田
自
得
や
そ
の
妻
・
利
世
の
墓
の
み
な
ら

ず
、
大
田
南
畝
自
身
や
そ
の
妾
の
墓
も
現
存
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
田

南
畝
の
法
華
信
仰
は
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
た
そ
れ

以
上
に
自
ら
も
法
華
信
仰
を
持
ち
、
ま
た
日
蓮
宗
の
開
祖
で
あ
る
日
蓮
の

生
涯
に
関
し
て
も
深
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の

証
左
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
深
見
要
言
が
著
わ
し
た
『
本
化
高
祖
紀

年
録
』
と
い
う
「
日
蓮
伝
記
物
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
序
」
や
各
場
面
の

「
詞
書
」、
ま
た
「
解
説
」
を
よ
せ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
記
述
内
容
よ
り

そ
れ
ら
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
述
の
内
容
以
外
か
ら
も

大
田
南
畝
の
信
仰
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
書
物
や
金
石
文
は
数
多
く
存
在
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く
継
承
し
て
い
る
が
、
現
世
利
益
と
宗
教
的
排
他
性
（
謗
法
払
い
）
を
結

び
つ
け
る
宗
教
運
動
の
展
開
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　

七
、
近
代
仏
教
に
位
置
付
け
ら
れ
う
る
田
中
智
学
や
高
橋
智
遍
に
お
い

て
（
前
者
に
対
し
、
大
谷
栄
一
『
近
代
日
本
の
日
蓮
主
義
運
動
』（
法
藏

館
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
）、
表
立
っ
て
は
教
義
信
仰
を
強
調
す
る
も
、

あ
る
条
件
を
満
た
せ
ば
現
世
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
言

説
が
確
認
で
き
た
。

　

本
報
告
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
本
化
妙
宗
連
盟
の
諸
運
動
や
そ
れ
ら
に

関
連
す
る
高
橋
の
言
説
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
日
蓮
主
義

大
西
　
克
明

　
「
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
ル
」
と
は
、
戦
前
の
自
由
主
義
者
に
お
け
る
政

治
的
社
会
的
変
革
の
不
徹
底
さ
を
批
判
す
る
な
か
で
使
用
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
本
発
表
で
は
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
」
に
お
け
る
自
由
主
義
的

価
値
を
共
有
す
る
一
群
の
知
識
人
を
指
す
も
の
と
し
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る

日
蓮
信
仰
者
（
広
義
の
日
蓮
主
義
者
）
の
言
説
を
検
討
す
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、「
小
日
本
主
義
」
や
「
植
民
地
放
棄
論
」
を
展
開
し

た
石
橋
湛
山
と
、
法
華
会
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
り
初
代
理
事
長
を
務
め

た
山
田
三
良
の
言
説
を
比
較
検
討
す
る
。
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の

特
徴
を
概
括
す
れ
ば
、
明
治
憲
法
の
枠
の
な
か
で
自
由
主
義
を
深
め
る
も

の
で
、「
君
民
同
治
」
を
前
提
と
し
て
、
議
会
制
や
政
党
政
治
に
よ
り
民

意
を
反
映
さ
せ
る
体
制
を
目
指
す
思
潮
で
あ
り
、
道
徳
的
な
皇
室
尊
崇
を

有
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
思
想
は
国

体
明
徴
運
動
以
降
は
影
響
力
を
失
っ
て
い
く
が
、
既
存
の
体
制
を
漸
進
的

業
に
起
因
す
る
た
め
、
現
世
利
益
を
あ
く
ま
で
追
求
さ
れ
る
べ
き
信
仰
の

目
的
と
は
せ
ず
、
成
仏
を
真
の
利
益
、
信
仰
の
目
的
と
し
て
位
置
付
け
た
。

こ
の
点
は
、
日
蓮
に
現
世
利
益
の
失
格
者
と
い
う
烙
印
を
押
し
た
こ
と
に

も
表
れ
て
い
る
。
倫
理
性
・
合
理
性
を
欠
き
、
御
利
益
の
大
安
売
り
で
煩

悩
を
扇
動
す
る
こ
と
が
迷
信
邪
教
た
る
所
以
と
し
（
世
俗
的
・
現
世
的
な

利
益
を
中
心
に
し
た
宗
教
は
、
個
人
の
慾
望
を
煽
り
、
結
果
と
し
て
迷
信

邪
教
と
な
る
と
し
て
）、
高
橋
は
創
価
学
会（
新
宗
教
）批
判
を
展
開
し
た
。

　

三
、
高
橋
は
自
身
の
立
場
（
本
化
妙
宗
連
盟
）
が
既
成
の
教
団
や
新
宗

教
教
団
に
は
属
さ
な
い
田
中
智
学
の
系
譜
に
あ
る
と
主
張
し
、
田
中
智
学

『
日
蓮
聖
人
乃
教
義
』（
博
文
館
、
一
九
一
〇
年
）
に
お
け
る
迷
信
と
正
信

に
関
す
る
項
目
の
中
で
展
開
さ
れ
た
迷
信
批
判
論
を
継
承
し
つ
つ
、
教
義

面
で
現
世
利
益
信
仰
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
会
員
数
、
建
物
の
大
き

さ
や
現
世
利
益
の
有
無
に
つ
い
て
は
成
仏
・
不
成
仏
と
は
無
関
係
で
あ
る

と
論
じ
て
い
る
。

　

四
、
高
橋
は
生
活
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
現
世
利
益
を
条
件
付
き
で
認
め

て
い
る
。
そ
の
一
例
が
特
殊
祈
禱
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
法
華
経
の
行
者

に
対
す
る
経
済
的
苦
境
の
打
破
や
病
気
直
し
の
祈
禱
は
許
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
尊
（
曼
荼
羅
）
に
勧
請
さ
れ
た
鬼
子
母
神
や
八
大
龍
王
に
向
か

っ
て
題
目
を
唱
え
、
そ
の
力
を
得
よ
う
と
す
る
事
は
問
題
に
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
鬼
子
母
神
の
像
な
ど
を
祀
り
現
世
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と

は
、
本
尊
の
雑
乱
勧
請
と
し
て
退
け
ら
れ
て
い
る
。

　

五
、
高
橋
は
特
殊
祈
禱
を
認
め
て
は
い
る
が
、
日
蓮
の
教
え
を
通
し
た

法
華
経
へ
の
信
（
本
仏
、
本
化
、
本
法
、
本
国
土
へ
の
信
）
が
な
い
限
り
、

い
く
ら
経
典
を
読
誦
し
て
も
唱
題
を
し
て
も
無
益
と
し
て
い
る
。

　

六
、
高
橋
の
言
説
は
、
日
蓮
の
教
義
に
見
ら
れ
る
宗
教
的
排
他
性
を
強
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仏
冥
合
の
概
念
は
用
い
な
い
。
彼
は
宗
教
と
国
家
の
関
係
を
整
合
す
る
も

の
と
し
て
教
育
に
注
目
す
る
。
山
田
は
宗
教
と
国
家
の
関
係
と
同
様
に
、

宗
教
と
教
育
も
分
離
す
べ
き
と
の
立
場
を
と
る
。
そ
の
上
で
、
教
育
者
自

ら
が
選
択
し
た
宗
教
に
よ
る
精
神
修
養
を
実
修
し
、
人
格
陶
冶
す
る
こ
と

で
国
全
体
が
栄
え
て
い
く
と
い
う
主
張
を
行
う
。
彼
に
と
っ
て
の
立
正
安

国
は
教
育
者
の
修
養
を
通
し
て
の
間
接
的
な
国
家
改
良
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
さ
ら
に
山
田
は
、
信
教
自
由
は
戦
い
と
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
日

蓮
の
行
動
を
通
し
て
解
釈
し
、
立
正
安
国
は
信
教
自
由
が
保
障
さ
れ
た
状

態
で
達
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
た
。
法
華
会
の
運
動
は
知
識
人

の
精
神
修
養
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
山
田
の
思
想
傾
向
が
影
響
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

両
者
は
共
に
、
明
治
憲
法
下
で
の
自
由
主
義
の
進
展
を
己
の
信
念
と
し

て
お
り
、
国
体
論
的
日
蓮
主
義
や
世
界
統
一
予
言
と
は
距
離
を
置
き
、
日

蓮
思
想
の
合
理
的
側
面
（
石
橋
は
徹
底
し
た
討
論
の
肯
定
、
山
田
は
日
蓮

思
想
に
お
け
る
「
生
命
論
」）
に
重
き
を
置
い
て
い
た
。
リ
ベ
ラ
ル
で
あ

り
つ
つ
、
皇
室
尊
崇
、
愛
国
の
立
場
を
有
し
て
い
る
日
蓮
信
仰
者
の
解
明

は
、
広
義
の
日
蓮
主
義
（
近
代
日
蓮
思
想
）
の
全
体
像
を
理
解
す
る
上
で
、

無
視
で
き
な
い
論
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

戦
後
日
本
の
仏
教
福
祉 

│
│ 

鈴
木
宗
音
と
昭
徳
会 

│
│

寺
田
　
喜
朗

　

戦
後
日
本
の
仏
教
福
祉
事
業
の
一
事
例
と
し
て
鈴
木
宗
音
（
一
九
三
〇

―
二
〇
一
二
）
と
昭
徳
会
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
事
跡
を
跡
付
け
る
と
共
に

背
景
に
あ
る
思
想
・
信
念
を
論
じ
た
い
。

　

鈴
木
宗
音
は
、
宗
教
法
人
・
大
乗
山
法
音
寺
、
社
会
福
祉
法
人
・
昭
徳

に
改
良
し
て
い
こ
う
と
す
る
そ
の
精
神
は
、
時
代
の
思
想
特
徴
と
し
て
広

く
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

石
橋
湛
山
の
思
想
信
条
に
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
や
欲
望
統
整
の
哲

学
、
功
利
主
義
、
東
洋
経
済
新
報
社
よ
り
継
承
さ
れ
た
小
日
本
主
義
が
混

在
し
て
い
る
が
、
宗
教
的
信
念
の
水
準
で
は
日
蓮
の
受
難
体
験
を
内
在
化

し
た
言
説
が
前
傾
化
し
、
言
論
自
由
へ
の
希
求
と
な
っ
て
表
出
さ
れ
て
い

く
。
ま
た
宗
教
観
に
お
い
て
は
非
合
理
性
や
狂
信
を
排
除
し
、
同
時
代
の

田
中
智
学
の
日
蓮
主
義
と
は
一
定
の
距
離
を
取
り
、
個
人
主
義
と
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
堅
守
を
日
蓮
思
想
と
連
関
さ
せ
て
い
る
。
石
橋
は
宗
教
運
動
に

関
与
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
信
念
と
日
蓮
思

想
を
内
的
に
結
合
さ
せ
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
堅
守
の
象
徴
と
し
て
日
蓮
を
受

容
し
た
。
同
時
に
彼
の
愛
国
者
と
し
て
の
側
面
も
日
蓮
に
由
来
し
、
愛
す

べ
き
「
日
本
」
は
小
日
本
主
義
の
そ
れ
で
あ
り
、
非
侵
略
的
態
度
に
よ
る

国
際
社
会
で
の
信
頼
獲
得
に
邁
進
す
る
こ
と
が
、
愛
国
精
神
と
し
て
昇
華

さ
れ
た
。

　

山
田
三
良
（
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
で
国
際
私
法
が
専
門
）
は

本
多
日
生
が
展
開
し
た
天
晴
会
に
縁
し
て
日
蓮
信
仰
に
入
っ
た
。
そ
の

後
、
天
晴
会
が
自
然
消
滅
す
る
過
程
で
法
華
会
を
創
設
し
、
機
関
雑
誌
刊

行
や
講
演
会
開
催
な
ど
の
運
動
を
展
開
し
て
い
く
。
彼
個
人
の
思
想
の
特

徴
と
し
て
、
日
蓮
信
仰
を
前
提
と
し
た
宗
教
的
精
神
修
養
を
強
く
主
張
し

て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
宗
教
と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
は

「
信
教
の
自
由
を
与
え
給
い
し
明
治
大
帝
の
偉
業
」
を
賛
美
し
つ
つ
、
宗

教
を
選
択
で
き
る
自
由
を
積
極
的
に
肯
定
し
、
宗
教
と
国
家
は
分
離
す
べ

き
と
の
論
を
展
開
す
る
。
そ
の
上
で
、
両
者
は
絶
縁
す
べ
き
で
は
な
く
、

密
接
に
関
係
し
合
う
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
法
国
冥
合
や
王
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た
。
先
代
以
来
の
檀
信
徒
の
信
用
・
信
頼
を
維
持
し
、
変
わ
ら
ぬ
支
援
を

受
け
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
宗
教
者
と
し
て
の
求
心
力
の
大
き
さ

を
証
左
し
て
い
る
。（
三
）修
学
急
逝
時
に
二
〇
余
あ
っ
た
寺
院
・
教
会
・

結
社
の
法
人
格
を
解
消
し
、
法
音
寺
と
い
う
単
一
の
宗
教
法
人
に
吸
収
合

併
す
る
組
織
改
革
を
断
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
音
寺
と
日
蓮
宗
と
い

う
権
威
の
二
重
構
造
が
孕
む
将
来
的
な
分
派
・
離
脱
の
危
険
性
を
回
避
・

予
防
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

戦
後
日
本
の
仏
教
福
祉
の
歴
史
に
お
い
て
宗
音
の
事
跡
は
、
看
過
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
知
さ
れ
る
。
そ
の
宗
音
の
行
動
を
支
え
た
思

想
・
信
念
と
は
、
法
華
経
・
日
蓮
の
教
え
に
由
来
す
る
が
、
直
接
的
に
は

杉
山
辰
子
が
説
い
た
慈
悲
・
至
誠
・
堪
忍
の
「
三
徳
」
の
教
え
だ
と
特
定

で
き
る
。
法
音
寺
の
三
徳
と
は
、
六
波
羅
蜜
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
形
で

定
型
化
さ
せ
た
成
句
で
あ
り
、
菩
薩
行
「
実
行
」
の
教
え
に
他
な
ら
な

い
。
吉
田
久
一
が
論
じ
た
渡
辺
海
旭
・
矢
吹
慶
輝
・
長
谷
川
良
信
の
「
衆

生
恩
」
に
基
づ
く
「
共
済
」
思
想
と
対
照
さ
せ
る
と
、「
大
慈
悲
心
」（
如

我
等
無
異
）
に
基
づ
く
「
積
徳
」
の
思
想
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

宗
音
は
、
す
ぐ
れ
た
宗
教
家
・
社
会
事
業
家
で
あ
っ
た
修
学
の
背
中
を

見
て
育
っ
た
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
だ
っ
た
。
襤
褸
を
纏
い
粗
食
に
徹
す
る
無
欲

さ
と
底
抜
け
の
明
る
さ
、
物
事
を
悲
観
し
な
い
楽
観
性
を
備
え
て
い
た
。

巧
み
な
ユ
ー
モ
ア
で
場
を
和
ま
せ
る
「
座
談
の
名
手
」
で
あ
り
、
穏
や
か

さ
と
威
厳
、
卓
見
、
指
導
力
に
よ
っ
て
信
者
・
弟
子
か
ら
尊
崇
の
念
を
集

め
て
い
た
。
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
と
し
て
北
欧
諸
国
の
社
会
福
祉
政
策
に
も

明
る
か
っ
た
。
檀
信
徒
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
昭
徳
会
・
日
本
福
祉
大
学

を
日
本
有
数
の
法
人
に
育
て
、
法
音
寺
に
関
し
て
は
法
人
統
合
（
一
元
化
）

と
い
う
困
難
な
組
織
改
革
を
断
行
し
た
。
人
口
減
少
ト
レ
ン
ド
下
の
宗
教

会
、
学
校
法
人
・
法
音
寺
学
園
（
二
〇
〇
三
年
に
学
校
法
人
・
日
本
福
祉

大
学
と
改
称
）
を
創
立
し
た
鈴
木
修
学
の
嫡
男
で
三
法
人
の
山
首
・
理
事

長
・
学
園
長
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
諸
宗
派
の
福
祉
事
業
を
総
覧
し
た

『
戦
後
仏
教
社
会
福
祉
事
業
の
歴
史
』（
長
谷
川
匡
俊
編
）
を
は
じ
め
と
し

て
仏
教
福
祉
領
域
の
先
行
研
究
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

昭
徳
会
は
、
二
〇
二
二
年
現
在
、
保
育
・
児
童
・
障
が
い
・
高
齢
の
四

分
野
一
九
拠
点
で
六
〇
事
業
を
展
開
す
る
日
本
有
数
の
社
会
福
祉
法
人
で

あ
る
。
利
用
定
員
約
一
五
〇
〇
人
、
職
員
約
八
〇
〇
人
、
約
四
八
・
八
億

円
の
事
業
規
模
を
誇
る
。
日
本
福
祉
大
学
は
、
日
本
初
の
福
祉
大
学
で
あ

り
、
二
〇
二
二
年
現
在
、
八
学
部
一
〇
学
科
六
大
学
院
研
究
科
を
擁
し
、

学
生
数
（
通
学
）
五
九
一
三
人
、（
通
信
）
七
〇
〇
七
人
、
大
学
院
二
五

三
人
、
事
業
活
動
収
入
一
一
九
億
円
と
い
う
規
模
を
誇
る
。
社
会
福
祉
学

科
に
は
四
専
修
、
大
学
院
社
会
福
祉
学
研
究
科
に
は
二
専
攻
、
こ
の
他
医

療
・
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
も
開
設
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
の
社
会

福
祉
教
育
を
牽
引
し
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

宗
音
の
事
跡
と
し
て
特
記
す
べ
き
は
以
下
の
三
点
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
一
）三
法
人
を
創
立
し
た
修
学
は
昭
和
三
七
年
に
逝
去
し
て
お
り
、
現
在

見
ら
れ
る
昭
徳
会
・
日
本
福
祉
大
学
の
威
容
の
多
く
は
、
宗
音
の
時
代
に

形
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
児
童
養
護
施
設
二
、
保
育
園
二
、
知
的
障
が

い
児
施
設
一
と
い
う
社
会
福
祉
事
業
と
、
経
営
的
に
は
「
火
の
車
」
の
法

音
寺
学
園
を
継
承
し
、
大
き
く
発
展
さ
せ
た
の
は
宗
音
で
あ
る
。（
二
）昭

徳
会
（
戦
前
は
仏
教
感
化
救
済
会
・
大
乗
報
恩
会
）
は
、
国
の
政
策
を
先

取
り
す
る
形
で
様
々
な
社
会
（
福
祉
）
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
公

的
支
援
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
檀
信
徒
か
ら
の
浄
財
で
補
填
し
て
き
た
。

別
言
す
れ
ば
、
法
音
寺
の
檀
信
徒
は
昭
徳
会
・
法
音
寺
学
園
を
支
え
続
け
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と
も
な
っ
た
新
井
石
禅
（
一
八
六
五
―
一
九
二
七
）
で
あ
る
。
一
九
〇
五

（
明
治
三
八
）
年
四
月
に
発
行
さ
れ
た
『
道
之
枝
折（
み
ち
の
し
お
り
）』

へ
修
証
義
講
話
を
連
載
し
た
の
を
皮
切
り
に
、『
伝
道
』『
三
宝
』『
護
法
』

『
和
融
誌
』『
禅
』『
修
養
世
界
』『
歓
喜
』
等
の
宗
門
雑
誌
、『
中
外
日
報
』

『
万
朝
報
』
等
の
日
刊
新
聞
へ
の
投
稿
に
加
え
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）

年
一
月
創
刊
『
禅
の
生
活
』
の
主
筆
を
担
っ
た
。

　

第
二
に
、
来
馬
琢
道
「
文
書
伝
道
を
捨
て
ざ
る
願
力
」（『
大
乗
禅
』
二

七
巻
一
一
号
、
一
九
五
〇
年
一
一
月
）
に
お
い
て
、
高
田
道
見
と
丹
霊
源

が
建
設
的
運
動
と
評
価
さ
れ
、
来
馬
琢
道
（
一
八
七
七
―
一
九
六
四
）
自

身
の
活
動
と
し
て
、
鴻
盟
社
よ
り
刊
行
し
た
『
伝
道
』
を
施
本
伝
道
の
尖

端
と
し
、『
仏
教
』『
仏
教
文
芸
』
の
刊
行
を
挙
げ
た
。
同
時
代
に
は
、
久

内
大
賢
（
？
―
一
九
二
五
）
が
、「
仏
教
伝
道
卍
字
隊
」
を
組
織
し
、
雑

誌
『
卍
字
の
光
』
を
発
刊
し
布
教
す
る
な
ど
文
書
伝
道
に
力
を
入
れ
、
一

九
〇
五
年
九
月
に
月
刊
雑
誌
『
理
想
』
を
刊
行
し
『
禅
』
と
改
題
し
た
。

他
方
、
久
内
は
、
高
田
道
見
ら
と
洞
上
記
者
団
を
結
成
し
て
い
る
。
最
後

に
来
馬
は
、
一
九
一
七
年
九
月
に
中
央
仏
教
社
を
創
立
し
、『
中
央
仏
教
』

を
刊
行
、
以
後
『
労
働
精
神
』『
仏
教
童
話
』『
仏
教
倶
楽
部
』『
金
の
鳥
』

『
大
乗
禅
』
等
の
雑
誌
を
手
が
け
た
飯
塚
哲
英
（
一
八
九
〇
―
一
九
五
三
）

を
挙
げ
、
仏
教
出
版
会
の
第
一
人
者
と
評
し
た
。

　

第
三
に
、
千
葉
耕
堂
「
通
仏
教
普
及
の
功
績
」（『
大
乗
禅
』
三
一
巻
四

号
、
一
九
五
四
年
四
月
）
で
は
、
禅
宗
に
お
け
る
学
者
と
文
筆
伝
道
の
功

労
者
と
し
て
、
前
者
に
は
、
忽
滑
谷
快
天
、
木
村
泰
賢
、
宇
井
伯
寿
、
後

者
に
は
、
高
田
道
見
、
飯
塚
哲
英
、
石
原
俊
明
、
来
馬
琢
道
を
挙
げ
て
い

る
。

　

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
石
原
俊
明
（
一
八
八
八
―
一
九
七
三
）
は
、
一
九

界
（
不
活
動
宗
教
法
人
三
五
二
八
、
消
滅
可
能
性
都
市
に
所
在
し
て
い
る

宗
教
法
人
約
六
三
〇
〇
〇
）
が
直
面
し
て
い
る
課
題
で
あ
る
法
人
統
合
を

先
駆
的
に
遂
行
し
た
希
有
な
リ
ー
ダ
ー
と
い
え
る
。
な
お
、
組
織
改
革
断

行
の
背
景
に
は
戦
前
に
お
け
る
二
つ
の
ト
ラ
ブ
ル
（
杉
山
家
と
仏
教
感
化

救
済
会
の
間
の
相
続
問
題
、
後
に
大
乗
教
を
結
成
す
る
グ
ル
ー
プ
の
分
派

問
題
）
か
ら
得
た
教
訓
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
代
曹
洞
宗
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
利
用
の
変
遷

武
井
　
謙
悟

　

近
年
、
宗
教
と
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
研
究
が
登
場
し
て
い
る
。
し
か

し
、
吉
永
進
一
（
一
九
五
七
―
二
〇
二
二
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
曹
洞

宗
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
は
、『
修
証
義
』
の
編
纂
以
外
の
部
分
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
。
本
発
表
で
は
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
文
筆
伝
道
」

へ
の
評
価
を
手
が
か
り
に
、
曹
洞
宗
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
利
用
の
変
遷
を

検
討
し
た
。

　

第
一
に
、
峯
玄
光
「
文
筆
伝
道
の
劃
時
代
的
偉
人
」（『
禅
の
生
活
』
七

巻
三
号
、
一
九
二
八
年
三
月
）
に
て
挙
げ
ら
れ
た
人
物
は
、
大
内
青
巒

（
一
八
四
五
―
一
九
一
八
）
と
高
田
道
見
（
一
八
五
八
―
一
九
二
三
）
で

あ
る
。
前
者
は
、『
修
証
義
』
の
編
纂
、『
扶
宗
会
雑
誌
』『
釈
門
哲
学
叢

誌
』
の
発
行
等
を
通
じ
、
当
時
の
禅
僧
の
代
弁
者
と
な
っ
た
が
、
浄
禅
一

致
を
説
き
、
通
仏
教
主
義
、
教
育
勅
語
中
心
主
義
で
あ
っ
た
。
一
方
後
者

は
、『
通
俗
仏
教
新
聞
』『
法
輪
』『
真
如
界
』
を
発
行
し
、
文
筆
伝
道
に

努
め
た
。
愛
媛
県
瑞
応
寺
の
住
職
と
な
り
宗
門
と
の
関
係
が
深
か
っ
た

が
、
晩
年
は
法
王
教
主
義
を
唱
え
、
独
立
し
た
た
め
中
心
は
通
仏
教
主
義

で
あ
っ
た
。
峯
が
曹
洞
宗
の
伝
道
者
と
し
て
最
も
評
価
し
た
の
は
、
貫
首
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期
に
至
る
時
期
の
仏
教
に
力
点
が
あ
る
。
ア
シ
ョ
ー
カ
王
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
王
（
君
主
）
が
正
法
を
理
想
と
し
、
正
法
に
則
っ
た
社
会
を
目
指

す
と
い
う
も
の
だ
。
こ
れ
は
二
〇
世
紀
中
葉
の
タ
イ
の
仏
教
と
王
権
の
関

係
に
つ
い
て
論
じ
た
、
石
井
米
雄
『
上
座
部
仏
教
の
政
治
社
会
学
』（
一

九
七
五
年
）
の
論
と
も
齟
齬
が
な
い
。
日
本
仏
教
の
歴
史
を
見
て
も
、
そ

の
理
念
は
引
き
継
が
れ
て
き
て
い
る
。

　

日
本
の
近
代
に
お
い
て
正
法
に
の
っ
と
っ
た
社
会
を
実
現
す
る
と
い
う

理
念
を
も
ち
つ
つ
布
教
で
成
果
を
あ
げ
た
の
は
日
蓮
系
の
集
団
だ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
戦
前
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
鼓
吹
す
る
仏
教
運
動
と
し
て
、

戦
後
は
在
家
が
主
体
の
法
華
系
新
宗
教
運
動
と
い
う
形
態
で
多
く
の
支
持

者
を
得
た
。
し
か
し
、
日
蓮
系
の
集
団
の
多
く
は
排
他
主
義
的
で
あ
っ
た

り
国
体
論
を
取
り
込
ん
だ
り
し
て
、
君
主
制
の
下
で
の
一
元
的
宗
教
国
家

の
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
脱
却
し
て
い
な
か
っ
た
。
典
型
的
に
は
「
国
立
戒
壇
」

の
理
念
で
、
田
中
智
学
か
ら
戸
田
城
聖
の
時
期
の
創
価
学
会
に
引
き
継
が

れ
た
。

　

だ
が
、
近
代
の
民
主
主
義
・
立
憲
主
義
の
社
会
に
お
い
て
は
一
元
的
宗

教
国
家
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
限
界
が
あ
る
。
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
が
求

め
ら
れ
る
社
会
で
は
、
世
俗
主
義
を
含
め
て
多
元
的
な
世
界
観
が
併
存

し
、
そ
こ
で
討
議
と
合
意
形
成
を
経
て
政
治
的
意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
前
提
に
し
た
宗
教
の
社
会
倫
理
が
求
め
ら
れ
る
。
公
共

空
間
に
参
与
す
る
形
で
宗
教
の
社
会
倫
理
が
提
示
さ
れ
、
政
治
過
程
、
社

会
過
程
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
形
態
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
第
二

バ
チ
カ
ン
公
会
議
を
経
て
、
こ
の
前
提
を
受
け
入
れ
、
新
た
な
形
で
の
社

会
倫
理
を
提
示
し
、
具
体
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

宗
教
社
会
学
的
に
は
ホ
セ
・
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
が
宗
教
が
個
人
の
も
の
と
捉

三
四
（
昭
和
九
）
年
一
〇
月
に
『
大
法
輪
』
を
創
刊
し
た
人
物
で
あ
る
。

四
歳
で
母
を
亡
く
し
寺
で
育
っ
た
石
原
は
、
静
岡
県
想
慈
院
で
得
度
し
、

可
垂
齋
で
修
行
生
活
を
経
験
し
た
。
上
京
後
、
出
版
業
で
財
を
な
し
、
仏

教
へ
の
恩
返
し
た
め
『
大
法
輪
』
を
創
刊
し
た
と
い
う
。
な
お
、
創
刊
号

の
題
字
は
、
可
垂
齋
で
出
会
っ
た
丘
球
学
（
一
八
七
七
―
一
九
五
三
）
に

揮
毫
を
依
頼
し
て
い
る
。
他
方
、
岡
山
県
鴨
方
出
身
で
、
瑞
応
寺
と
永
平

寺
で
修
行
し
た
赤
松
月
船
（
一
八
九
七
―
一
九
九
七
）
が
『
大
法
輪
』
の

社
員
時
代
に
永
平
寺
特
集
を
執
筆
し
た
際
は
、
石
原
は
大
変
喜
び
、
論
題

を
自
筆
し
た
。
赤
松
と
同
郷
で
あ
り
瑞
応
寺
と
總
持
寺
で
修
行
し
た
吉
川

彰
準
（
一
九
〇
四
―
一
九
九
三
）
は
、
地
元
に
縁
の
あ
る
良
寛
に
関
す
る

論
考
を
總
持
寺
の
機
関
誌
『
跳
龍
』
に
投
稿
し
て
い
る
。
赤
松
と
吉
川
は
、

瑞
応
寺
の
修
行
時
代
に
高
田
道
見
の
文
筆
・
文
画
活
動
に
影
響
を
受
け
て

い
た
。

　

以
上
、
本
発
表
で
論
じ
た
よ
う
に
、
曹
洞
宗
に
お
い
て
は
、
修
行
道
場

で
の
経
験
と
人
脈
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
要
素
に
な
っ

て
お
り
、「
寺
院
」
か
ら
「
寺
院
」
へ
の
循
環
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

と
結
論
付
け
た
。
発
表
後
、
フ
ロ
ア
か
ら
は
近
世
に
お
け
る
遍
参
と
の
相

違
、
岡
山
の
宗
教
性
、
宗
教
雑
誌
と
大
衆
雑
誌
の
類
似
点
に
関
す
る
質
問

が
寄
せ
ら
れ
た
。

近
代
日
本
仏
教
の
社
会
倫
理

島
薗
　
　
進

　

仏
教
の
社
会
倫
理
に
つ
い
て
一
つ
の
有
力
な
モ
デ
ル
を
描
い
た
の
は
、

中
村
元
『
宗
教
と
社
会
倫
理
』（
一
九
五
九
年
）
だ
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
の

古
代
の
宗
教
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
が
、
初
期
仏
教
か
ら
大
乗
仏
教
成
立
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つ
つ
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
代
日
本
仏
教
の
社
会
倫
理
が
、

国
家
神
道
的
な
体
制
の
下
と
い
う
限
界
は
も
ち
つ
つ
も
、
公
共
宗
教
的
な

様
態
に
向
け
て
一
定
の
前
進
を
と
げ
よ
う
と
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
近
代
日
本
仏
教
の
社
会
倫
理
を
伝
統
仏
教
と
新
宗
教

の
双
方
を
視
野
に
入
れ
、
公
共
宗
教
へ
の
歩
み
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

え
ら
れ
、
政
教
分
離
に
の
っ
と
っ
て
宗
教
の
私
事
化
が
進
ん
だ
後
の
段
階

で
、
再
び
宗
教
の
政
治
関
与
・
社
会
関
与
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
と
論
じ

た
。
こ
れ
は
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
実
情
を
踏
ま
え
た
議
論
で
、
二
〇

世
紀
後
半
に
脱
私
事
化
が
進
み
、「
公
共
宗
教
」
と
い
う
様
態
が
広
が
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
た
。

　

で
は
、
日
本
の
近
代
仏
教
で
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
伝
統
仏
教
教
団
を
念

頭
に
お
い
て
考
え
直
し
て
み
る
。「
仏
教
の
近
代
化
」
や
「
近
代
仏
教
」
に

つ
い
て
の
議
論
で
は
、
宗
教
を
ま
ず
は
個
人
の
内
面
の
事
柄
と
し
て
捉
え

る
議
論
が
有
力
だ
っ
た
。
鎌
倉
仏
教
こ
そ
が
日
本
の
仏
教
で
あ
る
と
し
、

と
く
に
念
仏
と
禅
、
個
人
の
信
仰
や
修
行
に
そ
の
本
領
を
見
る
と
い
う
見

方
が
優
勢
で
、
宗
教
の
社
会
倫
理
や
社
会
関
与
に
つ
い
て
注
目
す
る
議
論

が
低
調
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
こ
の
報
告
で
は
、
近
代
仏
教
の
社
会
倫
理
を
見
直
す
た

め
に
、
明
治
初
期
の
「
政
教
分
離
」
と
大
正
期
の
仏
教
社
会
事
業
を
例
に

と
っ
て
考
え
て
い
く
。
明
治
初
期
の
浄
土
真
宗
が
政
教
分
離
を
唱
え
て
大

教
院
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
を
、
近
代
的
な
宗
教
の
自
立
に
向
か
っ
た
動
き

と
す
る
見
方
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
明
治
維
新
の
当
初
か
ら
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
で
は
、
真
俗
二
諦
の
理
念
に
よ
っ
て
現
世
の
秩
序
は
国
家
に
委
ね
、

宗
教
は
個
人
の
救
済
に
そ
の
役
割
が
限
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
が

と
ら
れ
た
。
こ
の
段
階
で
、
昭
和
前
期
の
皇
道
仏
教
へ
の
道
筋
が
付
け
ら

れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
大
正
期
の
渡
辺
海
旭
ら
に
よ
る
仏
教
社
会
事
業
は
キ
リ
ス
ト
教

の
社
会
事
業
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
国
家
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
つ
つ
、

福
祉
領
域
で
の
社
会
関
与
を
実
現
す
る
も
の
だ
っ
た
。
教
育
や
福
祉
の
領

域
で
は
、
多
元
的
な
宗
教
の
社
会
関
与
が
限
界
を
も
ち
つ
つ
も
形
を
な
し



223　　

個人発表 『宗教研究』97巻別冊（2024年）

善
友
の
形
象
に
関
す
る
一
考
察

筒
井
　
奈
々

　

論
蔵
『
人
施
設
論
』
で
は
、
舎
利
弗
の
説
法
に
あ
る
通
り
、
善
言
と
善

友
が
挙
げ
ら
れ
る
。
持
戒
を
善
法
と
す
る
一
類
の
人
と
し
て
、
彼
善
人

（
プ
リ
サ
プ
ッ
ガ
ロ
）
を
友
（
カ
ル
ヤ
ー
ナ
ミ
ッ
ト
）・
朋
と
し
尊
敬
す
る

こ
と
に
親
近
の
語
が
対
応
す
る
。『
大
須
陀
須
摩
本
生
譚
』
の
漢
訳
『
大

智
度
論
』
で
善
友
と
称
え
ら
れ
る
須
陀
須
摩
王
は
、
実
語
を
称
賛
し
妄
語

を
呵
る
偈
を
説
き
、
鹿
足
王
は
信
心
清
浄
に
な
り
、
幽
囚
の
身
か
ら
解
放

さ
れ
た
。

　

蔵
外
の
五
世
紀
頃
大
寺
派
仏
音
著
『
清
浄
道
論
』
に
、
正
行
（
ア
ー
チ

ャ
ー
ロ
）
と
は
、「
身
・
語
之
不
犯
」
を
言
い
、
四
衆
へ
の
暴
言
は
非
行

処
で
戒
め
ら
れ
る
。
近
縛
行
処
と
は
四
念
処
で
あ
り
、
世
尊
所
説
に
比
丘

の
行
処
は
「
己
祖
父
（
諸
仏
）
之
境
即
此
四
念
処
」
と
い
う
。
善
友
が
授

け
る
一
切
処
業
処
の
中
に
、
比
丘
が
死
念
に
依
り
、
邪
求
を
捨
て
て
益
を

増
大
し
、
無
常
・
苦
・
無
我
の
悚
懼
で
、
無
執
著
の
生
活
を
す
る
。
次
に

不
浄
想
に
通
暁
し
、
諸
天
の
所
縁
と
な
す
も
貪
ら
ず
彼
心
を
奪
う
。
こ
の

慈
・
死
念
・
不
浄
想
の
よ
う
に
多
く
饒
益
す
る
ゆ
え
、
一
切
処
に
希
求
さ

れ
る
と
は
、
目
的
を
瑜
伽
勤
修
の
業
処
と
な
し
、「
一
切
処
業
処
」
と
言

う
。
三
帰
と
慈
悲
の
瞑
想
に
諸
天
神
へ
の
慈
が
加
わ
っ
た
よ
う
で
、
諸
天

所
縁
に
対
し
貪
に
依
ら
な
い
不
浄
想
が
重
要
に
な
る
。
諸
天
へ
の
慈
を
修

習
し
、
さ
ら
に
ご
利
益
と
め
で
た
さ
（
浄
相
）
に
固
執
し
な
い
た
め
に
不

浄
想
に
通
暁
す
る
よ
う
で
あ
る
。『
羅
睺
羅
経
』
に
も
「
浄
相
伴
欲
貪 

此

須
応
迴
避 

善
依
不
浄
想 

修
習
心
一
境
」
と
い
う
。
そ
し
て
世
尊
、
八
十

大
声
聞
、
漏
尽
者
、
阿
那
含
・
斯
陀
含
・
須
陀
洹
・
禅
、
三
蔵
・
二
蔵
・

一
蔵
持
者
、
長
部
等
一
部
の
義
疏
に
通
達
す
る
者
の
と
こ
ろ
で
才
を
学
得

す
る
。
こ
の
よ
う
な
聖
典
持
者
は
、
伝
統
の
阿
闍
梨
を
維
持
す
る
。
善
友

が
授
け
る
「
応
用
業
処
」
で
は
性
行
の
適
順
に
依
り
決
択
す
る
四
十
業
処

の
中
、
貪
行
者
は
十
不
浄
と
身
至
念
等
の
十
一
業
処
に
適
順
す
る
。『
等

覚
』・『
弥
醯
』
と
『
教
誡
羅
睺
羅
大
経
』
に
も
不
浄
を
修
習
し
て
貪
欲
を

断
つ
と
説
く
。
善
く
業
処
を
修
習
し
て
鎮
ま
ら
な
い
伏
貪
無
く
、
あ
る
い

は
信
等
を
饒
益
す
る
。
仏
世
尊
・
阿
闍
梨
を
、「
業
処
を
教
授
す
る
善
友
」

と
い
い
、「
親
近
」
と
は
業
処
の
教
授
を
請
う
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
等
を

ま
と
め
て
「
把
取
」
と
い
う
。
あ
る
い
は
親
近
と
は
、
細
か
い
行
儀
作
法

を
指
す
。
善
友
は
、
定
を
修
習
す
る
精
舍
の
阿
闍
梨
や
和
尚
、
そ
し
て
そ

れ
に
等
し
い
者
を
い
い
、
善
友
が
い
れ
ば
悪
友
も
存
在
す
る
が
、
こ
の
論

で
は
経
典
よ
り
仏
教
的
な
専
門
用
語
と
な
る
。

　

四
念
処
は
観
（
ビ
パ
ッ
サ
ナ
ー
）
の
中
核
を
成
す
観
想
法
で
あ
り
、
身

受
心
法
の
四
は
不
浄
観
・
一
切
皆
苦
・
諸
行
無
常
・
諸
法
無
我
に
対
応

し
、
三
十
七
道
品
最
初
の
修
行
法
で
あ
る
。
四
十
業
処
の
他
、
四
念
処
に

も
身
の
不
浄
観
が
現
れ
、
さ
ら
に
三
法
印
と
、
初
期
か
ら
龍
樹
菩
薩
を
介

し
、
弘
法
大
師
の
提
唱
す
る
即
身
成
仏
思
想
を
予
想
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、

余
計
な
執
着
を
起
こ
す
と
悟
れ
な
い
。
私
の
よ
う
な
凡
夫
は
必
ず
余
計
な

執
着
を
持
っ
て
い
る
。

　

無
畏
山
寺
派
優
波
底
沙
の
四
世
紀
頃
造
『
解
脱
道
論
』
は
漢
訳
の
み
現

存
す
る
『
清
浄
道
論
』
の
底
本
だ
が
、
そ
こ
に
善
友
の
形
象
と
も
い
う
べ

き
勝
善
知
識
が
説
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
坐
禅
人
・
糞
掃
衣
人
・
乞
食
人
・

律
師
・
上
座
の
大
僧
・
旧
住
の
比
丘
・
阿
毘
曇
師
・
頭
陀
人
・
彼
坐
禅

人
・
阿
闍
梨
等
を
い
う
。
善
神
通
と
四
諦
を
得
る
二
種
人
は
功
徳
成
就

し
、
覓
め
る
所
の
善
知
識
で
あ
る
。
口
業
関
連
に
、
綺
語
を
滞
り
な
く
総

語
の
相
に
さ
せ
る
、
こ
れ
は
忍
辱
を
謂
う
。
そ
し
て
業
処
に
通
達
す
る
深
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た
が
、
後
伝
期
は
イ
ン
ド
仏
教
が
専
一
的
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

後
伝
期
に
お
け
る
教
学
は
『
宝
性
論
』
の
二
つ
の
解
釈
学
派
の
う
ち
論
理

学
派
に
よ
る
瞑
想
学
派
の
駆
逐
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
て
い
く
（
槇
殿
二
〇

二
一
）。『
カ
チ
ェ
ム
』
の
伝
承
者
た
ち
は
瞑
想
学
派
の
系
譜
で
あ
り
、
後

伝
期
の
不
寛
容
さ
に
抑
圧
さ
れ
た
者
た
ち
の
系
譜
で
あ
る
。
外
国
と
の
交

流
が
絶
た
れ
て
行
き
、
鎖
国
の
末
に
一
九
五
九
年
を
迎
え
る
。『
カ
チ
ェ

ム
』
は
前
伝
期
の
多
様
性
と
前
伝
期
の
チ
ベ
ッ
ト
が
多
民
族
国
家
で
あ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
。
そ
の
際
立
っ
た
特
徴
は
、
国
際
色
の
豊
か
さ

と
多
様
な
文
化
と
宗
教
の
共
生
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
チ
ベ
ッ
ト
前
伝
期
に

お
け
る
鎮
護
国
家
と
国
家
運
営
の
手
法
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ボ

ン
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
土
地
神
、
中
国
、
ネ
パ
ー
ル
、
中
央
ア
ジ
ア
諸

国
と
の
多
彩
な
交
流
が
見
ら
れ
る
。
前
伝
期
の
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
、
仏

教
に
よ
る
鎮
護
国
家
を
目
指
す
際
に
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
多
様
性

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
王
の
宮
廷
に
は
多
く
の
ボ
ン
教
の
大
臣
が
お

り
、
王
の
六
人
の
妃
の
三
人
は
外
国
人
で
あ
り
、
う
ち
一
人
は
ボ
ン
教
徒

で
あ
る
。
経
典
が
チ
ベ
ッ
ト
に
最
初
に
招
来
し
た
時
、
仏
法
か
ボ
ン
教
か

判
別
で
き
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
王
が
方
々
に
寺
院
を
建
立
し
た

後
、
仏
教
の
三
学
で
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
ボ
ン
教
が
書
か
れ
る
。
ア

テ
ィ
シ
ャ
が
『
カ
チ
ェ
ム
』
を
発
見
す
る
と
、
仏
教
の
三
学
が
ボ
ン
教
の

吉
祥
の
教
え
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ン
教
に
よ
る
医
療
技
術
が
宝
物
と

し
て
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
す
る
。
王
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
御
堂

の
一
つ
は
人
々
の
個
性
に
合
わ
せ
て
、
ど
の
人
が
訪
れ
て
も
、
そ
の
人
の

居
場
所
が
見
出
せ
る
よ
う
に
内
装
に
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
国
家
の

様
々
な
構
成
員
へ
の
配
慮
が
読
み
取
れ
る
。
中
国
、
イ
ン
ド
の
ゲ
ー
ム
、

出
家
者
、
ボ
ン
教
、
密
教
行
者
が
含
ま
れ
る
。
王
が
建
立
し
た
御
堂
の
一

語
を
説
く
。

　

村
上
解
説
に
、
空
海
は
二
十
歳
前
後
か
ら
自
度
の
沙
弥
と
し
て
私
度
に

入
り
、
諸
国
を
巡
る
。
十
八
歳
作
、
二
十
四
歳
再
治
と
も
い
う
、
高
木
説

に
、
官
界
へ
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
二
十
四
歳
の
暮
、
同
学
の
伊
予
親
王
に

自
ら
が
確
信
す
る
在
り
よ
う
を
示
し
た
『
聾
瞽
指
帰
』
執
筆
の
時
期
、
求

聞
持
法
を
教
わ
っ
た
あ
る
沙
門
に
出
会
っ
て
な
か
っ
た
。「
仮
名
乞
児
論
」

に
「
阿
毘
私
度
は
常
に
膠
漆
の
執
友
た
り
。」
と
い
う
。
福
永
訳
注
に
、

私
度
僧
の
阿
毘
法
師
は
、
つ
ね
に
最
も
親
し
い
同
志
の
友
人
で
、「
膠
漆

の
執
友
」
は
、
志
を
執
る
こ
と
同
じ
く
す
る
友
で
あ
る
。
厳
し
い
苦
行
を

共
に
す
る
修
行
僧
に
、
同
志
の
友
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
カ
チ
ェ
ン
・
カ
ク
ル
マ
』
に
お
け
る
王
権
と
神
仏
習
合

槇
殿
　
伴
子

　
『
カ
チ
ェ
ム
・
カ
ク
ル
マ
（「
柱
遺
書
」）』（bK

a ’ chem
s ka khol 

m
a

以
下
『
カ
チ
ェ
ム
』）
は
観
自
在
菩
薩
の
化
身
と
さ
れ
る
古
代
チ
ベ

ッ
ト
王
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
（
没
六
五
〇
）
の
遺
言
書
と
し
て
伝
え
ら
れ

る
埋
蔵
経
で
あ
る
。『
カ
チ
ェ
ム
』
は
、
王
が
ラ
サ
の
ト
ゥ
ル
ナ
ン
寺
の

柱
に
埋
め
、
後
伝
期
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
復
興
に
寄
与
し
た
ア
テ
ィ
シ
ャ

（942-1054

）
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
そ
の
第
一
章
に
記
さ
れ
て
い

る
。『
カ
チ
ェ
ム
』
の
内
容
は
、
王
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
仏
教
を
移
入
し
、

文
字
を
制
定
し
、
ネ
パ
ー
ル
と
中
国
か
ら
王
妃
を
将
来
し
、
王
妃
と
共
に

仏
像
が
招
来
さ
れ
、
土
地
神
を
制
圧
し
な
が
ら
仏
教
寺
院
を
各
地
に
建
立

し
、
チ
ベ
ッ
ト
を
仏
教
国
と
し
て
建
設
し
て
い
く
過
程
を
歴
史
物
語
的
に

描
く
。D

avid Snellgrove

（1987

）
は
チ
ベ
ッ
ト
ト
仏
教
前
伝
期
に

は
イ
ン
ド
仏
教
と
並
ん
で
中
国
及
び
中
央
ア
ジ
ア
の
仏
教
が
存
在
し
て
い
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な
い
か
ら
、
同
分
の
眼
が
見
る
。
能
依
の
眼
識
は
見
な
い
。
五
識
倶
生
の

慧
も
不
度
の
故
に
見
な
い
。
身
見
等
の
五
の
染
汚
の
見
と
、
世
間
の
正
見

と
、
有
学
の
正
見
と
、
無
学
の
正
見
が
見
る
。
ま
た
、
一
切
法
を
大
き
く

分
け
て
、
二
法
の
み
が
見
の
自
体
と
さ
れ
る
。
有
色
法
の
中
、
眼
の
み
が

見
る
。
無
色
法
の
中
、
行
相
明
利
に
、
境
界
を
推
度
し
、
内
門
転
の
慧
の

み
が
見
る
。
眼
根
に
は
、
審
慮
・
決
度
の
相
は
な
い
が
、
色
を
観
照
し
、

闇
と
相
違
し
、
作
用
が
明
利
で
あ
る
か
ら
、
見
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
教
証

も
あ
る
。
た
と
え
眼
見
で
あ
っ
て
も
、
同
時
に
一
切
の
境
を
見
な
い
。
同

分
（
認
識
に
参
与
す
る
）
の
眼
の
み
が
見
る
。
眼
識
に
住
持
さ
れ
て
、
同

分
と
な
る
。
一
切
根
は
同
時
に
自
識
に
各
住
持
さ
れ
な
い
。
対
論
者
は
、

そ
の
よ
う
な
場
合
、
能
依
の
眼
識
が
見
て
、
眼
は
見
な
い
の
で
は
な
い
か

と
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
衆
賢
は
、
眼
識
の
力
に
住
持
さ
れ
て
、
眼
根

に
勝
用
が
生
じ
、
眼
根
が
見
る
と
い
う
。
薪
の
力
で
勝
用
の
火
が
生
じ
、

火
が
焼
く
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
眼
で
は
な
く
識
が
見
る
な
ら
、

眼
を
離
れ
て
識
が
見
う
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
識
が

倶
生
の
大
種
を
長
益
し
、
勝
根
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
根
が
衆
色
を
見
る
。

識
は
了
別
す
る
が
、
そ
れ
は
見
の
因
縁
で
あ
り
、
見
の
体
で
は
な
い
。
眼

識
が
見
で
な
い
理
由
と
し
て
、
理
証
・
教
証
が
あ
る
が
、
ま
ず
一
つ
目
の

理
証
が
説
か
れ
る
。
衆
賢
は
、
眼
識
と
耳
等
の
識
は
、
差
別
が
な
い
と
言

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
識
は
、
所
依
の
根
の
差
別
に
よ
っ
て
、
余
識
と
異
な
る

が
、
想
が
生
じ
て
例
え
ば
眼
識
の
名
を
得
る
だ
け
だ
と
さ
れ
る
。
識
の
法

性
が
変
わ
っ
て
、
識
に
見
の
体
が
成
立
す
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、
草
木
・
牛
糞
・
糠
に
よ
っ
て
火
の
名
が
変
わ
る
が
、
煖
性
は
等
し

い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
衆
賢
は
、
意
識
が
見
の
体
で
な
い
な
ら
、
眼
識

も
見
の
体
で
な
い
と
言
う
。
識
と
し
て
両
者
は
体
類
が
同
で
あ
る
か
ら
で

つ
が
破
壊
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
修
復
の
た
め
に
活
躍
し
た
の
は
ボ
ン
教
徒

で
あ
る
。
王
は
御
堂
の
柱
に
宝
物
と
し
て
ボ
ン
教
、
中
国
伝
来
の
科
学
技

術
、
密
教
と
心
の
教
え
の
瞑
想
の
手
引
書
を
埋
蔵
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
、

後
世
に
弾
圧
さ
れ
た
者
た
ち
の
教
え
と
符
号
す
る
。
イ
ン
ド
の
叙
事
詩

『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
に
登
場
す
る
猿
ハ
ヌ
マ
ー
ン
は
観
自
在
菩
薩
の
弟
子

で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
人
の
男
親
の
祖
先
と
な
る
。『
カ
チ
ェ
ム
』
は
、
イ

ン
ド
に
お
い
て
、
仏
教
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
に
よ
っ
て
守
護
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
伝
え
る
。
釈
迦
牟
尼
仏
の
仏
像
の
建
立
は
イ
ン
ド
ラ
神
、
神

の
大
工
ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ
カ
ル
マ
ン
、
七
十
二
の
守
護
神
と
金
剛
手
が
役
割

を
担
う
。
王
が
観
自
在
菩
薩
を
主
尊
と
す
る
寺
を
建
立
し
た
と
き
、
そ
の

周
囲
の
御
堂
で
イ
ン
ド
の
諸
尊
が
寺
を
守
る
。
金
剛
手
、
竜
王
ウ
パ
ナ
ン

ダ
、
ラ
ン
カ
ー
島
の
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
、
ガ
ン
ダ
ル
バ
、
シ
ュ
リ
ー
・
デ
ー
ヴ

ィ
ー
、
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
（
弁
財
天
）
で
あ
る
。
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ

王
の
仏
教
に
よ
る
国
造
り
は
、
多
民
族
国
家
に
お
い
て
多
種
多
様
な
文
化

と
宗
教
が
折
衷
し
あ
い
、
ど
の
人
に
も
平
等
に
居
場
所
が
あ
り
、
互
い
に

支
え
合
う
関
係
を
目
指
し
て
お
り
、
成
仏
は
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
こ

そ
達
成
さ
れ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
と
ボ
ン
教
の
支
援
な
く
て
は
、

鎮
護
国
家
は
成
立
し
得
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
、
明
治
維
新
期
に
神
仏
分

離
令
が
発
令
さ
れ
る
ま
で
神
仏
習
合
で
あ
っ
た
。
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ン
ポ
王

の
国
造
り
の
例
は
二
十
一
世
紀
の
今
日
の
国
家
運
営
に
必
要
な
智
慧
を
与

え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
順
正
理
論
』
に
お
け
る
根
見
説
・
識
見
説
論
争

那
須
　
円
照

　

衆
賢
は
十
八
界
の
中
の
、
何
が
見
る
の
か
と
問
う
。
被
障
の
諸
色
を
見
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所
依
の
眼
根
が
取
る
境
界
は
、
能
依
の
眼
識
の
取
る
境
界
で
あ
る
。
両
者

は
必
ず
同
時
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
被
障
の
境
界
に
お
い
て
、
眼
の
は
た
ら

き
も
識
の
は
た
ら
き
も
な
い
。
眼
根
の
認
識
は
障
碍
有
対
で
は
な
く
、
境

界
有
対
で
説
明
さ
れ
る
か
ら
、
瑠
璃
等
の
透
明
な
境
に
と
ら
わ
れ
る
と
き

も
、
所
障
に
お
い
て
も
は
た
ら
き
が
起
こ
る
。
こ
の
場
合
も
、
瑠
璃
を
取

る
と
き
は
所
障
を
取
ら
ず
、
所
障
を
取
る
と
き
は
瑠
璃
を
取
ら
な
い
。

（
大
正
二
九
、
三
六
三
下
―
三
六
六
上
）

『
彰
所
知
論
』
の
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
に
お
け
る
位
置

阿
部
　
真
也

　
『
彰
所
知
論
』
は
チ
ベ
ッ
ト
人
パ
ス
パ
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
仏
教
論
書

で
あ
る
。
本
稿
は
、
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
に
対
す
る
『
彰
所
知
論
』
の
影
響
と

そ
の
価
値
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

主
要
な
モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
と
合
わ
せ
て
成
立
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。
①
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』（
一
二
二
八
年
説
が
有
力
。
た
だ
し
、

第
一
次
編
纂
の
年
）、
②
『
彰
所
知
論
』（
一
二
七
八
年
）、
③
十
四
世
紀

末
〜
十
六
世
紀
末
の
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
の
空
白
時
期
、
④
『
チ
ャ
ガ
ン
・

テ
ウ
ケ
』（
十
六
世
紀
末
）、
⑤
『
ア
ル
タ
ン
・
ハ
ー
ン
伝
』（
一
六
〇
七
年

か
ら
一
六
一
一
年
の
間
に
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
）、
⑥
著
者
不
明

『
ア
ル
タ
ン
・
ト
プ
チ
』（
一
六
二
〇
年
代
か
ら
一
六
三
〇
年
頃
の
間
）、

⑦
『
蒙
古
源
流
』（
一
六
六
二
年
）。『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
に
は
仏
教
に
関

す
る
記
述
は
な
い
。
し
か
し
、
以
降
の
年
代
記
に
は
仏
教
に
関
す
る
記
述

が
増
え
る
。
そ
の
全
て
が
『
彰
所
知
論
』
に
よ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
一

部
に
は
影
響
を
与
え
て
い
る
。
特
に
、『
蒙
古
源
流
』
は
明
ら
か
に
影
響

を
受
け
た
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。

あ
る
。
眼
等
の
諸
識
は
、
境
相
を
了
別
す
る
と
い
う
体
類
は
同
で
あ
る
が
、

善
等
の
義
類
の
差
別
が
あ
る
。
火
に
、
猛
勢
・
微
劣
・
有
烟
・
無
烟
の
待

縁
が
不
同
と
い
う
義
類
の
差
別
が
あ
る
が
、
体
類
は
煖
を
自
性
と
し
て
同

で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
義
類
は
善
等
の
よ
う
に
、
一
切
の
識
等
の

法
に
遍
通
し
な
い
が
、
体
類
は
遍
通
す
る
。
有
余
師
は
「
眼
識
は
被
障
の

色
を
見
な
い
か
ら
、
見
で
は
な
い
」
と
言
う
。
経
主
・
世
親
は
、「
現
見

す
る
と
、
壁
等
に
障
え
ら
れ
た
諸
色
を
観
な
い
が
、
識
見
な
ら
、
識
は
無

対
で
あ
る
か
ら
、
壁
等
に
碍
え
ら
れ
ず
、
障
色
を
も
見
る
は
ず
だ
」
と
言

う
。
衆
賢
は
、
無
対
の
眼
識
と
、
有
対
の
眼
が
、
一
境
に
は
た
ら
い
て
見

る
か
ら
、
眼
識
は
境
と
し
て
の
被
障
の
色
に
は
た
ら
い
て
も
、
眼
が
は
た

ら
か
な
い
か
ら
見
な
い
。
眼
根
能
見
論
者
は
、
眼
根
が
被
障
の
諸
色
に
対

し
て
見
の
功
能
が
な
く
、
見
な
い
の
は
、
眼
根
は
有
対
で
あ
り
、
識
と
所

依
（
根
）
は
一
境
に
お
い
て
は
た
ら
く
か
ら
、
そ
の
場
合
、
は
た
ら
き
は

起
こ
ら
な
い
の
で
あ
る
と
言
う
。
経
主
・
世
親
は
、「
眼
は
身
根
の
よ
う

に
境
と
合
し
て
認
識
す
る
」
と
言
う
。
衆
賢
は
、
眼
の
有
対
は
障
碍
有
対

で
は
な
く
、
合
境
の
み
を
取
る
が
不
合
境
を
取
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

い
と
反
論
す
る
。
眼
の
有
対
は
境
界
有
対
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
ろ

う
。
衆
賢
は
境
界
有
対
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
あ
る
境
に
と
ら
わ
れ
て
い

る
と
き
、
他
の
境
に
お
い
て
障
が
な
く
て
も
、
他
の
境
に
対
し
て
は
、
は

た
ら
き
が
起
こ
ら
な
い
。
障
が
あ
る
場
合
は
ま
し
て
や
、
は
た
ら
き
が
起

こ
ら
な
い
。
一
切
の
有
境
法
は
、
同
時
に
諸
境
界
を
取
り
得
な
い
。
衆
賢

は
主
張
す
る
。
眼
は
境
界
有
対
の
性
で
あ
り
、
色
は
障
碍
有
対
の
性
で
あ

る
か
ら
、
被
障
の
色
に
お
い
て
、﹇
透
明
な
被
障
色
の
場
合
を
除
い
て
﹈

眼
の
は
た
ら
き
は
生
じ
な
い
。
意
と
意
識
は
決
ま
っ
た
所
依
能
依
関
係
に

あ
っ
て
も
、
一
境
に
作
用
は
決
定
せ
ず
、
一
時
に
他
境
界
を
取
り
得
る
。
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な
っ
た
。
た
だ
し
、『
彰
所
知
論
』
で
は
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン

ゴ
ル
と
並
ん
で
い
る
だ
け
で
、
繋
が
り
に
関
す
る
記
述
は
な
か
っ
た
。
現

存
す
る
年
代
記
で
、
最
初
に
イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト
、
チ
ベ
ッ
ト
と
モ
ン
ゴ

ル
を
つ
な
ぐ
記
述
を
し
た
の
は
、
著
者
不
明
の
『
ア
ル
タ
ン
・
ト
プ
チ
』

で
あ
る
。
そ
の
次
に
著
さ
れ
た
『
蒙
古
源
流
』
は
、
王
統
史
だ
け
で
は
な

く
、
宇
宙
論
の
記
述
に
お
い
て
も
、『
彰
所
知
論
』
か
ら
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。

　
『
彰
所
知
論
』
は
、
著
さ
れ
た
時
期
が
、
モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
の
空
白
の

時
代
の
前
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
の
皇
太
子
チ
ン
キ
ム
の
た
め

に
著
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
か
ら
以
降
の
モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
の
著
者
が
参
考

に
す
る
こ
と
は
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
仏
教

の
歴
史
に
お
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
そ
れ

ら
モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
の
中
で
、
具
体
的
に
参
考
文
献
と
し
て
名
を
挙
げ
て

い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
の
は
、『
蒙
古
源
流
』
だ
け
で
あ
る
。『
蒙
古
源

流
』
に
は
多
く
の
写
本
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
彰
所
知
論
』
が
多
く
の
年
代
記
に

間
接
的
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
も
言
え
る
。
モ
ン
ゴ
ル
王
統
史
の
形

式
、
仏
教
教
理
の
記
述
内
容
な
ど
、
後
世
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

旧
本
『
八
千
頌
般
若
』
復
元
の
試
み

庄
司
　
史
生

　

本
研
究
は
、『
八
千
頌
般
若
』
等
の
い
わ
ゆ
る
拡
大
般
若
経
の
形
成
過

程
を
、
経
典
本
文
の
分
析
と
注
釈
文
献
の
読
解
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
、『
八
千
頌
般
若
』
の
原
初
的
形

　
『
彰
所
知
論
』
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
倶
舎
論
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
異
な

る
記
述
も
出
て
く
る
。
以
下
に
三
つ
挙
げ
る
。
一
つ
目
は
、
イ
ン
ド
、
チ

ベ
ッ
ト
に
続
け
て
、
モ
ン
ゴ
ル
王
統
の
初
期
の
記
述
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
王
統
史
が
入
っ
て
い
る
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
皇
太
子
チ

ン
キ
ム
の
た
め
の
著
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
情
世
間
品
の
中
に

そ
の
記
述
が
あ
る
。
イ
ン
ド
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル

と
続
く
。
フ
ビ
ラ
イ
の
代
ま
で
が
範
囲
で
あ
る
。
最
後
は
、
フ
ビ
ラ
イ
の

三
人
の
子
供
の
名
を
挙
げ
、
真
金
の
名
も
あ
る
。
イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
、

モ
ン
ゴ
ル
の
順
に
書
か
れ
る
王
統
史
の
形
式
は
、
後
の
時
代
へ
の
影
響
が

大
き
い
。
次
は
、
四
劫
説
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。『
倶
舎
論
』
は
、

成
・
住
・
壊
・
空
、
の
四
劫
説
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
彰
所
知
論
』
で

は
、
中
・
成
・
住
・
壊
・
空
・
大
、
の
六
劫
説
を
説
い
て
い
る
。
た
だ
し
、

四
劫
説
に
中
劫
と
大
劫
を
付
け
加
え
た
だ
け
で
、
内
容
的
に
は
変
わ
ら
な

い
。
こ
の
六
劫
説
は
『
蒙
古
源
流
』
に
受
け
継
が
れ
る
（
成
・
住
・
中
・

壊
・
空
・
大
）。
三
つ
目
は
『
彰
所
知
論
』
で
六
道
説
が
説
か
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。『
倶
舎
論
』
で
は
五
道
説
で
あ
る
。
説
一
切
有
部
は
五
道
説

を
取
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
両
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
異
な

っ
て
い
る
。『
倶
舎
論
』
を
参
考
と
し
て
著
さ
れ
た
論
書
で
あ
る
が
、
随

所
に
異
な
る
記
述
も
あ
る
。
パ
ス
パ
の
思
想
や
知
識
も
多
分
に
入
っ
た
仏

教
論
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

パ
ス
パ
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
の
が
一
二
七
八
年
で
あ
り
、
漢
訳
さ
れ
た

の
は
一
三
〇
六
年
で
あ
る
。
余
り
時
間
を
お
か
ず
に
漢
訳
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
重
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
は
、
年
代

記
に
与
え
た
影
響
が
大
き
い
。
特
に
、
王
統
史
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
・

チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
と
連
な
る
王
統
が
、
モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
の
定
型
と
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若
』
で
あ
る
。
十
二
世
紀
の
時
点
で
ジ
ャ
ガ
ッ
ダ
ラ
に
住
む
も
の
が
、

『
八
千
頌
般
若
』
を
旧
・
新
の
二
種
の
テ
キ
ス
ト
を
意
識
的
に
分
類
し
て

い
た
。
二
種
の
『
八
千
頌
般
若
』
は
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
し
て
現
存
す
る
。

二
つ
目
の
分
類
と
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
三
種
の
『
八
千
頌
般
若
』
で

あ
る
。
十
七
世
紀
の
時
点
で
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
五
世
が
訳
語
を
基
準
と
し
て

チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
八
千
頌
般
若
』
を
三
種
に
分
類
す
る
伝
承
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。
三
種
の
『
八
千
頌
般
若
』
は
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
し
て
現
存

す
る
。

　

本
稿
で
は
、
改
め
て
旧
本
『
八
千
頌
般
若
』
復
元
の
方
法
を
提
示
し
て

お
き
た
い
。
復
元
の
方
法
と
は
単
純
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
現
存
す
る

梵
本
と
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
新
系
統
と
の
対
照
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
。
次

に
、
先
の
対
照
テ
キ
ス
ト
と
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
旧
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と
を
対

照
さ
せ
る
。
最
後
に
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
新
系
統
と
同
旧
系
統
と
に
共
通
す

る
部
分
を
現
存
梵
本
か
ら
抜
き
出
す
。

　

以
上
の
通
り
で
あ
る
。
従
来
『
八
千
頌
般
若
』
の
原
初
的
形
態
に
関
し

て
は
、
梶
芳
光
運
博
士
、
辛
嶋
静
志
博
士
ら
に
よ
る
研
究
の
成
果
が
知
ら

れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
旧
本
と
は
、
漢
訳
で
は
玄
奘
訳
『
大
般
若
波

羅
蜜
多
経
』
の
第
四
会
に
相
当
し
、
そ
れ
は
『
八
千
頌
般
若
』
諸
本
中
に

お
い
て
最
古
の
も
の
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
存
梵
本
『
八

千
頌
般
若
』
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
な
ら

ば
、
こ
の
旧
本
の
資
料
的
価
値
は
高
く
、
そ
の
点
に
お
い
て
資
料
と
し
て

有
用
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
旧
本
を
中
心
と
し
た
経
典
本
文

の
分
析
を
行
う
際
に
は
、
十
二
世
紀
に
著
さ
れ
た
『
八
千
頌
般
若
』
に
対

す
る
注
釈
で
あ
り
、
旧
本
『
八
千
頌
般
若
』
の
経
典
本
文
を
引
用
す
る
、

ジ
ャ
ガ
ッ
ダ
ラ
に
住
む
も
の
著
『
世
尊
母
伝
承
随
順
』
も
ま
た
あ
わ
せ
て

態
の
成
立
は
紀
元
前
後
頃
に
ま
で
遡
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
紀
元

後
二
世
紀
に
は
支
婁
迦
讖
に
よ
っ
て
『
道
行
般
若
経
』
が
訳
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
紀
元
後
一
世
紀
か
ら
二
世
紀
頃
の
間
に
書
写
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
ガ
ー
ン
ダ
ー
リ
ー
写
本
も
発
見
・
研
究
さ
れ
、
そ
の

成
果
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
現
代
ネ
パ
ー
ル
で
は
梵
本
『
八
千
頌

般
若
』
写
本
の
本
文
が
、
一
九
六
〇
年
に
イ
ン
ド
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た

梵
本
『
八
千
頌
般
若
』（
所
謂
ヴ
ァ
イ
デ
ィ
ヤ
本
）
に
基
づ
い
て
修
正
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は
仏
教

史
上
に
お
い
て
今
も
な
お
こ
の
経
典
が
変
容
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
中
、
筆
者
は
『
八
千
頌
般
若
』
の
形
成
過
程

に
つ
い
て
、
主
と
し
て
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
諸
本
を
用
い
、
イ
ン
ド
に
お

け
る
二
種
の
『
八
千
頌
般
若
』
と
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
三
種
の
『
八
千
頌

般
若
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
デ
ル
ゲ
版
等
の
特
定
の

カ
ン
ギ
ュ
ル
に
所
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
単
独
の
写
本
と
し
て
書
写
さ
れ

た
も
の
が
数
多
く
現
存
し
て
お
り
（
そ
の
多
く
は
紺
紙
金
（
銀
）
泥
写
本
、

い
わ
ゆ
る
装
飾
経
）、
ま
た
そ
れ
ら
の
中
に
は
現
存
す
る
ネ
パ
ー
ル
系
梵

本
『
八
千
頌
般
若
』
写
本
よ
り
も
古
い
本
文
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
き
た
。
要
す
る
に
、
書
写
年
代
が
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
な
い
チ
ベ

ッ
ト
語
訳
『
八
千
頌
般
若
』
写
本
で
あ
っ
て
も
、
経
典
本
文
と
し
て
は
ツ

ェ
ル
パ
系
カ
ン
ギ
ュ
ル
所
収
本
よ
り
も
古
い
伝
承
を
保
持
す
る
テ
ン
パ
ン

マ
系
と
近
似
す
る
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、

『
八
千
頌
般
若
』
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
次
の
二
点
を
基

準
と
し
て
経
典
を
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
指
摘
し

て
き
た
。
一
つ
目
の
分
類
と
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
二
種
の
『
八
千
頌
般
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論
的
世
界
観
が
新N

学
派
に
継
承
さ
れ
る
。（
非
存
在
認
識
論
と
二
種
の

否
定
機
能
論
に
つ
い
て
は
別
稿
に
期
す
。）

　
〈
無
〉
は
解
脱
論
・
修
道
論
と
も
深
く
関
わ
る
。Śan .kara

（
八
世
紀
）

に
始
ま
るA

dvaita-V
ed

派
で
は
、
解
脱
知
達
成
の
た
め
に
克
服
す
べ

き
無
明
（avidyā

）
は
単
な
る
明
知
の
欠
如
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
在
者
と

の
相
互
付
託
に
よ
っ
て
多
様
な
現
象
界
（
名
色
）
の
現
出
を
も
た
ら
す
。

こ
の
無
明
の
働
き
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
現
象
界
、
さ
ら
に
は
無
明
そ
の

も
の
を
「
有
と
も
無
と
も
言
表
し
き
れ
な
い
も
の
」
と
表
し
て
い
る
。
他

方
、V

ai

学
派
で
は
、
個
々
人
固
有
の
恒
常
我
に
苦
の
感
覚
を
含
む
生
滅

す
る
属
性gun. a

全
て
が
絶
滅
し
た
状
態
を
、N

学
派
で
は
「
苦
か
ら

の
窮
極
的
な
離
脱
」
を
解
脱
と
見
な
す
。
そ
の
状
態
を
実
現
す
る
に
は
、

「
苦
な
る
生
存
」（
身
体
、
感
官
と
対
象
、
感
覚
・
意
識
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
）
を
、
す
で
に
今
生
で
受
け
た
分
に
関
し
て
は
享
受
し
尽
く
し
、
ま
た

来
世
の
「
苦
な
る
生
存
」
の
原
因
と
な
る
業
の
潜
在
余
力
を
自
力
で
滅
し

尽
く
し
て
、
い
ず
れ
も
「
始
ま
り
が
あ
っ
て
終
わ
り
が
な
い
」
已
滅
無
状

態
に
す
れ
ば
よ
い
。
生
者
必
滅
の
因
果
道
理
を
半
分
逸
脱
し
た
已
滅
無
の

概
念
に
、
両
派
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
解
脱
観
は
支
え
ら
れ
た
形
で
あ
る
。
似

た
よ
う
な
事
情
は
、
説
一
切
有
部
の
涅
槃
観
に
も
当
て
は
ま
る
。
自
力
で

作
り
出
さ
れ
た
修
行
の
果
て
の
智
慧
の
完
成
に
よ
る
煩
悩
の
滅
却
（
択
滅

=
涅
槃
）
は
無
為
法
で
あ
り
、
原
因
の
な
い
特
殊
な
結
果
（
離
繋
果
）
で

あ
り
、
終
わ
り
は
な
い
。
宗
教
的
目
標
（
解
脱
・
涅
槃
）
の
達
成
に
向
け

て
の
修
道
の
階
梯
を
登
り
ゆ
く
歩
み
は
、N

-V
ai

学
派
も
説
一
切
有
部
も

因
果
律
の
領
域
内
に
と
ど
ま
る
自
力
の
営
み
で
あ
る
が
、
そ
の
境
涯
が
成

就
し
た
暁
に
は
因
果
の
道
理
か
ら
超
出
し
て
ゆ
き
、
し
か
も
最
終
的
な
境

涯
は
已
滅
無
な
い
し
択
滅
と
い
う
、
否
定
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
点
で

参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
複
数
言
語
の
諸
本
が
多
数
現
存
す
る
『
八
千
頌
般
若
』

に
つ
い
て
、
注
釈
文
献
と
あ
わ
せ
て
分
析
・
読
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ

ン
ド
と
周
辺
地
域
に
お
け
る
仏
教
典
籍
が
い
か
に
変
容
し
、
多
様
化
し
て

い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

〈
無
〉（abhāva
）
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
哲
学
の
議
論
の
諸
相

丸
井
　
　
浩

　
〈
無
〉（
非
存
在
と
否
定
を
含
む
）
は
イ
ン
ド
の
哲
学
的
な
諸
議
論
に
お

い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。N

āsadīya

讃
歌
は
太
初
に
は
「
か

の
唯
一
物
」
の
み
で
「
無
も
な
く
、
有
も
な
か
っ
た
」
と
詠
っ
た
が
、
万

有
の
根
源
を
一
者
に
帰
す
るU

panis. ad
の
一
元
論
哲
学
の
成
立
を
見
る

や
、〈
有sat

〉
か
ら
の
創
世
説
と
〈
無asat
〉
か
ら
の
創
世
説
が
対
峙

す
る
中
、U

ddālaka

は
後
者
を
否
定
し
て
最
高
実
在
か
ら
創
世
を
説
く

〈
有
の
哲
学
〉
を
構
築
。
か
く
し
て
〈
有
〉
を
基
調
と
す
るV

edānta

学

派
の
一
元
論
が
確
立
す
る
。
一
方
、V

aiśes. ika

学
派
は
万
有
を
六
句
義

に
還
元
す
る
多
元
論
を
立
て
つ
つ
、
無
か
ら
の
創
世
説
に
連
な
る
因
中
無

果
説
を
唱
え
た
。
ま
た
〈
無
〉
の
分
類
も
な
さ
れ
、
生
起
前
の
無
、
消
滅

後
の
無
（
已
滅
無
）、
時
間
的
制
約
の
な
い
絶
対
無
、
同
一
関
係
の
否
定

と
い
う
四
分
法
が
定
説
と
な
っ
た
。N

yāya

学
派
も
、U

ddyotakara

あ
た
り
か
ら
、V

ai

学
派
の
存
在
論
や
〈
無
〉
概
念
を
受
容
す
る
傾
向
が

顕
著
と
な
り
、
両
派
の
一
体
性
が
強
ま
っ
た
。
十
二
世
紀
頃
に
は
〈
無
〉

を
加
え
た
七
句
義
が
一
般
化
し
、
多
元
世
界
の
存
在
か
つ
そ
の
模
写
と
し

て
の
認
識
の
基
本
形
式
た
るdharm

a-dharm
in

構
造
のdharm

a

に

「
〜
の
非
存
在
」
が
組
み
込
ま
れ
、〈
無
〉
を
も
包
含
し
た
極
大
有
の
実
在
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（『
龍
谷
大
学
佛
教
学
研
究
室
年
報
』
二
七
、
二
〇
二
三
年
）
で
は
、『
浄

影
疏
』
が
流
布
本
や
蔵
経
本
で
は
な
く
敦
煌
写
本
系
統
の
『
観
経
』
を 

用
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
記
述
を

三
つ
取
り
上
げ
る
と
、
①
釈
尊
の
韋
提
希
へ
の
応
答
「
為
未
来
世
一
切
衆

生
為
煩
悩
賊
之
所
害
（
害
↓
苦
、
苦
害
）
者
」（
流
布
本
を
底
本
と
し
、

「
↓
」
で
異
読
を
示
す
）
と
、
②
第
十
三
雑
想
観
「
但
観
首
（
首
↓
手
、

頂
）
相
」、
そ
し
て
③
下
品
上
生
「
当
花
敷
時
、
大
悲
観
世
音
菩
薩
及
大

勢
至
（
及
大
勢
至
↓
及
大
勢
至
菩
薩
、
無
し
）、
放
大
光
明
」
で
あ
る
。

『
浄
影
疏
』
は
、
①
に
対
し
て
は
「
苦
」、
②
に
対
し
て
は
「
首
」、
③
に

対
し
て
は
「
無
し
」
と
し
て
注
釈
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
異
読
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
特
に
『
浄
影
疏
』
が
採
用
し
て
い
る
①
③
の
両
方
の

異
読
と
一
致
す
る
の
は
敦
煌
写
本
系
統
に
限
る
か
ら
、『
浄
影
疏
』
の
依

拠
し
た
『
観
経
』
が
敦
煌
写
本
系
統
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
諸
師
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
吉
蔵
（
五
四
九
―
六

二
三
）・
善
導
（
六
一
三
―
六
八
一
）・
天
台
・
著
者
不
明
『
無
量
寿
観
経

纉
述
』・
道
誾
・
龍
興
・
元
照
（
一
〇
四
八
―
一
一
一
六
）
の
『
観
経
疏
』

を
確
認
し
て
み
る
と
、
①
に
つ
い
て
は
善
導
・『
無
量
寿
観
経
纉
述
』・
元

照
が
「
害
」
と
し
て
注
釈
し
て
い
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
善
導
・
元
照
が

「
首
」、
天
台
・
龍
興
が
「
手
」
と
し
て
注
釈
し
て
い
る
。
③
に
つ
い
て

は
、
善
導
が
「
及
大
勢
至
」、
元
照
が
「
無
し
」
と
し
て
注
釈
し
て
い
る
。

注
釈
の
有
無
の
問
題
か
ら
厳
密
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、『
浄
影
疏
』
と

諸
師
と
が
依
拠
し
た
『
観
経
』
諸
本
は
必
ず
し
も
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
特
に
、
①
に
対
し
て
「
苦
」
と
し
て
の
注
釈
を
施

し
て
い
る
例
は
『
浄
影
疏
』
に
し
か
確
認
で
き
な
い
。

　

こ
こ
で
、
敦
煌
写
本
（
Ｓ
・
北
）
に
お
け
る
異
読
と
そ
の
該
当
箇
所
が

共
通
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
た
だ
し
最
終
的
境
界
の
実
現
に

必
ず
や
求
め
ら
れ
る
真
知
な
い
し
智
慧
の
中
身
に
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
。N

、V
ai

学
派
に
と
っ
て
は
解
脱
達
成
に
向
け
て
知
を
研
ぎ
澄
ま
せ

て
ゆ
く
中
で
、〈
有-

無
〉〈
肯
定-

否
定
〉
の
二
項
対
立
に
立
脚
し
た
論
理

的
思
考
は
最
後
ま
で
貫
徹
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
無
常
・
無
我
を
説
く

仏
教
で
は
有
無
中
道
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
拘
ら
な

い
観
方
の
醸
成
が
、
智
慧
の
完
成
へ
と
通
じ
る
道
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
〈
無
〉（
非
存
在
と
否
定
を
含
む
）
に
関
わ
る
哲
学
的
思

索
は
仏
教
を
含
む
イ
ン
ド
哲
学
諸
学
派
の
発
展
と
と
も
に
、
世
界
生
成

論
・
存
在
論
・
因
果
論
、
認
識
論
・
論
理
学
、
言
語
哲
学
・
聖
典
解
釈
学
、

あ
る
い
は
解
脱
論
・
修
道
論
と
い
っ
た
非
常
に
広
い
領
域
に
わ
た
り
、
極

め
て
多
様
な
展
開
を
遂
げ
て
き
た
形
跡
が
あ
る
。
こ
う
し
た
〈
無
〉
の
思

想
の
全
体
像
を
視
野
に
収
め
た
総
合
的
研
究
の
端
緒
を
開
く
べ
く
、
科
研

基
盤（
Ｂ
）「
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
「
無
」
の
思
想
」（21H

00472

）
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
以
上
は
そ
の
共
同
研
究
の
成
果
の
一
部
の
中
間
報
告
で

あ
る
。

浄
影
寺
慧
遠
『
観
経
疏
』
の
受
容
背
景
に
つ
い
て

山
名
　
　
深

　

浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
―
五
九
二
）『
観
経
疏
』（
以
下
『
浄
影
疏
』）

は
、
従
来
そ
の
受
容
の
あ
り
様
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
実
際
、『
浄
影
疏
』

に
つ
い
て
は
、
諸
師
の
依
用
も
多
く
、
ま
た
敦
煌
写
本
に
お
い
て
も
吉
蔵

や
天
台
の
『
観
経
疏
』
が
見
当
た
ら
な
い
一
方
で
『
浄
影
疏
』
は
二
本
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
流
布
の
程
が
想
定
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
拙
論
「
浄
影
寺
慧
遠
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
の
基
礎
的
研
究
」
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に
と
ど
ま
ら
ず
、「
思
惟
」「
正
受
」
の
科
段
の
理
解
に
お
い
て
も
『
浄
影

疏
』
が
親
し
み
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

大
乗
仏
教
は
縁
起
説
な
の
か 

│
│ 

石
津
照
璽
の
第
三
領
域
か
ら
の
一
考
察 

│
│

佐
藤
　
伸
郎

　

結
論
を
先
に
書
く
。
仏
教
を
縁
起
説
と
と
ら
え
る
の
は
、
諸
経
典
や
そ

の
解
説
者
た
ち
（
龍
樹
や
智
顗
な
ど
）
の
意
図
を
充
分
に
く
み
と
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
か
ら
く
る
一
種
の
偏
見
で
あ
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
宗

教
哲
学
者
と
し
て
著
名
な
石
津
照
璽
（
一
九
〇
三
―
一
九
七
二
）
の
著
作

『
天
台
実
相
論
の
研
究
』
を
題
材
に
し
て
説
明
す
る
。

　

石
津
の
こ
の
著
作
の
意
図
を
要
約
す
れ
ば
こ
う
な
る
。
彼
は
こ
の
著
作

の
序
で
「
仏
教
で
は
縁
起
と
い
い
無
我
と
い
う
。
存
在
す
る
も
の
は
そ
の

も
の
と
し
て
在
る
の
で
は
な
い
。
在
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
縁
り
由
っ
て
在

っ
て
お
る
。
と
く
に
心
と
縁
り
由
っ
て
在
っ
て
お
る
と
み
る
の
で
あ
る
」

と
主
張
し
、
彼
は
こ
れ
を
「
第
三
領
域
」
と
命
名
し
た
。
彼
は
こ
の
主
張

を
前
提
と
し
て
、
智
顗
（
天
台
）
の
『
摩
訶
止
観
』
を
実
際
に
分
析
し
た

ら
、
彼
の
主
張
と
同
様
の
こ
と
が
説
い
て
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

彼
の
主
張
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
多
少
難
解
な
言
い
回
し
で
表
現

し
た
に
す
ぎ
な
い
。
仏
教
は
、
こ
の
先
を
分
析
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

以
下
、
順
を
お
っ
て
説
明
す
る
。

　

彼
の
こ
の
よ
う
な
主
張
の
源
泉
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
彼
は
、
そ
の
序

に
お
い
て
、
直
接
の
師
匠
と
し
て
島
地
大
等
を
挙
げ
て
い
る
。
島
地
に
は

『
天
台
教
学
史
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
智
顗
の
死
後
に

起
き
た
論
争
に
触
れ
、
島
地
は
「
唯
心
縁
起
」
で
は
な
く
「
色
心
実
相

現
存
す
る
写
本
の
数
を
対
照
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
害
：

５

、
苦
：
11
。
②
首
：
17
、
手
：
５

。
③
及
大
勢
至
：
０

、
無
し
：
28
。

③
の
結
果
は
頗
る
特
徴
的
で
、
今
回
確
認
し
た
諸
師
に
お
い
て
は
、
善
導

の
み
「
及
大
勢
至
」
と
し
て
の
注
釈
（「
観
音
等
」）
を
施
し
て
お
り
、
注

目
さ
れ
る
。
ま
た
、
①
に
つ
い
て
、「
苦
」
と
し
て
の
注
釈
は
『
浄
影
疏
』

に
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
敦
煌
写
本
で
は
実
は
「
苦
」
と
す
る
方
が
多

く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
要
点
の
み
言
え
ば
、『
浄
影
疏
』
の

依
拠
し
た
系
統
の
『
観
経
』
を
用
い
て
学
ん
で
い
た
者
は
一
定
数
、
あ
る

い
は
多
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
異
な
る

系
統
の
『
観
経
』
に
依
拠
し
た
注
釈
書
に
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
が
な
か

っ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
ま
さ
に
『
浄
影
疏
』
こ
そ
が
テ

キ
ス
ト
上
の
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
の
な
い
注
釈
書
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に

『
浄
影
疏
』
が
受
容
さ
れ
る
要
因
が
一
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

し
て
お
き
た
い
。

　

最
後
に
、
異
読
の
影
響
を
考
察
す
る
試
み
と
し
て
、
①
に
つ
い
て
の

『
浄
影
疏
』
と
天
台
『
観
経
疏
』
の
注
釈
を
比
較
す
る
と
、「
正
受
」
の
範

囲
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、『
浄
影
疏
』
で

は
①
の
「
苦
」
を
「
五
苦
」
の
こ
と
と
し
、『
観
経
』
の
「
五
苦
所
逼
」

へ
の
注
釈
と
一
致
さ
せ
、
①
と
「
五
苦
所
逼
」
と
も
に
「
正
受
」
が
説
か

れ
る
機
縁
と
し
て
い
る
。
一
方
天
台
『
観
経
疏
』
で
は
、「
五
苦
所
逼
」

へ
の
注
釈
は
『
浄
影
疏
』
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
も
の
の
、
①
へ
は
『
浄

影
疏
』
と
異
な
り
「
煩
悩
賊
」
と
い
う
語
句
の
み
の
注
釈
に
と
ど
ま
る
。

そ
し
て
「
正
受
」
が
説
か
れ
る
機
縁
も
「
汝
是
凡
夫
」
以
下
か
ら
と
し
、

①
は
「
思
惟
」
の
説
示
の
範
疇
と
さ
れ
て
い
る
。
要
点
の
み
言
え
ば
、
①

に
「
苦
」
と
あ
る
『
観
経
』
の
読
み
手
に
と
っ
て
は
、
単
な
る
語
義
解
釈
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く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
警
告
を
発
し
た
。

　

智
顗
は
、
仏
に
は
、
色
心
は
な
い
と
説
い
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
仏
は
、

自
身
の
心
を
分
析
し
、
心
が
諸
法
を
造
り
出
す
源
泉
で
あ
る
こ
と
を
突
き

と
め
、
さ
ら
に
、
心
が
心
さ
え
造
り
出
す
こ
と
に
気
づ
い
た
。
仏
と
は
、

心
が
造
り
出
す
諸
法
の
す
べ
て
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
存
在
と
い

え
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
智
顗
は
『
般
舟
三
昧
経
』
な
ど
を
引
用
し
、

自
身
の
分
析
が
独
善
的
で
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
。

　

智
顗
の
主
張
を
ま
と
め
る
。
実
相
は
言
語
道
断
の
領
域
で
あ
る
。
沈
黙

す
る
ほ
か
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
で
は
想
念
の
中
に
生
き
る
人
々
に
解
脱
す

る
よ
う
に
説
明
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
覚
者
た
ち
は
、
あ
え
て
言
語
を

使
い
、
方
便
を
駆
使
し
説
明
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
縁
起
が
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
縁
起
こ
そ
が
仏
教
な
の
だ
と
誤
解
す
る
者
た
ち
が
で
て
き
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
智
顗
は
龍
樹
が
『
中
論
』
の
最
初
に
縁
起
に
つ
い
て
言
及
し

た
真
意
を
説
明
し
た
。
つ
ま
り
、
諸
法
は
縁
起
で
説
明
す
る
が
、
実
相
は

無
縁
な
の
で
あ
る
。

道
元
仏
性
論
の
存
在
論
的
位
置

辻
口
雄
一
郎

　

本
論
は
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
存
在
論
を
環
境
破
壊
や
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
の
崩
壊
な
ど
の
現
代
的
問
題
に
取
り
組
む
哲
学
と
し
て
み
た
場
合
、

そ
れ
が
内
包
し
て
い
る
弱
点
を
指
摘
し
、
こ
れ
に
対
し
て
道
元
の
仏
性
論

が
持
つ
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
提
示
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ガ
ブ
リ
エ
ル
の
『
な
ぜ
世
界
は
存
在
し
な
い
の
か
』
に
お
け
る
主
張

「
世
界
の
非
存
在
」
を
支
え
て
い
る
の
は
「
意
味
の
場
」
を
基
盤
と
す
る

次
の
二
つ
の
命
題
で
あ
る
。
①
「
お
よ
そ
何
か
が
現
れ
て
い
る
場
が
意
味

論
」
を
支
持
す
る
と
思
わ
れ
る
文
章
を
書
い
た
。
さ
ら
に
石
津
に
は
、
直

接
「
鞭
撻
」
を
与
え
て
く
れ
る
宇
井
伯
壽
と
い
う
著
名
な
印
度
哲
学
研
究

者
で
あ
り
仏
教
学
者
が
い
た
。
宇
井
の
著
作
に
は
『
印
度
哲
学
研
究
第

二
』
が
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
彼
は
仏
教
が
「
縁
起
説
」
で
あ
る
こ
と
を

強
力
に
主
張
し
た
。
以
上
を
考
慮
す
る
と
、
石
津
の
第
三
領
域
は
、
島
地

が
支
持
し
た
色
心
実
相
論
と
宇
井
の
縁
起
説
の
両
者
が
基
に
な
っ
て
作
り

出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
石
津
は
そ
の
先
入
観
で
智
顗
の
考
え
方
を

判
断
し
た
と
い
え
る
。

　

つ
ぎ
に
、
以
下
で
、
智
顗
の
主
張
を
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
心
と
は
な
に
か
。
智
顗
に
よ
る
と
、
心
と
は
、
五
官
と
意
識
の

総
合
名
称
で
あ
る
。
経
典
も
そ
の
解
説
書
も
心
を
丹
念
に
分
析
し
た
も
の

が
多
い
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
『
摩
訶
止
観
』
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
摩
訶
止
観
』
と
は
、
心
が
造
り
出
し
た
も
の
を
丹
念
に
分
析
し
、
そ
の

結
果
を
説
い
た
も
の
と
い
え
る
。

　
『
摩
訶
止
観
』
に
か
ぎ
ら
ず
、
仏
典
に
た
び
た
び
登
場
す
る
の
が
、
心

を
鏡
に
た
と
え
た
も
の
だ
。
そ
の
意
図
は
、
ひ
と
は
な
に
か
を
見
る
と
き
、

対
象
物
を
そ
の
ま
ま
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
ま
る
で
鏡
が
も
の
を
写
す

よ
う
に
し
か
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ひ
と
は
、
も
の

そ
の
も
の
を
心
の
な
か
に
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
運
び
込
む
こ
と
な
ど
到
底

で
き
な
い
か
ら
。
つ
ま
り
、
心
は
つ
ね
に
対
象
物
を
加
工
す
る
（
心
は
も

の
と
縁
り
由
っ
て
在
る
）。
こ
の
心
の
営
為
に
つ
い
て
、
智
顗
は
経
典
を

引
用
し
、「
縁
が
あ
る
か
ら
思
い
が
う
ま
れ
る
。
縁
が
無
け
れ
ば
思
い
は

生
ま
れ
な
い
」
と
説
い
た
。
さ
ら
に
、『
摩
訶
止
観
』
の
な
か
で
、
龍
樹

の
『
中
論
』
を
解
説
し
、「
仏
が
世
を
去
っ
て
後
、
人
の
根
が
鈍
く
な
っ

て
し
ま
い
、
因
縁
が
決
定
し
た
相
に
執
着
し
て
し
ま
い
、
仏
意
を
解
さ
な
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て
い
る
。
こ
の
一
段
は
、
異
な
る
有
情
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
意
味

の
場
に
応
じ
て
対
象
が
異
な
る
姿
で
現
象
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の

で
、
一
見
す
る
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
し
か
し
道
元
に
は
こ
れ
と
は
違
う
「
水
の
水
を
み
る
参

学
」
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
道
元
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。「
諸
類
の
水
た
と
ひ
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
本
水
な
き
か
ご
と
し
、

諸
類
の
水
な
き
か
ご
と
し
、
し
か
あ
れ
ど
も
隨
類
の
諸
水
そ
れ
心
に
よ
ら

ず
身
に
よ
ら
ず
、
業
よ
り
生
せ
ず
、
依
自
に
あ
ら
ず
依
他
に
あ
ら
ず
、
依

水
の
透
脱
あ
り
」。
こ
こ
に
道
元
の
い
う
「
依
水
の
透
脱
」
は
ガ
ブ
リ
エ

ル
が
「
い
か
な
る
対
象
も
そ
れ
自
身
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
性
質
は
、
そ

れ
自
体
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
ど
う
で
も
い
い
も
の
」
と
形
容
し
て
い
る
よ

う
な
無
内
容
な“Sein

”

に
帰
着
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
参

学
」
と
は
「
山
水
経
」
巻
自
身
が
実
践
し
て
い
る
よ
う
に
、
思
考
の
限
り

を
盡
く
し
て
、
特
定
の
意
味
の
場
へ
の
無
自
覚
な
囚
わ
れ
を
脱
し
、
そ
の

外
部
と
の
自
由
な
往
来
を
実
現
に
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
「
水
の
水
を
み
る
参
学
」
と
は
「
水
」
を
、
そ
れ
が
同
定 

さ
れ
て
い
る
意
味
の
場
と
は
別
な
領
域
と
通
じ
る
、
遮
る
も
の
の
な
い

「
穴
」
と
し
て
見
出
す
こ
と
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
こ
の
「
穴
」
は
、
水
に
限
ら
ず
、
存
在
者
一
般
に
共
通
し
て
見

出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
広
く
物
質
界
と
人
間
界
、
さ
ら
に
は
表
象
空
間

の
全
域
に
広
が
る
様
々
な
「
意
味
の
場
」・「
対
象
領
域
」
と
の
双
方
向
的

な
通
路
を
開
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
元
の
「
悉
有
仏
性
」
や
「
無
仏

性
」
は
、
こ
の
よ
う
な
存
在
す
る
も
の
の
あ
り
方
を
説
い
て
い
る
の
で
あ

り
、
我
々
は
こ
こ
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
は
見
え
て
い
な
い
諸
領
域
を
縦
断
す

る
仏
の
働
き
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

の
場
で
あ
る
。」
②
「
何
か
が
意
味
の
場
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
状
態
、

そ
れ
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
こ
の
二
つ
の
命
題
は
、「
す
べ

て
を
包
含
す
る
宇
宙
」
と
「
そ
こ
に
存
在
す
る
対
象
」
と
い
う
近
代
的
世

界
観
を
「
様
々
な
意
味
の
場
」
と
「
そ
こ
に
現
象
し
て
い
る
対
象
」
と
い

う
関
係
に
置
き
換
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
命
題
に
つ
い
て
注
目
す

べ
き
は
、
②
に
お
け
る
「
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
」
は
原
文
で
は“Exi-

stenz ”

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
つ
の
命
題
を
正
確

に
理
解
す
る
た
め
に
は
も
う
一
つ
、
③
「
意
味
と
は
対
象
が
現
象
す
る
仕

方
の
こ
と
で
あ
る
。」
と
い
う
命
題
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
③
に
お
け
る
「
意
味
」
は“Sinn

”

で
あ
っ
て“Bedeutung

”

で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
単
語
は
フ
レ
ー
ゲ
の
論
文“Ü

ber 
Sinn und Bedeutung

”

に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
異
な
る
意
味
を
与
え

ら
れ
て
い
る
。“Es w

ürde die Bedeutung von “A
bendstern

” 
und “M

orgenstern
” dieselbe sein, aber nicht der Sinn. ”　

③

は
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
哲
学
が
フ
レ
ー
ゲ
の“Sinn

”
に
立
脚
し
て
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
②
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
が

「
存
在
」
を“Sinn

”

と
の
関
係
だ
け
に
よ
っ
て
定
義
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
ガ
ブ
リ
エ
ル
存
在
論
に
お
い
て
異

な
る
意
味
の
場
や
対
象
領
域
に
跨
る
存
在
者
の
存
在
に
関
わ
る
問
題
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
上
で
の
理
論
的
弱
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
道
元
に
目
を
向
け
る
と
、
彼
は
「
山
水
経
」
巻
に
お
い
て
、
水
に

つ
い
て
「
十
方
の
水
を
十
方
に
し
て
著
眼
看
す
べ
き
時
節
を
参
学
す
べ

し
。」
と
し
て
「
鬼
は
水
を
も
て
猛
火
と
み
る
、
濃
血
と
み
る
。
龍
魚
は

宮
殿
と
み
る
、
樓
臺
と
み
る
。
〜
あ
る
ひ
は
清
淨
解
脱
の
法
性
と
み
る
、

あ
る
ひ
は
真
実
人
体
と
み
る
、
あ
る
ひ
は
身
相
心
性
と
み
る
。」
と
説
い
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養
わ
れ
る
代
わ
り
に
主
人
を
助
け
る
者
）
と
な
っ
た
馮
諼
が
、
刀
の
束つ

か

を

叩
き
な
が
ら
自
身
の
待
遇
の
悪
さ
を
遠
回
し
に
非
難
す
る
歌
を
歌
っ
た
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
朱
太
刀
が
人
殺
し
の
た
め
の
「
殺せ

つ

人に
ん

刀と
う

」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
煩
悩
や
迷
い
を
断
ち
切
っ
て
人
を
救
い

活
か
す
刀
=「
活か

つ

人に
ん

剣け
ん

」
で
あ
り
（『
圓
悟
佛
果
禪
師
語
錄
』
巻
十
四
ほ

か
）、
禅
は
「
殺せ

つ

活か
つ

自じ

在ざ
い

」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示
す
。
こ
の
よ
う

に
、
一
休
は
大
徳
寺
主
流
派
が
堺
へ
安
易
な
布
教
す
る
様
を
批
判
し
、
自

ら
へ
の
低
評
価
に
不
満
を
表
明
し
た
。

　

京
伝
は
、
こ
う
し
た
一
休
像
に
『
狂
雲
集
』
な
ど
諸
文
献
で
接
し
、

『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
の
口
絵
で
も
歌
川
豊
国
に
描
か
せ
て
い
る
。
更
に
、

本
作
品
の
重
要
な
登
場
人
物
と
し
て
京
伝
が
創
作
し
た
野の

晒ざ
ら
し

悟ご

助す
け

に
も

大
い
に
関
連
付
け
ら
れ
る
。
先
祖
代
々
熱
心
に
参
禅
し
て
い
た
と
さ
れ
る

梅う
め

津づ

嘉か

門も
ん

景か
げ

春は
る

は
、
息
子
（
後
の
悟
助
）
に
も
意
志
を
嗣
が
せ
る
た
め
に

一
休
に
一
任
し
、
布
施
物
と
し
て
朱
太
刀
を
渡
し
た
と
い
う
。
一
休
は
こ

れ
を
「
南な

ん

泉せ
ん

猫ね
こ

を
斬き

る

の
利り

刀と
う

な
り
。
此こ

の

太た

刀ち

都す
べ

て
血ち

に
染そ

ま

り
て
朱し

ゅ

を
塗ぬ

り

た

る
が
ご
と
く
な
れ
ば
、
我わ

れ

こ
れ
を
朱し

ゅ

太だ

刀ち

と
号な

づ
けて

常つ
ね

に
身し

ん

辺へ
ん

に
置お

き

、
邪じ

ゃ

禅ぜ
ん

賊ぞ
く

僧そ
う

の
頭か

う
べを

斬き
る

の
法ほ

ふ

刀た
う

と
な
し
て
」
後
生
大
切
に
し
、
悟
助
の
出
家
に
際

し
て
は
髻
を
と
る
の
に
用
い
た
と
い
う
（『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
酔
菩
提

方
便
品
第
三
）。
そ
の
後
、
悟
助
は
乱
暴
者
故
に
一
休
か
ら
勘
当
さ
れ
、

還
俗
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
二
十
歳
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
発
心

し
、
月
の
上
十
五
日
は
俗
体
に
袈
裟
を
か
け
て
朝
夕
に
焼
香
読
経
し
、
万

事
を
慎
み
、
ど
ん
な
に
我
慢
し
き
れ
ぬ
こ
と
が
あ
っ
て
も
怒
ら
ず
争
わ
ぬ

柔
和
忍
辱
を
専
ら
と
し
た
。
ま
た
下
十
五
日
は
侠

お
と
こ

者だ
て

の
い
で
立
ち
で
街
中

を
巡
回
し
、
強
き
を
く
じ
き
弱
き
を
助
け
、
大
い
に
喜
ば
れ
た
と
い
う

（『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
侠
客
提
婆
達
多
品
第
六
）。
ま
た
、
悟
助
は
野
晒

山
東
京
伝
に
お
け
る
一
休
像 

│
│ 

近
世
文
藝
の
「
禅
」
イ
メ
ー
ジ
形
成 

│
│

飯
島
　
孝
良

　

徳
川
期
の
戯
作
者
・
山
東
京
伝
（
一
七
六
一
―
一
八
一
六
）
は
、『
本

朝
酔
菩
提
全
伝
』（
一
八
〇
九
）
で
一
休
を
主
人
公
と
し
た
風
狂
の
物
語

を
展
開
す
る
。
京
伝
自
身
の
表
明
に
よ
れ
ば
、
一
休
を
中
国
宋
代
の
風
狂

僧
と
し
て
知
ら
れ
る
済
公
の
日
本
版
と
し
て
描
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

当
時
の
読
本
で
多
く
み
ら
れ
た
中
国
古
典
の
リ
メ
イ
ク
と
い
う
手
法
で
あ

る
。
ま
た
、
一
休
仮
名
法
語
や
一
休
咄
を
京
伝
な
ら
で
は
の
視
点
で
活
用

し
、
特
に
一
休
真
筆
の
漢
詩
集
『
狂
雲
集
』
か
ら
も
よ
く
引
用
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
造
型
は
、
旧
来
の
宗
門
で
も
世
俗
で
も
例
外
的
な
も
の
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
、『
狂
雲
集
』
は
過
激
な
エ
ロ
ス
や
宗
門
批
判
を
記

載
し
た
門
外
不
出
の
著
作
で
あ
り
、
刊
行
は
寛
文
年
間
待
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
徳
川
期
の
出
版
文
化
は
、「
禅
文
化
」
が

発
展
す
る
上
で
大
き
な
ル
ー
ト
を
確
立
し
た
と
い
え
る
。

　

京
伝
が
一
休
の
像
を
造
型
す
る
う
え
で
着
目
し
た
も
の
に
、
一
休
の
朱

太
刀
像
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
休
の
頂
相
（
肖
像
画
）
に
一
休

自
身
の
賛
文
が
付
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
朱
太
刀
像
で
一
休
は
「
風

顚
」
と
自
称
す
る
。
こ
の
像
が
基
に
し
た
逸
話
は
『
一
休
和
尚
年
譜
』
永

享
七
年
﹇
一
四
三
五
﹈、
四
十
二
歳
の
条
に
出
て
お
り
、
木
剣
を
携
え
て

街
中
に
出
た
一
休
が
剣
の
束
を
叩
い
て
歩
き
な
が
ら
、「
今
ご
ろ
の
贋
坊

主
は
、
真
剣
の
如
く
立
派
に
み
え
る
が
抜
い
た
ら
木
片
で
、
人
を
殺
し
も

活
か
し
も
で
き
ん
」
と
批
判
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
木
剣

を
持
ち
て
鋏
を
弾
く
」
と
い
う
こ
と
は
「
馮ふ

う

諼け
ん

折
券
」（『
蒙
求
』
ほ
か
）

に
典
拠
が
あ
り
、
中
国
戦
国
時
代
の
食
客
（
才
能
を
買
わ
れ
て
客
と
し
て
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の
在
り
方
が
知
識
教
育
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
彼
は
知

識
教
育
の
み
で
は
、
実
際
に
人
生
を
生
き
抜
く
意
志
の
力
が
養
わ
れ
な
い

と
考
え
、
そ
の
意
志
の
力
を
養
う
た
め
の
修
養
の
必
要
性
を
主
張
し
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
修
養
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
彼
は
『
大
学
』
で
説
か
れ
る
明

徳
、
親
民
、
至
善
と
い
う
三
綱
領
と
、
そ
の
た
め
の
実
践
と
し
て
の
止
・

定
・
静
・
安
・
慮
と
い
う
五
術
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
特
に
着
目
さ

れ
た
の
は
「
止
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
精
神
が
、
外
界
の
刺
激
や
誘
惑

か
ら
動
ぜ
ら
れ
な
い
在
り
方
が
最
重
要
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。
そ
う
し

て
そ
れ
を
実
現
す
る
よ
り
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
静
坐
に
よ
る
腹
式
呼

吸
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
修
養
の
概
念
は
儒
学
の
用
語
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
の
だ

が
、
さ
ら
に
釈
宗
演
は
そ
れ
が
禅
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
も
述
べ
て
い

る
。
明
徳
・
親
民
・
至
善
と
い
う
三
綱
領
は
そ
れ
ぞ
れ
自
覚
・
覚
他
・
覚

行
円
満
と
い
う
仏
陀
の
三
側
面
に
合
致
す
る
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
静
坐
や

腹
式
呼
吸
は
仏
教
の
静
慮
や
正
思
惟
と
い
っ
た
概
念
と
合
致
す
る
も
の
と

さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
釈
宗
演
は
自
身
が
立
脚
す
る
臨
済
禅
の
立
場

に
基
づ
き
、
そ
の
修
行
法
を
儒
学
の
言
葉
に
よ
っ
て
語
り
な
お
し
た
の
だ

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
手
法
は
も
と
も
と
彼
の
師
で
あ
る
今

北
洪
川
が
用
い
た
も
の
で
、
釈
宗
演
は
そ
れ
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。
釈

宗
演
は
仏
教
や
儒
教
の
違
い
は
表
層
的
な
も
の
で
、
共
に
「
唯
一
の
大

道
」
へ
至
る
道
で
あ
る
点
で
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

一
般
社
会
の
人
間
に
耳
慣
れ
な
い
仏
教
語
を
用
い
ず
、
基
礎
教
養
と
し
て

よ
り
一
般
的
な
儒
学
の
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
そ
う
し
て
示
さ
れ
た
「
修
養
」
が
釈
宗
演
の
立
脚
す
る
禅
の

（
骸
骨
）
を
あ
し
ら
っ
た
衣
で
知
ら
れ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
も
一
休
の
仮

名
法
語
と
さ
れ
る
（
が
実
は
仮
託
さ
れ
た
の
み
の
）『
一
休
骸
骨
』（
奥
付

は
康
正
三
年
﹇
一
四
五
七
﹈）
に
基
づ
く
造
型
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、

一
休
関
連
の
先
行
文
献
を
熱
心
に
渉
猟
し
つ
つ
悟
助
と
い
う
虚
構
を
通
し

て
、
京
伝
は
「
禅
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
描
い
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
伝
は
実
際
の
一
休
の
言
動
や
関
連
文
献
に
基
づ
き
つ

つ
創
作
し
、
特
に
一
休
と
そ
の
弟
子
を
侠
客
と
し
て
描
写
し
た
と
い
え
る
。

更
に
、『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
が
歌
舞
伎
や
浮
世
絵
に
も
な
っ
た
と
こ
ろ

に
は
、
虚
実
入
り
混
じ
り
な
が
ら
一
休
と
「
禅
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
展
開
し

た
と
考
え
得
る
。

釈
宗
演
に
お
け
る
禅
と
修
養

蓮
沼
　
直
應

　

本
発
表
で
は
、
明
治
期
の
禅
僧
で
あ
る
釈
宗
演
の
言
説
に
お
け
る
禅
と

修
養
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
釈
宗
演
が
管
長
を
勤
め
た
臨
済
宗
円

覚
寺
で
は
、
明
治
十
年
頃
よ
り
初
代
管
長
で
あ
る
今
北
洪
川
に
よ
っ
て
居

士
禅
の
指
導
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
釈
宗
演
は
そ
の
居
士
禅
指
導
を
も
引

き
継
ぎ
、
在
家
の
居
士
や
信
者
に
対
す
る
指
導
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
そ

し
て
そ
の
際
に
釈
宗
演
が
多
用
し
た
も
の
が
「
修
養
」
と
い
う
概
念
で
あ

っ
た
。
こ
の
概
念
は
釈
宗
演
が
管
長
と
な
っ
た
明
治
二
十
五
年
以
降
、

徐
々
に
国
内
の
言
説
の
中
に
流
行
し
て
い
き
、
日
露
戦
争
の
後
に
は
修
養

ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
起
こ
る
に
至
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
そ
う
し

た
国
内
で
流
行
し
た
修
養
概
念
を
、
釈
宗
演
が
自
身
の
語
る
禅
と
ど
の
よ

う
に
関
係
さ
せ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
た
。

　

釈
宗
演
が
修
養
の
必
要
性
を
語
っ
た
背
景
に
は
、
明
治
期
の
学
校
教
育
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山
宗
教
文
化
研
究
所
所
蔵
ル
ー
ス
・
フ
ラ
ー
・
佐
々
木
資
料
を
も
と
に
、

日
米
を
跨
ぐ
越
境
的
な
近
代
仏
教
史
の
視
点
か
ら
考
察
を
行
う
。

　

ル
ー
ス
は
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
の
富
裕
層
に
生
ま
れ
、
一
九
三
〇
年
代

に
来
日
時
、
鈴
木
大
拙
の
紹
介
で
京
都
の
円
福
寺
と
南
禅
寺
に
参
禅
し

た
。
帰
国
後
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
日
本
人
僧
侶
の
佐
々
木
指
月
（
一
八

八
二
―
一
九
四
五
）
を
支
援
し
、「
米
国
第
一
禅
堂
」
の
設
立
と
運
営
に

携
わ
っ
た
。
Ｒ
・
ジ
ャ
フ
ィ
が
明
ら
か
に
し
た
「
富
裕
層
の
ア
メ
リ
カ
人

に
よ
る
禅
仏
教
へ
の
支
援
」
を
行
っ
た
資
産
家
の
、
新
た
な
事
例
で
あ
る
。

日
米
開
戦
後
、「
敵
性
外
国
人
」
と
し
て
米
国
政
府
に
逮
捕
さ
れ
た
指
月

と
結
婚
し
た
が
、
指
月
の
没
後
は
京
都
・
大
徳
寺
龍
泉
庵
に
居
を
移
し
て

「
日
米
第
一
禅
協
会
」
を
新
設
し
た
。

　

彼
女
の
仏
教
理
解
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
仏
教
受
容
に
関
す
る
Ｔ
・
ツ
イ

ー
ド
の
類
型
で
い
う
「
合
理
主
義
」
と
「
ロ
マ
ン
主
義
」
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
が
、
Ｊ
・
イ
ワ
ム
ラ
が
指
摘
す
る
「
東
洋
の
僧
侶
」
へ
の
「
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
米
国
第
一
禅
堂
の
人
々
は
、

「
禅
」
を
前
面
に
出
し
て
日
本
人
僧
侶
が
「
正
統
的
な
」
仏
教
を
説
く
場

と
し
て
普
及
に
努
め
た
。
戦
前
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
神
智
学
を
経
由
し
て

仏
教
が
受
容
さ
れ
た
が
（
そ
こ
に
は
鈴
木
大
拙
の
妻
ビ
ア
ト
リ
ス
も
含
ま

れ
る
）、
そ
の
点
で
は
ア
メ
リ
カ
で
禅
に
特
化
し
て
受
容
し
た
最
初
期
の

事
例
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
戦
時
中
、
仏
教
は
「
敵
国
」
の
宗
教
と
し
て
「
反
米
的
」「
国

家
へ
の
脅
威
」
と
み
な
さ
れ
、
先
述
の
指
月
ら
仏
教
僧
侶
の
一
斉
逮
捕
や

十
数
万
も
の
日
系
人
を
強
制
収
容
す
る
一
因
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
戦
後
に

一
転
し
禅
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
が
、
ル
ー
ス
は
世
論
の
変
化
に
左
右
さ
れ
ず
、

居
士
と
し
て
禅
を
実
践
し
続
け
た
。

「
修
行
」
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。「
修
養
」
は
、

「
唯
一
の
大
道
」
に
至
る
た
め
の
包
括
的
な
概
念
で
あ
り
、
一
見
す
る
と

禅
の
「
修
行
」
も
そ
の
中
に
内
包
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
彼
の
言

説
で
は
両
者
が
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
「
修
養
」
を

「
向
上
修
養
門
」
と
し
て
上
求
菩
提
の
実
践
と
し
て
位
置
づ
け
、
他
方
で

そ
の
上
求
菩
提
が
完
遂
さ
れ
た
時
点
か
ら
「
向
下
布
教
門
」
の
実
践
が
始

ま
る
の
だ
と
い
う
言
説
を
残
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
で
は
上
求
菩

提
と
下
化
衆
生
を
分
け
て
、
そ
れ
ら
を
併
せ
て
「
修
行
」
と
す
る
の
で
あ

る
が
、「
修
養
」
と
は
そ
の
う
ち
特
に
上
求
菩
提
を
指
す
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
修
行
」
は
「
修
養
」
と
半
面
で
は
一
致
す

る
が
、
そ
こ
に
は
「
修
養
」
に
は
な
い
更
な
る
側
面
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
修
行
」
と
「
修
養
」
の
意

味
の
若
干
の
ず
れ
は
、
釈
宗
演
の
出
家
修
行
者
と
在
家
居
士
と
の
位
置
づ

け
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ル
ー
ス
・
フ
ラ
ー
・
佐
々
木
と
日
米
第
一
禅
協
会

守
屋
　
友
江

　

本
発
表
は
、
ア
メ
リ
カ
人
仏
教
徒
ル
ー
ス
・
フ
ラ
ー
・
佐
々
木
（
一
八

九
二
―
一
九
六
七
）
の
仏
教
受
容
と
彼
女
の
活
動
の
意
義
を
考
察
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
前
か
ら
戦
後
に
か

け
て
日
本
人
仏
教
徒
と
と
も
に
禅
仏
教
の
普
及
や
仏
典
翻
訳
を
行
っ
て
き

た
が
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
彼
女
の
事
績
は
、
男
性
仏
教
徒
に
比

べ
て
こ
れ
ま
で
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
Ｊ
Ｓ

Ｐ
Ｓ
科
研
費
（20H

01192

・23H
00568

）、
二
〇
二
三
年
度
南
山
大
学

パ
ッ
ヘ
研
究
奨
励
金
Ｉ
―
Ａ
―
二
に
よ
る
研
究
の
中
間
報
告
と
し
て
、
南
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ル
ー
ス
は
仏
教
学
者
や
尼
僧
で
は
な
い
が
、
戦
後
、
京
都
の
日
米
第
一

禅
協
会
で
入
矢
義
高
、
柳
田
聖
山
、
Ｐ
・
ヤ
ン
ポ
ル
ス
キ
ー
、
Ｂ
・
ワ
ト

ソ
ン
ら
禅
学
、
中
国
古
典
文
学
の
専
門
家
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、『
臨
済

録
』『
龐
居
士
語
録
』
の
ほ
か
、
指
月
の
次
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
米
国
第

一
禅
堂
に
迎
え
ら
れ
た
三
浦
一
舟
（
一
九
〇
三
―
一
九
七
八
）
に
よ
る
公

案
の
提
唱
な
ど
の
翻
訳
を
共
同
で
行
っ
た
。
本
研
究
の
資
料
調
査
か
ら
、

漢
文
の
意
味
を
踏
ま
え
た
英
訳
を
メ
ン
バ
ー
が
何
度
も
推
敲
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
禅
籍
翻
訳
の
歴
史
を
考
察
す
る
上
で
、
例
え
ば

鈴
木
大
拙
の
よ
う
に
一
人
で
翻
訳
す
る
の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
で
共
同
訳

に
取
り
組
ん
だ
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
優
れ
た
仏

教
学
者
に
よ
る
文
献
学
的
研
究
の
成
果
を
ル
ー
ス
が
必
ず
し
も
重
視
し
な

か
っ
た
た
め
、
こ
の
国
際
共
同
研
究
チ
ー
ム
の
活
動
が
長
続
き
し
な
か
っ

た
の
は
惜
し
ま
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
両
国
で
活
動
し
た
ル
ー
ス
・
フ

ラ
ー
・
佐
々
木
の
事
績
は
、
研
究
対
象
に
女
性
を
含
め
、
日
米
を
地
理
的

に
越
境
し
、
ま
た
時
代
区
分
も
戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
を
通
史
的
に
捉
え
る

こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
こ
の
視
点
か
ら
、
彼
女
以
外
に
も
、
鈴
木

大
拙
と
と
も
に
仏
教
書
の
英
訳
に
取
り
組
ん
だ
ビ
ア
ト
リ
ス
鈴
木
、
あ
る

い
は
西
海
岸
で
千
崎
如
幻
と
と
も
に
禅
籍
の
英
訳
を
手
が
け
た
ル
ー
ス
・

マ
ッ
キ
ャ
ン
ド
レ
ス
な
ど
、
ブ
ー
ム
と
な
る
前
か
ら
日
本
人
仏
教
徒
と
仏

典
翻
訳
を
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
女
性
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
る
。
今
後

は
、
こ
の
よ
う
な
越
境
的
な
仏
教
史
の
視
点
を
も
と
に
、
発
表
に
対
し
て

い
た
だ
い
た
有
益
な
ご
教
示
を
取
り
入
れ
て
、
実
証
的
か
つ
多
面
的
な
仏

教
史
像
を
描
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
思
う
。
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善
導
の
修
道
体
系
に
お
け
る
懺
悔
の
位
置

眞
田
　
慶
慧

　

善
導
は
自
身
の
著
作
の
中
で
、
称
名
や
観
仏
と
い
っ
た
浄
土
往
生
の
た

め
の
実
践
行
の
他
に
、
懺
悔
に
つ
い
て
多
く
示
し
て
い
る
こ
と
は
広
く
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
著
作
の
一
つ
で
あ
る
『
往
生
礼

讃
』
で
示
さ
れ
る
「
安
心
・
起
行
・
作
業
」
と
い
う
修
道
体
系
の
う
ち
、

懺
悔
は
作
業
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
る
が
、
安
心
や
起
行
と
ど
の
よ
う

に
関
係
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

善
導
の
著
作
の
一
つ
で
あ
る
『
往
生
礼
讃
』
で
「
問
曰
。
今
欲
勧
人
往

生
者
、
未
知
、
若
為
安
心
起
行
作
業
定
得
往
生
彼
国
土
也
。（『
大
正
』
四

七
、
四
三
八
下
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
安
心
・
起
行
・
作
業
」
に
よ
っ
て

阿
弥
陀
仏
浄
土
へ
と
往
生
す
る
方
法
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
安
心
は
『
観

経
』
所
説
の
三
心
（
至
誠
心
・
深
心
・
回
向
発
願
心
）、
起
行
は
五
念
門

（
礼
拝
・
讃
歎
・
観
察
・
作
願
・
回
向
）、
作
業
は
四
修
（
恭
敬
修
・
無
余

修
・
無
間
修
・
長
時
修
）
で
あ
る
と
す
る
。
懺
悔
は
、
作
業
の
無
間
修
に

位
置
し
て
お
り
、「
又
不
以
貪
瞋
煩
悩
来
間
。
随
犯
随
懺
、
不
令
隔
念
隔

時
隔
日
、
常
使
清
浄
。
亦
名
無
間
修
。（『
大
正
』
四
七
、
四
三
九
上
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
貪
瞋
煩
悩
が
満
ち
て
さ
か
ん
に
な
ら
な
い
よ
う
罪
を
犯

す
た
び
に
懺
悔
し
、
常
に
清
浄
な
状
態
で
あ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
ま
た
「
又
勧
行
四
修
法
、
用
策
三
心
五
念
之
行
、
速
得
往
生
。（『
大

正
』
四
七
、
四
三
九
上
）」
と
「
安
心
・
起
行
」
を
は
げ
ま
す
た
め
の
も

の
と
し
て
作
業
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
懺
悔
も
同
様
の
は
た
ら
き
を
持
つ
こ

と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
懺
悔
と
安
心
・
起
行
の
関
係
に
つ
い
て
、
至
誠
心
と
の
関

係
か
ら
考
え
て
み
た
い
。「
一
者
至
誠
心
。
至
者
真
、
誠
者
実
。（『
大
正
』

三
七
、
二
七
〇
下
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
至
誠
心
と
は
真
実
心
の
こ
と
で

あ
り
、
善
導
は
「
不
得
外
現
賢
善
精
進
之
相
内
懐
虚
仮
。（『
大
正
』
三
七
、

二
七
一
上
）」
と
述
べ
内
外
相
応
、
す
な
わ
ち
自
身
の
心
と
実
践
の
関
係

を
中
心
に
解
釈
す
る
。
ま
た
、「
若
作
如
此
安
心
起
行
者
、
縦
使
苦
励
身

心
、
日
夜
十
二
時
急
走
急
作
、
如
炙
頭
燃
者
、
衆
名
雑
毒
之
善
。
欲
迴
此

雑
毒
之
行
求
生
彼
仏
浄
土
者
、
此
必
不
可
也
。（『
大
正
』
三
七
、
二
七
一

上
）」
と
、
至
誠
心
が
成
立
し
て
い
な
い
状
態
で
は
、
ど
の
よ
う
に
修
行

し
た
と
し
て
も
全
て
雑
毒
の
善
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
至
誠
心
が

成
立
し
て
い
な
い
状
態
と
は
、「
貪
瞋
邪
僞
奸
詐
百
端
、
悪
性
難
侵
事
同

蛇
蝎
、
雖
起
三
業
名
為
雑
毒
之
善
、
亦
名
虚
仮
之
行
。
不
名
真
実
業
也
。

（『
大
正
』
三
七
、
二
七
一
上
）」
と
、
自
身
の
内
が
貪
瞋
、
邪
偽
、
奸
詐

で
溢
れ
て
い
る
状
態
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
、
至
誠
心
が
成
立
し
て
い
る

状
態
と
は
心
が
貪
瞋
、
邪
偽
、
奸
詐
で
満
ち
て
い
な
い
状
態
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
作
業
で
示
さ
れ
る
懺
悔
は
、
心
が
貪
瞋
煩
悩
で
満
ち
あ
ふ
れ
な
い

よ
う
、
罪
を
犯
す
た
び
に
懺
悔
す
る
こ
と
で
常
に
清
浄
な
状
態
を
保
つ
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
清
浄
な
状
態
と
は
す
な
わ
ち
、
心
が
貪
瞋
、
邪
偽
、

奸
詐
で
満
ち
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
至
誠
心
成
立
の
状
態
と
類
似
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、「
懺
悔
↓
至
誠
心
成
立
↓
他
の
安
心
・
起
行
」
と
い

う
構
造
が
考
え
ら
れ
る
。

　

善
導
著
作
中
、
称
名
や
観
仏
と
異
な
り
阿
弥
陀
仏
浄
土
へ
と
往
生
す
る

た
め
の
行
と
し
て
懺
悔
は
明
示
さ
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
安
心
・

起
行
・
作
業
」
と
い
う
構
造
の
中
で
、
特
に
至
誠
心
成
立
の
た
め
に
懺
悔

が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
今
回
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
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さ
と
り
を
ひ
ら
く
な
り
。
界
は
さ
か
い
と
い
う
、
さ
と
り
を
ひ
ら
く

さ
か
い
な
り
。（『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
三
巻
、
法
藏
館
、
一
九

六
九
年
、
一
七
〇
頁
）

と
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、「
涅
槃
界
」
の
内
実
は
、
無
明
と
い
う
人
間
の

迷
い
の
も
と
を
ひ
る
が
え
し
、
こ
の
上
な
い
涅
槃
の
さ
と
り
を
開
く
境
域

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
極
楽
は
あ
く
ま
で
涅
槃
を
さ
と
る
境
界
で
あ
っ
て
涅

槃
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
親
鸞
が
〈
真
・
仮
〉
の
区
別
を
見
た
の
は
、
他

な
ら
ぬ
こ
の
意
味
で
の
極
楽
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
親
鸞
に
と
っ
て
真
仮
の

仏
土
は
い
ず
れ
も
阿
弥
陀
如
来
の
誓
願
に
報
い
た
報
仏
土
で
あ
り
、
こ
れ

は
〈
真
・
仮
〉
が
と
も
に
如
来
の
願
意
に
適
っ
た
境
界
で
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
仮
の
仏
土
は
と
も
に
極
楽
と
し
て
涅
槃
を
さ

と
る
境
界
で
あ
り
な
が
ら
、
如
来
の
願
い
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
意
義

を
持
っ
て
も
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
に
始
ま
る
一

連
の
文
章
が
真
化
二
巻
に
同
様
に
引
用
さ
れ
つ
つ
も
異
な
る
文
脈
に
置
か

れ
る
点
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
「
真
仏
土
巻
」
で
は
、
真
の
仏
土
が
涅
槃
の
境
界
で
あ
る
こ
と
を

明
示
す
る
こ
と
が
当
面
の
意
図
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
報
身
と
し
て

の
阿
弥
陀
仏
が
応
・
化
の
身
体
を
兼
ね
て
お
り
、
両
者
が
分
か
ち
が
た
い

関
係
に
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
親
鸞
が
報
身
を
名
号
と
も
見

な
す
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
応
・
化
の
身
体

は
、
生
死
を
伴
う
歴
史
世
界
の
中
で
名
号
を
教
え
勧
め
る
役
割
を
担
う
。

こ
の
応
・
化
の
身
体
に
よ
る
は
た
ら
き
は
、「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
の
句

に
続
く
三
句
に
お
い
て
「
名
号
以
外
の
善
行
で
は
涅
槃
の
境
界
に
生
ま
れ

が
た
く
、
そ
の
た
め
に
釈
迦
如
来
が
名
号
を
教
え
勧
め
て
い
る
」
と
説
か

れ
る
内
容
と
対
応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
真
仏
土
巻
」
に
お
い
て
は
、
真

親
鸞
の
浄
土
観
に
お
け
る
「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
の
射
程

松
岡
　
淳
爾

　

善
導
（
六
一
三
―
六
八
一
）
の
『
法
事
讃
』
下
巻
に
見
ら
れ
る
「
極
楽

無
為
涅
槃
界
」
と
い
う
一
句
は
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
で
あ
る
極
楽
世
界
と

涅
槃
の
さ
と
り
と
の
関
係
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
一
句
を
含
む
一
連
の

文
章
（
極
楽
無
為
涅
槃
界　

随
縁
雑
善
恐
難
生　

故
使
如
来
選
要
法　

教

念
弥
陀
専
復
専
）
を
、
親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）
は
『
顕
浄
土
真

実
教
行
証
文
類
』
の
「
真
仏
土
巻
」
と
「
化
身
土
巻
」（
以
下
、
真
化
二

巻
）
に
引
用
し
、『
唯
信
鈔
文
意
』
で
は
詳
細
な
注
釈
を
施
し
て
い
る
。

真
化
二
巻
は
親
鸞
が
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
〈
真
・
仮
〉
の
区
別
を
見
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
巻
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
こ
の
真
仮
の
仏
土
が

親
鸞
の
浄
土
理
解
の
特
徴
で
あ
る
。

　

そ
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
は
、〈
真
〉
か
ら
〈
仮
〉
を
選
り
分
け
て

真
の
仏
土
を
涅
槃
の
境
界
と
し
て
明
か
し
た
点
に
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ

る
。
し
か
し
、「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
に
関
す
る
親
鸞
の
理
解
を
ふ
ま
え

る
と
、
涅
槃
の
境
界
は
必
ず
し
も
真
の
仏
土
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

く
、
よ
り
広
い
意
味
領
域
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
本
発

表
は
、
真
化
二
巻
に
お
け
る
「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
引
用
の
視
座
と
『
唯

信
鈔
文
意
』
の
注
釈
内
容
と
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
鸞
に
お
い

て
「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
と
い
う
表
現
の
持
つ
射
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。

　
「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
と
は
、
親
鸞
が
「
極
楽
は
無
為
涅
槃
の
界
な
り
」

と
訓
読
す
る
よ
う
に
、
極
楽
が
涅
槃
の
境
界
で
あ
る
こ
と
を
簡
潔
に
示
す

文
言
で
あ
る
。
ま
た
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
よ
れ
ば
、

涅
槃
界
と
い
う
は
無
明
の
ま
ど
い
を
ひ
る
が
え
し
て
、
無
上
涅
槃
の
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は
天
保
年
間
の
『
歎
異
鈔
聞
記
』（
以
後
、『
天
保
聞
記
』）
で
あ
る
。
な

お
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
天
保
聞
記
』
で
あ
り
、
次
い
で
細
川

行
信
の
紹
介
し
た
『
歎
異
鈔
耳
飡
』
で
あ
ろ
う
。

　

前
期
と
後
期
を
分
け
る
顕
著
な
違
い
は
著
者
議
論
で
あ
る
。
前
期
の
著

作
は
如
信
説
を
採
用
し
て
お
り
、
唯
円
に
つ
い
て
は
二
十
四
輩
の
唯
円
と

河
和
田
の
唯
円
と
が
混
同
さ
れ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

後
期
の
『
天
保
聞
記
』
で
は
『
歎
異
抄
』
の
著
者
が
河
和
田
の
唯
円
で
あ

る
こ
と
を
論
証
し
て
お
り
、
二
十
四
輩
の
唯
円
は
鳥
喰
の
唯
円
で
あ
っ

て
、
河
和
田
の
唯
円
と
は
別
人
物
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
講
義
の
ス
タ
イ
ル
に
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

前
期
の
三
作
は
お
お
む
ね
随
文
解
釈
的
に
『
歎
異
抄
』
の
次
第
に
沿
っ
て

註
釈
す
る
。
そ
れ
は
了
祥
以
前
の
大
部
分
の
『
歎
異
抄
』
講
義
と
同
様
の

ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
今
日
で
も
『
歎
異
抄
』
の
解
説
書
な
ど
に
多
く
見
ら

れ
る
一
般
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
天
保
聞
記
』
は
そ
の 

よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
な
い
。『
天
保
聞
記
』
が
多
く
を
割
く
の
は

『
歎
異
抄
』
が
い
か
な
る
構
造
を
も
っ
て
い
る
か
、『
歎
異
抄
』
が
ど
の
よ

う
な
思
想
背
景
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
聖
教
と
リ
ン
ク
す
る
か
、『
歎
異

抄
』
の
重
要
概
念
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
考
察

で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、『
天
保
聞
記
』
は
『
歎
異
抄
』
の
「
師
訓
篇
」
に
つ
い
て
は

ほ
ぼ
随
文
解
釈
的
な
解
釈
を
施
す
こ
と
は
な
く
、「
異
義
篇
」
の
随
文
解

釈
的
な
註
釈
も
第
十
三
章
に
始
ま
る
。
そ
こ
か
ら
第
十
四
章
、
第
十
八
章
、

第
十
六
章
の
註
釈
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
四
章
は
了
祥
い
わ
く
「
専
修
賢
善

計
」
に
関
す
る
章
で
あ
る
。
こ
の
後
、
第
十
一
章
、
第
十
二
章
、
第
十
五

章
、
第
十
七
章
を
註
釈
し
、
こ
れ
ら
は
「
誓
名
別
信
計
」
に
相
当
す
る
。

の
仏
土
が
涅
槃
の
境
界
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
そ
こ
か
ら
展
開
さ
れ
る
具

体
的
な
活
動
相
を
当
該
の
四
句
に
託
し
て
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一

方
、
次
の
「
化
身
土
巻
」
は
、
仮
の
仏
土
を
応
・
化
の
身
体
が
は
た
ら
く

場
と
し
て
明
か
し
て
い
る
た
め
、
下
三
句
に
重
点
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
た
だ
し
「
真
仏
土
巻
」
で
の
考
察
を
加
味
す
る
な
ら
ば
、「
極

楽
無
為
涅
槃
界
」
の
一
句
は
涅
槃
の
境
界
を
仮
の
仏
土
の
展
開
元
と
し
て

教
示
す
る
意
味
を
持
つ
。
ま
さ
に
親
鸞
の
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
け
る
注

釈
は
、
涅
槃
の
境
界
か
ら
応
・
化
の
身
体
に
い
た
る
ま
で
の
展
開
を
ひ
と

続
き
の
文
脈
で
記
し
て
い
る
。「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
と
い
う
教
言
の
意

義
は
、
そ
こ
ま
で
を
射
程
に
入
れ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

妙
音
院
了
祥
の
『
歎
異
抄
』
理
解
に
つ
い
て

鶴
留
　
正
智

　

本
発
表
は
浄
土
真
宗
の
宗
学
者
、
妙
音
院
了
祥
（
一
七
八
八
―
一
八
四

二
）
の
『
歎
異
抄
』
解
釈
と
そ
の
受
容
に
関
す
る
発
表
で
あ
る
。
了
祥
の

生
き
た
時
代
は
近
世
に
属
す
る
が
、
そ
の
解
釈
は
近
代
に
な
っ
て
広
く
受

容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
の
『
歎
異
抄
』
解
釈
は
も
っ
と
も
影
響
力
を

も
っ
た
『
歎
異
抄
』
解
釈
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を

も
ち
、
変
遷
を
た
ど
り
、
受
容
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、『
歎
異
抄
』
理

解
の
展
開
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

了
祥
は
三
河
満
徳
寺
に
生
ま
れ
た
学
僧
で
あ
る
。
深
励
の
弟
子
の
ひ
と

り
に
数
え
ら
れ
る
。
彼
の
『
歎
異
抄
』
講
義
は
四
作
を
数
え
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
を
前
期
と
後
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
期
に
属
す
る
も

の
は
文
政
年
間
の
『
歎
異
鈔
聞
記
』（
以
後
、『
文
政
聞
記
』）、
同
年
の

『
歎
異
鈔
耳
飡
』、
年
次
不
詳
の
『
歎
異
鈔
法
話
』
の
三
作
で
あ
り
、
後
期
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が
は
た
ら
い
て
い
る
と
い
う
枠
組
み
、
つ
ま
り
人
が
主
体
で
は
な
く
、
信

が
主
体
な
の
で
は
な
い
か
、
と
問
う
こ
と
で
、
従
来
の
解
釈
と
の
相
違
を

示
し
た
。

　

方
法
と
し
て
、『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
の
内
容
を
取
り
上

げ
、
親
鸞
が
何
を
念
頭
に
形
成
し
た
の
か
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
そ
の
中

で
も
、『
安
楽
集
』
引
文
に
注
目
し
た
。『
安
楽
集
』
引
文
で
は
、「
説
聴

の
法
軌
」（
教
え
を
説
く
者
、
聴
く
者
の
方
法
）
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
本
来
の
順
番
を
変
え
な
が
ら
①
『
大
集
経
』
②
『
涅
槃
経
』
③
『
大

智
度
論
』
④
『
大
経
』
⑤
『
大
悲
経
』
の
五
文
を
引
用
し
て
い
る
。

　

①
、
②
、
③
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
引
用
文
の
中
に
、
説
者
・
聴
者
の
二

者
間
の
関
係
性
を
示
す
文
言
が
共
通
し
て
い
る
。
①
で
は
「
若
し
能
く
是

の
如
き
説
者
・
聴
者
は
、（
中
略
）
常
に
仏
前
に
生
ぜ
ん
と
」、
②
で
は

「
常
に
能
く
心
を
至
し
専
ら
念
仏
す
る
者
は
、（
中
略
）
諸
仏
世
尊
、
常
に

此
の
人
を
見
そ
な
わ
す
こ
と
、
目
の
前
に
現
ぜ
る
が
如
し
」
と
あ
る
な
ど
、

二
者
の
意
味
が
「
念
仏
者
」
と
「
諸
仏
世
尊
」
と
い
う
関
係
性
と
し
て
示

さ
れ
て
い
く
。
③
で
は
、
念
仏
の
教
え
に
出
遇
わ
せ
る
者
＝「
善
知
識
」

の
言
及
が
見
ら
れ
る
。

　
「
親
鸞
は
弟
子
一
人
も
も
た
ず
そ
う
ろ
う
」（『
歎
異
抄
』）
の
よ
う
に
、

親
鸞
の
仏
法
へ
の
姿
勢
は
一
貫
し
て
聞
法
者
の
一
人
と
し
て
で
あ
り
、

〈
教
え
に
出
遇
う
者
＝
聴
者
〉
の
立
場
に
お
い
て
、〈
教
え
に
出
遇
わ
せ
る

者
（
諸
仏
、
善
知
識
）＝
説
者
〉
の
具
体
的
な
う
な
が
し
（
具
体
相
と
し

て
の
法
然
）
に
よ
っ
て
こ
そ
、
聴
者
は
「
真
仏
弟
子
」
に
な
さ
し
め
ら
れ

る
、
と
い
う
関
係
性
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

④
は
こ
の
文
脈
で
は
極
め
て
内
容
が
特
殊
で
、
念
仏
者
（
一
者
）
の
菩

提
心
（
他
力
の
信
）
に
関
し
て
の
記
述
で
あ
り
、「
説
聴
の
方
軌
」
と
し

『
天
保
聞
記
』
は
さ
ら
に
講
義
が
続
け
ら
れ
て
い
く
が
、
了
祥
が
示
寂
し

た
こ
と
に
よ
り
中
絶
し
、
開
華
院
法
住
に
よ
る
続
講
が
し
ば
ら
く
続
く
。

　

こ
の
よ
う
に
斬
新
な
理
解
を
示
し
て
い
っ
た
了
祥
で
あ
る
が
、
彼
が
受

容
さ
れ
る
ま
で
は
数
十
年
の
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。
了
祥
の
『
天
保
聞

記
』
が
出
版
さ
れ
た
の
が
一
九
〇
八
年
で
あ
り
、
彼
の
示
寂
か
ら
相
当
の

時
間
が
経
っ
て
い
る
。
こ
の
出
版
の
前
年
に
南
條
文
雄
が
『
天
保
聞
記
』

を
読
め
て
い
な
い
旨
の
文
章
を
残
し
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
一
九
〇
八
年

ま
で
学
者
な
ど
で
あ
っ
て
も
読
む
こ
と
は
む
ず
か
し
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

そ
し
て
出
版
後
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
い
れ
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
よ

う
で
、
一
九
〇
九
年
の
大
谷
派
の
夏
安
居
で
は
蓮
元
慈
広
が
か
な
り
厳
し

く
了
祥
を
批
難
し
て
い
る
。
多
屋
頼
俊
に
よ
る
と
梅
原
眞
隆
、
金
子
大
榮

ら
に
よ
っ
て
了
祥
が
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
九

二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
了
祥
の
講
義
か
ら
は

か
な
り
時
間
が
経
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

親
鸞
思
想
に
お
け
る
「
真
仏
弟
子
」
の
主
体
に
つ
い
て

藤
井
　
了
興

　

本
発
表
で
は
、
親
鸞
思
想
に
お
け
る
「
真
仏
弟
子
」
に
つ
い
て
、
主
体

（
行
為
や
認
識
の
担
い
手
）
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
を
試
み
た
。

　
「
真
仏
弟
子
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
回
向
さ
れ
た
他
力
の
信
心
を
獲

得
し
た
人
に
関
す
る
内
容
で
、
従
来
、
そ
の
信
心
を
得
た
際
に
こ
の
世
で

受
け
る
利
益
（
現
生
十
種
益
）
に
与
っ
て
そ
れ
に
適
っ
た
者
と
な
る
、
と

い
う
枠
組
み
で
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
発
表
者
は
、「
真
仏
弟
子
」

と
し
て
の
人
に
は
、
利
益
に
象
徴
さ
れ
る
「
は
た
ら
き
」
を
媒
介
す
る
信
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珍
海
『
決
定
往
生
集
』
に
お
け
る
菩
提
心

松
尾
　
善
匠

　

浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
―
五
九
二
）・
元
暁
（
六
一
七
―
六
八
六
）・
源

信
（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
ら
、
中
国
・
新
羅
・
日
本
の
諸
師
の
多
く

は
、
極
楽
往
生
の
た
め
に
は
菩
提
心
が
必
要
と
の
主
張
を
行
っ
た
。
院
政

期
の
珍
海
（
一
〇
九
一
―
一
一
五
二
）
は
、『
決
定
往
生
集
』（
一
一
四

二
）
で
、
諸
師
の
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
往
生
と
菩
提
心
に
つ
い
て
の
特
徴

的
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
珍
海
は
、

自
身
の
往
生
を
願
う
「
願
往
生
」
の
心
が
菩
提
心
で
あ
る
と
説
い
た
。
先

学
は
、
こ
れ
を
菩
提
心
の
「
易
行
化
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
し
か
し
菩
提

心
は
本
来
、『
往
生
要
集
』（
九
八
五
）
が
「
亦
名
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生

心
」
と
説
く
よ
う
に
、
菩
提
を
求
め
、
衆
生
済
度
を
誓
う
心
で
あ
る
。
成

仏
や
衆
生
救
済
を
求
め
る
わ
け
で
な
く
、
自
身
が
極
楽
へ
往
く
こ
と
を
願

う
の
み
で
あ
れ
ば
、「
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
」
の
心
と
は
言
い
得
な
い
。

な
ぜ
珍
海
は
、「
願
往
生
」
の
心
を
菩
提
心
と
し
て
提
示
し
得
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
発
表
で
は
、
珍
海
が
提
示
す
る
「
願
往
生
」
の
心

と
「
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
」
の
心
と
の
関
わ
り
に
焦
点
を
当
て
て
、
考

察
を
行
っ
た
。

　

珍
海
は
、
往
生
の
た
め
に
起
こ
す
べ
き
菩
提
心
の
「
相
貌
」
と
し
て
、

生
死
輪
廻
を
厭
う
「
厭
有
為
心
」・「
仏
果
徳
」
を
求
め
る
「
求
無
為

心
」・
衆
生
を
救
お
う
と
す
る
「
度
衆
生
心
」
と
い
う
、
三
つ
の
心
を
挙

げ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
は
、
総
じ
て
「
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
」
の
心
に

当
た
る
と
い
え
る
。『
決
定
往
生
集
』
で
は
、
三
つ
の
心
を
示
し
た
後
に
、

「
常
没
凡
夫
」
は
、
た
だ
三
悪
道
を
怖
れ
、「
五
妙
境
界
」
を
求
め
て
、
自

て
読
む
こ
と
が
難
し
い
。
こ
の
引
用
文
の
「『
大
経
』
に
云
わ
く
、
凡
そ

浄
土
に
往
生
せ
ん
と
欲
わ
ば
、
発
菩
提
心
を
須
い
る
を
要
と
す
る
を
源
と

為
。
云
何
ぞ
。
菩
提
は
乃
ち
是
れ
無
上
仏
道
の
名
な
り
。」
の
部
分
は
、

仏
道
を
志
す
者
は
須
く
菩
提
心
を
発
す
べ
き
だ
と
し
て
法
然
を
批
判
し
た

明
恵
が
、『
摧
邪
輪
』
で
主
張
し
て
い
る
証
文
の
中
に
も
引
用
し
て
い
る
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
親
鸞
は
明
恵
が
主
張
す
る
よ
う
な
自
力
の
菩
提

心
で
は
な
く
、
他
力
の
菩
提
心
を
「
須
い
る
こ
と
を
要
と
す
る
」、
つ
ま

り
信
自
体
の
「
は
た
ら
き
」
を
使
う
こ
と
を
仏
道
の
要
に
す
る
こ
と
を
根

源
と
す
る
、
と
す
る
こ
と
で
、「
真
仏
弟
子
」
は
信
心
を
得
た
人
の
相
を

述
べ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
人
に
成
就
し
た
信
心
の
「
は
た
ら
き
」

に
重
点
が
あ
る
と
窺
え
る
。
こ
の
「
は
た
ら
き
」
は
、
自
己
の
意
志
作
用

以
前
の
「
は
た
ら
き
」
と
し
て
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

⑤
は
「
大
悲
を
行
ず
る
人
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
従
来
の
解
釈
の

枠
組
み
は
、
自
身
の
行
為
も
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
と
し
て
の
傾
向
を
持
つ
、

と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
ま
で
の
「
真
仏
弟
子
」
の
示
し
方
か
ら
す
る
と
、

「
真
仏
弟
子
」
と
な
さ
し
め
ら
れ
た
う
な
が
し
（
①
〜
③
）
や
、
そ
れ
に
よ

っ
て
明
確
化
し
た
菩
提
心
自
体
の
「
は
た
ら
き
」（
④
）
と
い
っ
た
、
い

わ
ば
人
に
帰
着
さ
せ
な
い
内
容
と
し
て
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、

こ
の
言
説
に
つ
い
て
親
鸞
が
憶
念
し
て
い
る
こ
と
は
、
自
己
の
行
為
の
意

味
で
は
な
く
、
行
為
せ
し
め
る
「
は
た
ら
き
」
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、「
真
仏
弟
子
」
の
主
体
と
は
、
聴
者
の
事
実
と
し
て
、
親
鸞

に
と
っ
て
は
自
身
を
念
仏
者
に
な
さ
し
め
た
諸
仏
・
善
知
識
の
う
な
が
し

と
い
う
「
は
た
ら
き
」
の
受
容
と
、
菩
提
心
か
ら
の
「
は
た
ら
き
」
の
涌

出
と
い
う
、
入
出
二
種
の
「
は
た
ら
き
」
を
媒
介
す
る
信
心
の
こ
と
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。
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に
お
い
て
、
偏
に
「
菩
提
之
妙
果
」
を
期
し
、「
只
為
衆
生
」
に
往
生
を

願
う
と
い
う
、「
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
」
の
心
を
菩
提
心
と
し
て
提
示

し
つ
つ
、『
阿
弥
陀
経
要
記
』（
―
一
一
〇
三
）
で
は
、「
末
代
凡
夫
」
に

「
大
菩
提
心
」
は
起
こ
し
難
い
と
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
永
観
の

問
題
意
識
が
、
珍
海
に
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

従
来
、『
往
生
要
集
』
以
後
の
菩
提
心
を
め
ぐ
る
言
説
と
し
て
、
菩
提

心
を
難
行
と
し
て
、
往
生
の
た
め
に
は
不
要
と
捉
え
た
、
法
然
（
一
一
三

三
―
一
二
一
二
）
の
意
義
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
す
で
に
永
観
や
珍
海
ら
に
お
い
て
、
発
菩
提
心
は
困
難
で
あ
る
と
の

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
特
に
珍
海
は
、「
常
没
凡
夫
」
の
心
に

「
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
」
の
心
を
取
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
、
独
自
の

解
決
を
試
み
て
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

毎
田
周
一
の
浄
土
観

近
藤
　
義
行

　

毎
田
周
一
（
一
九
〇
六
―
一
九
六
七
）
は
、
長
野
県
で
「
海
雲
洞
」、

「
学
貧
寮
」
と
い
う
学
仏
道
場
を
主
宰
し
、
親
鸞
思
想
に
基
づ
い
た
真
理

探
究
と
伝
道
に
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
毎
田
は
第
四
高
等
学
校
在
学
中
に
、

暁
烏
敏
の
「
大
無
量
寿
経
歎
仏
偈
」
講
話
を
聞
き
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け

た
。
毎
田
は
京
都
帝
国
大
学
に
入
学
し
西
田
幾
多
郎
の
も
と
で
哲
学
を
学

ぶ
。
一
九
三
〇
年
か
ら
十
六
年
間
、
中
学
・
高
校
・
師
範
学
校
で
教
師
を

し
な
が
ら
仏
教
を
学
ん
だ
。
毎
田
は
長
野
師
範
時
代
の
教
え
子
た
ち
に
招

か
れ
突
如
教
員
を
辞
し
、
長
野
に
移
り
住
ん
だ
。
長
野
で
二
一
年
間
、
仏

教
講
話
と
著
作
活
動
を
続
け
た
。

　

従
来
、
毎
田
は
「
暁
烏
か
ら
影
響
を
受
け
、
西
田
の
哲
学
的
論
理
に
依

身
の
往
生
を
願
う
の
み
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
心
を
起
こ
す
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
い
う
問
い
が
提
起
さ
れ
る
。
珍
海
は
こ
の
問
題
を
会
通
す
る
た

め
に
、
以
下
の
よ
う
な
独
自
な
説
を
示
し
て
い
る
。

　

珍
海
は
、
ま
ず
「
厭
有
為
心
」
に
つ
い
て
、
六
道
が
最
終
的
に
悪
趣
に

「
退
入
」
す
る
と
の
理
由
に
よ
っ
て
、
三
悪
道
を
厭
う
の
み
で
、
そ
れ
が

そ
の
ま
ま
「
厭
有
為
心
」
と
な
る
と
説
く
。
二
つ
目
の
「
求
無
為
心
」
に

つ
い
て
は
、
浄
影
寺
慧
遠
『
大
乗
義
章
』
の
、
西
方
浄
土
は
道
諦
に
「
相

似
」
す
る
と
い
う
記
述
を
も
と
に
、
浄
土
往
生
を
求
め
れ
ば
、
そ
れ
が

「
求
無
為
心
」
に
当
た
る
と
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
目
の
「
度

衆
生
心
」（「
広
済
心
」）
に
つ
い
て
の
『
決
定
往
生
集
』
の
記
述
は
簡
潔

で
あ
る
が
、
珍
海
の
別
著
作
『
三
論
玄
疏
文
義
要
』（
一
一
三
六
）
な
ど

も
踏
ま
え
て
考
察
す
る
と
、「
広
済
心
」
を
め
ぐ
る
珍
海
の
理
解
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
珍
海
は
、
念
仏
が
仏
と
い
う
「
大
悲
」

を
念
ず
る
実
践
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
念
仏
相
続
に
よ
っ
て
、「
常

没
凡
夫
」
に
も
、
わ
ず
か
な
時
間
（「
一
念
十
念
」）
の
「
広
済
心
」
が
自

ず
と
具
わ
っ
て
く
る
と
捉
え
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
珍
海
は
、
単
に
「
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
」
の
心
を
不

要
と
し
て
、
菩
提
心
を
「
易
行
化
」
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。『
決
定

往
生
集
』
に
は
、「
厭
有
為
心
」
な
ど
の
三
つ
の
心
が
「
願
往
生
」
の
心

に
自
ず
と
具
わ
る
と
証
明
す
る
、
珍
海
独
自
の
議
論
が
存
在
す
る
。
珍
海

は
、
三
つ
の
心
を
「
願
往
生
」
の
心
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
上

求
菩
提
・
下
化
衆
生
」
の
心
を
必
要
視
す
る
諸
師
の
説
に
沿
い
つ
つ
も
、

凡
夫
の
「
願
往
生
」
の
心
を
菩
提
心
と
し
て
示
す
と
い
う
、
特
徴
的
な
主

張
を
行
い
得
た
の
で
あ
る
。

　

永
観
（
一
〇
三
三
―
一
一
一
一
）
は
、『
往
生
講
式
』（
一
〇
七
九
か
）
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ら
れ
る
こ
と
」
と
捉
え
る
二
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、「
懺
悔
」

こ
そ
が
、
よ
り
本
質
的
な
「
死
」
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
毎
田
は

往
生
を
「
死
ん
で
浄
土
に
生
れ
る
」
と
規
定
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
普
通
一

般
に
考
え
ら
れ
る
死
で
は
な
い
意
味
を
も
み
て
い
る
。
肉
体
を
具
え
て
い

る
限
り
、
愛
欲
・
名
利
を
脱
却
し
え
な
い
と
い
う
「
懺
悔
」
で
あ
り
、
こ

の
懺
悔
の
所
に
寿
命
の
終
わ
り
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
只
今
の
「
死
」
が

あ
る
と
す
る
。
こ
の
「
懺
悔
」
を
毎
田
は
「
往
生
」
で
あ
り
「
死
」
と
押

さ
え
る
。
矛
盾
に
見
え
る
二
つ
の
浄
土
観
は
、「
死
」
を
「
懺
悔
」
と
解

釈
し
て
い
く
往
生
理
解
に
よ
っ
て
、
毎
田
の
中
で
は
矛
盾
な
く
両
立
す
る

の
だ
と
言
え
よ
う
。

　

毎
田
は
、
明
確
に
宗
教
（
信
仰
）
と
学
問
（
教
学
）
を
分
け
て
考
え
て

い
る
。
そ
し
て
、
己
の
魂
の
救
い
を
か
け
て
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
、
宗
教

の
真
相
は
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
。
毎
田
は
大
拙
の
著
述
に
、「
学
問
」

の
対
象
と
し
て
宗
教
を
客
観
的
に
眺
め
る
態
度
を
見
、
そ
の
点
に
関
し
て

批
判
し
て
い
る
。
毎
田
が
大
拙
を
批
判
す
る
の
は
、
大
拙
に
は
禅
宗
と
い

う
別
の
立
場
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
他
力
の
教
え
で
あ
る
浄
土
真
宗
を
傍
観

し
て
論
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の
救
い
を
か
け

て
、
主
体
的
に
親
鸞
に
直
接
向
き
合
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、『
教
行
信
証
』

を
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
毎
田
は
喝
破
す
る
。
そ
し
て
、
毎
田
は
晩
年

に
な
る
と
恩
師
の
西
田
を
も
、「
対
象
論
理
的
」
に
眺
め
て
親
鸞
を
論
じ

て
い
る
と
批
判
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
毎
田
は
、
暁
烏
・
西
田
の
思
想
を

批
判
的
に
継
承
し
な
が
ら
、
独
自
の
真
理
探
求
の
方
法
を
模
索
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

っ
て
真
理
を
探
究
し
た
人
物
で
あ
り
、
暁
烏
と
西
田
の
継
承
者
」
と
見
ら

れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
晩
年
に
な
る
と
毎
田
は
、
西
田
の

盟
友
で
あ
っ
た
鈴
木
大
拙
を
批
判
し
、
師
の
西
田
を
も
批
判
し
て
い
る
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
論
で
は
、
毎
田
に
よ
る
、
大
拙
の

『
浄
土
系
思
想
論
』
へ
の
批
判
の
内
容
を
検
討
し
つ
つ
、
毎
田
の
浄
土
理

解
が
ど
の
よ
う
な
意
図
・
内
容
を
含
ん
で
い
る
の
か
考
察
を
試
み
た
。

　

毎
田
の
浄
土
理
解
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
①
信
を
得
た
処
に
立
ち

上
が
る
「
自
覚
の
風
光
」
を
「
浄
土
」
と
説
示
す
る
。
毎
田
に
よ
れ
ば
、

内
在
的
超
越
の
人
格
（
＝
如
来
）
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
現

実
の
意
味
が
変
わ
る
と
い
う
。「
自
己
が
砕
か
れ
た
と
き
」、
浄
土
は
対
象

的
に
見
ら
れ
ず
、
直
下
に
あ
る
。
即
ち
我
々
の
自
覚
の
内
奥
を
超
え
て
、

却
っ
て
現
在
の
自
己
を
あ
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
浄
土
は
あ
る
と
い
う
の

だ
。
毎
田
は
仏
教
に
お
け
る
救
い
を
「
無
我
の
自
覚
」
と
規
定
し
て
い
る
。

毎
田
は
「
無
我
の
自
覚
」
を
「
平
常
底
」
と
規
定
す
る
。
毎
田
に
よ
れ
ば

「
平
常
定
」
と
は
一
つ
の
境
涯
で
あ
り
、
主
観
的
な
も
の
の
見
方
の
絶
対

否
定
で
あ
り
、
主
観
的
な
価
値
判
断
・
思
惟
・
当
為
の
否
定
で
あ
る
。
毎

田
は
「
平
常
底
」
を
「
浄
土
」
と
説
示
し
て
い
る
。
毎
田
に
よ
れ
ば
、

「
無
我
の
自
覚
」
は
内
在
的
超
越
的
人
格
で
あ
る
如
来
に
摂
取
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
と
い
う
。
②
浄
土
を
死
後
の
世
界
と
捉
え

る
見
方
。
毎
田
に
と
っ
て
死
後
往
生
の
意
義
は
、
死
後
に
ど
う
な
る
か
と

い
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
世
で
は
絶
対
に
救
わ

れ
な
い
自
分
で
あ
っ
た
と
我
々
に
知
ら
せ
る
所
に
あ
る
。
①
・
②
の
浄
土

理
解
は
ど
の
よ
う
に
、
毎
田
の
中
で
両
立
し
て
い
る
の
か
。

　

毎
田
の
著
作
に
お
い
て
「
死
」
の
概
念
の
受
け
取
り
方
に
は
文
字
通
り

「
肉
体
の
死
」
と
取
っ
て
い
く
場
合
と
、「
懺
悔
に
よ
っ
て
自
力
の
心
が
破
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を
算
出
し
て
い
る
：『
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
』（Sn

）、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』

（D
hp

）、『
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
』（T

h

）、『
テ
ー
リ
ー
ガ
ー
タ
ー
』（T

hī

）、

M
v

、LV

。
発
表
者
ら
は
こ
れ
ら
の
偈
文
句
に
お
け
る
類
似
率
の
結
果

に
つ
い
て
、
以
下
の
索
引
を
刊
行
し
て
い
る
：Y

asutom
o N

ishi and 
Chihiro M

ayuzum
i. 2022. E

arly Buddhist T
exts, M

ahāvastu-
A

vadāna, and Lalitavistara Parallel and Sim
ilarity Pāda 

Index.

『
初
期
仏
典
・
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ツ
・
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
―
並

行
・
類
似
詩
脚
索
引
』。Philosophica M

ahāyāna Buddhica M
on-

ograph Series 7. Chuo A
cadem

ic Research Institute.

　

本
発
表
は
こ
の
研
究
を
応
用
・
発
展
さ
せ
て
、
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

法
に
よ
るSP

と
他
仏
典
の
偈
文
句
の
類
似
率
を
比
較
し
、
法
華
経
の
成

立
・
編
纂
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。

具
体
例
と
し
て
、SP

と
他
経
典
に
お
け
る
類
似
率
上
位
五
十
位
ま
で
の

偈
文
句
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
①
―
③
の
結
果
を
得
て
い
る
（SP

に
は
基
準
テ
キ
ス
ト
『
ケ
ル
ン
・
南
條
本
』（K

N

）
を
用
い
た
。K

N

の

[　

]

は
章
番
号
、
頁.

偈
番
号
と
句
を
示
す
）。
①SP

と
の
類
似
率
の
平

均
はM

v

と
八
二
％
、LV

と
七
三
％
、『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』（Jā

）
と
六
八 

％
、Sn, D

hp, T
h, T

hī

の
初
期
仏
典
と
六
七
％
で
あ
り
、
こ
の
中
で

SP

はM
v

偈
文
句
に
最
も
近
い
。
②
以
下
の
偈
文
句
で
は
言
語
が
異
な

る
が
、
語
順
・
単
語
の
意
味
は
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仏
典
に
お
け 

る
定
型
偈
文
句
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
：pādan .gut. t. hena kam

payi : 
T

h1192d, 1194b / pādān .gus. t. hena kam
payet : K

N
[11

]253. 
19b

（
類
似
率
八
一
％
）、khīn. āsavo antim

adehadhārī : Sn471 
c / ks. īn. āsravā antim

adehadhārin. o : K
N

[2
]31.8c

（
類
似
率
七

四
％
）、Sn471c / ks. īn. āsravā antim

adehadhārin. ah.  : K
N

[17
] 

梵
文
法
華
経
と
他
仏
典
の
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
法
に
よ
る
比
較
検
討

西
　
　
康
友

　

初
期
大
乗
仏
典
を
代
表
す
る
法
華
経
は
、
梵
文
法
華
経
（SP

）
の
漢

訳
と
さ
れ
る
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
出
現
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ

ア
の
多
く
の
地
域
に
伝
承
・
受
容
さ
れ
展
開
し
た
。
日
本
仏
教
公
伝
以

来
、『
妙
法
蓮
華
経
』
は
多
く
の
伝
統
仏
教
・
新
宗
教
教
団
の
所
依
の
経

典
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
華
経
研
究
は
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
が
、
現
存

す
るSP

写
本
に
お
け
る
語
彙
・
語
形
・
語
法
・
書
写
法
・
韻
律
な
ど
の

言
語
学
的
研
究
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
法
華
経
研
究
に
は

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

発
表
者
はSP

に
お
け
る
言
語
学
的
な
実
証
研
究
方
法
を
研
究
協
力
者

（
黛
千
洋
・
中
央
学
術
研
究
所
特
別
研
究
員
／
情
報
工
学
者
）
と
と
も
に

模
索
し
、
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
距
離
を
応
用
し
た
言
語
解
析
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
手
法
（
本
発
表
で
は
「
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
法
」
と
い
う
）
を
開

発
し
た
。
こ
の
こ
と
で
発
表
者
ら
は
、
仏
典
に
お
け
る
相
互
の
偈
文
句
に

つ
い
て
、
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
距
離
に
基
づ
い
た
類
似
率
を
算
出
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
「
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
距
離
」
と
は
、
ロ

シ
ア
の
数
学
者
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
イ
オ
シ
フ
ォ
ヴ
ィ
チ
・
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
が
開
発
し
た
理
論
の
一
つ
で
、「
二
つ
の
文
字
列
の
類
似
度
を
示

す
距
離
」
で
あ
る
。

　

先
学
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
初
期
仏
典
と
『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ツ
・

ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
』（M

v

）
や
『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』（LV

）
に
並
行
・

類
似
偈
文
句
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
相
互
の
偈
文
句
が
ど
の
程
度

類
似
す
る
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
発
表
者
は
こ
れ
ま
で
、
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
法
に
よ
っ
て
、
以
下
の
仏
典
に
お
け
る
相
互
の
偈
文
句
の
類
似
率
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以
後
、
書
名
の
記
載
の
な
い
も
の
は
『
昭
和
定
本
』
の
頁
と
す
る
）」
と

述
べ
て
お
り
、
五
義
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
日
蓮
の
時
の
認
識
を
知
る

こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

五
義
の
時
の
研
究
は
、
茂
田
井
教
亨
「
五
義
の
体
系
的
考
察
―
本
尊
抄

と
諸
遺
文
と
の
関
連
―
」（『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』
山
喜
房
佛
書
林
、

一
九
六
四
年
、
所
収
）
が
あ
る
。
時
に
つ
い
て
「『
教
機
時
國
鈔
』
に
「
知

時
」
の
語
が
現
れ
、
時
の
自
覚
的
表
現
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
守
護
国
家

論
』（
正
元
元
（
一
二
五
九
）
年
）
に
そ
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
。
佐
渡

配
流
に
よ
る
法
華
経
色
読
と
『
立
正
安
国
論
』
で
未
だ
起
こ
っ
て
い
な
い

自
界
叛
逆
難
・
他
国
侵
逼
難
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
言
の
的
中
に

よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
「
知
時
」
の
自
覚
を
深
め
、
つ
い
に
『
撰
時
抄
』

『
報
恩
抄
』
等
に
示
さ
れ
た
日
蓮
の
歴
史
観
が
成
立
し
た
」
と
指
摘
さ
れ

て
お
り
、「
知
時
」
に
着
目
さ
れ
て
い
る
。（
茂
田
井
一
九
六
四
、
二
二
八

―
九
頁
）。

　

茂
田
井
教
亨
氏
の
研
究
を
受
け
、
末
法
の
時
を
示
す
文
を
五
義
の
綱
目

を
視
点
と
し
て
検
討
す
る
と
、
遺
文
に
よ
っ
て
時
と
教
の
表
記
に
違
い
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ま
で
、
日
蓮
の
時
の
認
識
に
つ
い
て
、
教
と

時
を
視
点
と
し
た
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
日
蓮
に
お
け
る
時
の
認
識
が
、
ど
の
よ
う
に
深
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
教
と
時
を
視
点
と
し
て
考

察
を
し
た
。

　

茂
田
井
教
亨
氏
は
「
佐
渡
配
流
に
よ
る
法
華
経
色
読
に
よ
っ
て
、「
知

時
」
の
自
覚
を
深
め
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
釈
尊
滅
後
の
教
は

『
守
護
国
家
論
』
に
「
法
華
経
（
一
〇
二
頁
）」、『
薬
王
品
得
意
抄
』
に

「
本
門
寿
量
品
（
三
四
〇
頁
）」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
茂
田
井
教
亨
氏
の

351.6d

（
類
似
率
七
一
％
）、dham

m
am.  desesi pān. inam.  : T

hī 
306d / dharm

am.  deséti prān. inām
 : K

N
[5

]139.53d

（
類
似
率 

七
二
％
）、satāni nahutāni ca : JāV

I-89.360b / śatāni nayu-
tāni ca : K

N
[14

]306.31b

（
類
似
率
八
九
％
）、buddho loke anut-

taro : JāI-13.51b / buddhā loke anuttarāh.  : K
N

[3
]70.37b 

（
類
似
率
八
五
％
）、dham

m
acakkam.  pavattaya : JāI-27.193d / 

dharm
acakram.  pravartesi : [3]69.33a

（
類
似
率
六
八
％
）。
③SP

とM
v

で
は
上
位
七
八
％
ま
で
が
、ま
たSP

とLV

で
は
上
位
八
三
％

ま
で
が
同
一
か
極
め
て
近
似
の
偈
文
句
で
あ
る
と
い
う
結
果
か
ら
、SP

は
こ
れ
ら
の
句
を
出
典
・
参
考
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　
（
本
発
表
の
論
文
は
『
中
央
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
三
号
﹇
二
〇

二
四
年
十
一
月
﹈
に
掲
載
予
定
）。

日
蓮
に
お
け
る
時
の
認
識
に
つ
い
て

深
谷
　
恵
子

　

日
蓮
の
五
義
は
、『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』
で
「
日
蓮
が
法
華
経
を
信
解

体
得
さ
れ
る
に
当
た
り
、
考
察
の
基
盤
と
し
た
教
・
機
・
時
・
国
・
師

（
序
）
の
五
箇
の
教
判
で
、
教
と
理
を
明
ら
か
に
す
る
。
更
に
、
宗
教
活

動
に
お
け
る
自
覚
と
弘
教
の
方
軌
を
示
す
も
の
で
あ
る
（『
宗
義
大
綱
読

本
』（
二
〇
〇
二
年
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
取
意
）」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

重
要
な
教
義
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
。

　

時
に
つ
い
て
は
、
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
六
月
、
身
延
に
お
い
て
撰

述
さ
れ
た
『
撰
時
抄
』
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
部
に
「
夫
レ
仏
法
を

学
せ
ん
法
は
必
ず
先
づ
時
を
な
ら
う
べ
し
（『
昭
和
定
本
』
一
〇
〇
三
頁
。
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末
の
記
述
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

『
立
正
安
国
論
』
と
『
唱
法
華
題
目
鈔
』
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て矢

吹
　
康
英

　

日
蓮
は
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
七
月
十
六
日
に
北
条
時
頼
へ
『
立

正
安
国
論
』
を
進
覧
し
た
。
進
覧
日
は
、
日
蓮
遺
文
中
に
て
明
ら
か
で
あ

る
が
、
小
湊
誕
生
寺
所
蔵
『
録
内
御
書
抄
』
に
よ
れ
ば
、
五
月
二
十
六
日

と
あ
り
（『
誕
生
寺
文
書
』
四
八
頁
）、
そ
れ
が
校
了
日
と
し
て
伝
わ
る

（『
日
蓮
宗
年
表
』
八
頁
）。
校
了
か
ら
進
覧
ま
で
に
約
五
十
日
を
要
し
、

日
蓮
は
進
覧
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
う
か
が
っ
て
い
た
と
拝
察
さ
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
、
校
了
日
の
二
日
後
で
あ
る
五
月
二
十
八
日
に
は
『
唱
法
華
題

目
鈔
』
の
執
筆
が
あ
り
、『
安
国
論
』
の
校
了
と
進
覧
の
間
に
『
唱
題
鈔
』

が
著
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。『
安
国
論
』
と
『
唱
題
鈔
』
は
、
ほ
ぼ
同
時

の
執
筆
で
あ
る
た
め
「
姉
妹
篇
」
と
解
さ
れ
、
前
者
が
「
破
邪
」（
謗
法

禁
断
）、
後
者
は
「
顕
正
」（
正
法
開
顕
）
の
面
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る

（『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典 

歴
史
篇
』
五
五
九
頁
）。
編
年
体
の
日
蓮
遺
文
集

で
は
、
進
覧
日
を
系
年
と
す
る
た
め
『
唱
題
鈔
』↓『
安
国
論
』
の
順
に
収

録
さ
れ
て
い
る
が
、
校
了
日
を
採
用
し
て
同
時
期
の
成
立
と
見
な
す
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
順
序
は
逆
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

執
筆
地
は
、
両
篇
と
も
「
名
越
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
の
安
国

論
寺
（
鎌
倉
市
大
町
）
と
推
さ
れ
る
。
為
政
者
へ
進
覧
す
る
た
め
の
『
安

国
論
』
が
、
二
日
後
に
門
下
へ
宛
て
ら
れ
た
『
唱
題
鈔
』
に
対
し
、
如
何

な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
稿
で
は
、
両
篇
の
関
連
に

つ
い
て
少
し
く
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

両
篇
と
も
問
答
形
式
で
あ
り
、『
安
国
論
』
は
全
十
段
（
九
問
九
答
一

指
摘
に
加
え
、
弘
長
元
（
一
二
六
一
）
年
五
月
十
二
日
伊
豆
流
罪
、
文
永

元
（
一
二
六
四
）
年
十
一
月
十
一
日
小
松
原
法
難
等
の
法
華
経
弘
通
の
体

験
に
よ
っ
て
、
日
蓮
の
時
の
認
識
が
茂
田
井
教
亨
氏
の
指
摘
よ
り
も
前
か

ら
深
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、「『
立
正
安
国
論
』
の
自
界
叛
逆
難
・
他
国
侵
逼
難
の
予
言
の
的

中
に
よ
っ
て
、「
知
時
」
の
自
覚
を
深
め
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る
。
文
永
十
二
（
一
二
七
五
）
年
二
月
に
身
延
に
お
い
て
、
認
め
ら

れ
た
『
瑞
相
御
書
』
に
「
末
法
に
入
っ
て
、
法
華
経
の
肝
要
の
ひ
ろ
ま
ら

せ
給
ふ
べ
き
大
瑞
な
り
（
八
七
四
頁
）」
と
あ
る
。
大
瑞
を
前
年
の
文
永

の
役
と
仮
定
す
る
と
、
茂
田
井
教
亨
氏
の
「
予
言
の
的
中
」
に
加
え
て
、

瑞
相
に
よ
っ
て
時
の
認
識
を
深
め
て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
釈
尊
在
世
の
教
と
時
を
『
守
護
国
家
論
』
で
は
、
説
い
て
い

な
い
。『
撰
時
抄
』
は
在
世
の
教
は
「
法
華
経
（
一
〇
〇
九
頁
）」、
時
は

「
在
世
ノ
八
年
（
一
〇
〇
九
頁
）」
と
、
述
べ
て
お
り
、
違
い
が
見
う
け
ら

れ
る
。
そ
れ
は
『
守
護
国
家
論
』
執
筆
の
頃
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
で
表

明
さ
れ
る
「
在
世
ノ
本
門
ト
末
法
之
初
ハ
一
同
ニ
純
円
也
（
七
一
五
頁
）」

と
い
う
時
の
認
識
が
未
だ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
表
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
日
蓮
の
時
の
認
識
は
『
薬
王
品
得
意
抄
』
執

筆
の
頃
か
ら
『
撰
時
抄
』
の
著
さ
れ
る
頃
ま
で
次
第
に
深
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
『
観
心
本
尊
抄
』「
在
世
ノ
本
門
ト
末
法
之
初
ハ

一
同
ニ
純
円
也
」
と
、
教
か
ら
時
へ
展
開
さ
れ
て
お
り
、
日
蓮
独
自
の
時

の
捉
え
方
が
窺
え
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
こ
の
時
の
捉
え
方
を
視
点
と
し
、
釈
尊
在
世
・
正
像



　　248

『宗教研究』97巻別冊（2024年） 個人発表

れ
て
い
る
。
法
華
経
で
三
類
の
怨
敵
の
す
が
た
、
涅
槃
経
で
三
類
の
怨
敵

を
恐
れ
る
べ
き
と
誡
め
、
仁
王
経
で
は
謗
法
に
よ
る
国
難
を
説
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
為
政
者
に
宛
て
た
諫
暁
書
と
し
て
の
『
安
国
論
』

も
、
門
下
に
宛
て
た
法
門
開
示
の
た
め
の
『
唱
題
鈔
』
も
、
謗
法
の
根
拠

は
同
じ
で
あ
り
、
法
然
に
よ
る
浄
土
教
信
仰
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　

ほ
ぼ
同
時
の
執
筆
の
た
め
、『
安
国
論
』
進
覧
に
あ
た
っ
て
は
、『
唱
題

鈔
』
と
同
様
の
法
華
経
観
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、『
安
国
論
』

本
文
の
み
か
ら
判
断
を
す
れ
ば
、
一
貫
し
て
「
破
邪
」
が
主
張
さ
れ
、

「
顕
正
」
に
関
す
る
説
示
は
無
い
の
で
あ
る
。『
唱
題
鈔
』
の
「
顕
正
」
に

関
す
る
説
示
は
、『
安
国
論
』
執
筆
時
の
法
華
経
観
や
最
終
的
に
勧
奨
し

た
「
実
乗
の
一
善
」
を
検
討
す
る
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
、
今

後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

草
山
元
政
「
七
面
大
明
神
縁
起
」
に
つ
い
て

桑
名
　
法
晃

　

身
延
西
谷
御
草
庵
の
地
か
ら
西
の
方
に
位
置
す
る
七
面
山
に
、
身
延
山

の
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
七
面
大
明
神
の
信
仰
が
興
隆
し
、
そ
の
縁
起

の
成
立
を
み
る
の
は
近
世
初
期
で
、
こ
れ
ま
で
最
も
古
い
資
料
と
し
て
重

視
さ
れ
て
き
た
の
が
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
元
政
が
著
し
た
「
七

面
大
明
神
縁
紀
」（
草
山
集
所
収
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
宗
祖
日

蓮
と
の
関
係
及
び
そ
の
本
地
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
降
の
日
蓮
聖
人
伝
や

縁
起
類
等
に
踏
襲
さ
れ
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
元
政
の
縁
起
が
中
心
に

考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
元
政
の
縁
起
が
如
何
に
し
て
作
成
さ
れ
た

の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
元
政
の
縁
起
そ
の
も
の
に
つ
い
て

領
解
）、『
唱
題
鈔
』
は
全
十
五
段
か
ら
成
る
。
問
者
は
法
然
浄
土
教
へ
の

信
仰
を
有
す
る
者
（
法
華
未
信
）
で
、
答
者
は
法
華
経
信
仰
者
で
あ
り
、

問
答（
対
話
）を
重
ね
て
論
が
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
共
通
し
て
い
る
。

『
安
国
論
』
で
は
一
貫
し
て
「
破
邪
」
が
説
か
れ
、『
唱
題
鈔
』
で
は
五
段

ま
で
が
「
破
邪
」
で
、
六
段
以
降
が
「
顕
正
」
と
な
り
、『
安
国
論
』
説
示

の
内
容
が
『
唱
題
鈔
』
の
前
半
部
分
に
も
説
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

類
似
の
表
現
が
確
認
で
き
、
謗
法
に
関
す
る
引
用
経
典
の
重
複
も
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

答
者
が
経
（
釈
）
を
引
用
す
る
意
味
と
し
て
、『
安
国
論
』
で
は
「
倩

微
管
を
傾
け
聊
か
経
文
を
披
き
た
る
に
」（『
昭
和
定
本
』
二
〇
九
頁
）

と
、『
唱
題
鈔
』
で
は
「
さ
せ
る
文
義
を
弁
へ
た
る
身
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど

も
法
華
経
・
涅
槃
経
並
び
に
天
台
・
妙
楽
の
釈
の
心
を
も
て
推
し
量
る

に
」（『
昭
和
定
本
』
一
八
四
頁
）
と
あ
り
、
自
ら
を
視
野
が
狭
く
経
文
を

深
く
理
解
し
て
い
な
い
者
と
言
う
も
の
の
、「
経
（
釈
）」
に
よ
っ
て
答
え

を
明
か
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
、
仏
弟
子
と
し
て
の
表
明
で
あ
り
、
問
答

形
式
に
お
い
て
相
手
を
論
理
的
に
導
く
た
め
の
方
法
と
い
え
よ
う
。

　
『
安
国
論
』
三
段
と
『
唱
題
鈔
』
五
段
で
、
引
用
の
順
序
や
文
字
量
の

増
加
と
い
っ
た
異
な
り
が
あ
る
も
の
の
、
仁
王
経
嘱
累
品
・
涅
槃
経
高
貴

徳
王
品
・
法
華
経
勧
持
品
の
三
文
が
共
通
し
て
引
か
れ
て
い
る
。『
安
国

論
』
で
は
、
三
段
に
経
文
引
用
が
あ
り
、
四
段
に
て
法
然
に
よ
る
浄
土
教

信
仰
を
謗
法
の
人
と
法
と
決
し
、
五
段
で
浄
土
教
の
流
布
に
よ
る
結
末
を

先
例
よ
り
示
し
て
い
る
。
一
方
『
唱
題
鈔
』
で
は
、
二
段
と
三
段
で
法
然

の
誤
り
が
明
か
さ
れ
、
四
段
に
て
法
華
経
を
誹
謗
す
る
悪
知
識
の
様
相
を

示
し
、
五
段
で
経
文
引
用
が
あ
る
。
論
の
展
開
に
相
違
が
あ
れ
ど
も
、
当

時
の
日
蓮
が
謗
法
と
決
す
る
た
め
に
重
要
視
し
て
い
た
経
証
と
し
て
引
か
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天
と
す
る
説
も
存
す
る
が
、
本
地
は
測
り
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
七
面
大
明
神
の
広
大
な
利
益
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、

等
覚
・
妙
覚
位
に
居
す
仏
菩
薩
の
垂
迹
で
は
な
い
か
と
記
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
日
孝
は
元
政
の
縁
起
を
概
ね
継
承
し
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
決
し
て
師
説
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
敷

延
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
師
説
を
否
定
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
弟
子
慈
忍
日
孝
が
師
説
と
は
異
な
る
本
地
の
解
釈
を
提
示

し
、
同
名
の
縁
起
を
作
成
し
た
理
由
を
、
身
延
山
久
遠
寺
身
延
文
庫
所
蔵

「
七
面
大
明
神
縁
紀
」
一
軸
、
お
よ
び
元
政
・
日
孝
師
弟
の
関
係
性
、
特

に
日
孝
に
よ
る
元
政
の
著
作
類
浄
書
の
事
例
、
元
政
が
平
生
よ
り
多
く
を

口
授
し
人
を
し
て
書
き
記
さ
せ
て
い
た
と
い
う
記
事
、
ま
た
師
元
政
か
ら

七
面
大
明
神
に
つ
い
て
教
示
を
得
た
日
孝
の
聞
書
の
存
在
な
ど
か
ら
推
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
師
元
政
の
指
示
に
基
づ
き
、
弟
子
日
孝
が
「
七
面

大
明
神
縁
起
」
を
著
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を
提

示
し
た
い
。

　

日
孝
の
縁
起
は
①
と
多
く
の
共
通
点
を
有
し
深
い
関
連
が
認
め
ら
れ
、

①
を
参
照
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
①
は
元
政
の
縁
起
の

成
立
に
お
い
て
も
、
ま
た
日
孝
の
縁
起
の
成
立
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、
極
め
て
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
身
延
文
庫
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
精
査
が
必
要
で
あ
り
今

後
の
課
題
と
す
る
。
ま
た
日
孝
以
降
の
諸
縁
起
や
伝
記
等
と
の
関
連
性
に

つ
い
て
は
、
別
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

も
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
元
政
が
開

い
た
京
都
深
草
瑞
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
七
面
大
明
神
に
関
す
る
資
料
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
元
政
の
縁
起
の
成
立
並
び
に
諸
縁
起
と
の
関
連
に
つ

い
て
考
察
す
る
こ
と
を
本
発
表
の
目
的
と
す
る
。

　

深
草
瑞
光
寺
に
は
、
元
政
手
沢
本
『
七
面
明
神
縁
起
』
一
巻
（
以
下
、

①
と
記
す
）、『
七
面
本
迹
感
応
録
』
一
巻
（
以
下
、
②
と
記
す
）
の
二
つ

の
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
①
は
七
面
大
明
神
の
本
地
を
吉
祥
天
と
規
定

し
、
後
の
縁
起
に
み
ら
れ
る
全
体
の
構
成
と
内
容
が
共
通
し
て
い
る
。
元

政
に
よ
る
外
題
・
内
題
を
持
つ
②
は
、
本
地
を
吉
祥
天
と
す
る
前
提
に
立

ち
、
吉
祥
天
の
詳
細
を
経
釈
に
求
め
そ
の
説
示
を
書
き
出
し
、
ま
た
①
に

み
ら
れ
る
七
面
大
明
神
の
感
応
の
説
示
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
①
に
基
づ
き
著
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
深
草
宝
塔
寺
に
勧
請

し
た
七
面
大
明
神
の
本
迹
を
述
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
吉
祥
天
を
本
地
と

す
る
通
説
に
随
っ
て
著
さ
れ
た
元
政
の
「
七
面
大
明
神
縁
紀
」
は
、
①
②

そ
れ
ぞ
れ
と
共
通
す
る
内
容
が
確
認
で
き
、
両
資
料
を
基
に
撰
述
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
①
↓
②
↓
元
政
「
七
面
大
明
神
縁
紀
」

の
順
に
こ
れ
ら
縁
起
資
料
が
成
立
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
元
政
が
直
接
依
拠
し
た
縁
起
の
存
在
と
そ
の
内
容
が
明

ら
か
と
な
り
、
元
政
の
縁
起
の
成
立
過
程
を
少
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
縁
起
と
元
政
の
弟
子
慈
忍
日
孝
の
「
七
面
大
明
神
縁

起
」（
水
雲
集
所
収
）
と
を
対
照
す
る
と
、
異
な
る
点
が
散
見
さ
れ
、
特
に

本
地
の
位
置
づ
け
は
特
筆
す
べ
き
相
違
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
日
孝
の

縁
起
で
は
「
而
其
為
本
地
不
可
測
知
、
相
伝
是
吉
祥
天
応
現
也
、
蓋
以
広

大
之
利
益
而
言
之
、
等
妙
之
垂
迹
與
、
誰
議
其
本
者
也
」
と
記
し
、
吉
祥
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蓮
の
生
涯
の
足
跡
に
お
け
る
史
実
と
伝
承
を
捉
え
る
上
で
、
地
域
に
伝
わ

る
伝
承
が
ど
の
よ
う
に
日
蓮
伝
記
に
取
り
込
ま
れ
、
寺
院
の
由
緒
と
し
て

定
着
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
が
、
そ
こ
で
次
の
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

①
江
戸
中
期
の
日
蓮
伝
記
本
『
本
化
別
頭
高
祖
伝
』・『
本
化
別
頭
仏
祖
統

紀
』
を
土
台
と
し
て
、
そ
れ
以
降
の
日
蓮
伝
記
本
が
編
纂
さ
れ
た
。

②
甲
斐
国
の
地
誌
類
と
な
る
『
甲
斐
国
志
』
は
、『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』

『
高
祖
年
譜
』『
高
祖
年
譜
攷
異
』
と
い
っ
た
江
戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
日
蓮

伝
記
本
を
参
照
し
、
寺
院
の
由
緒
と
し
て
紹
介
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

③
小
室
妙
法
寺
・
石
和
遠
妙
寺
が
『
本
化
別
頭
高
祖
伝
』、
二
子
塚
定
林

寺
・
米
倉
妙
昌
寺
・
日
野
見
法
寺
・
上
井
出
上
行
寺
・
蔦
木
真
福
寺
が

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
に
そ
れ
ぞ
れ
文
永
十
一
年
の
甲
斐
国
巡
教
伝
承

と
し
て
知
ら
れ
、
後
の
日
蓮
伝
記
本
に
収
載
さ
れ
て
い
っ
た
。

④
『
本
化
高
祖
年
譜
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
文
永
十
一
年
の
甲
斐
国
巡
教

寺
院
の
記
述
は
充
実
し
て
お
り
、
後
の
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
や
『
日
蓮

大
士
真
実
伝
』
の
編
纂
に
影
響
を
与
え
た
。

⑤
『
身
延
山
史
』
は
、『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
の
記
述
を
踏
ま
え
て
文

永
十
一
年
の
日
蓮
の
甲
斐
国
巡
教
を
記
述
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
中
世
の
日
蓮
伝
記
本
で
は
語
ら
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
甲
斐
国
内
に
遺
さ
れ
た
日
蓮
伝
承
が
江
戸
後
期
の
主
要
な
日
蓮
伝

記
本
に
取
り
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
甲
斐
国
の
地
誌
類
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
い
く
つ
か
の
日
蓮
伝
記
本
を
引
用
し
て
地
域
に
伝
わ
る
新
た
な
日
蓮

伝
承
が
寺
院
縁
起
に
紹
介
さ
れ
、
地
域
の
人
々
に
生
き
た
日
蓮
像
が
知
ら

れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
分
析
し
た
文
永
十
一
年
の
甲
斐
国
巡
教
に
見
ら
れ
る
限
り
、
日
蓮

日
蓮
伝
記
と
日
蓮
伝
承 

│
│ 

日
蓮
の
甲
斐
国
巡
教
を
中
心
に 

│
│

望
月
　
真
澄

　

日
蓮
の
生
涯
と
そ
の
足
跡
を
知
る
上
で
日
蓮
伝
記
本
は
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
日
蓮
滅
後
間
も
な
く
中
世
か
ら
近
世
・
近
代
に
多
く
の

日
蓮
伝
記
本
が
誕
生
し
て
い
る
。
形
態
は
、
漢
文
体
・
仮
名
交
じ
り
体
と

い
っ
た
文
字
を
中
心
と
し
た
も
の
、
絵
を
中
心
に
生
涯
の
場
面
を
描
き
、

文
章
を
添
え
て
構
成
し
て
い
る
も
の
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
記
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
史
実
と
伝
承
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
期
以
降
に
日
蓮
伝

記
の
編
者
が
日
蓮
の
足
跡
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
に
伝
わ
る
伝

承
を
取
り
込
ん
で
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
物
の
生
涯
を
知

る
上
で
、
歴
史
学
研
究
と
民
俗
学
研
究
と
の
接
点
を
視
座
と
し
て
多
く
の

先
行
業
績
が
あ
る
が
、
柳
田
国
男
は
、
真
言
宗
の
開
祖
と
な
る
弘
法
大
師

の
伝
説
に
つ
い
て
、
歴
史
の
民
俗
学
解
釈
法
を
用
い
て
歴
史
像
を
読
み
と

っ
て
お
り
、
新
た
な
型
を
創
出
し
て
い
る
。
佐
々
木
馨
は
日
蓮
弟
子
の
日

持
伝
説
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
北
方
伝
説
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
で
、

歴
史
学
研
究
と
民
俗
学
研
究
の
接
点
を
追
求
し
た
論
考
と
し
て
評
価
さ
れ

る
。

　

日
蓮
の
生
涯
の
身
延
期
に
関
わ
る
基
本
的
文
献
と
し
て
『
身
延
山
史
』

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
書
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
日
蓮
の
身
延
入
山
を
経

て
草
庵
が
で
き
る
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
甲
斐
国
内
を
巡
教
し
た
記
述
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
甲
斐
国
巡
教
が
史
実
か
否
か
に
つ
い
て
疑
義

が
呈
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、
日
蓮
伝
記
と
日
蓮
伝
承
の
繋
が
り
に
つ
い
て
、

日
蓮
の
甲
斐
国
巡
教
の
中
で
も
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
の
身
延
入
山

後
一
ヶ
月
間
と
い
わ
れ
る
巡
教
を
中
心
に
考
察
し
て
み
る
。
そ
し
て
、
日
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持
続
的
に
信
仰
を
集
め
た
両
者
の
現
世
利
益
の
性
格
を
検
討
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

成
田
不
動
の
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
印
の
略
縁
起
は
、
前
半
に
平

将
門
の
乱
を
調
伏
し
た
開
創
由
来
を
、
後
半
に
〈
安
産
〉〈
海
難
救
出
〉

〈
乱
心
狂
気
と
熱
病
寒
疾
の
治
癒
〉
と
参
籠
持
念
し
た
道
誉
上
人
の
〈
知

恵
の
獲
得
〉
の
霊
験
利
益
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
の
略
縁
起
に
至
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
世
に

普
及
し
た
成
田
不
動
利
生
記
等
の
霊
験
説
話
五
話
を
『
新
修
成
田
山
史
』

に
見
る
と
、
一
八
世
紀
か
ら
幕
末
ま
で
の
期
間
に
〈
盗
み
の
罪
を
免
れ

る
〉〈
博
奕
に
勝
つ
〉〈
力
を
得
る
〉〈
災
難
除
け
〉〈
火
難
除
け
〉
の
略
縁

起
に
は
な
い
霊
験
利
益
が
表
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
窺
え
る
の
は
、
人
々

の
間
に
成
田
不
動
の
新
た
な
霊
験
利
益
が
拡
大
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

祖
師
信
仰
に
つ
い
て
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
刊
の
小
川
泰
堂

『
日
蓮
大
士
眞
實
傳
』
に
「
江
戸
三
高
祖
」
と
あ
る
三
寺
の
霊
験
利
益
を

見
る
。
安
置
の
日
蓮
像
は
、
幸
國
寺
で
〈
疫
癘
平
癒
〉、
瑞
輪
寺
で
〈
安

産
〉
の
〈
個
別
機
能
〉
の
利
益
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
堀
之
内
妙
法

寺
で
は
、
日
蓮
像
に
〈
現
證
救
護
〉、
加
持
の
符
に
〈
難
病
治
癒
〉〈
奇

特
〉
の
霊
験
利
益
が
記
さ
れ
、〈
個
別
機
能
〉
と
具
体
的
内
容
を
欠
く
二

種
の
霊
験
利
益
が
表
れ
て
い
る
。
別
の
資
料
と
し
て
、
天
保
七
年
（
一
八

三
六
）
刊
の
斎
藤
月
岑
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
同
寺
の
記
事
を
見
る
と
、

日
蓮
像
は
〈
個
別
機
能
〉
の
〈
厄
除
け
〉、
加
持
の
符
は
張
御
符
と
し
て

〈
寄
願
成
就
〉
の
利
益
と
さ
れ
て
い
る
。〈
寄
願
成
就
〉
は
〈
現
證
救
護
〉

〈
奇
特
〉
と
あ
わ
せ
、
不
特
定
な
祈
願
内
容
に
よ
る
〈
諸
願
〉
の
利
益
成

就
と
し
て
包
括
さ
れ
る
。

　

成
田
不
動
の
霊
験
利
益
の
拡
大
、
祖
師
信
仰
に
お
け
る
〈
諸
願
成
就
〉

伝
承
に
よ
っ
て
日
蓮
伝
記
本
に
偉
大
な
日
蓮
像
が
投
影
さ
れ
る
と
、
そ
の

姿
が
法
華
信
徒
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
日
蓮
信
仰
の
高
揚
に
繋
が
っ
て
い
っ

た
。
そ
の
姿
を
引
き
出
し
て
い
っ
た
の
が
江
戸
後
期
の
日
蓮
伝
記
本
を
編

纂
し
た
日
蓮
教
団
の
先
師
や
篤
信
者
で
あ
っ
た
。
な
お
、
甲
斐
国
内
の
日

蓮
伝
承
に
つ
い
て
は
、
文
永
十
一
年
以
外
に
も
確
認
で
き
る
の
で
、
甲
斐

国
巡
教
と
日
蓮
伝
承
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

近
世
の
成
田
不
動
と
日
蓮
宗
祖
師
信
仰
に
表
れ
た
現
世
利
益

小
泉
　
　
壽

　

近
世
の
江
戸
で
盛
行
し
て
い
た
寺
社
出
開
帳
に
お
い
て
、
下
総
新
勝
寺

の
不
動
明
王
（
以
下
、
成
田
不
動
と
略
す
）
と
甲
斐
身
延
山
の
「
身
延
の

上
人
」
は
高
い
人
気
を
得
て
い
た
。
身
延
の
上
人
と
は
日
蓮
像
を
指
し
、

宗
派
別
開
帳
数
で
最
多
の
日
蓮
宗
の
特
徴
は
開
帳
神
仏
が
日
蓮
像
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
り
、
日
蓮
像
に
対
す
る
信
仰
（
以
下
、
祖
師
信
仰
と
略
す
）

が
高
か
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
両
者
の
江
戸
で
の
成
功
要
因
と
し
て

共
通
に
あ
る
の
は
、
寺
社
へ
の
参
詣
や
寄
進
等
を
目
的
と
す
る
「
講
」
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
数
が
多
い
こ
と
は
、
当
該

信
仰
が
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
人
々
の
間
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
も

示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
気
と
信
仰
の
定
着
が
示
唆
す
る
の
は
、

人
々
が
成
田
不
動
と
祖
師
信
仰
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
霊
験
利
益
を
重
要
視

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
神
仏
が
与
え
る
霊
験
利
益
の
主

流
は
現
世
利
益
と
包
括
さ
れ
る
が
、
宮
田
登
等
の
先
行
研
究
に
お
い
て

は
、
そ
こ
に
「
霊
験
の
分
業
」
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
成
田
不
動
と

祖
師
信
仰
に
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
か
。
発
表
は
、
こ
の
問
題
意
識

を
踏
ま
え
、
資
料
に
表
れ
た
霊
験
利
益
内
容
を
通
じ
て
、
近
世
に
お
い
て
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四
派
離
脱
も
あ
っ
て
、
五
月
に
神
仏
合
同
大
教
院
を
解
散
し
、
以
降
は
各

宗
で
教
院
を
取
り
締
ま
っ
て
布
教
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

た
。
そ
の
た
め
、
日
蓮
宗
一
致
派
が
開
催
し
た
代
表
者
会
議
が
釐
正
会
議

で
あ
る
。

　

釐
正
会
議
の
会
期
は
明
治
八
年
六
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
で
、
開
催

場
所
は
当
時
の
日
蓮
宗
大
教
院
（
東
京
芝
二
本
榎
承
教
寺
内
）
で
あ
っ
た
。

開
催
者
は
会
議
主
・
新
居
日
薩
管
長
で
、
参
集
者
は
主
に
本
山
住
職
、
地

方
取
締
寺
院
僧
侶
ら
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
決
議
事
項
は
十
八
条
か
ら

成
り
、
後
日
「
日
蓮
宗
規
約
十
条
」
も
含
め
て
日
蓮
宗
各
寺
院
へ
布
達
さ

れ
、
そ
の
内
容
か
ら
、
神
仏
分
離
や
廃
仏
毀
釈
な
ど
、
時
代
に
即
応
し
て

宗
規
釐
正
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
確
認
で
き
る
。

　

釐
正
会
議
の
次
に
、
日
蓮
宗
の
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
は
明
治

十
一
年
四
月
で
あ
り
、
そ
の
開
催
背
景
と
し
て
、
釐
正
会
議
決
議
事
項
の

実
行
性
に
対
す
る
問
題
意
識
が
あ
っ
た
。
そ
の
問
題
意
識
の
詳
細
が
窺
い

知
れ
る
も
の
と
し
て
、
明
治
十
年
日
蓮
宗
達
書
第
四
号
が
挙
げ
ら
れ
る
。

当
該
達
書
第
四
号
は
、
仏
教
新
聞
『
明
教
新
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
外
（
第

四
一
五
号
一
〜
三
面
（
明
治
十
年
二
月
八
日
発
行
）、
第
四
一
六
号
一
〜

二
面
（
同
月
十
日
発
行
）、
第
四
一
七
号
二
〜
三
面
（
同
月
十
二
日
発
行
）、

第
四
一
八
号
一
〜
二
面
（
同
月
十
四
日
発
行
）、
第
四
一
九
号
一
〜
二
面

（
同
月
十
六
日
発
行
））、
京
都
市
叡
昌
山
本
法
寺
に
冊
子
が
所
蔵
さ
れ
て

お
り
（
題
名
な
し
。
以
下
、『
達
書
第
四
号
』
と
い
う
。
分
類
番
号
Ｊ
〇

一
九
―
〇
〇
三
）、
日
蓮
宗
か
ら
本
山
等
の
日
蓮
宗
寺
院
へ
配
布
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。『
達
書
第
四
号
』
の
目
的
は
、
各
地
の
日
蓮
宗
僧
侶

ら
か
ら
当
時
の
石
川
日
大
管
長
宛
て
に
提
出
さ
れ
た
、
釐
正
会
議
決
議
事

項
の
実
施
不
十
分
に
関
す
る
意
見
書
四
通
（
小
林
日
昇
「
建
議
三
欵
」、

利
益
流
布
の
要
因
を
求
め
る
と
、
参
詣
者
を
増
や
す
た
め
の
寺
社
側
の
戦

略
が
一
つ
の
解
答
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
戦
略
が
功
を
奏
す
る
の
は
、

霊
験
利
益
の
実
現
有
無
に
加
え
て
、
一
般
信
者
の
人
々
に
働
き
か
け
ら
れ

る
充
分
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
備
え
て
い
る
こ
と
も
要
件
と
な
る
。
発
表
は
、

こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
も
の
と
し
て
〈
具
現
化
し
た
強
い
霊
力
〉
の
存

在
を
仮
定
し
た
。

　
〈
具
現
化
し
た
強
い
霊
力
〉
は
、
成
田
不
動
で
は
略
縁
起
が
共
通
し
て

記
す
御
霊
神
で
あ
る
平
将
門
調
伏
譚
に
求
め
ら
れ
る
。
成
田
不
動
は
、
そ

れ
に
よ
り
平
将
門
を
越
え
る
〈
具
現
化
し
た
強
い
霊
力
〉
を
江
戸
の
人
々

に
訴
求
し
、
略
縁
起
に
記
さ
れ
な
い
新
た
な
霊
験
利
益
を
生
み
出
し
続
け

た
、
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
『
日
蓮
大
士
眞
實
傳
』
に
は
、
死

ん
だ
実
母
を
蘇
生
さ
せ
、
旱
に
際
し
て
は
讀
經
で
雨
を
も
た
ら
し
た
日
蓮

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
奇
蹟
を
生
む
日
蓮
の
〈
強
い
霊
力
〉
が
、

祖
師
像
や
加
持
の
符
に
〈
具
現
化
〉
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
恃
ん
で
人
々

が
自
ら
の
〈
諸
願
〉
を
祈
願
す
る
こ
と
は
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
持

続
的
に
信
仰
を
集
め
た
両
者
に
は
、
そ
の
信
仰
の
核
と
し
て
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
物
語
を
付
し
た
〈
具
現
化
さ
れ
た
強
い
霊
力
〉
の
存
在
が
見
い
だ

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

近
代
日
蓮
宗
と
議
会

平
澤
　
是
芳

　

日
蓮
宗
に
お
け
る
議
会
制
確
立
へ
の
第
一
歩
と
言
え
る
の
は
、
明
治
八

年
六
月
に
日
蓮
宗
一
致
派
が
開
催
し
た
「
宗
規
釐
正
会
議
」（
以
下
、「
釐

正
会
議
」
と
い
う
）
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
、
神
道
国
教
化
政
策
の
下
、

明
治
五
年
に
神
仏
合
同
大
教
院
を
創
設
し
た
が
、
明
治
八
年
一
月
の
真
宗
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言
十
条
」
第
四
条
で
、
真
宗
と
曹
洞
宗
の
活
動
に
関
し
言
及
し
て
い
る
）、

日
蓮
宗
の
現
状
に
対
す
る
問
題
意
識
が
形
成
さ
れ
、
何
ら
か
の
動
因
に
よ

っ
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
各
自
の
問
題
意
識
を
意
見
書
と
し
て
石
川
日
大
管

長
へ
提
出
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

仏
教
と
精
神
分
析

三
輪
　
是
法

　

天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）
が
『
摩
訶
止
観
』
で
説
く
「
一

念
三
千
」
は
、
不
可
思
議
な
る
対
象
と
し
て
人
間
の
心
を
表
し
た
言
葉
で

あ
り
、
三
千
と
い
う
数
字
は
現
象
界
を
形
成
す
る
構
成
要
因
と
原
理
、
地

獄
か
ら
仏
界
ま
で
の
十
界
、
そ
し
て
五
陰
世
間
・
衆
生
世
間
・
国
土
世
間

の
三
種
世
間
の
乗
数
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
我
々
の
心
は
本
来
具
有
し

て
い
る
聖
者
を
含
め
た
十
種
の
善
悪
の
人
格
的
要
因
（
十
界
）
と
現
象
界

（
十
如
是
）、
さ
ら
に
環
境
的
外
部
要
因
を
含
め
た
存
在
の
差
異
性
（
三
種

世
間
）
の
関
係
と
し
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
心
は
「
他
者
」
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
心
は
実
体
視
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
自
己
と
他
者
と
の
関
係
か
ら
誘
発
す
る
動
き
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
こ
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
、
精
神
分
析
が
提
唱
す
る
二
つ
の

視
点
、
自
我
と
主
体
に
基
づ
い
て
解
釈
を
試
み
た
い
。

　

智
顗
は
止
観
の
説
明
（
第
七
正
修
章
）
の
冒
頭
で
、
十
種
の
観
察
対
象

を
あ
げ
る
中
、
最
初
に
陰
入
界
（
三
科
＝
五
陰
・
十
二
入
・
十
八
界
）
を

観
察
す
べ
き
こ
と
を
示
す
。
陰
入
界
は
人
間
存
在
そ
の
も
の
で
あ
り
、
修

行
者
自
身
だ
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て
第
二
第
三
の
観
察
対
象
と
し
て
、
煩

悩
と
病
患
が
自
然
と
出
現
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
人
間
は
す
で
に
そ
う
し

た
重
荷
（
十
の
観
察
対
象
）
を
背
負
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
人
間
存

伊
藤
日
清
「
伺
詢
四
条
」、
久
保
田
日
亀
「
建
言
十
条
」、
中
洲
耀
妙
「
議

言
一
条
」。
以
下
、「
意
見
書
四
通
」
と
い
う
）
を
取
り
上
げ
て
、
意
見
書

四
通
の
内
容
の
可
否
や
、
釐
正
会
議
決
議
事
項
の
実
施
方
法
等
に
つ
い

て
、
各
地
で
の
議
論
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

釐
正
会
議
決
議
事
項
の
実
行
性
に
対
す
る
問
題
意
識
（
明
治
十
一
年
会

議
の
開
催
背
景
）
を
知
り
得
る
意
見
書
四
通
の
内
容
に
つ
い
て
、
先
行
研

究
（
新
井
智
清
『
近
代
日
蓮
宗
の
宗
政
―
薩
鑑
修
三
師
の
時
代
を
中
心
に

し
て
―
』（
国
土
安
穏
寺
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
）
は
、
廃
本
合
末
論
（
身

延
山
久
遠
寺
を
祖
山
と
し
て
諸
本
山
を
廃
止
す
る
考
え
）
の
部
分
は
取
り

上
げ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
検
討
が
十
分
と
は
言
え
ず
、
今

般
、
本
法
寺
史
料
『
達
書
第
四
号
』
を
基
に
意
見
書
四
通
の
内
容
を
確
認

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
意
見
書
四
通
の
意
見
内
容
は
大
ま
か
に
、
法
服
に
関
す
る

も
の
（
小
林
日
昇
「
建
議
三
欵
」
第
一
条
、
伊
藤
日
清
「
伺
詢
四
条
」
第

一
〜
四
条
、
久
保
田
日
亀
「
建
言
十
条
」
第
五
条
）、
教
院
に
関
す
る
も

の
（
久
保
田
日
亀
「
建
言
十
条
」
第
三
、
七
、
八
条
）、
そ
の
他
の
意
見

（
廃
本
合
末
論
含
む
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
意
見
書
四
通
は
、
明
治
九
年
十
二
月
（
伊
藤
日
清
「
伺
詢
四
条
」）

か
ら
明
治
十
年
一
月
（
中
洲
耀
妙
「
議
言
一
条
」）
ま
で
の
一
ヶ
月
弱
の

間
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
何
か
し
ら
理
由
が
あ
る
の
か
、
管
見

の
限
り
判
然
と
し
な
い
が
、
久
保
田
日
亀
「
建
言
十
条
」
の
引
（
前
文
）

か
ら
は
、
日
蓮
宗
英
哲
と
の
接
見
が
意
見
書
提
出
の
切
っ
掛
け
と
も
理
解

で
き
る
。

　

意
見
書
四
通
を
提
出
し
た
日
蓮
宗
僧
侶
ら
は
、
近
代
化
す
る
社
会
の
情

勢
を
考
慮
し
、
他
宗
の
活
動
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
（
久
保
田
日
亀
「
建
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通
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
虚
構
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
間
の
本 

質
で
は
な
い
。
仏
教
で
は
、「
自
我
」
は
自
分
自
身
と
い
う
ほ
ど
の
意
味

だ
が
、
精
神
分
析
で
い
う
自
我
に
執
着
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
「
無
我

（anātm
an

）」
を
重
視
す
る
。
こ
の
自
我
で
す
ら
す
で
に
実
体
を
持
た

な
い
も
の
だ
と
す
る
精
神
分
析
の
理
論
は
、
病
か
ら
人
間
の
生
が
始
ま
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
仏
教
の
無
我
が
結
果
と
し
て
導
か
れ
る
こ
と
か

ら
見
れ
ば
、
ベ
ク
ト
ル
の
向
き
が
異
な
る
が
、
仏
教
が
説
く
無
我
と
同
じ

人
間
観
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

仮
想
の
主
体
は
、
代
わ
り
の
象
徴
を
得
る
こ
と
で
消
滅
す
る
と
い
う
。

そ
れ
が
象
徴
的
存
在
で
あ
る
言
語
で
あ
る
。
こ
の
段
階
が
「
欲
求
が
人
間

化
さ
れ
る
時
点
（
前
書
、
四
三
五
頁
）」
で
あ
り
、
言
語
活
動
に
よ
っ
て
、

人
間
は
欲
求
・
欲
望
を
、
す
な
わ
ち
煩
悩
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

在
（
陰
入
界
）
そ
の
も
の
を
観
察
し
続
け
る
こ
と
で
、
煩
悩
の
動
き
が
見

極
め
ら
れ
、
貪
・
瞋
・
癡
の
三
毒
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

四
大
が
身
体
の
病
で
あ
り
、
三
毒
が
心
の
病
で
あ
る
。
妙
楽
大
師
湛
然

（
七
一
一
―
七
八
二
）
は
次
の
よ
う
に
注
釈
す
る
（『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘

決
』）。
身
の
病
は
陰
入
界
、
心
の
病
が
煩
悩
で
あ
り
、
五
陰
に
約
せ
ば
、

前
者
が
色
陰
、
後
者
が
受
・
想
・
行
・
識
の
四
陰
と
対
応
す
る
。
こ
の
陰

入
界
と
煩
悩
の
二
つ
の
観
察
対
象
は
、
陰
入
界
を
観
察
し
て
い
る
う
ち
に

煩
悩
が
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
双
方
同
時
に
観
察
す
る
こ
と
と
な
り
、

次
い
で
病
患
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
観
察
項
目
と
な
る
。
私
た
ち
人
間
は
こ

う
し
た
こ
と
に
日
頃
気
づ
く
こ
と
は
な
い
が
、「
無
始
よ
り
常
に
」
病
だ

と
い
う
。
智
顗
は
続
け
て
心
身
共
に
病
で
あ
る
が
、
そ
の
根
本
は
心
で
あ

る
の
だ
か
ら
、
ま
ず
五
陰
中
の
識
陰
で
あ
る
心
を
観
ず
べ
き
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

　

人
間
が
す
で
に
病
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン

（
一
九
〇
一
―
一
九
八
一
）
の
精
神
分
析
で
示
さ
れ
る
主
体
論
と
同
じ
で

あ
る
。
私
た
ち
人
間
の
心
の
病
は
、
幼
年
期
に
自
我
を
形
成
す
る
際
に
、

鏡
像
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
分
自
身
だ
と
誤
っ
て
認
識
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
（
鏡
像
段
階
論
）。「
視
覚
的
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
現
実
的
な
も
の

―
そ
れ
は
自
分
自
身
の
身
体
や
人
格
、
さ
ら
に
は
自
分
の
周
囲
を
取
り
巻

く
対
象
物
―
と
を
関
連
付
け
る
（『
エ
ク
リ
』
Ⅰ
、
一
二
五
頁
〔
弘
文
堂
、

一
九
八
一
年
〕）」
こ
と
で
、
幼
児
は
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
把
握
し
、

同
一
視
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、「
わ
た
し
」
は
鏡
像
と
い
う
「
他
者
」

と
の
同
一
化
の
中
で
自
分
を
客
観
視
し
、
本
来
の
自
分
で
は
な
い
こ
と
を

知
ら
ず
に
自
我
と
し
て
確
立
し
て
い
く
。
こ
れ
が
仮
の
主
体
と
し
て
の
自

我
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
自
我
」
は
外
部
で
あ
る
他
者
と
の
関
係
を
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コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
「
祈
り
」
表
現
の
変
化 

│
│ 

歌
謡
曲
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析 

│
│

和
田　

理
恵

　

一
万
件
以
上
の
「
祈
」
を
含
む
歌
謡
曲
デ
ー
タ
を
扱
い
、
計
量
テ
キ
ス

ト
分
析
に
よ
る
量
的
調
査
と
、
文
脈
を
丁
寧
に
見
る
質
的
調
査
の
両
面
か

ら
、
歌
詞
の
中
で
の
「
祈
り
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
修
士
論
文
「
歌

謡
曲
に
見
る
現
代
日
本
の
祈
り
の
形
態
―
歌
詞
の
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
を

用
い
て
―
」
に
基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
調
査
結
果
部
分
に
つ
い
て
発

表
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
な
ぜ
歌
謡
曲
の
中
の
「
祈
り
」
に
着
目
し
た
か
に
つ
い
て
説
明

し
た
い
。
数
々
の
調
査
に
よ
る
と
、
現
代
の
日
本
人
は
約
七
割
が
「
無
宗

教
」
で
あ
る
。
一
方
、
初
詣
に
行
く
と
答
え
る
人
は
数
十
年
に
わ
た
っ
て

六
割
を
超
え
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
比
率
が
下
が
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
急
増
し
た
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

で
あ
る
。
音
楽
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
は
四
割
、
動
画
サ
ー
ビ
ス

は
六
割
強
の
人
が
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
動
画
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の

中
に
は
、
音
楽
の
動
画
も
含
ま
れ
、
再
生
回
数
が
八
億
を
超
え
る
も
の
も

あ
る
。

　

流
行
歌
に
つ
い
て
は
、
見
田
宗
介
が
『
近
代
日
本
の
心
情
の
歴
史
』
に

お
い
て
、「
時
代
の
民
衆
の
支
配
的
な
情
緒
な
い
し
「
気
分
」
と
の
照
応

関
係
」
が
他
の
大
衆
芸
能
に
比
べ
濃
密
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（p. 

10

）。
も
ち
ろ
ん
、
見
田
が
調
査
対
象
と
し
て
い
た
明
治
か
ら
昭
和
と
い

う
時
代
と
、
今
日
と
で
は
流
行
歌
の
状
況
は
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
、

現
代
に
お
い
て
も
「
大
衆
の
気
分
と
の
照
応
関
係
」
が
な
け
れ
ば
、
大
衆

が
時
間
と
お
金
を
費
や
す
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
発
表
に
お
け
る
歌
謡
曲
の
定
義
に
つ
い
て
は
、「
現
代
日
本
で
大
衆

に
広
く
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
西
洋
音
楽
の
技
法
を
取
り
入
れ
て

作
詞
、
作
曲
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
て
い
く
歌
す
べ
て
」

と
広
く
設
定
し
た
。

　

本
発
表
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
で
き
ず
、
初
詣
で
行
っ
て
い
た
「
祈

り
」
が
で
き
な
い
状
況
下
で
、「
祈
り
」
へ
の
関
心
は
失
わ
れ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
人
々
の
関
心
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
関
心
が
あ
っ

た
場
合
、
内
容
の
変
化
は
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
歌
謡
曲
の
テ
キ
ス
ト

分
析
か
ら
探
っ
た
。

　

分
析
デ
ー
タ
は
、
三
十
二
万
曲
以
上
か
ら
歌
詞
を
検
索
で
き
る
サ
イ
ト

「
歌
ネ
ッ
ト
」
よ
り
二
〇
二
二
年
五
月
に
取
得
し
た
「
祈
」
を
含
む
歌
詞

一
一
〇
七
〇
件
を
元
に
し
た
。
大
衆
の
あ
る
程
度
の
受
容
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
「
ヒ
ッ
ト
曲
」
を
、
紅
白
歌
合
戦
出
場
、
オ
リ
コ
ン
上
位
、
レ

コ
ー
ド
大
賞
受
賞
、
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
ゴ
ー
ル
ド
デ
ィ
ス
ク
ミ
リ
オ
ン

以
上
認
定
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
設
定
し
、
こ
の
ヒ
ッ
ト
曲
と

作
詞
家
、
作
曲
家
、
歌
手
、
楽
曲
名
の
要
素
が
一
つ
で
も
一
致
し
た
曲
を

抽
出
す
る
と
三
七
三
八
件
と
な
っ
た
。
こ
の
中
か
ら
、
コ
ロ
ナ
前
（
二
〇

一
七
年
一
二
月
一
日
〜
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
〇
日
）
二
七
一
件
、
コ
ロ

ナ
後
（
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
〜
二
〇
二
二
年
三
月
三
一
日
）
の
二
六
九

件
を
今
回
の
分
析
に
用
い
た
。
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
の
ツ
ー
ル
は
、
Ｋ
Ｈ

コ
ー
ダ
ー
を
使
用
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
流
行
前
後
の
歌
詞
の
特
徴
語
を
抽
出
す
る
と
、
コ
ロ
ナ
後
に
は

「
生
き
る
」、「
世
界
」、「
手
」
が
上
位
と
な
り
、
世
界
に
コ
ロ
ナ
が
蔓
延

し
た
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。

　

次
に
、「
祈
り
」、「
祈
る
」
の
前
後
部
分
の
分
析
を
行
っ
た
。
祈
り
の
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を
行
い
、
六
千
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
得
て
二
〇
二
三
年
五
月
に
千
回
目
の

投
稿
を
終
え
た
。
そ
の
う
ち
、
明
確
に
コ
ロ
ナ
に
言
及
し
て
い
る
六
本
で

は
、
コ
ロ
ナ
を
神
が
差
し
向
け
た
「
ふ
し
」
と
と
ら
え
、
そ
れ
を
通
じ
て

精
神
的
な
成
長
を
得
ら
れ
た
と
い
う
語
り
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　

機
関
誌
上
で
は
、
コ
ロ
ナ
下
で
始
ま
っ
た
分
教
会
レ
ベ
ル
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
複
数
紹
介
さ
れ
、
自
然
災
害
や
コ
ロ
ナ
の
被
害
を
見
て
人

だ
す
け
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
信
徒
が
教
団
外
の
人
々
を
巻
き
込
ん
で
の

児
童
や
高
齢
者
へ
の
食
糧
提
供
を
行
っ
た
事
例
が
確
認
で
き
る
。

　

二
一
年
一
月
の
例
会
で
は
、
青
年
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
組
織
の
硬
直
化

を
自
己
批
判
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
神
か
ら
変
革
・
原
点
回
帰
を
求
め
る
警
告

と
と
ら
え
、
失
敗
を
恐
れ
ず
新
た
な
お
道
を
模
索
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。

二
三
年
に
は
「
信
仰
は
〝
日
々
〞
で
あ
り
、
心
を
澄
ま
し
て
ほ
し
い
と
い

う
親
神
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
様
々
な
出
来
事
が
起
き
て
い
る
」

と
い
う
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
気
づ
き
を
共
有
し
、「
心
を
澄
ま
す
毎
日
を
。」

を
基
本
方
針
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　

一
方
で
、
Ｘ
（
旧T

w
itter

）
やnote

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
積
極

的
に
信
仰
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
若
手
信
徒
が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ

の
中
か
ら
、
い
ず
れ
も
一
九
九
一
年
生
ま
れ
で
子
ど
も
を
持
つ
男
性
で
あ

る
、「
ほ
こ
り
ま
み
れ
の
信
仰
者
こ
ー
せ
ー
」（@

hokorim
am
ire_ks

）

と
「
宗
教
家
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
は
か
せ
」（@

N
itinitikekkou

）
の
事
例

を
提
示
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｘ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
一
〇
二

五
人
と
六
三
四
人
で
、
青
年
会
の
公
式
Ｘ
（@

tenrikyo_s

）
の
そ
れ
が

一
五
五
五
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｘ
上
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
若
手
信
徒
の
間

で
一
定
の
影
響
力
を
持
つ
存
在
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
ー
せ
ー
は
、

教
団
の
組
織
が
強
固
な
結
束
を
持
つ
反
面
、
上
か
ら
の
指
示
待
ち
の
傾
向

対
象
は
、
両
期
間
を
通
じ
て
「
星
」
が
首
位
で
あ
り
、
前
後
で
大
き
な
変

化
は
な
か
っ
た
。
最
多
の
祈
り
の
内
容
も
両
期
間
と
も
「
幸
せ
」
で
変
わ

ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
内
容
に
は
変
化
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
前

に
数
が
多
か
っ
た
「
一
緒
に
い
た
い
」、「
逢
え
る
・
会
う
」
内
容
は
、
コ

ロ
ナ
後
に
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
後
は
、
以
前
な
か
っ
た
「
自
分
や

他
者
が
こ
わ
い
思
い
を
し
な
い
」、「
生
存
す
る
」
こ
と
を
祈
る
例
が
見
ら

れ
た
。
ま
た
、
内
容
と
対
象
を
あ
わ
せ
た
分
析
で
は
、
特
定
の
相
手
の
良

い
状
態
を
祈
る
例
が
急
増
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
コ
ロ
ナ
前
後
で
「
祈
」
を
用
い
た
流
行
歌
の
数
は
ほ
ぼ
変
わ

ら
ず
、
コ
ロ
ナ
流
行
後
、
特
定
の
相
手
の
良
い
状
態
を
祈
る
内
容
の
歌
詞

が
増
え
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
影
響
下
の
若
者
の
宗
教
活
動 

│
│ 

新
宗
教
公
式
メ
デ
ィ
ア
の
語
り
か
ら 
│
│

坪
井　

俊
樹

　

本
発
表
で
は
、
天
理
教
を
事
例
に
コ
ロ
ナ
影
響
下
に
お
け
る
新
宗
教
の

若
手
信
徒
グ
ル
ー
プ
の
活
動
と
、
そ
れ
に
対
す
る
信
徒
の
反
応
を
通
じ

て
、
宗
教
の
世
代
間
継
承
の
実
態
を
論
じ
る
。

　

天
理
教
青
年
会
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
に
散
発
的
に
行
わ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン

ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
開
催
し
て
い
る
。
社
会
人
信
徒
の
懇
親
会
の

他
、
信
徒
間
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の

布
教
の
あ
り
方
や
、
教
団
外
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
て
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋

に
関
す
る
講
演
な
ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
二
〇
二
〇
年
二
月
か
ら
は
、「
か
し
も
の
・
か
り
も
の
」
の
教
理
を

信
徒
の
体
験
談
や
人
気
漫
画
を
通
じ
て
学
ぶ
『
千
遍
』
と
い
う
動
画
配
信
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災
害
と
慰
霊 

│
│ 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
考
え
る 

│
│

野
村　
　

任

　

関
東
大
震
災
か
ら
百
年
の
今
年
、
災
害
の
体
験
・
記
憶
を
継
承
し
、
来

る
べ
き
災
害
へ
備
え
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
、
メ
デ
ィ
ア
や
地
域
、
防

災
施
設
な
ど
で
広
く
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
慰
霊
行
事
も
多
く
の
犠
牲
者

が
あ
っ
た
現
場
を
中
心
に
営
ま
れ
た
。
ま
た
戦
災
を
免
れ
た
慰
霊
碑
も
多

く
存
在
し
て
い
る
。

　

直
近
と
い
う
か
、
ま
だ
進
行
形
の
災
害
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

場
合
、
海
外
で
は
様
々
な
レ
ベ
ル
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
犠
牲

者
へ
の
慰
霊
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
連
邦
政
府
主
催

に
よ
り
教
会
と
ホ
ー
ル
を
会
場
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
首

都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
、
死
者
の
数
だ
け
の
白
い
旗
を
立
て
て
、
そ
こ
に
は
人

生
を
生
き
た
人
間
の
い
た
こ
と
を
思
う
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
発
案
で
数
次
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
で
は
慰
霊
の

日
制
定
を
求
め
る
請
願
が
上
院
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
る
な
ど
し
、
現
在
の

議
会
で
法
制
化
途
上
で
あ
る
。
英
国
で
も
犠
牲
者
の
名
を
記
し
た
ハ
ー
ト

で
テ
ム
ズ
川
の
堤
防
を
埋
め
尽
く
す
と
い
っ
た
慰
霊
が
市
民
か
ら
の
運
動

で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
事
例
が
あ
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
第
二
類
感
染
症
か
ら
第
五
類
感
染
症
へ
と

移
行
し
、
数
値
の
把
握
方
法
が
変
更
さ
れ
た
こ
の
五
月
の
時
点
で
、
七
万

四
千
人
を
超
す
犠
牲
者
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
諸
外
国
ほ
ど
で

は
な
い
が
一
つ
の
災
害
と
し
て
と
ら
え
る
と
大
き
な
犠
牲
者
の
数
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
行
政
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
犠
牲
者
の
慰
霊
行
事
や
慰
霊
碑
の
建
立
は
見
ら
れ
な
い
。
厚
生
労
働
省

や
総
務
省
に
た
い
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
慰
霊
行
事
を
行
わ
な
い
の
か

が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
一
方
、
は
か
せ
は
、
宗
教
界

全
体
を
沈
み
か
け
た
船
に
例
え
つ
つ
も
、「
神
の
教
え
」
に
魅
力
と
将
来

的
な
必
要
性
を
感
じ
る
た
め
に
教
団
に
残
る
と
語
り
、
九
〇
年
代
以
降
に

生
ま
れ
た
若
者
と
高
齢
の
世
代
の
意
思
疎
通
を
進
め
る
こ
と
で
教
団
を
ゆ

っ
く
り
と
変
革
す
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

　

こ
の
二
人
は
い
ず
れ
も
教
団
内
で
の
公
的
な
地
位
を
持
た
ず
、
若
手
信

徒
内
と
い
う
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
情
報
を
発
信
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
柔
軟
な
教
義
解
釈
と
情
勢
の
変
化
に
応

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
宗
教
的
呼
び
か
け
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
教
団
青
年
部
が
後
年
に
提
示
し
た
指
針
と
重
な
る
部
分
も
多
く
、
教

団
の
若
手
信
徒
全
体
に
コ
ロ
ナ
下
で
生
ま
れ
た
現
状
へ
の
危
機
感
が
共
有

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

本
発
表
で
取
り
上
げ
た
事
例
は
い
ず
れ
も
、
親
世
代
以
前
か
ら
信
仰
を

継
承
し
て
い
る
若
者
の
語
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
り
に
共
通
す
る
こ
と

と
し
て
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
教
団
組
織
の
維
持
・

改
善
を
重
視
し
、
教
団
外
部
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
困
窮
者
へ
の
助

け
な
ど
に
限
ら
れ
、
新
た
な
布
教
の
実
践
な
ど
の
教
団
の
勢
力
拡
大
と
い

っ
た
方
向
性
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
社
会
全
体
を
覆
っ
た
災
禍
は
、
信
徒
個
人
の
内
面
に
お
け
る
信
仰
の

強
化
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
教
団
の
シ
ス
テ
ム
の
不
備
を
も
明
ら
か
に

し
、
そ
の
維
持
の
た
め
の
変
革
が
信
徒
全
体
に
共
有
さ
れ
る
課
題
と
な
っ

た
と
分
析
で
き
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
の
変
化
と
僧
侶
の
課
題
意
識

髙
瀨　

顕
功

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID
-19

）
は
、
二
〇
一
九
年
一

二
月
初
旬
、
中
国
の
武
漢
市
で
第
一
例
目
の
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
、

わ
ず
か
数
カ
月
の
間
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
起
こ
し
、
世
界
中
を
混
乱
に
陥

れ
た
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
医
療
提
供
体
制
に
打
撃
を
与
え
た
ほ
か
、

社
会
生
活
に
も
大
き
な
制
限
を
も
た
ら
し
た
。
人
が
集
い
、
時
と
し
て
飲

食
を
共
に
す
る
場
で
あ
る
葬
送
儀
礼
も
同
様
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
Ｂ
Ｓ
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー
が
四
回
に
わ

た
っ
て
実
施
し
た
「
寺
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

と
そ
の
対
応
に
関
す
る
調
査
」（
以
下
、「
寺
院
向
け
ウ
ェ
ブ
調
査
」
と
す

る
）
に
よ
れ
ば
、
全
国
的
に
葬
儀
や
年
回
法
要
の
縮
小
化
が
み
ら
れ
る
ほ

か
、
首
都
圏
を
中
心
に
一
日
葬
な
ど
の
葬
儀
の
簡
素
化
が
広
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え

な
が
ら
、
僧
侶
が
抱
く
寺
院
運
営
に
関
す
る
課
題
意
識
を
明
ら
か
に
す

る
。

　

分
析
対
象
と
す
る
の
は
、
第
四
回
寺
院
向
け
ウ
ェ
ブ
調
査
（
二
〇
二
二

年
一
二
月
実
施
、
回
答
者
数
三
一
一
名
）
に
お
け
る
「
今
後
の
法
務
や
寺

院
運
営
に
関
す
る
見
通
し
に
つ
い
て
」
の
質
問
項
目
の
回
答
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、「
檀
信
徒
と
の
関
わ
り
が
減
少
す
る
」、「
檀
信
徒
の
世
代
間
で
信

仰
が
継
承
さ
れ
な
い
」、「
檀
信
徒
以
外
の
方
と
の
関
わ
り
が
減
少
す
る
」、

「
寺
院
収
入
が
減
少
す
る
」、「
寺
院
の
後
継
者
育
成
が
困
難
に
な
る
」、

「
勉
強
や
研
鑚
の
時
間
が
増
え
る
」、「
仏
教
の
教
え
を
求
め
る
人
が
増
え

る
」、「
寺
院
か
ら
の
情
報
発
信
の
重
要
性
が
高
ま
る
」、「
寺
院
の
事
務
の

効
率
化
が
進
む
」、「
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
の
必
要
性
が
高
ま
る
」
の
一
〇
項

と
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、
回
答
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

な
ぜ
感
染
症
犠
牲
者
へ
の
慰
霊
が
な
さ
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
問
い
が
本

発
表
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
社
会
が
集
合
ス
ト
レ
ス
状
況
に
あ
る
こ
と
を
災
害
と
し
て
と

ら
え
、
そ
こ
で
は
人
々
の
災
害
へ
の
対
応
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
範
囲
、
速
度
、

期
間
、
社
会
的
準
備
度
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
一
般
に
初
期
的
な
反
応
と

し
て
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
」
や
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
表
現
さ
れ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

で
、
皆
が
同
一
な
感
覚
を
持
ち
、
凝
集
性
が
高
ま
っ
た
状
況
を
示
す
。
し

か
し
そ
れ
は
「
束
の
間
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
長
続

き
は
し
な
い
。
ま
た
災
害
に
関
す
る
情
報
・
経
験
・
信
念
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
・
行
動
様
式
を
継
承
し
た
も
の
と
し
て
「
災
害
文
化
」
が
想
定
さ
れ
、

災
害
碑
や
災
害
伝
承
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル

で
の
災
害
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
ロ
ー
カ
ル
ナ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
。
こ

の
意
味
に
お
い
て
、
こ
こ
で
は
慰
霊
や
慰
霊
碑
に
着
目
し
て
い
る
。

　

様
々
な
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
が
想
定
さ
れ
る
が
、
発
表
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ

犠
牲
者
の
弔
わ
れ
方
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
納
体
袋
」
に
入
れ
ら

れ
、
棺
に
は
目
張
り
を
し
、
消
毒
さ
れ
る
。
亡
く
な
っ
た
方
に
対
面
す
る

こ
と
は
お
ろ
か
、
見
送
り
す
ら
許
さ
れ
ず
、
葬
儀
へ
の
会
葬
も
で
き
な
い

と
い
っ
た
状
況
が
生
み
出
し
た
、
不
完
全
な
葬
送
儀
式
に
一
つ
の
要
素
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
い
わ
ば
「
あ
い
ま
い
な
喪
失
」
的
状
況
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
慰
霊
と
空
間
と
の
関
わ
り
、
集
合
的
な
記
憶
と
い
っ
た
観

点
か
ら
、
物
理
的
事
象
と
し
て
、
大
き
な
犠
牲
者
を
出
し
た
、
火
葬
を
お

こ
な
っ
た
、
犠
牲
者
が
漂
着
し
た
、
防
火
に
成
功
し
た
、
あ
る
い
は
有
志

に
よ
る
精
神
的
慰
霊
な
ど
の
関
東
大
震
災
関
連
の
慰
霊
碑
も
あ
わ
せ
て
紹

介
す
る
。
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さ
ら
に
、「
仏
教
の
教
え
を
求
め
る
人
が
増
え
る
」
に
「
そ
う
思
う
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
ど
の
世
代
も
低
く
、
最
も
割
合
の
高
い
四
〇
代
で

も
二
五
・
六
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
全
体
二
三
・
五
％
）。
第
二
回
寺
院

向
け
ウ
ェ
ブ
調
査
（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
実
施
、
回
答
者
数
三
〇
四
名
）

で
は
、
六
一
・
二
％
が
「
こ
う
い
う
時
こ
そ
仏
教
の
教
え
が
求
め
ら
れ
る
」

と
回
答
し
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
た
こ
と
で
、
仏

教
の
教
え
に
対
す
る
自
信
喪
失
が
生
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
じ
た
葬
送
儀
礼
の
変
化
は
、
僧
侶
の
意
識
に
も

変
化
を
与
え
た
が
、
世
代
間
で
の
課
題
意
識
に
差
が
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ

た
。
今
後
、
調
査
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
そ
の
課
題
意
識
の
内
実
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

宿
坊
と
葬
墓
の
現
代
的
接
合
に
よ
る
「
永
代
関
係
人
口
」
の
創
出
可
能
性

和
栗　

隆
史

　

本
報
告
で
は
、
近
年
各
地
で
新
た
に
開
設
さ
れ
て
い
る
寺
院
宿
坊
が
、

樹
木
葬
や
海
洋
葬
、
永
代
納
骨
堂
な
ど
の
葬
墓
を
併
設
す
る
ケ
ー
ス
が
少

な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
特
に
樹
木
葬
を
併
設
す
る
事
例
を
通
じ

て
そ
の
目
的
や
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

前
提
と
し
て
、
各
地
の
農
山
漁
村
で
宿
坊
開
設
の
動
向
が
あ
る
。
現
在

全
国
に
約
五
〇
〇
の
施
設
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
〇
一
五
年
以
降
に
開
設

さ
れ
た
施
設
が
七
〇
件
、
う
ち
二
四
件
が
新
過
疎
法
が
指
定
す
る
過
疎
地

域
に
立
地
し
、
そ
こ
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ベ
ー
ス
に
、
土
地
の
多

彩
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ル
ー
ラ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
農
村
観
光
）
が
展

開
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
【
事
例
Ａ
】
青
森
県
下
北
郡
大
間
町
「
お
お
ま
宿
坊
普
賢
院
」（
曹
洞

目
の
回
答
に
つ
い
て
、
二
〇
代
〜
三
〇
代
（
五
一
名
：
一
六
・
四
％
）、
四

〇
代
（
一
二
一
名
：
三
八
・
九
％
）、
五
〇
代
（
九
四
名
：
三
〇
・
二
％
）、

六
〇
代
以
上
（
四
五
名
：
一
四
・
五
％
）
の
四
つ
の
世
代
区
分
で
ク
ロ
ス

集
計
し
、
世
代
ご
と
の
課
題
意
識
の
差
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

紙
幅
の
都
合
上
、
要
点
の
み
に
絞
る
が
、「
寺
院
収
入
が
減
少
す
る
」、

「
寺
院
の
事
務
の
効
率
化
が
進
む
」
の
二
項
目
は
若
い
世
代
ほ
ど
「
そ
う

思
う
」
と
回
答
す
る
割
合
が
高
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
寺
院
収
入
の
減
少

に
関
し
て
「
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
二
〇
代
〜
三
〇
代
で
は

七
二
・
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
四
〇
代
で
は
六
七
・
八
％
、
五
〇
代
で

は
五
九
・
六
％
、
六
〇
代
以
上
は
五
七
・
八
％
と
、
世
代
が
上
が
る
に
つ
れ

て
「
そ
う
思
う
」
の
回
答
割
合
は
低
く
な
る
。
同
様
に
、
寺
院
事
務
の
効

率
化
に
関
し
て
「
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
割
合
も
、
二
〇
代
〜
三
〇
代
は

五
四
・
九
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
四
〇
代
で
は
四
四
・
六
％
、
五
〇
代
で

は
三
九
・
四
％
、
六
〇
代
以
上
は
三
五
・
六
％
と
、
こ
ち
ら
も
世
代
が
上
が

る
に
つ
れ
て
「
そ
う
思
う
」
の
割
合
は
低
下
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
葬
送
儀
礼
の
変
化
を
受
け
、
若
い
世
代
ほ
ど
経
営
上
の
懸
念
を

も
つ
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
広
ま
っ
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の

活
用
を
ふ
ま
え
て
、
寺
院
事
務
も
効
率
化
が
進
む
と
考
え
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
六
〇
代
以
上
は
、
前
述
の
項
目
の
ほ
か
に
も
、「
檀
信
徒
と
の

関
わ
り
が
減
少
す
る
」、「
檀
信
徒
以
外
の
方
と
の
関
わ
り
が
減
少
す
る
」、

「
寺
院
の
後
継
者
育
成
が
困
難
に
な
る
」
と
い
っ
た
項
目
で
、「
そ
う
思

う
」
と
答
え
る
割
合
が
他
の
世
代
よ
り
も
低
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
六
〇

代
以
上
は
他
の
世
代
に
比
べ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
対
し
て
楽
観
的
に
と

ら
え
る
人
が
多
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
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に
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
境
内
全
体
を
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
に
見
立

て
た
樹
木
葬
「niw

abo

（
庭
墓
）」
を
開
設
す
る
に
至
っ
た
。
本
報
告
の

時
点
で
開
設
間
も
な
い
が
、
檀
家
の
紹
介
な
ど
地
域
内
で
二
件
の
成
約
が

あ
り
、
見
学
や
相
談
は
一
〇
件
を
超
え
る
。

　

学
術
大
会
で
は
他
に
、
宿
坊
と
海
洋
葬
（
千
葉
県
勝
浦
市
・
妙
海
寺
、

日
蓮
宗
）、
宿
坊
と
本
堂
地
下
納
骨
堂
（
和
歌
山
県
高
野
町
・
遍
照
尊
院
、

高
野
山
真
言
宗
）
等
の
新
し
い
取
り
組
み
も
参
考
事
例
と
し
て
紹
介
し
た

が
、
総
じ
て
寺
院
宿
坊
な
ら
で
は
の
「
永
代
関
係
人
口
」
創
出
の
可
能
性

が
う
か
が
え
る
。

　

総
務
省
が
提
唱
す
る
「
関
係
人
口
」
と
は
、
移
住
し
た
定
住
人
口
で

も
、
観
光
で
訪
れ
る
交
流
人
口
で
も
な
く
、
地
域
や
地
域
住
民
と
多
様
に

関
わ
る
人
々
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
関
係
を
持
続
さ
せ
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
地
域
観
光
の
拠
点
と
し
て
の
宿

坊
に
現
代
的
な
葬
墓
を
併
設
さ
せ
る
こ
と
は
、
一
時
的
な
宿
泊
に
留
ま
ら

ず
、「
第
二
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
の
中
期
的
な
関
係
お
よ
び
「
魂
の
ふ

る
さ
と
」
と
し
て
の
永
代
に
わ
た
る
長
期
的
関
係
が
、
個
人
あ
る
い
は
家

族
間
の
世
代
継
承
に
よ
っ
て
循
環
的
に
続
い
て
い
く
と
期
待
さ
れ
る
。
こ

れ
は
、
集
客
装
置
と
し
て
の
現
代
的
な
宿
坊
の
機
能
拡
張
で
あ
り
、
ま
た
、

次
世
代
の
寺
院
を
支
え
る
永
代
関
係
人
口
を
創
出
す
る
葬
墓
の
新
し
い
ス

タ
イ
ル
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
永
代
関
係
人
口
創
出
の
持
続
性
に
つ
い
て
の
検
証
は
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

宗
）
は
、
本
州
最
北
端
の
マ
グ
ロ
漁
で
知
ら
れ
る
町
に
あ
り
、
檀
家
ゼ
ロ

の
無
住
状
態
だ
っ
た
。
永
平
寺
等
で
修
行
し
た
地
元
出
身
の
僧
侶
が
帰
郷

し
て
、
自
然
豊
か
な
三
千
坪
の
境
内
や
施
設
を
整
備
し
、
二
〇
一
八
年
四

月
に
宿
坊
を
開
設
し
た
。「
百
年
後
の
未
来
へ
お
寺
を
伝
え
る
。
百
年
後

の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、
仏

前
結
婚
式
と
永
代
供
養
付
き
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
樹
木
葬
と
の
三
点
セ
ッ
ト

を
寺
院
の
生
存
戦
略
と
し
て
採
用
し
た
。
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
誇
る
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
樹
木
葬
は
、
年
平
均
一
〇
件
の
成
約
が
あ
り
、
う
ち
町
内
二

割
、
町
外
八
割
、
町
外
の
半
数
は
宿
坊
の
宿
泊
客
で
、
半
数
は
樹
木
葬
の

見
学
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
宿
坊
は
遠
方
か
ら
の
見
学
や
墓
参
、
法
事

利
用
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
県
内
需
要
の
高
ま
り
を
見
て
廉
価
な

合
葬
墓
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
観
音
像
の
建
立
も
計
画

さ
れ
て
い
る
。

　
【
事
例
Ｂ
】
福
井
県
あ
わ
ら
市
「
宿
坊
安
楽
寺
」（
二
〇
二
一
年
一
月
開

業
、
高
野
山
真
言
宗
）
は
、
先
住
の
長
期
入
院
に
よ
り
無
住
状
態
で
荒
れ

て
い
た
寺
に
、
縁
あ
っ
て
同
県
内
小
浜
市
の
山
寺
の
副
住
職
が
家
族
で
移

住
し
た
。
入
山
以
前
に
檀
家
二
〇
軒
を
個
別
に
訪
ね
、
寺
を
ど
う
し
た
い

の
か
、
何
が
で
き
る
か
会
話
を
重
ね
、
放
置
さ
れ
雑
然
と
し
て
い
た
境
内

環
境
の
整
備
、
墓
石
が
欠
け
倒
壊
す
る
な
ど
し
て
い
た
約
三
〇
〇
基
の
無

縁
墓
や
地
蔵
尊
な
ど
墓
地
の
整
理
改
修
、
住
居
と
な
る
庫
裡
の
改
修
と
収

益
源
と
し
て
の
宿
坊
の
開
設
を
当
面
の
目
標
と
し
た
。
造
園
家
や
墓
石
業

者
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
地
域
内
外
の
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
出
会
い
、

ま
ず
は
宿
坊
を
開
設
し
、
次
に
墓
地
を
整
備
し
て
永
代
供
養
墓
を
設
け
、

雑
木
林
の
一
角
を
切
り
開
い
て
越
前
加
賀
海
岸
国
定
公
園
の
一
部
で
あ
る

北
潟
湖
を
見
下
ろ
す
眺
望
を
確
保
し
た
。
そ
し
て
今
年
二
〇
二
三
年
五
月



261　　

個人発表 『宗教研究』97巻別冊（2024年）

た
め
、
平
均
滞
在
時
間
・
平
均
読
経
時
間
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
二
五
分
か

ら
三
〇
分
の
滞
在
の
う
ち
、
読
経
の
平
均
時
間
は
一
五
分
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
会
話
時
間
が
読
経
と
同
等
に
配
分
さ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
会
話
内

容
は
、
本
人
の
近
況
や
仏
事
相
談
だ
け
で
な
く
、
身
体
的
不
調
や
故
人
の

思
い
出
、
家
族
・
親
族
関
係
の
悩
み
な
ど
、
あ
る
種
の
ケ
ア
の
場
に
な
っ

て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、「
今
後
も
月
参
り
を
続
け
た
い
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

回
答
者
の
ほ
ぼ
一
〇
割
が
肯
定
的
回
答
（「
そ
う
思
う
」、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う
思
う
」）
を
示
し
た
の
に
対
し
、「
一
〇
年
前
と
比
較
し
た
増

減
傾
向
」
の
回
答
は
「
と
て
も
減
っ
て
い
る
」
が
四
九
・
八
％
、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
減
っ
て
い
る
」
が
二
九
・
五
％
、「
今
後
の
増
減
予
測
」
は

「
と
て
も
減
っ
て
い
く
」
が
四
五
・
八
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
減
っ
て

い
く
」
が
三
九
・
一
％
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
家
の
月
参

り
が
終
了
す
る
理
由
と
し
て
は
、「
檀
信
徒
の
世
代
が
か
わ
る
時
」（
六

六
・
八
％
）、「
そ
の
檀
信
徒
宅
の
高
齢
者
が
施
設
に
入
所
し
た
時
」（
六

二
・
〇
％
）、「
家
庭
内
の
介
護
が
始
ま
る
時
」（
三
〇
・
三
％
）
と
い
う
順
番

で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
家
の
高
齢
者
の
存
在
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
あ
や
う
い
現
実
が
推
察
さ
れ
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
減
少
要
因
を
自
由
記
述
で
求
め
た
と
こ
ろ
、
一
六
四

名
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
今
後
の
増
減
予
測
で
「
と
て
も
減

っ
て
い
く
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
減
っ
て
い
く
」
を
選
択
し
た
一
五
七

名
の
記
し
た
減
少
要
因
を
分
析
し
た
結
果
、
世
代
間
の
信
仰
不
継
承
、
宗

教
心
希
薄
化
を
あ
げ
る
回
答
者
が
最
も
多
く
、
そ
の
背
景
に
核
家
族
化
を

あ
げ
て
い
る
も
の
が
目
立
っ
た
。
二
番
目
に
は
次
世
代
の
共
稼
ぎ
等
に
よ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
る
月
参
り
の
実
態
と
減
少
の
要
因

小
川　

有
閑

　

月
参
り
と
は
、
そ
の
家
の
直
近
の
死
者
の
月
命
日
に
、
旦
那
寺
の
僧
侶

が
訪
問
し
、
読
経
す
る
習
慣
で
あ
る
。
発
表
者
は
、
月
参
り
の
習
慣
に
着

目
し
、
僧
侶
が
毎
月
、
定
期
的
に
檀
信
徒
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
が
、
高
齢

者
の
見
守
り
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
の
も
と
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
僧
侶
へ
の
聞
き
取
り
調

査
、
各
宗
派
の
宗
勢
調
査
に
基
づ
く
状
況
把
握
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
き
た
が
、
具
体
的
な
実
施
状
況
や
実
態
を
地
域
を
限
定
し
て
調
査

す
る
必
要
を
覚
え
、
浄
土
宗
大
阪
教
区
の
協
力
を
得
て
、
二
〇
二
二
年
一

〇
月
、
同
教
区
所
属
寺
院
四
八
六
ヶ
寺
に
「
月
参
り
の
実
態
把
握
お
よ
び

見
守
り
機
能
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
回
収

件
数
は
二
九
九
（
書
面
二
七
一
、
オ
ン
ラ
イ
ン
二
八
）、
回
収
率
は
六
一
・

五
％
で
あ
っ
た
。
質
問
項
目
は
、
月
参
り
の
実
施
状
況
（
訪
問
先
世
帯

数
・
状
況
、
滞
在
時
間
、
移
動
手
段
等
）、
月
参
り
の
増
減
傾
向
、
月
参

り
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
月
参
り
の
意
義
等
、
全
三
八
問
で
あ
る
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
世
帯
数
、
滞
在
時
間
や
増
減
傾
向
を
回
答
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
感

染
対
策
で
の
変
化
を
考
慮
し
な
い
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。
本
発
表
は
主

に
増
減
傾
向
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
の
回
答
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

月
参
り
の
実
施
割
合
は
九
〇
・
六
％
と
高
く
、
一
ケ
寺
あ
た
り
の
一
か

月
の
平
均
訪
問
軒
数
は
平
均
値
が
五
七
・
七
軒
、
中
央
値
が
三
九
・
六
軒
、

合
計
一
四
、二
七
五
軒
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
隔
月
や
三
か
月
に
一

度
の
月
参
り
を
合
わ
せ
る
と
一
五
、九
六
二
軒
を
二
四
七
ケ
寺
が
定
期
訪

問
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
檀
信
徒
と
の
交
流
状
況
を
把
握
す
る
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シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
対
象
に
接
近
し
て
い
く
際
の
訪
問
者
の
視
点
か
ら
空
間

デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
研
究
）
や
、
観
光
地
理
学
・
観
光
社
会
学
の
立
場

か
ら
、
門
前
町
を
観
光
と
の
関
係
性
の
な
か
で
と
ら
え
、
聖
地
が
発
展
し

て
い
く
地
理
的
な
過
程
を
分
析
し
、
そ
こ
に
関
わ
る
ア
ク
タ
ー
同
士
の
相

互
作
用
や
競
合
関
係
に
着
目
す
る
研
究
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
か
ね
て
よ

り
参
詣
と
関
わ
り
の
深
い
寺
社
に
お
い
て
も
、
近
年
で
は
新
た
な
価
値
づ

け
の
も
と
で
空
間
構
成
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
り
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
の
核
と
し
て
活
用
さ
れ
る
事
例
が
増
え
て
お
り
、
門
前
の
空
間
は
、
現

代
の
寺
院
に
対
す
る
人
々
や
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
照
射
す
る
分
析
軸

で
あ
る
と
い
え
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
発
表
で
は
、
戦
後
、
人
口
の
流
動
著
し
く
、
急

速
に
都
市
化
が
進
む
都
心
部
に
お
い
て
、
江
戸
期
よ
り
「
浅
草
寺
に
並
ぶ

ほ
ど
の
人
気
を
博
し
た
」
と
称
さ
れ
た
参
詣
寺
院
、
東
京
都
杉
並
区
堀
ノ

内
の
堀
之
内
妙
法
寺
（
日
圓
山
妙
法
寺
）
門
前
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ

た
。
ま
ち
と
し
て
の
杉
並
区
の
始
ま
り
は
、
江
戸
時
代
に
五
街
道
が
整
備

さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
設
け
ら
れ
た
宿
場
町
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
明
治
期
に
な
り
鉄
道
の
交
通
網
が
発
達
す
る
ま
で
は
、
農
村
的
な
景

観
の
残
る
一
宿
場
町
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
杉
並
区
の
都
市
化
は
、

関
東
大
震
災
直
後
の
人
口
増
加
と
急
激
な
宅
地
化
、
さ
ら
に
戦
後
に
は
、

都
心
部
ほ
ど
の
戦
災
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
人
口
流
入
、
高
度
経
済
成

長
期
に
お
け
る
環
状
七
号
線
の
開
通
に
よ
っ
て
人
口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

こ
と
で
進
ん
で
い
っ
た
。

　

堀
之
内
妙
法
寺
門
前
に
関
し
て
は
、
個
人
所
有
の
大
正
期
の
地
図
、
並

び
に
昭
和
四
四
年
以
降
、
約
十
年
ご
と
の
地
図
を
対
象
に
、「
商
店
（
宗

教
関
係
／
非
宗
教
関
係
）、
飲
食
店
、
住
宅
、
そ
の
他
（
病
院
、
銀
行
な

る
平
日
日
中
の
留
守
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
あ
が
っ
た
が
、
こ
こ

に
も
核
家
族
化
の
影
響
を
あ
げ
る
回
答
者
が
多
く
あ
っ
た
。
諦
め
と
受
け

取
れ
る
回
答
も
少
な
く
な
く
、
減
少
要
因
に
あ
げ
ら
れ
た
核
家
族
化
、
信

仰
不
継
承
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
経
済
難
、
少
子
高
齢
化
な
ど
は
、

僧
侶
の
過
去
一
〇
年
の
実
体
験
に
基
づ
く
回
答
と
思
慮
さ
れ
る
。
減
少
傾

向
や
要
因
か
ら
、
月
参
り
の
現
状
維
持
・
増
加
は
困
難
と
考
え
ざ
る
を
得

な
い
。
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
今
、
月
参
り
を
我
が
国
独
自
の
仏

教
民
俗
と
し
て
研
究
、
記
録
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

都
市
化
に
と
も
な
う
寺
院
空
間
の
変
容 

│
│ 

堀
之
内
妙
法
寺
を
事
例
と
し
て 
│
│

小
高　

絢
子

　

本
発
表
で
は
、
近
現
代
の
都
市
寺
院
に
お
け
る
門
前
参
道
の
地
理
的
変

遷
を
取
り
上
げ
、
寺
院
を
中
心
と
す
る
都
心
の
空
間
が
都
市
化
に
と
も
な

い
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に

よ
っ
て
現
在
の
信
仰
形
態
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
も
言
及
を
試
み
る
こ
と
で
、
現
代
の
都
市
に
お
け
る
仏
教
寺
院
と
地

域
社
会
と
の
関
わ
り
、
変
容
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
。

　

門
前
町
は
、
藤
本
利
治
に
よ
っ
て
、「
神
社
や
寺
院
へ
の
参
詣
者
を
対

象
と
し
て
旅
館
・
飲
食
店
・
土
産
物
店
・
娯
楽
施
設
な
ど
が
社
寺
の
門
前

の
街
道
の
両
側
に
発
達
し
た
町
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
先

行
研
究
と
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
・
都
市
計
画
の
視
点
か
ら
シ
ー
ク
エ
ン

ス
景
観
論
（
鳥
居
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
の
位
置
関
係
を
定
量
的
に
分
析
し
、
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過
疎
真
宗
地
域
に
お
け
る
巡
回
講
の
実
態

本
林　

靖
久

　

浄
土
真
宗
地
域
で
は
、
歴
代
法
主
等
々
の
絵
像
や
消
息
を
村
々
の
講
中

に
廻
す
巡
回
講
の
習
俗
が
広
く
見
ら
れ
て
い
る
。
本
報
告
の
岐
阜
県
揖
斐

郡
旧
春
日
村
に
お
け
る
五
日
講
は
、
伊
吹
山
麓
に
発
す
る
揖
斐
川
支
流
の

粕
川
谷
に
所
在
す
る
真
宗
大
谷
派
八
ヶ
寺
と
そ
の
各
寺
院
の
門
徒
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
教
如
上
人
と
の
ゆ
か
り
が
深
い
旧
春
日
村
で
は
、

毎
月
五
日
に
講
中
寺
院
八
ヶ
寺
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
寺
院
で
五
日
講
が
執

り
行
わ
れ
て
い
る
。
五
日
は
教
如
上
人
の
ご
命
日
（
慶
長
一
九
年
〔
一
六

一
四
〕
一
〇
月
五
日
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
五
日
講
で
は
、
教
如
上
人
の
自
画
像
で
あ
る
御
寿
像
（
慶
長
一
一

年
〔
一
六
〇
九
〕
下
付
）
が
講
中
寺
院
で
一
〜
四
ヶ
月
ず
つ
御
逗
留
と
な

る
。
御
逗
留
の
寺
院
で
は
、
毎
月
五
日
に
教
如
忌
と
し
て
の
法
座
と
し
て

五
日
講
が
勤
め
ら
れ
て
い
る
。
御
寿
像
は
一
、
七
、
一
〇
月
に
は
紐
が
解

か
れ
、「
大
寄
り
」
と
称
し
て
講
中
寺
院
の
僧
侶
が
参
加
し
て
、
盛
大
に

五
日
講
が
開
催
さ
れ
る
。
御
寿
像
は
御
本
仏
様
と
呼
ば
れ
、
他
の
月
は
宝

暦
四
年
〔
一
七
五
四
〕
に
下
付
さ
れ
た
教
如
上
人
御
絵
像
の
「
御
前
立
」

を
拝
し
て
い
る
。

　

御
寿
像
の
御
逗
留
の
寺
院
で
は
五
日
の
午
後
、
旧
春
日
地
区
の
講
中
寺

院
か
ら
二
七
名
の
「
参
り
番
」
や
有
志
の
人
び
と
が
参
詣
す
る
。
二
七
名

と
は
教
如
上
人
救
出
に
向
か
っ
た
祖
先
の
人
数
で
、「
参
り
番
」
は
寺
院

ご
と
に
門
徒
の
中
か
ら
一
〜
六
名
が
指
名
さ
れ
る
。
各
寺
院
で
は
門
徒
が

順
番
に
「
参
り
番
」
の
役
を
受
け
持
っ
て
い
る
。
こ
の
指
名
人
数
と
御
寿

像
の
滞
在
月
数
の
違
い
は
、
教
如
上
人
の
救
出
に
あ
た
っ
た
各
寺
院
の
勇

士
の
人
数
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
る
。
五
日
講
の
法
要
で
は
「
正
信
偈
」

ど
）、
交
通
関
係
（
駅
、
駐
車
場
な
ど
）」
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
で
経

年
変
化
の
分
析
を
試
み
た
。

　

大
正
期
に
お
い
て
は
、
宗
教
関
係
の
店
舗
（
み
く
じ
屋
・
仏
具
屋
）

や
、
旅
籠
・
飲
食
店
、
人
力
車
の
立
場
な
ど
、
参
詣
者
向
け
の
宗
教
都
市

門
前
の
景
観
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
期
に
な
る
と
、
環
状
七
号
線

の
開
通
に
伴
い
、
駐
車
場
が
増
加
し
、
旅
籠
や
み
く
じ
屋
は
閉
店
し
、
代

わ
り
に
履
物
屋
や
精
肉
店
・
金
物
屋
な
ど
、
衣
・
食
・
住
に
ま
つ
わ
る
生

活
用
品
店
が
増
加
し
、
門
前
町
か
ら
商
店
街
の
装
い
へ
と
変
化
す
る
。
平

成
期
に
は
、
仏
具
屋
な
ど
が
一
階
を
店
舗
と
し
た
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
経
営
を
始
め
る
な
ど
、
さ
ら
に
宅
地
化
が
進
む
。
令
和
の
現
在
に
至
っ

て
は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
化
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
都
市
化
（
人
口
流
動
、
宅
地
化
）
を
経
て
、
景
観

の
み
な
ら
ず
信
仰
の
形
態
に
も
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
寺
院
の
祭

礼
を
支
え
る
「
講
」
に
お
い
て
は
地
縁
や
血
縁
を
伴
わ
な
い
個
人
化
し
た

結
び
つ
き
や
、
商
店
街
の
人
々
の
参
与
が
少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
ま
た

商
店
街
で
は
そ
の
よ
う
な
希
薄
化
し
た
結
び
つ
き
を
再
生
す
べ
く
、
コ
ロ

ナ
禍
で
新
た
な
講
（「
二
十
三
夜
講
」）
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
発
表
で
は
、
堀
之
内
妙
法
寺
門
前
の
地
理
的
変
遷
の
分
析
を

通
し
て
、
宗
教
都
市
門
前
町
か
ら
商
店
街
へ
至
る
ま
で
の
空
間
構
成
の
変

化
、
そ
れ
に
と
も
な
う
信
仰
の
担
い
手
の
変
化
へ
の
着
目
を
試
み
た
。
こ

の
よ
う
な
変
化
や
、
現
在
の
様
態
が
都
市
の
参
詣
寺
院
に
普
遍
的
な
現
象

で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
事
例
を
通
し
た
比
較
研
究
に
お

い
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



　　264

『宗教研究』97巻別冊（2024年） 個人発表

　

こ
の
五
日
講
の
講
中
寺
院
八
ヶ
寺
の
中
に
は
、
同
様
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
寺
院
が
半
数
以
上
は
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
寺
院
側
も
、
寺
は
門

徒
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
五
日
講
の
存
続
は
門
徒
が
決

め
る
こ
と
だ
と
い
う
住
職
も
い
れ
ば
、
何
と
し
て
も
今
ま
で
の
形
式
を
存

続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
こ
と
を
門
徒
に
こ
と
あ
る
ご
と
に
伝

え
て
い
る
住
職
も
い
る
。

　

過
疎
高
齢
化
と
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
今
後
の
五
日
講
の
存
続
の
危
機
的

状
況
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
果
た
し
て
、
今
後
の
あ
り
方
を
模
索
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
か
。
そ
の
一
方
で
、
五
日
講
の
歴
史
と
現
状
を
詳
細
に

記
録
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る
の
で
あ
る
。

女
性
教
師
の
多
層
性 

│
│ 

日
蓮
宗
全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら 

│
│

丹
羽　

宣
子

　

二
〇
二
一
年
、
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
は
一
九
年
ぶ
り
に
宗
内
の
全

女
性
教
師
を
対
象
と
し
た
悉
皆
調
査
を
行
っ
た
。
単
純
集
計
と
一
部
の
ク

ロ
ス
集
計
は
『
日
蓮
宗
全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
（
令
和
三
年
度

版
）』（
二
〇
二
三
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
前
回
調
査

（
二
〇
〇
二
年
実
施
）
と
の
比
較
か
ら
日
蓮
宗
女
性
教
師
の
現
況
を
分
析

す
る
。
ま
た
、
第
三
・
四
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
で
は
女
性
間
の
差
異
を
ふ
ま

え
た
理
解
が
求
め
ら
れ
る
が
、
同
調
査
で
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
結
果
が
得

ら
れ
た
。
女
性
教
師
を
い
く
つ
か
の
層
や
交
錯
す
る
軸
の
な
か
で
動
態
的

に
、
か
つ
時
間
的
推
移
を
ふ
ま
え
て
捉
え
て
い
く
必
要
性
に
つ
い
て
示

す
。

　

ま
ず
前
提
と
し
て
、
日
蓮
宗
女
性
教
師
の
高
齢
化
率
は
高
く
、
六
〇
代

を
お
勤
め
し
、
親
鸞
聖
人
の
和
讃
中
か
ら
独
自
で
六
首
を
選
び
五
日
講
和

讃
と
し
て
勤
め
ら
れ
て
い
る
。
御
消
息
拝
読
後
、
法
話
、
そ
し
て
、
当
番

と
な
る
寺
院
の
門
徒
が
「
煮
番
」
と
称
し
て
「
お
斎
（
食
事
）」
を
準
備

し
、
僧
侶
と
二
七
名
の
「
参
り
番
」
に
振
舞
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
過
疎
化
の
な
か
で
、
毎
月
の
五
日
講
の
存
続
は
厳
し
い
現
状
で

あ
る
。
例
え
ば
、
講
中
寺
院
で
あ
る
Ｓ
寺
の
門
徒
は
、
現
在
一
二
軒
で
、

村
内
の
九
軒
が
五
日
講
を
担
当
し
て
い
る
。
Ｓ
寺
で
は
教
如
上
人
御
寿
像

は
三
か
月
滞
在
す
る
が
、
門
徒
の
九
軒
を
三
班
に
分
け
て
、
三
軒
ず
つ
一

ヶ
月
ご
と
に
煮
番
を
す
る
。
Ｓ
寺
の
門
徒
に
よ
れ
ば
、
毎
月
、
お
斎
の
準

備
を
す
る
の
で
大
変
だ
と
い
う
。
ま
た
、
Ｓ
寺
の
門
徒
は
、
毎
月
の
五
日

講
の
と
き
四
名
が
「
参
り
番
」
と
し
て
出
席
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
二
ヶ

月
に
一
回
の
割
合
で
五
日
講
に
参
加
し
て
い
る
。
あ
る
一
人
暮
ら
し
の
女

性
門
徒
は
、「
夫
は
、
森
林
組
合
に
七
〇
歳
ま
で
働
き
、
そ
の
後
、
土
建

業
で
、
冬
は
ス
キ
ー
場
で
働
き
、
経
済
的
に
余
裕
が
あ
っ
た
。
ど
の
家
も
、

共
働
き
で
仕
事
が
あ
り
、
寺
の
つ
き
あ
い
も
出
来
て
い
た
。
し
か
し
、
ほ

と
ん
ど
一
人
暮
ら
し
に
な
り
、
体
力
も
衰
え
、
年
金
暮
ら
し
に
な
る
と
寺

の
行
事
に
参
加
す
る
の
は
難
し
い
。」
と
い
う
。

　

Ｓ
寺
の
あ
る
門
徒
は
、「
Ｓ
寺
の
門
徒
が
早
く
止
め
て
く
れ
ん
か
と
他

の
寺
の
門
徒
は
思
っ
て
い
る
」。「
私
た
ち
も
一
ヶ
月
な
ら
や
れ
る
が
三
ヶ

月
に
な
る
と
や
は
り
無
理
。
こ
の
ま
ま
お
寺
（
僧
侶
）
だ
け
で
や
っ
て
く

れ
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。」
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
地
区
の
門

徒
が
、
Ｓ
寺
の
門
徒
に
、「
大
変
や
さ
か
い
少
し
考
え
よ
う
か
。」
と
い
っ

た
ら
、「
い
ら
ん
こ
と
か
ま
わ
ん
と
い
て
く
れ
。」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。

そ
こ
に
は
、「
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ
と
る
ん
で
。」
と
い
う
プ
ラ
イ
ド

が
あ
る
と
い
う
。
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は
な
い
こ
と
は
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
が
、「
孤
立
」「
厳
し
い
境
遇
」
に

陥
り
や
す
い
層
と
そ
う
で
は
な
い
層
の
分
離
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に

は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、「
教
師
の
娘
」
た
ち
の
前
途
が
順

風
満
帆
で
あ
る
と
も
単
純
に
は
い
え
な
い
。
子
育
て
期
に
管
区
行
事
へ
の

参
加
を
中
断
し
た
場
合
、
復
帰
し
に
く
い
こ
と
を
示
唆
す
る
デ
ー
タ
も
あ

る
。
葬
儀
を
紹
介
さ
れ
て
も
女
性
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
断
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
女
性
と
し
て
見
な
さ
れ
る
こ
と
で
生
じ
る
特
有
の
困
難
も
存
在

す
る
。

　

第
三
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
で
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
女
性
の
持
つ
特
権
も
議
論

さ
れ
る
。
本
事
例
で
も
、
有
利
な
立
場
に
立
つ
特
定
の
層
の
台
頭
と
そ
の

背
景
を
解
明
し
て
い
く
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
寺
院

継
承
者
不
足
問
題
や
血
縁
主
義
の
強
ま
り
が
そ
の
要
因
と
し
て
予
測
さ
れ

る
が
、
伝
統
的
家
族
観
だ
け
で
な
く
近
代
家
族
規
範
も
す
で
に
弱
体
化
し

て
い
る
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
よ
り
詳
細
な
分
析
を
重
ね
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
第
四
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
で
は
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ

ィ
（
交
差
性
）
が
重
視
さ
れ
る
。
女
性
の
経
験
を
均
一
化
し
て
捉
え
る
危

険
性
を
指
摘
す
る
こ
の
視
点
は
、
仏
教
と
女
性
研
究
で
も
有
用
だ
ろ
う
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
る
活
動
実
現
の
違
い
、
寺
院
の
有
無
、
師
僧
と
の

関
係
、
管
区
風
土
な
ど
が
複
数
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
女
性
教
師
の
経
験

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

以
上
は
六
三
・
三
％
（
前
回
調
査
五
五
・
八
％
）
を
占
め
る
。
一
方
で
、
三

〇
代
以
下
の
若
い
年
代
で
教
師
に
な
る
女
性
の
増
加
を
示
す
デ
ー
タ
も 

得
ら
れ
た
。
三
〇
代
以
下
で
度
牒
交
付
を
受
け
た
の
は
五
〇
・
九
％
（
前

回
調
査
四
一
・
六
％
）、
信
行
道
場
入
場
時
年
齢
の
三
〇
代
以
下
は
四
三
・

九
％
（
前
回
調
査
三
四
・
八
％
）
で
あ
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
変
化
は
、

「
出
家
時
の
師
僧
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
前
回
調
査
で
は
「
父
・
母
」
は

一
七
・
四
％
だ
っ
た
が
、
今
回
調
査
で
は
三
〇
・
八
％
に
ま
で
急
増
し
て
い

る
。
特
に
四
〇
代
以
下
で
は
多
数
派
と
な
っ
て
い
る
。
減
っ
て
い
る
の
は

「
法
縁
関
係
」「
菩
提
寺
の
住
職
」「
知
人
」
で
あ
る
。「
信
行
道
場
入
場
時

の
立
場
」
の
最
多
は
「
前
回
調
査
で
は
「
在
家
」（
四
三
・
一
％
）
で
あ
っ

た
が
、
今
回
調
査
は
「
教
師
の
娘
」（
三
三
・
九
％
）
と
な
っ
た
。

　

女
性
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
つ
い
て
は
、
六
〇
代
で
は
約
半
数

が
何
か
し
ら
の
女
性
教
師
団
体
に
参
加
し
て
い
る
が
、
四
〇
代
以
下
で
は

「
入
会
を
検
討
し
て
い
な
い
」
が
八
割
弱
に
な
る
。
自
由
解
答
欄
を
確
認

す
る
と
、「
教
師
の
娘
」
は
宗
務
所
や
青
年
会
な
ど
に
す
で
に
参
加
し
て

お
り
、
女
性
だ
け
で
集
ま
る
必
要
性
を
感
じ
な
い
等
の
理
由
が
散
見
さ
れ

る
。
ま
た
在
家
出
身
者
の
意
見
と
し
て
「
格
差
が
あ
り
差
別
さ
れ
る
」

「
寺
を
も
っ
て
い
る
か
否
か
で
は
っ
き
り
区
別
が
あ
る
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

日
蓮
宗
女
性
教
師
の
現
況
と
し
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
女

性
教
師
の
高
齢
化
率
は
高
い
が
、
ま
だ
少
数
派
で
は
あ
る
も
の
の
、
教
師

の
娘
が
台
頭
し
つ
つ
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
女
性
教
師
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
よ
り
も
親
世
代
か
ら
継
承
し
た
基
盤
・
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
傾
向
が

あ
り
、
実
際
に
管
区
行
事
や
宗
門
役
職
経
験
を
積
む
機
会
に
も
恵
ま
れ
て

い
る
。
従
来
の
議
論
で
は
「
女
性
教
師
の
孤
立
」「
女
性
教
師
の
厳
し
い

境
遇
」
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
問
題
が
解
消
し
た
わ
け
で
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が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
妊
娠
調
節
は
性
欲
の
調
節
を
含

み
、
健
全
な
生
活
を
促
進
す
る
積
極
的
な
行
動
で
あ
り
、
一
方
、
避
妊
は

妊
娠
を
防
ぐ
消
極
的
な
対
応
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
谷
口
の
妊
娠
調
節
論

は
霊
界
の
視
点
か
ら
、
霊
魂
の
地
上
生
誕
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
が
、
浮

浪
の
霊
魂
が
急
い
で
地
上
に
生
ま
れ
る
こ
と
よ
り
も
霊
界
で
修
行
を
続
け

る
べ
き
だ
と
も
主
張
す
る
。
し
か
し
、
谷
口
は
妊
娠
調
節
を
人
口
問
題
と

切
り
離
し
、
女
性
の
人
権
を
尊
重
す
べ
き
だ
と
も
述
べ
る
。
最
後
に
、
計

画
的
な
出
産
を
通
じ
て
霊
界
の
霊
魂
に
向
上
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が

妊
娠
調
節
の
根
本
的
目
的
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

　

妊
娠
中
絶
に
つ
い
て
、
絶
対
に
結
婚
不
可
能
な
状
況
で
誤
っ
て
妊
娠
し

た
場
合
、
誠
意
と
愛
情
が
あ
れ
ば
解
決
の
余
地
が
あ
る
。
一
方
で
、「
悪

遺
伝
」
の
可
能
性
が
あ
る
妊
娠
に
直
面
し
た
場
合
、
遺
伝
は
霊
魂
の
潜
在

意
識
に
関
連
し
て
、
高
級
霊
が
進
化
を
急
速
に
遂
げ
る
た
め
に
わ
ざ
と
不

自
由
な
肉
体
を
選
び
、
自
分
自
身
の
体
験
を
深
め
、
自
己
の
霊
魂
の
向
上

と
神
の
使
命
遂
行
に
資
す
る
と
説
く
。
そ
の
た
め
、
人
口
問
題
は
別
と
し

て
、
霊
魂
の
発
達
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
、
人
工
流
産
は
霊
魂
に
対
す
る

冒
瀆
と
阻
害
で
あ
り
、
大
い
な
る
罪
を
重
ね
る
行
為
と
い
わ
れ
る
。
最
後
、

谷
口
は
こ
の
妊
娠
中
絶
が
、
戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
、
婦

人
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
子
供
の
非
行
と
い
っ
た
「
社
会
問
題
」
の
激
増
の
原

因
と
す
る
。
特
に
、
少
年
非
行
の
急
増
は
流
産
児
の
迷
霊
が
両
親
に
、
中

絶
に
よ
り
霊
魂
の
成
長
が
阻
害
さ
れ
た
た
め
恨
み
の
念
波
を
送
り
、
現
在

の
子
供
の
問
題
行
動
を
引
き
起
こ
し
た
結
果
だ
と
説
明
す
る
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
迷
霊
に
名
前
を
与
え
、
生
長
の
家
の
聖
典
を
捧
げ
て
祀
る
こ
と

で
、
迷
霊
が
世
界
の
真
理
を
理
解
し
、
霊
的
成
長
を
遂
げ
、
問
題
児
が
健

全
で
優
れ
た
個
体
に
変
わ
る
と
い
わ
れ
る
。

生
長
の
家
に
お
け
る
流
産
児
霊
魂
の
供
養 

│
│ 『
霊
供
養
入
門
』
を
例
に 

│
│

郭　
　

立
東

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
、「
い
の
ち
を
大
切
に

す
る
運
動
」
な
ど
の
プ
ロ
・
ラ
イ
フ
運
動
と
そ
れ
に
関
連
す
る
中
絶
胎
児

供
養
が
多
く
行
わ
れ
た
。
こ
の
一
連
の
プ
ロ
・
ラ
イ
フ
運
動
は
日
本
に
お

け
る
優
生
保
護
法
の
中
絶
規
定
で
あ
る
「
経
済
的
理
由
」
の
撤
廃
を
主
要

な
運
動
理
念
と
し
、
生
長
の
家
を
主
体
に
大
規
模
に
展
開
さ
れ
、
最
後
に

多
く
の
国
会
議
員
や
官
庁
の
支
持
を
受
け
な
が
ら
、「
優
生
保
護
法
改
正

案
」
を
国
会
に
上
程
し
た
。
一
方
で
、
生
長
の
家
創
始
者
の
谷
口
雅
春
が

生
命
尊
重
の
立
場
か
ら
堕
胎
さ
れ
た
流
産
児
の
無
縁
の
霊
を
供
養
す
る
た

め
に
生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山
の
境
内
に
全
国
流
産
児
無
縁
霊
供
養
塔
を

建
立
し
た
。
つ
ま
り
、「
水
子
供
養
」
の
成
立
に
至
る
ま
で
、
生
長
の
家

は
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
た
め
、
谷

口
雅
春
に
よ
る
著
作
で
、「
流
産
児
」
の
霊
魂
を
祀
る
際
に
必
要
と
さ
れ

る
知
識
や
実
践
法
が
記
さ
れ
て
い
る
『
霊
供
養
入
門
』
を
分
析
す
る
こ
と

は
、
戦
後
の
「
水
子
供
養
」
の
成
立
期
を
解
明
す
る
ひ
と
つ
の
鍵
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
霊
供
養
入
門
』
は
五
つ
の
章
に
分
か

れ
て
い
る
が
、
本
発
表
で
は
、
流
産
と
人
工
妊
娠
中
絶
の
霊
的
な
意
味
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
第
三
章
を
中
心
に
谷
口
の
言
説
を
説
明
し
た
い
。

　

ま
ず
、
谷
口
は
「
高
級
霊
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
、
受
胎
と
妊
娠
を

神
秘
的
な
出
来
事
と
位
置
付
け
る
。
妊
娠
は
霊
魂
が
地
上
に
来
て
神
の
使

命
を
果
た
す
過
程
で
あ
り
、
従
っ
て
中
絶
や
堕
胎
は
神
意
に
反
す
る
と
さ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
妊
娠
が
霊
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
強
調

さ
れ
、
人
間
が
こ
れ
を
調
節
、
避
妊
、
中
絶
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
問
題
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信
仰
を
集
め
て
い
る
。

　

木
花
開
耶
姫
命
の
パ
ワ
ー
に
あ
や
か
り
、「
健
康
で
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん

に
出
会
え
る
」
こ
と
を
願
っ
て
、
妊
活
に
勤
し
む
人
々
が
方
々
か
ら
子
安

神
社
に
や
っ
て
来
る
一
方
で
、
同
社
に
は
、
妊
娠
中
絶
を
し
た
人
々
が

「
水
子
の
鎮
霊
」
を
し
に
来
る
葦
船
社
（
同
社
の
末
社
）
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。

　

元
々
、
安
産
・
子
授
け
祈
願
を
行
う
子
安
神
社
で
は
、
流
産
・
死
産
し

た
子
の
慰
霊
を
行
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、「
水
子
供
養
ブ
ー
ム
」
が
起

こ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
に
「
安
産
・
子
授
け
祈
願
だ
け
で
は
な
く
、
水
子

の
慰
霊
も
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
が
数
多
く
同
社
に
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
人
々
の
要
望
に
応
え
て
、
昭
和
五
三
（
一
九

七
八
）
年
に
同
社
の
拝
殿
裏
に
葦
船
社
が
鎮
座
さ
れ
た
。

　

葦
船
社
に
は
、
伊
邪
那
岐
命
（
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）
と
伊
邪
那
美
命

（
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
最
初
の
御
子
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
の
、
骨

の
な
い
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
し
た
蛭
の
よ
う
な
形
状
で
（
今
で
言
う
、
障
害
を

持
っ
て
）
生
ま
れ
た
た
め
に
、
葦
船
に
乗
せ
ら
れ
、
幽
世
に
流
さ
れ
た
日

留
子
命
（
ヒ
ル
コ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
御
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

御
神
徳
に
よ
り
、
不
運
に
も
現
世
の
恵
み
を
受
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た

「
水
子
様
」
を
幽
世
で
守
っ
て
く
れ
る
日
留
子
命
に
、
妊
娠
中
絶
を
し
た

人
々
が
、「
水
子
の
鎮
霊
」
を
祈
願
し
て
い
る
。

　

葦
船
社
に
は
、「
水
子
」
を
乗
せ
て
幽
世
に
流
す
「
葦
船
」
と
と
も
に
、

「
水
子
の
御
守
り
」
と
、「
水
子
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
た
「
水
子

鎮
霊
絵
馬
」
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
葦
船
社
の
御
祭
神
の
日
留
子
命
が
、

障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
た
め
に
幽
世
に
流
さ
れ
た
故
事
が
、
同
社
を
訪

れ
る
人
々
の
心
に
響
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
「
水
子
鎮
霊
絵
馬
」

　

こ
れ
ま
で
の
『
霊
供
養
入
門
』
第
三
章
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
る
よ

う
に
、
谷
口
が
説
い
た
教
説
は
、
中
絶
後
の
救
済
よ
り
も
無
意
識
的
に
受

胎
し
た
子
供
や
優
生
学
的
に
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
子
供
へ
の
受
容

に
焦
点
を
当
て
、
ま
た
、
優
生
学
的
・
経
済
的
な
理
由
で
は
な
く
、
倫
理

的
・
霊
的
な
観
点
か
ら
妊
娠
中
絶
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

強
調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
長
の
家
の
優
生
保
護
法
反
対
の
立
場
に

位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
婦
人
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
子

供
の
非
行
と
い
っ
た
当
時
の
「
社
会
問
題
」
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
流
産
児

の
供
養
を
そ
れ
ら
の
「
社
会
問
題
」
の
解
決
方
法
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ

と
で
、
戦
後
の
「
社
会
問
題
」
に
関
す
る
言
説
と
の
連
続
性
が
考
え
ら
れ

る
。

現
代
ニ
ッ
ポ
ン
の
妊
活
と
中
絶 

│
│ 

子
安
神
社
葦
船
社
の
事
例
か
ら 

│
│

渕
上　

恭
子

　

平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
創
建
一
二
五
〇
年
を
迎
え
た
八
王
子
の

子
安
神
社
（
東
京
都
八
王
子
市
明
神
町
）
は
、（
同
社
の
由
緒
に
よ
れ
ば
）

天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
に
橘
右
京
少
輔
命
（
た
ち
ば
な
う
き
ょ
う
し

ょ
う
ゆ
う
の
み
こ
と
）
が
淳
仁
天
皇
か
ら
皇
后
の
安
産
祈
願
の
命
を
受
け

て
創
建
し
た
、
八
王
子
最
古
の
神
社
と
し
て
崇
敬
を
集
め
て
い
る
。
日
本

神
話
に
お
い
て
、
自
ら
産
屋
に
火
を
放
ち
、
燃
え
さ
か
る
産
屋
の
中
で
火

照
命
、
火
須
勢
理
命
、
火
遠
理
命
の
三
人
の
子
を
産
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
木
花
開
耶
姫
命
（
こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と
）
を
主
祭
神
と

す
る
子
安
神
社
は
、
安
産
・
子
授
け
・
子
育
て
の
御
利
益
の
あ
る
八
王
子

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
さ
れ
て
い
て
、
妊
活
（
子
作
り
）
に
励
む
人
々
の
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社
会
の
変
貌
や
葬
儀
業
者
の
参
入
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
参
照

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
官
製
の
改
革
運
動
・
政
策
の
影
響
と
い
う
視
点
も
踏

ま
え
て
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。〈
冠
婚
葬
祭
の
改
善
・
合
理
化
〉

を
目
標
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
る
類
似
の
運
動
は
、
二
〇
世
紀
以
降
の
東
ア

ジ
ア
各
国
に
お
い
て
同
時
並
行
的
に
推
進
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
際
比
較

は
そ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
つ
つ
も
、
未
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在

も
こ
の
政
策
を
め
ぐ
り
社
会
的
な
議
論
が
巻
き
起
こ
る
中
華
人
民
共
和
国

（
以
下
、
中
国
）
の
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
葬
儀
の
改
革
運
動
・
政

策
を
軸
と
し
た
比
較
検
討
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。

　

中
国
に
お
け
る
葬
儀
改
革
の
動
き
は
、
清
朝
末
期
よ
り
見
ら
れ
、
一
九

一
〇
年
代
の
新
文
化
運
動
、
一
九
三
〇
年
代
の
新
生
活
運
動
の
他
、
と
り

わ
け
一
九
四
九
年
以
降
は
「
殯
葬
改
革
」
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
柱

と
な
っ
た
の
は
、
火
葬
の
推
進
、
公
共
墓
地
の
建
設
、
葬
儀
方
法
の
変
革

（
簡
素
化
）
で
あ
る
。
し
か
し
農
村
部
で
は
な
か
な
か
火
葬
が
浸
透
せ
ず
、

儀
礼
様
式
や
民
俗
的
な
慣
習
は
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
一
部
で
変
化
が
見
ら
れ
つ
つ
も
、
密
か
に
土
葬
す
る
例
や
村

幹
部
が
罰
金
の
支
払
い
に
よ
っ
て
土
葬
を
見
逃
す
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な

い
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

本
報
告
で
は
、
二
〇
一
八
年
の
「
棺
強
奪
・
破
壊
事
件
」
が
広
く
注
目

さ
れ
た
江
西
省
に
お
け
る
殯
葬
改
革
を
め
ぐ
る
動
向
を
ま
と
め
、
多
様
な

立
場
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
論
理
の
も
と
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
か
、

新
聞
・
雑
誌
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
に
お
け
る
言
説
を
も
と
に
検
討
を

行
っ
た
。

　
「
江
西
省
殡
葬
管
理
办
法
」
が
制
定
さ
れ
た
一
九
九
八
年
時
点
に
お
い

て
、
省
内
の
火
葬
率
（
一
八
・
五
％
）
が
全
国
平
均
（
三
五
・
二
％
）
に
比

に
記
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
胎
児
に
障
害
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
中

絶
を
選
択
し
た
（
と
推
測
さ
れ
る
）
人
々
の
心
情
が
綴
ら
れ
た
も
の
が
見

受
け
ら
れ
る
。
障
害
が
あ
る
と
判
っ
た
子
を
中
絶
し
た
人
々
は
、
そ
の
子

を
産
ん
で
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び
て
、
か
け
が
え
の
な
い
「
わ

が
子
」
と
し
て
葦
船
社
に
祀
り
、
末
永
く
そ
の
子
の
「
成
長
」
を
見
守
っ

て
い
る
。
葦
船
社
は
、
親
に
産
ん
で
も
ら
え
た
子
も
、
産
ん
で
も
ら
え
な

か
っ
た
子
も
、
分
け
隔
て
な
く
慈
し
ん
で
育
て
て
も
ら
え
る
、
も
う
ひ
と

つ
の
「
子
育
て
の
空
間
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

子
安
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
「
健
康
で
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
が
生
ま
れ
て

く
る
よ
う
願
掛
け
を
す
る
夥
し
い
数
の
「
子
授
け
・
安
産
祈
願
絵
馬
」
を

見
て
い
る
と
、
同
社
で
妊
活
を
す
る
人
々
が
、「
障
害
の
な
い
子
」
を
産

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
圧
を
感
じ
て
い
て
、
健
康
な
子
供
が
産

め
な
け
れ
ば
「
自
己
責
任
」
を
問
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。

　

子
安
神
社
葦
船
社
の
事
例
か
ら
、「
健
康
で
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
を
妊

娠
し
出
産
す
る
こ
と
を
念
じ
て
、
子
安
神
社
で
妊
活
を
行
う
人
々
が
、
妊

娠
し
た
子
に
障
害
が
あ
る
と
判
っ
た
ら
産
ま
な
い
こ
と
を
選
択
し
、
葦
船

社
で
「
水
子
の
鎮
霊
」
を
行
っ
て
、
中
絶
し
た
子
を
弔
う
と
い
う
、
現
代

ニ
ッ
ポ
ン
の
妊
活
と
中
絶
の
実
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

中
国
江
西
省
に
お
け
る
殯
葬
改
革
の
展
開 

│
│ 

メ
デ
ィ
ア
言
説
を
中
心
に 

│
│

大
場　

あ
や

　

本
研
究
は
、
葬
儀
が
変
容
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
産
業
化
に
よ
る
地
域
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つ
つ
も
、
人
々
の
心
情
を
顧
み
な
い
手
段
を
批
判
す
る
論
調
と
言
え
る
。

江
西
省
の
殯
葬
改
革
は
、
こ
こ
数
年
の
う
ち
に
少
な
く
と
も
火
葬
化
と
い

う
点
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
（
二
〇
一
九
年
の
火
葬

率
七
九
・
五
％
）。
た
だ
し
そ
れ
は
、
省
政
府
に
よ
る
一
方
向
的
な
政
策
の

結
果
で
は
な
く
、
当
事
者
で
あ
る
村
民
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
市
民
、
研
究
者
、

中
央
政
府
な
ど
の
相
互
作
用
に
よ
る
波
状
的
な
過
程
で
あ
っ
た
。
公
共
墓

地
の
建
設
や
葬
儀
の
簡
素
化
の
展
開
と
そ
の
「
成
果
」
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

死
装
束
か
ら
ラ
ス
ト
ド
レ
ス
へ 

│
│ 

衣
装
に
み
る
現
代
日
本
人
の
死
生
観 

│
│

岸
根　

紗
葵

　

本
発
表
は
、
終
活
の
流
行
や
葬
儀
の
自
由
化
に
伴
い
変
化
を
見
せ
る
死

装
束
に
着
目
す
る
。
死
装
束
と
は
、
故
人
の
葬
儀
や
納
棺
の
際
に
着
用
す

る
最
後
の
衣
装
で
あ
る
。
近
年
、
死
装
束
の
な
か
で
も
洋
装
衣
装
で
あ
る

ラ
ス
ト
ド
レ
ス
（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
と
も
い
う
）
が
、
美
や
お
し
ゃ

れ
を
重
視
す
る
人
々
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
購
入
者
は
女
性

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
伝
統
的
な
死
装
束
と
は
異
な
る
価

値
を
ラ
ス
ト
ド
レ
ス
に
見
出
し
、
死
に
お
い
て
も
日
常
の
延
長
と
し
て
美

を
追
求
す
る
女
性
た
ち
の
死
生
観
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
死
装
束
の
変
遷
を
辿
り
た
い
。
江
戸
時
代
以
降

に
定
着
し
た
仏
式
葬
儀
の
伝
統
的
な
死
装
束
は
、
あ
の
世
（
浄
土
）
へ
の

旅
立
ち
の
衣
装
と
し
て
、
修
行
僧
や
巡
礼
者
の
姿
を
模
し
た
。
医
療
が
未

発
達
な
時
代
に
お
い
て
、
人
は
、
身
体
が
死
を
迎
え
て
も
す
ぐ
に
は
死
者

と
し
て
扱
わ
れ
ず
、
通
夜
を
経
た
後
、
湯
灌
、
剃
髪
、
着
替
え
に
よ
っ
て

べ
て
低
い
こ
と
、
火
葬
場
が
少
な
く
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
、
乱
埋
葬
が

多
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
状
況
が
な
か
な
か
打
開
さ
れ
な
い

中
、
二
〇
一
四
年
に
中
央
政
府
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
火
葬
率
一
〇

〇
％
を
達
成
す
る
目
標
を
各
省
へ
通
達
す
る
。
そ
れ
で
も
江
西
省
の
火
葬

率
は
三
〇
％
台
に
留
ま
り
、
二
〇
一
八
年
に
至
っ
て
省
政
府
は
改
革
の
推

進
強
化
を
図
っ
た
。
そ
れ
が
前
述
の
「
事
件
」
へ
と
繋
が
る
。
農
村
で

は
、
高
齢
に
な
る
と
自
分
の
土
葬
用
の
棺
を
購
入
し
て
お
く
習
慣
が
あ
る

が
、
省
政
府
は
そ
の
棺
を
回
収
し
広
場
に
並
べ
て
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
で
破
壊

し
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
葬
儀
中
の
家
に
押
し
入
り
、
遺
体
ま
で
も
強

制
的
に
「
回
収
」
し
て
火
葬
場
へ
運
ぶ
様
子
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
拡
散

さ
れ
、
世
論
の
大
き
な
反
感
を
引
き
起
こ
し
た
。
各
分
野
の
専
門
家
を
も

巻
き
込
ん
で
議
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
、
官
製
メ
デ
ィ
ア
も
そ
の
「
暴
力

的
」
な
手
段
を
批
判
し
た
。
省
政
府
は
方
針
緩
和
を
言
い
渡
す
通
知
を
発

し
た
の
ち
、
省
長
は
辞
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

各
種
記
事
で
紹
介
さ
れ
る
村
民
の
声
と
し
て
、「
高
齢
者
に
と
っ
て
火

葬
を
一
気
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
い
う
内
容
が
多
い
一
方
、

「
仕
方
が
な
い
」「
高
価
な
棺
は
お
金
の
無
駄
だ
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

研
究
者
か
ら
の
議
論
も
相
次
い
だ
。
法
学
の
立
場
か
ら
は
、
棺
の
強
奪
・

破
壊
行
為
の
非
合
法
性
が
指
摘
さ
れ
、
社
会
学
か
ら
は
、
葬
儀
や
祖
先
崇

拝
が
も
た
ら
す
効
果
と
意
義
を
強
調
す
る
こ
と
で
改
革
の
推
進
方
法
を
批

判
し
た
。
ま
た
、
あ
る
哲
学
研
究
者
は
、
宗
教
や
民
族
、
文
化
慣
習
の
平

等
と
い
っ
た
現
代
的
な
価
値
観
も
考
慮
す
べ
き
と
述
べ
、
あ
る
民
俗
学
者

は
、
土
葬
は
伝
統
的
な
葬
法
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
火
葬
化
は
本
質

を
揺
る
が
す
わ
け
で
は
な
い
と
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
視
点
か
ら

議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
改
革
政
策
の
理
念
に
理
解
を
示
し
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と
お
し
ゃ
れ
を
結
び
つ
け
る
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
終
活
だ
け
で
な
く
、

お
し
ゃ
れ
を
楽
し
む
た
め
に
購
入
す
る
人
が
い
る
こ
と
を
示
す
。
な
か
に

は
「
着
る
時
が
一
日
で
も
遅
れ
る
こ
と
を
祈
る
」
や
「
死
が
訪
れ
る
ま
で

大
切
に
保
管
す
る
」
と
い
っ
た
言
葉
も
あ
り
、
自
分
で
用
意
し
た
死
装
束

を
お
守
り
に
す
る
人
も
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
伝
統
的
な
死
装
束
は
あ
の
世
へ
の
〈
旅
立
ち
の
衣
装
〉

だ
っ
た
が
、
ラ
ス
ト
ド
レ
ス
は
死
後
も
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
む
た
め
の
〈
人

生
最
後
の
衣
装
〉
と
し
て
着
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
棺
の
中
に
納
め
ら
れ

る
副
葬
品
が
、
旅
道
具
か
ら
故
人
の
思
い
出
の
品
に
変
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
。
ラ
ス
ト
ド
レ
ス
は
、
自
己
表
現
や
女
性
ら
し
さ
を
尊
重

し
、
美
や
お
し
ゃ
れ
を
最
後
ま
で
楽
し
む
手
段
と
な
る
。
お
し
ゃ
れ
好
き

に
と
っ
て
は
、
死
装
束
も
自
ら
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ
り
、
葬
儀

を
結
婚
の
よ
う
に
人
生
の
中
で
の
特
別
な
行
事
と
捉
え
る
（
も
し
く
は
捉

え
よ
う
と
す
る
）。
一
方
で
、
一
部
の
購
入
者
は
「
着
た
い
け
ど
着
た
く

な
い
」
と
表
現
す
る
。
こ
の
場
合
、
ラ
ス
ト
ド
レ
ス
は
お
守
り
代
わ
り
に

な
る
。
ラ
ス
ト
ド
レ
ス
の
需
要
は
、
現
代
人
の
自
由
な
選
択
と
、
死
後
の

世
界
で
は
な
く
人
生
の
終
わ
り
を
意
識
す
る
女
性
た
ち
の
死
生
観
を
反
映

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

山
田
宗
樹
『
百
年
法
』
論 

│
│ 

高
齢
者
問
題
と
現
代
日
本
人
の
死
生
観 

│
│

横
濱
佑
三
子

　

本
報
告
は
、
日
本
の
ミ
ス
テ
リ
作
家
・
山
田
宗
樹
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

Ｓ
Ｆ
ミ
ス
テ
リ
小
説
『
百
年
法
』（K

A
D
O
K
A
W
A

、
二
〇
一
二
）
を

対
象
に
、
積
極
的
に
〈
高
齢
者
〉
の
死
期
を
早
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
社

初
め
て
死
者
と
さ
れ
た
。
故
人
は
白
い
単
衣
の
経
帷
子
を
身
に
つ
け
、
浄

土
へ
の
旅
の
た
め
に
手
甲
や
脚
絆
、
数
珠
、
杖
な
ど
と
と
も
に
棺
に
納
め

ら
れ
た
。
地
域
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
葬
儀
の
規
則
で
は
、
死

装
束
の
仕
立
て
方
か
ら
着
せ
方
ま
で
明
確
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
生
者
と

の
区
別
が
強
調
さ
れ
た
。
一
方
、
ラ
ス
ト
ド
レ
ス
は
儀
式
的
な
約
束
に
縛

ら
れ
な
い
洋
装
の
衣
装
で
あ
る
。
ラ
ス
ト
ド
レ
ス
は
、
控
え
め
で
清
楚
な

デ
ザ
イ
ン
で
、
淡
色
が
多
く
、
光
沢
感
や
透
明
感
、
柔
ら
か
さ
を
表
現
す

る
素
材
が
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
死
後
の
硬
直
し
た
身
体
へ
の
配
慮
と
し

て
、
ガ
ー
ゼ
素
材
の
使
用
や
ゆ
っ
た
り
と
し
た
作
り
が
特
徴
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
死
装
束
は
伝
統
的
な
も
の
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
も
の

に
変
化
し
、
個
人
の
衣
服
と
し
て
自
由
に
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

で
は
、
ラ
ス
ト
ド
レ
ス
の
制
作
者
は
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提
供
し
、
購

入
者
は
な
ぜ
ラ
ス
ト
ド
レ
ス
を
用
意
す
る
の
か
。
制
作
会
社
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
あ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
購
入
者
の
言
葉
か
ら
、
死
装
束
の
選
択
理
由

を
調
査
し
た
い
。
ま
ず
、
制
作
者
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
良
い
人
生
を
送
っ

た
自
分
や
故
人
の
た
め
の
死
装
束
の
価
値
を
強
調
し
て
お
り
、「
い
い
人

生
に
、
い
い
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
」（
さ
く
ら
さ
く
ら
）、「
人
生
を

讃
え
る
ハ
レ
の
衣
装
」（
光
の
庭
）、「
人
生
最
大
の
セ
レ
モ
ニ
ー
」（
プ
リ

ュ
ー
ミ
ー
ガ
ウ
ン
）
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
身
体
へ
の
ご
褒
美

や
感
謝
を
示
す
言
葉
、
遺
族
の
視
点
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
る
。
い
ず

れ
も
美
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
調
さ
れ
る
。
次
に
、
購
入
者
の
言
葉
だ
が
、

購
入
者
の
多
く
は
七
〇
代
か
ら
八
〇
代
で
、
入
院
や
余
命
宣
告
、
終
活
関

連
の
記
事
を
購
入
の
き
っ
か
け
と
す
る
。
コ
メ
ン
ト
に
は
「
前
も
っ
て
わ

か
り
満
足
」「
そ
れ
ま
で
元
気
に
生
き
て
行
こ
う
」
と
い
っ
た
も
の
や
、

「
女
性
で
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
」「
お
し
ゃ
れ
を
し
た
い
」
と
い
っ
た
女
性
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な
っ
た
こ
と
で
、
生
活
の
安
定
を
第
一
に
目
指
す
よ
う
に
な
る
。
本
作
は
、

そ
の
〈
高
齢
者
〉
の
安
定
志
向
が
社
会
経
済
の
発
展
を
阻
害
す
る
要
因

で
、
社
会
や
特
に
若
者
世
代
に
「
迷
惑
」
を
か
け
る
と
み
な
す
。
そ
し
て
、

〈
老
い
な
い
〉
技
術
を
受
け
た
後
、
経
過
百
年
を
も
っ
て
、
国
が
設
置
し

た
施
設
で
〈
安
楽
死
〉
処
置
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
〈
百
年
法
〉
と

い
う
法
律
の
施
行
が
政
府
主
導
で
積
極
的
に
検
討
さ
れ
る
。

　

ふ
た
つ
め
に
、
こ
の
よ
う
な
人
間
の
寿
命
を
法
律
で
制
限
す
る
こ
と
が

許
容
さ
れ
よ
う
と
す
る
社
会
で
生
き
る
〈
高
齢
者
〉
は
、
ど
の
よ
う
な
心

情
を
抱
く
の
か
、
本
作
で
具
体
化
さ
れ
て
い
く
生
と
死
に
対
す
る
不
安
の

変
化
に
注
目
し
て
分
析
し
た
。
物
語
開
始
当
初
で
〈
高
齢
者
〉
が
抱
く
不

安
は
、
社
会
や
特
に
若
者
世
代
か
ら
「
迷
惑
」
を
か
け
る
存
在
と
み
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
戦
後
の
混
乱
期
に
導
入
さ
れ
た
〈
老
い
な
い
〉
技
術

が
、
作
品
舞
台
と
な
る
二
〇
四
八
年
頃
で
は
慣
習
的
に
受
け
る
も
の
と
な

り
、
そ
も
そ
も
個
々
人
が
長
生
き
を
強
く
望
み
〈
老
い
な
い
〉
の
を
選
択

し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
く
る
〈
漠
然
と
し
た
〉
不
安
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
不
安
が
〈
百
年
法
〉
施
行
を
目
前
に
、〈
永
遠
に
生
き
る
か

も
し
れ
な
い
〉
不
安
と
し
て
立
ち
上
が
る
。〈
百
年
法
〉
が
施
行
さ
れ
な

け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
生
き
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
生
き
ら
れ
る
こ
と

が
、〈
老
い
な
い
〉
技
術
に
よ
る
〈
不
老
長
寿
〉
と
い
う
永
遠
に
生
き
る

か
も
し
れ
な
い
可
能
性
を
強
調
し
、
長
く
生
き
る
こ
と
は
幸
福
で
は
な
く
、

か
え
っ
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
強
迫
的
な
観
念
と
し
て
迫
る
様
が
作

中
で
は
〈
限
り
な
く
恐
怖
に
近
い
〉
不
安
と
さ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
文
学
が
普
遍
的
な
テ
ー
マ
と
す
る
人
間
の
死
を
、

本
作
も
不
老
長
寿
社
会
が
到
来
し
た
架
空
の
日
本
社
会
を
舞
台
に
描
い
て

い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
一
蹴
で
き
な

会
の
到
来
と
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
個
人
と
い
う
、
現
代
日
本
社
会
で
一
般

的
な
死
生
観
と
は
異
な
っ
た
価
値
観
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
本
作
の
作
品
分
析
を
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
作
中
社

会
と
現
実
社
会
の
接
点
が
高
齢
者
問
題
に
あ
り
、
作
中
社
会
に
お
い
て
実

現
し
た
〈
老
い
な
い
〉
技
術
と
国
民
の
寿
命
を
制
限
す
る
〈
百
年
法
〉
と

い
う
Ｓ
Ｆ
な
ら
で
は
の
特
殊
な
設
定
か
ら
、
高
齢
者
問
題
が
深
刻
化
し

た
、
あ
る
か
も
し
れ
な
い
未
来
の
日
本
社
会
が
本
作
に
は
描
か
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
本
作
は
、「
も
し
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
で
、

〈
老
い
な
い
〉
技
術
が
実
現
・
導
入
さ
れ
て
不
老
長
寿
社
会
が
到
来
し
た

ら
、
生
存
を
制
限
す
る
ル
ー
ル
が
必
要
に
な
り
、
生
き
る
こ
と
が
よ
い
と

は
い
え
な
く
な
る
」
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を

用
い
て
行
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
本
作
を
貫
く
大
き
な
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

本
報
告
に
お
け
る
作
品
分
析
の
観
点
は
、
現
実
社
会
と
共
通
す
る
高
齢
者

問
題
が
作
中
で
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
作
中

社
会
で
生
き
る
個
人
は
ど
の
よ
う
な
心
情
を
抱
き
な
が
ら
生
き
て
い
る
の

か
の
二
点
で
あ
る
。

　

ひ
と
つ
め
に
、
現
実
の
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
問
題
を
背
景

に
、
高
齢
者
に
は
社
会
や
他
者
に
か
け
る
「
迷
惑
」
を
避
け
よ
う
と
す
る

心
情
が
あ
る
と
い
う
、
先
行
す
る
宗
教
社
会
学
的
研
究
の
見
地
か
ら
、
作

中
社
会
に
お
け
る
〈
高
齢
者
〉
が
社
会
か
ら
ど
の
よ
う
な
「
迷
惑
」
を
か

け
る
存
在
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
か
分
析
し
た
。
作
中
社
会
に
お
い
て
顕

著
な
高
齢
者
問
題
は
、
高
齢
者
の
雇
用
促
進
に
端
を
発
す
る
も
の
で
、
作

中
で
は
、〈
高
齢
者
〉
の
雇
用
の
充
実
に
対
す
る
若
者
世
代
の
就
職
難
と

し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。〈
高
齢
者
〉
は
、〈
老
い
な
い
〉
技
術
に
よ
っ
て

肉
体
的
な
若
さ
を
保
ち
、
老
化
や
疾
患
リ
ス
ク
が
低
下
し
て
死
に
に
く
く
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あ
り
、
遺
族
自
身
の
現
在
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る
と
す
る
。
ま
た
、

遺
族
が
「
お
念
仏
」
に
「
出
遇
う
」
縁
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
浄
土
真
宗
僧
侶
の
語
り
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
生
者

に
よ
っ
て
弔
わ
れ
る
の
み
の
死
者
像
に
留
ま
ら
な
い
、
む
し
ろ
生
者
の
側

に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
死
者
の
姿
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
死
者
は
、
死
別

後
も
な
お
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
遺
族
に
対
し
て
、
自
ら
の
死
を
通

し
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
意
味
を
照
射
す
る
存
在
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
死
者
は
、
生
前
に
遺
族
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遺
族
の
過

去
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
経
験
は
今
の
遺
族
の
一
部
を
構

成
し
て
い
る
と
み
る
な
ら
ば
、
遺
族
の
現
在
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
と
解

釈
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
死
者
と
な
っ
た
者
は
、
遺
族
の
過
去
・
現

在
・
未
来
に
か
か
わ
る
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
か
け
が
え
の
な
い
人
と
の
死
別
に
よ
り
、
遺
族

は
死
別
悲
嘆
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
し
た
死
別
悲
嘆
を

緩
和
す
る
上
で
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
こ
こ
で
言
う
ナ

ラ
テ
ィ
ブ
と
は
、
第
一
に
橋
を
か
け
る
行
為
で
あ
り
、
関
係
づ
け
る
作
用

の
こ
と
を
表
す
。
関
係
づ
け
る
上
で
は
表
現
の
仕
方
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
内
容
を
伝
え
る
に
し
て
も
、
理
路
整
然
と

伝
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
情
緒
的
に
伝
え
る
の
か
で
、
相
手
が
受
け
る
印

象
は
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
。
葬
儀
に
お
け
る
法
話
で
は
、
死
と
い
う
シ

ビ
ア
な
事
実
に
対
峙
す
る
中
で
、
一
方
で
は
逸
話
を
交
え
な
が
ら
、
物
語

的
に
語
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
説
得
的
に
、
論
理
的
に
言
い
切
る
場

面
も
ま
た
、
法
話
の
一
要
素
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
。
論
理
的
な
考
え
方

を
手
が
か
り
に
す
る
こ
と
で
、
か
け
が
え
の
な
い
人
の
死
を
受
容
す
る
上

で
の
ひ
と
つ
の
見
方
が
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。
法
話
は
、
こ
の
両
者
を

い
だ
ろ
う
こ
と
を
、
現
実
社
会
の
反
映
と
も
と
れ
る
作
中
の
社
会
的
状
況

か
ら
描
き
、
国
民
が
強
い
不
安
を
抱
い
て
死
を
選
択
す
る
様
や
、
現
実
で

語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
そ
も
そ
も
生
き
続
け
る
の
は
よ
い
と
は
い
え
な

い
と
い
う
死
生
観
を
、
社
会
と
個
人
の
両
側
面
か
ら
表
現
し
て
い
る
と
い

え
る
。

葬
儀
に
お
け
る
法
話
の
実
態

磯
部　

美
紀

　

か
け
が
え
の
な
い
人
と
の
死
別
は
、
遺
族
を
し
ば
し
ば
悲
嘆
に
暮
れ
さ

せ
る
。
死
別
悲
嘆
へ
の
対
処
を
め
ぐ
っ
て
は
近
年
、
死
者
と
の
関
係
を
再

構
築
す
る
こ
と
で
、
死
者
と
遺
族
の
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
「
継
続

す
る
絆
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
遺
族
が
死
者
と
の
関
係
を
再
構
築
し
て

い
く
一
機
会
と
し
て
、
葬
儀
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
報
告
で
は
、
僧
侶
に
よ

る
語
り
で
あ
る
法
話
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
葬
儀
の
場
で
提
供
さ
れ
る
、

死
者
と
遺
族
の
関
係
性
再
構
築
を
促
す
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
様
相
を
明
ら
か
に

す
る
。
な
か
で
も
、
葬
儀
に
お
け
る
法
話
を
通
し
て
、
僧
侶
が
死
者
を
ど

の
よ
う
な
存
在
と
し
て
言
及
し
て
い
る
の
か
に
着
目
す
る
。
分
析
に
は
、

浄
土
真
宗
の
僧
侶
三
名
か
ら
得
た
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
。

　

三
名
の
僧
侶
が
法
話
に
お
い
て
、
死
者
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
言

及
し
て
い
た
の
か
を
整
理
す
る
。
Ｒ
寺
住
職
曰
く
、
死
者
は
「
諸
仏
」

「
お
釈
迦
様
の
弟
子
」
と
し
て
、
遺
族
に
対
し
て
、
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
「
人

生
を
生
き
る
た
め
の
教
え
や
願
い
を
…
…
届
け
て
く
だ
さ
る
」
存
在
で
あ

る
。
Ａ
寺
住
職
は
、
死
者
に
つ
い
て
、
遺
族
を
「
仏
さ
ま
に
導
い
て
く
だ

さ
る
案
内
役
」
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。
Ｂ
寺
住
職
は
、
死
者
に
つ
い
て
、

生
前
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
遺
族
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
存
在
で
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な
る
仏
菩
薩
な
ど
を
祀
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
死
者
の
位
牌
を
祀
る
場

で
あ
っ
た
の
で
、
と
く
に
寺
請
制
が
浸
透
し
た
近
世
以
降
に
一
般
に
普
及

し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
近
年
、
葬
儀
の
小
規
模
化
、
簡
略
化
が
進
ん
で
い
き
、
ま
た
墓

制
に
お
い
て
も
祭
祀
の
継
承
が
問
題
と
な
り
、
従
来
の
家
族
墓
が
廃
止
さ

れ
る
「
墓
じ
ま
い
」
な
ど
が
生
じ
、
合
葬
式
共
同
墓
や
永
代
供
養
墓
、
散

骨
や
樹
木
葬
な
ど
の
後
継
者
の
必
要
の
な
い
墓
制
や
葬
法
も
誕
生
し
て
い

る
な
ど
、
死
者
祭
祀
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
は
、
家
内
に
お
け
る
日
常
的
祭
祀
空
間
で
あ
る
仏
壇
も
影
響
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
従
来
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。

　

と
く
に
人
々
の
移
動
や
世
代
継
承
に
伴
っ
て
、
仏
壇
の
継
承
に
つ
い
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
「
仏
壇
の
リ
メ
イ
ク
事
業
」
に
つ
い
て
今
回
検
討
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
仏
壇
の
リ
メ
イ
ク
事
業
と
は
、
従
来
使
っ
て
い
た
仏
壇
に
つ
い
て
、

そ
の
部
材
を
利
用
し
て
新
た
な
仏
壇
を
作
り
直
す
事
業
を
い
う
。
そ
の
事

業
を
実
施
す
る
事
業
者
の
中
で
Ｈ
社
を
取
り
上
げ
た
い
。
Ｈ
社
は
会
津
若

松
市
に
本
社
を
置
く
仏
壇
、
位
牌
、
仏
具
を
製
造
す
る
国
内
有
数
の
業
者

で
あ
る
。
創
業
は
一
九
〇
〇
年
で
、
一
九
四
八
年
に
株
式
会
社
と
な
り
、

一
九
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
工
場
を
増
や
し
、
そ
の
後
も
支

社
を
設
置
す
る
な
ど
現
在
ま
で
大
き
く
発
展
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
リ
メ
イ
ク
事
業
は
二
〇
一
四
年
か
ら
開
始
し
、
二
〇
一
七
年
以

降
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
、
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と
で
、

受
注
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
具
体
的
に
リ
メ
イ
ク
を
行
う
顧
客
の
動
機

に
つ
い
て
は
、
一
番
多
い
の
が
両
親
の
死
去
で
あ
り
、
二
番
目
は
理
由
が

織
り
交
ぜ
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

と
は
第
二
に
、
今
・
こ
こ
で
構
築
さ
れ
て
い
く
生
も
の
で
あ
る
。
語
り
手

と
聞
き
手
の
相
互
行
為
の
結
果
と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
。
葬
儀
に
お
け
る

法
話
は
、
語
り
手
で
あ
る
僧
侶
と
聞
き
手
で
あ
る
遺
族
お
よ
び
参
列
者
、

さ
ら
に
は
死
者
の
存
在
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
葬
儀
の
時
空
間
で
構
築

さ
れ
て
い
く
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
Ｂ
寺
住
職
の
事
例
か
ら
は
、
法

話
の
内
容
は
、
死
者
や
遺
族
と
の
対
面
経
験
の
有
無
に
影
響
を
受
け
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｒ
寺
住
職
の
事
例
か
ら
は
、
遺
族
か
ら
の
問
い

か
け
に
よ
っ
て
、
僧
侶
自
身
の
教
義
理
解
が
揺
る
が
さ
れ
、
再
考
を
迫
ら

れ
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
葬
儀
に
お
け
る
法
話
は
、
そ
の
前
後
関
係
も

含
め
て
見
て
み
る
と
、
生
も
の
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
こ
と
が
分
か
る
。

葬
儀
と
い
う
現
場
で
今
ま
さ
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
報
告
で
は
浄
土
真
宗
の
僧
侶
に
よ
る
法
話
に
焦
点

を
あ
て
た
が
、
今
後
は
他
宗
派
の
僧
侶
に
よ
る
法
話
の
内
容
分
析
を
進

め
、
本
報
告
で
の
結
果
と
比
較
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

仏
壇
の
リ
メ
イ
ク
事
業
に
み
ら
れ
る
仏
壇
の
継
承
と
そ
の
課
題山

田　

慎
也

　

本
報
告
は
、
仏
壇
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
仏
壇
の
リ
メ

イ
ク
事
業
の
状
況
と
そ
の
利
用
者
の
状
況
、
家
庭
に
お
け
る
日
常
的
な
祭

祀
装
置
で
あ
る
仏
壇
の
現
状
と
、
仏
壇
を
と
り
ま
く
諸
課
題
お
よ
び
そ
れ

に
対
す
る
人
々
の
思
い
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
仏
壇
に
関
す
る
先
行
研
究

は
、
お
も
に
仏
壇
の
起
源
に
つ
い
て
の
検
討
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
位

牌
に
つ
い
て
は
位
牌
の
実
態
調
査
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
、
祭
祀
対
象
の
多

様
性
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
基
本
的
に
は
、
仏
壇
は
本
尊
と
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特
許
・
実
用
新
案
か
ら
考
え
る
近
代
日
本
の
供
養

土
居　
　

浩

　

本
発
表
の
直
接
的
契
機
は
、
共
同
研
究
「
家
内
に
お
け
る
死
者
祭
祀
・

祭
具
の
現
在
と
そ
の
歴
史
的
検
討
：
変
容
す
る
モ
ノ
・
家
族
・
社
会
」

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

二
〇
二
〇
年
四
月
〜
二
〇
二
三
年
三
月
）
の

研
究
代
表
を
務
め
、
非
文
字
資
料
に
も
目
配
り
し
て
日
本
の
家
内
祭
祀
を

通
史
的
に
見
通
す
に
際
し
、
特
に
近
代
（
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
）
を
考

え
る
際
の
資
料
に
苦
慮
し
た
経
験
に
あ
る
。
共
同
研
究
の
副
代
表
・
山
田

慎
也
は
、
近
代
に
刊
行
さ
れ
た
仏
具
カ
タ
ロ
グ
を
資
料
と
し
、
仏
壇
の
形

態
論
的
検
討
に
着
手
し
た
。
そ
れ
と
は
別
の
資
料
と
し
て
見
出
し
た
の
が
、

特
許
・
実
用
新
案
な
ど
の
関
連
書
類
（
以
下
、
特
許
資
料
）
で
あ
る
。
特

許
資
料
を
用
い
た
研
究
は
、
す
で
に
民
具
学
や
生
活
学
な
ど
で
農
具
や
電

器
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
代
日
本
に
お
け
る
供
養
を
考

察
す
る
た
め
に
葬
具
・
祭
具
な
ど
の
特
許
資
料
を
用
い
た
研
究
は
、
管
見

の
限
り
未
着
手
で
あ
る
。

　

近
代
日
本
に
お
け
る
供
養
を
考
察
す
る
資
料
と
し
て
、
仏
具
カ
タ
ロ
グ

と
比
べ
特
許
資
料
の
利
点
は
、
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
点
に
あ
る
。
実

際
、
独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
が
提
供
す
る
「
特
許
情

報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
、
容
易
に
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
が
で
き
る
。
た

と
え
ば
簡
易
検
索
画
面
か
ら
「
仏
壇
」
と
検
索
す
れ
ば
、
特
許
・
実
用
新

案
だ
け
で
も
一
七
五
六
件
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
し
か
し
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で

は
、
出
願
日
が
一
九
七
一
年
以
降
に
絞
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
以
前
の
時
期

を
調
べ
る
に
は
、
別
に
『
特
許
分
類
別
総
目
録
』
な
ど
か
ら
特
許
番
号
あ

る
い
は
公
告
番
号
を
抽
出
し
、
あ
ら
た
め
て
検
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
特
許
資
料
は
、
含
ま
れ
る
挿
画
（
図
面
）
と
説
明
す
る
文
言
も
、
仏
具

不
明
で
あ
る
も
の
の
、
三
番
目
は
転
居
に
際
し
て
、
四
番
目
は
子
ど
も
へ

の
引
き
継
ぎ
、
五
番
目
が
将
来
に
備
え
て
、
六
番
目
が
新
築
、
七
番
目
が

子
ど
も
と
の
同
居
、
そ
の
ほ
か
火
災
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
宗
派
の
変
更
な
ど

が
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
両
親
の
死
去
、
子
ど
も
へ
の
引
き
継
ぎ
、

同
居
、
将
来
に
備
え
て
な
ど
世
代
継
承
に
と
も
な
う
も
の
、
ま
た
転
居
、

新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
移
動
が
契
機
と
し
た
も
の
が
多
い
。

　

ま
た
リ
メ
イ
ク
し
た
仏
壇
の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
、
一
番
多
い
の
が
高

さ
七
〇
セ
ン
チ
ま
で
の
小
型
仏
壇
上
置
タ
イ
プ
で
、
次
が
高
さ
一
〇
九
〜

一
五
二
セ
ン
チ
の
小
型
台
付
仏
壇
タ
イ
プ
で
あ
る
。
次
が
七
三
〜
一
〇
〇

セ
ン
チ
の
中
型
仏
壇
上
置
タ
イ
プ
で
あ
り
、
基
本
的
に
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
を

す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
価
格
帯
は
六
〇
万
円
台
が
最
も
多

く
、
次
が
四
〇
万
円
台
と
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、
部
材
を
な
る
べ
く
使
用
し

て
ほ
し
い
と
の
希
望
も
あ
る
が
、
従
来
の
金
仏
壇
か
ら
洋
間
に
も
合
う
小

型
の
家
具
調
仏
壇
に
す
る
な
ど
、
一
部
部
材
だ
け
の
場
合
も
多
い
。
例
え

ば
神
奈
川
県
在
住
の
三
〇
代
男
性
の
場
合
、
真
宗
大
谷
派
の
大
型
金
仏
壇

を
家
具
調
の
小
型
上
置
タ
イ
プ
に
リ
メ
イ
ク
し
た
。
旧
仏
壇
内
の
須
弥
壇

や
扉
の
彫
刻
を
新
仏
壇
の
須
弥
壇
に
利
用
し
、
ま
た
格
天
井
を
一
部
切
り

だ
し
て
天
井
に
再
利
用
、
引
き
出
し
の
蒔
絵
を
欄
間
に
は
め
る
な
ど
、
全

体
の
中
の
一
部
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
顧
客
と
業
者
と
の
相
談
の
中

で
デ
ザ
イ
ン
が
作
ら
れ
、
利
用
す
る
部
分
が
決
ま
っ
て
い
く
が
、
基
本
は

業
者
側
の
提
案
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
く
と
い
う
。
し
か
し
、
顧
客
か
ら
も

思
い
出
の
部
分
な
ど
も
あ
り
、
両
者
の
相
互
作
用
に
よ
り
、
仏
壇
が
作
ら

れ
て
い
る
。
リ
メ
イ
ク
で
そ
の
形
態
は
変
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
人
々
は

仏
壇
を
継
承
し
て
い
っ
た
と
の
意
識
も
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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一
方
で
繰
り
返
し
出
願
・
登
録
さ
れ
て
い
る
の
が
、
肖
像
（
基
本
的
に

は
写
真
）
を
組
み
込
ん
だ
位
牌
や
墓
石
で
あ
る
。
中
で
も
明
治
四
三
年
に

出
願
さ
れ
た
「
写
真
入
位
牌
」（
実
明
一
九
四
五
三
）
の
考
案
者
・
仁
禮

武
夫
は
、
大
正
四
年
に
は
赤
坂
区
青
山
南
町
の
「
金
写
真
位
牌
株
式
会

社
」
取
締
役
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
、
実
用
新
案
に
基
づ
く
製
品
と
し

て
、
実
際
に
製
造
・
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
同
社

の
取
締
役
に
は
、
窪
川
旭
丈
な
ど
仏
教
僧
の
名
前
が
確
認
で
き
る
の
も
、

見
逃
せ
な
い
論
点
で
あ
ろ
う
。

カ
タ
ロ
グ
と
比
べ
詳
述
さ
れ
る
点
も
、
利
点
で
あ
る
。

　

ひ
と
ま
ず
終
戦
（
一
九
四
五
）
ま
で
を
区
切
り
と
し
た
と
こ
ろ
、
特

許
・
実
用
新
案
あ
わ
せ
て
約
百
件
の
特
許
資
料
を
確
認
で
き
た
。
近
代
日

本
に
お
け
る
特
許
制
度
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
の
専
売
特
許
条

例
を
皮
切
り
に
、
同
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
実
用
新
案
法
な
ど
、
制
度

と
し
て
徐
々
に
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
流
れ
の
中
で
、
葬
具
関
連
の
実
用
新

案
に
つ
い
て
は
明
治
四
十
年
代
初
め
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
同
じ
く
特
許

に
つ
い
て
は
大
正
期
に
入
ら
な
い
と
確
認
で
き
な
い
。

　

収
集
し
た
特
許
資
料
を
時
系
列
順
に
並
べ
て
概
観
す
る
と
、
時
代
に
対

す
る
反
応
の
早
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

覆
っ
た
土
管
に
骨
壷
を
組
み
込
ん
だ
「
骨
壷
入
土
管
」
を
基
礎
と
し
て
建

設
す
る
「
納
骨
堂
」（
登
録
番
号
：
特
明
七
〇
一
七
三
）
は
、
大
正
十
四

年
（
一
九
二
五
）
五
月
に
出
願
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
「
東
京
市
墓
地
改
葬

規
則
」
が
出
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
後
、
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
寺
院
境
内
墓
地
の
郊
外
移
転
あ
る
い
は
納
骨
堂
へ
の
転
換
を
睨
み
つ

つ
、
こ
の
時
期
に
東
京
市
は
寺
院
側
へ
第
三
の
選
択
肢
と
し
て
特
設
墓
地

を
提
案
し
た
（
参
考
：
問
芝
志
保
『
先
祖
祭
祀
と
墓
制
の
近
代
』）。
こ
の

特
設
墓
地
と
、「
骨
壷
入
土
管
」
を
基
礎
と
す
る
「
納
骨
堂
」
と
は
、
構

造
的
に
も
永
続
性
を
求
め
た
考
案
と
し
て
、
ま
さ
に
同
時
代
的
産
物
で
あ

る
。
ま
た
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
敗
戦
を
う
け
、
軍
需
造
船
供
木
運
動
（
参
考
：

瀬
田
勝
哉
『
戦
争
が
巨
木
を
伐
っ
た
』）
に
よ
る
木
材
供
出
が
喧
伝
さ
れ

た
昭
和
十
八
年
に
は
、
外
側
だ
け
は
再
利
用
で
き
る
「
棺
収
納
函
」（
特

明
一
六
五
八
二
四
）
や
、
あ
る
い
は
安
価
で
製
作
簡
易
な
「
竹
製
組
立
式

霊
柩
」（
特
明
一
六
六
七
四
六
）
な
ど
が
出
願
さ
れ
て
い
る
（
登
録
は
二

件
と
も
翌
年
）。
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新
宗
教
教
団
が
実
施
す
る
「
教
祖
祭
」
の
意
義
と
役
割

道
蔦　

汐
里

　

本
発
表
は
、
新
宗
教
の
「
教
祖
祭
」
に
つ
い
て
、
天
理
教
を
主
な
事
例

と
し
、
実
施
経
緯
や
そ
の
変
化
、
今
日
の
実
施
状
況
な
ど
に
着
目
し
て
、

そ
の
意
義
や
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
新
宗
教
研
究
の
中
で
も
、
教
祖
研
究
は
最
も
重
要
視
さ
れ

て
き
た
分
野
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
教
祖
の
死
後
に
つ
い
て
言

及
し
た
一
群
が
あ
る
。
島
薗
進
（
一
九
八
二
）「
カ
リ
ス
マ
の
変
容
と
至

高
者
神
話
」
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
超
自
然
的
カ
リ
ス
マ
」
は
、
教
祖

や
創
始
者
な
ど
が
有
す
る
「
一
次
的
カ
リ
ス
マ
」
と
、
そ
の
権
威
に
全
面

的
に
依
存
し
従
属
す
る
「
二
次
的
カ
リ
ス
マ
」
に
分
け
ら
れ
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
教
祖
の
死
後
に
は
、
至
高
の
カ
リ
ス
マ
の
神
話
（
至
高
者
神
話
）

が
成
立
し
、
そ
の
神
話
の
中
核
は
「
立
教
」
の
意
味
づ
け
で
あ
る
と
す
る
。

そ
し
て
神
話
化
が
進
む
こ
と
で
「
一
次
的
カ
リ
ス
マ
」
は
排
除
さ
れ
、
情

緒
的
非
合
理
的
宗
教
性
が
大
幅
に
減
退
す
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

「
一
次
的
カ
リ
ス
マ
」
を
有
し
て
い
た
教
祖
を
、
そ
の
死
後
に
ど
の
よ
う

に
祭
祀
す
る
か
は
、
教
団
の
継
承
・
存
続
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
も
、
着

目
す
る
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
教
祖
の
死
後
の

カ
リ
ス
マ
と
、
後
継
者
と
の
関
係
の
観
点
か
ら
、
新
宗
教
の
「
代
表
的
」

な
教
祖
と
い
え
る
天
理
教
・
中
山
み
き
に
注
目
し
、「
教
祖
誕
生
祭
」
を

中
心
に
「
教
祖
祭
」
の
分
析
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
た
。
一
つ
目
は
、「
一
次
的
カ
リ
ス

マ
」
に
対
す
る
「
教
祖
祭
」
の
役
割
に
は
二
つ
の
方
向
性
が
あ
る
点
で
あ

る
。
第
一
の
方
向
性
と
し
て
、「
事
歴
記
念
祭
」（
秋
季
大
祭
）
や
「
歿
後

祭
」（
春
季
大
祭
・
年
祭
）
は
、
教
団
の
創
立
由
来
や
教
祖
「
死
」（
後
）

の
教
学
的
な
意
味
づ
け
の
確
認
な
ど
、
宗
教
的
・
教
学
的
な
意
味
を
強
く

保
持
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
第
二
の
方
向
性
と
し
て
、「
生
誕
祭
」

（
教
祖
誕
生
祭
）
は
、
肉
体
が
「
死
」
を
迎
え
た
教
祖
の
「
生
」
を
祝
う

祭
典
で
あ
り
、
教
祖
の
「
人
格
」
の
部
分
に
つ
い
て
想
起
さ
せ
る
意
義
が

あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
教
祖
の
「
一
次
的
カ
リ
ス
マ
」
を
持
続
さ

せ
、
特
に
「
情
緒
的
」
な
感
情
を
現
代
の
信
者
に
も
強
く
想
起
さ
せ
る
よ

う
な
も
の
と
し
て
働
く
可
能
性
が
あ
る
。
天
理
教
の
教
祖
誕
生
祭
で
は
、

曲
の
演
奏
や
参
拝
者
に
よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
、
演
奏
者
や
参
拝

者
は
教
祖
殿
の
方
へ
身
体
を
向
け
る
。
こ
う
し
た
行
為
を
通
じ
、
そ
こ
に

教
祖
が
生
き
て
い
る
と
す
る
、「
存
命
の
理
」
を
体
現
す
る
儀
礼
と
な
っ

て
い
る
と
い
え
る
。
島
薗
が
、「
神
話
化
」
が
進
む
こ
と
で
大
幅
に
減
退

す
る
と
指
摘
す
る
「
情
緒
的
」
な
感
情
を
、「
生
誕
祭
」
は
補
い
、
維
持

す
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、「
教
祖
祭
」
は
「
二
次
的
カ
リ
ス
マ
」
の
正
統
性
を
担
保

す
る
役
割
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
点
で
あ
る
。
新
宗
教
は
「
後
継

者
の
時
代
」
を
迎
え
て
い
る
と
さ
れ
、
天
理
教
で
も
教
祖
の
血
統
者
が
教

主
（
真
柱
）
と
し
て
選
出
さ
れ
る
。
島
薗
の
議
論
に
照
ら
せ
ば
、
教
祖
が

「
一
次
的
カ
リ
ス
マ
」
を
有
し
た
の
に
対
し
、
教
団
の
後
継
者
で
あ
る
真

柱
は
「
二
次
的
カ
リ
ス
マ
」
を
有
す
る
と
い
え
る
。「
教
祖
祭
」
を
通
じ

て
、
教
祖
の
「
至
高
者
神
話
」
と
「
一
次
的
カ
リ
ス
マ
」
の
両
方
が
信
徒

間
で
再
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
、
教
祖
を
媒
介
し
た
「
二
次
的
カ
リ
ス
マ
」

で
あ
る
真
柱
の
正
統
性
も
ま
た
再
確
認
さ
れ
、
教
団
を
維
持
し
て
い
く
た

め
の
現
在
の
教
主
の
カ
リ
ス
マ
・
求
心
力
を
確
か
な
も
の
と
す
る
機
能
を

有
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。

　

三
つ
目
は
、
新
宗
教
の
儀
礼
に
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
開
始
さ
れ
る
場
合
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政
策
の
変
化
で
あ
る
。
福
祉
は
戦
後
一
貫
し
て
国
の
責
任
と
し
て
国
が
担

っ
て
き
た
が
、
高
齢
化
や
経
済
不
況
で
福
祉
政
策
へ
の
財
源
負
担
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
社
会
福
祉
事
業
法
等
の
改
正
が
行
わ
れ
、
民

間
事
業
者
の
参
入
が
可
能
に
な
り
、
利
用
者
は
サ
ー
ビ
ス
を
事
業
者
か
ら

買
う
と
い
う
体
制
に
変
わ
っ
た
。
福
祉
は
「
公
助
」
か
ら
「
自
助
」
へ
と

変
わ
り
、
宗
教
者
の
「
共
助
」
の
精
神
で
救
済
を
行
う
活
動
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

宗
教
者
の
活
動
は
学
術
的
に
も
関
心
を
持
つ
課
題
と
な
っ
た
。
櫻
井
は

宗
教
者
の
社
会
貢
献
の
重
要
性
を
『
社
会
貢
献
す
る
宗
教
』﹇
二
〇
〇
九
﹈

で
示
し
、
政
教
分
離
と
い
う
課
題
を
克
服
し
、
宗
教
に
社
会
貢
献
活
動
を

行
う
実
践
力
が
備
わ
り
そ
の
可
能
性
を
発
揮
す
る
た
め
の
条
件
を
検
討
す

べ
き
と
き
だ
と
提
言
し
て
い
る
。
稲
垣
﹇
二
〇
一
一
﹈
は
、
宗
教
の
社
会

貢
献
の
定
義
を
「
宗
教
者
、
宗
教
団
体
、
あ
る
い
は
宗
教
と
関
連
す
る
文

化
や
思
想
な
ど
が
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
お
け
る
問
題
の
解
決
に

寄
与
し
た
り
、
人
々
の
生
活
の
質
の
維
持
・
向
上
に
寄
与
し
た
り
す
る
こ

と
」
と
示
し
た
。

　

本
論
の
調
査
し
た
天
理
教
会
長
は
、
次
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
一
、
教
区
の
活
動
：
主
事
と
会
計
部
長
、
社
会
福
祉
法
人

天
理
の
第
三
者
委
員
、
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
、
二
、
公
的
な
宗
教
活

動
：
教
誨
師
、
宗
教
連
盟
副
理
事
、
三
、
宗
教
と
は
無
関
係
な
公
的
セ
ク

タ
ー
で
の
活
動
：
保
護
司
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
。
四
、
自
教
会
で
の

活
動
の
四
種
類
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
会
長
の
活
動
と
公
的
セ
ク
タ
ー
と
の
関
係
をFaith-Related 

O
rganization

（=FRO

）
と
い
う
白
波
瀬
が
提
案
す
る
方
法
を
使
い
、

宗
教
と
公
的
セ
ク
タ
ー
を
ク
ロ
ス
さ
せ
四
象
限
に
あ
て
は
め
結
果
を
分
析

が
あ
る
点
で
あ
る
。
天
理
教
に
お
け
る
教
祖
誕
生
祭
は
、
教
団
が
実
施
を

決
定
す
る
前
か
ら
、
開
催
を
求
め
る
地
方
教
会
の
請
願
運
動
が
行
わ
れ
て

い
た
。
天
理
教
で
は
、
教
祖
の
「
死
」
の
際
に
、
そ
の
埋
葬
方
法
や
祭
祀

方
法
（
死
者
儀
礼
）
に
つ
い
て
は
、
信
者
側
の
感
情
に
配
慮
し
た
対
応
が

と
ら
れ
て
い
た
。
教
祖
誕
生
祭
も
同
様
に
、
教
祖
・
中
山
み
き
を
慕
う
信

者
側
の
感
情
か
ら
発
生
し
た
儀
礼
と
も
い
え
る
。
信
者
の
宗
教
的
感
情
に

寄
り
添
う
か
た
ち
で
儀
礼
が
変
化
す
る
と
い
う
側
面
は
、
新
宗
教
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、「
教
祖
祭
」
の
変
遷
の
天
理
教
史
へ
の
位
置
付
け
や
、

他
教
団
と
の
比
較
で
あ
る
。

天
理
教
の
社
会
貢
献
活
動 

│
│ 

地
方
教
会
に
焦
点
を
あ
て
て 

│
│

青
木　
　

繁

　

本
論
は
天
理
教
教
会
の
会
長
の
社
会
貢
献
活
動
（
以
下
「
活
動
」）
に

焦
点
を
あ
て
、
公
的
セ
ク
タ
ー
と
宗
教
者
の
相
互
関
係
の
特
徴
や
課
題

を
、
聞
き
取
り
調
査
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
天
理
教
を
調
査

対
象
に
し
た
理
由
は
、「
お
た
す
け
」
と
い
う
宗
教
的
救
済
思
想
を
背
景

に
「
教
誨
師
」
や
「
民
生
・
児
童
委
員
」
な
ど
、
多
く
の
活
動
を
実
践
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

研
究
の
背
景
に
は
、
宗
教
者
の
社
会
貢
献
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
た
出

来
事
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
、
一
九
九
五
年
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震

災
」
と
、
二
〇
一
一
年
の
「
東
日
本
大
震
災
」
で
あ
る
。
宗
教
者
は
被
災

現
場
で
支
援
活
動
を
行
い
、
被
災
者
か
ら
感
謝
さ
れ
た
。
人
々
は
宗
教
者

や
教
団
の
支
援
の
力
や
存
在
感
を
再
認
識
し
「
宗
教
者
の
社
会
貢
献
」
と

い
う
言
葉
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
つ
目
は
社
会
福
祉
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天
理
教
の
里
親
活
動
に
お
け
る
「
お
つ
と
め
」
の
位
置
づ
け

深
谷　

耕
治

　

天
理
教
は
里
親
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
令
和
四
年
（
二
〇
二

二
）
三
月
の
時
点
で
、
天
理
教
里
親
連
盟
に
加
入
し
て
い
る
三
百
四
十
一

世
帯
に
お
い
て
七
百
四
十
三
人
の
子
供
が
養
育
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は

日
本
全
国
で
里
親
家
庭
等
で
暮
ら
し
て
い
る
子
ど
も
の
約
二
割
に
あ
た

る
。
天
理
教
の
里
親
活
動
に
お
い
て
「
家
族
」
は
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
を

し
て
い
る
の
か
。
そ
の
際
、
天
理
教
の
信
仰
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す

る
の
か
。
本
発
表
で
は
、
そ
う
し
た
問
題
関
心
の
も
と
、
あ
る
里
親
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
基
づ
い
た
事
例
を
考
察
し
た
。

　

社
会
学
者
の
桑
畑
洋
一
郎
は
、
天
理
教
の
里
親
活
動
に
特
徴
的
な
要
素

と
し
て
、
安
藤
藍
が
示
す
よ
う
な
「
家
族
的
文
脈
」
と
「
福
祉
的
文
脈
」

に
加
え
て
「
宗
教
的
文
脈
」
が
見
出
さ
れ
る
と
し
、
そ
れ
を
「
自
身
の
信

仰
す
る
宗
教
上
の
規
範
が
、
行
為
の
解
釈
資
源
と
し
て
作
動
し
や
す
い
領

域
、
状
況
」
と
説
明
す
る
。

　

と
く
に
天
理
教
の
「
教
会
家
族
」
と
い
う
概
念
に
、
そ
の
よ
う
に
宗
教

的
文
脈
の
存
在
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
天
理
教
の

教
会
で
は
、
教
会
長
の
家
族
以
外
の
人
が
住
み
込
む
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は

昔
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
信
者
に
と
っ
て
様
々
な
背
景
を
持
つ
人
た
ち
と

の
共
同
生
活
は
馴
染
み
深
い
。
そ
う
し
た
共
同
性
の
あ
り
方
は
し
ば
し
ば

「
教
会
家
族
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
宗

教
的
な
背
景
を
持
つ
「
教
会
家
族
」
の
あ
り
方
が
、
里
子
を
「
家
族
」
と

し
て
自
然
と
迎
え
入
れ
る
上
で
の
宗
教
的
な
文
脈
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、「
教
会
家
族
」
と
い
う
概
念
は
宗
教
性
の
み
を
示
す
も
の
で

し
た
。
四
類
型
と
は
第
一
象
限
「
布
教
を
行
い
公
的
な
セ
ク
タ
ー
と
連

帯
」、
第
二
象
限
「
布
教
を
重
視
し
公
的
な
セ
ク
タ
ー
と
協
働
し
な
い
」、

第
三
象
限
「
布
教
も
公
的
な
セ
ク
タ
ー
と
の
協
働
に
も
消
極
的
」、
第
四

象
限
「
公
的
な
セ
ク
タ
ー
と
協
働
す
る
が
布
教
は
消
極
的
」
で
あ
る
。

　

注
目
す
る
の
は
「
第
一
象
限
」
と
「
第
四
象
限
」
で
あ
る
。
第
一
象
限

は
、
宗
教
者
で
な
い
と
で
き
な
い
活
動
で
、
教
誨
師
、
宗
教
連
盟
の
活
動
、

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
が
該
当
す
る
。
宗
教
連
盟
の
活
動
は
県
の
戦
没

者
慰
霊
堂
で
、
毎
年
慰
霊
式
を
、
諸
宗
派
の
宗
教
者
と
執
り
行
う
。
災
害

救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
は
外
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
似
て
い
る
が
、
隊
員
に
と

っ
て
は
宗
教
的
「
救
済
」
で
、
現
場
で
は
「
救
援
」（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

で
あ
る
。
第
四
象
限
は
、
公
的
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
活
動
で
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
保
護
司
等
が
当
て
は
ま
り
、
宗
教
と
は
関
係
が
な
い
活

動
で
あ
る
。

　

会
長
は
今
後
「
自
立
準
備
ホ
ー
ム
」
を
始
め
た
い
と
語
る
。
こ
れ
は
刑

務
所
を
出
所
後
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
公
的
制
度
で
、
実
施
場
所
は
教

会
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
自
教
会
で
行
わ
れ
て
い
る
日
々
の
宗
教
活
動
と

は
重
な
る
部
分
も
数
多
く
あ
る
。
宗
教
が
福
祉
へ
参
入
し
活
動
が
広
が
っ

て
行
く
と
、
宗
教
と
公
的
セ
ク
タ
ー
と
の
関
係
は
密
接
に
な
り
、
政
教
分

離
と
い
う
課
題
や
、
公
的
セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
し
た
活
動
の
範
囲
に
つ
い

て
の
基
準
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
宗
教
の
社
会
貢
献
活
動
の
可
能
性
を
発

揮
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
内
容
と
数
多
く
の
事
例
研
究
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
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集
性
を
緩
衝
す
る
地
帯
と
、
里
子
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
多
様
な
生
活
様
式

へ
の
許
容
が
要
請
さ
れ
る
と
い
え
る
。

「
親
心
」
と
は
何
か 

│
│ 

教
理
と
信
仰
実
践
に
つ
い
て
の
一
考
察 

│
│

堀
内
み
ど
り

　

天
理
教
の
教
え
と
し
て
の
「
親
心
」
は
「
親
神
の
思
い
」
を
指
す
。

「
親
神
の
思
い
」
と
は
「
我
が
子
で
あ
る
人
間
を
救
け
た
い
、
可
愛
い
」

「
互
い
に
た
す
け
合
え
る
よ
う
に
成
人
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
で
あ

る
。
天
理
教
で
は
神
と
人
間
の
関
係
は
「
親
子
」
と
し
て
教
示
さ
れ
る
の

で
、
こ
の
「
親
の
心
」
に
沿
っ
て
、「
親
の
思
い
」
を
実
現
す
る
こ
と
は

「
教
祖
ひ
な
が
た
」
に
教
示
さ
れ
て
い
る
信
仰
生
活
の
要
と
な
る
。
実
際

に
、「
親
の
心
」
が
日
常
生
活
で
の
信
仰
実
践
に
反
映
さ
れ
る
時
、
例
え

ば
「
親
孝
行
」
と
い
う
形
で
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
本
報
告
で
は
、

「
親
心
」
と
い
う
教
え
の
実
践
を
例
に
し
て
、
教
え
の
語
り
・
教
え
の
諭

し
を
機
関
誌
『
み
ち
の
と
も
』
の
記
事
を
手
が
か
り
と
し
て
、
教
理
と
信

仰
実
践
の
間
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
一
考
し
た
。

　
「
お
ふ
で
さ
き
」
は
「
月
日
に
ハ
せ
か
い
ぢ
う
ゝ
ハ
み
な
わ
が
子　

た

す
け
た
い
と
の
心
ば
か
り
で
」（
八
号
４

）
と
教
え
、「
お
さ
し
づ
」
は

「
難
儀
さ
そ
う
不
自
由
さ
そ
う
と
い
う
親
は
無
い
。」（
明
治
三
七
年
五
月

一
六
日
な
ど
）、「
救
け
た
い
が
親
の
心
可
愛
が
親
の
一
条
、」（
明
治
二
一

年
十
月
な
ど
）
と
示
す
と
同
時
に
「
親
が
怒
っ
て
子
供
は
ど
う
し
て
育

つ
。
皆
、
を
や
の
代
り
を
す
る
の
や
。
満
足
さ
し
て
連
れ
て
通
る
が
親
の

役
や
。」（
明
治
二
一
年
七
月
七
日
）、「
元
親
か
ら
子
供
粗
末
に
す
る
者
あ

れ
ば
、
又
子
か
ら
親
粗
末
に
す
る
。」（
明
治
二
八
年
六
月
七
日
）
等
々
と
、

親
の
あ
り
よ
う
を
諭
し
て
い
る
。
子
供
の
立
場
の
人
に
は
、「
め
ん
〳
〵

は
な
く
、「
家
族
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
宗
教
的
文
脈
と
家

族
的
文
脈
が
交
錯
し
た
概
念
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
教
会
家
族
」
に
示
さ
れ

る
宗
教
的
共
同
性
は
、
里
親
活
動
に
お
け
る
「
家
族
」（
と
い
う
共
同
性
）

の
あ
り
方
と
必
ず
し
も
重
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
き
に
両
者
は
葛
藤
を

引
き
起
こ
し
、
天
理
教
の
里
親
活
動
に
対
し
て
「
宗
教
と
は
何
か
」「
家

族
と
は
何
か
」
と
い
う
本
源
的
な
問
い
を
突
き
付
け
る
こ
と
も
あ
る
。

　

天
理
教
の
里
親
活
動
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
二
つ
の
共
同
性
の
問
題
が

顕
著
に
見
ら
れ
る
の
が
、
天
理
教
の
中
心
的
な
信
仰
実
践
で
あ
る
「
お
つ

と
め
」
の
時
間
で
あ
る
。
あ
る
経
験
豊
か
な
天
理
教
里
親
は
「
家
族
全
員

が
、
同
じ
時
間
に
、
同
じ
方
角
を
向
い
て
、
同
じ
こ
と
を
考
え
て
、
同
じ

こ
と
を
す
る
と
い
う
機
会
」
こ
そ
が
現
代
の
「
家
族
の
再
構
築
」
に
必
要

と
唱
え
、「
お
つ
と
め
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
共
同
性
を
家
族
の
共
同
性

の
基
盤
に
据
え
る
。

　

他
方
で
、
今
回
の
天
理
教
里
親
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
、
別
の

事
例
が
語
ら
れ
た
。
中
学
一
年
生
か
ら
委
託
し
た
あ
る
里
子
は
、
知
的
障

害
・
愛
着
障
害
が
見
ら
れ
た
。
委
託
す
る
際
に
天
理
教
の
教
会
の
あ
り
方

や
「
お
つ
と
め
」
に
関
し
て
十
分
な
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
彼
女
は
普
段
の
生
活
の
中
で
「
お
つ
と
め
」
に
参
加
せ
ず
、
参
拝
場

に
も
入
ら
な
い
。
最
初
は
み
ん
な
揃
っ
て
食
事
を
し
て
い
た
が
、
委
託
の

最
後
の
一
年
間
は
、
朝
夕
の
「
お
つ
と
め
」
の
時
間
を
見
計
ら
っ
て
、
一

人
で
食
事
を
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、「
お
つ
と
め
」

の
時
間
が
、
里
子
に
と
っ
て
「
自
分
一
人
で
い
ら
れ
る
時
間
」
と
も
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

天
理
教
の
教
会
で
は
「
お
つ
と
め
」
は
中
心
的
な
信
仰
実
践
の
一
つ
だ

が
、
実
際
の
里
親
活
動
で
は
「
お
つ
と
め
」
や
「
家
族
」
の
規
範
性
・
凝



　　280

『宗教研究』97巻別冊（2024年） 個人発表

／
子
の
在
り
方
と
い
う
「
親
子
の
在
り
方
」
と
し
て
語
ら
れ
、
こ
れ
は
、

育
て
る
者
／
育
て
ら
れ
る
も
の
と
し
て
も
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

上
級
教
会
・
教
会
長
（
理
の
親
）・（
肉
親
の
）
親
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る

親
心
は
「
子
孝
心
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
親
孝
心
の
実
践
も
単
に

親
に
従
っ
て
い
れ
ば
良
い
と
い
う
よ
う
に
、
自
覚
的
な
信
仰
生
活
に
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
も
談
じ
ら
れ
る
。
教
え
る
者
と
教
え
ら
れ
る
者
と
の
隙
間

に
つ
い
て
も
数
十
年
前
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
時
代
の
変
化
・
体
験
の

違
い
や
濃
淡
、「
お
た
す
け
」
の
有
無
な
ど
に
見
ら
れ
る
信
仰
生
活
や
信

仰
継
承
に
お
け
る
課
題
は
、
初
期
の
記
述
に
見
ら
れ
る
「
信
仰
初
代
の
体

験
」
を
現
代
に
お
い
て
ど
う
具
現
さ
せ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
。

岩
下
壮
一
の
「
救
癩
」 │
│ 

国
家
、
癩
者
、
皇
太
后 

│
│

松
岡　

秀
明

　

日
本
で
キ
リ
ス
ト
教
が
ど
の
よ
う
に
癩
を
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
救
い
の

手
を
差
し
の
べ
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
以
下
、
当

時
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
鑑
み
て
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
で
は
な
く
「
癩
」
と
い

う
言
葉
を
用
い
る
。

　

神
山
復
生
病
院
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
テ
ス
ト
ウ
ィ
ー
ド
神
父
に
よ

っ
て
一
八
八
九
年
に
現
在
の
御
殿
場
市
に
設
立
さ
れ
た
癩
療
養
施
設
で
あ

る
。
岩
下
壮
一
（
一
八
八
九
―
一
九
四
〇
）
は
、
一
九
三
〇
年
に
こ
の
病

院
最
初
の
日
本
人
院
長
と
し
て
第
六
代
院
長
と
な
る
。
岩
下
の
思
想
と
復

生
病
院
に
お
け
る
活
動
は
、
慈
善
活
動
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
癩
と
キ
リ
ス

ト
教
、
さ
ら
に
は
社
会
事
業
（
現
代
の
言
葉
で
は
社
会
福
祉
）
と
宗
教
と

い
っ
た
重
要
な
研
究
課
題
を
含
ん
で
い
る
。
以
下
、
岩
下
壮
一
の（
一
）癩

の
親
の
心
に
背
け
ば
、
幽
冥
の
神
を
背
き
へ
て
、
…
…
め
ん
〳
〵
の
親
が

言
う
事
に
、
悪
い
事
言
う
親
は
あ
ろ
う
ま
い
。」（
明
治
二
一
年
九
月
十
八

日
）
や
「
親
に
孝
心
、」（
明
治
二
二
年
一
月
十
三
日
な
ど
）、「
親
が
あ
り

て
子
」（
明
治
二
二
年
十
月
十
四
日
な
ど
）
と
教
え
る
。

　

中
山
正
善
二
代
真
柱
は
、『
お
ふ
で
さ
き
に
現
れ
た
親
心
』
に
お
い
て
、

教
祖
の
言
わ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
が
ち
な
人
間
に
対
し
て
「
お
ふ
で
さ
き
」

と
い
う
書
き
物
が
残
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
「
親
心
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

信
仰
を
進
め
る
た
め
の
段
取
り
や
順
序
も
示
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
さ

ら
に
「
親
心
」
と
い
う
と
き
、「
子
を
考
え
な
い
親
心
と
云
う
事
は
親
心

と
云
う
意
味
に
な
っ
て
来
な
い
。」
と
説
く
。
つ
ま
り
親
心
の
「
表
わ
し

方
、
如
何
に
し
て
子
供
に
伝
わ
る
か
と
云
う
方
法
も
亦
親
心
」
で
あ
る
と

す
る
。
こ
う
し
て
「
親
の
心
」
と
い
う
教
え
は
、「
親
心
」
と
し
て
信
仰

者
が
受
け
止
め
、「
親
孝
心
」
と
い
う
信
仰
実
践
と
し
て
現
れ
て
く
る
。

　
『
み
ち
の
と
も
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
講
話
の
多
く
は
、「
親
の
心
」
を

「
親
心
」
と
し
、
そ
の
「
親
の
思
い
」
に
添
う
こ
と
／
溶
け
込
む
こ
と
を

促
す
。
信
者
は
、
上
級
教
会
・
理
の
親
（
実
の
親
も
含
む
）
を
通
し
て

「
親
心
」
を
受
け
止
め
、（
教
会
）
住
み
込
み
・
単
独
布
教
・
別
科
／
修
養

科
入
学
・
ひ
の
き
し
ん
・
お
供
え
な
ど
の
よ
う
に
、「
お
や
」
が
言
う
／

諭
す
よ
う
に
す
る
こ
と
で
「
親
孝
心
」
を
実
践
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
信

仰
実
践
を
通
し
て
「
親
心
」
を
体
得
し
、「
親
の
心
」
の
現
れ
（
守
護
）

を
得
心
し
、
信
仰
的
成
人
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。
特
に
単
独
布
教
・
お
さ

づ
け
の
取
り
次
ぎ
に
よ
っ
て
教
会
設
立
・
教
会
事
情
の
解
決
・
病
人
の
回

復
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
に
を
い
が
け
・
お
た
す
け
こ
そ

真
の
親
孝
行
」「
親
は
子
に
、
子
は
親
に
、
親
と
子
の
結
び
つ
き
、
こ
れ

が
親
孝
行
」
と
も
表
さ
れ
る
。
ま
た
、
親
心
／
親
孝
心
は
、
親
の
在
り
方
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向
か
う
過
程
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
塚
田
理
は
、

「
当
時
の
国
家
権
力
は
、『
悪
魔
的
魅
力
』
で
、
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
を
「
天

皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
妥
協
に
引
き
ず
っ
て
行
っ
た
」
と
述
べ
る
が
、

岩
下
は
積
極
的
に
天
皇
制
を
支
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
皇
后
や
皇
太
后

は
癩
患
者
を
慈
し
む
の
が
本
分
で
あ
り
、
患
者
は
病
気
を
よ
く
す
る
努
力

を
す
る
こ
と
が
本
分
だ
と
岩
下
は
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

で
は
、
岩
下
は
癩
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
た
か
。

一
九
三
五
年
の
講
演
の
タ
イ
ト
ル
「
祖
国
の
血
を
浄
化
せ
よ
」
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
岩
下
は
癩
を
「
血
を
穢
す
も
の
」
と
捉
え
て
い
た
。

　

こ
の
講
演
の
な
か
で
、
岩
下
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ラ
イ
は

あ
る
人
が
い
っ
た
よ
う
に
、
日
章
旗
の
汚
点
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ぜ
ひ

と
も
洗
い
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
主
張
で

す
」。
こ
れ
ら
を
も
っ
て
、
岩
下
が
民
族
浄
化
論
者
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
い
さ
さ
か
短
絡
的
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
方
、
岩
下
は
神

山
復
生
病
院
で
患
者
に
寄
り
添
っ
て
い
た
と
い
う
趣
旨
の
複
数
の
人
々
の

証
言
が
あ
る
。
岩
下
を
論
じ
る
場
合
、
癩
に
つ
い
て
の
そ
の
言
説
を
「
疾

病
と
し
て
の
癩
」
と
「
個
人
が
罹
患
し
て
い
る
癩
」
を
分
け
る
こ
と
が
必

要
で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

「
ラ
ル
シ
ュ
創
設
者
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
調
査
報
告
書
を 

い
か
に
読
む
か

寺
戸　

淳
子

　

本
発
表
で
は
、〈
ラ
ル
シ
ュ
〉
共
同
体
運
動
（
知
的
な
障
害
が
あ
る
人

と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
共
に
暮
ら
す
、
宗
教
宗
派
を
問
わ
な
い
祈
り
の
共
同

体
。
三
八
カ
国
に
約
一
六
〇
の
共
同
体
が
あ
る
）
の
創
始
者
ジ
ャ
ン
・
バ

に
つ
い
て
の
眼
差
し
お
よ
び（
二
）皇
室
観
を
検
討
す
る
。

　

復
生
病
院
は
、
開
設
さ
れ
た
二
年
後
の
一
九
〇
一
年
に
は
明
治
天
皇
妃

の
昭
憲
皇
后
か
ら
寄
附
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
後
も
皇
后
や
皇
太
后
か
ら

し
ば
し
ば
金
品
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
十
一
月
に
は
、
第
五

代
院
長
す
な
わ
ち
岩
下
の
前
任
者
だ
っ
た
レ
ゼ
ー
神
父
（
一
八
四
九
―
一

九
三
〇
）
が
重
態
と
知
っ
た
貞
明
皇
太
后
（
大
正
天
皇
妃
）
が
、
見
舞
い

と
し
て
花
に
添
え
金
一
封
を
下
賜
し
て
い
る
。

　

一
高
、
東
大
、
七
高
教
授
を
へ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
留
学
と
い
う
エ
リ
ー

ト
コ
ー
ス
を
歩
み
一
九
二
五
年
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
司
祭
と
な
っ
た
岩
下
壮

一
は
、
田
代
菊
雄
に
よ
れ
ば
「
大
正
期
後
半
か
ら
昭
和
初
期
の
カ
ト
リ
ッ

ク
に
お
け
る
指
導
的
人
物
」
の
一
人
で
あ
る
。『
新
ス
コ
ラ
哲
学
』（
一
九

三
二
）
や
『
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス　

神
の
国
』（
一
九
三
五
）
と
い
っ
た
研

究
書
を
現
わ
し
て
い
た
学
研
が
癩
療
養
施
設
の
院
長
に
な
っ
た
こ
と
で
驚

い
た
者
も
い
た
が
、
彼
は
弱
者
救
済
も
そ
の
使
命
と
し
て
い
た
。

　

復
生
病
院
は
、
当
時
の
癩
療
養
施
設
の
な
か
で
は
比
較
的
自
由
な
雰
囲

気
で
あ
り
、
岩
下
は
患
者
た
ち
か
ら
「
親
父
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
た
。

岩
下
は
生
来
右
足
が
不
自
由
だ
っ
た
が
、
職
員
や
患
者
と
よ
く
野
球
を
し

て
お
り
、
そ
の
姿
が
映
像
に
残
さ
れ
て
い
る
。
復
生
病
院
の
あ
る
患
者
に

よ
れ
ば
、
岩
下
は
「
本
分
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
っ
た
と
い
う
が
、
こ

の
患
者
は
「
病
人
の
本
分
」
は
、「
治
そ
う
と
い
う
気
を
お
こ
す
こ
と
だ
」

と
考
え
て
い
た
と
い
う
。

　

岩
下
は
い
く
つ
か
の
文
章
で
皇
室
に
対
す
る
崇
敬
の
念
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
が
、「
皇
室
の
御
仁
慈
」（
一
九
三
五
）
で
は
、
一
九
二
一
年
以
降

毎
年
紀
元
節
に
宮
内
庁
か
ら
御
下
賜
金
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
、

皇
室
を
賞
賛
し
て
い
る
。
日
本
が
日
中
戦
争
、
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
へ
と
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家
庭
環
境
に
詳
し
く
言
及
し
、
母
子
関
係
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
に
健

や
か
な
人
格
形
成
が
な
さ
れ
ず
、
そ
の
不
安
か
ら
、
支
配
欲
、
依
存
へ
の

恐
怖
、
自
他
の
別
の
な
い
神
秘
世
界
を
志
向
す
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
精

神
分
析
の
立
場
か
ら
の
解
釈
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
個
人
の
精
神
病
理
の
問
題
に
還
元
す
る
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
。
性
的

神
秘
思
想
に
つ
い
て
も
、
神
父
と
そ
の
弟
に
よ
る
マ
リ
ア
神
秘
思
想
の
特

異
性
（
性
的
倒
錯
）
が
強
調
さ
れ
、
中
世
神
秘
思
想
と
の
差
異
化
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
報
告
書
に
書
か
れ
た
ト
マ
神
父
の
性
的
神
秘
思
想
の
内
容
に

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
世
界
観
に
関
わ
る
重
要
な
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
神

父
は
、「
復
活
し
た
イ
エ
ス
と
マ
リ
ア
の
肉
体
的
一
致
に
よ
っ
て
肉
体
の

復
権
が
成
就
す
る
」、「（
彼
と
）結
ば
れ
た
女
性
の
身
体
は
聖
処
女
マ
リ
ア

の
身
体
に
実
体
変
化
す
る
」、
と
説
い
て
い
た
と
い
う
。
実
体
変
化
と
は
、

ミ
サ
で
信
徒
が
与
る
パ
ン
と
ワ
イ
ン
の
本
質
が
イ
エ
ス
の
肉
と
血
に
変
化

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
受
難
に
よ
る
救
済
の
実
効
に
関
わ
る
観
念
で
あ

る
。
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
救
済
観
で
は
肉
体
も
神
の
祝
福
の
対
象
で
あ
る

と
さ
れ
、「
肉
体
の
復
権
」
は
そ
の
観
念
に
合
致
し
て
い
る
。
肉
体
の
復

権
は
通
常
、
復
活
（
死
と
い
う
「
肉
体
の
宿
命
」
の
克
服
）
と
し
て
理
解

さ
れ
て
い
る
が
、
性
も
死
と
同
様
に
克
服
さ
れ
る
べ
き
「
肉
体
の
宿
命
」

と
捉
え
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
性
に
対
し
て
、
教
会
の
教
え
は
禁
欲

の
す
す
め
を
繰
り
返
す
だ
け
で
、
救
済
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
は
こ
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
夫
婦
の
性
愛
も
神
に
祝

福
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
婚
の
霊
性
を
カ
フ
ァ
レ
ル
神
父
の
指
導
の
下
に

深
め
よ
う
と
す
る
平
信
徒
活
動
〈
エ
キ
ッ
プ
・
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
〉
が
生

ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
性
愛
を
巡
る
肉
体
の
復
権
に
つ
い
て
の
正
統
神

ニ
エ
に
よ
る
性
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
書
（
二
〇
二
三

年
一
月
公
表
）
の
分
析
を
通
し
て
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
判
断
の
枠
組
み
・

価
値
観
や
、
出
来
事
の
文
化
・
社
会
的
背
景
を
考
察
し
、
二
〇
―
二
一
世

紀
の
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試

み
る
。

　

調
査
は
〈
国
際
ラ
ル
シ
ュ
〉
の
依
頼
を
受
け
た
研
究
者
六
名
（
歴
史

学
、
社
会
学
、
神
学
、
精
神
医
学
）
で
構
成
さ
れ
る
外
部
専
門
家
調
査
委

員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
関
連
文
書
と
証
言
の
収
集
と

可
能
な
限
り
の
公
表
に
よ
り
出
来
事
の
全
容
に
迫
る
こ
と
、
バ
ニ
エ
を
囲

む
「
セ
ク
ト
的
」
グ
ル
ー
プ
と
ラ
ル
シ
ュ
共
同
体
運
動
と
の
（
無
）
関
係

を
明
ら
か
に
し
、
本
件
が
長
く
隠
蔽
さ
れ
た
原
因
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ

る
。
調
査
の
発
端
は
、
バ
ニ
エ
の
霊
的
指
導
者
で
あ
っ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
士

ト
マ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
神
父
（
一
九
五
六
年
に
女
性
に
対
す
る
性
的
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
原
因
で
聖
職
を
停
止
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ラ
ル
シ
ュ
で
霊

的
指
導
を
行
っ
て
い
た
）
に
対
す
る
告
発
で
、
バ
ニ
エ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

行
為
は
、
神
父
が
唱
え
る
性
的
神
秘
思
想
（
神
父
の
伯
父
で
あ
る
ド
ミ
ニ

コ
会
士
に
拠
る
も
の
で
、
神
父
の
弟
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
も
同
様
の
行
為
を

行
っ
て
い
た
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
報
告
書
に
は
、
バ
ニ

エ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
象
は
彼
に
霊
的
指
導
を
受
け
て
い
た
成
人
女
性

で
あ
り
直
接
的
性
行
為
は
な
か
っ
た
こ
と
、
神
父
と
バ
ニ
エ
の
間
に
は
同

性
愛
関
係
は
な
か
っ
た
こ
と
に
、
唐
突
に
言
及
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る

が
、
こ
こ
に
は
、
同
時
期
に
各
国
で
調
査
が
進
ん
で
い
た
「
司
祭
に
よ
る

性
的
児
童
虐
待
」
と
の
違
い
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
配
慮
が
う
か
が
わ
れ

る
。
ま
た
報
告
書
は
、
事
実
の
提
示
に
と
ど
ま
り
解
釈
は
し
な
い
と
し
な

が
ら
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
原
因
に
つ
い
て
、
神
父
の
一
族
と
バ
ニ
エ
家
の
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成
就
を
待
つ
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
」。
老
い
は
、
憐
み
に
よ
っ
て
お
互
い

の
生
が
実
り
あ
る
も
の
と
し
て
成
就
し
て
い
く
過
程
な
の
で
あ
る
、
と
ナ

ウ
エ
ン
は
捉
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ナ
ウ
エ
ン
が
勧
め
る
霊
性
理
解
に
関
し
て
、
根
底
に
あ
る
考

え
は
、「
死
が
私
た
ち
の
最
後
の
贈
り
物
と
な
り
得
る
」
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
日
々
老
い
ゆ
く
過
程
も
す
べ
て
他
者
へ
の
贈
り
物
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
第
一
に
、
ナ
ウ
エ
ン
は
、
年
を
重
ね
る
こ
と
は
光
に
向
か
っ
て
成

長
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ナ
ウ
エ
ン
は
、
司
祭
Ｈ
・
フ
ォ

ー
ト
マ
ン
が
、
が
ん
の
末
期
で
苦
し
み
の
内
に
あ
る
時
に
書
い
た
文
章
を

引
用
し
て
い
る
。「
死
ね
ば
光
の
中
へ
入
る
の
だ
。
…
…
内
面
的
に
光
に

照
ら
さ
れ
る
こ
と
…
…
そ
れ
は
、『
世
に
来
る
す
べ
て
の
人
』
に
与
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
参
ヨ
ハ
十
二
・
二
四
）。
第
二
に
、
ナ
ウ
エ
ン

は
、
そ
の
「
光
」
を
、
年
齢
に
お
け
る
隔
て
の
壁
と
関
連
付
け
て
語
る
。

「
私
達
は
若
者
対
高
齢
者
と
い
う
よ
う
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

皆
、
光
の
子
と
し
て
深
い
と
こ
ろ
で
結
び
あ
わ
さ
れ
て
い
る
、
と
分
か
る
」

（
参
ヨ
ハ
一
・
三
―
五
）。
私
た
ち
は
、
神
に
あ
っ
て
皆
が
光
の
子
で
あ
り
、

誰
も
が
い
ず
れ
は
死
を
迎
え
、
光
の
中
へ
入
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

考
察
・
批
評
と
し
て
、
ま
ず
、
あ
る
一
牧
会
者
は
、「『
老
い
を
生
き
る
』

と
き
の
最
も
切
実
な
問
題
は
、
ま
さ
に
死
の
恐
怖
で
あ
り
、
そ
れ
に
勝
つ

言
葉
で
あ
っ
て
こ
そ
、
真
実
の
慰
め
の
言
葉
に
な
る
」
と
主
張
し
て
い

る
。
そ
し
て
、「
そ
の
（
死
の
）
恐
怖
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
こ
そ
、
私

達
と
同
じ
、
死
ぬ
か
ら
だ
で
あ
る
『
血
と
肉
』
を
備
え
た
主
イ
エ
ス
が
死

ん
で
く
だ
さ
っ
た
」
と
そ
の
牧
会
者
は
理
解
し
て
い
る
（
ヘ
ブ
ニ
・
十
四

―
十
八
）（
加
藤
常
昭
『
老
い
を
生
き
る
│
│
教
会
の
課
題
、
キ
リ
ス
ト

者
の
課
題
』）。
ナ
ウ
エ
ン
は
光
に
入
る
こ
と
よ
り
前
に
、
ま
ず
キ
リ
ス
ト

学
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
が
認
め
ら
れ
る
。
ラ
ル
シ
ュ
共
同
体
の
意
義

が
、
知
的
な
障
害
が
あ
る
人
た
ち
と
の
共
同
生
活
の
場
が
肉
体
の
復
権
・

祝
福
の
道
筋
を
示
す
可
能
性
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
す
る
な

ら
、
バ
ニ
エ
が
ト
マ
神
父
の
唱
え
た
性
的
神
秘
思
想
か
ら
離
れ
ら
れ
な
か

っ
た
原
因
に
つ
い
て
、
報
告
書
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
考
察
す
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ヘ
ン
リ
・
ナ
ウ
エ
ン
の
老
い
に
悩
む
者
に
対
す
る 

キ
リ
ス
ト
教
的
ケ
ア
理
解

武
田　

厚
子

　

ナ
ウ
エ
ン
に
よ
れ
ば
、
老
い
は
、
私
達
が
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
と
し
て

益
々
他
者
を
愛
す
る
機
会
で
あ
る
。
ま
た
、
老
い
は
新
た
な
召
命
が
与
え

ら
れ
る
可
能
性
に
心
を
開
く
霊
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
時
期
で
あ
る
。
そ
し

て
ナ
ウ
エ
ン
は
、
老
い
ゆ
く
過
程
を
親
、
兄
弟
姉
妹
、
友
人
な
ど
と
し
て

「
与
え
ら
れ
て
い
た
状
態
か
ら
与
え
る
状
態
へ
と
成
長
」
す
る
こ
と
と
捉

え
て
い
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
的
ケ
ア
を
行
う
人
自
身
の
霊
性
に
関
し
て
、
第
一
に
、
ナ

ウ
エ
ン
は
自
ら
の
老
い
ゆ
く
自
己
を
ケ
ア
の
源
と
し
て
差
し
出
す
こ
と
を

強
調
す
る
。「
老
い
て
い
く
者
同
志
と
い
う
連
帯
感
」
を
も
つ
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
ナ
ウ
エ
ン
は
語
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
ナ
ウ
エ
ン
は
生
に
つ

い
て
、「
自
分
の
生
は
、
…
…
他
者
と
分
か
ち
合
う
た
め
に
授
か
っ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
生
き
て
い
く
」
こ
と
を
重
要
視
す
る
。
第
三
に
、
ナ

ウ
エ
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
的
ケ
ア
を
行
う
人
が
深
い
憐
み
を
持
つ
こ
と
を
強

調
す
る
。「
相
手
を
深
く
憐
む
と
き
、
私
た
ち
は
共
に
忍
耐
強
く
苦
し
み

に
耐
え
て
い
く
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
、
共
に
聖
め
ら
れ
つ
つ
、
生
の
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そ
れ
が
彼
ら
自
身
の
更
生
に
与
え
る
影
響
に
着
目
し
た
。
本
報
告
で
は
、

受
洗
し
た
当
事
者
た
ち
の
信
仰
の
形
や
そ
の
出
所
後
の
歩
み
を
通
し
て
、

当
事
者
の
更
生
に
信
仰
（
キ
リ
ス
ト
教
福
音
派
）
が
ど
の
よ
う
に
影
響 

し
て
い
る
か
を
示
す
。
方
法
と
し
て
、
更
生
を
犯
罪
か
ら
離
脱
し
続
け
る

こ
と
と
し
、
セ
ル
フ
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
書
き
換
え
る
こ
と
に
注
目
し
た

M
aruna

に
ヒ
ン
ト
を
得
た
こ
と
か
ら
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を

採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
宗
教
が
更
生
に
関
わ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
信
仰

の
過
程
や
そ
の
持
続
を
捉
え
る
必
要
性
か
ら
、
当
事
者
の
語
り
に
よ
る
自

己
変
容
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
よ
り
有
効
だ
と
考
え
た
。

　

セ
ル
フ
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
書
き
換
え
、
あ
る
い
は
自
己
変
容
に
い
た
る

道
筋
を
理
解
す
る
た
め
に
、
病
い
の
苦
し
み
の
語
り
を
倫
理
の
問
題
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
ア
ー
サ
ー
・
Ｗ
・
フ
ラ
ン
ク
の
語
り
の
プ
ロ
ッ

ト
（
回
復
の
語
り
、
混
沌
の
語
り
、
探
求
の
語
り
）
を
参
考
に
し
て
い

る
。
フ
ラ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
自
分
の
経
験
か
ら
痛
み
や
不
安
を
学
ん
だ
も

の
は
、
目
の
前
に
身
体
上
の
助
け
を
必
要
と
す
る
人
が
い
れ
ば
、
援
助
す

る
、
そ
の
人
は
も
は
や
ひ
と
り
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
身
体
感
覚

を
、
互
い
に
開
か
れ
た
身
体
と
い
う
。
そ
し
て
、「
物
語
の
語
り
は
互
い

に
開
か
れ
た
身
体
の
特
権
的
な
媒
体
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
開
か
れ
た

身
体
は
、
自
ら
の
痛
み
を
、
語
り
を
通
し
て
差
し
出
し
、
他
者
が
そ
れ
を

受
け
取
り
、
そ
の
証
人
に
な
る
と
い
う
倫
理
的
関
係
を
生
起
さ
せ
る
。
設

立
者
が
自
身
の
物
語
を
繰
り
返
し
語
り
な
が
ら
、
元
受
刑
者
た
ち
が
そ
れ

を
聞
き
、
自
ら
の
物
語
を
語
り
な
が
ら
、
あ
る
い
は
中
断
し
な
が
ら
、
更

生
に
向
か
う
あ
り
方
は
、
心
身
の
苦
し
み
（
心
身
の
深
い
傷
）
を
語
る
物

語
を
通
し
て
、
互
い
に
開
か
れ
た
身
体
に
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
理
解
で

き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ク
の
プ
ロ
ッ
ト
を
敷
衍
す
る
こ
と
は
、
語

に
よ
る
死
の
恐
怖
か
ら
の
解
放
を
言
っ
た
ほ
う
が
よ
り
良
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
発
表
者
は
考
え
る
。
高
齢
者
の
お
そ
ら
く
誰
も
が
、
死
の
恐
怖

や
不
安
を
感
じ
始
め
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ナ
ウ
エ
ン
の
言
う
「
光
に

入
る
こ
と
」
は
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
死
の
恐
怖
か
ら
の
解
放
を
前
提
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
・
ヒ
ル
ト
ナ
ー
は
、
相
手
が
緊
張
や
動
揺
を
感
じ
て
い
る
場

合
、
そ
れ
が
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
苦
痛
が
和
ら
ぐ
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
ナ
ウ
エ
ン
は
特
に
こ
の

点
を
指
摘
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
相
手
は
自
身
も
老
い
で
不
安
を
抱
い

て
も
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
、
肯
定
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ナ
ウ
エ
ン
は
、
今
、
生
き
て
働
き
、
私
達
を
助
け
る
神
を
強
調
し
て
い

る
。「
神
は
、
…
…
今
お
ら
れ
る
方
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
イ
エ
ス
は
、
私

た
ち
の
過
去
に
ま
と
わ
り
つ
く
重
荷
と
、
未
来
を
覆
う
思
い
煩
い
を
取
り

去
る
た
め
に
来
て
下
さ
っ
た
」
と
ナ
ウ
エ
ン
は
主
張
す
る
。
こ
の
点
は
、

ま
さ
に
私
達
が
老
い
を
生
き
る
と
き
に
も
助
け
に
な
る
言
葉
と
言
え
る
。

更
生
に
お
け
る
信
仰 

│
│ 

あ
る
自
立
準
備
ホ
ー
ム
の
事
例
か
ら 
│
│

萩
原　

修
子

　

本
報
告
は
、
設
立
者
が
受
刑
中
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
、
出
所
後
、

更
生
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
自
立
準
備
ホ
ー
ム　

オ
リ
ー
ブ
の
家
」

の
事
例
を
通
し
て
、
宗
教
者
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
更
生
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
の
一
端
を
示
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
報
告
者
は
、
支
援
者
が
宗
教
者
で
あ
る
こ
と
の

特
徴
の
い
く
つ
か
を
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
、
当
事
者
（
元
受
刑

者
）
自
身
の
う
ち
で
も
受
洗
者
が
着
実
に
増
え
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
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識
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
調
査
対
象
と
し
た
の
は
在
日
大
韓
基
督
教
会
に
通
う
在
日

二
世
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
在
日
二
世
の
牧
師
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か

ら
、
在
日
大
韓
基
督
教
会
（
特
に
青
年
会
活
動
）
は
「
民
族
に
目
覚
め
る

き
っ
か
け
を
与
え
、
韓
国
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
肯
定
し
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
す
る
場
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
中
西
尋
子
二
〇
〇
七
、
七
七
）。
ま
た
青
年
会
で
活
動
す
る
在
日

二
世
の
教
会
批
判
に
注
目
す
る
研
究
も
あ
げ
ら
れ
る
（
金
宥
良
二
〇
一

三
）。
い
ず
れ
も
貴
重
な
成
果
だ
が
、
聖
職
者
で
も
な
く
、
青
年
会
活
動

に
熱
心
で
も
な
い
、「
普
通
の
二
世
」
の
存
在
は
看
過
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
報
告
者
が
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
在
日
二
世
の
キ
リ
ス
ト
者
は
、
む

し
ろ
強
い
民
族
意
識
を
持
た
な
い
場
合
が
多
く
、
先
行
研
究
と
は
別
様
の

信
仰
生
活
や
民
族
教
会
に
対
す
る
想
い
が
あ
り
う
る
と
考
え
る
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
九
人
（
五
十
歳
代
〜
八
十
歳
代
、
女
性

七
人
、
男
性
二
人
）
の
う
ち
、
八
名
の
両
親
ま
た
は
片
親
が
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
幼
少
期
か
ら
教
会
に
通
っ
て
い
る
。
国
籍

は
、
日
本
国
籍
が
過
半
数
（
六
名
）
を
占
め
る
。
結
婚
、
子
供
の
就
職
な

ど
を
期
に
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。
そ
の
う
ち
四
名
は

日
本
名
で
教
会
に
通
っ
て
い
る
。
民
族
学
校
に
通
っ
た
こ
と
の
あ
る
者
は

一
名
の
み
（
韓
国
の
大
学
に
留
学
し
た
者
も
一
名
い
た
）
で
あ
る
。
教
会

活
動
を
通
じ
て
、
韓
国
語
の
発
音
や
一
部
の
単
語
の
意
味
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
者
も
い
る
が
、
実
質
的
に
日
本
語
の
み
の
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
が

中
心
だ
と
い
え
る
。
な
お
、
青
年
会
活
動
に
熱
心
な
者
は
ほ
ぼ
い
な
か
っ

た
。

り
が
ど
の
よ
う
に
聴
か
れ
、
中
断
さ
れ
、
導
か
れ
、
生
成
さ
れ
る
か
と
い

う
語
り
の
変
容
の
道
筋
を
通
し
て
、
語
り
手
と
聴
き
手
、
当
事
者
と
支
援

者
に
お
い
て
、
相
互
の
開
か
れ
た
身
体
の
関
係
性
を
捉
え
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
。

　

本
報
告
で
は
、
受
洗
者
一
二
名
の
う
ち
、
特
に
二
名
の
事
例
を
通
し
て

考
察
す
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
入
所
か
ら
自
立
を
二
回
、
三
回
と
繰
り
返

し
な
が
ら
も
、
七
年
に
も
及
ぶ
オ
リ
ー
ブ
の
家
と
の
関
係
性
を
通
し
て
、

受
洗
に
至
っ
た
。
こ
の
過
程
は
、
彼
ら
の
物
語
に
な
ら
な
い
混
沌
と
し
た

語
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
常
に
キ
リ
ス
ト
教
福
音
派
の
教
義
に
根
差
し

た
回
復
の
語
り
を
掲
げ
つ
つ
、
そ
の
混
沌
を
受
け
入
れ
、
新
し
い
道
を
自

ら
探
求
す
る
語
り
に
ま
で
、
支
援
者
が
伴
走
し
た
道
筋
だ
と
言
え
る
。
ま

さ
に
伴
走
型
支
援
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
樸
の
奥
田
知
志
に
よ
れ
ば
、

伴
走
型
支
援
の
ゴ
ー
ル
は
、
自
分
の
生
き
る
意
味
を
見
出
す
物
語
を
創
造

し
、
そ
の
物
語
を
生
き
る
「
自
律
」
と
い
う
が
、
本
事
例
で
そ
れ
が
教
義

に
根
差
し
た
形
で
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
。
信
仰
に
根
差

し
た
更
生
支
援
は
、
混
沌
を
受
け
入
れ
る
支
援
者
の
姿
勢
、
強
固
な
回
復

の
物
語
に
導
か
れ
る
探
求
の
物
語
へ
の
伴
走
に
よ
っ
て
、
当
事
者
が
更
生

に
向
か
う
「
私
の
物
語
」
を
語
り
直
し
な
が
ら
生
き
る
「
自
律
」
へ
の
可

能
性
を
示
し
て
い
る
。

在
日
二
世
の
キ
リ
ス
ト
者
の
信
仰
生
活
と
民
族
教
会
に
対
す
る
意
識

荻　
　

翔
一

　

本
報
告
は
、
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
在
日
コ
リ
ア
ン
二
世
（
以
下
、
在

日
二
世
）
の
キ
リ
ス
ト
者
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
な
信
仰
生
活
を
送
り
、

ま
た
そ
の
中
で
同
胞
が
集
う
教
会
（
民
族
教
会
）
に
対
し
て
い
か
な
る
意
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る
場
、
あ
る
い
は
そ
の
信
仰
を
継
承
す
る
場
と
し
て
、
民
族
教
会
に
通
う

意
味
を
見
出
す
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る
と
思
わ
れ
る
。

エ
ホ
バ
の
証
人
に
お
け
る 

「
２
世
」
問
題
の
構
成
と
終
末
論
的
な
救
済
観

山
口　

瑞
穂

　

本
報
告
は
、
エ
ホ
バ
の
証
人
の
「
２

世
」
問
題
が
、
終
末
論
と
の
関
連

で
構
成
さ
れ
る
際
の
諸
側
面
と
そ
の
問
題
点
を
、
文
献
、
報
道
番
組
・
新

聞
報
道
な
ど
の
資
料
に
依
拠
し
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
二
二
年
一
二
月
二
七
日
に
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
は
、「
宗

教
２

世
」
に
よ
る
陳
情
（
同
年
九
月
）
に
応
答
す
る
形
で
「
宗
教
の
信
仰

等
に
関
係
す
る
児
童
虐
待
へ
の
対
応
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
と
し
て
、
身
体

的
虐
待
・
心
理
的
虐
待
・
性
的
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
の
四
つ
に
整
理
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
恐
怖
心
を
利
用
し
た
「
教
義
の
刷
り
込
み
」
を

心
理
的
虐
待
と
し
た
。
こ
れ
は
、
幼
少
期
に
経
験
し
た
「
ハ
ル
マ
ゲ
ド

ン
」
の
恐
怖
を
語
る
エ
ホ
バ
の
証
人
「
２

世
」
の
声
も
反
映
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　

エ
ホ
バ
の
証
人
に
お
け
る
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
は
、
終
末
論
的
な
救
済
観
と

関
わ
り
が
深
く
、
教
義
に
よ
る
と
、
現
在
の
世
界
は
サ
タ
ン
の
支
配
下
に

あ
り
、
近
い
将
来
、
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
で
神
に
よ
っ
て
清
算
さ
れ
る
運
命
に

あ
る
。
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
を
通
過
し
、
楽
園
と
な
っ
た
地
上
に
生
き
残
る
た

め
に
は
、
エ
ホ
バ
の
証
人
の
組
織
で
学
び
、
布
教
活
動
に
勤
し
む
こ
と
が

不
可
欠
と
な
る
。
ま
た
、
人
間
の
手
に
よ
る
社
会
改
良
の
余
地
も
否
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
エ
ホ
バ
の
証
人
は
戦
争
へ
の
加
担
や
投
票
な
ど
に
よ
る

政
治
参
加
も
し
な
い
。
教
団
の
自
認
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
中
立
、（
教
え

　

彼
ら
／
彼
女
ら
の
信
仰
生
活
に
お
い
て
、
日
本
語
の
礼
拝
や
説
教
は
必

須
と
な
る
。
し
か
し
在
日
大
韓
基
督
教
会
で
日
本
語
礼
拝
が
設
け
ら
れ
た

の
は
、
早
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
韓
国
語
が
十

分
に
理
解
で
き
ず
、
不
自
由
を
感
じ
た
経
験
が
あ
る
者
は
少
な
く
な
い
。

「
韓
国
語
で
説
教
を
聞
い
て
て
も
、
何
も
残
っ
て
な
い
」、「
い
つ
も
消
化

し
き
れ
な
い
」
と
い
っ
た
不
満
や
も
ど
か
し
さ
、
言
葉
が
分
か
ら
な
い
た

め
に
「
教
会
行
っ
て
そ
こ
に
座
っ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
信
仰
が
成

り
立
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
信
仰
生
活
の
有
り
様
が
語
ら
れ
た
。

　

言
語
的
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
在
日
二
世
は
な
ぜ
民
族
教
会
に
通

っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
同
胞
と
の
交
わ
り
や
日
本
社
会
か

ら
の
差
別
を
意
識
せ
ず
に
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。
一
方
で
、

「
母
の
存
在
な
く
し
て
は
教
会
に
は
つ
な
が
っ
て
な
い
」「
親
の
代
か
ら
Ｙ

教
会
一
本
で
し
た
ん
で
、
や
っ
ぱ
り
代
を
途
切
ら
し
た
ら
あ
か
ん
の
か
な

っ
て
い
う
気
は
し
て
い
ま
す
け
ど
」「
強
い
民
族
意
識
っ
て
い
う
の
が
あ

る
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
正
直
、
自
分
の
身
内
が
こ
こ
に
い
て

る
っ
て
い
う
の
が
一
番
」
な
ど
家
族
（
特
に
親
）
の
存
在
も
多
く
語
ら
れ

た
。
二
世
に
と
っ
て
民
族
教
会
は
親
の
教
会
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
想
い

を
継
ぐ
自
分
の
居
場
所
と
も
な
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
他
方
で
、
教

会
は
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
確
認
す
る
場
と
は
な
っ
て
も
、
そ
れ
を
肯
定
的
に

捉
え
直
す
も
の
と
し
て
ま
で
機
能
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。

　

教
会
を
通
じ
て
、「
民
族
」
に
目
覚
め
、
韓
国
人
で
あ
る
こ
と
を
肯
定

し
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
し
た
在
日
二
世
は
一
定

数
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
は
そ
の
よ
う
な
者
ば
か
り
で
は
な

い
。
今
回
調
査
し
た
在
日
二
世
の
よ
う
に
、
幼
少
期
か
ら
民
族
教
会
に
通

い
な
が
ら
も
、
強
い
民
族
意
識
は
持
た
ず
、
家
族
（
特
に
親
）
と
つ
な
が
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ト
す
る
教
団
の
見
解
が
、
事
実
に
反
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
え
な
い
。
教

団
側
の
反
応
は
当
事
者
間
の
摩
擦
を
強
め
、「
２

世
」
問
題
を
複
雑
化
す

る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
切
迫
感
が
後
退
す
る
に
つ
れ
、
教
団
内
の
子
ど
も
が
虐
待
を
受

け
て
い
る
可
能
性
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
な
り
に
落
ち
着
い
た
信
者
生
活
を

送
っ
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
可
能
性
に
目
を
配
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
問
題
は
、
教
説
の
運
用
に
あ
る
の
で
あ
り
、
終
末
論
な
ど
の
救
済

観
そ
の
も
の
へ
の
安
易
な
問
題
の
還
元
、
信
じ
る
こ
と
そ
の
も
の
の
否

定
、
終
末
論
的
な
救
済
観
を
危
険
な
宗
教
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
と
す
る

こ
と
な
ど
は
、
新
た
な
「
２

世
」
問
題
の
端
緒
に
な
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

ほ
か
で
も
な
い
教
団
側
が
、
問
題
の
全
て
を
宗
教
迫
害
の
問
題
に
転
嫁
し

た
り
、
人
々
が
宗
教
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
口
実
と
し
て
当
事
者
の
言
説

が
利
用
さ
れ
た
り
し
な
い
た
め
に
も
、
ま
た
実
存
に
か
け
て
語
ら
れ
る

「
２

世
」
の
苦
悩
や
体
験
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
消
費
さ
れ
、
忘
れ
去

ら
れ
な
い
た
め
に
も
、「
２

世
」
問
題
が
構
成
さ
れ
る
諸
側
面
と
救
済
観

の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
宗
教
２
世
」
問
題
の
構
造
・
論
点
と
宗
教
研
究
の
課
題

塚
田　

穂
高

　

二
〇
一
〇
年
代
以
降
に
当
事
者
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
声
が
上
げ
始
め

ら
れ
た
「
宗
教
２

世
」
問
題
は
、
二
〇
二
二
年
七
月
の
元
首
相
銃
撃
事
件

の
後
、
広
く
社
会
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
だ
か
ら
知
っ
て
ほ
し

い
「
宗
教
２

世
」
問
題
』（
塚
田
穂
高
・
鈴
木
エ
イ
ト
・
藤
倉
善
郎
編
著
、

二
〇
二
三
年
）
に
拠
る
な
ら
ば
、「
宗
教
２

世
」
と
は
、「
特
定
の
信
仰
・

信
念
を
も
つ
親
・
家
族
と
そ
の
宗
教
的
集
団
へ
の
帰
属
の
も
と
で
、
そ
の

に
反
し
な
い
範
囲
で
）
世
俗
の
権
威
へ
の
敬
意
と
服
従
、
法
令
遵
守
な
ど

を
肯
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
教
団
で
想
定
さ
れ
て
い
る
ハ
ル
マ
ゲ
ド

ン
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
の
反
社
会
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
質
な

も
の
で
あ
り
、
語
弊
を
恐
れ
ず
に
い
う
と
、
人
々
が
抱
く
違
和
感
を
除
け

ば
社
会
へ
の
害
が
少
な
く
、
さ
ら
に
、
宗
教
団
体
に
よ
る
政
治
活
動
が
非

難
さ
れ
や
す
い
情
勢
に
お
い
て
は
、
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
教
団
内
で
は
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
と
な
る
よ
う
な
状
況
も
生
じ

て
い
た
。
と
り
わ
け
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
は
、「
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
で
滅
ぼ
さ

れ
る
」
か
ら
と
宗
教
活
動
へ
の
参
加
を
迫
ら
れ
た
幼
少
期
を
振
り
返
る
当

事
者
の
映
像
が
、
繰
り
返
し
報
じ
ら
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
か
つ
て
子
ど

も
だ
っ
た
当
事
者
の
声
に
メ
デ
ィ
ア
や
省
庁
が
反
応
し
、
よ
う
や
く
社
会

問
題
と
し
て
認
知
さ
れ
始
め
た
エ
ホ
バ
の
証
人
の
「
２

世
」
問
題
は
、
い

わ
ば
害
の
少
な
い
終
末
論
の
話
題
性
が
教
団
外
の
社
会
に
お
い
て
消
費
さ

れ
る
一
方
、
教
団
内
の
子
ど
も
の
問
題
は
社
会
の
問
題
と
な
り
づ
ら
く
、

見
過
ご
さ
れ
て
き
た
結
果
で
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
宗
教
的
な
信
条
と
直
接
関
わ
る
救
済
観
に
つ
い
て
は
、
信
仰

と
虐
待
の
線
引
き
が
難
し
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
る
教
団
の

教
え
で
は
、
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
は
信
者
た
ち
の
存
命
中
に
生
じ
る
は
ず
の
も

の
で
あ
っ
た
が
、
新
た
な
解
釈
が
提
示
さ
れ
た
一
九
九
五
年
頃
か
ら
、
終

末
の
切
迫
感
は
徐
々
に
後
退
し
始
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
切
迫
感
が
鮮

烈
だ
っ
た
時
代
の
当
事
者
の
経
験
と
、
現
在
の
信
者
の
経
験
に
は
齟
齬
が

生
じ
や
す
い
。
教
団
側
が
信
者
と
離
教
者
の
交
友
を
厳
し
く
制
限
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
予
言
の
変
遷
を
理
解
し
て
い
な
い
新
し
い
信
者
た
ち
は
、

離
教
者
た
ち
の
経
験
を
、「
歪
ん
だ
報
告
」
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
コ
メ
ン
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そ
の
点
は
、
研
究
方
法
・
調
査
方
法
上
の
問
題
も
含
ん
で
い
る
。
す
な

わ
ち
、
現
役
信
者
を
対
象
に
、
教
団
を
通
し
て
調
査
協
力
を
依
頼
し
、
話

（
主
に
入
信
動
機
）
を
聴
い
た
り
、
質
問
紙
を
配
っ
た
り
す
る
こ
と
が
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
だ
っ
た
。
そ
れ
は
「
当
然
」
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
う
し
た
手
法
に
よ
っ
て
は
視
え
な
い
存
在
や
そ
の
考
え
、
問
題

性
は
捨
象
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
お
い
て
人
権
侵
害
や
虐
待
が

存
在
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
の
認
識
は
持
た
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
の
点
で
、
現
代
日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
研
究
を
行
っ
た
川
又
俊
則
は
、

「
教
団
・
教
会
で
調
査
を
行
う
と
い
う
方
法
論
上
の
限
定
と
し
て
、
そ
の

教
団
・
教
会
の
行
事
・
活
動
な
ど
に
あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い
よ
う
な
信

者
た
ち
は
捉
え
き
れ
な
い
可
能
性
が
出
て
く
る
」「
教
団
・
教
会
か
ら
信

者
と
認
知
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
「
自
称
」
信
者
た
ち
へ
接
近
す
る
こ
と

は
困
難
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
（『
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
基
礎
』
二

〇
〇
二
年
、
一
四
二
頁
）、「
信
者
周
辺
」
と
い
っ
た
概
念
を
用
い
て
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
的
な
当
時
者
の
姿
を
描
い
た
。
示
唆
的
で
あ
り
、
同
様
の
問

題
意
識
を
例
え
ば
新
宗
教
研
究
な
ど
で
も
持
て
て
い
れ
ば
、「
宗
教
２

世
」

問
題
の
存
在
に
も
よ
り
早
期
に
注
目
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

宗
教
研
究
の
課
題
と
し
て
は
、「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
信
仰
理
解
・
配
慮
」

フ
レ
ー
ム
と
、「
宗
教
２

世
」
問
題
の
「
子
ど
も
へ
の
信
仰
強
制
・
虐
待
」

フ
レ
ー
ム
を
ど
う
す
り
合
わ
せ
る
の
か
、
と
い
う
難
題
も
指
摘
で
き
る
。

少
な
か
ら
ぬ
宗
教
研
究
者
が
「
宗
教
文
化
教
育
」
の
推
進
な
ど
に
お
い
て

前
者
に
立
脚
し
説
い
て
き
た
と
言
え
よ
う
が
、
急
遽
突
き
つ
け
ら
れ
た
後

者
の
問
題
を
看
過
せ
ず
に
ど
う
応
答
す
る
の
か
。

　

従
来
の
研
究
が
何
に
着
目
し
、
何
を
無
視
し
て
き
た
の
か
、
ど
の
よ
う

な
調
査
研
究
方
法
上
の
偏
り
が
あ
っ
た
の
か
を
自
省
す
る
こ
と
、
社
会
問

教
え
の
影
響
を
受
け
て
育
っ
た
子
ど
も
世
代
」（
同
書
一
〇
頁
）
の
こ
と

だ
。
そ
し
て
、「
宗
教
２

世
」
問
題
と
は
、「
何
ら
か
の
「
宗
教
２

世
」
当

事
者
が
、
そ
の
帰
属
や
生
育
環
境
、
家
庭
と
集
団
に
お
け
る
規
範
や
実
践

の
規
定
力
・
影
響
力
ゆ
え
に
、
何
ら
か
の
悩
み
・
苦
し
み
・
つ
ら
さ
を
抱

え
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
人
権
問
題
・
社
会
問
題
の

こ
と
」（
同
）
で
あ
り
、
①
幼
少
期
か
ら
の
信
仰
・
実
践
の
「
強
制
」、
②

社
会
の
側
の
偏
見
、
③
教
義
的
タ
ブ
ー
（
教
え
・
実
践
）
に
よ
る
自
由
の

制
限
な
ど
が
、
程
度
の
ち
が
い
を
帯
び
つ
つ
も
、
相
ま
っ
て
構
成
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
が
社
会
問
題
化
し
た
背
景
に
は
、
①
日
本
の
宗

教
状
況
・
教
団
構
造
の
変
化
に
と
も
な
う
２

世
世
代
の
増
加
、
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
普
及
・
発
達
な
ど
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
、
③
虐
待
や
家
族
問
題
へ
の

社
会
的
認
知
の
広
が
り
や
当
事
者
重
視
の
流
れ
の
進
展
、
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
他
方
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
以
前
か
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

見
過
ご
さ
れ
て
き
た
面
が
あ
り
、
そ
の
理
由
が
問
わ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
「
宗
教
２

世
」
問
題
は
な
ぜ
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
か
。
と
り
わ
け
、
宗

教
研
究
と
し
て
、
こ
の
側
面
・
問
題
に
対
す
る
着
目
は
充
分
に
な
さ
れ
て

き
て
お
ら
ず
、
研
究
成
果
の
蓄
積
も
貧
弱
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
宗
教
研
究
の
今
後
の
課
題
と
と
も
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

　

ま
ず
、「（
信
仰
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
）
人
は
、
な
ぜ（
新
）宗
教
に
入

る
の
か
」
と
い
う
「
１

世
―
入
信
」
フ
レ
ー
ム
（
認
識
枠
組
み
）
の
規
定

力
が
強
か
っ
た
点
が
指
摘
で
き
る
。
新
宗
教
研
究
を
中
心
に
、
入
信
論
・

回
心
論
が
基
本
に
あ
り
、「
２

世
」
へ
の
着
目
は
後
回
し
と
な
っ
て
、
研

究
蓄
積
も
遅
れ
た
。
脱
会
者
等
の
研
究
も
同
様
に
後
手
と
な
っ
た
。「
１

世
」
の
研
究
が
中
心
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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光
澄
（
天
台
宗
広
拯
院
）、
坂
田
匡
妙
（
真
言
宗
卍
教
団
聖
観
寺
）、
今
中

妙
信
（
日
本
山
妙
法
寺
福
岡
道
場
）、
神
職
の
湯
沢
貞
（
靖
国
神
社
元
宮

司
）、
神
永
義
彦
、
奈
良
泰
秀
、
牟
禮
照
琇
、
牟
禮
徳
子
、
酒
井
勉
、
佐

伯
一
登
、
神
岡
道
明
、
キ
リ
ス
ト
者
の
石
丸
志
信
（
自
称
カ
ト
リ
ッ
ク
）、

宮
原
亨
（
日
本
基
督
教
団
）、
宮
岸
進
（
日
本
聖
公
会
）、
蜂
弘
（
単
立
教

会
）、
食
口
の
畠
山
憲
太
郎
、
新
宗
教
の
相
大
二
郎
、
高
安
六
郎
の
計
二

十
五
人
が
、
聖
和
委
員
を
務
め
た
。

三　
『
宗
教
新
聞
』
の
紙
面
の
変
化

　

二
〇
一
三
年
六
月
に
曹
洞
宗
が
宗
議
会
の
取
材
を
断
っ
た
の
を
機
に
、

『
宗
教
新
聞
』
に
協
力
す
る
聖
職
者
は
減
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
九
年
の
元

旦
号
に
は
、
計
七
十
八
の
名
刺
広
告
等
が
あ
っ
た
。
内
訳
は
、
仏
教
系
三

十
三
、
神
道
系
二
十
五
、
新
宗
教
系
二
十
で
あ
っ
た
。
二
〇
二
三
年
の
元

旦
号
で
は
、
名
刺
広
告
は
計
三
十
に
減
っ
た
。
内
訳
は
、
仏
教
系
六
、
神

道
系
十
九
、
新
宗
教
系
五
で
あ
る
。

四　

西
本
願
寺

　

本
願
寺
派
の
瑞
田
信
弘
氏
（
高
松
市
称
讃
寺
住
職
）
と
渡
辺
英
道
氏

（
富
士
吉
田
市
如
来
寺
住
職
）
は
、
頻
繁
に
『
宗
教
新
聞
』
の
紙
面
に
登
場

し
て
い
る
。
筆
者
は
、
全
日
仏
新
年
懇
親
会
の
場
で
石
上
智
康
宗
務
総
長

と
大
谷
光
淳
門
主
に
直
訴
し
た
が
、
二
人
に
よ
る
協
力
は
続
い
て
い
る
。

五　

有
名
神
社

　

現
在
、
最
も
『
宗
教
新
聞
』
に
協
力
し
て
い
る
の
は
神
職
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
筆
者
ら
は
昨
秋
靖
国
神
社
（
神
社
本
庁
に
加
盟
し
て
い
な
い
）
を

訪
ね
た
。
文
鮮
明
は
、
天
皇
陛
下
に
土
下
座
さ
せ
よ
う
と
し
た
人
物
で
あ

る
こ
と
、
文
鮮
明
の
正
体
は
、
反
共
・
反
皇
室
で
あ
る
こ
と
、
反
共
の
み

を
評
価
し
て
統
一
協
会
に
協
力
す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
、
と
説
明
し

題
の
視
点
を
組
み
入
れ
、
研
究
の
立
場
性
を
自
覚
す
る
こ
と
、
多
様
性
を

捉
え
つ
つ
、
個
別
研
究
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
今
後
の
諸
課
題
と
し
て

指
摘
で
き
る
。

西
本
願
寺
系
僧
侶
と
神
社
本
庁
系
神
職
に
よ
る 

統
一
協
会
へ
の
協
力
に
つ
い
て

別
府　

良
孝

一　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
曹
洞
宗
龍
潭
寺
住
職
で
、
現
代
宗
教
研
究
会
の
会
長
で
あ
る
。

「
協
力
聖
職
者
問
題
」
と
は
、
宗
教
被
害
の
防
止
に
努
め
る
べ
き
聖
職
者

が
、
逆
に
「
社
会
的
批
判
を
浴
び
て
い
る
教
団
」
に
協
力
・
入
信
し
て
い

る
問
題
の
こ
と
で
、
筆
者
の
造
語
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
の
日
本
宗
教
学

会
学
術
大
会
（
於
・
大
谷
大
学
）
で
は
「
カ
ル
ト
宗
教
と
協
力
聖
職
者
問

題
」
の
演
題
で
、
二
〇
一
九
年
の
同
大
会
（
於
・
帝
京
科
学
大
学
）
で
は

「
戦
争
や
宗
教
悪
用
に
お
け
る
協
力
聖
職
者
問
題
」
の
演
題
で
発
表
し
た
。

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
以
下
、
統
一
協
会
）
の
場
合
、
全
国
霊
感
商

法
対
策
弁
護
士
連
絡
会
（
以
下
、
弁
連
）
や
筆
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
統

一
協
会
に
協
力
す
る
教
団
や
聖
職
者
は
減
っ
て
き
た
。
現
在
、
残
る
は
、

西
本
願
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
と
有
名
神
社
で
あ
る
。

二 

文
鮮
明
の
葬
儀
で
聖
和
委
員
（
即
ち
、
葬
儀
委
員
）
を
務
め
た
聖

職
者

　

僧
侶
の
美
原
道
輝
（
曹
洞
宗
帝
釈
寺
、
宗
教
者
平
和
大
使
協
議
会
会

長
）、
田
中
清
元
（
曹
洞
宗
薬
王
寺
）、
大
海
善
照
（
曹
洞
宗
無
量
寺
）、

芦
田
宗
興
（
臨
済
宗
甲
斐
国
分
寺
）、
深
見
量
眞
（
本
願
寺
派
専
正
寺
）、

金
子
良
孝
（
浄
土
宗
泉
福
寺
）、
吉
田
日
光
（
法
華
宗
真
清
浄
寺
）、
入
山
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る
こ
と
に
よ
り
一
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
神
の
創
造
目
的
が
完
成
し

た
善
の
根
本
的
な
土
台
と
さ
れ
る
（『
概
説 

統
一
原
理 

レ
ベ
ル
三
』）。

子
ど
も
が
い
な
け
れ
ば
四
位
基
台
は
完
成
せ
ず
、
神
の
創
造
目
的
を
果
た

し
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
信
者
は
養
子
縁
組
を
し
て

で
も
子
ど
も
を
必
要
と
す
る
。

　

教
団
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
出
産
：
妊
娠
・
出
産
と
養
子
縁
組
』（
光
言

社
、
二
〇
〇
三
年
）
は
妊
娠
・
出
産
・
養
子
縁
組
に
つ
い
て
の
手
引
書
で

あ
り
、
内
容
は
具
体
的
で
あ
る
。
例
え
ば
「
養
子
を
授
か
る
家
庭
」
へ
は

次
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。「
授
か
る
側
の
母
親
は
、
相
手
の
家
庭

の
母
親
と
一
体
化
し
、
母
の
心
情
や
痛
み
を
相
続
す
る
た
め
に
、
出
産
を

前
後
し
て
一
週
間
程
度
、
病
院
な
ど
で
共
に
過
ご
す
こ
と
が
必
要
で
す
」。

「
養
子
を
捧
げ
る
家
庭
」
へ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
捧
げ
る
家
庭
は
、

妊
娠
前
か
、
ま
た
は
、
妊
娠
後
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
相
手
の
家
庭

と
約
束
を
交
わ
し
て
、『
相
手
の
家
庭
の
子
女
で
あ
る
』
と
い
う
自
覚
を

持
っ
て
、
養
子
の
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
理
想
的
で
す
」。

　
『
本
郷
人
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
私
た
ち
に
養
子
を
く
だ
さ
い
！
」
と
い

う
証
し
に
よ
れ
ば
、
養
子
を
希
望
す
る
家
庭
が
抱
え
る
問
題
は
、
夫
あ
る

い
は
妻
に
原
因
が
あ
っ
て
妊
娠
で
き
な
い
、
結
婚
し
た
時
点
で
夫
、
妻
と

も
に
年
齢
が
高
く
、
妊
娠
・
出
産
が
難
し
い
、
体
外
受
精
な
ど
い
ろ
い
ろ

試
み
た
が
、
子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
い
な
ど
で
あ
る
。

　

韓
国
で
は
朝
鮮
戦
争
後
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
海
外
へ
の
養
子

送
り
出
し
国
と
な
っ
た
歴
史
が
あ
り
ソ
ウ
ル
五
輪
の
頃
に
は
「
児
童
輸
出

国
」
と
批
判
さ
れ
た
。
朝
鮮
戦
争
に
派
兵
さ
れ
た
米
軍
兵
士
と
韓
国
人
女

性
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
多
く
を
占
め
た
。
父
系
血
統
を

重
視
す
る
伝
統
か
ら
韓
国
に
お
け
る
養
子
縁
組
に
は
「
異
姓
不
養
の
原

た
。
そ
の
結
果
、
今
年
の
元
旦
号
か
ら
山
口
建
史
宮
司
の
名
刺
広
告
が
消

え
た
。
同
様
な
説
明
を
筆
者
は
神
社
本
庁
で
今
夏
に
行
な
っ
た
。

六　

お
わ
り
に

　

大
学
生
や
主
婦
は
被
害
の
河
口
で
被
害
に
遭
っ
て
い
る
が
、
協
力
聖
職

者
は
被
害
の
源
流
を
作
っ
て
い
る
。
協
力
聖
職
者
を
ゼ
ロ
に
す
れ
ば
、
統

一
協
会
に
よ
る
被
害
は
激
減
す
る
で
あ
ろ
う
。

統
一
教
会
（
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
）
に
お
け
る
養
子
縁
組中

西　

尋
子

　

二
〇
二
二
年
七
月
の
安
倍
元
首
相
の
銃
撃
事
件
以
降
、
統
一
教
会
を
め

ぐ
る
問
題
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
る
中
で
信
者
間
に
お
い
て
養
子
縁
組
が

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
統
一
教
会
元
信
者
の
在
韓
日

本
人
女
性
の
話
に
よ
れ
ば
、
韓
国
人
信
者
か
ら
日
本
人
信
者
へ
と
海
を
越

え
て
養
子
縁
組
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
韓
国
の
統
一
教

会
が
在
韓
日
本
人
信
者
を
対
象
に
発
行
す
る
月
刊
紙
『
本
郷
人
』
に
は

「
私
た
ち
に
養
子
を
く
だ
さ
い
！
」
と
い
う
見
出
し
で
養
子
を
希
望
す
る

証
し
や
関
連
記
事
が
二
〇
〇
一
年
二
月
号
か
ら
二
〇
〇
六
年
一
月
号
に
か

け
て
一
五
件
み
ら
れ
る
。

　

本
報
告
で
は
、
な
ぜ
統
一
教
会
で
は
信
者
間
で
養
子
縁
組
が
行
わ
れ
る

の
か
、
教
団
は
組
織
的
な
養
子
斡
旋
を
否
定
す
る
が
、
実
際
は
ど
う
な
の

か
を
『
本
郷
人
』
や
そ
の
他
教
団
刊
行
物
か
ら
明
ら
か
に
し
、
統
一
教
会

に
お
け
る
養
子
縁
組
の
実
態
に
迫
っ
た
。

　

信
者
間
で
養
子
縁
組
が
行
わ
れ
る
理
由
は
教
義
的
に
は
「
四
位
基
台
」

完
成
の
た
め
で
あ
る
。「
四
位
基
台
」
は
神
を
中
心
と
し
て
主
体
（
夫
）、

対
象
（
妻
）、
主
体
と
対
象
の
合
成
体
（
子
）
が
そ
れ
ぞ
れ
授
受
作
用
す
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ユ
ダ
ヤ
教
）、
世
界
宗
教
の
文
化
、
世
俗
倫
理
と
合
わ
せ
て
六
つ
の
コ
ー

ス
か
ら
一
つ
を
選
択
す
る
選
択
必
修
科
目
と
し
て
整
備
さ
れ
た
（
対
象
は

小
学
校
四
年
生
〜
五
年
生
）。
六
つ
の
認
定
教
科
書
は
、
第
一
課
と
三
〇

課
の
み
共
通
の
内
容
で
そ
れ
ぞ
れ
「
ロ
シ
ア
―
わ
た
し
た
ち
の
母
国
」

「
祖
国
へ
の
愛
と
尊
敬
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
後
者
で
は
「
愛
」

が
強
調
さ
れ
、
友
人
や
家
族
を
見
返
り
な
く
愛
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
祖

国
を
愛
す
る
こ
と
を
求
め
、「
愛
と
は
奉
仕
で
あ
る
。
奉
仕
と
は
、
ま
ず

人
々
の
た
め
、
祖
国
の
た
め
に
行
う
行
為
に
現
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

個
別
の
教
科
書
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
「
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
の
基
礎
」

の
第
二
〇
課
「
善
の
創
造
」
に
は
、
大
祖
国
戦
争
の
英
雄
で
ク
リ
ミ
ア
・

タ
タ
ー
ル
の
ア
フ
メ
ト
・
ハ
ン
・
ス
ル
タ
ン
が
顔
写
真
つ
き
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
愛
の
強
調
や
祖
国
に
身
を
捧
げ
た
軍
人
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
な

形
で
、
愛
国
心
を
涵
養
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
看
取
さ
れ
る
。「
宗
教

文
化
と
世
俗
倫
理
の
基
礎
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
科
目
は
学
校
の
正
課
に
と

ど
ま
る
が
、
ロ
シ
ア
正
教
会
に
着
目
す
る
と
、「
正
教
文
化
」
に
関
す
る

ロ
シ
ア
連
邦
と
周
辺
国
に
お
け
る
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
（
二
〇
〇

八
年
〜
）
や
日
曜
学
校
の
改
革
の
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
（
二
〇

一
八
年
）
な
ど
、
学
童
の
生
活
レ
ベ
ル
で
の
浸
透
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

他
方
、
愛
国
心
教
育
は
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
五
ヵ
年
ご
と
に
国
家
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
ロ
シ
ア
連
邦
市
民
の
愛
国
教
育
」
が
策
定
さ
れ
、
二
〇
二
一
年

に
は
第
五
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
動
し
た
。
西
山
美
久
は
、
こ
の
国
家
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
プ
ー
チ
ン
政
権
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
で
は
な
く
、
政

権
が
大
枠
を
設
定
し
た
後
、「
退
役
軍
人
や
地
方
な
ど
の
要
求
を
集
約
」

し
て
反
映
さ
せ
て
お
り
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
て
い

則
」
が
あ
り
、
養
子
は
同
本
同
姓
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
子
の
世

代
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
世
代
や
孫
の
世
代
は
養
子
に
で
き
な
い
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
養
子
先
が
限
定
さ
れ
、
海
外
養
子
へ
と
つ
な
が
っ

た
。

　
『
本
郷
人
』
の
「
私
た
ち
に
養
子
を
く
だ
さ
い
！
」
と
い
う
証
し
か
ら

は
「
四
位
基
台
」
完
成
の
た
め
に
、
信
者
は
養
子
に
出
す
こ
と
、
養
子
を

迎
え
る
こ
と
に
対
し
て
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

印
象
さ
え
受
け
る
。
統
一
教
会
に
お
け
る
養
子
縁
組
は
「
異
姓
不
養
の
原

則
」
か
ら
は
外
れ
る
が
、
ハ
ー
ド
ル
の
低
さ
が
あ
る
と
し
た
ら
韓
国
が
か

つ
て
養
子
送
り
出
し
国
だ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
の
検

討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
教
団
刊
行
物
か
ら
は
統
一
教
会
に
お

け
る
養
子
縁
組
は
教
団
の
関
与
が
少
な
か
ら
ず
う
か
が
え
る
。
厚
生
労
働

省
が
問
題
視
す
る
よ
う
に
、
統
一
教
会
に
お
け
る
養
子
縁
組
は
子
ど
も
の

福
祉
と
い
う
よ
り
「
四
位
基
台
」
完
成
と
い
う
信
仰
上
の
必
要
性
か
ら
の

養
子
縁
組
と
い
え
る
。
最
後
に
養
子
縁
組
も
「
二
世
問
題
」
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ロ
シ
ア
に
お
け
る
宗
教
文
化
教
育
と
愛
国
心
教
育

井
上
ま
ど
か

　

本
稿
の
問
い
は
、
今
日
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
宗
教
文
化
教
育
と
愛
国
心

教
育
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
国
民
へ
の
浸
透
が
図
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
宗
教
文
化
教
育
は
二
〇
一
二
年
に
公
教
育
に
導
入
さ
れ
た

が
、
そ
の
前
身
と
な
る
の
は
九
〇
年
代
の
士
官
学
校
に
お
け
る
正
教
文
化

教
育
で
あ
り
（
拙
著
「
軍
隊
と
ロ
シ
ア
正
教
会
」『
現
代
宗
教
』
二
〇
二

三
）、
そ
の
後
、
そ
の
他
の
伝
統
宗
教
の
文
化
（
イ
ス
ラ
ー
ム
、
仏
教
、
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〇
年
代
後
半
か
ら
学
童
を
対
象
に
生
活
レ
ベ
ル
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
こ

と
を
本
稿
で
は
確
認
し
た
。

る
（
西
山
美
久
『
ロ
シ
ア
の
愛
国
主
義
』
二
〇
一
八
）。
本
稿
で
は
、
第

一
次
（
二
〇
〇
一
年
〜
〇
五
年
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
察
対
象
と
す
る
。

こ
こ
で
「
愛
国
主
義
」
と
は
「
軍
事
愛
国
主
義
」
の
こ
と
で
あ
る
と
明
示

さ
れ
る
。
資
金
は
総
額
一
億
七
七
九
五
万
ル
ー
ブ
ル
で
、
そ
の
う
ち
連
邦

予
算
は
一
億
三
〇
七
八
万
ル
ー
ブ
ル
で
あ
る
。
資
金
割
当
先
の
四
分
の
一

を
占
め
る
の
が
ロ
シ
ア
教
育
省
、
次
に
ロ
シ
ア
文
化
省
（
約
一
八
％
）
で
、

教
育
・
文
化
面
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
〇
一
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
う
ち
、
ロ
シ
ア
正
教
会
に
関
わ
る
も
の
は
二
つ
で
、
従
軍
チ
ャ

プ
レ
ン
、
軍
隊
、
大
祖
国
戦
争
に
関
連
す
る
会
議
の
開
催
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
正
教
会
を
含
む
伝
統
諸
宗
教
に
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
つ
で
、
軍

人
や
徴
兵
さ
れ
た
兵
士
の
精
神
的
・
道
徳
的
教
育
に
関
わ
る
方
法
論
の
開

発
と
書
籍
出
版
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
執
行
主
体
は
特
別
市
（
モ
ス

ク
ワ
と
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）
に
偏
る
わ
け
で
は
な
く
、
東
は
沿

海
地
方
、
西
は
ブ
リ
ャ
ン
ス
ク
、
北
は
カ
レ
リ
ア
共
和
国
、
南
は
カ
ラ
チ

ャ
イ
・
チ
ェ
ル
ケ
ス
共
和
国
、
さ
ら
に
シ
ベ
リ
ア
連
邦
管
区
の
二
つ
の
連

邦
構
成
主
体
が
参
画
し
て
い
る
。
第
一
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
た
め
、
法

律
の
策
定
や
理
論
化
、
方
法
論
の
開
発
や
検
討
（
学
術
会
議
・
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
）
も
少
な
く
な
い
が
、
市
民
巻
き
込
み
型
の
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
あ

る
。
例
え
ば
記
念
式
典
（
張
鼓
峰
事
件
六
五
周
年
、
鉄
道
隊
創
設
一
五
〇

周
年
、
内
務
省
創
立
二
百
周
年
、
刑
法
創
設
一
二
五
周
年
）
の
ほ
か
、
芸

術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
、
世
代
間
交
流
、
民
族
史
上
の

英
雄
を
題
材
に
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
コ
ン

ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
で
あ
る
。
愛
国
心
教
育
は
国
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始

し
た
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
市
民
巻
き
込
み
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る
こ
と
、
宗
教
文
化
教
育
は
、
と
り
わ
け
ロ
シ
ア
正
教
会
が
二
〇
〇
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一
宮
地
域
に
お
け
る
妙
見
信
仰
の
考
察

竹
内
麻
耶
華

　

古
来
、
人
々
は
時
代
や
地
域
を
問
わ
ず
北
極
星
を
は
じ
め
と
し
た
星
を

様
々
な
目
印
に
生
活
を
し
て
い
た
。
特
に
、
漁
業
や
農
業
、
遊
牧
な
ど
を

中
心
と
し
た
生
業
に
活
か
し
、
星
を
頼
み
と
す
る
生
活
の
な
か
で
、
星
は

次
第
に
神
格
化
さ
れ
て
い
き
、
星
神
信
仰
が
発
展
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
日
本
に
お
い
て
、
北
極
星
や
北
斗
七
星
を
神
格
化
し
た

妙
見
が
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

本
発
表
で
は
、
愛
知
県
一
宮
市
木
曽
川
町
黒
田
に
お
け
る
妙
見
信
仰
に

つ
い
て
整
理
す
る
。
一
宮
地
域
の
な
か
で
も
、
現
在
も
妙
見
祭
を
執
り
行

っ
て
い
る
法
蓮
寺
を
中
心
に
、
関
係
古
書
を
通
し
て
妙
見
信
仰
の
歴
史
的

展
開
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

法
蓮
寺
は
、
日
蓮
宗
身
延
山
久
遠
寺
の
末
寺
で
あ
り
、
本
尊
は
日
蓮
聖

人
尊
定
曼
荼
羅
で
あ
る
。
こ
の
法
蓮
寺
の
境
内
に
あ
る
妙
見
堂
に
、
妙
見

菩
薩
は
安
置
さ
れ
る
。

　

尾
張
の
地
誌
で
あ
る
『
張
州
府
志
』
を
は
じ
め
『
尾
張
志
』、『
尾
張
名

所
図
会
』
に
は
、
法
蓮
寺
の
創
建
や
寶
物
に
関
す
る
概
要
に
つ
い
て
記
さ

れ
て
お
り
、
法
蓮
寺
の
妙
見
に
関
す
る
文
言
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
葉

栗
郡
役
所
文
書
「
古
社
寺
及
著
名
ノ
社
寺
ニ
関
す
る
調
査
書
」（
一
八
九

五
）
に
は
、
法
蓮
寺
の
絵
図
に
は
妙
見
堂
、
寶
物
の
ひ
と
つ
と
し
て
妙
見

大
士
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
八
九
五
年
に
は
法
蓮

寺
の
妙
見
堂
に
妙
見
菩
薩
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
法
蓮
寺
住
職
、
護
持
会
役
員
へ
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、「
法

蓮
寺
と
光
明
寺
（
天
台
宗
）
共
に
籠
守
勝
手
神
社
の
神
宮
寺
で
あ
っ
た
」

こ
と
、「
籠
守
勝
手
神
社
の
近
く
に
妙
見
宮
の
跡
地
が
あ
る
」
こ
と
が
う

か
が
え
た
た
め
、
籠
守
勝
手
神
社
の
関
係
古
書
も
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

　

籠
守
勝
手
神
社
は
、
創
建
よ
り
明
治
初
期
の
改
称
に
至
る
ま
で
、
黒
田

神
社
、
黒
田
天
神
と
い
わ
れ
て
い
る
。
御
祭
神
は
、
淀
比
咩
命
、
瀬
織
津

比
咩
命
の
二
柱
で
あ
る
。

　

法
蓮
寺
と
同
様
に
、
尾
張
の
地
誌
で
あ
る
『
張
州
府
志
』『
尾
張
志
』

『
尾
張
名
所
図
会
』
に
は
、
籠
守
勝
手
神
社
の
縁
起
を
は
じ
め
と
す
る
情

報
に
留
ま
る
の
み
で
あ
り
、
妙
見
に
関
す
る
記
載
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
寛
政
元
年
と
弘
化
五
年
の
籠
守
勝
手
神
社
の
棟
札
に
、
淀
比
咩

命
、
瀬
織
津
比
咩
命
の
二
柱
と
共
に
、
天
之
御
中
主
神
の
名
が
み
ら
れ
る

も
の
が
あ
っ
た
。
本
地
垂
迹
説
よ
り
、
妙
見
菩
薩
と
天
之
御
中
主
神
は
同

一
神
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
蓮
寺
に
安
置
さ
れ
る
前
に

は
、
籠
守
勝
手
神
社
が
妙
見
宮
と
し
て
在
り
、
妙
見
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
葉
栗
郡
紀
要
』
に
は
「
明
治
六

年
故
あ
り
て
之
（
妙
見
菩
薩
）
を
境
内
に
移
せ
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
籠
守
勝
手
神
社
か
ら
法
蓮
寺
へ
移
転
し
た
こ
と
が
、
古
書
の
な
か

で
も
記
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
黒
田
村
妙
見
に
つ
い
て
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
古
書
と

し
て
『
尾
濃
葉
栗
見
聞
集　

天
下
』
に
「
黒
田
村
妙
見
宮
起
之
事
」
が
あ

る
。
木
曽
川
よ
り
流
れ
着
い
た
木
板
が
妙
見
の
地
（
黒
田
）
へ
流
れ
着
き
、

こ
れ
を
妙
見
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
寛
永
五
年
に
九
世
日
言
聖
人
が
棟
札

を
納
め
、
十
三
世
日
相
上
人
が
妙
見
大
菩
薩
の
御
神
体
を
勧
請
し
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
黒
田
村
の
妙
見
信
仰
の
歴
史
的
展
開

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

本
発
表
を
通
し
て
、
愛
知
県
一
宮
地
域
に
お
け
る
妙
見
信
仰
の
歴
史
的

展
開
の
流
れ
に
つ
い
て
、
古
書
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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も
の
（
悪
熊
退
治
・
霊
送
り
型
）、
そ
れ
と
同
様
の
悪
事
を
な
し
た
熊
が

人
に
退
治
さ
れ
、
二
度
と
復
活
で
き
な
い
よ
う
に
追
放
さ
れ
る
も
の
（
悪

熊
退
治
・
追
放
型
）
と
が
あ
る
。
前
者
は
説
話
の
数
は
豊
富
で
あ
る
も
の

の
該
当
す
る
習
俗
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
一
方
で
、
後
者
に
は
ほ

ぼ
一
致
す
る
習
俗
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
「
退
治
・
霊
送
り
型
」
の
説
話
は
、
悪
い
熊
を
「
霊
送
り
に
値
す
る
も

の
」
に
転
化
し
て
利
用
す
る
物
語
と
も
い
え
、
そ
こ
に
お
い
て
神
と
の
関

係
は
「
祈
り
こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
熊
と
の

互
酬
的
関
係
が
自
然
発
生
的
な
も
の
で
は
な
く
作
為
的
に
つ
く
ら
れ
て
い

る
と
読
み
と
る
な
ら
ば
、
こ
と
ば
の
技
に
よ
る
狡
知
と
も
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
、
悪
熊
が
互
酬
性
の
循
環
か
ら
排
除
さ
れ
る
「
退
治
・
追

放
型
」
で
は
、
悪
熊
は
因
果
応
報
的
に
追
放
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
共
生
」

が
破
綻
し
暴
力
的
に
始
末
を
つ
け
た
も
の
だ
。

　

成
獣
ク
マ
の
説
話
に
お
い
て
、
熊
と
人
と
は
対
立
性
を
ベ
ー
ス
と
し
て

多
面
的
な
関
わ
り
を
結
ん
で
い
る
。
熊
は
歓
待
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

悪
熊
の
救
済
と
見
せ
か
け
て
利
用
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
り
、
追
放
・
排

除
の
対
象
と
も
な
る
。
唯
一
の
正
し
い
神
（
カ
ム
イ
）
と
の
付
き
合
い
方

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
ど
れ
も
あ
り
う
る
カ
ム
イ
へ
の
対
応
で
あ
る
。
そ

れ
と
対
照
的
な
の
が
、
飼
い
熊
送
り
の
儀
礼
と
対
応
す
る
仔
熊
説
話
で
あ

る
。
仔
熊
と
人
と
は
初
め
か
ら
融
和
的
で
、
対
立
は
む
し
ろ
人
と
人
の
間
、

す
な
わ
ち
良
い
人
間
と
悪
い
人
間
の
間
に
生
じ
る
。

　

ア
イ
ヌ
の
慣
例
で
は
、
人
を
殺
し
た
熊
は
二
度
と
神
の
国
に
戻
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
厳
し
く
処
罰
さ
れ
る
。
し
か
し
、
説
話
に
お
い
て
は
悪

熊
を
退
治
追
放
す
る
因
果
応
報
的
結
末
は
必
ず
し
も
好
ま
れ
な
い
。
悪
熊

と
交
渉
し
、
霊
送
り
す
る
に
値
す
る
も
の
に
転
換
す
る
説
話
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
に
、
限
定
的
な
地
域
の
妙
見
信
仰
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
流
行

神
と
し
て
存
在
し
た
妙
見
菩
薩
の
地
域
的
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
黒
田
の
妙
見
信
仰
と
し
て
、
現
在
妙
見
祭
を

積
極
的
に
行
う
法
蓮
寺
を
中
心
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
が
、
籠
守

勝
手
神
社
の
妙
見
宮
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
発

表
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
黒
田
村
の
近
く
に
は
黒
田
宿
が
あ
る
。

内
津
の
妙
見
（
愛
知
県
春
日
井
市
内
津
町
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
妙
見
）
も

同
様
に
、
近
く
に
内
津
宿
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
愛
知
県
の
妙
見

信
仰
は
街
道
の
影
響
が
あ
る
の
か
今
後
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

ア
イ
ヌ
熊
送
り
と
〈
自
然
と
の
共
生
〉 

│
│ 

口
承
説
話
の
分
析
か
ら 

│
│

馬
場
　
裕
美

　

ア
イ
ヌ
の
飼
い
熊
送
り
儀
礼
（
イ
オ
マ
ン
テ
）
は
、
自
然
界
の
頂
点
に

立
つ
熊
と
ア
イ
ヌ
と
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
、〈
ア
イ
ヌ
と
自
然
と

の
共
生
〉
の
代
名
詞
の
ご
と
く
用
い
ら
れ
る
。
様
々
な
要
素
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、
共
同
体
の
結
節
点
と
し
て
機
能
す
る
飼
い
熊
送
り
は
「
ア
イ
ヌ

文
化
の
中
核
」
と
も
い
わ
れ
、
ア
イ
ヌ
世
界
観
の
究
明
に
お
い
て
と
り
わ

け
重
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
熊
を
め
ぐ
る
ア
イ
ヌ
口
承
説
話
に
は
、

自
ら
を
人
に
差
し
出
す
「
好
ま
し
い
」
熊
よ
り
も
、
人
と
敵
対
す
る
悪
熊

が
多
く
を
占
め
る
。
本
発
表
は
、
人
と
熊
（
神
）
と
の
調
和
的
関
係
と
い

う
〈
共
生
〉
の
世
界
観
を
は
み
出
す
悪
熊
説
話
の
検
討
を
通
し
て
、
説
話

生
成
プ
ロ
セ
ス
や
そ
の
意
味
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

悪
熊
説
話
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
人
殺
し
や
人
さ
ら
い
な
ど
の

悪
事
の
た
め
退
治
し
た
悪
熊
に
請
わ
れ
て
霊
送
り
し
、
人
が
加
護
を
得
る
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解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
お
そ
ら
く
沖
縄
で
の
風
水
の
再

認
識
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
現
在
で
は
「
風
水
」
―
特
に
村
落

の
環
境
が
風
水
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
―
が
、
沖
縄
の
特
徴
の
一
つ
で
あ

る
と
沖
縄
内
で
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
沖
縄
を
除
く
日
本
に

お
い
て
は
沖
縄
の
村
落
で
は
現
在
で
も
風
水
を
意
識
し
て
い
る
と
漠
然
と

捉
え
ら
れ
、
沖
縄
に
お
い
て
は
村
落
の
風
水
を
琉
球
時
代
以
来
の
伝
統
だ

と
漠
然
と
捉
え
て
い
る
。
沖
縄
の
風
水
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
や
議

論
は
、
確
か
に
沖
縄
の
村
落
の
風
水
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
き
て
い
る
が
、

同
時
に
現
在
で
も
沖
縄
の
村
落
で
は
風
水
が
機
能
し
て
い
る
と
の
印
象
を

与
え
る
結
果
を
招
い
て
も
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
現
在
の
沖
縄
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
風
水
が
意
識
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
九
九
五
年
に
沖
縄
県
が
策
定
し
た
「
沖
縄
県
土
木
施
設
景
観
形
成
技

術
指
針（
案
）」
で
は
、
土
木
施
設
の
景
観
形
成
の
「
メ
イ
ン
テ
ー
マ
」
を

「
沖
縄
ら
し
さ
が
き
わ
だ
つ　

明
る
く
、
や
さ
し
く
、
お
お
ら
か
な　

亜

熱
帯
・
風
水
・
土
木
づ
く
り
」
と
し
て
お
り
、「
風
水
」
を
「
沖
縄
ら
し

さ
」
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
説
明

に
お
い
て
、
風
水
が
「
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
東
洋
的
地
理
学
で
あ
り
、
王

朝
時
代
の
沖
縄
で
は
集
落
・
家
屋
・
墓
・
宮
殿
な
ど
の
立
地
や
形
態
が
こ

れ
に
従
っ
て
決
め
ら
れ
て
き
た
と
云
わ
れ
て
い
る
」
と
紹
介
し
て
い
る

が
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
「
風
水
」
は
「
古
来
の
風
水
術
を
指
す
も

の
で
は
な
く
、
自
然
を
読
み
と
り
、
こ
れ
を
大
切
に
し
な
が
ら
活
か
そ
う

と
す
る
発
想
」
と
し
て
お
り
、
直
接
の
術
で
は
な
く
そ
の
背
後
と
な
っ
て

い
る
で
あ
ろ
う
発
想
（
理
念
）
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
同

案
の
「
土
木
景
観
デ
ザ
イ
ン
指
針
」
に
示
さ
れ
た
集
落
内
の
街
区
構
成
に

熊
と
の
互
酬
的
関
係
の
成
就
は
無
理
や
り
達
成
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ

と
も
で
き
る
。
人
と
熊
と
の
間
に
あ
る
衝
突
や
敵
対
関
係
は
本
当
は
「
な

い
」
あ
る
い
は
「
解
決
で
き
る
」
と
言
挙
げ
す
る
物
語
で
あ
る
、
と
。

　

説
話
に
お
い
て
互
酬
的
関
係
が
強
調
さ
れ
る
背
景
に
は
、
そ
れ
が
「
な

い
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
意

味
に
お
い
て
も
、
こ
の
物
語
は
き
わ
め
て
作
為
的
に
つ
く
ら
れ
た
「
互
酬

性
の
物
語
」
で
あ
り
、
退
治
霊
送
り
型
の
悪
熊
説
話
は
、
不
可
能
な
現
実

に
対
し
て
の
「
虚
構
」
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う

し
た
物
語
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
和
人
に
よ
る
収
奪
過
程
を
歴
史
的
背
景

と
し
て
、
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
と
自
然
（
神
、
動
物
）
と
の

関
わ
り
を
理
想
化
し
た
語
り
で
あ
る
、
と
す
る
説
明
が
可
能
で
あ
り
、
ま

た
同
時
に
、
根
源
的
な
「
人
と
動
物
と
の
関
係
の
非
対
称
性
」
に
関
わ
る

課
題
が
語
ら
れ
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ア
イ
ヌ
と
熊
と
の
か
か
わ
り
は
、
調
和
的
だ
が
一
面
的
な
〈
共
生
〉
の

マ
ス
タ
ー
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
面
が
あ
る
。
熊
の
利
用
や

追
放
と
い
っ
た
暴
力
性
や
非
対
称
性
が
扱
わ
れ
て
い
る
悪
熊
説
話
へ
の
着

目
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
〈
共
生
〉
を
相
対
化
し
、

多
面
的
で
現
実
的
な
、
全
体
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
世
界
を
捉
え
る
視
点
を
提

供
す
る
。

沖
縄
に
お
け
る
風
水
の
意
識
の
現
状

鈴
木
　
一
馨

　

琉
球
王
国
は
「
風
水
」
に
よ
る
村
落
の
環
境
形
成
を
統
治
手
段
の
一
つ

と
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
日
本
の
風
水
ブ
ー
ム
の
中
で
こ
の

史
実
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
沖
縄
は
「
風
水
の
地
」
と
し
て
理
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本
発
表
は
、
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｆ
Ｅ
二
一
世
紀
財
団
二
〇
二
一
年
度
ア

ジ
ア
歴
史
研
究
助
成
「
東
ア
ジ
ア
の
風
水
文
化
の
伝
播
関
係
に
お
け
る
沖

縄
の
位
置
」（
研
究
代
表
者
、
鈴
木
一
馨
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

大
韓
民
国
第
二
〇
代
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
巫
俗
言
説

新
里
　
喜
宣

　

大
韓
民
国
第
二
〇
代
大
統
領
選
挙
は
二
〇
二
二
年
三
月
九
日
に
実
施
さ

れ
、
国
民
の
力
の
尹
錫
悦
候
補
の
勝
利
と
な
っ
た
。
本
発
表
で
注
目
し
た

い
こ
と
は
、
大
統
領
選
挙
の
過
程
で
、
そ
し
て
選
挙
が
終
わ
っ
て
一
年
半

が
経
過
し
た
二
〇
二
三
年
九
月
現
在
に
お
い
て
も
、「
巫
俗
」
と
い
う
用

語
が
大
統
領
と
の
関
連
で
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
り
わ

け
二
〇
一
六
年
の
「
崔
順
実
ゲ
ー
ト
」
以
降
、
巫
俗
は
政
治
と
の
関
連
の

も
と
、
し
ば
し
ば
否
定
的
に
語
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
発
表

は
、
崔
順
実
ゲ
ー
ト
の
言
説
も
参
照
し
な
が
ら
、
第
二
〇
代
大
統
領
選
挙

に
お
け
る
巫
俗
言
説
か
ら
、
現
代
韓
国
に
お
け
る
巫
俗
の
社
会
的
地
位
を

探
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
こ
れ
は
、
巫
俗
儀
礼
な
ど
に
対
す
る

現
地
調
査
に
加
え
て
、
言
説
研
究
も
ま
た
、
韓
国
社
会
と
巫
俗
の
関
係
を

捉
え
る
上
で
有
用
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
、

本
発
表
の
第
二
の
目
的
は
、
第
二
〇
代
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
巫
俗
言
説

に
の
み
見
出
さ
れ
る
特
徴
を
探
る
点
に
置
く
。
崔
順
実
ゲ
ー
ト
以
降
、
政

治
と
巫
俗
の
関
係
が
大
き
な
社
会
的
テ
ー
マ
と
な
っ
て
来
た
わ
け
で
あ
る

が
、
崔
順
実
ゲ
ー
ト
と
第
二
〇
代
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
巫
俗
言
説
の
差

異
に
つ
い
て
も
、
し
か
と
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
〇
代
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
巫
俗
が
頻
繁
に
語
ら
れ
出
す
の
は
、

お
い
て
は
、「
気
」
を
う
ま
く
流
す
と
い
う
風
水
の
論
理
に
よ
る
秩
序
性

に
着
目
し
、
結
論
と
し
て
風
水
的
な
秩
序
（
丁
字
路
の
形
成
）
を
集
落
景

観
形
成
に
求
め
て
お
り
、「
気
」
の
村
落
内
部
に
お
け
る
景
観
機
能
が
実

際
に
機
能
し
て
い
る
と
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
九
九
五
年
の
読
谷
村
都
市
基
本
計
画
で
提
示
さ
れ
、
現
在
も

継
続
す
る
将
来
地
域
像
「
鳳
計
画
」
に
お
い
て
は
、
標
語
と
し
て
「
ゆ
た

さ
あ
る
風
水　

優
る
肝
心　

咲
き
誇
る
文
化　

…
」
を
掲
げ
、
読
谷
村
の

形
そ
の
も
の
を
鳳
の
姿
に
擬
え
、
役
場
な
ど
村
の
中
心
施
設
が
風
水
に
適

っ
た
場
所
に
造
ら
れ
た
旨
を
説
明
し
て
お
り
、
行
政
と
し
て
実
際
に
風
水

を
用
い
た
例
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
村
長
山
内
徳
信
は
自
著
『
沖
縄
・

読
谷
村　

憲
法
力
が
つ
く
り
だ
す
平
和
と
自
治
』
に
、
都
市
計
画
策
定
の

際
の
各
集
落
の
調
査
の
結
果
と
し
て
、
昔
の
集
落
が
「
風
水
の
思
想
」
を

背
景
と
し
た
一
定
の
ス
ト
ー
リ
ー
（
秩
序
、
筋
書
き
、
構
想
）
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
こ
と
を
「
突
き
止
め
」、
役
場
を
風
水
に
適
う
場
所
に
設
置
し

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
元
読
谷
村
役
場
職
員
の
大
城
友
誼
は
、
土
地

利
用
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
の
際
の
字
毎
の
意
見
聴
取
集
会
の 

場
で
村
民
か
ら
「
風
水
」
と
い
う
言
葉
が
出
さ
れ
た
と
証
言
し
て
い
る

（「
週
刊
か
ふ
う
」
和
来
龍
「
風
水
看
が
見
る
景
色
」
一
四
）。
山
内
の
言

の
通
り
で
あ
れ
ば
村
職
員
が
一
九
九
〇
年
代
ま
で
忘
却
さ
れ
て
い
た
風
水

を
再
発
見
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
大
城
の
証
言
の
通
り
で
あ
れ
ば
村
民
の

意
識
の
中
に
風
水
は
生
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
読
谷
村
が

「
鳳
計
画
」
で
用
い
た
風
水
は
沖
縄
旧
来
の
も
の
で
は
な
く
韓
国
の
風
水

師
張
ヨ
ン
フ
ン
の
見
立
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
「
風
水
」
と
い

う
理
念
は
そ
こ
に
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
系
統
や
歴
史
的
継
続
性
に
つ
い

て
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
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捉
え
ら
れ
な
が
ら
、
同
時
に
文
化
と
し
て
の
地
位
も
確
立
し
て
い
る
と
い

う
点
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
発
表
の
二
点
目
の
目
的
と
の
関
連
で
、
第
二
〇
代
大
統
領
選
挙
の
巫

俗
言
説
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
時
の
尹
錫
悦
候

補
と
そ
の
夫
人
に
、
実
際
に
「
巫
俗
的
」
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
見
出
さ
れ

る
点
で
あ
る
。「
巫
俗
的
」
と
称
さ
れ
る
人
物
と
の
関
係
や
、
夫
人
の
博

士
論
文
の
タ
イ
ト
ル
に
「
運
勢
」
と
い
う
概
念
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
巫

俗
と
の
関
係
を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
。
む
ろ
ん
、
論

理
的
に
言
え
ば
、
巫
俗
と
の
関
係
そ
れ
自
体
は
批
判
の
対
象
と
は
な
り
得

な
い
も
の
の
、
崔
順
実
ゲ
ー
ト
と
は
違
い
、
尹
錫
悦
候
補
お
よ
び
夫
人
と

巫
俗
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
、
ま
た
選
挙
後
の
動
向
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

現
代
韓
国
に
お
け
る
巫
俗
言
説
に
つ
い
て
調
査
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

南
洋
華
人
の
斗
母
・
九
皇
爺
崇
拝 

│
│ 

マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ナ
ン
の
事
例
を
軸
に 

│
│

山
下
　
博
司

　

華
南
に
起
源
を
も
つ
九
皇
齋
節
は
、
北
斗
信
仰
に
関
係
す
る
斗
母
（
北

極
星
）
と
九
皇
爺
（
北
斗
星
）
を
崇
め
る
祭
事
で
、
中
国
系
移
民
の
拡
大

と
と
も
に
東
南
ア
ジ
ア
各
地
に
伝
播
し
、
土
地
ご
と
の
変
容
・
変
異
を
伴

い
つ
つ
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
タ
イ
南
部
の
プ
ー
ケ
ッ
ト
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
北
部
ペ
ナ
ン
の
三
事
例
に
つ
い
て
対
照
を
試

み
、
全
体
の
意
義
に
論
及
し
て
み
た
い
。

　

プ
ー
ケ
ッ
ト
の
九
皇
齋
節
は
華
人
の
目
立
た
な
い
祭
事
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
日
か
ら
で
あ
る
。「
王
の
字
問
題
」
や
「
王
の
字

論
難
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
が
、
尹
錫
悦
候
補
の
掌
に
「
王
」
の
字
が
書
か

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
が
「
巫
俗
的
」
な
も
の
で
は
な
い
か
と

話
題
に
な
っ
た
。
尹
錫
悦
側
は
、
当
初
は
「
支
持
者
が
油
性
ペ
ン
で
書
い

た
も
の
で
消
せ
な
か
っ
た
」
と
弁
明
し
た
が
、
そ
れ
が
苦
し
く
な
る
と
、

今
度
は
「
指
を
中
心
に
手
の
消
毒
を
し
て
お
り
、
掌
の
消
毒
は
し
て
い
な

か
っ
た
」
と
弁
明
内
容
を
変
え
る
な
ど
、
何
か
を
隠
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
言
動
を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
よ
う
な
言
動
が
、
人
々
に
崔
順
実
ゲ
ー
ト

と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
巫
俗
批
判
が
加
熱
し
て
い
く
。

　

本
発
表
に
お
い
て
特
に
着
目
し
た
の
は
、
第
二
〇
代
大
統
領
選
挙
に
お

け
る
巫
俗
言
説
が
、
巫
俗
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

つ
つ
、
そ
れ
ほ
ど
強
い
巫
俗
批
判
に
は
な
っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
れ

は
崔
順
実
ゲ
ー
ト
の
巫
俗
言
説
に
も
共
通
す
る
点
だ
が
、
巫
俗
そ
れ
自
体

が
悪
い
の
で
は
な
く
、
嘘
を
つ
く
こ
と
、
そ
し
て
巫
俗
を
国
政
に
持
ち
込

む
こ
と
に
批
判
の
焦
点
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
正
面
か
ら
の
巫
俗
批
判
に

は
な
っ
て
い
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
韓
国
の
近
現
代
史
に
お
い
て
、
巫

俗
は
「
迷
信
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ
、
き
わ
め
て
否
定
的
に
捉
え

ら
れ
て
き
た
。
第
二
〇
代
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
巫
俗
言
説
の
大
部
分
が

巫
俗
と
い
う
言
葉
を
否
定
的
に
用
い
、
相
手
を
攻
撃
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
使
用
し
て
い
る
点
は
、
巫
俗
が
現
代
社
会
で
も
否
定
的
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
巫
俗
へ
の
肯
定
的
な
視
点
が
社

会
的
に
共
有
さ
れ
る
以
前
の
言
説
と
比
較
す
る
と
、
二
〇
二
〇
年
代
の
記

事
で
は
、
巫
俗
批
判
は
そ
れ
な
り
に
自
制
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

巫
俗
批
判
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
の
と
こ
ろ
正
面
か
ら
の
巫
俗
批

判
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
は
、
巫
俗
が
迷
信
と
し
て
否
定
的
に
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こ
で
の
九
皇
齋
節
の
特
徴
は
、
官
憲
の
干
渉
に
伴
う
祭
儀
の
変
容
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
呼
び
物
に
な
っ
て
い
る
種
類
の
荒
技
の
開
陳

は
こ
こ
で
は
概
ね
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
自
己
に
向
け
ら
れ
た
も
の
を
含
む

流
血
や
暴
力
に
対
し
政
府
は
神
経
を
尖
ら
せ
て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら

の
分
離
以
前
に
は
見
ら
れ
た
は
ず
の
荒
行
の
数
々
も
今
や
実
行
不
能
に
な

っ
て
い
る
。
爆
竹
の
使
用
禁
止
、
祭
儀
行
列
へ
の
制
限
、
行
事
の
届
け
出

や
警
備
員
配
置
の
義
務
化
な
ど
、
治
安
や
安
全
面
に
神
経
質
な
国
家
体
制

の
も
と
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
伝
統
儀
礼
の
変
容
が
進
行
し
て
い
る
。
暴

力
を
伴
う
儀
礼
に
代
わ
り
、
お
神
輿
を
激
し
く
揺
動
さ
せ
る
な
ど
、
宗
教

的
熱
狂
を
維
持
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
代
替
手
段
が
案
出
さ
れ
て
い
る

が
、
宗
教
の
神
秘
的
な
側
面
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。

　

ペ
ナ
ン
の
九
皇
齋
節
は
古
い
伝
統
に
立
脚
し
、
祭
事
の
原
形
を
多
く
保

つ
も
の
と
見
な
し
得
る
。
最
古
の
伝
統
を
引
く
寺
廟
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ

ン
市
の
香
港
巷
斗
母
宮
で
、
一
九
〇
〇
年
以
前
（
一
九
世
紀
半
ば
）
に
遡

る
。
香
港
巷
斗
母
宮
に
は
古
文
書
な
ど
も
保
存
さ
れ
て
お
り
、
昔
な
が
ら

の
や
り
方
に
沿
っ
て
、
奇
を
て
ら
わ
ず
に
九
皇
齋
節
が
行
わ
れ
て
い
る
。

タ
ン
キ
ー
に
よ
る
託
宣
や
お
祓
い
、
頬
に
槍
を
通
す
儀
礼
な
ど
も
残
り
、

比
較
的
素
朴
な
形
態
の
儀
礼
実
践
の
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ペ
ナ

ン
に
古
い
形
態
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
国

で
あ
る
こ
と
と
マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
（
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
）
の
結
果
と
し

て
華
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
比
較
的
強
固
に
保
た
れ
た
こ
と
も
関
係
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

三
つ
の
事
例
に
共
通
す
る
背
景
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
中
国
イ
メ

ー
ジ
の
好
転
に
伴
い
華
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
顕
示
に
抵
抗
が
除
か
れ

一
九
八
〇
年
代
に
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
得
る
と
、
規
模
の
拡
大
と
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
化
が
相
俟
っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
等
の
中

国
系
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
宗
教
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
相

違
を
超
え
た
国
際
的
な
祭
典
へ
の
道
が
拓
け
た
。
島
に
は
華
人
系
住
民
が

多
く
、
島
民
の
間
に
人
口
の
過
半
数
が
大
な
り
小
な
り
中
国
系
で
あ
る
と

の
言
説
が
あ
り
、
こ
う
し
た
華
人
概
念
の
曖
昧
さ
が
参
加
資
格
を
緩
や
か

な
も
の
に
し
、
際
限
な
く
住
民
を
誘
う
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
近
年
で
は
、
起
源
と
来
歴
で
紛
れ
も
な
く
華
人
系
の
祝
祭
に
も
拘

わ
ら
ず
、
人
類
の
融
和
や
共
存
を
強
調
し
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の

別
を
超
え
た
祝
典
と
い
う
側
面
を
強
く
打
ち
出
す
よ
う
な
っ
て
い
る
。
祭

り
の
世
俗
性
・
脱
宗
教
性
も
指
摘
さ
れ
る
。
人
々
の
殆
ど
は
宗
教
的
動
機

で
は
な
く
多
分
に
物
見
遊
山
的
な
目
的
で
祭
り
に
参
集
す
る
。
自
傷
行
為

を
含
む
荒
行
を
担
っ
て
い
る
タ
ン
キ
ー
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
た
ち
が
代
表
し

て
苦
行
に
勤
し
み
、
世
俗
の
者
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
そ
の
福
徳
の
分
配
に
与

っ
て
い
る
と
い
う
構
図
が
垣
間
見
え
る
。

　

こ
の
祭
り
を
盛
行
に
導
い
て
い
る
の
は
そ
の
多
義
性
で
あ
る
。
祭
り
の

目
的
は
、
祈
願
の
成
就
、
地
域
社
会
の
融
和
、
自
己
の
帰
属
の
確
認
、
菜

食
の
享
受
、
娯
楽
な
ど
、
宗
教
・
世
俗
の
両
面
で
個
人
ご
と
に
多
岐
に
わ

た
り
、
意
義
も
様
々
に
分
か
れ
る
。
背
景
に
は
、
近
年
の
著
し
い
島
の
観

光
化
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
進
展
に
伴
う
住
民
の
意
識
の
変
化
が
あ
る
。

皮
肉
で
は
あ
る
が
、
現
代
に
お
け
る
脱
宗
教
的
な
風
潮
・
趨
勢
が
、
こ
の

祭
り
を
類
稀
な
華
々
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

そ
れ
に
対
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
華
人
が
全
人
口
の
絶
対
多
数
を
占

め
て
お
り
、
九
皇
齋
節
は
「
華
人
の
祭
り
」
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
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州
の
Ｈ
Ｓ
法
整
備
運
動
を
牽
引
し
た
。
Ｈ
Ｓ
生
を
中
心
に
学
生
を
集
め
る

保
守
的
キ
リ
ス
ト
教
大
学
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ヘ
ン
リ
ー
大
学
新
設
（
二
〇

〇
〇
年
）
も
話
題
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
福
音
派
の
Ｈ
Ｓ
は
既
に
約
半
世
紀
の
歴
史
を
も
つ
が
、

「
キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
問
題
の
浮
上
が
、
そ
の
孵
卵
器
と
し

て
の
Ｈ
Ｓ
へ
の
関
心
を
新
た
に
高
め
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
の
コ
ロ
ナ
禍
、

ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
と
そ
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
、
大
統
領
戦

で
の
ト
ラ
ン
プ
敗
北
と
連
邦
議
事
堂
襲
撃
事
件
（
二
〇
二
一
年
一
月
）
な

ど
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
の
分
断
が
改
め
て
可
視
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ア

メ
リ
カ
は
建
国
以
来
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
る
と
の
主
張
が
保
守
の
一
角
で

強
固
に
支
持
さ
れ
、「
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
」
に
よ
る
統
合
を
求
め
る
根

拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
憲
法
上

の
政
教
分
離
原
則
と
州
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
律
さ
れ
、
世
俗
的
リ

ベ
ラ
ル
派
の
影
響
を
排
除
で
き
な
い
公
立
学
校
の
外
で
、
保
守
的
か
つ
キ

リ
ス
ト
的
な
│
│
場
合
に
よ
っ
て
は
学
術
界
の
定
説
を
無
視
し
、
白
人
中

心
主
義
的
と
も
思
わ
れ
る
よ
う
な
│
│
教
育
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
、

分
断
を
悪
化
さ
せ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
観
点
か
ら
、
Ｈ
Ｓ
に
再

度
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
二
〇
二
〇
年
に
は
Ｈ
Ｓ
生
が
急

増
し
（
但
し
現
在
は
ピ
ー
ク
時
よ
り
減
少
）、
公
立
学
校
に
か
わ
る
選
択
肢

と
し
て
Ｈ
Ｓ
の
存
在
感
が
増
し
た
こ
と
も
、
そ
れ
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

本
発
表
は
次
に
、
保
守
的
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
Ｈ
Ｓ
に
お
い
て
、
ア
メ
リ

カ
史
の
分
野
で
何
が
教
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
端
を
、
Ｈ
Ｓ
教
材

を
資
料
と
し
分
析
し
た
。
福
音
派
の
Ｈ
Ｓ
運
動
は
「
キ
リ
ス
ト
教
的
」
教

材
制
作
会
社
の
発
展
と
と
も
に
進
ん
で
き
た
。
今
回
取
り
上
げ
た
の
は
、

ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
法
的
擁
護
協
会
が
提
供
す
る
Ｈ
Ｓ
コ
ー
ス
で
推
薦
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
華
人
た
ち
の
祖
国
で
あ
る
中
国
が
文
化
大
革
命
の
混
乱

の
の
ち
著
し
い
経
済
発
展
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が
好
転
し
、「
中
国
性
」

Chinese-ness

を
開
陳
す
る
こ
と
に
躊
躇
が
軽
減
さ
れ
、
現
況
の
よ
う

な
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
化
へ
の
道
が
拓
か
れ
た
と
言
え
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
宗
教
の
動
向

佐
藤
　
清
子

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
宗
教
右
派
と
教
育
に
関
し
て
は
、
進
化
論
の
是
非
な

ど
、
公
立
学
校
で
の
教
育
内
容
を
め
ぐ
る
攻
防
が
こ
れ
ま
で
特
に
注
目
さ

れ
て
き
た
。
一
方
本
発
表
で
は
、
福
音
派
に
よ
る
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
リ
ン
グ

（
以
下
Ｈ
Ｓ
）
運
動
を
取
り
上
げ
、
研
究
意
義
や
動
向
、
今
後
の
展
望
を

ま
と
め
た
。

　

発
表
で
は
ま
ず
、
二
一
世
紀
宗
教
右
派
の
教
育
戦
略
全
体
を
「
変
革
」

と
「
離
脱
」
と
し
て
描
き
、
Ｈ
Ｓ
の
位
置
づ
け
を
示
し
た
。
反
批
判
的
人

種
理
論
、
反
ジ
ェ
ン
ダ
ー
多
様
性
教
育
な
ど
、
宗
教
右
派
が
公
立
学
校
の

教
育
内
容
変
革
を
求
め
る
動
き
も
一
貫
し
て
続
い
て
い
る
が
、
近
年
も
う

一
つ
目
立
つ
の
は
、「
親
の
選
択
」
を
強
調
し
、
公
立
学
校
か
ら
離
脱
し
て

ゆ
く
動
き
│
│
宗
教
系
私
立
学
校
へ
の
公
的
教
育
資
金
供
与
拡
大
や
宗
教

系
公
設
民
営
学
校
の
設
置
、
そ
し
て
Ｈ
Ｓ
運
動
の
活
発
化
│
│
で
あ
る
。

　

Ｈ
Ｓ
は
宗
教
的
・
世
俗
的
を
問
わ
な
い
様
々
な
立
場
の
人
々
に
よ
っ
て

実
践
さ
れ
て
い
る
が
、
宗
教
右
派
の
な
か
で
も
福
音
派
が
Ｈ
Ｓ
に
力
を
入

れ
て
き
た
。
世
俗
的
公
立
学
校
に
不
満
を
も
つ
福
音
派
が
八
〇
年
代
ご
ろ

か
ら
Ｈ
Ｓ
に
積
極
的
に
参
入
し
た
こ
と
で
運
動
全
体
が
拡
大
し
た
。
キ
リ

ス
ト
教
的
団
体
を
公
言
す
る
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
法
的
擁
護
協
会
（H

om
e 

School Legal D
efense A

ssociation 

一
九
八
三
年
設
立
）
は
、
各
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初
頭
に
「
禅
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
が
呼
び
起
こ
し
た
セ
ク
ト
批
判
の

文
脈
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
お
け
る
セ
ク
ト
批
判

を
め
ぐ
る
思
想
的
対
抗
軸
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
「
禅
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
と
は
、
桜
沢
如
一
（
一
八
九
三
―
一
九

六
六
）
が
主
唱
し
た
玄
米
食
を
中
心
と
し
た
食
餌
療
法
の
こ
と
で
、
特
に

日
本
以
外
で
用
い
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
。
一
九
六
七
年
七
月
に
フ
ラ
ン
ス

に
渡
っ
た
弟
子
丸
泰
仙
は
、
当
初
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
団
体
の
中
で
禅

を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
た
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
で
出
版
し
た
自
著
の
な
か

で
、
近
代
医
学
を
批
判
し
、
集
中
法
や
呼
吸
法
、
鍼
灸
や
指
圧
、
食
養
法

な
ど
に
よ
る
東
洋
医
学
の
治
療
法
を
「
禅
療
法
（Zen thérapie

）」
と

し
て
紹
介
し
、
坐
禅
も
治
療
法
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
い
た
。
西
洋
近
代

医
学
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
食
養
・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
世
界
観
が
禅
と
と
も
に
一
九
六
〇
・
七
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
で

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、「
禅
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
」
は
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
民
間
の
反
セ
ク
ト
運
動
に
お
い
て
「
セ

ク
ト
」
と
し
て
名
指
し
さ
れ
、
批
判
さ
れ
る
に
至
る
。
こ
の
批
判
を
行
っ

た
の
が
、
文
学
者
ロ
ジ
ェ
・
イ
コ
ー
ル
（Roger Ikor 

一
九
一
二
―
一

九
八
六
）
で
あ
り
、
彼
は
一
九
八
一
年
、
大
統
領
へ
の
書
簡
と
い
う
体
裁

を
と
っ
て
、Je porte plainte

（
私
は
訴
え
る
）
と
い
う
著
作
を
発
表
し

た
。
本
書
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
具
体
的
な
セ
ク
ト
規
制
に
つ
い
て

の
議
論
に
比
べ
、
若
者
や
政
治
・
社
会
に
対
す
る
批
判
が
前
面
に
出
て
い

る
。
以
下
で
は
、
本
書
の
内
容
を
検
討
す
る
。

　

玄
米
食
に
基
づ
く
食
餌
療
法
で
あ
る
「
禅
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
に

は
、
様
々
な
症
状
に
合
わ
せ
た
レ
シ
ピ
が
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ

の
食
餌
療
法
は
近
代
医
学
に
批
判
的
で
あ
り
、
イ
コ
ー
ル
は
そ
の
反
科
学

て
い
る
二
冊
の
教
科
書
、
キ
リ
ス
ト
教
的
Ｈ
Ｓ
の
歴
史
教
科
書
に
特
化
し

た
ノ
ッ
ト
グ
ラ
ス
社
の
『
ア
メ
リ
カ
の
探
究
』
二
〇
一
九
年
版
（
高
校 

生
レ
ベ
ル
）、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ヘ
ン
リ
ー
大
学
歴
史
学
教
授
ロ
バ
ー
ト
・

Ｇ
・
ス
ピ
ニ
ー
著
『
合
衆
国
史
―
キ
リ
ス
ト
教
的
観
点
』
第
四
版
（
二
〇

二
〇
年
、
大
学
準
備
レ
ベ
ル
）
で
あ
る
。
歴
史
が
神
の
も
と
に
運
行
し
て

い
る
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
奴
隷
制
を
批
判
し
、
ア
メ
リ
カ
が
神
の
特
別

な
国
家
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
前
者
に
対
し
、
後
者
は
叙
述
上
世
俗
的

歴
史
に
近
い
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
建
国
を
そ
の
奴
隷
制
と
と
も
に
肯
定
す

る
姿
勢
を
示
す
。
二
つ
の
教
科
書
か
ら
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
的
」
歴
史
教

科
書
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

発
表
末
で
は
、
今
後
よ
り
幅
広
く
教
科
書
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
公

立
学
校
の
教
育
内
容
変
革
運
動
と
の
関
連
性
を
調
査
し
、
加
え
て
、
Ｈ
Ｓ

現
場
へ
の
接
近
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
を
展
望
と
し
て
示
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
禅
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
批
判

輝
元
　
泰
文

　

発
表
者
は
、
一
九
六
〇
・
七
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
で
禅
の
布
教
を
行
っ

た
弟
子
丸
泰
仙
（
一
九
一
四
―
一
九
八
二
）
の
思
想
に
つ
い
て
、
近
代
西

洋
医
学
に
批
判
的
な
食
養
や
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
密
接
に
連
関
す
る

も
の
で
、「
仏
教
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の
主
流
と
は
別
の
近
代
像
を
持
つ
仏
教

運
動
で
あ
り
、
近
代
主
義
と
も
伝
統
主
義
と
も
異
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
ラ
イ
シ
テ
を
標
榜
す
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
こ
の
弟
子

丸
の
禅
と
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
が
一
定
の
広
が
り
を
見
せ
た
と
し
て

も
、
そ
の
近
代
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
フ
ラ
ン
ス
社
会
で
い
か
な

る
反
応
を
引
き
起
こ
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
発
表
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
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右
傾
化
す
る
福
音
派 

│
│ 

精
神
世
界
と
の
シ
ン
ク
ロ
か
ら 

│
│伊

藤
耕
一
郎

　

二
〇
二
〇
年
半
ば
か
ら
右
傾
化
し
た
情
報
が
福
音
派
の
一
部
（
以
下
福

音
派
と
記
す
）
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
の
を
み
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
精
神
世
界
の
一
部
か
ら
も
似
た
よ
う
な
情
報
は
発
信
さ
れ
て
お

り
、
発
表
者
は
こ
の
現
象
を
一
連
の
「
福
音
派
と
精
神
世
界
の
シ
ン
ク
ロ

現
象
」
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
、
現
地
調
査
及
び
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

　

両
者
の
主
張
を
比
較
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
①
一
部
の
国
・
民
族
に
対
す

る
排
外
主
義
、
②
Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
（W

ar Guilt Inform
ation Program

）

に
対
す
る
恣
意
的
解
釈
、
③
神
道
と
日
本
文
化
の
尊
重
、
④
天
皇
に
対
す

る
期
待
、
⑤
陰
謀
論
の
受
容
率
の
高
さ
に
、
類
似
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
た
。

　

特
に
Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
に
つ
い
て
は
両
者
と
も
「
日
本
人
再
教
育
洗
脳
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
し
て
お
り
、「
日
本
人
は
占
領
軍
に
よ
っ
て
洗
脳
さ
れ
た
」
と

い
う
主
張
が
多
く
見
ら
れ
た
。
発
表
者
が
調
査
を
し
た
範
囲
に
限
れ
ば
、

そ
の
情
報
源
の
大
半
は
陰
謀
論
的
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
サ
イ
ト
か
ら
で
、

「
陰
謀
論
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
」（
清 

二
〇
二
三
）
が
双
方
の
中
で
進
行
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
〇
二
〇
年
の
米
国
大
統
領
選
挙
で
も
、
福
音
派
・
精
神

世
界
の
双
方
が
ほ
ぼ
同
時
に
情
報
発
信
や
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
た
（
伊

藤 

二
〇
二
一
）。
し
か
し
、
今
回
の
事
例
で
は
精
神
世
界
が
既
に
神
戸
護

国
神
社
で
マ
ル
シ
ェ
や
正
式
参
拝
、
映
画
上
映
等
に
よ
る
啓
蒙
活
動
を
行

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
福
音
派
で
は
「
福
音
的
先
祖
供
養
の
実
行
」、「
前

大
戦
の
意
義
を
再
評
価
し
英
霊
の
慰
霊
を
伴
っ
た
礼
拝
を
行
う
」、「
天
皇

を
敬
い
、
神
道
な
ど
の
日
本
の
文
化
を
重
視
し
た
礼
拝
を
実
行
す
る
」
な

的
・
反
合
理
主
義
的
姿
勢
を
問
題
視
し
た
が
、
禅
に
つ
い
て
は
宗
教
・
哲

学
と
見
な
し
て
批
判
し
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
イ
コ
ー
ル
は
若
者
が
セ
ク

ト
に
惹
か
れ
る
の
は
、
彼
ら
の
個
人
主
義
的
傾
向
に
問
題
が
あ
る
と
も
見

て
い
る
。
若
者
が
社
会
に
背
を
向
け
て
い
る
こ
と
が
、
セ
ク
ト
の
反
社
会

的
な
姿
勢
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
彼
は
考
え
て
い
た
。
イ
コ
ー
ル
の
具
体

的
な
訴
え
は
、
①
一
八
歳
へ
の
成
人
年
齢
引
き
下
げ
（
一
九
七
四
年
）
へ

の
批
判
と
、
②
学
校
教
育
に
お
け
る
道
徳
の
崩
壊
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
若
者
が
「
セ
ク
ト
」
を
見
抜
く
た
め
に
は
道
徳
教
育
に
よ
っ

て
批
判
精
神
や
善
悪
の
観
念
、
自
制
心
な
ど
を
養
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
し
た
。
ま
た
、「
セ
ク
ト
」
規
制
の
た
め
に
は
国
家
の
介
入
も
厭
わ
な

い
「
共
和
主
義
的
ラ
イ
シ
テ
」
の
立
場
か
ら
イ
コ
ー
ル
の
セ
ク
ト
批
判
は

展
開
さ
れ
て
い
た
。

　

セ
ク
ト
隆
盛
の
背
景
に
は
道
徳
の
崩
壊
が
あ
る
と
す
る
イ
コ
ー
ル
の
観

察
は
、
ジ
ャ
ン
・
ボ
ベ
ロ
が
「
道
徳
を
形
成
す
る
社
会
化
が
危
機
に
瀕
し

て
い
る
」
と
い
う
ラ
イ
シ
テ
の
第
三
段
階
の
特
徴
に
対
応
し
て
い
る
。
こ

の
動
向
の
背
景
に
は
個
人
主
義
の
拡
大
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
イ
コ
ー

ル
の
批
判
は
、
共
和
主
義
的
立
場
か
ら
「
ラ
イ
シ
テ
の
道
徳
」
の
復
活
を

呼
び
掛
け
る
も
の
だ
っ
た
。
本
発
表
で
は
、「
セ
ク
ト
」
と
名
指
し
さ
れ

た
「
禅
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
に
対
す
る
批
判
を
分
析
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、「
セ
ク
ト
」
対
「
ラ
イ
シ
テ
の
道
徳
」
と
い
う
対
立
軸
の
な
か
に
、

個
人
主
義
対
共
和
主
義
と
い
う
一
九
八
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
お
け
る

対
立
軸
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
（
本
発
表
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費22K

J1088

の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。）
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本
発
表
は
一
部
の
精
神
世
界
と
福
音
派
へ
の
質
的
調
査
に
基
づ
い
た
も

の
で
あ
り
、
一
般
化
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
精
神
世
界
の
中

に
は
「
本
来
で
あ
れ
ば
真
逆
の
位
置
に
あ
る
は
ず
の
思
想
」
と
の
シ
ン
ク

ロ
現
象
を
起
こ
せ
る
程
の
多
様
性
が
あ
る
こ
と
、
今
後
も
同
様
の
事
象
が

生
じ
て
い
く
可
能
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
回
の
事
例

分
析
か
ら
示
せ
た
と
考
え
て
い
る
。

現
代
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
宗
教
性 

│
│ 

獏
原
人
村
満
月
祭
の
事
例
か
ら 

│
│

弓
山
　
達
也

　

本
報
告
の
目
的
は
一
九
六
〇
・
七
〇
年
代
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

の
流
れ
を
汲
む
福
島
県
河
内
村
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
獏
原
人
村
の
満
月
祭
を
事

例
に
、
こ
こ
で
示
さ
れ
る
宗
教
性
に
注
目
し
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
文
化
や

そ
れ
に
先
立
つ
精
神
世
界
、
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
運
動
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
八
月
に
約
一
週
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
る

祭
り
の
参
与
観
察
、
同
村
草
創
期
を
記
し
た
ミ
ニ
コ
ミ
誌
、
当
事
者
の
体

験
談
や
語
ら
い
か
ら
、
祭
り
を
縦
軸
に
、
そ
の
宗
教
性
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

獏
原
人
村
は
、
学
生
運
動
・
労
働
運
動
の
経
験
を
持
つ
一
〇
名
ほ
ど
の

グ
ル
ー
プ
「
も
ぐ
ら
」
が
一
九
七
四
年
に
川
内
村
の
廃
村
（
地
域
名
バ
ク
）

へ
入
植
し
た
こ
と
を
前
史
と
す
る
。
も
く
ら
が
退
去
し
た
バ
ク
に
、
現
在

の
居
住
者
の
マ
サ
イ
氏
と
ボ
ケ
氏
が
七
七
に
移
住
し
、
現
在
の
姿
が
築
か

れ
て
い
っ
た
。
開
村
当
時
か
ら
続
く
満
月
祭
は
、
い
ろ
い
ろ
な
開
催
時

期
・
形
態
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
が
中
心
の
音

楽
フ
ェ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
の
満
月
祭
は
台
風
接
近
の
中
で

開
催
さ
れ
、
初
日
は
「
祈
り
の
時
間
」
で
始
ま
り
、
夜
に
「
王
様
祭
壇
マ

ど
の
案
は
出
て
い
る
も
の
の
具
体
的
な
活
動
に
は
至
っ
て
は
い
な
い
（
二

〇
二
三
年
九
月
現
在
）。
こ
こ
か
ら
、
今
回
の
現
象
に
関
し
て
は
、「
福
音

派
と
精
神
世
界
の
シ
ン
ク
ロ
」
と
い
う
よ
り
も
、「
福
音
派
に
よ
る
精
神

世
界
の
ト
レ
ー
ス
」
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
右
傾
化
し
た
グ
ル
ー
プ
は
福
音
派
の
中
で
は
少
数
派

に
な
る
が
、
二
〇
二
三
年
の
日
本
福
音
同
盟
の
理
事
の
一
人
が
右
派
か
ら

選
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
同
年
九
月
に
行
わ
れ
た
日
本
宣
教
会
議
で
右

派
グ
ル
ー
プ
が
分
科
会
を
担
当
す
る
な
ど
、
少
数
で
も
目
立
つ
存
在
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

　

今
回
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
て
き
た
理
由
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
し
つ
つ
あ
る
か
ら
こ
そ
見
え
て
き
た
「
経
済
格
差
・
少
子
化
・
頻
発
す

る
災
害
」
へ
の
絶
望
感
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
現
代
社
会
を
背
景
と
し
、

先
行
研
究
を
踏
ま
え
る
と
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
、「
災
害
が
多
い
の
は
再
臨
・
携
挙
が
近
い
」（
福
音
派
）、「
今

ま
さ
に
地
球
は
次
元
上
昇
中
だ
」（
精
神
世
界
）
な
ど
の
霊
的
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
さ
を
も
っ
て
受
け
止
め
る
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
終
末
論
」（
堀
江 

二
〇
二

三
）、
二
つ
め
は
「
現
状
を
変
え
る
た
め
に
、
日
本
人
の
霊
性
を
取
り
戻

し
、
福
音
宣
教
を
進
め
る
」（
福
音
派
）、「
英
霊
を
通
じ
て
日
本
人
の
霊

力
を
取
り
戻
し
て
日
本
を
守
る
」（
精
神
世
界
）
と
、
な
ん
と
か
こ
の
状
況

を
防
ご
う
と
す
る
「
覚
醒
し
た
破
局
論
」（
堀
江 

二
〇
二
三
）
で
あ
る
。

　

福
音
派
、
精
神
世
界
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
で
情
報
発
信
を
し
て
お

り
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
違
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
両
者
の
発
信

情
報
は
酷
似
し
て
お
り
、
こ
れ
以
前
に
も
あ
っ
た
シ
ン
ク
ロ
現
象
と
併
せ

て
考
え
る
と
、
双
方
に
は
「
同
じ
機
能
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
）」
が
内
包
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
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田
塊
也
『
ア
イ
・
ア
ム
・
ヒ
ッ
ピ
ー
』
な
ど
を
読
め
ば
明
か
で
あ
る
。
獏

原
人
村
の
ば
あ
い
、
そ
れ
に
加
え
て
同
村
が
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
み
の
オ

フ
グ
リ
ッ
ド
の
生
活
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
発
事
故
の
川
内
村

全
村
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が
、
満
月
祭
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ

ャ
ー
的
性
格
を
強
化
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
マ
サ
イ
氏
は
二
〇

一
一
年
の
川
内
村
議
会
選
挙
に
「
反
原
発
を
主
張
し
て
」
立
候
補
、
次
点

で
落
選
し
て
い
る
。
獏
原
人
村
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー
等
に
管

理
社
会
や
資
本
主
義
か
ら
の
自
由
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
経

緯
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
文
言
を
私
た
ち
は
現
実
味
を
帯
び
て
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
各
地
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
地
域
社
会
と
の
軋
轢
も
少
な
く
な
く
、

暴
力
的
に
廃
村
に
追
い
や
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
地
域
社
会
で
の
孤
立

も
現
代
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
性
と
相
乗
効
果
を
な
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
現
代
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
宗
教
性
に
注
目
す
る
と
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
文
化
と
の
類
似
性
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
相
違
点
と
し
て
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
文
化
が
希
薄
化
さ
せ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
色
彩

を
今
も
留
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。

近
世
に
お
け
る
山
越
仏
の
意
味
と
伝
播

神
居
　
文
彰

　

プ
ロ
セ
ス
ア
ー
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
制
作

（
者
・
側
）
に
と
っ
て
作
品
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
と
な
る
。
美
術
史

で
は
伝
存
の
も
の
か
ら
系
譜
や
様
式
、
構
造
な
ど
を
も
と
に
=
プ
ロ
セ
ス

の
ト
レ
ー
ス
に
価
値
を
考
察
す
る
。
あ
わ
せ
対
象
を
ど
う
感
じ
る
か
以
上

に
、
各
時
代
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
継
承
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
に
も

注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
近
代
美
術
教
育
に
よ
る
宗
教
的
対
象
へ
の

ラ
ホ
ト
わ
っ
し
ょ
い
」
と
称
し
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
性
器
を
模
っ
た
御
輿

が
担
ぎ
出
さ
れ
、
満
月
が
時
折
見
え
る
中
、
熱
狂
の
う
ち
に
盆
踊
り
が
舞

わ
れ
た
。
翌
日
夕
方
か
ら
の
「
精
霊
の
セ
レ
モ
ニ
ー
」
は
、
そ
れ
に
先
立

つ
「
祭
り
」「
祈
り
」「
い
の
ち
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
詩
の
朗
読
で
始

ま
り
、
全
身
に
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
太
鼓
を
叩

き
、
叫
び
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
参
加
者
が
焚
き
火
の
回
り
を
練
り
歩
い
た
。

　

現
在
の
満
月
祭
は
音
楽
フ
ェ
ス
と
知
ら
れ
る
も
の
の
、
マ
サ
イ
氏
は
、

こ
の
祭
り
の
基
本
を
音
楽
に
で
は
な
く
、
踊
り
と
太
鼓
と
叫
び
と
火
だ
と

繰
り
返
し
語
り
、「
身
体
」「
鼓
動
」「
声
」「
火
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

神
事
や
セ
レ
モ
ニ
ー
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
祭
り
は
こ
の
思
想
で
貫
か

れ
て
き
た
こ
と
は
一
九
八
〇
年
代
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
の
記
載
か
ら
も
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。「
身
体
」「
鼓
動
」「
声
」「
火
」
と
い
う
脱
教
団
的
な
、

も
っ
と
い
う
と
「
宗
教
性
」
と
い
う
言
葉
に
も
絡
め
取
ら
れ
な
い
、
原
初

的
な
、
鈴
木
大
拙
の
い
う
「
宗
教
体
経
験
そ
れ
自
体
」、
つ
ま
り
霊
性
を

強
調
す
る
と
こ
ろ
に
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
文
化
と
の
類
似
性
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動
と
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
文

化
が
由
来
す
る
と
こ
ろ
の
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
運
動
は
、
と
も
に
カ
ウ
ン
タ
ー

カ
ル
チ
ャ
ー
を
淵
源
と
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
両
者
が
似
て
い
る
の
は

む
し
ろ
当
然
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
違
い
を
指
摘
す
る
こ
と
の
方
が
重
要
と

考
え
ら
れ
る
。

　

両
者
を
分
か
つ
も
の
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
の
強
度
で

あ
ろ
う
。
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
「
学
生
運
動
に
挫
折
し
て
コ
ミ
ュ
ー

ン
」
と
い
う
軌
跡
を
獏
原
人
村
の
創
始
者
た
ち
は
た
ど
っ
て
い
る
。
し
か

し
マ
サ
イ
氏
ら
に
先
立
つ
一
九
六
〇
年
代
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
第
一
世
代
が
さ

ま
ざ
ま
な
政
治
闘
争
や
社
会
運
動
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
山
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立
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
伝
わ
る
善
導
の
上
半
身
穢
色
、
下
半
身
金

色
の
様
態
を
、
九
巻
伝
に
出
る
「
半
金
色
」
と
い
う
語
根
を
口
伝
と
い
う

文
言
で
は
じ
め
て
使
用
し
、
近
世
で
は
最
奥
と
い
わ
れ
た
布
薩
戒
の
伝
目

に
半
金
色
伝
の
逆
用
体
と
し
て
「
山
越
伝
」
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
強
烈
な
穢
土
観
へ
の
誘
い
と
金
色
の
阿
弥
陀
の
希
求
で
、
穢
土
を
強

調
し
黒
印
口
伝
と
あ
わ
せ
広
範
し
た
。
布
薩
戒
は
夥
し
い
伝
書
が
制
作
さ

れ
異
同
も
多
い
が
、
近
代
に
お
い
て
妄
伝
と
さ
れ
焚
書
さ
れ
て
い
る
た
め

実
体
は
な
お
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
も
の
の
活
字
化
さ
れ
て
い
る
と
こ 

ろ
で
は
、
了
吟
（
一
七
二
八
―
一
八
〇
二
）『
浄
土
布
薩
戒
本
伝
考
』
に

「
以w

山
越

ノ

彌
陀
。
及
半
身
達
磨

ノ

傳z

引
合
黑
印

ノ

口
傳
。
…
中
略
…
山

越
ノ

彌
陀
上
半
身

ヲ

現
ス

金
色

ハ

果
位

ノ

表
ナ
リ

。
下

ノ

山
形

ハ

穢
土

ノ

相
ナ
リ

黑
業

ノ

凡
夫
之
居
所

ナ
リ

。」
と
あ
る
。
こ
の
端
緒
は
知
恩
院
三
七
世
知
鑑
（
一
六

〇
六
―
一
六
七
八
）
の
『
布
薩
戒
相
承
次
第
』（
淨
閣
本
）
に
同
様
の
文

言
が
筆
書
さ
れ
る
こ
と
に
分
明
な
よ
う
に
、
早
い
時
期
に
西
山
の
思
想
を

部
分
的
に
吸
収
し
「
伝
法
」
に
援
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
近
世
で
は
祐
天
（
一
六
三
七
―
一
七
一
八
）
に
十
念
伝
と
し

て
伝
わ
る
山
越
図
が
あ
る
が
、
九
念
し
か
画
中
に
書
さ
れ
ず
、
ま
さ
に
口

授
に
よ
る
伝
法
に
使
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
華
頂
誌
要
』
弘
治
三
（
一
五
五
七
）
年
一
一
月
に
は
「
正
親
町
天
皇

山
越
の
彌
陀
一
鋪
を
賜
ふ
、
…
（
中
略
）
…
後
奈
良
天
皇
崩
御
御
追
福
の

爲
な
り
」
と
あ
り
、
山
越
図
色
紙
型
に
「
如
来
本
誓
、
一
毫
無
謬
、
願
仏

決
定
、
引
摂
我
等
」
と
当
時
の
引
導
文
を
示
し
た
も
の
も
残
り
、
相
関
し

て
追
福
や
臨
終
仏
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
山
越
は
伝
法
、

穢
土
観
、
臨
終
、
追
福
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

櫻
井
達
定
氏
の
報
告
で
、
奈
良
県
西
山
派
西
山
門
中
共
有
保
管
財
に
あ

関
わ
り
に
つ
い
て
、
大
正
期
「
西
方
浄
土
は
自
己
の
宗
教
的
芸
術
の
表
現

で
は
無
い
。」
等
の
文
言
に
は
よ
り
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
制
作
の
た
め

の
材
料
や
技
法
以
上
に
宗
教
的
経
験
と
信
仰
確
信
へ
と
進
行
さ
せ
う
る
対

象
と
し
て
の
考
察
で
あ
り
、
対
象
の
願
主
は
製
作
後
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
山
越
図
と
呼
ば
れ
る
山
を
越
え
て
仏
が
現
れ
救
済
を
示
す
独

自
の
宗
教
造
型
が
鎌
倉
時
代
か
ら
現
代
ま
で
存
在
す
る
。
漢
訳
経
典
で
は

山
越
の
術
後
は
な
く
地
理
的
に
山
を
越
え
る
以
外
の
用
法
と
し
て
は
『
中

本
起
經
』
巻
上
「
登
山
越
領
困
苦
」
や
玄
奘
訳
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙

論
』
巻
第
一
三
一
「
破
生
死
山
、
越
煩
惱
依
」
と
苦
難
を
越
え
る
比
喩
と

し
て
の
み
僅
か
に
看
取
で
き
る
。
越
え
る
と
い
う
ア
行
下
一
段
と
越
す
と

い
う
サ
行
五
段
活
用
で
は
、
陀
羅
尼
で
分
明
な
よ
う
に
仏
教
で
は
目
的
と

動
作
の
主
体
が
必
ず
必
要
と
な
る
た
め
、
主
体
を
必
要
と
し
な
い
「
こ

し
」
で
は
な
く
「
や
ま
ご
え
」
と
発
声
す
る
こ
と
が
正
し
い
だ
ろ
う
。
お

そ
ら
く
折
口
信
夫
の
情
緒
的
な
読
み
仮
名
が
美
術
史
家
に
影
響
す
る
問
題

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
当
該
を
、
山
水
の
問
題
と
し
て
風
景
・
景
勝
さ
ら
に
眺
望
を

仏
の
救
済
に
投
影
、
連
続
す
る
も
の
、
さ
ら
に
臨
終
に
使
用
し
た
も
の
と

す
る
儀
礼
本
尊
、
枕
置
化
、
迎
講
と
の
関
係
、
証
空
や
本
覚
思
想
と
の
関

係
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
文
暦
元
（
一
二
三
四
）
年
源
智
知
恩
教

院
開
山
、
健
治
二
（
一
二
七
六
）
年
赤
築
地
の
談
前
後
ま
で
、
紫
野
門
徒
、

墨
染
僧
は
洛
中
か
ら
廃
絶
し
て
い
た
わ
け
で
あ
り
唯
一
浄
土
系
と
し
て
存

続
し
た
西
山
派
の
影
響
に
よ
り
信
仰
対
象
も
作
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
一
三
世
紀
中
末
以
降
、
現
在
の
鎮
西
系
の
拡
充
に
よ
り
、
す
で
に
存

在
す
る
も
の
へ
の
意
味
づ
け
や
活
用
が
変
化
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

鎮
西
系
に
お
い
て
は
聖
冏
（
一
三
四
―
一
四
二
〇
）
に
よ
り
伝
法
が
確
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在
、
地
域
の
女
性
た
ち
が
木
綿
を
縫
い
合
わ
せ
衣
装
を
作
る
が
、
江
戸
時

代
の
資
料
を
見
る
と
、
当
時
は
苧
か
ら
繊
維
を
取
り
出
す
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
な
ど
、
苧
と
い
う
素
材
に
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

苧
の
使
用
に
つ
い
て
は
山
の
神
と
い
う
う
ば
尊
の
性
格
を
象
徴
し
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

立
山
の
う
ば
尊
信
仰
で
布
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
う
一
つ
の
儀
式

は
、
布
橋
灌
頂
会
だ
。
こ
の
儀
式
で
は
、
白
い
衣
装
を
ま
と
っ
た
儀
式
参

加
者
が
白
い
布
を
か
け
渡
し
た
橋
の
上
を
渡
り
、
死
と
生
ま
れ
変
わ
り
を

疑
似
体
験
す
る
。
白
い
衣
装
は
お
そ
ら
く
死
装
束
と
重
ね
ら
れ
て
お
り
、

橋
に
か
け
渡
さ
れ
た
布
と
共
に
、
こ
の
世
と
あ
の
世
を
行
き
来
す
る
た
め

の
装
置
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
資
料
に
は
、
橋
に
か
け
渡
さ
れ

た
布
は
「
白
布
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
断
定
は
で
き
な
い
が
、
使
用

量
と
当
時
の
繊
維
製
品
の
流
通
状
況
を
考
え
る
と
、
木
綿
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
代
に
な
っ
て
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
再

構
築
さ
れ
た
布
橋
灌
頂
会
で
は
、
参
加
者
の
衣
装
に
は
木
綿
が
、
地
面
に

敷
く
布
に
は
よ
り
安
価
で
丈
夫
な
キ
ャ
ラ
コ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
お
召
替

え
行
事
で
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
現
代
に
継
承
す
る
に
あ
た
り
継
続
可
能

な
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

　

立
山
の
う
ば
尊
信
仰
で
は
植
物
繊
維
が
主
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
新
潟

県
阿
賀
野
市
の
優
婆
尊
信
仰
で
は
、
優
婆
尊
像
（
奪
衣
婆
像
）
に
絹
の
僧

衣
を
着
せ
て
祀
っ
て
い
る
。
こ
の
僧
衣
は
信
者
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の

で
、
新
し
い
も
の
が
寄
進
さ
れ
る
と
古
い
も
の
は
住
職
に
与
え
ら
れ
る
と

い
う
。
豪
華
な
絹
の
僧
衣
は
優
婆
尊
の
慈
悲
深
い
性
格
を
象
徴
す
る
と
と

も
に
、
信
者
の
信
仰
心
を
視
覚
的
に
表
現
し
て
い
る
。

　

阿
賀
野
市
の
優
婆
尊
像
や
東
京
都
新
宿
区
正
受
院
の
奪
衣
婆
像
の
よ
う

る
山
越
画
幅
が
理
由
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
五
重
相
伝
の
口
授
に
お
い
て
懸

架
す
る
と
い
う
慣
例
的
風
習
が
残
る
こ
と
も
指
摘
し
た
い
。

奪
衣
婆
信
仰
に
お
け
る
布
の
種
類
と
そ
の
機
能

坂
　
　
知
尋

　

奪
衣
婆
は
三
途
の
川
の
ほ
と
り
で
死
者
の
衣
を
は
ぎ
取
る
恐
ろ
し
い
老

女
で
あ
る
。
十
一
世
紀
や
十
二
世
紀
の
宗
教
書
で
は
簡
潔
に
記
述
さ
れ
る

の
み
だ
が
、
十
三
世
紀
に
は
閻
魔
や
十
王
な
ど
と
共
に
地
獄
絵
風
景
中
に

も
現
れ
始
め
、
以
降
、
日
本
の
大
衆
的
な
地
獄
風
景
の
一
部
と
し
て
存
在

感
を
増
し
て
い
く
。
同
時
に
、
そ
の
性
格
や
役
割
が
様
々
に
解
釈
さ
れ
、

江
戸
時
代
に
は
、
境
界
を
示
す
神
や
女
性
の
救
済
者
、
安
産
や
病
気
平
癒

な
ど
の
現
世
利
益
の
神
と
し
て
も
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

奪
衣
婆
は
登
場
当
初
か
ら
繊
維
製
品
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
奪
衣
婆
に

関
連
し
た
儀
式
や
宗
教
実
践
に
は
繊
維
製
品
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
例
え
ば
、
奪
衣
婆
像
に
布
を
持
た
せ
た
り
、
衣
服
を
着
せ
た
り
、
真

綿
を
被
せ
た
り
し
て
祀
る
事
例
、
ま
た
布
や
衣
服
が
重
要
な
役
割
を
果
た

す
儀
式
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
で
使
用
さ
れ
る
繊
維
製
品
の
素
材
は
、
木
綿
や
苧

麻
、
絹
、
真
綿
な
ど
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
異
な
る
種
類
の
繊
維
製
品

が
使
用
さ
れ
る
事
例
を
検
討
し
、
奪
衣
婆
信
仰
の
中
で
繊
維
製
品
が
ど
の

よ
う
に
解
釈
さ
れ
何
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
何
故
そ
の
素
材
が
選

ば
れ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
に
注
目
し
た
。

　

富
山
県
立
山
町
の
う
ば
尊
信
仰
で
は
、
奪
衣
婆
と
同
一
視
さ
れ
る
老
婆

神
・
う
ば
尊
の
木
像
に
死
に
装
束
を
着
せ
て
祀
っ
て
お
り
、
そ
の
衣
装
は

毎
年
の
行
事
で
新
調
さ
れ
る
。
お
召
替
え
と
呼
ば
れ
る
こ
の
行
事
で
は
現
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相
観
を
お
こ
な
う
者
は
、
自
己
の
煩
悩
す
な
わ
ち
「
欲
動
」
を
見
据
え
、

無
意
識
が
紡
ぎ
出
す
ヌ
ミ
ノ
ー
ス
性
を
帯
び
た
幻
想
の
中
に
引
き
入
れ
ら

れ
て
い
く
。
し
か
も
彼
は
そ
の
幻
想
の
中
で
、
仏
教
者
と
し
て
、
存
在
の

根
源
相
で
あ
る
、
絶
対
の
静
か
ら
の
性
起
と
絶
対
の
静
へ
の
還
滅
の
一
体

的
動
性
（
色
即
是
空
・
空
即
是
色
）
に
お
け
る
、
還
滅
の
側
面
に
相
応
し

て
、
女
性
の
死
体
の
腐
敗
過
程
を
観
想
し
つ
つ
、
絶
対
の
静
（
空
）
を
会

得
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
九
相
観
は
、
単
に
男
性
の
淫
欲
の
除
去
を

目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
観
そ
れ
自
体
に
お
い
て
既
に
仏
教
的

真
理
（
色
即
是
空
・
空
即
是
色
）
を
目
指
す
修
行
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。「
九
相
図
巻
」
の
背
景
の
空
白
は
、
ま
さ
に
観
想
を
統
べ

観
想
が
展
開
さ
れ
て
い
く
場
、
幻
想
が
構
成
さ
れ
る
場
で
あ
り
、
観
想
が

そ
こ
に
向
か
っ
て
深
ま
っ
て
い
く
絶
対
の
静
（
空
）
と
し
て
、
観
想
者
自

身
に
よ
っ
て
摑
み
直
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。「
九
相
図
巻
」
で
、
鳥

獣
に
喰
い
荒
ら
さ
れ
る
死
体
が
描
か
れ
る
第
八
段
か
ら
、
白
骨
化
し
た
死

体
が
描
か
れ
る
第
九
段
に
か
け
て
、
死
体
の
小
腸
を
摑
ん
で
第
九
段
の
上

方
の
空
白
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
行
く
鳶
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
鳶
は

ま
さ
に
観
想
が
向
か
う
べ
き
方
向
（
絶
対
の
静
）
を
示
唆
し
て
い
る
。
第

十
段
で
は
、
白
骨
化
し
た
死
体
が
逆
方
向
と
な
り
、
上
方
に
比
較
的
大
き

く
空
白
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
こ
で
観
想
を
停
止
し
、
絶
対
の

静
（
空
）
に
集
中
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
発
表
は
次
に
、
室
町
時
代
以
降
の
「
九
相
図
」
の
定
型
化
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
考
察
し
た
。
そ
れ
ら
に
は
多
く
の
場
合
、
風
化
し
て
誰

の
も
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
卒
塔
婆
や
、
も
は
や
誰
も
訪
れ
な
く
な
っ

た
塚
の
こ
と
を
詠
う
歌
二
首
が
添
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
九
相
図
」
が

日
本
的
な
情
緒
性
（
無
常
観
）、
日
本
的
な
文
化
の
な
か
に
回
収
さ
れ
た

に
頭
に
真
綿
を
被
せ
て
祀
ら
れ
る
奪
衣
婆
像
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
真

綿
に
よ
っ
て
老
齢
を
強
調
す
る
の
に
加
え
、
咳
治
療
な
ど
の
利
益
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
護
符
と
し
て
真
綿
が
信
者
に
授
与
さ
れ

た
り
も
す
る
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
、
奪
衣
婆
の
性
格
が
時
代
と
共
に
展
開
す
る
中
で
、

初
め
は
悪
人
の
罪
の
重
さ
を
象
徴
し
て
い
た
布
や
衣
服
が
様
々
に
解
釈
さ

れ
、
繊
維
製
品
が
奪
衣
婆
の
新
た
な
性
格
や
利
益
、
信
者
の
信
仰
心
を
視

覚
的
・
物
質
的
に
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

九
相
図
に
関
す
る
精
神
分
析
的
・
宗
教
哲
学
的
一
考
察

西
村
　
則
昭

　

精
神
分
析
的
・
宗
教
哲
学
的
立
場
と
は
、
ユ
ン
グ
の
よ
う
に
宗
教
現
象

に
対
し
て
親
和
的
な
感
性
お
よ
び
肯
定
的
関
心
を
も
ち
な
が
ら
、
精
神
分

析
と
は
何
か
を
徹
底
し
て
考
え
た
ラ
カ
ン
の
哲
学
精
神
に
倣
い
、
宗
教
体

験
の
心
理
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
を
通
し
て
、
そ
こ
に
お
い
て
体
験
さ
れ

て
い
る
宗
教
的
真
理
に
迫
ろ
う
と
す
る
立
場
の
こ
と
で
あ
る
。

　

本
発
表
は
ま
ず
鎌
倉
時
代
の
名
品
「
九
相
図
巻
」
を
取
り
上
げ
た
。
こ

れ
は
、
特
に
『
摩
訶
止
観
』
に
説
か
れ
る
初
歩
的
な
観
想
と
さ
れ
る
九
相

観
の
表
現
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
観
想
と
は
、
想
像
力
を
用
い
た

一
種
の
瞑
想
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
通
常
の
想
像
力
と
比
べ
る
と
、
自

律
的
に
は
た
ら
く
無
意
識
の
関
与
す
る
度
合
い
が
遥
か
に
大
き
い
。
そ
の

点
で
は
夢
に
近
い
が
、
観
想
に
お
い
て
仏
教
者
は
、
観
想
主
体
と
し
て
の

自
我
意
識
を
仏
教
的
真
理
へ
と
向
け
て
堅
持
し
つ
つ
（
こ
の
点
、
通
常
の

夢
と
は
異
な
る
）、
無
意
識
が
生
み
出
す
幻
想
を
注
意
深
く
観
察
す
る
作

業
を
お
こ
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
女
性
の
死
体
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
九
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体
験
し
、
そ
の
経
験
を
自
伝
で
説
明
し
て
い
る
。
地
獄
を
表
す
禅
画
や
墨

蹟
も
存
在
す
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
よ
う
な
資
料
を
分
析
し
、
白
隠
の

地
獄
観
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
『
白
隠
年
譜
』
と
し
て
知
ら
れ
る
『
龍
澤
開
祖
神
機
獨
妙
禪
師
年
譜
』

（
文
政
三
年
、
一
八
二
〇
）
や
『
壁
生
草
』、『
策
進
幼
稚
物
語
』
等
の
自

伝
に
よ
る
と
、
白
隠
は
十
一
歳
の
あ
る
日
、
母
に
宿
内
の
昌
源
経
寺
に
連

れ
ら
れ
て
、
日
厳
上
人
な
る
僧
の
『
摩
訶
止
観
』
を
講
じ
て
、
勧
善
懲
悪
、

地
獄
の
苦
患
を
説
く
の
を
聞
き
、
恐
怖
を
感
じ
た
。
ま
た
、
あ
る
日
母
と

一
緒
に
入
浴
し
た
際
に
お
湯
の
熱
さ
で
地
獄
の
苦
し
み
を
思
い
出
し
て
号

泣
し
た
と
い
う
。
地
獄
の
恐
怖
と
い
う
経
験
は
白
隠
に
と
っ
て
人
生
の
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、
発
心
と
出
家
（
十
五
歳
）
の
動
機
に
な
っ

た
。
少
な
く
と
も
最
初
の
段
階
で
は
、
白
隠
は
死
後
に
地
獄
に
堕
ち
て
苦

し
む
こ
と
に
対
す
る
怖
さ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
仏
法
を
抱
い
た
。
後
に

も
、
禅
僧
と
し
て
の
白
隠
の
生
涯
と
思
想
に
お
い
て
地
獄
に
対
す
る
問
題

意
識
が
続
く
。

　

白
隠
に
よ
る
地
獄
論
を
分
析
し
た
結
果
、
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

一　

倫
理
的
な
役
割
を
持
つ
地
獄
論

二　
「
鏡
=
心
」
を
表
す
唯
識
説
に
基
づ
く
地
獄
論

三　

儒
教
の
仏
教
的
輪
廻
批
判
に
対
す
る
地
獄
論

　

一
の
倫
理
的
な
役
割
を
持
つ
地
獄
論
に
関
し
て
は
、
白
隠
に
よ
る
未
完

成
の
「
地
獄
極
楽
変
相
図
」（
清
梵
寺
蔵
）
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。「
地
獄
極

楽
変
相
図
」
は
、
沼
津
市
の
清
梵
寺
に
保
蔵
さ
れ
て
お
り
、
清
梵
寺
で
、

毎
年
地
蔵
盆
縁
日
に
展
示
さ
れ
る
。
白
隠
は
こ
の
た
め
に
描
い
た
と
思
わ

れ
る
が
、
実
は
未
完
成
で
あ
る
。
地
蔵
信
仰
で
有
名
で
あ
っ
た
清
梵
寺
が

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
て
「
九
相
図
巻
」
に
見
ら
れ
た
ヌ
ミ
ノ
ー
ス

性
は
薄
ら
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
代
、
こ
う
し
た
「
九
相
図
」
の
伝
統
に
抗
っ
て
、「
九
相
図
巻
」
の

ヌ
ミ
ノ
ー
ス
的
な
美
を
復
興
さ
せ
た
の
が
、
日
本
画
家
の
松
井
冬
子
で
あ

る
。
そ
の
「
浄
相
の
持
続
」（
二
〇
〇
四
年
）
の
女
性
は
、
松
井
自
身
の

説
明
に
よ
れ
ば
、
自
己
に
対
し
て
攻
撃
を
加
え
る
男
性
に
同
一
化
し
て
自

傷
行
為
を
お
こ
な
う
と
い
う
形
で
、
そ
の
よ
う
な
男
性
に
対
し
て
、
挑
戦

的
な
眼
を
向
け
て
い
る
と
さ
れ
る
。
画
中
の
女
性
は
、
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
還
滅
の
方
向
性
（
腐
敗
し
消
滅
す
る
方
向
性
）
に
対
し
て
傲
然

と
抵
抗
す
る
意
志
、
主
体
性
を
示
し
て
い
る
。「
浄
相
の
持
続
」
と
は
腐

敗
と
い
う
不
浄
相
へ
の
移
行
に
抵
抗
し
て
、
浄
相
を
主
体
的
に
持
続
さ
せ

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
画
中
の
女
性
の
強
い
主
体
性
を
示

唆
す
る
。
つ
ま
り
「
浄
相
の
持
続
」
で
は
、
性
起
と
還
滅
の
一
体
的
動
性

と
し
て
の
存
在
の
根
源
相
に
お
い
て
自
己
を
見
出
す
、
ヌ
ミ
ノ
ー
ス
的
体

験
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
松
井
の
作
品
「
生
ま
れ
る
」

（
二
〇
一
一
年
）
に
は
、「
九
相
図
巻
」
の
よ
う
に
大
き
く
空
白
の
背
景
を

取
っ
た
画
面
の
中
に
羽
化
す
る
ト
ン
ボ
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ト
ン

ボ
の
誕
生
は
、
絶
対
の
静
か
ら
の
性
起
の
ま
こ
と
に
的
確
な
表
現
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

白
隠
禅
師
に
よ
る
地
獄
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て竹

下
ル
ッ
ジ
ェ
リ
・
ア
ン
ナ

　

日
本
臨
済
禅
中
興
で
あ
る
白
隠
禅
師
（
白
隠
慧
鶴
、
一
六
八
五
―
一
七

六
八
）
は
多
数
の
作
品
で
地
獄
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
の

教
え
に
お
い
て
地
獄
は
大
き
な
役
割
を
持
つ
。
幼
少
期
に
地
獄
の
恐
怖
を
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す
る
。
思
想
に
お
け
る
白
隠
と
羅
山
の
対
立
は
、
仏
教
の
輪
廻
説
と
魂
魄

の
行
方
を
め
ぐ
る
。
朱
子
学
の
教
説
を
守
り
な
が
ら
羅
山
は
魂
魄
は
最
終

的
に
消
滅
す
る
と
断
言
す
る
。
白
隠
は
そ
れ
を
全
面
的
に
否
定
し
、
因

果
・
輪
廻
の
法
則
と
持
戒
修
善
の
徳
力
を
主
張
す
る
。
彼
な
ら
で
は
の

生
々
し
く
熱
意
の
あ
る
「
護
法
論
」
は
印
象
的
で
あ
る
。
地
獄
と
因
果
・

輪
廻
の
法
則
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
白
隠

に
よ
る
地
獄
観
が
見
ら
れ
る
。

現
代
日
本
に
お
け
る
怪
異
文
化
の
展
開
に
つ
い
て

古
山
　
美
佳

　

本
発
表
の
目
的
は
、
現
代
日
本
（
平
成
期
中
心
）
に
お
い
て
、
創
出
・

共
有
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
怪
談
が
ど
の
よ
う
に
変
化
・
発
展
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
「
く
ね
く
ね
」
を
事
例
と
し
て
考
察
す
る
も
の
で

あ
る
。
分
析
対
象
で
あ
る
「
く
ね
く
ね
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
祥
の

怪
談
の
中
で
も
先
行
研
究
が
比
較
的
多
く
、
近
年
創
作
物
に
流
用
さ
れ
て

い
る
点
を
理
由
に
選
出
し
た
。

　
「
く
ね
く
ね
」
の
登
場
か
ら
ネ
ッ
ト
住
民
に
よ
る
考
察
等
ネ
ッ
ト
上
の

展
開
は
、
伊
藤
龍
平
や
廣
田
龍
平
と
い
う
民
俗
学
や
口
承
文
芸
の
分
野
に

よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
ネ
ッ
ト
怪
談
自
体
か
ら
創

作
題
材
と
し
て
変
容
し
た
「
く
ね
く
ね
」
の
表
象
実
態
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

　

廣
田
は
、「
一
つ
の
ス
レ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
洒
落
怖
は
、
い
つ
の
間
に
か

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
怪
談
文
化
を
左
右
す
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
」
と
い

う
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
ネ
ッ
ト
怪
談
の
中
心
は
「
死
ぬ
程
洒
落
に

な
ら
な
い
怖
い
話
を
集
め
て
み
な
い
？
」
と
い
う
２

ち
ゃ
ん
ね
る
（
現
ち

地
蔵
の
縁
日
の
絵
解
き
の
説
法
の
た
め
に
白
隠
に
描
か
せ
た
と
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、
倫
理
的
な
目
的
が
あ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　

二
の
「
鏡
=
心
」
を
表
す
唯
識
説
に
基
づ
く
地
獄
論
の
理
解
に
は
、
禅

宗
に
よ
る
鏡
に
例
え
ら
れ
る
心
の
教
え
が
肝
と
な
る
。
白
隠
の
作
品
も
含

め
禅
宗
で
は
心
を
鏡
に
譬
え
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
白
隠
の
場
合
『
十

界
図
』
と
い
う
禅
画
や
有
名
な
仮
名
法
語
の
一
つ
で
あ
る
『
遠
羅
天
釜
』

な
ど
に
関
連
性
が
見
ら
れ
る
。
鏡
で
あ
る
心
に
お
い
て
、
高
明
の
智
鑑
と

同
じ
よ
う
に
一
で
あ
り
な
が
ら
も
同
時
に
衆
生
心
と
仏
心
を
含
む
。
ま

た
、
唯
識
説
に
よ
る
「
転
識
得
智
」
と
い
う
心
の
転
換
に
結
び
つ
く
。
さ

ら
に
、
白
隠
が
晩
年
に
多
数
描
い
た
『
南
無
地
蔵
大
菩
薩
』
の
墨
蹟
の
分

析
か
ら
、
地
獄
と
極
楽
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、「
鏡
」
に
例
え
ら
れ
る
人

間
の
心
に
映
る
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
よ
う
に
地

獄
の
主
宰
者
で
あ
る
閻
魔
大
王
と
地
蔵
菩
薩
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
地
蔵
菩
薩
は
地
獄
菩
薩
と
呼
ば
れ
る
。

　

三
の
儒
教
の
仏
教
的
輪
廻
批
判
に
対
す
る
地
獄
論
に
関
し
て
は
、『
読

神
社
考
弁
疑
』
と
い
う
『
荊
叢
毒
蘂
拾
遺
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
長
文
に

注
目
し
た
い
。
内
容
は
仏
教
批
判
を
中
心
と
す
る
林
羅
山
の
『
本
朝
神
社

考
』（
六
巻
）
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
白
隠
禅
師
が
批
判
し
た
『
本
朝

神
社
考
』
に
お
い
て
羅
山
は
、
儒
教
と
神
道
の
一
致
説
に
よ
っ
て
の
仏
教

の
排
除
を
主
張
す
る
。
主
な
論
点
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
①
仏
教
を
広
く

信
奉
さ
せ
た
（
そ
れ
に
よ
っ
て
蘇
我
馬
子
が
崇
峻
天
皇
を
殺
害
し
た
）
聖

徳
太
子
の
批
判
、
②
輪
廻
に
基
づ
い
て
い
る
仏
教
の
死
生
観
の
批
判
。
白

隠
は
羅
山
の
仏
教
に
対
す
る
あ
ま
り
に
も
激
し
い
批
判
に
驚
き
を
隠
せ

ず
、
人
間
の
心
を
鏡
に
例
え
、
努
力
せ
ず
そ
れ
を
光
ら
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
説
明
し
、
ま
た
羅
山
は
嫉
妬
に
よ
っ
て
仏
教
を
批
判
す
る
と
指
摘
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ネ
ッ
ト
怪
談
（
怪
異
）
の
コ
ン
テ
ン
ツ
化
、
即
ち
事
典
化
か
ら
ネ
ッ
ト
怪

談
の
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
再
構
成
・
公
開
す
る
傾
向
を
構
築
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

創
作
物
内
に
お
け
る
「
く
ね
く
ね
」
は
、
元
々
の
性
質
で
あ
っ
た
人
間

へ
の
無
関
心
・
不
干
渉
か
ら
、
追
い
掛
け
る
・
行
方
不
明
に
さ
せ
る
な
ど

積
極
的
な
敵
意
・
害
意
を
持
つ
存
在
へ
と
リ
メ
イ
ク
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
対
処
方
法
に
つ
い
て
は
、
神
社
神
道
の
場
所
や
関
係
者
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
等
、
神
社
の
外
観
の
描
写
が
描
か
れ
る
事
例
が
確
認
出

来
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
祭
式
等
の
具
体
的
な
行
事
・
行
動
は
な
く
、

大
衆
の
神
社
イ
メ
ー
ジ
の
切
取
り
、
或
い
は
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
上
の

〈
宗
教
〉
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
さ
せ
る
一
助
と
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
く
ね
く
ね
」
と
い
う
ネ
ッ
ト
怪
談
に
存
在
し
な
か
っ
た
〈
宗
教
〉
要

素
は
、
主
人
公
へ
の
敵
対
者
（
く
ね
く
ね
）
と
対
処
方
法
（〈
宗
教
〉）
と

い
う
明
確
な
構
図
の
為
に
設
定
さ
れ
た
追
加
要
素
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

即
ち
、
ネ
ッ
ト
怪
談
で
あ
っ
た
「
く
ね
く
ね
」
が
残
存
し
て
い
る
理
由

は
、
事
典
と
い
う
集
約
か
ら
大
衆
文
化
へ
選
出
さ
れ
、
敵
対
と
〈
宗
教
〉

要
素
を
ま
と
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
ネ
ッ
ト
（
２

ち
ゃ
ん
ね
る
）
化
し
、

現
在
も
年
代
を
拡
大
し
つ
つ
、
怪
異
文
化
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ 

│
│ 

現
代
日
本
の
実
話
怪
談
と
怪
談
師 

│
│

近
藤
　
光
博

　

日
本
社
会
は
「
怖
い
話
」、
怪
異
譚
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年

代
か
ら
八
〇
年
代
の
「
心
霊
ブ
ー
ム
」「
オ
カ
ル
ト
・
ブ
ー
ム
」
は
有
名

だ
が
、
そ
の
前
後
の
時
期
に
お
い
て
も
、「
心
霊
」「
オ
カ
ル
ト
」
を
取
り

ゃ
ん
ね
る
）
の
オ
カ
ル
ト
掲
示
板
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
こ
の
文
化
は
二

〇
一
二
年
頃
に
は
マ
ン
ネ
リ
化
を
迎
え
、
二
〇
一
八
年
に
ま
と
め
サ
イ
ト

の
大
部
分
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
凋
落
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
洒
落
怖
初
期
を
牽
引
し
た
一
つ
に
「
く
ね
く
ね
」
が
あ
っ
た
。
伊

藤
に
よ
れ
ば
、「
く
ね
く
ね
」
は
そ
の
名
称
が
付
く
ま
で
に
他
サ
イ
ト
や

掲
示
板
に
類
似
の
話
が
投
稿
さ
れ
た
り
互
い
を
参
考
に
し
た
り
し
て
、
ネ

ッ
ト
住
民
の
間
で
考
察
や
情
報
収
集
が
進
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の

時
の
関
心
の
中
心
は
「
探
求
す
る
の
は
物
語
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
こ
の

妖
怪
の
正
体
や
能
力
」
で
あ
っ
た
と
廣
田
は
述
べ
て
い
る
。

　
「
く
ね
く
ね
」
の
話
に
は
、
以
下
の
共
通
要
素
が
あ
る
。
即
ち
「
怪
談

N
EW
S

よ
り
」
に
よ
れ
ば
、
①
く
ね
く
ね
と
動
く
、
ま
た
は
踊
る
②
夏

に
田
舎
の
田
畑
や
水
辺
に
出
現
す
る
③
体
の
色
は
白
で
あ
る
こ
と
が
多
い

④
目
撃
し
た
だ
け
で
は
害
は
な
い
が
、
そ
れ
が
何
か
を
理
解
す
る
と
精
神

に
異
常
を
き
た
す
⑤
地
元
民
に
は
知
ら
れ
た
存
在
ら
し
い
で
あ
る
。
こ
れ

ら
「
く
ね
く
ね
」
と
い
う
怪
異
は
、
二
〇
一
三
年
頃
即
ち
ネ
ッ
ト
上
で
は

飽
和
・
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
後
に
『
日
本
怪
異
妖
怪
大
事
典
』
を
始
め
と
し

た
各
種
事
典
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
情
報
と
し
て
あ

る
程
度
集
約
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
時
に
、
二
〇
一
〇
年
代
に
は
フ
リ
ー
ゲ
ー
ム
や
児
童
文
庫
、
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
と
い
っ
た
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
題
材
に
「
く
ね
く
ね
」
が
流
用

さ
れ
始
め
る
。
本
発
表
で
は
、
三
作
以
上
の
続
編
が
あ
る
こ
と
を
選
出
理

由
と
し
て
ゲ
ー
ム
「
怪
異
症
候
群
」
児
童
文
庫
『
恐
怖
コ
レ
ク
タ
ー
』
ラ

ノ
ベ
『
裏
世
界
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』
を
用
い
た
。

　

こ
れ
ら
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
の
流
入
は
、
ネ
ッ
ト
怪
談
が
身
近
に
あ

っ
た
２

ち
ゃ
ん
ね
る
世
代
か
ら
対
象
年
齢
を
拡
大
し
た
こ
と
と
同
時
に
、



　　310

『宗教研究』97巻別冊（2024年） 個人発表

　

実
話
怪
談
で
は
、
教
団
的
宗
教
性
や
分
類
学
的
宗
教
性
の
断
片
が
、
縦

横
に
活
躍
す
る
。
神
道
と
仏
教
に
（
断
片
的
に
で
は
あ
れ
）
強
く
彩
ら
れ

た
民
俗
世
界
な
く
し
て
、
現
代
の
実
話
怪
談
は
成
立
し
え
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
「
民
俗
宗
教
」
の
特
徴
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
そ
の
一

致
は
、
す
ぐ
さ
ま
《
宗
教
》
の
重
力
か
ら
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
と
解
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も
「
民
俗
宗
教
」（
と
い
う

語
で
指
示
さ
れ
る
諸
現
象
）
が
宗
教
概
念
と
う
ま
く
な
じ
ま
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

そ
し
て
、
現
代
日
本
の
実
話
怪
談
と
怪
談
師
は
、「
科
学
」
へ
の
模
倣

的
対
抗
を
お
こ
な
わ
な
い
。
科
学
と
合
理
性
の
卓
越
性
へ
の
確
信
か
ら
発

す
る
言
説
政
治
は
、
現
代
日
本
で
も
非
常
に
強
い
。
し
か
し
、
怪
談
師
ら

は
そ
れ
を
敬
し
て
遠
ざ
け
る
。
霊
や
霊
能
力
の
実
在
を
科
学
的
に
証
明
し

よ
う
と
し
た
り
、
霊
現
象
や
不
可
思
議
な
現
象
が
現
世
的
な
事
柄
に
も
た

ら
す
影
響
の
実
効
性
を
主
張
し
た
り
、
は
た
ま
た
、
科
学
と
合
理
主
義
と

懐
疑
の
近
代
文
明
に
対
す
る
新
た
な
文
明
原
理
を
提
唱
し
た
り
と
い
っ
た

関
心
は
、
今
日
の
怪
談
師
に
、
一
切
欠
け
て
い
る
。
彼
ら
は
む
し
ろ
「
娯

楽
」
や
「
エ
ン
タ
メ
」、
あ
る
い
は
「
楽
し
み
」
と
い
っ
た
《
世
俗
》
の

制
度
=
言
説
の
な
か
に
、
自
ら
積
極
的
に
位
置
ど
ろ
う
と
す
る
。

　

実
話
怪
談
と
怪
談
師
は
、「
オ
カ
ル
ト
」
の
一
部
に
す
す
ん
で
加
わ
る

一
方
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
の
実
在
論
や
シ
リ
ア
ス
さ
と
距
離
を
置
く
。

《
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ
》
と
い
う
広
大
な
言
説
空
間
の
な
か
で
、
ち
ょ

う
ど
中
間
に
あ
た
る
場
所
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　

超
歴
史
的
な
問
題
設
定
を
ほ
ど
こ
せ
ば
、
実
話
怪
談
と
怪
談
師
と
い
う

現
象
は
、「
人
間
の
非
合
理
的
生
」
の
諸
側
面
を
表
す
と
見
な
し
う
る
。

「
宗
教
団
体
」
な
り
「
歴
史
宗
教
」
な
り
へ
と
編
成
さ
れ
て
い
な
い
、
人

上
げ
る
メ
デ
ィ
ア
作
品
は
、
大
量
に
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
出
回
り
、
一

方
、
家
族
や
友
人
と
の
あ
い
だ
で
「
怖
い
話
」、
怪
異
譚
、「
怪
談
」
を
語

り
合
う
習
慣
は
、
つ
ね
に
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
代
後
半
か
ら
、
こ
う
し
た
状
況
に
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
が
加

わ
っ
て
い
る
。「
実
話
怪
談
」
が
静
か
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
あ
ち
こ
ち
で
開
催
さ
れ
、
書
籍
が
続
々
と
出
版
さ
れ

て
い
る
。
漫
才
師
、
コ
ン
ト
師
の
向
こ
う
を
張
っ
て
「
怪
談
師
」
と
呼
ば

れ
る
語
り
手
た
ち
が
増
え
つ
づ
け
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
内
外
で

熱
心
な
フ
ァ
ン
を
一
定
数
獲
得
し
て
い
る
。

　

こ
の
現
象
は
宗
教
学
／
宗
教
研
究
に
と
っ
て
多
様
な
意
義
を
有
す
る
。

と
り
わ
け
本
発
表
で
取
り
組
む
の
は
、「
実
話
怪
談
」
が
、
現
代
日
本
の

《
世
俗
／
宗
教
》
的
言
説
空
間
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
有
す
る

か
、
と
い
う
問
い
だ
。
そ
の
位
置
が
《
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ
》
に
あ
る

こ
と
は
、
自
明
で
あ
ろ
う
（「
実
話
怪
談
」
は
《
世
俗
》
で
も
な
け
れ
ば

《
宗
教
》
で
も
な
い
）。
問
わ
れ
る
べ
き
は
、「
実
話
怪
談
」
が
ど
の
よ
う

な
様
態
と
力
学
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
ど
り
に
よ
っ
て
、《
世
俗

と
宗
教
の
あ
い
だ
》
を
構
成
す
る
か
、
す
な
わ
ち
、《
あ
い
だ
》
の
言
説

空
間
の
具
体
的
な
成
り
立
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ

る
。

　

本
発
表
は
、
怪
談
師
の
語
り
に
対
し
広
義
の
言
説
分
析
を
ほ
ど
こ
す
こ

と
で
、
こ
の
問
い
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
成
果
と
し
て
得
ら
れ
た
理
解
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
│
│
現
代
日
本
の
《
世
俗
／
宗
教
》
的
言
説
空

間
に
お
い
て
、
実
話
怪
談
と
怪
談
師
は
、《
世
俗
》
と
《
宗
教
》
の
ち
ょ

う
ど
中
間
あ
た
り
、
両
者
の
重
力
が
ち
ょ
う
ど
干
渉
し
合
う
圏
域
に
絶
妙

に
位
置
ど
ら
れ
る
。



311　　

個人発表 『宗教研究』97巻別冊（2024年）

間
の
社
会
と
文
化
に
お
け
る
雑
多
な
非
合
理
的
要
素
と
い
う
こ
と
も
で
き

よ
う
。
そ
こ
に
は
、
知
的
に
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
も
の
か
ら
、
ご
く
素
朴

で
無
反
省
な
通
念
や
習
慣
ま
で
が
含
ま
れ
る
。

　

こ
の
《
あ
い
だ
》
の
空
間
を
ど
う
い
っ
た
概
念
で
把
握
す
る
か
、
宗
教

学
は
こ
の
問
い
に
答
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
発
表
が
取

り
残
し
た
課
題
を
引
き
続
き
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
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本
別
冊
は
第
八
二
回
学
術
大
会
（
対
面
開
催
）
の
紀
要
で
あ
る
が
、
掲

載
の
他
に
以
下
の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
制
期
ド
イ
ツ
の
宗
教
運
動
と
宗
教
学
の
形
成
（
宮
嶋
俊

一
）

天
理
教
に
お
け
る
教
会
の
は
じ
ま
り
（
澤
井
治
郎
）

近
世
の
軍
書
・
卜
占
書
に
掲
載
さ
れ
た
手
品
に
見
る
「
啓
蒙
」
性
（
伊
藤

優
）

古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
寸
法
シ
ス
テ
ム
―
宗
教
と
科
学
の
接
点
―
（
手
嶋

英
貴
）

寛
元
元
年
の
『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
―
道
元
の
宇
宙
論
―
（
早
川
敦
）

『
教
行
信
証
』
後
序
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
引
意
に
関
す
る
一
考
察
（
逸

見
世
自
在
）

太
子
守
宗
と
は
何
か
（
常
磐
井
慈
裕
）

神
道
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
現
代
神
社
施
設
（
山
﨑
好
裕
）

ヤ
マ
ト2202

か
ら
シ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
へ
（
十
津
守
宏
）

物
語
を
「
読
む
こ
と
」
と
宗
教
的
世
界
観
の
構
築
（
大
澤
千
恵
子
）

　

発
表
を
取
り
消
さ
れ
た
方
は
以
下
の
通
り
。
古
代
地
中
海
世
界
の
「
生

き
ら
れ
た
宗
教
」（
土
居
由
美
）、
啓
蒙
主
義
に
お
け
る
魂
の
不
死
と
進
歩

思
想
の
関
係
（
後
藤
正
英
）、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
思
想
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム

像
の
一
断
面
（
島
田
勝
巳
）、
中
世
ユ
ダ
ヤ
商
人
の
交
易
路
の
変
遷
と
ラ

シ
ュ
ー
ト
の
関
連
性
（
嶋
田
英
晴
）、「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ

ヤ
教
の
形
成
と
Ｓ
・
Ｓ
・
ワ
イ
ズ
（
石
黑
安
里
）、
米
日
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
と
日
本
の
総
合
大
学
構
想
、
一
九
四
五
―
四
七
年
（
吉
田
亮
）、
新
宗

教
の
生
成
と
神
社
講
社
（
石
原
和
）、
金
毘
羅
大
権
現
の
復
興
（
白
川
琢

磨
）、
禅
定
的
ヨ
ー
ガ
と
低
誦
祈
禱
（
古
泉
浩
平
）、
夢
窓
疎
石
の
慈
悲
観

（
余
新
星
）
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Panel

Translation Matters: 
Translating Japanese Religious Concepts into Other Languages

Convener and Chair: OKUYAMA Michiaki
Commentator: Cynthea BOGEL

Summary of Panel Presentations
OKUYAMA Michiaki

Scholars and students abroad interested in Japanese religions may naturally begin 
their investigations by translations of primary sources in their own language(s) or 
secondary sources on subject. Later, however, they may endeavor to learn Japanese 
so they can directly read Japanese texts―whether in modern or classical Japanese―
or even Chinese. As their interest deepens, and they begin specializing in a subject 
related to Japanese religions, the researcher may notice that they face linguistic 
challenges. This is because there are copious Japanese materials not yet translated 
into other languages, and among those that are, they may well be outdated. The stu-
dent might wonder how they should go about translating those works into their own 
language.
　This panel proposes to be a forum where international members of the Japanese 
Association for Religious Studies and some guest speakers can share their experi-
ences from their academic career, with a special focus on matters related to 
translation. Our panelists of varying expertises―from classical and subjects of waka 
and Shugendō to contemporary issues of tourism and spiritual care―are invited to 
share their own ideas and insights on translation from Japanese into English or 
other languages.
　They refer to any or all of the following in relation to conceptual, practical or tech-
nical issues in translation: 1) How they learned to translate Japanese in a scholarly 
way into another language? What are their tips, recommendations, and cautionary 
tales? 2) What the biggest challenge they faced―and hopefully overcame―in their 
own translation project? 3) What has been the most successful achievement in their 
own translation project, whether on the level of a word, concept, idea, phrase and 
paragraph―or the level of a scholarly article or book? Our panelists are also encour-
aged to add, where possible, more theoretical or philosophical issues on the subject 
of translation.
　Short bios of the panelists are as follows:
　Molly Vallor (Ph.D., Japanese Literature, Stanford University) is an Associate Pro-
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fessor in the Faculty of Law at Meiji Gakuin University. Her research interests 
include Japanese poetry and religion. She is the author of Not Seeing Snow: Musō 
Soseki and Medieval Japanese Zen (Brill, 2019).
　Andrea Castiglioni (Ph.D., Religion, Columbia University) is an Associate Professor 
in the School of Humanities and Social Sciences at Nagoya City University. His 
research is focused on early-modern Shugendō, ascetic movements, Mt. Yudono, and 
body studies. Together with Fabio Rambelli and Carina Roth he is the editor of 
Defining Shugendō: Critical Studies on Japanese Mountain Religion (Bloomsbury, 
2020).
　Mia Tillonen (M.A., Tourism Studies, Hokkaido University; M.A. East Asian Stud-
ies, University of Helsinki) is a doctoral student at Hokkaido University Graduate 
School of International, Media, Communication, and Tourism Studies and a specially 
appointed lecturer at Fuji Women’s University. She is currently writing her doctoral 
thesis on contemporary religion in Japan, focusing on tourism and materiality.
　Timothy O. Benedict (Ph.D., Religion, Princeton University) is an Associate Professor 
in the School of Sociology at Kwansei Gakuin University. His research is centered on 
the study of death, religion, spirituality, and health in modern to contemporary Japa-
nese society. He is the author of Spiritual Ends: Religion and the Heart of Dying in 
Japan (University of California Press, 2023).
　Cynthea J. Bogel (Ph.D., History of Art and Architecture, Harvard University) 
joins this panel as the commentator. Cynthea is a scholar of Buddhist visual culture 
in Asia and Japanese art history and someone who has accumulated experiences 
related to translation as the founding and chief editor for Journal of Asian Humanities 
at Kyushu University (2016-2022), and through her own research and writing.
　Okuyama Michiaki (Ph.D., Religious Studies, University of Tokyo) organizes and 
chairs this session. He is a Professor in the Department of Human Sciences at Toyo 
Eiwa University and the Director of the Institute for Life and Death Studies of Toyo 
Eiwa University.

Waka in Religious Contexts: Issues in Translation
Molly VALLOR

This presentation discusses waka in religious contexts, identifies challenges to trans-
lation, and suggests areas for future translations. The category of waka in religious 
contexts is difficult to define, but it can include waka that bears some kind of rela-
tion to: kami worship, Buddhism, shugendō, and/or other beliefs and customs that 
might be defined as religious. A lot of waka connected to what we might now call 
religion have no obvious “religious” content but become what we might think of as 
“religious” through reception and/or intention.
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　Next, examples of waka in religious contexts are given. Waka in religious contexts 
include but are definitely not limited to: votive sequences offered at shrines and tem-
ples; poems attributed to kami and buddhas; didactic or devotional verses; poems 
composed about specific shrines or specific religious texts; and spell poems (often 
referred to as majinai uta or juka 呪歌). Waka was also set in relation to religion 
through a wide variety of theoretical and ritual activities, including the secret com-
mentary tradition of the Kokin wakashū 古今和歌集 (Kokin denju 古今伝授); theories 
of so-called kotodama 言霊; theories about the magical efficacies of poetry set forth  
in the Kokinshū prefaces; stories and theories of katoku 歌徳 (virtues of poetry);  
Buddhist-inspired critiques of waka as kyōgen kigo 狂言綺語; the Buddhist redemp-
tion of waka through ritual and/or theories like waka as dharani. In short, waka in 
religious contexts is a very broad category. While English scholarship has shed 
much-needed light on the theoretical and ritual aspects of waka and religion, there 
are still more areas to be explored, and translation is critical to this endeavor.
　Despite waka’s foundational associations with kami, many English translations of 
waka from religious contexts are related to Buddhism. Accordingly, this paper 
explores possible reasons why translators, including this one, have tended to focus 
on Buddhist waka. It then introduces representative types of waka in religious con-
texts that have not been widely translated in English, such as poems on kami 
(jingika 神祇歌), votive poems, and spell poems. The linguistic and aesthetic chal-
lenges to translating these types of poems are explored and possible strategies for 
translation are introduced.
　In conclusion, this paper expresses the hope that a wider variety of waka in reli-
gious contexts will be translated. It argues that such verses are critical to helping us 
expand our understandings of pre-modern Japanese literature and religion. Finally, it 
contends that taking up these kinds of verses will lead to a greater variety of trans-
lations, thus assuring that the body of English translations better reflects the 
diversity of waka in religious contexts.

The Philosophical Dimensions of Translating and the Shugendō Case
Andrea CASTIGLIONI

This paper focuses on the philosophical implications linked with the concept of 
translation starting from Walter Benjamin’s famous book, The Task of the Transla-
tor, which was published in 1921. Following Benjamin’s analytical proposal, I argue 
that translation should be conceptualized as a grey zone, which overcomes the insol-
uble conflict between original and translated language. Translation is better 
interpreted as an idiomatic rhizome, which grows and finds its nourishment infiltrat-
ing the linguistic humus that coexists between the departure and arrival language. 
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This sort of dendrological nature of translation helps reveal its fundamental hybrid-
ity, the perennial instability of which allows a written text to be intellectually 
penetrated, linguistically grafted, and culturally transmitted into different social 
environments.
　A pivotal role in this paper is played by the term “afterlife” (Ger. fortleben), which 
Benjamin does not conceive as a translation’s function, rather as an intrinsic quality 
of the original text, the survival of which is ensured by its capability to engage the 
present thanks to its translatability. In other words, the hidden force embedded in 
the lexicon of the original is fully revealed only at the moment of its translation, 
namely its plunging into history. Therefore, the act of translating does not serve to 
satisfy the needs of external human actors but is internally originated by the non-
human agency of the original text itself. I suggest that for Benjamin, translation 
corresponds to a sort of spontaneous manifestation of “truth” (Gr. alêtheia), i.e. a sud-
den flourishing of meanings that have always been hidden (Gr. lantháno) within the 
impenetrable forest of the language of the original text. It is not a coincidence if in 
One-way Street (1928) Benjamin compares sacred texts to trees, the roaring leaves of 
which are permeated by the lymph of numberless commentaries and heteroglossic 
renderings.
　In the conclusive section of the paper I take into account some of the reverbera-
tions of Benjamin’s philosophical inquiry on the concept of translation vis-à-vis the 
religio-linguistic networks based on the interactions between Sanskrit, classical Chi-
nese, and Japanese in premodern Japan. I do not simply refer to the transformative 
impact that Sanskrit and classical Chinese had on written Japanese; I also emphasize 
the “fortleben-effect” exerted by the Japanese gloss system (kanbun kundoku 漢文訓
読) on the comprehension of religious texts composed in classical Chinese. The paper 
concludes by proposing a new English translation of the term Shugendō, which starts 
from the character gen 験 and its semantic emphasis on the tangible marks (shirushi 
験) that appear on the body of the ascetic as a consequence of performing ascetic 
practices (shu 修). I propose a revision of the English translation of Shugendō as the 
“Way of the ascetic marks” rather than the “Way of mountain religion” to underline 
the symbiotic relationship between purificatory ordeals (shu) and marks (gen), the 
reification of which takes place through a process of embodiment based on the prac-
titioner’s physicality and its interweaving with a multitude non-human agencies.

Tourism and Translating Japanese Religions
Mia TILLONEN

Translation is an essential part of religion and its study. In fact, the study of religion 
and the study of translation have evolved together, as much of the theory and prac-
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tice of translation has developed in the translation of religious texts (DeJonge and 
Tietz 2015). However, when we think about religious tourism, we need to think 
about translation in a broader sense, as tourism involves not only translation of texts 
from one language to another, but also cultural translation. Therefore, translation 
also guides the tourists’ understanding and behavior as well as shapes their experi-
ences. In this presentation, I discussed how translation is involved in the reframing 
of religious places and practices in the context of tourism.
　Religious tourism is a part of religious commodification, which according to 
Kitiarsa, “involves the process of turning religious symbols, practices, and places into 
consumable goods and marketing them through a wide range of media” (2010: 578). 
It also includes religious beliefs and practices being isolated from their original con-
texts and meanings, and reintegrating them into the new globalized networks of 
consumer culture (Gauthier, Woodhead, and Martikainen 2013). Previous research 
has focused on the representational aspect of religious tourism, mainly reframing 
(Okamoto 2019; Yamanaka 2012). Through reframing, religious places become places 
worth visiting not just in a religious but also a touristic context. It also affects the 
language, in which religious places, practices, and objects are talked about.
　Through tourism, also non-religious actors, such as government and tourism agen-
cies, consultants, marketing professionals, become involved in the reframing religion 
and bring their own views and values regarding the use of religions as tourism 
resources (Kadota 2013). These various actors produce different types of tourism 
texts, such as websites, brochures, guidebooks, and advertisements that tourists 
come into contact with before, during, and sometimes after their journey. These texts 
reflect the values of their producers, who edit or translate the traditions to fit into the 
desired destination image or target market. Therefore, tourism translation shapes, 
materializes, and actualizes religion in different contexts, not only in linguistic but 
visual, material, and performative forms.
　Using domestication and foreignization (Venuti 1995) I discussed how religious 
places and practices have been translated into a new context of tourism, focusing on 
official translation guidelines and promotional materials. Domestication and foreigniza-
tion are tendencies in translation especially into English, where the degree of how 
much the translator makes or does not make a text conform to the target culture 
differs. In tourism translation, these can also be seen in the way how religious tradi-
tions are adjusted to fit the tourists’ tastes, needs, and expectations and also to 
bridge cultural differences.
　In tourism translation, domestication can be seen in the inclusion of “the foreigner’s 
perspective”, which can be seen in both the production and translation of tourism 
texts as well as the choice of places and practices that are promoted as tourism 
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attractions. Foreignization, on the other hand, is an important part of tourism transla-
tion, as it satisfies the tourists’ interest in “the other” and the “quest for authenticity” 
(MacCannell 1999). It also includes the use of culture-specific items (Aixelá 1996). 
Especially in tourism translation, the use of these items produces an air of “foreign-
ness” and authenticity. It is also used to emphasize the “Japaneseness” of these terms 
and traditions.
　Although translation is an inherent part of tourism, research on tourism translation 
especially in the context of religion is limited. While a very preliminary look at the 
world of tourism translation through guidelines and promotional websites, the aim of 
my presentation was to show that the commodification of religion and translation go 
hand in hand. An investigation of tourism translation does not only reveal the various 
translation techniques, but gives insight into the process of commodification as well 
as the underlying values of religious tourism.

Translating the “Kokoro” in Spiritual Care
Timothy O. BENEDICT

This paper explores the challenges of translating the “kokoro,” its relevance to spiri-
tual care in Japanese hospices, and what it means for understanding contemporary 
Japanese religious identity more broadly. While every Japanese speaking person 
intuitively knows what the kokoro is, it is much harder to define, let alone translate. 
Sagara Tōru, for example, identifies five categories of meanings and thirty definitions 
for “kokoro” in Japanese (Kokoro, 1995. p. 7). The word is further complicated in that 
its nuance often changes today based on whether it is written in hiragana or in kanji 
or whether it assumes its Chinese or Japanese style reading.
　In this paper, I draw on Peter Berger’s sociological insight that scholars must cul-
tivate a perspective that views the familiar as strange (Invitation to Sociology: A 
Humanistic Perspective, 1963. pp. 23-24). The difficulties of translation can be a 
potent tool for achieving this goal. Through struggles in translation, we dispell the 
illusion of familiarity with everyday words like “kokoro.” In my own research, it was 
through this momentary disorientation that I came to appreciate both the cognitive 
and affective dimensions of the kokoro as an integral component of spiritual care in 
hospice settings, or even of Japanese religious sensibilities in general.
　The kokoro is ubiquitous in Japanese religions. In new religious groups the kokoro 
is considered a site of self-cultivation, an object to be purified, and source of power. 
In Japanese Buddhism, the kokoro is the focus of meditation and key to gaining 
enlightenment. D. T. Suzuki, for example, acknowledges that “kokoro” encompasses 
both intellectual and spiritual aspects (Nihon teki reisei, 2018 [1944], p. 343). This also 
aligns with George Tanabe and Ian Reader’s suggestion that we can find both cogni-
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tive and affective expressions of religious practice in Japan (Practically Religious: 
Worldly Benefits and the Common Religion of Japan, 1998. p. 129).
　In the hospice context, care for the kokoro remains closely linked to religion. In 
the early years of the hospice movement, the religious dimensions of hospice care 
were featured in the news media with reference to their ability to provide “kokoro 
care,” as well as “kokoro support,” and “kokoro medicine” (Asahi Shimbun, May 28, 
1985; Asahi Shimbun, October 27, 1986). While the term “spiritual care” has now 
largely replaced references to “kokoro care” in the hospice, I found that spiritual 
care still retains a close resemblance to a kind of kokoro care that transcends the 
distinctions between cognitive and affective forms of care. It does this by addressing 
both the cognitive anxieties of patients while performing very mundane daily activi-
ties that make patients feel appreciated and valued―as opposed to only offering 
sacramental forms of care or religious consolation.
　The contemporary importance of the kokoro as a site for religious sensibilities is 
also seen in one of Japan’s longest-running national television programs, “The Age of 
Kokoro: Religion/Life” (Kokoro no jidai: Shūkyō/jinsei). As Mitsutoshi Horii points 
out, the replacement of religion (shūkyō) with kokoro in the program’s main title  
represented a softening and broadening of religion, which was likely made with the 
intention of extending the scope of its content and viewership (The Category of 
“Religion” in Contemporary Japan: Shūkyō and Temple Buddhism, 2018. p. 96).
　Translating the kokoro presents a fascinating challenge for scholars and transla-
tors that requires close contextualization of its affective and cognitive dimensions. 
As Nakamura Hajime put it, while trying to define and understand the kokoro is an 
unending task; like the thousand-armed Kannon, it offers something to everyone 
who approaches it (Bukkyo shiso kenkyukai ed. Kokoro, 1984. p. 2). Perhaps that is 
how we should imagine the task of translation. Pursuing a thousand different ways 
to ultimately attain the same enlightenment.
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